


認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究事業

【サマリー】
Ⅰ．目的及び基本方針
1．目的
改定後の認知症介護実践者等研修の全国実施に向け、円滑な導入を支援し、受講機会の確
保と研修の質の均質化を図るため、効果的な研修方法の確立を目的とした。
2．基本方針
知識理解をオンデマンド学習で標準化し、集合（対面）研修を討議・判断訓練に特化する
ブレンド型研修構造を基本方針に、時間短縮ではなく教育機能の再配分により実践能力形成
を強化する設計とした。
Ⅱ．検討体制及びモデル設計
1．検討体制
制度運用の妥当性を検討委員会で確認し、実装方法を作業委員会で具体化した。両者の相
互検討により理論設計と現場運用の整合性について検討した。
2．段階的導入モデル
オンデマンド学習を導入したブレンド型の研修モデル（令和 6年度案）を基盤とし、将来
的には生成AI の機能を組み込んだ高機能なオンデマンド学習モデルへ段階的に発展させる方
針とした。
3．AI 機能を活用した学習システム
生成AI による学習機能は集合（対面）研修の代替ではなく事前理解を補完する学習支援機
能として位置づけた。
4．教育設計（ブレンド型研修構造）
（1）三段階構造
研修を「事前理解―相互作用的学習―現場適用」の三段階構造とし、各段階の教育機能
を分離し、学習効果の明確化を図った。
（2）オンデマンド学習の役割
理論理解と事前判断訓練を担い、停止・再視聴及び理解確認により知識水準の均質化を
図る設計とした。
（3）集合（対面）研修の役割
討議及び協働により判断力形成を行う場とし、非言語的相互作用を伴う学習に特化する
位置づけとした。
（4）職場実習の役割
実践適用及び振り返りにより能力定着を図る最終段階として位置づけた。

5．研修別オンデマンド学習の活用
（1）認知症介護実践者研修



1）オンデマンド学習の内容
理念、権利擁護、家族支援等に関する基礎知識習得、理論の理解を中心に学習する設
計とした。
2）集合（対面）研修の内容
事例検討により判断力形成を行う演習中心の構成とした。
3）職場実習
4週間の実習により実践化と振り返りを行う位置づけを再確認した。

（2）認知症介護実践リーダー研修
1）オンデマンド学習の内容
施策理解及びマネジメント理論を中心に学習する位置づけとした。
2）集合（対面）研修の内容
会議運営及び指導技術の訓練を中心とする構成とした。
3）職場実習
指導実践の検証及び改善を行う段階とした。
4）対面学習の必要性
多人数協働及び非言語調整の能力は対面訓練を中心に習得するものと整理した。

6．AI を活用した教材の位置づけ及び安全設計
（1）教育的効果
事前段階の判断訓練及び個別最適化の促進を目的とする補完技術として位置づけた。分
岐型教材及び生成AI 機能による対話型演習が事前判断訓練の補助的な学習機能として有用
であることが確認された。
（2）リスク
誤情報生成、価値判断の偏り、情報管理及び評価妥当性の課題が存在する。

（3）安全対策
専門家監修、応答制御、評価ルーブリック固定、学習ログ管理方針を導入条件とした。

（4）導入方法
将来的な可能性を念頭に品質確保のため段階的に実装する方針とした。

7．ブレンド型研修の運用モデル及びシステム要件の提案
（1）ブレンド型研修の標準的なフローモデル
導入、基礎習得、修了判定、応用実践の四段階構造とした。

（2）オンデマンド学習形態別のブレンド型研修形態
集合（対面）研修の質を重視するオンデマンド学習＋集合（対面）研修セット型と受講
機会拡大を重視するオンデマンド学習期間無期限の随時型を整理し、メリット、デメリッ
トを比較検討し整理した。
（3）標準的なシステム機能（LMS仕様）
ブレンド型研修における学習者、運用者の課題、不正受講リスクに応じた LMS仕様の標
準モデルを提案した。



8．改定後の研修運用に関する導入支援体制
（1）改定内容の理解促進
解説動画配信により改定趣旨の共通理解を促進するためのシステムを整備した。

（2）問合せ対応
シナリオ型 FAQと個別対応の併用により、改定内容の周知を促進するシステムを整備し
た。

9．今後の課題及び方向性
（1）主要課題
実践力評価方法の確立が課題である。

（2）検証事項
AI シミュレーション評価及び学習ログ分析による支援効果を検証する必要がある。

（3）将来展開
標準モデルの運用結果を踏まえ高機能化を段階的に進め、質と効率を両立する研修体系
の確立を目指すものである。
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Ⅰ．事業概要

1．目的
我が国では、高齢化の進行に伴い、認知症を有する者の数は増加の一途を辿っている。二
宮らの研究（「認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関する研究」2024）
によれば、令和 7年（2025 年）には認知症を有する者の数は約 472 万人（有病率 12.9%）
に達すると推計されている。このような状況において令和 6年（2024 年）1月には「共生社
会の実現を推進するための認知症基本法（以下、認知症基本法）」が施行され、認知症の人が
尊厳を保持し希望を持って暮らせる共生社会の実現に向け、専門的な介護人材の確保と資質
向上の重要性が明記されている。
しかし厚生労働省が推計する 2040 年の介護人材必要数 272 万人（第 9期介護保険事業計
画に基づく推計）に対して、令和 6年（2024 年）時点での介護職員数は 212.6 万人（厚生
労働省「介護サービス施設・事業所調査（2025 年報告）」）と、介護人材不足の状況は一層深
刻になることが予測される。今後、急増が予測される認知症の人への効果的な支援を行う専
門的知識・技術を有する人材の養成および確保は急務であることが明らかである。
また、令和 5年（2023 年）12月に社会保障審議会介護給付費分科会でとりまとめられた「令
和 6年度介護報酬改定に関する審議報告」では、認知症介護研修の質を担保しつつ、研修時
間のスリム化やオンライン化による受講しやすい環境整備の必要性が指摘されており、BPSD
予防に資する「認知症チームケアプログラム」の受講促進も求められている。
これらを踏まえ当法人が運営する認知症介護研究・研修仙台センター（以下、当センター）
では、「令和 6年度（2024 年）認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究事業」
において、認知症基本法を踏まえた認知症介護実践者研修、認知症介護実践リーダー研修、
認知症介護指導者養成研修（以下、認知症介護実践者等研修）の改定案を提案し、オンライ
ンを活用した受講アクセシビリティを向上する効果的な研修方法を検討した。今後の課題と
して、改定後の研修運用を円滑に推進するための支援体制の整備や、オンライン等を活用し
た受講しやすい研修制度の社会実装に関する方略の必要性が示されている。
以上の経緯を踏まえ、本事業は、受講しやすく学習効果が高いオンデマンド学習システム

（オンライン上の学習教材を学習者が主体的に学習する仕組み）を活用した研修体制の検討と、
改定後の研修運用を円滑に促進する支援体制の整備を目的としている。具体的には以下の 2
点である。
（1）�認知症介護実践者等研修の改定内容に関する周知方法や問合せ対応を含む導入支援シ

ステムの整備
（2）認知症介護実践者等研修へのオンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討
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2．実施体制
（以下敬称略、順不同）
（1）検討委員会
委員長 　　　
内藤　佳津雄　　日本大学文理学部心理学科
委　員 　　　
合田　美子　　　熊本大学半導体・デジタル研究教育機構
秋山　敏夫　　　特定非営利活動法人デジタルラーニング・コンソーシアム
土屋　真幸　　　山形県 健康福祉部 高齢者支援課
東海林　一好　　一般社団法人山形県老人福祉施設協議会
神岡　智樹　　　埼玉県 福祉部 地域包括ケア課
柿沼　　充　　　福島県認知症介護指導者連絡協議会
森　　俊輔　　　有限会社RAIMU
　　　　　　　　一般社団法人全国認知症介護指導者ネットワーク
長森　秀尊　　　社会福祉法人喜成会　高齢者総合ケアセンターみらい
　　　　　　　　一般社団法人全国認知症介護指導者ネットワーク
森本　浩史　　　株式会社エムズ
　　　　　　　　一般社団法人全国認知症介護指導者ネットワーク
中村　考一　　　認知症介護研究・研修東京センター
中村　裕子　　　認知症介護研究・研修大府センター
加藤　伸司　　　認知症介護研究・研修仙台センター
阿部　哲也　　　認知症介護研究・研修仙台センター
吉川　悠貴　　　認知症介護研究・研修仙台センター
森下　久美　　　認知症介護研究・研修仙台センター

（2）作業委員会
委員長 　　　
中村　考一　　　認知症介護研究・研修東京センター
委　員 　　　
林田　貴久　　　社会福祉法人恵仁会 特別養護老人ホーム鹿屋長寿園
桑原　　陽　　　社会福祉法人新生会 サンビレッジ大垣
石井　利幸　　　医療法人社団慈泉会 介護老人保健施設ひもろぎの園
秋山　敏夫　　　特定非営利活動法人デジタルラーニング・コンソーシアム
田辺　健彦　　　株式会社ヒューマンサイエンス
滝口　優子　　　認知症介護研究・研修東京センター
中村　裕子　　　認知症介護研究・研修大府センター
小木曽　恵里子　認知症介護研究・研修大府センター
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阿部　哲也　　　認知症介護研究・研修仙台センター
合川　央志　　　認知症介護研究・研修仙台センター
田村　みどり　　認知症介護研究・研修仙台センター
佐々木　昌治　　認知症介護研究・研修仙台センター

3．主な活動日程と内容
実施日 活動項目 活動内容

令和 7年 8月 5日 第 1回作業委員会 ・事業概要説明
・�認知症介護実践者等研修（認知症介護実践者研修、認知
症介護実践リーダー研修）の研修カリキュラム改定内容
の周知のための動画作成や周知方法の検討
・�研修カリキュラム改定内容への問合せ対応システム整備
に関する検討
・�研修カリキュラムや教材構成案を含めたオンデマンド学
習導入に向けた実施体制の検討

令和 7年 9月 1日 第 1回検討委員会 ・事業概要説明
・�認知症介護実践者等研修の研修カリキュラム改定内容の
周知方法や問合せ対応方法の検討
・�運用方法や研修カリキュラム、教材構成を含めたオンデ
マンド学習導入に向けた実施体制の検討

令和 7年 9月 26日 第 1回検討委員会議題
に関するヒアリング

・事業概要説明
・�認知症介護実践者等研修の研修カリキュラム改定内容の
周知方法や問合せ対応方法の検討
・�運用方法や研修カリキュラム、教材構成を含めたオンデ
マンド学習導入に向けた実施体制の検討

令和 7年 9月 29日 第 2回作業委員会 ・事業経過報告（周知・問合せ対応方法）
・�認知症介護実践者等研修におけるオンデマンド活用によ
る研修カリキュラムの検討
・�オンデマンド学習教材の具体例や教材シナリオ案作成対
象カリキュラム選定に関する検討

令和 7年 12月 25日 第 3回作業委員会 ・事業経過報告（改定内容解説原稿・FAQ修正確認）
・オンデマンド学習教材構成案の検討
・�研修科目や研修フローを含むオンデマンド学習導入に向
けた実施体制の検討

令和 8年 1月 28日 第 2回検討委員会 ・事業経過報告（改定内容解説原稿・FAQ最終案確認）
・�オンデマンド活用による研修カリキュラム及び研修体制
（運用方法）の検討

令和 8年 2月～ 3月 報告書作成、周知動画
の修正

・報告書の作成
・研修の改定内容に関する周知動画修正

令和 8年 3月 報告書、成果物等の
配布、公開準備

・�各委員会委員、認知症介護実践者等研修実施主体である
自治体及び団体への報告書郵送
・認知症介護指導者への郵送による改定内容周知
・�報告書、成果物（研修カリキュラム改定内容周知動画・
FAQ）の認知症介護研究・研修センターサイトDCnet
への掲載



4

4．主な事業内容
（1）概要
本事業は、認知症介護実践者等研修の改定内容を全国において円滑に導入し、かつ受講
アクセシビリティを向上させることを目的として実施したものである。近年、認知症ケア
は生活支援の専門職としての判断力・対話力・状況把握力を必要とする高度な実践領域へ
と変化しており、研修は単なる知識伝達ではなく実践能力形成を担う教育として再設計が
求められている。一方で従来の集合（対面）研修は、長時間拘束や移動負担により受講機
会の確保が困難であり、地域差や職種差が生じやすいという課題を有していた。
そこで本事業では、オンデマンド学習を活用したブレンド型研修構造を検討し、研修の
質を維持しながら受講負担を軽減する方法を整理した。オンデマンド学習は単なる遠隔講
義ではなく、学習速度の個別化、反復確認による理解形成、事前知識水準の均質化という
教育機能を担うものとして位置づけた。さらに集合（対面）研修を討議・判断訓練へ特化
させることで、時間短縮ではなく教育効果の再配分を図る構造とした。
また、改定内容の理解から運用判断までを支援する導入支援体制を構築し、解説動画、
FAQ、問合せ対応方法を組み合わせた支援モデルを提示した。さらに、将来的なAI 活用を
見据え、学習ログ管理や対話型教材の導入可能性を踏まえた研修設計を行い、受講者の判
断過程を可視化しながら学習を進める教育基盤の方向性を整理した。
（2）事業の背景と目的
1）背景
認知症介護実践者等研修は、介護現場の中核的人材育成の基盤として長年実施されて
きたが、集合（対面）研修中心の実施形態により受講機会の確保が難しく、特に人員不
足の現場では参加が困難となる状況があった。また、指導者の講義方法の違いにより理
解度にばらつきが生じ、研修の質の均質化が課題となっていた。さらに、改定時には制
度理解の不足による運用上の混乱が発生する可能性があり、周知方法の改善が必要とさ
れていた。このような状況に対し、オンデマンド学習は時間・場所の制約を解消するだ
けでなく、受講者が理解に応じて停止・再視聴・確認を繰り返せるため、知識習得のば
らつきを抑制できる特性を有する。また事例映像を保持したまま説明できるため、認知
症ケアに必要な状況理解の共有が可能となる点で、対面による研修と同等以上の学習効
果を有することが明らかとなっている。
2）目的
本事業は、改定後の研修実施体制への移行を支援するとともに受講アクセシビリティ
を向上させることを目的とし、オンデマンド学習を活用した研修方法を検討した。特に、
知識理解の標準化と対面演習の高度化を両立するブレンド型研修を構築すること、さら
にAI 技術を用いた対話・判断学習の可能性を踏まえた教材設計を行うことを目的とした。

（3）検討委員会・作業委員会における検討
検討委員会では制度運用上の妥当性と教育的整合性を確認し、作業委員会では実装可能
な具体案を作成した。両者の相互的検討により、理論的に望ましい研修構造と現場で実施
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可能な運用方法の整合が図られた。その結果、知識学習をオンデマンド学習で標準化し、
集合（対面）研修を実践能力形成に特化するブレンド型構造が最適であると整理された。
さらにブレンド型の研修形態として、「令和 6年度事業において検討された研修形態案」
を基本モデルとして設定し、将来的には生成AI 機能を活用した「高機能案」を発展形とし
て位置づけた。前者は実施可能性を重視した標準化モデル、後者は体験学習や個別最適化
を重視した発展モデルであり、段階的導入が妥当と整理された。またAI 活用は対面代替で
はなく、事前理解を補完する学習支援機能として位置づけられた。
（4）認知症介護実践者等研修へのオンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討
1）オンデマンド学習の特性
オンデマンド学習は柔軟な学習機会を提供するが、その本質は時間自由度ではなく理
解形成機能にある。受講者は理解できない箇所を繰り返し確認でき、場面映像を保持し
たまま概念説明を受けることで、状況理解を共有しやすい。また、履修履歴を通じて理
解過程を把握できるため、集合（対面）研修前に知識水準を均質化できる特性を持つ。
したがって履修管理・理解確認・進捗管理を一体化した学習プロセスとして設計する必
要があると整理された。
2）オンデマンド活用による研修カリキュラムの検討
（ⅰ）認知症介護実践者研修
認知症介護実践者研修では、基礎知識を個別に習得したうえで、集合（対面）研修
において実践判断を深め、最終的に職場実習で実践化する段階的学習構造を採用した。
まず、オンデマンド学習では計 4科目・7時間を設定し、「認知症介護実践者研修の
理解」「認知症ケアの理念」「権利擁護の視点に基づく支援」「家族介護者の理解と支援
方法」を学習する。これらは理論中心の内容であり、受講者が自分のペースで理解を
深めることを目的とする。ここで習得した知識が、その後の討議や計画立案の前提知
識として位置づけられる。
集合（対面）研修では、オンライン対応可能な科目として「生活支援の方法」「行動・
心理症状（BPSD）の理解と支援」「学習成果の実践展開と共有」を配置し、事例検討
を中心に実践的理解を深める。さらに集合形式で「共生社会を推進する地域資源の理
解と展開」「アセスメントとケアの実践の基本」「課題設定」等を扱い、対話・協働・
判断力形成を伴う学習を行う。オンデマンド学習では扱えない実践的思考過程の共有
を担う位置づけとなる。
研修の最終段階として 4週間の職場実習を実施し、学習内容を実際の介護場面で適
用する。その後、職場実習評価により自己の実践を振り返り、課題を整理する。
総時間は講義・演習 23時間、課題設定 300 分、実習評価 180 分に加え 4週間の実
習で構成される。
この構造により、理論理解→判断力形成→実践適用の学習連鎖が成立し、知識と実
践の統合的習得を可能とする研修設計となっている。
また、生成AI 等の先端技術を活用したオンデマンド学習を前提に構築した認知症介
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護研修のブレンド型構成案を整理した。生成AIを活用した対話型・分岐型教材やシミュ
レーション機能を導入することで、事前学習としてのオンデマンド化を拡張し、集合（対
面）研修および職場実習と有機的に接続する三段階（オンデマンド→集合（対面）研
修→職場実習）構造を実現する可能性を検討した。
認知症介護実践者研修は日常的な生活支援や行動・心理症状（BPSD）への対応と
いった場面で求められる判断力と対応力の育成を主目的とするため、基礎的な理論理
解は個別学習で効率的に形成し、判断枠組みの反復訓練や事例検討は集合（対面）研
修や職場実習で深めるという役割分担を採用した。日程案ではオンデマンド科目を合
計 7科目・約 14時間相当として設定し、従来講義中心で扱われてきた領域に加え、生
活支援や行動・心理症状（BPSD）対応のような事例検討型科目も生成AI による対話
型シミュレーションによって事前学習可能と想定し、受講者が「判断→選択→AI から
の反応→振り返り→再試行」という学習循環を繰り返すことで、単なる視聴に終わら
ない能動的な学習のしくみを設計した。オンデマンド学習段階における学習完了は視
聴時間の積算ではなく、理解度確認テストや事例判断課題の達成により認定される方
式を採用することで、受講者の学習効率を高めつつ負担軽減を図ることが必要である。
集合（対面）研修はオンデマンド学習で形成された判断枠組みを前提に、アセスメント、
課題設定、地域資源の活用等の相互作用的学習に集中し、最終的に 4週間の職場実習
を通じて現場適用と振り返りを行い、職場実習評価により学習成果を言語化すること
を目的としている。認知症介護実践者研修に関しては、生成AI 教材の導入により受講
機会の拡大と事前段階での判断訓練の高度化が期待される一方、教材開発や品質管理、
評価の妥当性確保、受講者側の ICT リテラシー対応といった実装上の課題が存在する
ことも明らかとなった。
（ⅱ）認知症介護実践リーダー研修
認知症介護実践リーダー研修では、個別ケア判断の習得を目的とする認知症介護実
践者研修に対し、組織的支援・指導能力の形成を目的としており、理解学習→マネジ
メント方法習得→指導方法習得→実践という学習構造である。
オンデマンド学習では計 7科目・9.5 時間を設定し、「施策動向」「専門的理解」「チー
ムマネジメント理論」「OJT理論」等を事前に学習する。特にカンファレンス技法、ス
トレスマネジメント、チームマネジメント、OJT理論は基礎部分をオンデマンド学習
で履修し、その後の集合（対面）研修と連動するブレンド型科目として位置づけた。
集合（対面）研修では、「カンファレンス（会議）の実践方法」「ストレスマネジメン
トの方法」「チームマネジメントの方法」を扱い、理論を事例に適用する学習を行う。
その後「職場内教育（OJT）の方法」「認知症ケア指導の実践方法」「職場実習の課題
設定」を実施し、指導行動の考え方を習得する。その後 4週間の職場実習において指導・
教育の実践を行い、実習評価により実践内容を振り返る。総時間は講義・演習 28時間、
課題設定 180分、評価 180分に加え 4週間の実習で構成される。この構造により、知
識理解→マネジメント技術→指導技術→組織実践という段階的能力形成が可能となり、



7

個人ケア能力からチーム支援能力へと学習水準を高める設計となっている。
認知症介護実践リーダー研修では、チーム運営、指導・育成、会議運営、組織内調
整等の高度な遂行能力を育成することが目的であるため、オンデマンド化の対象は理
論的基盤や制度理解、チームマネジメント理論等の講義系科目を中心としつつ、カン
ファレンス技法やOJT、指導場面の初期訓練については生成AI によるシナリオ型演習
やファシリテーション疑似体験を導入することを検討した。日程案ではオンデマンド
科目を合計 7科目・約 21時間相当と設定し、理論学習と並行して分岐型教材や会議進
行シミュレーションによって指導の予行演習を行う構成とした。しかしながら認知症
介護実践リーダー研修に求められる「場の空気を把握して調整する技術」「多人数同時
協働のダイナミクス」「非言語的反応に基づく即時調整」といった技能は、現行の生成
AI やオンデマンド学習だけでは十分に代替し得ないため、集合（対面）研修と職場実
習において即時的な相互作用とフィードバックを繰り返すことが必須であると位置づ
けている。したがってオンデマンド学習は理論・予行演習・思考整理を担い、集合（対面）
研修は模擬会議やロールプレイを通じた実地的な修練を行い、職場実習での実践検証
と指導改善を通じて能力を定着させる三層的な学習過程を維持する必要がある。評価
については認知症介護実践者研修と同様に時間基準から理解・到達基準へと移行させ、
理解度テスト、事例判断、振り返り記述等の複合的評価によって履修認定を行うこと
が適当である。
（ⅲ）生成AI を活用したオンデマンド学習の特徴と課題
生成AI を活用することの利点は、対話・分岐・反復・即時フィードバックをオンデ
マンド学習で可能とすることにより、受講機会の拡大と学習の個別最適化が期待され
る。これにより、受講者は自らの理解不足に応じて反復学習が行え、集合（対面）研
修における討議に時間を割くことが可能となる。一方でリスクとしては、生成AI の出
力に事実誤認や妥当性の欠如が生じ得ること、価値判断の偏りを助長する可能性があ
ること、学習ログや事例データに含まれる機微情報の管理・匿名化・利用制限の必要性、
さらにシミュレーション結果を評価し到達基準と結びつける際の妥当性確保が挙げら
れる。これらに対応するため、生成AI 教材は専門家による監修、シナリオと評価ルー
ブリックの事前固定、出力範囲の限定、応答逸脱防止策、学習ログの適切な収集と運
用方針の整備を組み合わせた安全設計の下で運用すべきであり、利点とリスクを明確
に理解して運用設計する必要がある。
実装方針としては段階的導入を基本とすることが妥当である。まずはオンデマンド
適性が高く、品質管理が比較的容易な講義系科目の高度化から着手し、理解度評価や
進捗可視化機能、リマインド機能等を実運用で検証する。次に限定的な事例分岐教材
や対話型演習を導入し、その学習効果と操作性、評価の信頼性を評価した上で範囲を
拡大する。最終的には指導場面の高度シミュレーションや多職種連携の模擬訓練まで
段階的に拡張することが望ましいが、拡張の判断は技術の成熟度、倫理的・法的要件
の整備、及び実証データに基づいて慎重に行う必要がある。
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総じて、生成AI を活用した高機能オンデマンド学習教材は、認知症介護研修におけ
る学習機会の拡大と学習過程の高度化に資する有効な補完手段であるが、集合（対面）
研修や職場実習の代替ではなく、学習効果ごとに「オンデマンド学習で担保可能な領域」
と「対面で担保すべき領域」を明確に峻別し、オンデマンド学習は事前準備と予行演習、
集合（対面）研修は即時的相互作用と集団学習、職場実習は実践定着と評価の場とし
て再編することにより、研修全体としての質と効率を高めることが可能である。今後
は初期導入の成果を踏まえて評価指標を整備し、段階的に高機能化を図るとともに、
品質保証と情報管理の仕組みを厳格に運用することが必要である。
3）オンデマンド学習活用による研修体制（運用方法）の検討
（ⅰ）ブレンド型研修の標準フロー
オンライン学習と集合（対面）研修を段階的に接続する標準フローとして、①導入（オ
ンライン・ガイダンス）、②基礎知識の習得（オンデマンド学習）、③修了判定（確認
テスト・修了証発行）、④応用・実践（集合・対面研修・実習）の四段階構造を整理した。
各段階の役割と評価方法を明確化することで、学習効果の最大化と運用の安定化を同
時に実現できる構造を設計した。
導入段階で参加準備と受講動機の向上を目的に、研修目的、受講方法、システム操
作方法をオンラインで説明する仕組みとする。基礎習得段階では、短時間の映像教材
および事例を中心としたオンデマンド学習を設計し、理解度確認を前提とした学習構
造を整理した。修了判定段階では、確認テストの実施および修了証の自動発行による
参加要件管理を行い、応用・実践段階では、集合（対面）研修を討議・演習中心に再
設計し、事前学習結果を活用した指導が可能となる運用方法を整理した。
（ⅱ）ブレンド形態の比較検討
オンデマンド学習と集合（対面）研修の接続形態として、「事前学習を義務付けるセッ
ト型」と「受講時期を柔軟に設定する随時型」の二方式を整理し、運用上の特徴を比
較した。その結果、集合（対面）研修の質を重視する場合はセット型が有効であり、
受講機会の拡大および大規模運用を重視する場合は随時型が有効であることを確認し
た。
（ⅲ）LMSに必要な仕様の整理	
受講者管理、教材配信、進捗可視化、理解度確認、修了証発行、リマインド通知、デー
タ出力、権限管理、不正受講対策等の機能を整理し、ブレンド型研修の運用に必要な
学習管理システムの標準仕様案を作成した。
特に、進捗確認の自動化および参加要件の事前判定を可能とする設計が運用負担軽
減に有効であることを確認した。
（ⅳ）教材設計要件の整理
オンデマンド学習教材について、事例提示・判断・解説・振り返りの循環構造を基
本とし、集合（対面）研修と連動する教材設計要件を整理した。
また、短時間映像、判断設問の挿入、学習ログの取得を前提とすることで、理解度
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の把握と学習継続の促進が可能となることを確認した。
4）オンデマンド学習教材案の検討
認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研修において、オンデマンド学
習を核とするブレンド型研修の実現可能性を検証し、高機能な教材設計案（生成AI 等を
含む）を試作・提示することを目的とした。
研修科目を「体験学習性」「学習効果の重要度」「技術的親和性」の基準で選定し、事
務局案→作業委員会→検討委員会で段階的に検討・承認しながら教材シナリオ案を作成
した。
対象は認知症介護実践リーダー研修の「職場内教育（OJT) の理論と方法」とし、一対
一の指導場面はAI 対話型教材との親和性が高いと判断した。一方、複数参加者による協
働学習を必要とする「カンファレンス (会議）の技法と実践」は現時点でオンデマンド化
に限界があると結論付けた。
設計は「導入→理論→事例→対話（AI）→振り返り→まとめ」の循環を基本とし、短
時間映像・分岐／対話型演習・即時フィードバックを組み合わせることで、判断力と実
践的思考の形成を狙った。
生成AI は疑似他者としての対話、応答に基づく分岐シミュレーション、入力に対する
自動フィードバック／構造化支援を担う補完技術と位置づけ、反復訓練と個別最適化が
期待される。
誤情報の生成、価値観の偏り、個人情報管理、評価妥当性の担保などのリスクは重大
であり、専門家監修、応答制御、匿名化、評価ルーブリック整備を導入条件とし、非言
語的要素や多人数協働の学習効果は集合（対面）研修・実習で補填する必要があると結
論づけた。
以上から、指導に関する学習の一部を高度化したオンデマンド学習教材で代替・補完
可能であることを示したが、完全代替は困難であり、生成AI は質保証のための補完技術
として段階的に実装すべきである。

（5）導入支援体制の整備
1）周知動画の作成と配信
改定内容の理解を統一するため解説動画をオンデマンド配信し、制度趣旨の共通理解
を促進する体制を整備した。
2）問合せ対応システム
改定内容に関する理解を促進するため、シナリオ型の FAQを作成し、問合せ体制のシ
ステムを構築し、当センターのWEBサイト（DCnet）上で公開する運用体制を整備した。
基本事項は FAQで対応、個別事項のみ人的対応とすることで対応作業における負担を軽
減する体制とした。

（6）今後の課題と方向性
オンデマンド学習導入により受講機会は拡大するが、実践力評価の方法が課題となる。
今後はAI シミュレーションによる判断過程の評価、学習ログ分析による個別支援、集合（対
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面）研修との最適な役割分担を検証する必要がある。令和 6年度案を基盤として運用検証
を進め、段階的に高機能案へ発展させることで、質と効率を両立する研修体系の確立を推
進していくことが必要である。
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Ⅱ．事業の背景と目的

1．背景
（1）認知症介護実践者等研修事業の変遷
我が国における認知症介護に関する研修事業は、昭和 61年（1986 年）に開始された痴
呆性老人処遇技術研修に端を発する。この研修は、各都道府県や政令指定都市において 1
か所の特別養護老人ホームを研修施設として指定し、地域の介護従事者を対象に認知症介
護に関する知識と技術を提供するものであった。当時の研修内容は、認知症の病態理解や
行動・心理症状（BPSD）の原因と対処法、レクリエーションや療法などの介護方法、適
切なコミュニケーション技術などが中心であった。しかし、この研修は個々の介護者の知
識と技術の向上に重点を置いていたため、組織内での活用が進まず、地域全体の認知症介
護の質向上には限界があった。
平成 12年（2000 年）にはゴールドプラン 21の一環として、より体系的な「痴呆介護
研修事業」が創設された。この事業では、実務者を対象とする基礎課程、リーダーを対象
とする専門課程、地域の指導者を育成する認知症介護指導者養成研修の三層構造を採用し
た。これにより、各地域で認知症介護の指導者を養成し、その指導者が地域の事業所に所
属する実践者やリーダーを育成する仕組みが構築された。研修内容は厚生労働省の標準カ
リキュラムに基づき、制度理解や認知症の病態、アセスメントやケアプラン作成、基本的
な介護技術、リハビリテーション、生活環境づくりなどが含まれていた。特に「痴呆介護
の基本理念」に重点が置かれ、認知症介護の理念の理解と実践を促進する教育が導入された。
平成 18年（2006 年）には、研修の名称が「認知症介護研修事業」に変更されるととも
に、内容の一部が改定された。この改定では、認知症の人の生活を中心に捉え、生活支援
の視点を強化する方針が打ち出された。さらに、知識や理論の習得に加え、実践的な介護
技術の修得を目的とし、研修名称も「認知症介護実践者研修」「認知症介護実践リーダー研修」
に変更された。認知症介護実践リーダー研修では、介護事業所の組織管理や人材育成を担
う指導者の育成を目的とし、チームケアを推進するための研修プログラムが整備された。
平成 25年（2013 年）には、認知症介護実践者研修の課題が指摘され、全国的な研修内
容の格差や、実践技術の教育内容の不足が問題視された。特に、パーソン・センタード・
ケアの理念が普及しつつも、高齢者虐待の増加が示すように、理念と実践の乖離が課題と
なった。また、介護人材不足に伴い、介護未経験者の増加が認知症ケアの現場に影響を与え、
初任者向けの教育機会の不足が問題視された。さらに、研修の日数や回数、定員数などが
原因で研修参加が困難であることも指摘された。
これらの課題に対応するため、平成 28年（2016 年）には「認知症介護基礎研修」が新
設され、介護未経験者や無資格者を対象に、認知症ケアの基本的な知識や技術を提供する
仕組みが導入された。この研修では、認知症の人の理解と対応の基本、認知症ケアの実践
的な方法について学び、講義と演習を組み合わせたカリキュラムが組まれた。また、eラー
ニングを活用することで、受講の利便性を向上させ、多くの介護職員が基礎研修を受けら
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れるようにした。
同時に、認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研修も改定され、全国統
一の標準カリキュラムが策定された。認知症介護実践者研修では、認知症の原因疾患や症
状に応じた対応、非薬物的介入、アセスメントとケアの実践を強化し、介護経験 2年程度
の実践者の専門性向上を目的とした。また、認知症介護実践リーダー研修では、認知症介
護技術の指導技術やチームマネジメント能力を強化し、職場における教育指導の役割を担
う人材の育成が進められた。
令和 2年度（2020 年）には、厚生労働省の「認知症介護実践者等養成研修における受
講の仕組みを含むカリキュラムのあり方に関する調査研究事業」において、認知症ケア従
事者が受講しやすい研修の仕組みを検討するとともに、最近の認知症施策の動向を踏まえ
たカリキュラムの改定が実施されている。具体的には、研修の質を確保しながらも、eラー
ニングの部分的な活用を含めた受講方法の検討、認知症の人の意思決定支援ガイドライン
の導入、各都道府県の研修実施機関や認知症介護指導者向けの研修資料の作成と周知が進
められた。特に、認知症施策推進大綱が令和元年（2019 年）に示されたことを踏まえ、認
知症の人やその家族の視点を重視した施策の推進を目的とし、認知症の共生と予防を両輪
とした本人主体の介護の実践と行動・心理症状（BPSD）の予防について、認知症介護実
践者研修や認知症介護実践リーダー研修、認知症介護指導者研修への反映が必要とされて
いる。これらを踏まえ、カリキュラムの改定では、研修内容の不要な部分を削減するので
はなく、研修の重点化と時間の圧縮を図ることで、受講者が参加しやすい形に整備し、eラー
ニングを導入することで、研修の利便性を高める検討および改定が行われた。改定の最大
の課題は、研修の質を維持しながら、より多くの受講者が研修に参加できる環境を整備す
ることであり、カリキュラムの見直しとともに、有用な教材の整備や研修実施における工
夫について検討されている。（令和 6年度認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査
研究事業報告書より引用）
（2）オンデマンド学習を活用した認知症介護実践者等研修に関する検討の経緯
認知症介護実践者等研修におけるオンライン活用の検討は、近年の ICT 環境の普及を契
機として、継続的に検討されてきており、従来、認知症介護研修は集合（対面）研修を基
本として運用されてきたが、介護人材不足の進行を背景とした業務多忙化に伴い、長期間
の離席を前提とした研修構造は受講率向上の制約要因となってきている。また、研修会場
への移動を伴う実施形態は地域間格差を生じさせる要因ともなり、教育機会の公平性の観
点からも改善の必要性が指摘されていた。
これらの課題に対し、平成 30年度（2018 年）老人保健健康増進等事業「認知症介護従
事者に対する研修の効果的な実施方法及び評価に関する調査研究事業」（以下、平成 30年
度事業）においては、eラーニングの導入可能性を教育内容の観点から検討することが試み
られている。この段階では、直ちに研修をオンライン化することを目的としたものではなく、
研修の学習過程を分析し、どのような学習が個別理解として成立し、どのような学習が相
互作用を必要とするのかを整理することが主眼とされている。その結果、制度説明や基礎
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概念理解は個別学習として成立する一方、事例検討やロールプレイ等は相互作用を前提と
する学習であり、学習内容の特性に応じた学習形態の分担が必要であるという教育的整理
の必要性が示され、オンラインは集合（対面）研修の代替ではなく、研修過程の一部とし
て機能分担されるべきであるという結論に至っている。
その後、ICT 環境の普及と政策的要請の高まりを背景として、単なる可能性の検討から
制度設計段階へと議論が進展し、令和 6年度（2024 年）老人保健健康増進等事業「認知
症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究事業」（以下、令和 6年度事業）において
は、認知症基本法等を踏まえた研修カリキュラムの改定検討と併せ、受講アクセシビリティ
向上を目的とした研修方法の再設計が検討された。オンラインおよびオンデマンド学習を
組み込んだブレンド型研修が現実的な運用モデルとして検討され、基礎理解を事前学習で
習得し、集合（対面）研修では応用・実践に集中するという段階的学習構造の必要性が提
案された。
以上の検討経緯を踏まえると、平成 30年度事業は教育成立条件の整理段階、令和 6年度
事業は研修体系の設計段階に位置づけられ、本事業では、これらの成果を前提として、オ
ンデマンド学習を実際に機能させるための教材構造、評価方法、運用体制、支援機能等を
具体化する実装段階の検討を目的としている。
1）�平成 30年度（2018 年）
　 「認知症介護従事者に対する研修の効果的な実施方法及び評価に関する調査研究事業」
認知症介護に関する研修のあり方については、従来より受講機会の確保と質保証の両
立が課題として指摘されてきた。特に、平成 27年度（2015 年）に策定された「認知症
施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」では、認知症介護を担う人材の量的確保と質の
担保を同時に実現する必要性が示され、その具体的方策として研修受講の促進が位置づ
けられた。さらに平成 29年（2017 年）の改定においては、受講者数の拡大と受講アク
セシビリティ向上を目的として、eラーニング活用の検討の必要性が明確に提起された。
eラーニングは、時間・場所に制約されない学習形態を可能とし、学習者の主体的かつ
計画的な学習を支援できる特徴を有することから、短期間に多数の受講を促進する方策
として期待された。このため、認知症介護基礎研修においては既に eラーニングによる
受講形態が設定され、研修のアクセシビリティ向上を目的とした研修制度として運用さ
れていた。
平成 30年度事業では、こうした政策的背景を踏まえ、認知症介護実践者研修および認
知症介護実践リーダー研修における eラーニング導入の可能性を具体的に検討すること
を目的として検討委員会が設置され、研修への eラーニング導入案の提示とともに、対
象科目の選定方針や実施状況の把握のための訪問調査計画が検討され、講義・演習の内容、
指導方法、学習形態に関する実態調査が実施され、eラーニング化に向けた基礎資料が作
成された。
検討委員会では、すべての科目を一律にオンライン化するのではなく、教育特性に応
じて適否を判断する必要があるとの認識が共有され、講師依存性が高い内容、視覚的理
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解が必要な内容、双方向性を要する内容、演習中心の内容などを区別し、eラーニングに
適する科目の選定基準が整理された。その結果、知識中心科目から演習中心科目までバ
ランスよく 6科目を抽出し、eラーニング教材のシナリオ案が提案された。
また、単なる教材のデジタル化ではなく、研修全体の構造における eラーニングの位
置づけについて検討し、知識理解をオンラインで行い、集合（対面）研修による対面学
習では統合・応用・演習を行う形態の有用性について整理された。
今後の方向性として個別化学習やOJT展開との連動の必要性について言及されており、
単なる受講手段の変更ではなく、人材育成体系全体の再設計の契機として eラーニング
を位置づけることとしている。
以上の検討の結果、平成 30 年度事業では、「研修をオンラインに置き換えるかどう
か」を判断する段階ではなく、教育内容・学習効果・研修構造を踏まえた導入可能領域
を整理する段階であり、主な目的としている。すなわち平成 30年度事業は、eラーニン
グに適する教育内容の基準化、ブレンド型研修の基本構造の提示、将来的な個別化学習・
OJT連動の方向性について体系的に整理された点が特徴と捉えることができる。
2）令和 6年度（2024 年）「認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調査研究事業」
令和 5年（2023 年）12月 19日に開催された社会保障審議会介護給付費分科会では、
令和 6年度（2024 年）の介護報酬改定に関する審議報告が取りまとめられており、介護
サービスの質の向上と持続可能な制度の構築を目指し、「地域包括ケアシステムの深化・
推進」「自立支援・重度化防止に向けた対応」「良質な介護サービスの効率的な提供に向
けた働きやすい職場づくり」「制度の安定性・持続可能性の確保」に関する検討が実施さ
れている。特に「地域包括ケアシステムの深化・推進」に関する検討の中では認知症へ
の対応力強化が重要な論点とされており、特に行動・心理症状（BPSD）への対応力向上
や、認知症介護に関する研修の受講環境整備などが議論され、 認知症加算の見直し、認知
症専門ケア加算の見直し、認知症の行動・心理症状（BPSD）への対応強化、認知症介護
に係る研修の受講環境整備の必要性が指摘されている。特に現行の認知症介護研修（認
知症介護指導者養成研修、認知症介護実践リーダー研修等）は、主に対面形式の実地講
義を中心とした内容となっており、介護現場で働きながら研修を受講する職員にとって、
長期間の出張や移動を伴う研修形態は、業務との両立が困難であり、受講機会の確保が
課題となっており、審議会では研修の質を確保しつつ、研修時間の見直しやオンライン
化の推進を積極的に検討すべきであるとの指摘がされている。
また、認知症高齢者の増加に伴い、質の高い認知症ケアを提供できる人材の育成が急
務であることから、認知症介護の専門性向上のため、研修の受講促進は不可欠であり、
ICT 等を活用したオンライン研修の導入や、研修のスリム化によって、必要な知識や技
術を効率的に習得できるようカリキュラムの見直しの必要性が課題となっていた。これ
らを踏まえ、理論学習と実践研修を効果的に組み合わせ、オンラインを活用したブレン
ド型の研修体系を構築することで、受講者の利便性を高めつつ、実践的なスキルの向上
を図ることが課題であった。
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これらの状況を踏まえ、令和 6年（2024 年）施行の認知症基本法においても急増する
認知症の人に対応可能な専門的人材の養成体制を維持しつつ、受講しやすい研修形態の
確立が重視され、特に、介護人材不足の進行により研修受講機会の確保が困難となる状
況が想定されることから、研修の質を担保しながら受講率を向上させる研修システムの
確立が求められていた。令和 6年度事業では、認知症介護実践者等研修における受講ア
クセシビリティの向上、とりわけオンライン及びオンデマンド学習の導入可能性の検討
を目的とし、研修カリキュラムの改定と不可分の課題として、研修方法の柔軟化および
学習形態の多様化に関する検討が実施された。
令和 6年度事業では、カリキュラム内容の改定と並行して「受講アクセシビリティを
向上する研修方法」が主要な検討事項として位置づけられ、作業委員会および検討委員
会において複数回にわたり検討が行われた。検討過程では、単なるオンライン化ではな
く、集合（対面）研修とオンライン学習を組み合わせたブレンド型研修を基本構造とす
る方向性が共有され、講義部分のオンライン化、事前学習のオンデマンド化、実践演習
の対面維持という機能分担が段階的に整理された。検討委員会では、オンライン研修と
オンデマンド学習の概念的な区別を明確化し、リアルタイム型は相互作用を担保する一
方、オンデマンド学習は自由な学習ペースと反復学習に適するという教育的特性が整理
された。また、オンデマンド学習は一方向的になりやすい課題があるため、レポート提
出やフィードバックを組み込む設計が必要であることが指摘された。
さらに全国における認知症介護実践者等研修におけるオンライン導入の実態に関する
調査を実施した結果、オンライン研修は一定程度普及しているものの、集合（対面）研
修の理解度の高さや発言のしやすさが評価されており、完全オンライン化ではなくブレ
ンド型の有用性が確認され、オンラインと集合（対面）研修の役割分担を前提とした制
度設計の必要性が提案された。
また、具体的な教育設計として、知識伝達型科目を中心にオンデマンド学習導入の可
能性が検討され、認知症介護実践者研修では理念・権利擁護・家族支援等の学習に関す
る基礎理論科目、認知症介護実践リーダー研修では施策理解・専門知識・チームマネジ
メント理論等の学習に関する科目への適用について合意された。これにより、事前学習
で基礎知識を習得し、集合（対面）研修では演習・討議・実践展開に集中する構造が提
案された。
また、教育効果を維持するため、確認テスト、グループワーク、オンラインディスカッ
ション、進捗管理、フォローアップといった学習支援機能の必要性が示され、オンデマ
ンド学習は単なる動画視聴ではなく学習プロセスとして設計する必要があることが明確
化された。
以上のように、令和 6年度事業では、研修カリキュラム改定と同時に、オンラインお
よびオンデマンド学習を組み込んだ新たな研修体系の基礎設計が行われ、オンデマンド
学習導入は単なる手段ではなく、「受講機会の拡大」と「実践的学習の強化」を両立させ
る教育設計として位置づけられており、本年度の事業はこの検討成果を具体的運用モデ
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ルとして展開する事業として位置づけられる。

2．事業の目的
我が国では、高齢化の進行に伴い、認知症を有する者の数は増加の一途を辿っている。二
宮らの研究（「認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関する研究」2024）
によれば、令和 7年（2025 年）には認知症を有する者の数は約 472 万人（有病率 12.9%）
に達すると推計されている。このような状況において令和 6年（2024 年）1月には認知症基
本法が施行され、認知症を有する者が尊厳を保持しつつ希望を持って生活できるよう、7つの
基本理念が示されている。特に、同法第 18条 3項では、「国及び地方公共団体は、個々の認
知症を有する者の状況に応じた良質かつ適切な保健医療サービス及び福祉サービスが提供さ
れるよう、認知症を有する者の保健、医療又は福祉に関する専門的知識及び技術を有する人
材の確保、養成及び資質の向上その他の必要な施策を講ずるものとする」と規定され、共生
社会の実現を推進し得る専門的な介護人材の確保と資質向上の必要性が明記されている。
また、令和 6年度（2024 年）介護報酬改定に関する審議報告においては、認知症介護に関
する研修（認知症介護指導者養成研修や認知症介護実践リーダー研修等）について、研修の
質を担保しつつ、研修時間数を含めた研修方法の効率化や、オンライン化による受講アクセ
シビリティの向上など、認知症介護に係る研修等の受講しやすい環境整備を喫緊の課題とし
て挙げている。さらに同審議会報告では、認知症チームケア推進加算の要件である「認知症
の行動・心理症状（BPSD）の予防に資するケアプログラム」について、より多くの介護職員
等が受講できるよう、受講環境の整備を促進する必要性も指摘している。
このように認知症介護に関する専門的な介護人材の養成および確保が急がれる中、認知症
基本法の理念である、認知症を有する者が尊厳を保持しつつ希望を持って生活できる共生社
会を推進する人材の養成、研修受講率低迷の解消、認知症チームケアの推進などを踏まえた
効果的な研修方法の検討と実装が求められている。
当センターでは、令和 6年度（2024 年）「認知症介護実践者等研修の研修内容に関する調
査研究事業」において、認知症基本法を踏まえた認知症介護実践者研修、認知症介護実践リー
ダー研修、認知症介護指導者養成研修（以下、認知症介護実践者等研修）の改定案を提案し、
オンラインを活用した受講アクセシビリティを向上する効果的な研修方法を検討した。今後
の課題として、改定後の研修運用を円滑に推進するための支援体制の整備や、オンライン等
を活用した受講しやすい研修制度の社会実装に関する方略の必要性が示されている。
以上の経緯を踏まえ、本事業は、受講しやすく学習効果が高いオンデマンド学習システム

（オンライン上の学習教材を学習者が主体的に学習する仕組み）を活用した研修体制の検討と、
改定後の研修運用を円滑に促進する支援体制の整備を目的としている。具体的には以下の 2
点である。
1．�認知症介護実践者等研修の改定内容に関する周知方法や問合せ対応を含む導入支援シス
テムの整備

2．認知症介護実践者等研修へのオンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討
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3．事業内容
（1）事業内容と実施体制
本事業は、令和 6年度（2024 年）の介護報酬改定に係る審議報告において示された、
認知症介護に関する研修の質の確保と同時に、研修の受講しやすさの向上、研修形態の効
率化の必要性を背景として実施したものである。とりわけ認知症介護実践者等研修は、全
国の自治体および実施主体において広く実施されている基幹的研修である一方、集合型中
心の実施形態に依存してきたことから、受講機会の地域差、運営負担、受講者の時間的制
約等が課題として指摘されてきた。このため、本事業では、研修の質を維持しつつ受講ア
クセスを改善する方策として、オンデマンド学習の導入可能性とそれを支える制度・運用
のあり方を総合的に検討することを目的とした。
具体的には以下の二点である。第一に、認知症介護実践者等研修の改定内容について、
自治体・実施団体・認知症介護指導者等の関係者に対して正確かつ円滑に周知するための
導入支援システムを整備することである。第二に、認知症介護実践者等研修にオンデマン
ド学習を導入することを前提とした研修実施体制のあり方を検討し、今後の制度設計に資
する具体的提案を整理することである。
これらの目的を達成するため、本事業では検討委員会および作業委員会の二層構造によ
る体制を構築した。検討委員会は計 2回開催し、認知症介護実践者等研修の受講アクセシ
ビリティ向上を目的としたオンデマンド学習システム活用の方向性、多様な研修形態のあ
り方、改定後の研修制度への円滑な移行方策について総合的観点から検討を行った。一方、
作業委員会は計 3回開催し、オンデマンド学習用教材の具体的内容構成の検討、改定内容
の周知方法および問合せ対応を含む導入支援の実務的整理、ならびに研修実施主体が運用
可能な実装モデルの検討を実施した。
事業内容は大きく二つの柱から構成される。第一の柱は、改定内容に関する周知方法お
よび問合せ対応を含む導入支援システムの整備である。改定後の研修制度を全国で円滑に
運用するためには、単なる通知ではなく、改定趣旨・変更点・運用方法を理解可能な形で
提供する必要がある。そのため、周知用解説動画の配信システム、FAQ整備等の問合せ対
応の仕組みを一体的に構築し、関係機関が同一情報を参照できる体制の整備を実施した。
第二の柱は、認知症介護実践者等研修におけるオンデマンド学習導入に向けた実施体制の
検討である。受講アクセシビリティの向上と研修の質確保の両立を図るため、ブレンド型
研修の成立条件、適切な科目配置、学習効果を担保する教材設計、実施主体の運用負担を
考慮した実装モデルについて検討し、学習者の支援体制や履修管理に関するシステム構築
も含めて提案を整理した。
本事業が期待する成果としては、改定後の研修実施体制への移行に向けた支援システム
を整備するとともに、研修カリキュラム変更に伴う運営課題の解消を図り、新たな研修体
制への円滑な移行を促進するシステムを実装すること、また、受講者の多様なニーズに対
応した受講機会の拡大を通じ、研修受講の促進および受講者数の増加に資する基礎資料を
提案することである（図 2-3-1）。
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【【目目的的】】
①認知症介護実践者等研修の改定内容に関する周知方法や問合せ対応を含む導入支援
システムの整備
②認知症介護実践者等研修へのオンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討

認知症介護実践者等研修の受講
アクセシビリティ向上を目的とし
たオンデマンドシステム活用によ
る効果的な研修体制のあり方や、
改定後の認知症介護実践者等研修
を円滑に導入・運用する支援体制
の検討を目的とする。

認知症介護実践者等研修におけ
るオンデマンド学習用教材案
（学習用コンテンツの内容と構
成）の作製および認知症介護実
践者等研修の改定内容に関する
円滑な導入支援策の検討および
提案を目的とする。

認知症介護実践者等研修の改定内容に関する周知用解説動画の配
信システムや問合せへの対応システムを整備し、全国における改
定後の研修運用を円滑に促進することを目的とする。

認知症介護実践者等研修の受講アクセシビリティを向上し、円滑
な研修受講を促進するため、オンデマンド学習を導入した効果的
な研修カリキュラムや学習用教材、研修実施体制について提案す
るすることを目的とする。

研修カリキュラム変
更に伴う実施体制の
課題を解消し、円滑
な新体制への移行を
促進する

多様な受講者ニーズ
に応じた研修受講の
促進および増加

検検討討委委員員会会（（22回回））

作作業業委委員員会会（（33回回））

改改定定後後のの研研修修実実施施体体
制制安安定定化化

研研修修受受講講のの促促進進

１１．．改改定定内内容容にに関関すするる周周知知方方法法やや問問合合せせ対対応応をを含含むむ
導導入入支支援援シシスステテムムのの整整備備

２２．．認認知知症症介介護護実実践践者者等等研研修修ににおおけけるるオオンンデデママンンドド
学学習習導導入入にに向向けけたた実実施施体体制制のの検検討討

事業体制 事業内容 事業成果

図2-3-1 実施体制と事業内容

図 2-3-1 実施体制と事業内容

（2）事業スケジュール
本事業は、改定内容の周知体制整備およびオンデマンド学習導入に向けた実施体制の検
討を目的として、段階的な検討プロセスに基づき実施した。まず事務局において基礎資料
の整理および構成案の作成を行い、その内容を基に作業委員会において具体的検討を進め、
さらに検討委員会において制度運用上の妥当性および全国展開を前提とした整理を行うと
いう三層構造のスケジュールで進行した。
本事業は、令和 7年（2025 年）7月から令和 8年（2026 年）3月までの期間について
以下のスケジュールで実施された（図 2-3-2）。
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図2-3-2 実施スケジュール

2025年 2026年

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

●1日 　28日●

●5日 　29日● 　25日●

③オンデマンド活用による研修体制の検討

１．改定内容に関する周知方法や問合せ対応を含む導入
支援システムの整備

【【本本事事業業内内容容  】】
①①認知症介護実践者等研修の改定内容に関する周知方法や問合せ対応を含む導入支援システムの整備
②認知症介護実践者等研修へのオンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討

事業項目

検討委員会

作業委員会

①解説動画の作製と配信

・解説動画の作製

・周知方法の検討と実施

②問合せ対応システムの整備
・問合せ対応方法の検討と構築
・実装と運用

２．オンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討

①オンデマンド活用による研修カリキュラムの検討

②オンデマンド教材構成案の作製

３．報告書の作成と成果の普及

作業委員会・検討委員会

作業委員会・検討委員会

事務局

作業委員会・検討委員会

作業委員会

事務局

作業委員会・検討委員会

図 2-3-2 実施スケジュール

1）改定内容に関する周知方法や問合せ対応を含む導入支援システムの整備
事業開始直後より検討を開始し、令和 7年（2025 年）7月から 8月にかけて事務局
において改定内容の整理および解説動画の構成案作成を行った。その後、8月開催の第 1
回作業委員会において動画の内容構成および周知の基本方針について検討を行い、9月の
検討委員会において周知方法の妥当性および全国展開を前提とした情報提供のあり方に
ついて確認した。
9月から 11月において、解説動画の制作を進めるとともに、作業委員会および検討委
員会において周知媒体、公開手順、対象者別の情報整理方法について継続的に検討を実
施した。並行して、問合せ対応の標準化を目的とした FAQ構成の検討および対応フロー
の設計を行った。
12月の第 3回作業委員会において問合せ対応システムの具体的構築方法および運用方
法について整理を行い、その結果を踏まえ、1月以降に事務局においてシステム実装およ
び運用開始の準備を実施した。これにより、改定内容の周知と問合せ対応を一体的に実
施可能な導入支援体制を整備した。
2）オンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討
オンデマンド学習導入に関する検討は、8月の第 1回作業委員会を起点とし、既存研
修カリキュラムの整理およびオンデマンド化の適否の観点から科目特性の分析を行い、9
月の検討委員会においてオンライン化の基本的方向性を確認した。
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9 月から 11月において、作業委員会を中心にオンデマンド学習教材構成案の作成を進
めるとともに、学習効果を担保するためのブレンド型研修の構造、集合（対面）研修と
の役割分担、指導支援方法の検討を行った。さらに、履修管理方法、受講確認方法、実
施主体の運用負担への配慮など、実装可能性を重視した研修体制の検討を継続的に実施
した。
12月の作業委員会では、研修実施体制の具体的モデルを整理し、翌年 1月の検討委員
会において制度運用上の妥当性を確認した。これらの検討結果を踏まえ、オンデマンド
活用を前提とした研修カリキュラム構造および実施体制案を取りまとめた。

（3）報告書の作成と成果の普及
事業成果の取りまとめについては、各検討の進行に合わせて随時整理を行い、1月以降
に総合的な内容整理を開始した。2月から 3月にかけて、導入支援システム整備結果およ
びオンデマンド学習導入に関する提案内容を統合し、最終報告書として取りまとめた。
また、全国の自治体および関係機関における活用を想定し、成果物の公開方法、普及方
法の検討を行い、本事業の成果が改定後の研修運用に活用可能となるよう整理を行った。
以上により、本事業は、改定内容の円滑な周知とオンデマンド学習導入の実装可能性の
両面について、段階的な検討と実証的整理を行い、制度運用に資する具体的提案として整
理した。
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Ⅲ．検討委員会・作業委員会における検討

1．作業委員会による検討内容
（1）設置目的
認知症介護実践者等研修の受講アクセシビリティ向上および改定後の研修運用の円滑化
に向けた認知症介護実践者等研修におけるオンデマンド学習用教材案の作成および認知症
介護実践者等研修の改定に関する導入支援策を提案するため、①研究事業全体の方向性の
確認と共有、②認知症介護実践者等研修におけるオンデマンド学習用教材案（学習用コン
テンツの内容と構成）の作成、③認知症介護実践者等研修の改定内容に関する解説動画の
活用方法や問合せ対応システムの構築に関する案の作成と提案を目的としている。
（2）委員構成
人材育成、eラーニング設計に関する専門家（2名）、認知症介護研究・研修センターに
て実施される認知症介護指導者養成研修を修了した認知症介護指導者代表（3名）、認知症
介護研究・研修仙台センター研修部スタッフ（4名）、同東京センター研修部スタッフ（2名）、
同大府センタースタッフ（2名）の計 13名にて構成した。
（3）作業内容
1）第 1回作業委員会
（ⅰ）実施内容
令和 7年 8月 5日（火）15：00～ 17：10にてWEB会議サービスアプリケーショ
ンを使用し、委員 12名の参加にて遠隔会議を実施し検討を行った。
主な検討内容は、①事業概要説明、②認知症介護実践者等研修（認知症介護実践者
研修、認知症介護実践リーダー研修）の研修カリキュラム改定内容の周知のための動
画作成や周知方法の検討、③研修カリキュラム改定内容への問合せ対応システム整備
に関する検討、④研修カリキュラムや教材構成案を含めたオンデマンド学習導入に向
けた実施体制について、事務局にて作成した案に関する課題および修正点について検
討を実施した。
（ⅱ） 主な議事内容
ⅰ）事業概要の確認
今年度の検討テーマは「オンデマンド学習導入の可能性と実施体制の検討」であり、
昨年度の改定内容をさらにスリム化するよりも、アクセシビリティのさらなる向上を
焦点としている。「全面オンデマンド化」の可能性を念頭にしているが、直ちに導入
を求めているわけではない。本年度は「オンデマンド学習導入の可否と方法の検討」
に留まり、改定内容との直接的な影響はない。
ⅱ）周知方法と解説動画の活用
・�周知対象は全国（認知症介護指導者・自治体・実施団体）で、動画配信を中心に
行う
・動画はDCnet に掲載し、目次機能や FAQと連動させて視聴性を高める
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・�説明会方式は効果や参加制約の観点から基本的に採用しないが、必要に応じて短
時間の質疑応答会や地域の勉強会で補完する案あり
・�周知方法は オンデマンド学習動画配信を基本 とし、説明会は補完的に実施する可
能性はあるが FAQの利用を併用し、利用者の利便性を高めることが必要

ⅲ）問合せ対応システムの方向性について
・生成AI の直接利用は誤答リスクが高く不適切である
・�FAQ原稿の作成支援に生成AI を活用し、校正後、シナリオ型チャットボットで
の提供が妥当である
・�自由記述式の質問は原則受け付けず、対象者は認知症介護指導者・実施団体・自
治体に限定する
・�アクセス制御は厳密な個別認証ではなく、共通パスワード程度で管理する方向が
望ましい
・�問合せ対応は シナリオ型 FAQ中心が良い。また生成AI は「FAQ原案作成」ま
でに限定し、公開範囲は制御しつつ、運用負担は最小化する方向性が良い。

ⅳ）オンデマンド学習導入の実施体制の方向性
①適用範囲について
・�基礎知識科目はオンデマンド化に適しており、繰り返し学習・確認テストによ
る効果が期待できる
・�演習・事例検討科目は、グループワークや体験要素が重要で、フルオンデマン
ド化は困難であるが、学習目標の達成を基準にオンデマンド化の可能性を、最
新技術を活用し検討することが良い
・�ブレンド型（オンデマンド学習＋集合 /双方向オンライン）の活用が現実的で
あるが、本事業では、多様な最新技術の可能性を考慮しながらオンデマンド学
習の可能性について検討対象とすべきである

②課題・留意点
・�認知症介護指導者の役割縮小リスクが考えられ、オンデマンド化で存在感が薄
れる懸念があるため、補完的な役割設計が必要
・�オンデマンド学習受講者が孤立し、脱落者が増加する懸念があるため、相談・
支援体制を整備すべき
・オンデマンド学習では必ず学習効果の確認（テスト・課題提出等）が必要
・�「オンデマンド学習で可能な領域」と「限界がある領域」を明確に示すことが研
究事業の成果となる
・�基礎知識＝オンデマンド学習、演習＝ブレンド型または集合方式に限定した学
習効果を担保できるかに従い、オンデマンド化の可能性を検討し、「オンデマン
ド学習の可能性と限界」を明示して提案することが重要

2）第 2回作業委員会
（ⅰ）実施内容
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令和 7年 9月 29日（月）10：00～ 12：10 にてWEB会議サービスアプリケーショ
ンを使用し、委員 13名の参加にて遠隔会議を実施し検討を行った。
主な検討内容は、①事業経過報告（周知・問合せ対応方法）、②認知症介護実践者等
研修におけるオンデマンド活用による研修カリキュラムの検討、③オンデマンド学習
教材の具体例や教材シナリオ案作成対象カリキュラムの選定に関する検討について、
事務局にて作成した案に関する課題および修正点について検討を実施した。
（ⅱ） 主な議事内容
ⅰ）�認知症介護実践者等研修の改定内容に関する周知方法や問合せ対応を含む導入支
援システムの整備

①周知用解説動画の原稿案に関する指摘
・�基礎課程→実践者研修への改定時背景に関する因果関係が不整合
　→ 改定時期と背景事象との整合性を踏まえ再整理する
・「介護」「ケア」「介護職員等」などの表記揺れ
　→ 多職種を想定し、通知文言を参考に用語整理を実施する必要性
・ADL/IADL の参考文献の位置づけが資料間で不整合
　→ 該当箇所は運用のヒントにある内容で、シラバス側の表記は削除する方向
・和暦・西暦の併記の不統一性
　→ スライドでは併記、読み原稿では簡潔化など、媒体ごとの最適化を図る

② FAQ案に対する指摘
・�質問文の表現が抽象的・理解しづらい箇所（例：「包括型から分割型に…」）の
改善
　→ より平明な日常語表現へ修正する方向
・「難易度が調整され身近になった」等の主観的表現の削除
　→ 受講者の個別差を前提に余計な価値判断は入れない
・非薬物的介入の位置づけ説明に「強調」という語が不適切
　→ 「学習する意味」等の表現へ変更
・チームケア推進研修の受講推奨を FAQに入れるか
　→ 運用のヒントに記載済みであり、FAQでは過度に踏み込まない方針

③ FAQの全体的方向性
・�今回の FAQは動画視聴＋シラバス理解を補完する「短文型QA」であり、網羅
性よりも「典型的な応答」が目的
・�委員・センター 3拠点から 10月末を目途に追加意見を集約し、早期に確定さ
せる方針となった

ⅱ）オンデマンド活用による研修カリキュラム案の検討
①最新技術を導入したオンデマンド化について（AI による疑似体験機能の是非）
・�近年は アニメーション・分岐型教材・疑似体験型会話練習など、表現技術が大
幅に進化している
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・�ただし、AI による対話練習は正答性の保証が難しいため、教育・指導内容の信
頼性が脆弱であることから慎重な使用が必要

②学習効果の観点（カークパトリックのレベル）
・�オンデマンド学習は一般的にカークパトリックによる考え方の「理解（レベル2）」
までは適合しやすいが、行動変容（レベル 3）や現場成果（レベル 4）に直結
させる設計は難度が高い
・�どの科目がどこまでのレベルを実質的に狙っているかを明確化する必要性がある
③受講者特性の観点
・�実践者研修受講者の多くは経験年数が短く、「自分の実践を振り返る」という段
階にまだ至っていない場合もある
　→ モデル的に「良い実践例／不適切な例」を提示する教材が有効

④集合（対面）研修の価値に関する意見
・�他施設職員との意見交換による「気づき」や「モチベーション向上」はオンデ
マンド学習では代替しにくい
・�ただし、これらは必ずしも " 科目の本質的到達目標 " ではない可能性があり、
科目目的を整理することでオンデマンド可能範囲が拡がる可能性もある

ⅲ）オンデマンド学習教材構成案の検討
①本事業におけるオンデマンド学習教材構成案の作成対象科目の検討
A．「生活支援の方法」
・具体的でイメージしやすく、模範的な例示がしやすい
・認知症特有の行為に対する支援方法を技術的に扱える
・テキスト未整備のためゼロからの構築は大変だが、新教材としての価値が高い
B．「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援」
・発生機序・アセスメント視点を整理しやすい
・�支援は唯一解ではないため、オンデマンド学習で「限界」を示す教材例として
効果的
C．「職場内教育／OJTの理論と方法」（認知症介護実践リーダー研修）
・科目時間が長く構造も複雑
・技術的チャレンジとしてモデルを作る有用性が高い
D．「カンファレンス（会議）の技法と実践」（認知症介護実践リーダー研修）
・多人数の対話が必要でオンデマンド学習が最も困難な科目
　→「オンデマンド化可能性の境界」を明示できる
E．「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」
・地域性が非常に強いため、全国標準のオンデマンド化は難易度が高い
　→ 逆に、「オンデマンド化しにくい領域」を示す上で有意義との見解

②方針
・�委員からの多様な意見を事務局で整理し、数科目に絞った“モデル教材候補”
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を次回会議前に案として提示する。その案をもとに、次回は実際の教材プロト
タイプを確認する予定

3）第 3回作業委員会
（ⅰ）実施内容
令和 7年 12月 25日（木）14：00～ 16：10 にてWEB会議サービスアプリケーショ
ンを使用し、委員 13名の参加にて遠隔会議を実施し検討を行った。
主な検討内容は、①事業経過報告（改定内容解説原稿・FAQ修正確認）、②オンデマ
ンド学習教材構成案の検討、③研修科目や研修フローを含むオンデマンド学習導入に
向けた実施体制の検討について、事務局にて作成した案に関する課題および修正点に
ついて検討を実施した。
（ⅱ） 主な議事内容
ⅰ）改定内容の解説原稿に関する修正案の確認
①スライド表記とナレーションの不一致
・�「自己目標機会を挿入」というスライド表現について、意味が分かりにくいとの
指摘が出された
・�特に「目標機会」という言葉の意味が曖昧で、「自己目標を設定する機会」「自
己目標設定を挿入」などの方が適切ではないかという意見が出された
・�体言止めで統一しているスライド構成との整合性も考慮し、「自己目標設定を挿
入」へ修正する方向で合意

②誤字・表記修正
・「認知症施策」が「認知施策」と誤記されている箇所を修正
・�「認知症のひと」をひらがな表記にしている点については、AI 音声読み上げ用
原稿のため、誤読防止としてひらがな表記が適切と説明

③今後の対応
・修正案について、委員会終了後 1週間を期限に追加意見を募集
・DCnet への掲載を想定しているため、表現の影響範囲が大きい点を共有

ⅱ）FAQ案の修正に関する確認
①文体（受動態）の問題
・�FAQ回答文に「配慮されました」「判断されました」という受動的表現が多く、
他人事のように感じるとの指摘
・�委員会が主体的に関与しているため、「配慮しました」「判断しました」の方が
適切ではないかという意見
・�事務局側からは、「検討委員会で決定された」ニュアンスを出すための受動表現
と説明

②「配慮」という言葉の違和感
・「配慮」という言葉が「遠慮している」「ぼかしている」印象を与えるとの指摘
・�代替案として「より段階的な学習効果が得られるよう変更しました」「学習効果
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を高めるため変更しました」など、理由を明確にした表現が提案された
③対象者要件（経過措置）に関する混乱
・�リーダー研修における「介護福祉士 10年以上」等の経過措置について期限が
切れるのかどうか不明確という問題
・FAQに書くことで「もう受付不可なのか？」と誤解を生む恐れがあるとの懸念
・「変更はありません」という簡潔な表現にとどめる
④今後の対応
・FAQ修正案についても 1週間の意見募集期間を設定

ⅲ）生成AI を活用したシミュレーショントレーニング機能について
①肯定的意見
・�AI アバター（ペルソナ「花子さん」）と対話形式でコーチングの練習を行い、
GROWモデルに基づいた自動評価やフィードバックが可能
・�従来の集合（対面）研修で行っていたロールプレーイングを代替できる可能性
があり、反復トレーニングに適している

②懸念点
・無料版ゆえのレスポンスのタイムラグ 
・画像認識機能（受講者の表情やしぐさの評価）の追加検討 
・現場の実情に即した設定（ペルソナの多様化や発言の精度向上）の必要性 
③活用の位置づけ
・�「事前練習」「補助教材」としては有効であり、技術進化が速いため、半年～ 1
年で実用性が大きく向上する可能性

ⅳ）オンデマンド活用による研修科目の検討
・�「現行案（標準的）」と「高機能案（AI 等のインタラクティブ要素を含む）」を比
較検討した
・�方向性としては「高機能案」を志向しつつも、現時点では「現行案」をベースとし、
将来的に「特定のAI 機能が実装されること」を条件とした高機能案の可能性を報
告書に盛り込むこととした
・�オンデマンド化により確認テストやAI評価が導入されることで、これまで曖昧だっ
た修了判定が厳格化し、ドロップアウトが増える懸念も示された

ⅴ）ブレンド型研修フロー案の検討
・�オンデマンド学習と集合（対面）研修を組み合わせる際の 2形態案について検討
された
・第 1案（期間を区切り、厳密に管理するフロー） が承認された
・�「いつでも学習可能（第 2案）」にすると間延びし、モチベーションが低下する恐
れがあるため第 1案が有効 

・�学習直後に集合（対面）研修に臨むほうが学習効果が高いと考えられるため第 1
案が有効
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・仕事の一環として職場で受講する位置づけを明確にするため第 1案が有効
（4）結論
1）改定内容の周知方法に関する結論
改定内容の全国的な周知については、オンデマンド学習（動画＋ FAQ＋補足資料）を
中核とする方式を採用することで一致した。
その理由は、① 地域差なく同一内容を同時提供できること、② 受講者の都合に応じた
反復視聴が可能であること、③ FAQ等と連動させることで理解の補完ができること、④ 
将来的な拡張性・持続可能性が高いことであり、集合説明会は効率性・公平性の観点か
ら基本方式とはせず、必要に応じて補完的に実施する位置づけと整理された。
2）解説動画・資料の最終整理方針
動画およびスライド原稿については、以下の点を修正・統一することで合意した。
・改定経緯の因果関係の再整理（時系列と背景の整合性確保）
・用語の統一（「介護」「ケア」「介護職員等」などを通知文言に準拠して整理）
・表記揺れの是正（和暦・西暦の併記方針、誤記修正）
・スライドとナレーションの整合性確保
・不明瞭表現の明確化（例：「自己目標機会」→「自己目標設定を挿入」）
動画はDCnet 掲載を前提とするため、表現の正確性と影響範囲を十分に考慮すること
が確認された。
3）FAQの位置づけと最終方針
FAQは、動画・シラバス・運用のヒントを補完する短文型の典型的応答集として整理
することが確認された。
主な整理方針は、①網羅性を追求しない、②主観的評価や価値判断を排除する、③「配
慮されました」等の曖昧・受動的表現は見直す、④誤解を招く可能性のある詳細（例：
経過措置の期限）には踏み込まない、⑤必要に応じて動画・運用のヒントへの参照を促
すとし、最終版は委員会確認後、期限を設けて意見集約し確定する方針とされた。
4）オンデマンド研修の導入に関する結論
認知症介護実践者研修・認知症介護実践リーダー研修へのオンデマンド学習導入につ
いては、①知識習得中心科目はオンデマンド化が十分可能である、②ロールプレイや体
験学習を要する科目は、AI シミュレーターを補助教材として活用する可能性がある、③
多人数同時協働を必要とする模擬カンファレンス等は完全代替が困難である、④AI は本
番代替ではなく「事前練習・反復練習用補助教材」と位置づける、⑤技術進化を前提に
段階的導入とすることと整理された。
AI シミュレーター（アバター対話型）については、反復トレーニングやGROWモデ
ルに基づくフィードバック機能に一定の有効性が認められたが、現時点ではレスポンス
遅延や非言語評価の未実装など課題も共有された。
5）要点
・改定内容の周知はオンデマンド方式を基本とする。
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・FAQは補完的・簡潔型とし、過度な解釈や運用判断に踏み込まない。
・オンデマンド研修は段階的導入とし、体験学習分野はAI を補助的に活用する。

2．検討委員会による検討内容
（1）設置目的
認知症介護実践者等研修の受講アクセシビリティを向上するため①研究事業全体の方向
性の確認と共有、②認知症介護実践者等研修におけるオンデマンドシステム活用による効
果的な研修方法および運用体制の検討、③改定後の認知症介護実践者等研修を円滑に導入・
運用するための支援方法をテーマとして、オンデマンドシステム活用による効果的な研修
体制のあり方や、改定後の認知症介護実践者等研修を円滑に導入・運用する支援方法の検
討を目的とする。
（2）委員構成
認知症介護、人材育成、IT 教育に関する有識者（3名）、自治体 2か所の研修担当者（2名）
および実施団体担当者（2名）、3センター認知症介護指導者ネットワーク代表（3名）、認
知症介護研究・研修東京センター研修部長（1名）、同大府センター研修部長（1名）、同仙
台センタースタッフ（4名）の計 16名によって構成した。
（3）検討内容
1）第 1回委員会
（ⅰ）実施内容
令和 7年 9月 1日（月）15：00～ 17：00にてWEB会議サービスアプリケーショ
ンを使用し、委員 15名の参加にて遠隔会議を実施し検討を行った。
主な検討内容は、①事業概要説明、②認知症介護実践者等研修の研修カリキュラム
改定内容の周知方法や問合せ対応方法の検討、③運用方法や研修カリキュラム、教材
構成を含めたオンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討をテーマとし、事務局が
作成した案について課題の指摘、案の承認に関する意見交換を実施した。
また、欠席委員 1名については、令和 7年 9月 26 日（金）10：30 ～ 12：15 に
WEB会議サービスアプリケーションを使用し、同様のテーマについてリモートヒアリ
ングを実施した。
（ⅱ） 委員会における主な議事内容
ⅰ）周知および問合せ対応方法の検討
①周知内容と実際の問合せについて
・周知の目的と内容は「改定内容を伝えること」である
・�ただし実際には「改定点」だけでなく、「何を教えればよいか」「この意味は何か」
といった研修自体に関する質問も多く寄せられることが予測される

② FAQ・AI 等の必要性
・�改定点のみの周知であれば FAQは不要に見えるが、研修全般に関する質問が
出るため FAQが不可欠である
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・�質問内容は多岐にわたるため、限界はあるが、FAQ・AI を活用する仕組みが有
効であり、全ての質問に回答できないことを前提に設定するべき
・�一方で、生成AI はハルシネーション等の問題があるため、シナリオ型をベース
とし、制御をかけた試行的導入が望ましい

③理解促進の方法
・�改定を何度も経験している認知症介護指導者は、シラバス提示などで理解でき
るが、新規指導者や改定に不慣れな層には理解が難しく、オンデマンド学習教
材やQAでの補完が必要
・�すべての質問に答えることは逆効果になる可能性があり、疑問は認知症介護指
導者同士の話し合いで解決することが重要
・�各地域における認知症介護指導者のネットワークを通じた補完的な議論の場が
必要であり、それ自体が理解の促進となる

④実施主体・自治体・認知症介護指導者の役割
・�対応は委託先や認知症介護指導者に任される傾向があり、結果として、現場対
応の中心は認知症介護指導者となる傾向が強い
・�DCnet に集約された情報を基盤に、自治体や実施主体が必要に応じて個別対応
を行うことが良いが、関係団体との連携は不可欠である

⑤具体的な周知手段
・�動画や FAQを組み合わせ、QRコード等からアクセスする現代的な周知方法が
よいのではないか

⑥リスクと留意点
・オンデマンド学習教材だけでは限界があり、追加補足や地域独自対応が必要
・AI は誤答リスクがあるため制御が不可欠
・�すべての人が完全に理解するのは難しいため、仕組みとしての到達点をどこに
設定するかを明確にする必要がある
・�FAQは試行しつつ調整していくことが現実的である。どのような質問が来るか
は予測が難しい

⑦要点
・周知の中心は改定点伝達だが、質問は研修全般に及ぶためFAQやAI対応が必要
・�認知症介護指導者の経験差を踏まえ、オンデマンド学習・QA・地域ネットワー
クで補完する体制が求められる
・動画＋ FAQの周知方法が有効
・�AI は制御を前提に試行導入し、全てに答えようとせず認知症介護指導者間の協
議の場を重視する方向性で合意

ⅱ）�オンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討
（運用体制およびカリキュラムの検討）
①運用方式（体制・スケジューリング）
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A．ブレンド型研修の運用像
・�受講者数は減少傾向であり、場所・規模の課題を踏まえ、一部オンデマンド化
＋一部集合／リモートの併用が現実的である
・�先行事例（更新研修等）では「オンデマンド学習受講 →（集合／Zoom）演習・
討議 → テスト／レポート」による段階的運用が一般的であり、実践者研修でも、
単元によりオンデマンド化と集合・リモートを適切に配分するのが理想
B．研修期間の設定
・�期を区切る方式は締切・進捗管理・掲示板ディスカッション等でインタラクショ
ンを確保し、ドロップアウト抑制・修了率向上が期待できるが、自由度は低下
する。一方で自由受講は柔軟だが離脱リスクが増加する可能性が大きい
　→ 締切・課題配置・討議を組み込む期別運用の方が効果的ではないか
C．勤務時間内学習の扱い
・�オンデマンド学習の場合、勤務時間外での学習が増え受講負担・実施困難が懸
念されるため、業務時間内の学習確保が必要

②学習効果を高めるインタラクションや導入設定の設計
・�学習効果を担保するため受講者同士の討議や教員・認知症介護指導者との相互
作用が重要
・�単元ごとの小課題、3人程度の少人数ディスカッション、掲示板での共有・相
互評価等が可能
・�導入が重要であり、導入セッションを最初に実施（半日オンライン導入等）し、
オンデマンド学習受講への動機づけを設定する必要あり

③ LMS・プラットフォームについて
A．全国統一か各地域運用か
・�多様な LMSは機能・管理性が大きく異なり、品質管理・運用難の原因である。
可能であれば全国統一プラットフォームが望ましい
・�本委員会で具体製品の選定はしないが、必要機能要件を整理し提示するのが適
切
B．必要機能の例
・�期・締切管理、進捗可視化ダッシュボード／ポータル（科目横断の遅延アラート）
・�自動リマインド（メール／アプリ通知／ポータル通知）、カレンダー同期
（Google 等）
・掲示板・グループワーク・ピアレビュー
・クイズ／レポート／口頭試問等の多様な評価手段
・受講ログ・学習時間メトリクスよりも理解度・成果指標重視の設計
・多言語対応（要検討項目として明記）
C．リマインド・エンゲージメント
・自動化重視：LMS側機能で人手を介さず通知することが可能
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・ポータルで締切の一元管理、重要度に応じた通知頻度・チャンネル設計が良い
・�目標とする学習成果から必要機能を定義（例：定着率向上→期末課題と中間小
課題、集合討議、遅延アラート必須）

④評価・品質保証
�・�オンデマンド学習は受講の確認・理解度把握が難しい。時間縛りでは質を担保
できない
・�全国でばらつく評価を整理・標準化し、学習評価項目・測定方法を具体提案す
ることが必要
・�例）知識クイズ＋省察レポート＋ケース適用課題＋口頭／同僚評価などの複合
評価
・�実践への活用：現場での行動変容・ケア改善を測るアウトカム指標（事例変化、
上司観察、自己評価）の導入が必要

⑤学習効果とオンデマンド可否の線引きについて
・�最大限オンデマンド化の方針だが、質確保の観点から明確な限界線を設定すべき
・�実践への活用におけるオンデマンド学習の限界（ケースベース学習の重要性）
　→研修における一般事例のみでは実践での活用が困難である
　→�受講者個々の担当ケースを持ち寄り、アセスメント～課題設定～ケア計画ま
でグループで検討する流れが実践活用には効果的である

　→完全オンデマンド学習では統制困難で、集合／同期型討議が必要
・研修効果は受講者の所属事業所の入居者・利用者に直接波及することが重要
・�自施設ケースを扱うことで翌日からのケア改善に接続。リーダー研修はチーム
巻き込み効果も高い

⑥合意点・課題
A．合意点
・�ブレンド型（オンデマンド学習＋集合／同期討議）が現実的
・�例として期別運用＋締切・小課題・掲示板討議で継続率・修了率を高めること
も可能
・全国統一プラットフォームが望ましく、少なくともその方向性を提案する
・評価標準化と学習成果（行動変容・ケア質）を重視するため、提案が必要
・自施設ケース活用による実践活用促進を重視し検討することが必要
・勤務時間内学習の制度設計（受講確保の枠組み）についても検討が必要
B．課題
・運用方式：期別か自由か
・LMS選定方式：全国統一化の可否とスキーム
・必須機能要件の確定（通知・ダッシュボード・評価・多言語等）
・評価指標セット（知識・技能・態度・現場アウトカム）の具体化

ⅲ）オンデマンド学習導入に向けた実施体制の検討（オンデマンド学習教材構成案）
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①教材デザインの基本
・�マイクロラーニング指向
長尺動画の一括視聴ではなく、短い学習単位を段階的に進む設計を重視
・�事例提示 → 思考課題 → 次段階へ進む → 最終課題で達成確認、といった段階
進行が必要
・時間より成果（到達度）で管理
・�「視聴時間＝学習達成」ではなく、理解確認（クイズ・課題）をクリアしたら先
に進むなど、到達度管理を原則化

②受講担保の仕掛け（不正受講対策）
・事前学習の必修化
�e ラーニング部分の修了証を集合参加要件にするなど、「見てから来る」を制度
的に担保

・�段階テスト／小課題でチェックポイントを複数配置し、未達なら次へ進めない
仕様を想定
・�期（コホート）運用
�締切・掲示板ディスカッション・小課題を組み合わせ、離脱抑制／修了率向上
を図る（自由度は下がるが効果大）

③教材とコスト提案に関する方向性
・��高品質教材が前提であり、本事業ではコストは別論点のため、「どうすれば質を
確保し効果を上げられるか」を優先的に検討するべきである

④質の保証と実効性
・��研修の意義の共有が前置きに必要
��オンデマンド学習視聴前に、「なぜ必要か」を伝える短時間の導入セッション（オ
ンライン可）を設定すると効果的

・実践への活用を重視
��受講後にケアの質の向上が見えることが必須条件。教材設計・評価設計の両面
で実効性を確保

⑤オンライン可否科目に関する公的ルール
・オンラインによる学習効果が集合と同等か高い科目 → 「オンライン可」注記
・集合方式の方が効果高い科目 → 注記なし（＝オンライン推奨せず）
��・�「原則オンライン」「オンライン推奨」「オンライン不可」など強度の段階を要綱
に記す方向で検討

⑥教材構成・機能の具体案
・モジュール化
��事例提示 → 小テスト／リフレクション → 次モジュール、の段階進行。未達は
再学習を促す

・討議の組み込み
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��オンデマンド学習の合間に掲示板・少人数ディスカッションを挿入し、インタ
ラクションを担保

・集合前提の要件
��集合（または同期オンライン）にケース討議・演習を配置し、受講者自身の担
当事例を扱う設計とする

・事前修了の確認
��集合・演習参加の前提として必要モジュールの合格を求める（修了証・LMS上
の到達フラグ）

⑦評価の枠組み（到達度ベース）
・��多層評価：知識クイズ＋省察課題＋ケース適用課題（事例レポート）＋討議参
加要件
・��最終クリア条件を明示し、点検可能な成果（例：ミニケアプラン・省察ログ）
を提出物として残す
・��集合側の品質：オンデマンド学習で得た知識を演習で統合し、行動変容につな
げる

⑧オンデマンド化における最新技術の活用
・高度技術（360°映像・多視点・スロー）で理解促進は可能
・VRデバイス常用は時期尚早（コスト・機材負担・制作ノウハウのハードル）
・フィードバック必須：実技系の学習は、オンラインでも評価・助言の往復が必要
⑨今後の制度設計（例）
・A案：コホート型
��導入オンライン → 分割 eラーニング（ゲート付）→ 掲示板討議 → 集合演習 
→ 総括評価

・B案：常時受付＋区切り課題
随時受講だが、月次締切で区切り評価・再提出・集合枠へ進む仕掛けを設定

・C案：アダプティブラーニング
受講者属性（新任／経験者）で学習量、学習内容に差をつける設計

⑩検討継続事項
・事前学習の必修化ルールの強度（参加要件化の範囲／例外）
・オンライン可否の線引きと要綱記載の具体文言（原則・推奨・不可の段階表現）
・自由度と統一性（実施主体裁量の範囲）
・評価の標準化（全国での指標統一）
・導入セッションの標準仕様（尺・内容・位置づけ）

（ⅲ） ヒアリング内容
ⅰ）周知・FAQ・問合せ対応
①周知動画・FAQの方向性
・周知動画の原稿案には大きな問題なし
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・�AI チャットによる問合せ対応は「回答の揺れ」が懸念されるため、事前に用意
した回答を返すシナリオ型のほうが望ましい
・�想定外の質問への対応は蓄積型データベースにより網羅性を高める方向。ただ
し、更新には人的コストが伴う点が課題
・�FAQの項目は科目別でも問題ないが、認知症介護指導者向けの運用ガイドライ
ン（運用のヒント）との連携が必要

ⅱ）オンデマンド学習導入
①受講管理とリマインダー
・すべてオンデマンド化すると、300分など長時間視聴が負担となる
・視聴漏れを防ぐため、期限設定とリマインダー送信は必須
・年度締めで運用する場合、年度末への受講集中や管理負担の増大が懸念される
・�ただし、オンデマンド学習部分は自由度を確保し、集合（対面）研修・実習参
加時点で修了確認をする運用が現実的

②修了証・運用主体
・科目別修了証の導入の有効
・運用主体がどこになるか（全国一括か自治体か）で負担が大きく変わる
・可能であれば全国一括運用が望ましい

ⅲ）学習効果測定と不正防止
・オンデマンド学習では、動画後の小テスト形式が適している
・本人確認や不正受講への対策が必要
・�最終評価は集合（対面）研修で行い、オンデマンド学習は科目ごとの到達確認に
とどめる形が妥当
・試験問題を全国統一にするか、採点基準のみ統一するかは課題
ⅳ）グループワーク・実習におけるオンデマンド学習の有効性
・実習部分はオンデマンド学習では対応できない
・現場事例の共有や地域資源の比較は、オンデマンド化も可能
・�集合（対面）での学習価値（参加者同士の討論・指導者のファシリテーション）
を明確化し、集合（対面）の希少価値を高める設計が必要

ⅴ）システムUI・サポート体制
・UI の使いやすさは極めて重要
・基礎研修同様、FAQ整備による自己解決が必須
・�一方、IT 操作に慣れない受講者へのサポートは必ず一定量発生するため、サポー
ト強化には限界

ⅵ）学習継続性（モチベーション）の問題
・�オンライン研修では、認知症介護指導者の熱量が受講者に伝わるが、オンデマン
ド化では失われる懸念
・導入部分でオンライン説明会を実施し、目的や全体像を共有する
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・�認知症介護指導者のメッセージをオンデマンド学習教材に挿入する（ただし、統
一運用の場合は困難）
・�集合（対面）による最終総合科目で認知症介護指導者による個別指導を手厚くし、
集合（対面）価値を高める方向性が示された

2）第 2回委員会
（ⅰ）実施内容
令和 8年 1月 28日（水）10：00～ 12：00にてWEB会議サービスアプリケーショ
ンを使用し、委員 15名の参加にて遠隔会議を実施し検討を行った。
主な検討内容は、①事業経過報告（改定内容解説原稿・FAQ最終案確認）、②オン
デマンド学習活用による研修カリキュラム及び研修体制（運用方法）の最終検討をテー
マとし、事務局が作成した案について課題の指摘、案の最終承認に関する意見交換を
実施した。
（ⅱ）主な議事内容
ⅰ）オンデマンド学習活用による研修体制（運用方法）の検討
①�運用モデル（案①：オンデマンド学習＋集合（対面）研修のセット型）に関する
議論
A．単年度運用を求める行政的観点
・�行政側からは、複数年にまたがる運用は契約・受講管理・予算管理が極めて煩
雑になるとの強い懸念が示された
・�多くの自治体が単年度契約・単年度事業管理を前提としているため、研修も単
年度で完結する設計が望ましいという意見が共有された
B．認知症介護指導者・実施機関の視点
・�オンデマンド学習と集合（対面）研修を一体化した「パッケージ型」の方が研
修の一体感が出る、学習内容が集合（対面）研修に接続しやすい、運営管理が
しやすいとの評価が示された
・�オンデマンド学習と集合（対面）研修の間隔が空きすぎると、学習内容が忘却
される、集合（対面）研修での議論の質が下がるという懸念も複数示された
C．事業所・受講者側の視点
・�事業所側としても、短期間で知識・考え方・技術をセットで学べる設計の方が、
現場で活かしやすい、オンデマンド学習単独では学習が定着しにくいとの意見
が出された
・�一方で、オンデマンド学習の利点（時間・場所の柔軟性）が、パッケージ化に
より一部相殺される可能性についても認識が共有された
D．合意事項
・�「オンデマンド学習＋集合（対面）研修を単年度内で完結させるセット型（案①）」
が最も現実的で妥当という点で、行政・認知症介護指導者・実施主体の意見は
概ね一致した
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②修了判定・学習管理に関する議論
・�成人学習者においては、修了証・資格要件が明確であれば、オンデマンド学習
でも学習の質は一定程度担保されるとの見解が示された
・�事前テスト等により理解度を把握し、理解が十分な受講者は一部学習を免除、
理解が不十分な部分を重点的に学習するアダプティブラーニング（理解度に応
じた学習）の考え方が提案された
・�ただし、現行制度では、学習時間（時間履修）を修了要件としている全国統一ルー
ルがあるため、制度的整理が前提条件となる点が確認された
・条件付きで、将来的検討事項として提案書に記載することは了承された
③ LMS（学習管理システム）要件に関する議論
A．ログデータの設定
・�どのようなログを取得し、受講支援、運営管理、ダッシュボード表示にどう活
かすかを、初期段階で整理すべきとの指摘があった
B．学習設計・学習支援機能
・学習者自身が学習計画を立てられる仕組みを設ける必要がある
・�他受講者の進捗が可視化されることで相互調整（Co-regulation）が働き、学
習継続性の向上が期待できる
・各科目に段階的な締切を設定し、学習のペース形成を支援することが望ましい
・�研修全体のロードマップを提示し、オンデマンド学習と集合学習の関連性を理
解できる構成とする必要がある
・�テスト項目を学習目標と紐づけて体系化し、理解度を領域別に把握可能とする
ことが求められる
C．運用・支援管理機能
・�個別・グループ・対象抽出など複数の方法で支援メッセージを送信できる機能
が必要である
・�誰に・いつ・誰が・どのような支援を行ったかを記録できる支援履歴管理機能
を整備する必要がある
D．学習の位置づけ
・�オンデマンド学習教材は「学習」だけでなく、現場に戻った後の業務支援・参
照ツールとしての役割も持ち得る
E．LMS選定の注意点と課題
・�必要とされる要件は多岐にわたるが、全てを高水準で満たし、かつ使いやすい
既存 LMSは少ないという認識が共有された
・�全国でばらばらのLMSを使うと、実装、保守、コンテンツ更新が困難になるため、
全国統一プラットフォームの必要性が強調された
・�一方で、高機能化＝高コストとなるため、必須機能の優先順位付けが不可欠と
された
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④マイクロラーニング教材の構造化
・�マイクロラーニングは、単体では有効だが、量が増えると「どこから学ぶか分
からない」問題が生じるという課題が指摘された
・�対策として、学習マップ、系統図など、次に学ぶ内容を示すリコメンド機能など、
構造的ナビゲーションの必要性が共有された
・実装コスト・制作負担が大きい点についても、現実的な課題として確認された

ⅱ）オンデマンド学習活用による研修カリキュラムの検討
①AI・シミュレーション技術の活用可能性
・�AI を用いた模擬対話・シミュレーショントレーニングは、技術的には既に実用
レベルに近づいており、体験的理解には有効との評価が多く示された
・�一方で、評価の妥当性や、対人援助職としての本質的力量向上につながるかに
ついては慎重な意見もあった

②カリキュラム全体との関係性
・�オンデマンド学習が高度化・増加するほど、集合（対面）研修との対応関係が
不明確になる。学習が分断され、効果が下がるという懸念が示された
・�反転学習のように、「このオンデマンド学習が、この集合演習につながる」とい
う設計が不可欠との認識が共有された

③現行（令和 6年度）案の妥当性
・�現行案は、オンデマンド学習で基礎的理解を行い、集合（対面）研修で統合・応用・
演習を行うという明確な分担がある点が評価された
・�特に、家族介護者支援、認知症基本法に基づく理念理解などはオンデマンド学
習との親和性が高いとの意見が出された
・�認知症介護指導者のファシリテーション能力は今後より重要になるが、現行案
は妥当であり、まずはこの設計で進めるべきとの合意が形成された

（4）結論
1）研修形態の基本方針
認知症介護実践者等研修へのオンデマンド学習導入は、オンデマンド学習と集合（対面）
研修を組み合わせた「パッケージ型（セット型）」とすることが妥当であるとの方向で一
致した。
・オンデマンド学習のみでは学習の定着や実践的理解が不十分となる懸念がある
・集合（対面）研修との接続を前提とすることで、学習内容の統合・応用が可能となる
・�認知症介護指導者・実施主体・行政のいずれの立場からも、受講管理および質保証の
観点で一体型が運用しやすい
・�受講者の離脱防止および学習効果維持の観点からも、一定期間内に完結する設計が望
ましい
以上の理由によりオンデマンド学習は事前学習として位置づけ、集合（対面）研修で
演習・統合を行う設計とすることが制度上も教育効果上も適切であるとの整理に至った。 
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2）単年度完結型の運用
行政的観点から、複数年度にまたがる運用は契約・予算・受講管理の面で極めて煩雑
であるとの強い意見が示された。
・�オンデマンド学習＋集合（対面）研修は単年度内で完結する設計とすることが望ましい
・�集合（対面）研修参加の前提としてオンデマンド学習修了証の提出を必須とする
という運用原則が妥当とされた。
一方で、オンデマンド学習の利点である柔軟性を確保するため、
・オンデマンド学習部分は一定の自由度を持たせる
・ただし集合（対面）研修参加には修了要件を明確化する
というバランス設計が必要であるとの整理となった。
3）修了判定・評価の考え方
オンデマンド学習においては、
・科目ごとの到達度確認（小テスト等）を実施する
・最終的な総合評価は集合（対面）研修で行う
という二段階構造が妥当であるとの認識で概ね一致した。
また、将来的検討事項として、
・理解度に応じて学習内容を最適化するアダプティブラーニングの導入可能性
・現行制度の「時間履修」を修了要件とする全国統一ルールとの整合整理が前提
という条件付き提案を報告書に位置づけることが了承された。
4）オンデマンド学習の位置づけと限界
・オンデマンド学習のみで介護実践能力・指導力は完結しない
・実習および集合（対面）研修での討論・ファシリテーションは不可欠である
という点が明確に整理された。
したがって、オンデマンド学習は「事前学習」「基礎理解」「知識整理」の役割を担い、
集合（対面）研修は「統合・演習・討論・実践化」の役割を担うという機能分担が制度
設計の基本原則となった。
5）LMSおよび全国統一プラットフォーム
システム面については、以下が主要論点として整理された。
・取得すべきログの明確化（視聴状況・到達度・再視聴履歴等）
・ダッシュボード設計による受講支援
・全国で異なる LMSを用いることによる更新・保守の非効率性
その結果、全国統一プラットフォームの実現可能性を検討すべきとの方向性が共有さ
れた。ただし、高機能化は高コスト化を伴うため、必須機能の優先順位付けが不可欠と
の認識も一致している。
6）生成AI・シミュレーション技術の位置づけ
生成AI やシミュレーション機能については、
・将来的発展可能性を有する選択肢として提案に位置づける
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・ただし現時点では評価の妥当性・現場適用性の検証が必要
との慎重かつ前向きな整理となった。 現段階では「制度の中核」とするのではなく、
拡張可能な将来構想として記載することが妥当である。
7）要点
（ⅰ）�研修形態は「オンデマンド学習＋集合（対面）研修」の単年度完結型パッケージ

とする
（ⅱ）オンデマンド学習修了を集合参加の前提条件とする
（ⅲ）オンデマンド学習は基礎理解、集合は統合・演習という役割分担を明確化する
（ⅳ）LMSは全国統一化を視野に要件整理を行う
（ⅴ）AI・アダプティブラーニングは将来的発展項目として条件付き提案とする

3．総括
（1）作業委員会における検討を踏まえた総括的課題と方向性
作業委員会の議論は、オンデマンド学習教材案の具体化、解説動画と FAQを核とする
周知体制、及び問合せ対応の実務設計に重点を置いた。ここで明らかとなった主要課題は、
教材設計と運用の両面での品質担保、オンデマンド化可能領域と限界領域の明確化、問合
せ対応における誤答防止と運用負担の抑制である。方向性としては、まずモデル科目を数
科目に絞りプロトタイプを作成して実装検証を行い、教材品質と学習到達の評価基準を迅
速に整備する必要性が指摘された。また基礎知識習得はオンデマンド学習中心、演習・協
働系学習は集合演習を中心とする機能分担を明確にし、オンデマンド学習導入の可否を「到
達目標ベース」で検討することが必要であるとされた。問合せ対応については、生成AI は
原案作成に限定し、公開段階は監修済みのシナリオ型 FAQで運用する方針を堅持する方向
性が確認された。
（2）検討委員会における検討を踏まえた総括的課題と方向性
検討委員会は、周知・運用・評価など制度全体のあり方を俯瞰して議論した。主要課題
は、（1）単年度完結の運用とオンデマンド形態による柔軟性の両立、（2）全国統一による
研修の品質保証の担保、（3）時間履修要件と理解度ベース修了判定との制度的整合であり、
方向性としては、当面は単年度完結の「オンデマンド学習＋集合（対面）研修（セット型）」
を基本運用とし、オンデマンド学習部分を期限付きで実施して進捗管理と参加率を担保す
る案が提案された。同時に、理解度を基準とする修了判定への段階的移行を新たなしくみ
として検討する必要性が示され、現行の時間履修ルールとの整合を図るための調整を早期
に開始することの必要性が提案された。
（3）周知・FAQ・問合せ対応に関する課題と方向性
研修カリキュラムの改定内容に関する周知方法として動画＋ FAQを中核とする方式が合
意されたが、課題としては文書表記の統一、原稿とスライドの整合性、及び FAQの表現精
度が指摘され事務局にて修正された。方向性は、媒体ごとの表現ルールを確立し、動画は
DCnet 等で一元配信すると同時に FAQは短文で典型解答を用意して動画と連動させる仕
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様が提案された。問合せ対応は想定問合せの蓄積と段階的公開を行い、初期段階ではシナ
リオ型 FAQ中心の運用により誤答リスクを最小化しつつ、FAQの更新運用を担う編集体
制を明確化する必要性が指摘された。生成AIの活用については原案作成や編集支援に留め、
専門家が確認するワークフローを必須とすることが示された。
（4）オンデマンド学習教材設計に関する課題と方向性
教材設計における課題は、学習単位の量、到達目標との整合、及び受講者属性（経験の有無）
への対応が挙げられ、方向性としてはマイクロラーニング志向のモジュール化を基本とし、
各モジュールに明確な学習目標と理解確認（クイズ・事例判断・省察課題）を組み込むこ
とが提案された。また、教材は単なる情報提供でなく、事例提示→判断課題→即時フィー
ドバック→振り返りという循環を設計し、最終的には集合演習で統合されることを前提と
した。教材開発はプロトタイプを早期に作成して実地検証を繰り返し、コストと効果のバ
ランスを踏まえて、漸次、拡張していくことが推奨された。
（5）研修カリキュラム設計（オンデマンド化可否）に関する課題と方向性
オンデマンド学習を導入したカリキュラム設計上の課題としては、どの科目をオンデマ
ンド学習で担保し得るかの線引きと、集合（対面）研修で必ず担保すべき能力の明確化が
挙げられた。方向性としては、基礎理論や制度理解はオンデマンド学習で十分に担える一
方で、多人数の協働演習、非言語的相互作用に依存する技能は集合（対面）研修での習得
が必須であると指摘された。これにより、各科目の「オンライン可／オンライン推奨／オ
ンライン不可」を要綱に示し、実施機関の判断を支援する運用ルールを作成することが提
案された。
（6）ブレンド型研修の運用モデル（セット型・期別運用等）に関する課題と方向性
運用上の最大の課題として、受講管理と離脱防止、及び勤務時間内学習の確保が挙げら
れた。方向性としては、オンデマンド学習を無期限の自由受講とせず、期（コホート）ご
とに締切・中間課題・集合演習を組み込む「セット型」運用を基本とすることが推奨された。
これにより進捗監視と相互作用を確保し、集合（対面）研修と接続した学習効果が期待でき、
また、勤務時間内での学習時間確保について、自治体・事業所との合意形成を図ることが
提案された。
（7）LMSおよび全国統一プラットフォームに関する課題と方向性
LMS選定に関する課題として、必要機能の多様性と全国導入に伴う費用負担、及び地域
ごとの運用差が挙げられた。方向性としては、必須機能（進捗可視化、理解度判定、ログ
取得、自動リマインド、掲示板・グループワーク機能、評価ツール）の優先順位を定めた
上で、段階的に機能を導入する方式を採ることが現実的であると示され、可能であれば全
国統一プラットフォームを検討しつつも、初期段階は既存 LMSの拡張や連携で運用性を確
保し、将来の統合へ向けたロードマップを示すことが提案された。併せて、どのログを収
集しどの指標で理解度を判断するかを明確に定義し、データに基づく運用改善システムを
構築することが指摘された。
（8）評価・修了判定（時間履修から理解度評価への移行）に関する課題と方向性
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現行制度が全国的に時間履修を修了要件としている点は、オンデマンド学習導入の最大
の制度的障壁である。課題として、時間基準が学習到達を保証しない点と、理解度基準に
移行する場合の制度や運用上の整理が挙げられた。方向性としては、当面は時間要件と理
解度要件を併存させる移行モデルを採用し、オンデマンド学習では到達度（小テスト、事
例適用課題、振り返り提出）をクリアした者のみ集合（対面）研修の受講資格を与える二
段階判定を導入することが合意され、並行して、理解度基準を修了判定の中心とするため
の仕組みに向けた調整を開始する必要性が指摘された。さらに、アダプティブラーニング
の導入は理解度差に応じた学習工数の最適化を可能にし、高度化のための技術的・制度的
基盤を整える必要性が提案された。
（9）生成AI・シミュレーション技術の導入に関する課題と方向性
生成AI やアバター等のシミュレーション訓練による学習は反復学習や疑似体験には有効
であるが、現段階では応答の正確性、非言語評価の未整備、動作遅延やコスト負担の増大
といった課題が確認された。方向性は、これらを「補助教材」として位置づけ、事前練習
や振り返り支援などの段階的な導入や、専門家監修、出力制御、評価ルーブリックの明示、
および学習ログの厳格な管理を必須要件とした試行フェーズ→検証→拡張という段階的プ
ロセスに従った運用が提案された。
（10）認知症介護指導者等の養成とファシリテーション能力強化に関する課題と方向性
集合（対面）研修の価値が討議と判断力形成にある以上、認知症介護指導者のファシリテー
ション能力はこれまで以上に重要になることから、認知症介護指導者の習熟度ばらつきと
指導負担の増加が課題として挙げられた。方向性としては、認知症介護指導者向けのオン
デマンド研修や実地研修を通じてファシリテーションスキルを向上し、評価の信頼性を担
保する必要性が提案された。
（11）運用体制・負担軽減とガバナンスに関する課題と方向性
運用上の課題としては、問合せ対応、教材更新、受講者支援等の人的負担に関する課題
が挙げられた。方向性は、FAQ等による一次対応の自動化、LMSによる進捗管理の自動化、
及び地域ネットワークの活用による支援体制の必要性について提案された。ガバナンス面
では、全国的な基準と地域実装の裁量のバランスを明確にし、運用ルールと役割分担を明
示する必要性が提案された。
（12）運用の導入方法（短期・中期・長期）に関する方向性
短期的には、モデル科目を選定してプロトタイプ教材と周知コンテンツを作成し、限定
コホートで検証を実施し、中期的には、LMS要件を確定し全国展開モデルの試行を開始す
るとともに、評価指標と修了判定プロセスの標準化を進め、長期的には、理解度基準を中
心とした修了判定への制度移行、アダプティブラーニングとAI 支援の本格導入、及び全国
統一によるプラットフォームの確立を目指すことが提案された。各段階において、効果測
定と運用負担の評価を行い、段階的に拡大・改善する必要性について指摘された。
以上を踏まえ、委員会での合意点と留意点について整理すると、オンデマンド学習部
分は「到達目標ベース」で管理し、集合（対面）研修は討議・統合の場として位置づけ、
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LMSと FAQ・問合せ体制を整備し、評価と修了判定の制度調整を早期に開始することが
協議され、本事業の遂行に反映することとした。
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Ⅳ．認知症介護実践者等研修へのオンデマンド学習導入に向けた
　　実施体制の検討

認知症介護実践者等研修の受講アクセシビリティを向上し、円滑な研修受講を促進するた
め、オンデマンド学習を導入した効果的な研修カリキュラムや学習用教材、研修実施体制に
関する検討を実施した。

1．オンデマンド学習の特性
（1）研修受講のアクセシビリティ向上に関する方向性
令和6年度（2024年）の介護報酬改定における審議報告は、地域包括ケアシステムの深化・
推進という観点から、認知症介護研修の受講アクセシビリティの向上を求めている。現状
は集合（対面）中心の長時間研修が多く、特に多忙な介護現場の職員にとって参加負担が
大きいこと、会場への移動や回数制限に起因する地域間格差、日程の柔軟性の欠如が顕著
であるため、研修の質を担保しつつ研修形態のスリム化、オンライン化を進めることが喫
緊の課題となっていた。
令和 6年度（2024 年）に実施した研究事業では上記の課題を踏まえ、認知症介護実践
者等研修における受講アクセシビリティ向上の方策について、短時間分散型（ミニセッショ
ン）による拘束時間の短縮、オンデマンド（非同期）学習とライブ（同期）学習の組合せ
による柔軟な学習機会の提供、開催回数の増加による選択肢拡大、そして受講を促進する
ためのインセンティブ設計等の必要性について言及した。
オンライン活用に係る方向性は、非同期型学習の利点（受講者の都合に合わせた学習、
勤務時間外の離席最小化、繰り返し視聴による理解深化）と、同期型学習の利点（双方向性、
即時質疑応答、参加者間の相互学習）を相補的に組み合わせることが重要であり、オンデ
マンド学習による基礎知識の事前習得を前提に、集合（対面）研修で応用・体験的学習を
行うブレンド型の研修形態が有効であると考えられる。特に、事例検討や理解度確認は高
度なオンデマンド機能（シナリオ対話、分岐シナリオ、模擬演習の記録とフィードバック等）
によって補完可能となる一方、即時的・多人数同時の体験学習は現状の技術では完全な代
替が困難であり、集合（対面）研修での体験学習が必要である。
また、導入に当たっては、技術面・運用面・費用対効果の総合的検討が不可欠である。
技術面では受講環境の格差（通信環境、端末、IT リテラシー）を前提とした LMS設計、
オフライン再生や軽量配信仕様、ユーザーフレンドリーなUI、進捗可視化・自動通知・学
習ログ取得等の機能整備が求められる。運用面では教材の品質管理体制（専門家による監
修と定期更新）、チューター等の支援体制、修了判定基準の明確化とエビデンス確保が必要
である。費用対効果については、初期投資を見据えた「スモールスタート」と段階的拡張、
既存教材の有効活用によるコスト低減と長期的な運用計画の両立等について今後の課題と
方策として整理した。
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これらの整理を踏まえ本事業ではオンデマンド学習導入に向けた以下の方針を検討する
こととした
1）導入の位置づけ
オンデマンド学習の導入は、集合（対面）研修の単純な代替ではなく、研修全体の学
習構造を再設計する取組として位置づける。すなわち、受講アクセシビリティの向上と
学習到達度の担保を同時に達成することを目的とし、知識習得過程と実践的学習過程を
役割分担したブレンド型研修モデルを基本とする。オンデマンド学習は「任意視聴型の
補助教材」ではなく「研修課程の構成要素」として扱い、修了判定および集合（対面）
研修参加要件と連動する設計を前提とする。
2）学習構造の設計方針
オンデマンド学習は、集合（対面）研修の事前準備ではなく、研修全体の一部として
体系的に組み込み、各科目には到達目標を設定し、オンデマンド学習で習得すべき知識
と集合（対面）研修で扱う応用・判断・統合的学習を明確に区分する。教材は短時間単
位のモジュール構造を基本とし、段階的履修を可能とする構成とする。また、科目のロー
ドマップを提示し、学習内容が集合（対面）研修とどのように接続するかを明確化する
ことで、学習の意義理解を促進する構造として設計する。
3）学習継続を確保する仕組み
自己管理に依存した学習とならないよう、進捗管理機能を前提とした設計とし、段階
的締切、リマインド通知、学習進捗の可視化により継続的履修を促す仕組みとする。また、
学習者間の状況共有やコミュニケーション機能を導入し、相互参照による学習促進を図
ることによって、離脱防止と学習習慣形成を目的とした「支援付き自己学習」の構造を
確立する。
4）学習到達度評価の方針
視聴確認のみを修了条件とせず、学習目標と対応付けた理解度確認を組み込み、確認
テストは項目別理解度を把握できる構造とし、集合（対面）研修における指導の焦点化
に活用するしくみとする。実践力評価については集合（対面）研修で実施し、オンデマ
ンド学習評価と組み合わせた総合的修了判定を基本とする。これにより、アクセシビリ
ティ向上と質保証の両立を図ることとする。
5）運用体制の設計方針
研修運用の側面から、人的対応に依存しない管理構造を基本とし、学習ログ取得、修
了判定、自動通知、修了証発行等を自動化し、事務局の管理負担を低減するシステムを
検討する。また、あわせて問合せ対応は段階化し、自己解決支援と個別対応を組み合わ
せた運用モデルによって教材更新・学習支援を担う役割分担も明確化し、継続運用可能
な体制を設計する。
6）受講環境への配慮
オンデマンド学習導入が新たな参加障壁とならないよう、操作負担の少ない設計、通
信環境への配慮、基本操作支援を前提条件とする。受講しやすさの確保を導入の前提とし、
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技術格差による受講率低下を防止することとする。
7）到達目標
本事業ではオンデマンド学習活用の可否に関する検証にとどまらず、実施可能な標準
的研修モデルを設計することを目的とし、研修構造、評価方法、運用体制、システム要
件を一体として整理し、受講アクセシビリティと質保証を両立する実装可能なモデルの
具体化を目標とすることとした。

（2）オンデマンド学習に適した学習内容の特徴
オンデマンド学習を活用した研修を実施する際には、学習内容の特性に基づき適切なオ
ンデマンド化対象内容を特定する必要がある。オンデマンド学習の特性とオンデマンド化
に適した内容、補完的にオンデマンド化が必要な内容、そしてオンデマンド化が困難な内
容について整理した（図 4-1-2）。

１１．．オオンンデデママンンドド学学習習のの特特性性
（1）教育内容
・属人性が強い内容（講師によるばらつき、講師不足）
・視覚的要素が高いもの（言語化が難しい、言語伝達が困難）
・細分化（チャンク化）しやすいもの
・講義後において、時間などの制限で代表例しか紹介できないもの

（2）研修方法
・講義中心で知識、理論、法則等の伝達が主なもの
・講義と演習が同程度の割合（一部オンデマンド化）

２２．．オオンンデデママンンドド化化がが可可能能なな科科目目のの特特性性
（１）オンデマンド化可能科目
・短時間で、演習が難しく、講義に依存しがちな科目
・基本知識、理論など知識伝達が中心で講義中心の科目
（２）オンデマンド化が補足的に必要な科目
・知識伝達と体験学習の双方が必要な科目
（３）オンデマンド学習が困難な科目
体験学習中心となり、長時間を要する科目
→ 身体性・即応性・同時協働はリアル研修や実地体験で補完が必要
→工夫すれば一部可能 → 実技・コミュニケーション・協働・批判的思考

図4-1-2 オンデマンド学習に適した学習内容の特徴図 4-1-2　オンデマンド学習に適した学習内容の特徴

1）オンデマンド学習の特性
（ⅰ）教育内容の特性
・�講師に依存しない、属人的要素が強い内容に適している。これは、講師による教え
方や個々の解釈の違いが少なく、学習者全員への教育内容の統一が可能である。
・�視覚的要素が重要な学習内容に適している。言語のみでは伝達が困難な情報を、動
画や画像を用いて効率的に伝えることができる。
・�細分化（チャンク化）が容易で、短時間で学習が完結する内容に適している。これ
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により、学習者が自身のペースで学ぶことが可能となる。
・�講義後に質疑応答や事例紹介が不要な内容に適している。制約された時間内で学び
を完結させる形式に最適である。

（ⅱ）研修方法の特性
・知識や理論の伝達を主目的とする講義形式の学習に適している。
・�演習の必要性が少ない、もしくは講義が研修の大部分を占める場合、一部または全
体をオンデマンド化することで効率化が図れる。

2）オンデマンド化の適正科目
研修内容の特性に応じて、オンデマンド化が適する科目、補完的に活用できる科目、
オンデマンド化が困難な科目に分類することができる。
（ⅰ）オンデマンド化に適した科目
・短時間で完結する内容
知識や理論の習得を目的とし、講義形式が中心の科目である。これらは講師の直接
的な介入が不要で、視聴による知識伝達が十分に可能である。例として、法令や規
則の解説、基礎理論の講義
・反復学習が効果的な内容
基礎的な知識を何度も確認する必要がある場合、オンデマンド学習形式が学習者に
とって効率的である。

（ⅱ）補完的にオンデマンド化が必要な科目
・知識伝達と体験学習が必要な内容
体験型学習を補助する形でオンデマンド学習を活用できる。例えば、事前に理論や
背景知識をオンデマンド学習で学び、その後の集合（対面）研修で演習や応用に取
り組むことで学習効果を高めることができる。
・一部が講義形式の科目
演習や実技を含む研修内容であっても、講義部分のみをオンデマンド化することで
効率化が図れる。

（ⅲ）オンデマンド化が困難な科目
・体験学習が中心の内容
実技指導やグループディスカッションなど、学習者間や講師との直接的な相互作用
が求められる科目である。これらはオンデマンド学習のみでは効果的な学習が難し
い。
・長時間の直接指導を必要とする内容
状況判断力や応用力を養うような研修では、講師からのリアルタイムな指導と
フィードバックが不可欠である。
オンデマンド学習は、教育内容や研修方法に応じて適正に活用することで、研修の
効率化と学習効果の向上を実現する手段である。ただし、体験学習や相互作用が重要
な内容については、集合（対面）形式や直接指導と組み合わせたブレンド型の研修が
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必要である。研修内容ごとの特性を適切に分析し、最適な形式を選択することが重要
である。

（3）学習効果と学習形態別にみたオンデマンド学習教材における教育手法
認知症介護実践者等研修にオンデマンド学習を導入するにあたり、どのような学習効果
を目指す場合に、どの学習形態が適切であり、その学習形態に対してオンデマンド学習が
どの程度有効かを整理するとともに、学習形態ごとに想定されるオンデマンド学習教材の
具体例を体系的に整理した（表 4-1-3）。

表 4-1-3　学習効果と学習形態別のオンデマンド教材例
学学習習効効果果 学学習習形形態態

オオンンデデママンンドド
適適合合度度

教教材材例例とと内内容容

・学習の土台形成
基基礎礎知知識識習習得得型型
*新しい分野の基礎を学ぶ学習

◎ 適している

・基礎理論講座動画

・専門分野への導入準備 ・図解教材

・用語集

・体系的知識の習得 知知識識伝伝達達型型学学習習
（（講講義義・・解解説説型型））
*専門知識や理論を講義形式で学ぶ学習

◎ 適している

・動画講義

・概念理解の促進 ・スライド＋ナレーション

・用語解説集

・記憶強化
自自習習型型ドドリリルル・・反反復復学学習習
*練習問題や小テストによる知識定着

◎ 適している

・オンライン小テスト

・知識定着 ・選択式クイズ

・即応的知識活用力 ・自動採点

・理解度の可視化
知知識識確確認認・・理理解解度度チチェェッックク型型
*学習内容の理解度を確認する学習

◎ 適している

・確認テスト

・弱点把握 ・セルフチェックリスト

・学習計画修正

・問題解決力の養成
事事例例学学習習（（ケケーーススススタタデディィ））
*実際の事例を題材に考察する学習

○ 比較的適している

・事例紹介動画

・応用的理解 ・設問付きケース教材

・状況判断力向上 ・分岐シナリオ

・動作理解の向上

実実技技・・技技能能習習得得型型
*身体を使って手順や感覚を伴う技能を
学ぶ

△ 工夫すれば一部
可能

・多視点動画 ・複数視点で手技を観察し、理解を深める。

・自己修正力 ・スロー再生解説 ・スロー再生で細かな動きを把握。

・インタラクティブ動画
（動作選択）

・分岐動画で「次の正しい動作」を選択させる。

・自己撮影＋比較 ・自分の動作を撮影し、模範と比較して修正。

・場面対応力の向上

対対人人関関係係・・ココミミュュニニケケーーシショョンン重重視視型型
*相手の反応に応じた対話や対応を学ぶ

△ 工夫すれば一部
可能

・シナリオ分岐動画
・複数の相手反応を用意し、学習者が選択して対応
力を確認。

・言葉遣い改善 ・VR/360度教材 ・VR教材で対話場面を臨場感ある形で体験。

・モデル会話解説
・モデル会話を提示し、発言の効果や改善点を逐一
解説。

・多様な意見理解
協協働働学学習習・・ググルルーーププワワーークク型型
*複数人で討議・協力し課題解決を行う
学習

△ 疑似的に一部、
再現可能

・課題提示＋コメント共有 ・教材内の課題に意見を投稿し、他者の意見と比較。

・協働意識 ・グループ討議動画
・グループ討議動画を視聴し、自分ならどう発言す
るか考える。

・ピアレビュー
・提出物を相互評価する仕組みで協働体験を疑似的
に実現。

・多角的視点の獲得
討討論論型型
*複数視点から考え、反論や討論を通じ
て思考を深める学習

△ 工夫により一部
可能

・問いかけ型動画
・動画内で「あなたならどうするか？」と問いを投げかけ、
模範的な考えを次の章で解説。

・論理的思考力向上 ・ケース分岐教材
・複数の解決策から選び、結果を比較する事で多角的思考
を育成。

・AI対話システム
・AI対話システムに意見を入力し、異なる視点や補足情報
を得る。

表4-1-3 学習効果と学習形態別のオンデマンド教材例

オンデマンド学習は、すべての学習目標に対して万能な手法ではなく、学習効果の性質
に応じて適・不適が存在する。本表は、その前提に立ち、オンデマンド学習を過度に拡張
することなく、集合（対面）研修との役割分担を明確にしたブレンド型研修設計を行うた
めの判断材料を提供することを目的としている。
学習効果および学習形態ごとに、その位置づけとオンデマンド学習の活用可能性につい
て概説する。
1）基礎知識獲得を目的とする学習形態とオンデマンド学習の適合性
（ⅰ）基礎知識獲得型学習
本学習形態は、「学習の土台形成」および「専門分野への導入準備」を目的とし、新



48

しい分野の基礎概念や用語、全体像を学ぶ段階の学習である。この学習形態は、知識
の順序性が比較的明確であり、学習者間で共通の基盤を形成する必要があるため、オ
ンデマンド学習との適合性が高い。オンデマンド学習教材としては、基礎理論を解説
する講座形式の動画、図解を用いた教材、用語集等が適している。これらは、学習者
が自分のペースで反復視聴できる点で、対面講義よりも学習効率が高い場合が多い。
（ⅱ）知識伝達型学習（講義・解説型）
体系的な知識の習得や概念理解の促進を目的とする学習形態であり、専門知識や理
論を講義形式で学ぶ学習である。この学習形態も、オンデマンド学習に適していると
位置づけられる。動画講義やスライド＋ナレーション形式、用語解説集などは、認知
症介護に関する制度、理論、基本的考え方を整理して伝える上で有効であり、特に、
理解が難しい概念については、繰り返し視聴できる点がオンデマンド学習の利点とな
る。
2）記憶定着・理解確認を目的とする学習形態とオンデマンド学習
（ⅰ）自習型ドリル・反復学習
本学習形態は、記憶強化や知識定着、即応的な知識活用力の向上を目的とするもの
であり、練習問題やテストを通じて学習内容を反復する。この学習形態は、オンデマ
ンド学習との親和性が非常に高い。オンライン小テスト、選択式クイズ、自動採点機
能を備えた教材は、学習者が即時にフィードバックを得られる点で効果的であり、集
合（対面）研修前の知識定着や、学習内容の振り返りとして有効に機能する。
（ⅱ）知識確認・理解度チェック型学習
理解度の可視化や弱点把握、学習内容の修正を目的とする学習形態であり、確認テ
ストやセルフチェックを通じて学習の達成度を測定する。この学習形態も、オンデマ
ンド学習に適している。確認テストやチェックリスト形式の教材は、修了判定や集合（対
面）研修参加要件として活用できるだけでなく、学習者自身が理解度を把握するため
の重要な手段となる。
3）応用的理解・問題解決を目的とする学習形態
（ⅰ）事例学習（ケーススタディ）
実際の事例をもとに状況を分析し、判断や対応を考察する学習形態であり、問題解
決力や応用的理解の育成を目的とする。この学習形態は、オンデマンド学習において
比較的適しているが、一定の工夫を要する。事例紹介動画や設問付きケース教材、分
岐シナリオ型教材などを用いることで、学習者に思考を促すことは可能であるが、判
断の妥当性を深めたり、多様な視点を相互に検討したりする点では、集合（対面）研
修での討議との併用が不可欠であると考えられる。
4）技能・対人対応を目的とする学習形態とオンデマンド学習の限界
（ⅰ）実技・技能習得型学習
身体を使った手順や感覚を伴う技能の習得を目的とする学習形態であり、認知症ケ
アにおける具体的な介助動作や支援技術が該当する。この学習形態は、オンデマンド



49

学習単独では限定的な効果にとどまることが推測される。多視点動画やスロー再生、
インタラクティブ動画、自己撮影による比較などを活用することで理解を補助するこ
とは可能であるが、実際の身体感覚や微細な調整は対面指導による補完が必要である。
（ⅱ）対人関係・コミュニケーション重視型学習
相手の反応に応じた対話や場面対応を学ぶ学習形態であり、認知症のある人とのコ
ミュニケーション支援が該当する。この学習形態も、オンデマンド学習では限定的な
効果にとどまることが推測される。シナリオ分岐動画やVR教材、モデル会話解説な
どにより臨場感を持った学習は可能であるが、実際の相互作用や即時的な応答調整は、
集合（対面）研修でのロールプレイや討議によって深化させる必要がある。
5）協働・討論を目的とする学習形態とオンデマンド学習
（ⅰ）協働学習・グループワーク型学習
複数人での討議や協力を通じて課題解決を行う学習形態であり、多様な意見理解や
協働意識の醸成を目的とする。この学習形態は、オンデマンド学習では疑似的に一部
再現可能であるが、完全な代替は困難である。コメント共有やグループ討議動画、ピ
アレビュー等を活用することで一定の学習効果は期待できるが、リアルタイムの相互
作用や関係性構築は集合（対面）研修の役割が大きい。
（ⅱ）討論型学習
多角的視点の獲得や論理的思考力の向上を目的とし、反論や比較検討を通じて思考
を深める学習形態である。オンデマンド学習では、問いかけ型動画やケース分岐教材、
AI 対話システム等を活用することで一部実現可能であるが、限定的活用にとどまると
考えられる。

（4）オンデマンド学習による学習効果の限界
オンデマンド学習の導入を検討するにあたり、どのような学習形態および学習効果が、
オンデマンド学習では達成しにくいかについて整理した。オンデマンド学習は、時間や場
所に制約されず、反復学習が可能であるという点で高い有効性を有する一方、学習の性質
によっては学習効果が保証されにくい側面を有している。
以下では、4つの学習形態について、それぞれの特性とオンデマンド学習における限界
を詳述する（表 4-1-4）。
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表 4-1-4　オンデマンド学習では困難な学習効果

学学習習形形態態 達達成成がが困困難難なな学学習習効効果果とと内内容容

実実技技・・技技能能習習得得型型

＊介護技術・医療行為・調理など、身体
を使い「手順」や「感覚」を伴って学ぶ
学習

１１．．身身体体的的、、感感覚覚的的理理解解がが困困難難

・身体感覚の獲得（力加減・質感）
・実際の器具を用いた操作熟練
・実地での即時対応力

実際の器具・身体動作を通じた
習得が必要で、映像だけでは感
覚的理解が不足

対対人人関関係係・・ココミミュュニニケケーー
シショョンン重重視視型型

＊利用者との会話、相談支援、面接スキ
ルなど「相手の反応に応じて対応する
力」を養う学習

２２．．実実技技にに対対すするる即即時時フフィィーードドババッッククがが困困難難

・予測不能な反応への即応力
・感情の変化を読む力（表情・声色の微妙な変化）
・関係性の継続的構築

リアルな反応や感情に即応する
必要があり、一方向的教材では
習得が難しい

協協働働学学習習・・ググルルーーププワワーー
クク型型

＊複数人で討議や問題解決を行い、協力
して成果物をつくる学習

３３．．相相互互的的ななイインンタタララククシショョンンのの回回数数がが限限定定的的

・リアルタイムでの共同意思決定
・役割分担・責任遂行力
・人間関係の調整力

他者との同時的な協力や討議が
困難で、孤立しやすい

討討論論型型

＊問題に対して複数の視点から考え、討
論や反論を通じて論理的思考を深める学
習

４４．．多多様様でで即即時時的的なな反反応応ににはは限限界界ががああるる

・即時の反論や応酬の中で鍛えられる思考力
・相手の意見を受けて柔軟に立場を修正する力
・討論場面での感情コントロール

一方向的な知識習得では「多角
的視点」や「反論力」を育成し
にくい

表4-1-4 オンデマンド学習では困難な学習効果

1）実技・技能習得型学習における限界
実技・技能習得型学習は、介護技術、医療行為、調理など、身体を使った「手順」や「感覚」
を伴って学ぶ学習形態である。この学習形態では、単に動作の順序を理解するだけでなく、
力加減、触覚、身体の位置関係、対象者との距離感といった身体感覚の獲得が不可欠と
なる。
オンデマンド学習においては、動画による手順解説や注意点の提示によって、動作の
理解やイメージ形成を支援することは可能である。しかし、実際の器具や身体を用いた
操作練習、現場での即時対応を通じて得られる感覚的理解は、映像のみでは十分に再現
できない。その結果、知識としては理解できていても、実際の場面で安全かつ適切に実
践する能力の形成には限界が生じる。このため、実技・技能習得型学習においてオンデ
マンド学習は、予習や振り返りとしての補助的役割には有効であるが、技能の定着や習
熟を目的とした学習の中核として位置づけることは困難である。
2）対人関係・コミュニケーション重視型学習における限界
対人関係・コミュニケーション重視型学習は、利用者との会話、相談支援、面接スキ
ルなど、相手の反応に応じて対応を調整する力を養う学習形態である。特に認知症ケア
においては、言語的なやり取りだけでなく、表情、声色、沈黙、しぐさといった非言語
的要素を読み取りながら関わることが求められる。オンデマンド学習教材では、モデル
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会話の提示や良い例・不適切例の比較を通じて、対応の考え方や視点を示すことは可能
であるが、実際の対人場面における予測不能な反応に即応する経験や、相手の感情の微
細な変化をその場で読み取り、関係性を調整していく力を養うことは困難である。この
ような学習効果は、双方向的なやり取りと即時フィードバックを通じて形成されるため、
一方向的なオンデマンド学習教材では学習効果が限定的にならざるを得ない。
3）協働学習・グループワーク型学習における限界
協働学習・グループワーク型学習は、複数人で討議や問題解決を行い、協力して成果
を生み出す学習形態である。この学習形態では、リアルタイムでの意見交換、役割分担、
合意形成、人間関係の調整といった要素が学習効果の中核をなしている。オンデマンド
学習では、コメント共有や討議動画の視聴などにより、協働の考え方を学ぶことは可能
であるが、同時性を伴う相互作用の回数が限定的であるため、実際に他者と協働する過
程で生じる葛藤や調整を経験することは困難である。よって協働学習の本質である「共
に考え、共に決め、共に責任を負う」という経験は、オンデマンド学習単独では十分に
形成されないと考えられる。
4）討論型学習における限界
討論型学習は、問題に対して複数の視点から考え、反論や意見交換を通じて論理的思
考を深める学習形態である。この学習形態では、即時の反論や応答の中で思考が鍛えら
れ、他者の意見を受けて自らの考えを修正する力が育成される。オンデマンド学習では、
問いかけ型動画やケース分岐教材、AI 対話等を用いることで、思考を促すことは可能で
ある。しかし、多様で即時的な反応が飛び交う討論の場に身を置く経験は再現が難しく、
反論力や多角的視点の獲得には限界がある。一方向的な知識習得に偏ると、「多様な視点」
や「反論を通じた思考の深化」は生じにくい。
以上の特性から、オンデマンド学習では、「身体性を伴う技能の習得」「即時的な対人
対応力の形成」「同時的な協働や討論を通じた学習効果」といった学習形態において、本
質的な制約が存在するため、認知症介護実践者等研修においては、オンデマンド学習を
学習の中心に据える内容と、集合（対面）研修で担うべき内容を峻別することが不可欠
である。オンデマンド学習は、知識の習得や理解の土台形成を担い、集合（対面）研修
は実践的能力や態度形成を担うという役割分担を明確にすることが、学習効果を最大化
するブレンド型研修設計の基本的な設計であり、オンデマンド学習の限界を正しく理解
し、その特性を踏まえて活用することが研修制度設計において重要な視点である。

（5）AI 技術を活用したオンデマンド学習の可能性
オンデマンド学習は、基礎知識の習得や理解度確認といった学習効果において高い有効
性を有する一方で、身体性を伴う技能の習得、対人関係における即時的対応力の形成、協
働や討論を通じた思考の深化といった学習形態について限界を有している。これらの学習
形態は、相互作用、即時フィードバック、場の共有といった要素を学習効果の中核として
おり、従来型のオンデマンド学習教材（動画・テキスト・確認テスト）のみでは十分な学
習効果を担保することが困難である。
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近年、生成AI を活用した会話型シミュレーション、没入型VR、AI ロールプレイ等の技
術が急速に発展し、これらの「オンデマンド学習では困難とされてきた学習形態」を部分
的に補完し得る可能性が示されている。本事業では、その可能性と同時に、限界について
整理した。
1）生成AI 等を活用した学習システムの現状
近年、医療・看護・心理・介護分野においては、従来の対面型シミュレーション（模擬患者、
ロールプレイ）を補完・代替する手法として、生成AI を組み込んだ会話型・没入型シミュ
レーションの導入が急速に進んでいる。生成AIを活用したトレーニング用シミュレーショ
ンプラットフォームのうち、大学・医療機関等で実際に採用実績を有する代表的な事例
を対象として、概要、活用例・仕様、特徴の観点から整理した。以下、各プラットフォー
ムの特徴について記述する（表 4-1-5-1）。

表 4-1-5-1　代表的な実用AI シミュレータ（大学・病院採用例）2025.12 現在

名称 国 概要 活用例・仕様 特徴

SSiimmXX UUSS

・ VRベースの医療シミュレーション
・ Stanford、Mayo Clinic などで利用
・ 2023〜2024年に AI を組み合わせた会話型患
者機能を追加

・ 外傷・心疾患・精神疾患などを VR
内で再現
・ AI患者とリアルタイム会話
・ チーム医療のトレーニングも可能
・ シナリオは自由にカスタム可能

・ 患者の反応がリアル（呼吸、疼痛反応、
発汗など）
・ ゲームエンジンを用いた高い没入感
・ AI回答を医療安全ガイドラインで制御可
能

PPCCSS  SSppaarrkk  //  
PPCCSS..aaii

UUSS

世界最大規模の AI模擬患者プラットフォーム
医学部・看護学校・薬学部で広く利用されている

採用例：
・ UCLA School of Nursing
・ University of Arizona College of Medicine
・ Johns Hopkins 系教育機関
・ Middle East Technical University など世界多
数

・ AI患者とのリアルタイム会話
・ 病態・性格・感情を細かく設定
・ 表情変化（不安・怒り・痛み等）
・ SP評価（質問の妥当性・コミュニ
ケーション技法）

・ "AI患者の性格/症状モデル" が非常に詳
細
・ 指導者が「行動確率」「感情遷移」を定
義できる
・ 実際のSP役者よりコストが低く、時間
制限なし

KKooggnniittoo UUSS

・ PTSD、うつ、不安症、被虐待児など
・ 精神心理分野に特化した会話シミュレーション
ツール
・ NY州教育局・大学・病院で広く使われている
・ 特にメンタルヘルス領域で有名

・ 「対話の選択肢 × AI評価」モデル
・ 安全性のため、AIは完全自由ではな
くルールベース＋LLM補完
・ 心理面接の“共感スキル”評価が非
常に精度高い

◆教育分野での利用
・ 児童相談
・ 患者の危険兆候の察知
・ デリケートな話題でのコミュニケーショ
ン訓練

MMuurrssiioonn UUSS

・ 介護・医療コミュニケーションで利用
・ 元々はビジネスコミュニケーション用
・ 近年医療・介護・心理領域の教育で採用が増加
・ hybrid AI（AI＋人間オペレータ）方式

・ 認知症患者、終末期患者、家族説明
のシミュレーション
・ 難しい患者対応のロールプレイが可
能
・ 表情と身振りが自然で、没入度が高
い

・ 半自動AI＋人間制御のため安全性が高い
・ 医療機関での導入が急増中（特にアメリ
カ）

AArrddooiissee
フフラランン

スス

・ 対話型AIアバターを用いたコーチング・医療コ
ミュニケーション
・ 2024年に日本の展示会で発表され、日本語対応
が強み
・ 認知症や医療面談にも応用可能

・ 高精細アバター＋表情制御
・ 会話ログの自動評価
・ LMSと連携可能

BBooddyy  IInntteerraacctt
ポポルルトト
ガガルル

・ 臨床推論のトレーニング用
・ 患者の症状・検査値がリアルタイム変化
・ 会話機能や簡易AI応答も搭載

・ 医学生が「症状観察 → 診断 → 介入」を
反復学習できる
・ 世界100以上の医療教育機関で導入

表4-1-5-1 代表的な実用AIシミュレータ（大学・病院採用例）2025.12現在

（ⅰ）SimX（米国）
SimX は、VRベースの医療シミュレーションプラットフォームとして、Stanford 
University、Mayo Clinic 等の先進的医療教育機関で採用されている。外傷、心疾患、
精神疾患などの臨床場面をVR空間内で再現し、学習者が仮想患者に対して診断・処置・
チーム対応を行う訓練が可能である。近年（2023 ～ 2024 年）には生成AI を組み合
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わせた会話型患者機能が追加され、学習者の発話に対してAI 患者がリアルタイムに
反応する仕様となっている。AI の応答は医療安全ガイドラインに基づき制御可能であ
り、教育目的に応じたシナリオカスタマイズ性と高い没入感が特徴である。（参考URL　
https://www.simxvr.com/）
（ⅱ）PCS Spark / PCS.ai（米国）
PCS Spark（PCS.ai）は、世界最大規模のAI 模擬患者（Simulated Patient）プラッ
トフォームの一つであり、医学部、看護学校、薬学部を中心に幅広く導入されている。
UCLA School of Nursing、University of Arizona College of Medicine、Johns 
Hopkins 系列教育機関など、実証的な採用実績が多い点が特徴である。
本プラットフォームでは、AI 患者の性格、症状、感情状態（不安、怒り、混乱など）
を細かく設定でき、学習者はリアルタイムの会話を通じて対応力を鍛えることができ
る。特に、質問の妥当性や共感的応答の適切性など、コミュニケーション技能評価（SP
評価）を自動化できる点は、人的SP（模擬患者）よりも低コストかつ反復可能な学習
環境を提供している。（参考URL　https://www.pcs.ai/）
（ⅲ）Kognito（米国）
Kognito は、PTSD、うつ、不安症、被虐待児対応など、精神・心理領域に特化した
会話型AI シミュレーションツールとして知られている。NY州教育機関、大学、医療
機関等で導入されており、特にメンタルヘルス分野における教育効果のエビデンスが
蓄積されている。学習者は選択肢形式で対話を進め、その結果をAI が評価する構造と
なっている。安全性の観点から、完全な自由会話ではなく、ルールベース＋ LLM補完
型の設計が採られている点が特徴である。共感スキル、デリケートな話題への対応力
といった、評価が難しい能力を定量化しやすい点が教育現場で高く評価されている。（参
考URL　https://kognito.com/）
（ⅳ）Mursion（米国）
Mursion は、医療・介護・教育・企業研修など幅広い分野で利用されているハイブ
リッド型AI ロールプレイプラットフォームである。生成AI と人間オペレーターを組
み合わせた方式を採用しており、安全性と臨場感の両立を図っている。認知症患者や
終末期患者、家族への説明場面など、感情負荷の高い対話シナリオを安全な環境で反
復練習できる点が特徴である。特に米国では、医療機関での導入が急増しており、実
践的コミュニケーショントレーニングの標準的手法の一つとなりつつある。（参考URL　
https://www.mursion.com/）
（ⅴ）Ardoise（フランス）
Ardoise は、対話型AI アバターを用いたコーチング・医療コミュニケーション向け
プラットフォームである。2024 年に日本の展示会でも紹介され、日本語対応の強化が
進められている点が特徴である。感情制御に優れた高精細アバターを用い、会話ログ
の自動評価や LMS連携機能を備えている。認知症対応や医療面談など、対人支援場面
への応用可能性が高く、日本国内での展開も現実的な選択肢となり得る。（参考URL　
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https://ardoise.ai/）
（ⅵ）Body Interact（ポルトガル）
Body Interact は、臨床推論トレーニングを目的としたシミュレーションプラット
フォームであり、患者の症状や検査値がリアルタイムに変化する点が特徴である。医
学生が「症状観察 → 診断 → 介入 → 結果確認」という一連の臨床判断プロセスを反
復練習できる構造となっている。世界 100 以上の医療教育機関で導入されており、会
話要素は限定的であるものの、判断プロセスの学習に特化した設計として高い評価を
得ている。（参考URL　https://www.bodyinteract.com/）
以上これらのプラットフォームは、いずれも「生成AI による可変的応答」「実践に
近いシミュレーション環境」「反復可能かつ安全な学習設計」という共通点を有してい
る。一方で、VR没入型、会話特化型、ハイブリッド型など、想定する学習効果や実装
条件は大きく異なっており、認知症介護実践者等研修への応用を検討する際には、学
習目的、学習到達目標、集合（対面）研修との役割分担等を明確にした上で検討する
ことに留意するべきである。
2）オンデマンド学習では困難な学習形態を補完する可能性と限界
（ⅰ）実技・技能習得型学習に対する補完の可能性と限界
実技・技能習得型学習は、身体を用いた動作や感覚を通じて学ぶ学習形態であり、
オンデマンド学習においては理解やイメージ形成にとどまりやすい。生成AI や XR技
術を活用したシミュレーションは、多視点映像、スロー再生、仮想空間内での反復体
験を通じて、動作の流れや注意点を可視化することが可能である。この点において、
事前学習や振り返りとしての補完的効果は期待できる。しかしながら、実際の器具や
身体を用いた際に生じる力加減、触覚、相手の身体反応に応じた微調整といった身体
感覚の獲得は、デジタル環境では十分に再現できない。したがって、生成AI 等による
補完は、技能習得の「準備段階」や「理解段階」を支えるものにとどまり、実践的技
能の定着や安全性の担保については、対面による実技指導を代替するものではないと
判断できる。
（ⅱ）対人関係・コミュニケーション重視型学習に対する補完の可能性と限界
対人関係・コミュニケーション重視型学習は、相手の反応を受け止めながら関わり
方を調整する能力を育成する学習形態であり、認知症介護において特に重要である。
生成AI を用いた会話型シミュレーションは、学習者の発話に応じて可変的に応答す
る仮想対象者を設定できるため、従来の一方向的教材では困難であった「会話の練習」
や「言葉選びの試行錯誤」をオンデマンド環境で実現する可能性を有している。これ
により、共感的な言語表現、説明の分かりやすさ、感情への配慮といった要素について、
反復的に練習することが可能となる。一方で、実際の対人場面における予測不能な反応、
非言語的サインの微細な変化、関係性の影響といった要素を完全に再現することは困
難であり、現実の相互作用を再現するには限界がある。生成AI による会話シミュレー
ションは、対人対応の「考え方」や「姿勢」を形成する補助的手段として有効であるが、
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実践的な対話能力を担保することは困難であると考えられる。
（ⅲ）協働学習・グループワーク型学習に対する補完の可能性と限界
協働学習やグループワーク型学習は、複数人での意見交換や合意形成を通じて、協
働意識や調整力を育成する学習形態である。オンデマンド環境では、生成AI を用いた
疑似的な意見提示や、他者の意見を参照する仕組みを組み込むことで、多様な視点に
触れる機会を提供することは可能である。しかし、同時性を伴うやり取りや、他者の
反応に即座に応答しながら思考を修正する経験は、オンデマンド学習では本質的に制
約される。そのため、協働学習における「場の共有」「役割分担」「責任の分有」といっ
た経験的要素を十分に代替することはできず、補完効果は限定的である。
（ⅳ）討論型学習に対する補完の可能性と限界
討論型学習は、反論や意見交換を通じて論理的思考や多角的視点を形成する学習形
態である。生成AI を用いた問いかけ型教材や対話システムにより、学習者の思考を刺
激し、異なる視点を提示することは可能である。しかし、討論において重要な要素で
ある緊張感、即時的な反応、他者の存在を意識した発言責任といった側面は、オンデ
マンド環境では十分に再現されにくい。生成AI は思考の補助や整理には有効であるも
のの、討論を通じた思考の深化を完全に代替するものではないと考えられる。
以上より、生成AI 等を活用したオンデマンド学習の手法は、従来のオンデマンド学
習では困難であった学習形態に対して、一定の補完的可能性を提供することが可能で
あると考えられる。特に、考え方の理解、視点の獲得、事前の心構え形成といった段
階においては、有効な学習手段となり得るが、身体性、即時的相互作用、関係性の構
築といった要素を中核とする学習効果については、依然として集合（対面）研修によ
る学習が不可欠である。したがって、生成AI を活用したオンデマンド学習は、従来の
学習形態を置き換えるものではなく、学習プロセス全体の中で適切に位置づけられる
補完的手段として導入されるべきである。
認知症介護の研修においては、オンデマンド学習、生成AI シミュレーション、集合

（対面）研修を相互補完的に組み合わせたブレンド型研修が、学習効果の最大化と制度
的持続可能性を両立させるための基本的方向性であると結論づけられる。
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2．オンデマンド学習活用による研修カリキュラムの検討
オンデマンド学習の特徴とオンデマンド学習に適した学習内容を踏まえ、認知症介護実践
者研修、認知症介護実践リーダー研修カリキュラムにおけるオンデマンド学習の適正および
オンデマンド科目と集合科目のブレンドによる研修方法案を検討した。
（1）認知症介護実践者等研修カリキュラムにおけるオンデマンド学習の適切性
1）認知症介護実践者研修
認知症介護実践者研修のカリキュラムにおいて、オンデマンドによる学習が可能な科
目と、集合（対面）での学習が有効な科目について、オンデマンド学習の特性やオンデ
マンド学習に適した学習内容を踏まえオンデマンド対応が可能な科目と困難な科目に分
類した（表 4-2-1-1）。

表 4-2-1-1　実践者研修カリキュラムにおける学習内容と学習方法の区分
（講義・演習 23時間（1,380 分）実習：課題設定 300分、職場実習 4週間、実習のまとめ 180分）

講義と体験学習の区分１認知症ケアの基本
・研修説明40分
・自己課題設定20分60

・認知症介護実践者の役割
・認知症介護実践者研修の概要
・自己課題の設定

(1)認知症介護実践者研修の理解

・認知症の人の理解30分
・認知症の理解60分
・認知症ケアの理念60分

150
・認知症の人の理解・認知症の理解
・認知症ケアの理念（認知症ケアの変遷、パーソン・センタード・ケア、共生社会
の実現を推進するための認知症基本法の概要）

(2)認知症ケアの理念

・生活支援の方向性20分
・認知症によって起きやすい生活の障害と有する能
力40分
・日常生活支援事例の検討120分
・社会生活支援事例の検討30分

210

・生活支援の方向性（生活の考え方、尊厳ある自立生活を支援するための支援）
・認知症によって起きやすい生活の障害と有する能力
・日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）への支援
（日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場面における意思決定支援の方法、コ
ミュニケーションの方法、環境支援の方法）
・社会生活（活動・交流・就労等）への支援
（社会生活（活動・交流・就労等）における意思決定支援の方法）

(3)生活支援の方法

・権利擁護、人権、施策、制度、意思決定支援、ケ
アの倫理で120分講義120

・権利擁護の基本的知識
（認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方、認知症ケアの倫理の必要性と考え
方）
・権利侵害行為としての高齢者虐待と身体拘束
・権利擁護のための具体的な取組み

(4)権利擁護の視点に基づく支援

・介護実態の理解
・負担と心理
・支援方法で90分

90
・家族介護者の理解
・家族介護者の心理（様々な家族介護者の声）
・家族介護者の支援方法

(5)家族介護者の理解と支援方法

・生活の質の考え方、・生活の質の理解
・行動・心理症状（BPSD）の基本的理解
・行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法の理
解60分

・事例検討×3 120分

180
・生活の質の理解
・行動・心理症状（BPSD）の基本的理解
・行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法の理解
・主な症状を緩和するケアの検討（事例演習）

(6)行動・心理症状（BPSD）の理
解と支援

２認知症の人への具体的支援のためのアセスメントとケアの実践

90
・自施設・事業所における実践の準備
・自施設・事業所における実践
・自施設・事業所における実践の報告

(1) 学習成果の実践展開と共有

・「共生社会」と「地域」の考え方
共生社会と認知症ケア、認知症の人の生活と地域資
源 30分
・事例検討１60分
・事例検討２60分

150・共生社会を推進する地域資源と実践者の役割
・共生社会の実現を推進する地域資源の活用

(2)共生社会を推進する地域資
源の理解と展開

・事例導入30分
・事例検討60分×４
・解説を総論講義60分330

・認知症の人のアセスメントの基礎的知識
・観察の方法とポイント
・アセスメントの実際（事例演習）
・実践計画作成の基礎的知識
・実践計画作成の展開（事例演習）
・実践計画の評価

(3)アセスメントとケアの実践
の基本

３実習
300・職場実習のねらい・対象者選定・課題設定

・４週間の行動計画の作成(1)課題設定
４週間・実習の準備・実習の開始・報告準備(2)職 場 実 習
180・職場実習報告・ケア実践計画の評価・職場への報告と展開(3)職場実習評価

表4-2-1-1 実践者研修カリキュラムにおける学習内容と学習方法の区分
（講義・演習23時間（1,380分）実習：課題設定300分、職場実習4週間、実習のまとめ180分）

表は認知症介護実践者研修のカリキュラムを、学習内容および学習形態の特性に基づ
き、①知識伝達・理論習得を中心とする科目、②演習や事例検討を中心とする科目、③
実習等の実技・体験を中心とする科目に分類したものである。赤色の網掛けは知識伝達
や理論理解が中心となる科目・内容、緑色の網掛けは事例検討、グループワーク、議論、ロー
ルプレイなど演習を要する科目・内容、青色の網掛けは職場実習等の実技・体験を中心
とする科目・内容を示している。また、表中の赤字は講義中心の学習内容、緑字は演習
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を必要とする学習内容を示している。これらの分類を踏まえ、オンデマンド学習に特に
適している科目および内容について整理した。
（ⅰ）オンデマンド学習に適した知識伝達・理論習得中心の科目
知識伝達や理論習得を主目的とする科目は、オンデマンド学習との親和性が高い。
具体的には、「認知症介護実践者研修の理解」「認知症ケアの理念」「権利擁護の視点に
基づく支援」「家族介護者の理解と支援方法」などが該当する。これらの科目では、研
修制度の概要、認知症の基本的理解、ケアの理念的背景、制度や倫理に関する考え方
など、一定の体系性をもった知識を受講者が理解することが求められる。こうした内
容は、動画講義やスライドナレーション、図解教材等を用いることで、受講者が自身
のペースで繰り返し学習することが可能であり、オンデマンド学習の利点を十分に活
かすことができる。
特に、認知症ケアの理念や権利擁護に関する内容は、講師による一方向的な講義で
あっても一定の理解が期待できる領域であり、オンデマンド化によって集合（対面）
研修時間を圧縮し、後続の演習や事例検討に時間を割くための基盤的学習として位置
づけることが適切である。
（ⅱ）演習を伴う内容におけるオンデマンド学習の活用可能性と留意点
一方で、「生活支援の方法」「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援」「共生社会を
推進する地域資源の理解と展開」など、事例検討や議論を通じて理解を深めることが
求められる科目は、オンデマンド学習単独では十分な学習効果を担保しにくい。しか
しながら、これらの科目においても、事例提示、考え方の整理、判断の視点を学ぶ段
階まではオンデマンド学習を活用することが可能である。例えば、生活支援の方法に
関する事例動画の視聴、行動・心理症状（BPSD）の背景要因や支援の考え方に関する
解説、アセスメントの基本構造に関する講義などは、オンデマンド学習教材として提
供することで、受講者が事前に共通理解を形成することができる。
その上で、集合（対面）研修においてグループワークや事例検討、意見交換を行う
ことにより、オンデマンド学習で得た知識を実践的に統合する学習設計が有効である。
このように、演習を必要とする科目においては、オンデマンド学習は「演習の代替」
ではなく、「演習の質を高めるための事前学習」として位置づけることが重要である。
（ⅲ）実習・体験中心科目とオンデマンド学習の役割
青色の網掛けで示される「アセスメントとケアの実践の基本」「職場実習」や「課題
設定」「職場実習評価」といった実技・体験中心の科目および関連科目は、オンデマン
ド学習には本質的に適さない内容である。これらの科目は、実際の利用者や職場環境
の中での体験を通じて学ぶことが不可欠であり、オンデマンド学習によって代替する
ことはできない。ただし、実習に向けた事前説明、課題設定の考え方、実習後の振り
返り方法、報告のポイントなどについては、オンデマンド学習教材として補完的に提
供することが可能である。このような補助的活用により、実習そのものの学習効果を
高めることが期待される。
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以上の整理から、認知症介護実践者研修におけるオンデマンド学習は、知識伝達・
理論習得を中心とする科目を主たる対象とし、演習や実習を中心とする科目について
は、事前学習や振り返りといった補完的役割を担うものとして位置づけることが適切
である。赤色で示される講義中心の内容は、オンデマンド学習への全面的な移行が可
能であり、緑色で示される演習を必要とする内容については、オンデマンド学習と集
合（対面）研修を組み合わせたブレンド型研修として再構成することが望ましい。こ
のような整理に基づき、オンデマンド学習を適切に活用することで、研修全体の効率
化と学習効果の向上を両立させることが可能となる。
2）認知症介護実践リーダー研修
認知症介護実践リーダー研修のカリキュラムにおいて、オンデマンド学習による学習
が可能な科目と、集合（対面）での学習が有効な科目について、オンデマンド学習の特
性やオンデマンド学習に適した学習内容を踏まえオンデマンド対応が可能な科目と困難
な科目に分類した（表 4-2-1-2）。

表 4-2-1-2　実践リーダー研修カリキュラムにおける学習内容と学習方法の区分
（講義・演習 28時間 (1,680 分 )　 実習：課題設定 180分　職場実習４週間　実習のまとめ 180分）

講義と体験学習の区分１ 認知症介護実践リーダー研修総論
・研修内容説明 40分
・自己課題設定 20分60

・実践リーダーの役割
・実践リーダー研修の概要
・実践リーダーとしての課題の明確化

(1) 認知症介護実践リーダー研修の
理解

2 認知症の専門的知識
・基本法の理解 60分
・施策の展開例 60分120

・認知症施策の動向と共生社会の実現を推進するための認知症基本法の方向性（認知症施策
の変遷、共生社会の実現を推進するための認知症基本法設立の経緯、理念と概要）
・地域における認知症ケア関連施策の展開

(1)施策の動向と地域展開

・講義 90分90

１．認知症に関する理解
（・認知症の原因疾患別の特徴（病態や症状、診断基準など）・原因疾患別の生活への影
響・認知症に起きやすい合併症・若年性認知症の特徴）
２．医学的視点に基づいた介入
（医師による認知症の説明とその支援、原因疾患に応じた治療薬の種類と特徴、行動・心理
症状（BPSD）に用いられることがある薬物の主な作用機序と副作用・使用方法、非薬物療法
の方法と特徴（回想法,RO 療法,音楽療法などの療法や活動支援等）、認知症の人のエンドオ
ブライフケア）

(2) 認知症の専門的理解

3 認知症ケアにおけるチームマネジメント
・チームにおけるストレスマネジメントの
意義と必要性 60分
・事例検討 90分

150・チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性
・ストレスマネジメントの方法

(1) ストレスマネジメントの理論
と方法

・チームにおけるカンファレンス(会議）の
目的と意義・カンファレンス(会議）を円滑
に行うためのコミュニケーション 60分
・体験演習１ 120分

180
・チームにおけるカンファレンス(会議）の目的と意義・カンファレンス(会議）を円滑に行う
ためのコミュニケーション
・効果的なカンファレンス（会議）の展開

(2) カンファレンス(会議）の技
法と実践

・チームマネジメントの基本的理解、認知
症ケアにおけるチームマネジメントの必要
性 60分
・チームケア推進研修 80分
・事例検討と解説 100分

240
・チームマネジメントの基本的理解
・認知症ケアにおけるチームマネジメントの必要性・認知症におけるチームケア推進研修の
展開
・認知症のチームケアにおけるチームマネジメントの実践方法

(3) 認知症ケアにおけるチームマ
ネジメントの理論と方法

4 認知症ケアの指導方法
・人材育成の意義と方法・職場内教育の
意義と方法 60分
・技法演習180分
・育成計画の体験演習×3 120分

420・人材育成の意義と方法・職場内教育の意義と方法
・職場内教育（OJT）における指導技法・職場内教育（OJT）の実践方法

(1) 職場内教育（OJT）の理論と
方法

・スキル評価演習 60分
・目標設定演習 60分
・アセスメント指導計画 120分
・指導方法計画演習 120分
・介護評価計画演習 60分

420
・介護目標設定 に関する指導（事例演習）
・アセスメントに関する指導（事例演習）
・生活の質を向上するケア方法に関する指導（事例演習）
・自己の指導の特徴の振り返り

(2) 認知症ケア指導の実践方法

5 認知症ケア指導実習

180
・介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法の理解
・介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法の立案
・実習計画の立案

(1) 職場実習の課題設定

４週間
・認知症ケア能力の評価と課題の設定・合意
・指導目標の立案方法の理解
・指導目標に応じた指導計画の作成
・指導計画に応じた指導の実施

(2) 職場実習

180・認知症ケア指導の実践方法に関する自己の課題の整理と考察
・認知症ケア指導に関する方向性の明確化(3) 結果報告/職場実習評価

表4-2-1-2 実践リーダー研修カリキュラムにおける学習内容と学習方法の区分
（講義・演習28時間(1,680分) 実習：課題設定180分 職場実習４週間 実習のまとめ180分）

表は、認知症介護実践リーダー研修のカリキュラム内容を、学習内容の性質および学
習形態の特性に基づき、①知識伝達・理論理解を中心とする科目、②事例検討やグルー
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プワーク、討議等の演習を中心とする科目、③職場実習や指導実践といった実技・体験
を中心とする科目に分類したものである。赤色の網掛けは講義を中心とした知識・理論
習得が主となる科目・内容、緑色の網掛けは事例検討、討議、演習等を通じて理解を深
める科目・内容、青色の網掛けは職場実習や指導実践など体験的学習を中心とする科目・
内容を示している。また、表中の赤字は講義中心の内容、緑字は演習を要する内容を示
している。これらの区分を踏まえ、認知症介護実践リーダー研修においてオンデマンド
学習に適している科目および内容について整理した。
（ⅰ）オンデマンド学習に適した専門知識・制度理解中心の科目
認知症介護実践リーダー研修においても、知識伝達や制度理解を主目的とする科目
は、オンデマンド学習との親和性が高い。具体的には、「認知症介護実践リーダー研修
の理解」「施策の動向と地域展開」「認知症の専門的理解」などが該当する。これらの
科目では、認知症介護実践リーダーとして求められる役割や責任、認知症施策や共生
社会の理念、認知症の原因疾患や医学的視点に基づく支援の考え方など、一定の専門
性を有する知識を体系的に理解することが求められる。こうした内容は、動画講義、
スライドナレーション、図解教材を用いることで、受講者が自身の経験や理解度に応
じて反復的に学習することが可能であり、オンデマンド学習の特性を十分に活かすこ
とができる。特に、制度や施策の動向、認知症基本法の趣旨、認知症の専門的理解といっ
た内容は、集合（対面）研修で時間を割くよりも、オンデマンド学習により事前に共
通理解を形成することで、後続の演習や討議の質を高める基盤的学習として位置づけ
ることが適切である。
（ⅱ）チームマネジメント・会議運営等に関する科目におけるオンデマンド学習の役割
「ストレスマネジメントの理解と方法」「カンファレンス（会議）の技法と実践」「認
知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法」など、チーム運営やマネジメン
トに関する科目は、演習を伴う学習が不可欠であるが、その前提となる理論理解の部
分についてはオンデマンド学習の活用が有効である。
例えば、ストレスマネジメントの基本概念や方法論、会議を円滑に進めるためのコ
ミュニケーションの考え方、チームマネジメントの基本構造や役割分担の考え方など
は、講義形式で整理された教材をオンデマンド学習で学習することが可能である。こ
れにより、集合（対面）研修では事例検討やロールプレイ、討議といった体験的学習
に時間を集中させることができる。このように、チームマネジメントに関する科目に
おいては、オンデマンド学習は「演習の代替」ではなく、演習を成立させるための共
通理解を形成する事前学習として位置づけることが重要である。
（ⅲ）指導方法・人材育成に関する科目とオンデマンド学習の限界
「職場内教育（OJT）の理論と方法」など指導技術や人材育成を扱う科目は、実践的
要素が強く、オンデマンド学習のみで完結させることは困難である。これらの科目では、
部下の反応を踏まえた助言や指導、関係性の調整、場の雰囲気を考慮した関わり方など、
対人相互作用を伴う学習が不可欠である。ただし、指導の基本的な考え方、OJTの目
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的や構造、指導計画作成の視点、評価の枠組みといった内容については、オンデマン
ド学習教材として事前に学習することが可能である。その上で、集合（対面）研修に
おいて事例演習やロールプレイ、振り返りを行うことで、実践的な指導力の形成につ
なげる設計が求められる。
（ⅳ）職場実習・指導実践中心科目とオンデマンド学習の補完的活用
青色の網掛けで示される「職場実習」「課題設定」「認知症ケア指導の実践方法」「職
場実習評価」といった科目は、認知症介護実践リーダー研修の中核であり、オンデマ
ンド学習による代替は困難と考えられる。実習の事前準備を通じて実際の職場環境に
おいて部下やチームと関わりながら実施することで初めて学習効果が生じる。
一方で、実習の目的や進め方の説明、課題設定の考え方、実習報告のポイント、振
り返りの視点などについては、オンデマンド学習教材として事前・事後に提供するこ
とで、実習の学習効果を高める補助的役割を果たすことができる。
以上の整理から、認知症介護実践リーダー研修におけるオンデマンド学習は、専門
知識や制度理解、マネジメント理論といった知識・理論習得を中心とする科目を主た
る対象とし、演習や指導実践を中心とする科目については、事前学習および振り返り
を担う補完的手段として位置づけることが適切である。赤色で示される講義中心の内
容は、オンデマンド学習への移行が比較的容易であり、緑色で示される演習中心の内
容については、オンデマンド学習と集合（対面）研修を組み合わせたブレンド型研修
として再構成することが望ましい。
このような整理に基づき、オンデマンド学習を戦略的に活用することで、認知症介
護実践リーダー研修における学習効果の向上と研修運営の効率化を同時に図ることが
可能となる。
3）科目別にみたオンデマンド学習の困難度と学習効果の関係
オンデマンド学習は、知識伝達や理論理解において高い有効性を有する一方で、身体性、
即時的相互作用、他者との同時的な協働を必要とする学習効果については、制約を伴う。
その制約を学習効果の側面から可視化し、各科目においてオンデマンド学習がどの学習効
果に対して困難であるのか、またどの程度の限界を有するのかについて整理した。特に「演
習を中心とする科目内容」に着目し、オンデマンド学習では達成が困難とされる学習効果
を 4つの観点、すなわち①身体動作を通した習得、②リアルタイムの反応や感情に即応
する必要性、③他者との同時的な協働や討議、④多角的視点に基づく相互的な学習、に分
類した上で、それぞれの科目との適合度合いを示した（表 4-2-1-3）。
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表 4-2-1-3　カリキュラム別のオンデマンド学習困難度

候補カリキュラム名

オンデマンド学習では困難な学習効果
1
身
体
動
作
を
通
じ
た

習
得

2
リ
ア
ル
な
反
応
や
感

情
に
即
応
す
る
必
要

3
他
者
と
の
同
時
的
な

協
力
や
討
議

4
「
多
角
的
視
点
」
に

よ
る
学
習

実
践
者

生生活活支支援援のの方方法法

・生活支援の方向性（生活の考え方、尊厳ある自立生活を支援するた
めの支援）
・認知症によって起きやすい生活の障害と有する能力
・日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）への支援

（日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場面における意思決定
支援の方法、コミュニケーションの方法、環境支援の方法）
・社会生活（活動・交流・就労等）への支援
（ 社会生活（活動・交流・就労等）における意思決定支援の方法）

210

△
コミュニケー
ションに関す
る非言語的技
術の体験学習

△
協働学習
によるア
イデア発

想

△
意見交換と
相互的な発
想の展開

実
践
者

行行動動・・心心理理症症状状
（（BBPPSSDD））のの理理解解とと支支援援

・生活の質の理解
・ 行動・心理症状 （BPSD）の基本的 理解
・行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法の理解
・主な症状を緩和するケアの検討（事例演習）

180

△
協働学習
によるア
イデア発

想

△
意見交換と
相互的な発
想の展開

実
践
者

共共生生社社会会をを推推進進すするる地地域域
資資源源のの理理解解とと展展開開

・共生社会を推進する地域資源と実 践者の役割
・共生社会の実現を推進する地域資源の活用

150

△
協働学習
によるア
イデア発

想

△
意見交換と
相互的な発
想の展開

リ
ー
ダ
ー

カカンンフファァレレンンスス((会会議議））のの
技技法法とと実実践践

・チームにおけるカンファレンス(会議）の目的と意義・カンファレン
ス(会議）を円滑に行うためのコミュニケーション
・効果的なカンファレンス（会議）の展開

150
〇

ファシリ
テーション
技術の体得

〇
ファシリ
テーション
技術に関す
る即時指導

〇
多人数同
時活動

リ
ー
ダ
ー

職職場場内内教教育育（（OOJJTT））のの理理
論論とと方方法法

・人材育成の意義と方法
・職場内教育の意義と方法
・職場内教育（OJT）における指導技法
（・ティーチング、コーチングの理論と技法の理解・面接技法の理論
と技法の理解
・スーパービジョンの基本的理解
・ティーチング・コーチング・面接技法を活用した指導の実際
・職場内教育（OJT）の実践方法

420
〇

指導技法の
技術習得

〇
指導方法
に関する
非言語的
技術の即
時指導

〇
他者との
協働

身身体体動動作作のの有有無無

表4-2-1-3 カリキュラム別のオンデマンド学習困難度

（ⅰ）「生活支援の方法」における困難度の特徴
「生活支援の方法」は、日常生活支援や社会生活支援における意思決定支援、コミュ
ニケーションの方法、環境調整などを扱う科目であり、実際の生活場面を想定した判
断と関わりが求められる。本科目では、非言語的コミュニケーションの読み取りや、
相手の反応を踏まえた柔軟な対応が重要であるため、「身体動作を通した習得」および
「リアルタイムの反応への即応」に関する学習効果について、オンデマンド学習では困
難度が高い。また、意思決定支援や社会生活支援の検討には、他者の意見を聞きなが
ら考えを深める協働的学習が不可欠であり、「他者との同時的な協働」および「多角的
視点に基づく学習」に関しても、オンデマンド学習では十分な効果を得にくいことが
示されている。
（ⅱ）「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援」における困難度の特徴
症状の背景理解や支援の考え方そのものについてはオンデマンド学習が可能である
ものの、具体的な支援方法の検討においては事例検討や協働的議論が不可欠である。
特に、症状に対する受け止め方や対応の選択は、他者との意見交換を通じて視野を広
げる必要があるため、「協働学習によるアイデア発想」や「多角的な発想の展開」に関
して、オンデマンド学習の困難度が高い。



62

（ⅲ）「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」における困難度の特徴
本科目では、地域資源を理解し活用展開に関する具体的な検討が求められる。地域
ごとの状況を踏まえた資源の活用方法については、他者の事例や視点を共有しながら
検討する協働的学習が不可欠であり、「他者との同時的な協働」および「相互的な発想
の展開」に関して、オンデマンド学習での学習効果には限界がある。
（ⅳ）「カンファレンス（会議）の技法と実践」における困難度の特徴
カンファレンスの技法に関する科目は、ファシリテーション技術や会議運営能力の
習得を目的とするものであり、身体的表現や場の空気を読み取る力、参加者の反応に
応じた即時的対応が求められる。そのため、「身体動作の有無」「リアルタイムでの反
応に基づく指導」「多人数同時活動」といった学習効果において、オンデマンド学習で
は極めて困難度が高いと考えられる。
（ⅴ）「職場内教育（OJT）の理論と方法」における困難度の特徴
OJTに関する科目では、指導技法の理解そのものはオンデマンド学習で扱うことが
可能であるが、実際の指導場面における非言語的関わりや即時的な助言、被指導者と
の協働的関係構築については、オンデマンド学習では十分な学習効果を得ることがで
きない。特に、「指導技法に関する非言語的技能の即時指導」や「他者との協働」に関
する学習効果については、集合研修や対面指導が不可欠である。
以上、演習を中心とするオンデマンド学習が比較的困難とされる科目を取り上げ、4
つの学習効果の観点から科目内容との対応を整理したが、「生活支援の方法」「行動・心
理症状（BPSD）の理解と支援」「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」は、い
ずれも事例を基に考え方や支援の方向性を検討することを中心とした科目である。こ
れらの科目では、実際の生活場面や支援場面を想定しながら、「なぜその支援が必要な
のか」「他にどのような関わり方が考えられるか」といった思考過程を深めることが主
な学習目的となる。このような事例検討中心の学習については、オンデマンド技術を
活用することで一定の学習効果を得ることも可能である。具体的には、事例動画の視聴、
支援場面の提示、複数の対応案の比較、問いかけ型教材による内省促進などを通じて、
受講者が自ら考え、判断の視点を整理する学習設計が可能である。オンデマンド学習
では他者との同時的な議論や協働的なアイデア創出には制約があるものの、事例を読
み解き、支援の方向性を検討する段階までの学習については、オンデマンド学習教材
として十分に成立し得ると考えられる。これらの科目はオンデマンド学習を活用した
事前学習や個別学習として位置づけ、その後の集合（対面）研修における議論や共有
につなげる設計が現実的かつ効果的である。
一方で、「カンファレンス（会議）の技法と実践」および「職場内教育（OJT）の
理論と方法」は、単に知識や考え方を理解するだけでなく、指導技法のロールプレイ、
模擬的な会議ファシリテーションの体験、他者との相互作用を通じた実践的技能の習
得が学習の中核となる。特に、会議のファシリテーションやOJT指導においては、参
加者の反応を読み取りながら場を調整する力、非言語的なサインを踏まえた即時的な
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関わり、複数人を同時に意識した対応が求められる。これらは、身体動作や場の共有
を前提とした体験学習によって初めて獲得される性質のものであり、オンデマンド学
習では十分に再現することができない。オンデマンド学習によって理論や枠組みを理
解することは可能であるものの、学習効果の中核である体験的理解や技能習得をオン
デマンド学習のみで担保することは困難である。これらの科目は、集合研修や対面に
よる演習を前提とした設計が不可欠であり、オンデマンド学習はあくまで補助的な位
置づけにとどめる必要がある。
以上のことから、事例検討を中心とする科目については、オンデマンド技術を活用
した学習が可能であり、個別学習や事前学習として有効に機能すると考えられ、体験
学習やロールプレイを必須とする科目については、オンデマンド学習による代替は困
難であり、対面による演習を中核とする必要があると考えられる。
4）体験学習を必須とする科目のオンデマンド学習教材仕様と限界
認知症介護実践者等研修において体験的学習や技能の体得を中核とする科目群を対象
に、オンデマンド学習教材の仕様によってどこまで学習効果を担保できるかを検討する
とともに、オンデマンド学習では担保できない学習効果を明確化することを目的として
整理した。オンデマンド学習は、知識理解や事例分析、思考整理といった学習効果にお
いて高い有効性を有する一方で、身体性、即時性、他者との同時的相互作用を前提とす
る学習については、技術的な工夫を行ってもなお限界が存在する。限界を曖昧にせず、
どの学習効果が「技術で補完可能」なのか、どの学習効果が「オンデマンド学習では不
可能」なのか明らかにし、本事業におけるオンデマンド化の検討における前提整理とし
た  （表 4-2-1-4）。
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表 4-2-1-4　オンデマンドでは困難な学習内容とコンテンツ作製に必要な技術

対対応応すするる技技術術困困難難なな学学習習内内容容標準内容

＜＜体体験験、、体体得得不不可可＞＞
・グループ討議動画
・インタラクティブ動画
（動作選択）
・シナリオ分岐動画
・モデル会話解説
・ケース分岐教材
＜＜体体験験、、体体得得可可＞＞
・AI対話システム
＊同時複数が困難

＜＜体体験験学学習習＞＞
・模擬カンファレンスによるファシリテー
ト技術の体験と理解
（即時の反論や応酬の中で鍛えられる思考
力、相手の意見を受けて柔軟に立場を修正
する力、討論場面での感情コントロール）

＜＜多多人人数数同同時時協協働働性性＞＞
・複数人の参加によるロールプレイ体験、
他者との同時的な協力や討議

＜＜非非言言語語的的なな学学習習要要素素とと即即時時性性＞＞
・反応への即応力、感情の変化を読む力
（表情・声色の微妙な変化）、関係性の継
続的構築等の体験と即時フィードバック

180

・チームにおけるカンファレン
ス(会議）の目的と意義・カン
ファレンス(会議）を円滑に行う
ためのコミュニケーション
・効果的なカンファレンス（会
議）の展開

カカンンフファァレレンンスス((会会議議））
のの技技法法とと実実践践

＜＜体体験験、、体体得得不不可可＞＞
・インタラクティブ動画
（動作選択）
・シナリオ分岐動画
・モデル会話解説
・ケース分岐教材
＜＜体体験験、、体体得得可可＞＞
・AI対話システム

＜＜体体験験学学習習＞＞
・ティーチング、コーチング、面接技法に
関する体験と理解
・指導計画立案の体験学習による技術習得

＜＜非非言言語語的的学学習習要要素素とと即即時時性性＞＞
・反応への即応力、感情の変化を読む力
（表情・声色の微妙な変化）の体験による
と習得と即時フィードバック
・計画立案時の即時フィードバック

420

・人材育成の意義と方法
・職場内教育の意義と方法
・職場内教育（OJT）における
指導技法
（・ティーチング、コーチング
の理論と技法の理解・面接技法
の理論と技法の理解
・スーパービジョンの基本的理
解
・ティーチング・コーチング・
面接技法を活用した指導の実際
・職場内教育（OJT）の実践方
法

職職場場内内教教育育（（OOJJTT））のの
理理論論とと方方法法

表4-2-1-4 オンデマンドでは困難な学習内容とコンテンツ作製に必要な技術

表は、「標準内容」「困難な学習内容」「対応する技術」の三つの観点から構成されている。
「カンファレンス（会議）の技法」や「職場内教育（OJT）の理論と方法」といった、体
験学習を伴う科目内容について、それらの科目に内在する学習内容のうち、オンデマン
ド学習では困難となる要素を、〈体験学習〉〈多人数同時協働性〉〈非言語的学習要素と即
時性〉の観点から整理し、それらの困難性に対して、オンデマンド技術でどこまで対応
可能かを、「体験・体得不可」「体験・体得可」の区分によって整理した。
（ⅰ）「カンファレンス（会議）の技法と実践」における限界
「カンファレンス（会議）の技法と実践」は、ファシリテーション技術の体験的理解や、
多人数が参加する場における議論の進行、意見の対立調整などを学習の中核とする科
目である。この科目では、即時の反論や応酬の中で思考を鍛える力、相手の意見を受
け止めて立場を柔軟に修正する力、議論の場における感情コントロールなど、場の共
有と身体的・感情的体験を通じて獲得される学習効果が重要となる。
オンデマンド学習教材においては、グループ討議動画、シナリオ分岐型教材、モデ
ル会話の解説などを用いることで、会議進行の構造理解や判断の選択肢を学ぶことは
可能である。また、AI 対話システムを用いることで、疑似的な対話体験を提供するこ
とも一定程度可能である。
しかしながら、複数人が同時に関与する協働的議論の進行、参加者の反応を即座に
読み取りながら場を調整する体験、リアルタイムで変化する感情の察知や把握が必要
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とされる学習効果については、オンデマンド学習では再現が困難である。特に、「同時
複数人を相手にしたファシリテーション体験」は、オンデマンド学習教材では本質的
に担保できない学習効果である。
（ⅱ）「職場内教育（OJT）の理論と方法」における限界
「職場内教育（OJT）の理論と方法」は、指導者としての関わり方、助言のタイミング、
被指導者の反応に応じた対応調整など、対人関係の中で展開される指導行為そのもの
を学習対象とする科目である。特に、ティーチング、コーチング、面接技法を活用し
た指導の実際や、計画立案から実践・振り返りまでを通じた指導技術の体得が求めら
れる。
オンデマンド学習教材においては、シナリオ分岐型教材、モデル会話の解説、ケー
ス教材などを用いることで、指導の考え方や判断の枠組みを学習することは可能であ
る。また、AI 対話システムを用いれば、被指導者との一対一の対話を模擬的に体験す
ることも一定程度可能である。しかし、実際のOJTにおいて求められる、相手の表情
や声色の微妙な変化を読み取る力、予測不能な反応に即応する力、指導関係の中で信
頼を構築していく体験は、オンデマンド学習では十分に担保できない。特に、指導行
為に伴う緊張感や責任感、場の空気を含めた体験的理解は、対面でのロールプレイや
実地指導を通じてのみ獲得される性質のものである。
以上の整理から、次のような学習効果はオンデマンド学習では不可能、もしくは極
めて限定的となることが明らかとなった。
第一に、身体動作や場の雰囲気を伴う体験的理解
第二に、複数人が同時に関与する協働的相互作用の体験
第三に、非言語的サインを含む即時的な反応への対応力
第四に、対人関係の中で形成される信頼や緊張感を伴う学習体験
これらは、オンデマンド技術によって「説明」や「疑似体験」を提供することはで
きても、「体得」や「実感」を伴う学習効果として担保することはできない。体験・体
得を中核とする科目群においては、オンデマンド学習は、理論理解や思考整理、事前
準備の段階を担う補助的手段として活用し、学習効果の中核は集合研修や対面による
体験学習によって担保することが不可欠である。

（2）令和 6年度事業におけるオンデマンド学習を活用した研修構成案
オンデマンド学習の特徴とオンデマンド学習に適した学習内容を踏まえ、認知症介護実
践者研修、認知症介護実践リーダー研修カリキュラムにおけるオンデマンド学習の適正お
よびオンデマンド科目と集合科目のブレンドによる研修方法案を作成した。
1）認知症介護実践者研修
（ⅰ）オンデマンド学習と集合形式のブレンド案
令和 6年度事業におけるオンデマンド学習が可能なカリキュラムの検討結果を踏ま
え、オンデマンド学習、オンライン対応可能な集合研修、対面での集合研修、そして
職場実習を組み合わせたブレンド型研修の日程案を作成した（図 4-2-2-1）。
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認知症介護実践
者研修の理解
（60）

認知症ケアの理念（150)

権利擁護の視点に基づく支援
（120））
家族介護者の理解と支援方法
（90)

AM PM

1日
目 生活支援の方法(210) 行動・心理症状（BPSD）の理解と支援（180）

学習成果
の実践展
開と 共有
(30)

インターバル期間

2日
目

学習成果 の実践
展開と 共有(60)

共生社会を推進する地域資源の
理解と展開（150） アセスメ ントとケアの 実践の基本（210）

3日
目

アセスメ ントとケアの 実践
の基本（120） 課題設定（60） 課題設定（240）

4科目、7時間
＊＊知知識識獲獲得得、、理理論論習習得得にに関関すするる学学習習内内容容ををオオ
ンンデデママンンドド学学習習科科目目ととしし、、技技術術にに関関すするる学学習習
内内容容をを集集合合学学習習科科目目ととすするる

集
合

オ
ン
ラ
イ
ン
可
能

集
合
形
式

オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目

職場実習(4W)

職場実習評価（180）

16時間+（300分+４Ｗ+180分）

図4-2-2-1 認知症介護実践者研修 オンデマンドブレンド型 R6現行案
（講義・演習23時間（1,380分）実習：課題設定300分、職場実習4週間、実習のまとめ180分）

図 4-2-2-1　認知症介護実践者研修　オンデマンドブレンド型　R6現行案
（講義・演習 23時間（1,380 分）実習：課題設定 300分、職場実習 4週間、実習のまとめ 180分）

ⅰ）オンデマンド対応科目（計 4科目、7時間）
オンデマンド学習として提供される科目には、「認知症介護実践者研修の理解（60
分）」「認知症ケアの理念（150分）」「権利擁護の視点に基づく支援（120分）」「家族
介護者の理解と支援方法（90分）」が含まれる。これらの科目は、主に理論学習や講
義による学習が中心であり、受講者が自分のペースで学習を進めることが可能となる。
基礎知識や理論に関する知識を最初に習得し、習得した知識を集合（対面）研修にお
ける討議や計画立案などで活用する構成としている。
ⅱ）集合（対面）研修（オンライン対応可能）
「生活支援の方法（210分）」「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援（180分）」「学
習成果の実践展開と共有（30分）」は、事例検討や計画作成など集合による対面学習
が必要となるが、効果的なオンライン指導が可能であれば、オンライン（同期型）に
よる学習も可能と考えられる科目であり、オンデマンド学習後の実施が適当と考えら
れる。
ⅲ）集合研修（対面形式）
対面での集合（対面）研修は、オンデマンド学習だけでは習得が困難な実践的な内
容を習得するために必要であり、「学習成果の実践展開と共有（60分）」「共生社会を
推進するための地域資源の理解と展開（150 分）」「アセスメントとケアの実践の基本
（330分）」「課題設定（300分）」は、オンデマンド学習後に実施することが必要と考
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えられる。
ⅳ）職場実習と評価
研修の最後に、それまでの学習内容を踏まえた実践方法の習得をねらいとして 4週
間の職場実習によって、実際の介護現場において実践しながら体験的に学ぶ科目と
なっている。職場実習終了後には、研修全体での学習成果を確認するために「職場実
習評価（180 分）」を通じて客観的に自己の学習を整理し今後の課題を検討すること
をねらいとしている。
ⅴ）総時間
研修に要する総時間は、講義・演習が 23時間（1,380 分）、実習関連の課題設定が
300分、職場実習が 4週間、実習のまとめが 180分となっている。
この日程案は、理論学習をオンデマンド学習で柔軟に学びつつ、集合（対面）研修
で必要な対話やグループワークを行い、最終的に職場実習で実践力を強化する設計と
なっている。この方式により、受講者は個別学習と実践研修のバランスを取りながら、
知識とスキルを統合的に習得することが可能となる。

2）認知症介護実践リーダー研修
（ⅰ）オンデマンド学習と集合形式のブレンド案
令和 6年度（2024 年）事業におけるオンデマンド学習が可能なカリキュラムの検討
結果を踏まえ、オンデマンド学習、対面による集合研修、そして職場実習を組み合わ
せたブレンド型研修の日程案を作成した（図 4-2-2-2）。

リーダー研修の
理解（60）

施策の動向と地域展開（120）
認知症の専門的理解
（90）
カンファレンスの
技法（60)
ストレスマネジメ
ントの理論(60)
認知症ケアにおける
チームマネジメント
の理論（60)

職場内教育（OJT)の理論
(120)

AM PM

１日目 カンファレンス（会議）の
実践方法（120）

ストレスマネジメント
の方法(90)

認知症ケアにおけるチームマネジメントの
方法（180）

2日目 職場内教育（OJT)の方法（180）＊300 職場内教育（OJT)の方法
（120）＊300

認知症ケア指導の実践方法
(120)※計420分

3日目 認知症ケア指導の実践方法（180)※計420
分

認知症ケア指導の実践方法
（120)※計420分

職場実習の課題設定（180)※実状により
延長を可能とする

結果報告・職場実習評価（180）※実状に
より延長を可能とする
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合
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7科目、9.5時間
＊＊知知識識獲獲得得、、理理論論習習得得にに関関すするる学学習習内内容容ををオオンンデデママンンドド
学学習習科科目目ととしし、、技技術術にに関関すするる学学習習内内容容をを集集合合学学習習科科目目とと
すするる

職場実習(4W)

18.5時間+（180分+４Ｗ+180分）

図4-2-2-2 認知症介護実践リーダー研修 オンデマンドブレンド型 R6現行案
（講義・演習28時間（1,680分）実習：課題設定180分、職場実習4週間、実習のまとめ180分）

図 4-2-2-2　認知症介護実践リーダー研修　オンデマンドブレンド型　R6現行案
（講義・演習 28時間（1,680 分）実習：課題設定 180分、職場実習 4週間、実習のまとめ 180分）

ⅰ）オンデマンド対応科目（計 7科目、9.5 時間）
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「認知症介護実践リーダー研修の理解（60分）」「施策の動向と地域展開（120 分）」
「認知症の専門的理解（90分）」「カンファレンス（会議）の技法（60分）」「ストレ
スマネジメントの理論（60分）」「認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論（60
分）」「職場内教育（OJT）の理論（120分）」は主に理論学習が中心であり、集合（対
面）研修前にオンデマンド学習が可能な科目として設定した。「カンファレンス（会議）
の技法（60分）」「ストレスマネジメントの理論（60分）」「認知症ケアにおけるチー
ムマネジメントの理論（60分）」「職場内教育（OJT）の理論（120分）」の 4科目に
ついては、基本知識や理論の学習部分のみをオンデマンドで学習し、事例検討や討議
に必要な前提知識の習得を目的としており、オンデマンド学習と集合（対面）研修と
のブレンド型科目となる。
ⅱ）集合（対面）研修（オンライン対応可能）
オンデマンド学習後、「カンファレンス（会議）の実践方法（120 分）」「ストレス
マネジメントの方法（90分）」「認知症ケアにおけるチームマネジメントの方法（180
分）」については、オンデマンド学習で習得した理論や基礎知識を、事例検討による
実践的な学習展開に活用することをねらいとし、演習を中心とする集合（対面）研修
科目として実施する。
ⅲ）集合研修（対面形式）
オンデマンド学習では習得が困難な実践的な学習内容の習得を目的としている「職
場内教育（OJT）の方法（300分）」「認知症ケア指導の実践方法（420分）」「職場実
習の課題設定（180 分）」は職場実習前に集合（対面）研修形式で実施する。「職場実
習の課題設定」については、受講者の学習状況を鑑み、各実施主体の判断によって時
間の延長を可能とする設計としている。
ⅳ）職場実習と評価
研修の最後に、それまでの学習内容を踏まえた実践方法の習得をねらいとして 4週
間の職場実習によって、介護現場において実践しながら体験的に学ぶ科目となってい
る。職場実習終了後には、研修全体での学習成果を確認するために「職場実習評価（180
分）」を通じて客観的に自己の学習を整理し今後の課題を検討することをねらいとし
ている。なお、「職場実習評価」についても、受講者の学習状況を鑑み、各実施主体
の判断によって時間を延長を可能とする設計としている。
ⅴ）総時間
研修に要する総時間は講義・演習が 28時間（1,680 分）、職場実習が 4週間、課題
設定が 180 分、実習のまとめが 180 分となっている。この日程案は、理論学習をオ
ンデマンド学習で学び、集合（対面）研修で必要な対話やグループワークを行い、最
終的に職場実習で実践力を強化する設計となっている。この方式により、受講者は個
別学習と対面による集合研修のバランスを取りながら、知識とスキルを統合的に習得
することが可能となる。

3）課題と方向性
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（ⅰ）修了認定方法の転換
現行制度では、履修時間を基準とする修了認定方式を採用しているが、今後、オン
デマンド学習を導入したブレンド型研修を効果的に実施するためには、運用上の支障
となることが予測される。オンデマンド学習では、受講者は理解の程度に応じて停止・
再視聴・復習を行うため、学習時間と理解度は一致せず、時間履修を修了要件とする
限り、理解不足のまま集合（対面）研修に参加する受講者が生じ、討議中心の教育構
造が成立しない可能性がある。特に提案されたブレンド型研修の形態案では、集合（対
面）研修が講義ではなく判断力形成を担う教育段階として位置づけられており、事前
理解は標準的な前提条件として保証する必要がある。よって、修了判定は履修時間か
ら理解度評価へ転換し、確認テスト、事例判断課題、振り返り記述等を組み合わせた
到達度基準により集合（対面）研修参加の可否を判定する仕組みを導入する必要がある。
（ⅱ）アダプティブラーニングによる個別最適化学習の必要性
実務経験、職種、所属施設により知識水準が大きく異なる現状では、同一教材を同
一順序で、同一量の学習を履修させる方式では、受講者個別の学習ニーズとは異なる
学習量を強いることになり、学習効率の低下が課題となる。学習内容や学習量を均一
にすることは、基礎理解が十分な受講者にとっては冗長となり、理解が不十分な受講
者にとっては学習内容が不足する可能性がある。したがって、学習前の理解度に応じ
て学習内容や補助教材を調整するアダプティブラーニングの導入が必要となる。オン
デマンド学習は単なる遠隔講義ではなく、理解状況に応じた再学習、補足教材提示、
追加課題提示を行う学習支援機能として設計する必要がある。
（ⅲ）集合（対面）研修の役割転換と指導方法の課題
基礎的な知識や理論の理解に関する学習をオンデマンド学習で担う場合、集合（対面）
研修の学習目的やそれに応じた指導方法の転換が必要となり、集合（対面）研修の役
割転換に伴う運用上の課題が生じる。オンデマンド学習導入後の集合（対面）研修は
講義提供の場ではなく、思考過程を共有する討議の場となるため、認知症介護指導者
には知識説明能力よりもファシリテーション能力が求められる。しかし、従来の研修
運営は講義中心で設計されており、認知症介護指導者の教育方法の転換を伴わなけれ
ばブレンド型の効果を最大化することが困難となる。したがって、認知症介護指導者
を対象とした指導指針および進行モデルを整備し、討議型学習を前提とした実施方法
へ移行する必要がある。
（ⅳ）オンライン（同期型）研修と集合（対面）研修の教育的役割分担
オンライン対応可能科目と集合（対面）研修による対面が必要な科目の区分に関し
ては、技術的可否だけでなく教育的可否に基づく整理が必要である。事例検討はオン
ライン実施が可能であっても、相互作用の密度や非言語的反応の共有が学習効果に影
響する場合がある。特に認知症介護実践リーダー研修における指導方法の学習では、
場の調整力や関係性理解の習得が重要であり、オンライン画面上の情報だけでは学習
材料の限界がある。よって、オンライン化の判断基準を運用上や学習者の利便性だけ
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ではなく、必要としている教育効果に基づいて整理し、集合（対面）研修で担保すべ
き領域を明確化する必要がある。
（ⅴ）職場実習評価の客観化
職場実習に関しては、研修全体の学習成果を統合する最終段階として位置づけられ
るが、現状では評価方法が振り返り中心となり、能力到達度を客観的に測定する仕組
みが十分とはいえない。今後は、実習前の課題設定、実習中の観察項目、実習後の振
り返りを連動させた評価基準を整備し、実践能力の到達水準を明確化する必要がある。
また、オンデマンド学習と実習評価を連動させることで、学習過程全体を通じた能力
形成の確認が可能となる。
（ⅵ）LMSを前提とした履修管理体制
オンデマンド学習を前提とした研修では、参加確認ではなく学習過程の把握が管理
の中心となるため、進捗状況、理解度、再学習履歴等を管理する LMSの機能が重要で
ある。受講者管理、理解度確認、集合（対面）研修参加の要件判定を一体化した管理
機能を整備し、人的な作業に依存しないシステムの構築が必要である。
（ⅶ）到達度保証型への転換
研修全体の教育理念に関わる課題として、本研修は「受講した事実」から「能力を
獲得した事実」へ評価軸を転換することが必要である。オンデマンド学習の導入は「時
間効率化」だけではなく、本来、理解度に応じた学習を可能とする教育設計への移行
が重要である。したがって、時間履修型研修から到達度保証型研修へ移行し、オンデ
マンド学習をそのための基盤として位置づける必要がある。今後は、理解度評価を前
提とした修了判定、討議型集合（対面）研修、実習による実践検証を一体化し、教育
効果と運用効率を両立した研修体系の確立が求められる。

（3）AI 技術等を活用したオンデマンド学習による研修構成案
1）認知症介護実践者研修
（ⅰ）オンデマンド学習と集合形式のブレンド案
認知症介護実践者研修におけるカリキュラム構造を再整理し、オンデマンド学習と
集合（対面）研修、ならびに職場実習を組み合わせたブレンド型研修形態として再構
成した日程案を示した。従来、講義・演習・実習を一体的に実施する集合型研修とし
て構成されてきたが、受講者の就労状況や地域差、研修運営負担の増大等を背景に、
学習機会の柔軟化と質保証を両立させる研修形態への転換が求められている。
本日程案は、こうした課題を踏まえ、知識伝達型科目に加え、従来は集合（対面）
研修での演習が不可欠とされてきた事例検討中心の科目についても、生成AI を活用し
た高機能オンデマンド学習教材の実装を前提とすることで、オンデマンド学習として
位置づける可能性を検討した案である（図 4-2-3-1）。
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図4-2-3-1 認知症介護実践者研修 生成AIを活用したオンデマンド学習高機能案
（講義・演習23時間（1,380分）実習：課題設定300分、職場実習4週間、実習のまとめ180分）
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＊＊検検討討課課題題
①①学学習習時時間間がが長長時時間間ととななりり学学習習負負担担ががああるる→→履履修修時時間間
ででははななくく、、理理解解度度評評価価にによよるる履履修修認認定定にに変変更更
②②イインンタターーババルル期期間間

図 4-2-3-1　認知症介護実践者研修　生成AI を活用したオンデマンド学習高機能案
（講義・演習 23時間（1,380 分）実習：課題設定 300分、職場実習 4週間、実習のまとめ 180分）

ⅰ）オンデマンド学習科目の構成と考え方
本日程案においてオンデマンド科目として整理されているのは、合計 7科目・14
時間相当である。これらは、認知症介護実践者研修の基盤となる理論理解や、事例に
基づく判断力の形成を目的とした科目群で構成されている。
具体的には、「認知症介護実践者研修の理解」「認知症ケアの理念」「権利擁護の視
点に基づく支援」「家族介護者の理解と支援方法」といった、講義中心での学習効果
が期待できる科目に加え、「生活支援の方法」「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援」「学
習成果の実践展開と共有」といった、従来は集合（対面）研修での演習を中心に実施
されてきた科目が含まれている。特に生成AI による対話型シミュレーション、事例
分岐型教材等を備えたオンデマンド学習教材が実装されることを前提条件としている
点に、本日程案の特徴がある。
ⅱ）生成AI を活用した事例検討型オンデマンド学習の位置づけ
「生活支援の方法」および「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援」は、認知症の
人の日常生活場面や行動の背景を多角的に捉え、支援の選択肢を検討することを目的
とした科目であり、事例検討を通じた学習が中核となる。
本日程案では、これらの科目について、生成AI を活用することで、受講者が事例
に対して判断を行い、その選択に応じて状況や本人の反応が変化するシミュレーショ
ン型教材を用いることにより、個別性を踏まえた支援判断の反復学習を可能とするこ
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とを想定している。これにより、単なる事例解説にとどまらず、受講者自身が「考え、
選び、振り返る」学習プロセスをオンデマンド学習環境下で実現することを目指して
いる。
ⅲ）オンデマンド学習時間と評価方法に関する検討事項
本日程案は、オンデマンド学習時間が長時間化することによる受講者負担の増加が
課題と考えられる。そのため、単純に「視聴時間」や「受講時間」を履修要件とする
のではなく、理解度評価や到達度評価に基づく履修認定への転換が検討課題として位
置づけられている。すなわち、一定時間の視聴を義務づけるのではなく、理解度確認
テストや事例判断課題の達成をもって履修完了と認定する仕組みとすることで、受講
者の学習効率を高めることを想定している。
ⅳ）集合（対面）研修および職場実習との接続構造
本日程案では、オンデマンド学習を基盤とした上で、集合（対面）研修を2日間配置し、
さらに 4週間の職場実習を組み込む構造としている。集合（対面）研修では、オンデ
マンド学習で得た知識や判断枠組みを前提として、「アセスメントとケアの実践の基
本」「課題設定」「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」といった、対面での議
論や相互作用が不可欠な内容を集中的に扱う。
その後の職場実習では、実際の現場において課題を設定し、ケアを実践し、その成
果を評価・振り返るプロセスを経ることで、学習内容を実践的能力として定着させる
ことを目的としている。最終日には職場実習評価を行い、学習成果を整理・言語化す
ることで、研修全体の総括を行う構成となっている。
ⅴ）本研修形態案の意義と今後の検討課題
本日程案は、生成AI を活用した高機能オンデマンド学習教材の実装を前提とする
ことで、従来は集合（対面）研修でしか実施できなかった事例検討中心の科目につい
ても、オンデマンド学習として再構成できる可能性を示した点に意義がある。これに
より、受講者の学習機会の拡大と、集合（対面）研修の質の向上を同時に実現するこ
とが期待される。一方で、生成AI 教材の開発・運用コスト、評価の妥当性確保、受
講者の ICTリテラシーへの配慮など、実装に向けた課題も多い。今後は、オンデマン
ド学習で担保可能な学習効果と、集合（対面）研修・実習で担保すべき学習効果を明
確に切り分けた上で、段階的に導入を進めることが求められる。
本日程案は、そうした検討を行うための一つのモデルケースとして位置づけられる
ものである。

2）認知症介護実践リーダー研修
（ⅰ）オンデマンド学習と集合形式のブレンド案
認知症介護実践リーダー研修のカリキュラムを対象として、オンデマンド学習と集
合（対面）研修、職場実習を組み合わせたブレンド型研修形態を再構築した日程案を
示した。
認知症介護実践リーダー研修は、認知症介護実践者研修と比較して、チーム運営、
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指導・育成、会議運営、チームケアの推進など、より高度かつ実践的な遂行能力の獲
得を目的としている。そのため、単なる知識理解にとどまらず、判断力、調整力、指
導力といった複合的能力の形成が求められる。こうした研修特性を踏まえつつ、生成
AI 等の高度なオンデマンド学習機能が実装されることを前提に、理論理解および一部
の実践的思考訓練をオンデマンド化し、集合（対面）研修と職場実習でしか担保が困
難と考えられる学習を可能とする研修構造を検討した（図 4-2-3-2）。

認知症介護実践リー
ダー研修の理（60）

施策の動向と地域展開（120）

認知症の専門的理解（90）

カンファレンス（会議）の技法と実践（180）

ストレスマネジメントの理論と方法(150)

認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法（240）

職場内教育（OJT)の理論と方法（420）

AM PM

認知症ケア指導の実践方法（180)※計420分 認知症ケア指導の実践方法（240)※計420分

職場実習の課題設定（180)
※実状により延長を可能とする

職場実習（４W)

結果報告・職場実習評価（180）
※実状により延長を可能とする

集
合
形
式

オ
ン
デ
マ
ン
ド
科
目

7時間+（180分+４Ｗ+180分）

図4-2-3-2 認知症介護実践リーダー研修 オンデマンド学習高機能案
（講義・演習28時間（1,680分）実習：課題設定180分、職場実習4週間、実習のまとめ180分）

7科目、21時間
＊＊オオンンデデママンンドドココンンテテンンツツ機機能能にに高高度度機機能能がが装装備備さされれるる場場合合
高高度度機機能能ととはは、、イインンタタララククテティィブブ学学習習、、模模擬擬体体験験学学習習をを可可能能ととすするる機機能能

1日目

2日目

3日目

＊＊検検討討課課題題
①①学学習習時時間間がが長長時時間間ととななりり学学習習負負担担ががああるる→→履履修修時時間間でではは
ななくく、、理理解解度度評評価価にによよるる履履修修認認定定にに変変更更
②②チチーームムママネネジジメメンントトにに関関すするる実実践践的的技技術術のの理理解解がが可可能能かか
→→オオンンデデママンンドドココンンテテンンツツ機機能能にに依依存存すするる

図 4-2-3-2　認知症介護実践リーダー研修　オンデマンド学習高機能案
（講義・演習 28時間（1,680 分）実習：課題設定 180分、職場実習 4週間、実習のまとめ 180分）

ⅰ）オンデマンド学習科目の構成と狙い
本日程案においてオンデマンド科目として整理されているのは、合計 7科目・21
時間相当である。実践リーダーとして求められる役割理解、制度・施策理解、専門的
知識、ならびにチームマネジメントや指導に関する理論的基盤を形成することを主な
目的としている「認知症介護実践リーダー研修の理解」「施策の動向と地域展開」「認
知症の専門的理解」といった講義中心での学習が可能な科目に加え、「カンファレン
ス（会議）の技法と実践」「ストレスマネジメントの理論と方法」「認知症ケアにおけ
るチームマネジメントの理論と方法」「職場内教育（OJT）の理論と方法」といった、
従来は集合（対面）研修で扱われてきた内容もオンデマンド科目として含んでいる。
これらの科目については、インタラクティブな事例分岐教材、会議進行や指導場面
を想定したシミュレーション、生成AI による対話型の演習機能等を活用し、理論と
実践的思考のシームレスな学習効果をオンデマンド環境下でも可能としている。
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ⅱ）�チームマネジメント・指導に関する実践技術をオンデマンド学習で扱う際の前提
条件

認知症介護実践リーダー研修に特有の科目である「カンファレンス（会議）の技法
と実践」や「職場内教育（OJT）の理論と方法」は、本来、模擬会議やロールプレイ、
即時フィードバックを伴う体験学習が重要となる科目である。
これらの科目をオンデマンド化するにあたり、実際の会議や指導場面を忠実に再現
したシナリオ型教材や、AI シュミレータ―による会議ファシリテーション体験機能や
被指導者役との対話シミュレーション機能を活用することで、指導内容や会議マネジ
メントにおける体験の獲得や判断の妥当性等について即時的にフィードバックが可能
となる仮定に立っている。ただし、実際の多人数同時協働や、場の空気を読みながら
進行する感覚、相手の非言語的反応への即応といった学習効果については、オンデマ
ンド学習のみで完全に代替することは困難であり、重要な検討課題となる。
ⅲ）オンデマンド学習時間と履修認定に関する検討課題
オンデマンド学習時間が 21時間と長時間に及ぶことから、受講者の学習負担が大
きくなる可能性が課題となる。そのため、単純な受講時間の積算による履修認定では
なく、理解度評価や到達度評価に基づく履修認定への移行が必要となる。具体的には、
各オンデマンド科目において、理解度テストや事例判断課題、振り返り記述等を組み
合わせ、一定の学習成果が確認された場合に履修完了と認定する方式が想定されてい
る。これにより、受講者の主体的学習を促しつつ、学習時間の過度な拘束を回避する
ことを目指している。
ⅳ）集合（対面）研修および職場実習との役割分担
オンデマンド学習を基盤とした上で、集合（対面）研修を 2日間配置し、その後 4
週間の職場実習を実施する構成であるが、集合（対面）研修では、「認知症ケア指導
の実践方法」や「職場実習の課題設定」といった、対面での相互作用や即時フィード
バックが不可欠な内容を扱い、続く職場実習では、実際の職場において指導計画に従っ
た指導を実践し、その成果や課題を振り返るプロセスを通じて、オンデマンド学習お
よび集合（対面）研修で学んだ内容を実践的能力として定着させることを目的として
いる。最終日には、結果報告と職場実習評価を行い、研修全体の学習成果を総括する
構造となっている。
ⅴ）本研修形態案の意義と今後の検討方向
本日程案は、認知症介護実践リーダー研修という高度な実践力が求められる研修に
おいても、生成AI を活用した高機能オンデマンド学習教材を前提とすることで、実
践的思考訓練や、身体技術の体験的学習の一部をオンデマンド化できる可能性を示し
た点に意義がある。
一方で、チームマネジメントや指導技術の体得において不可欠な「場の共有」や「即
時的な相互作用」については、集合（対面）研修や職場実習で担保すべき学習効果と
して明確に位置づける必要がある。今後は、オンデマンド学習で担保可能な学習効果
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と、対面でなければ達成困難な学習効果をより精緻に整理し、段階的・補完的に研修
形態を設計していくことが求められる。本日程案は、認知症介護実践リーダー研修の
今後のあり方を検討するモデルとして示している。

3）生成AI を活用したオンデマンド学習による研修形態の今後の課題と方向性
（ⅰ）導入の意義と基本的な位置づけ
生成AI を活用したオンデマンド学習は、従来の受動的な動画視聴型 eラーニングで
は実現が難しかった「対話」「分岐」「フィードバック」「疑似体験」を組み込める点に
特徴がある。特に事例検討や意思決定支援、会話の組み立て、振り返りの促進といった
学習過程を、個別学習として反復可能にすることは、研修機会の拡大や、学習の個別最
適化を可能とする可能性が高く、良質な学習システムとなることが予測される。認知症
介護実践者研修においては、生活支援や行動・心理症状（BPSD）のケア方法に関する
事例学習の高度化、認知症介護実践リーダー研修においては、指導場面の対話シミュレー
ションや判断過程の言語化支援など、従来は集合（対面）研修に依存していた領域の一
部をオンデマンド学習でも学習可能となる可能性が向上すると考えられる。
ただし、生成AI は「集合（対面）研修・実習の代替技術」ではなく、研修全体の中
で担う役割を限定し、質を保証するための枠組みの一部として運用すべき補完技術と
捉える視点が必要である。特に、非言語的反応の読み取り、場の空気を踏まえた調整、
多人数同時協働、身体性を伴う技能、実地対応などは、オンデマンド学習では学習効
果の担保が困難であり、集合（対面）研修や職場実習で確保すべき領域として考える
必要がある。
（ⅱ）生成AI 活用における現状の注意点（リスクと制約）
生成AI については、現時点において研修への実装に際して注意すべき制約を考慮し
ておく必要がある。
第一に、生成AI は事実性や妥当性の保証が担保されていない点を考慮する必要があ
る。生成AI は、一見、正答に見える表現で不正確な説明を生成する可能性があり、研
修教材として使用する場合、誤情報による学習リスクが生じる可能性が高い。このため、
回答生成の範囲や根拠となる資料を限定した運用や、信頼性の高いシナリオと評価基
準の準備、専門家監修による品質保証が不可欠である。
第二に、価値判断や倫理的配慮に関する偏りの問題について、認知症介護は、尊厳、
意思決定支援、家族関係、社会的資源などの概念に代表されるように、多面的価値を
含んでおり、生成AI の応答が偏向的かつ固定的な考え方によって画一的な学習を強化
する危険性があるため、教育上の表現内容や方法に関するガイドラインの整備や、偏
向を防止する複数の価値観を含むシナリオ設計が求められる。
第三に、個人情報・機微情報の取り扱いについて、研修で扱う事例には、本人や家族
の生活情報、医療・介護情報が含まれる場合が多く、生成AI の入力データがどのよう
に保存・利用されるかを含め、情報管理・匿名化・アクセス制御の設計が必須となり、
特に自治体運用や大規模運用では、監査ログや権限管理を含む運用設計が不可欠である。
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第四に、学習評価について、生成AI を用いたシミュレーション訓練は自由度が高く、
到達判定の信頼度が保証されにくいことが懸念される。履修時間ではなく理解度評価
に基づく認定へ移行する方針は妥当であるが、評価の妥当性と公平性を担保するため
には、ルーブリックの整備、出題内容・評価基準の標準化、学習ログの分析設計が必
要となる。
第五に、体験学習による学習方法や学習効果に関する代替方法としての限界につい
て留意する必要がある。生成AI は疑似体験が可能であるが、実際の介護場面や指導場
面等で生じる非言語的な微細な変化、多人数が同時に関与するダイナミクスなどを十
分に再現し得ないことから、カンファレンスのファシリテーションや指導技術に関す
る模擬演習については、あくまでも「準備訓練」や「振り返り支援」等のレディネス
形成の強化として位置づけ、集合（対面）研修・実習を中核に据える必要がある。
（ⅲ）研修別の主な課題（認知症介護実践者研修・認知症介護実践リーダー研修）
認知症介護実践者研修においては事例検討中心科目をオンデマンド化する場合、受
講者が「見て終わる」学習にならないよう、判断→理由づけ→振り返り→再試行とい
う学習循環を設計することが課題である。特に、正解の提示ではなく、本人の尊厳や
個別性を踏まえた気づきを促す問いの設計が重要であり、到達判定は優劣評価ではな
く、視点の獲得状況を確認する方式が望ましい。
認知症介護実践リーダー研修においては、会議運営、チームマネジメント、指導など、
対人相互作用を核とする学習内容が多く、生成AI による対話訓練は有効であるが、現
場での「他者の反応を読み、場を動かす」技能はオンデマンド学習では学習効果が担
保されにくいと考えられる。したがって、オンデマンド学習は理論の理解と場面判断
の予行演習に位置づけ、集合（対面）研修ではロールプレイや模擬会議を通じて即時
フィードバックを行い、職場実習で実践検証するという三層構造の設計を保証するこ
とが重要となる。
（ⅳ）今後の方向性
第一に、知識理解・判断枠組み形成・事例検討の個別学習はオンデマンド学習に集
約し、協働・体験・体得が必要な学習効果は集合（対面）研修・実習で担保するとい
う基本原則を、科目単位ではなく学習効果単位で適用するなど、学習効果に基づく役
割分担の明確化が必要である。
第二に、生成AI 教材は「シナリオ固定＋フィードバック設計＋評価ルーブリック」
の三点を中核に整備することが必須であり、自由対話型の利点を活かしつつも、研修
の質保証の観点から、学習者に経験させたい分岐と到達点を設計し、応答の逸脱を抑
制する安全設計が必要である。加えて、学習ログ（選択・発話・滞在・再試行）を収
集し、教材改善と運用判断に活用するしくみを構築することが求められる。
第三に、初期段階では、既にオンデマンド適性が高い講義科目の高度化（理解度評価、
リマインド、学習進捗の可視化）から着手し、次に事例検討型科目へ生成AI による分
岐学習・対話フィードバックを限定導入する。その後、認知症介護実践リーダー研修
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領域における指導場面の対話訓練などへ拡張し、最終的に集合（対面）研修・実習と
統合した評価体系へ移行するという段階的導入が必要である。
第四に、生成AI は、自然言語理解の精度向上、マルチモーダル化（音声・表情・動
画の統合）、個別最適化フィードバック、学習分析の高度化などが進展しており、将来
的には非言語情報を含む疑似体験の質が向上する可能性がある。これにより、現時点
では集合（対面）研修に依存せざるを得ない学習効果の一部が、オンデマンド学習で
補完可能となる可能性が高いが、その実現可能性は技術の成熟度だけでなく、倫理・
安全・個人情報保護・説明責任を含む運用要件の整備に依存するため、技術進展を前
提に拙速に代替を進めるのではなく、慎重に検証段階を踏まえた導入を進めていくよ
うな、生成AI の今後の可能性を見据えた拡張性設計が必要である。
以上を踏まえ、生成AI を活用したオンデマンド学習システムは、認知症介護実践者
研修・認知症介護実践リーダー研修のいずれにおいても、研修機会の拡大と学習過程の
高度化に資する可能性を有している一方で、誤情報、偏り、評価の妥当性、個人情報保護、
体験学習の代替限界といった現状の注意点を踏まえ、質保証の枠組みの中で段階的に
実装する必要がある。今後は、オンデマンド学習で担保可能な学習効果と、集合（対面）
研修・職場実習で担保すべき学習効果を明確に峻別し、生成AI はその接続を強化する
補完技術として活用する方向性が現実的な設計であると考えられる。これにより、全
国展開に耐えうる運用効率と、学習効果の双方を確保することが可能となる。

3．オンデマンド学習を導入した研修体制（運用方法）の検討　
認知症介護に関する研修の受講しやすい環境の整備を目的として、研修の質を担保しつつ、
研修参加へのアクセシビリティを向上し、認知症介護の知識や技術の効果的な学習を可能と
するオンデマンド学習を導入した研修方法や実施体制について検討を実施した。
（1）オンデマンド学習を導入した研修体制の検討方針
1）オンデマンド活用による研修運用上の課題
令和 6年度（2024 年）事業では、認知症介護実践者等研修へのオンデマンド学習導入
について検討を行い、学習の成立条件と運用条件の双方において集合型研修とは異なる
課題が存在することが確認された。オンデマンド研修は時間や場所に依存しない柔軟な
学習機会を提供できる利点を持つ一方、学習の進行を学習者の自己管理に依存しやすく、
継続性や理解度の保証が難しいという特性を持つ。このため、単に教材をオンライン化
するだけでは研修としての質を担保できず、制度的・運用的な補完を前提とした設計が
必要となる。以上の検討結果を踏まえ、本年度事業ではオンデマンド型研修の実施方法
を検討する前提条件として、学習成立および運用に関する課題を再整理した。
（ⅰ）学習に関する課題
ⅰ）学習機会および継続性の課題
オンデマンド研修は自己管理を前提とするため、受講を継続させる拘束力が弱く、
受講の中断や遅延が生じやすい傾向がある。また、勤務時間外での受講を想定した場
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合には学習時間の確保自体が困難となり、受講機会の格差が生じる可能性がある。さ
らに、学習者同士の関係形成が希薄になりやすく、学習の孤立化がモチベーション
低下につながる問題も指摘された。したがって、学習目標の段階的提示、進捗確認と
フィードバックの仕組み、修了認定と動機付けの連動、ならびに集合型ディスカッショ
ンを組み合わせたブレンド設計を行い、学習を継続させる仕組みを制度として組み込
む必要がある。また、勤務時間内受講の位置づけを整理し、学習を業務の一部として
扱う環境整備が重要となる。
ⅱ）学習効果の担保に関する課題
オンデマンド学習では学習過程を直接観察することが困難であり、理解度のばらつ
きや表面的理解に留まる可能性がある。また、実践能力の評価が難しく、研修成果の
保証が課題となる。加えて、教材が更新されなければ内容が陳腐化し、研修の信頼性
が低下する恐れがある。このため、チューター等による個別支援や学習者間の交流機
会を設けるとともに、小テストや学習ログを用いた評価を行う必要がある。また、集
合（対面）研修と併用した総合評価により実践能力を確認し、教材については専門家
監修のもと定期的な更新を行うことで学習内容の質を維持することが求められる。
ⅲ）使用・操作技術に関する課題
受講者の通信環境や IT リテラシーの差により、受講そのものが阻害される可能性
がある。操作方法が理解できないことによる離脱や、トラブル発生時の学習停止も想
定される。このため、操作性の高い学習管理システムの選定、オフライン利用可能教
材の準備、利用ガイドの整備、ならびにサポート窓口を含むトラブル対応体制の構築
が不可欠である。

（ⅱ）運用体制に関する課題
ⅰ）教材制作および更新の課題
高品質なコンテンツ制作には相応の時間と費用が必要であり、さらに内容の陳腐化
を防ぐための継続的更新が求められる。このため、教材を小単位のモジュールとして
構成し更新効率を高めるとともに、外部専門資源の活用や学習者からのフィードバッ
クの反映を通じて内容の妥当性を維持する仕組みが必要となる。
ⅱ）システム導入および運用の課題
安定したシステム運用には専門知識と人的資源が必要となり、導入の障壁が高くな
る。したがって、直感的に操作可能な学習管理システムを選定するとともに、ITサポー
ト体制および運用マニュアルを整備し、継続的に運用できる体制を確立する必要があ
る。
ⅲ）コスト管理の課題
システム導入費、教材制作費、人件費などの初期および運用コストが発生するため、
費用対効果を踏まえた導入方法が求められる。このため、小規模から段階的に導入す
る方法や既存教材の再利用などによりコストを抑制しながら運用することが望まし
い。
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ⅳ）問合せ・支援体制の課題
受講者からの質問やトラブルに迅速に対応できなければ学習の停滞を招くため、
FAQの整備やチャットボットの活用、明確なサポート窓口の設置によって支援体制
を構築する必要がある。
ⅴ）受講管理および成果把握の課題
研修の進行状況および効果を把握する仕組みがなければ、研修の質を保証すること
はできない。このため、進捗状況を可視化する仕組みやリマインド機能を備えるとと
もに、参加率、理解度、実務適用度等の指標を設定し、定期的な報告と共有を行う体
制を整備することが求められる。
以上の整理から、オンデマンド研修は単独形式では学習成立と研修品質の双方を保
証することが難しく、集合型研修と組み合わせたブレンド型設計を前提として構築す
る必要があることが確認された。本年度事業では、この前提条件を踏まえ、具体的な
研修運用モデルおよび導入方法の検討を行うものとした。

2）本事業における検討の方向性
令和 6年度事業においては、オンデマンド型研修の導入に伴う学習上の課題および運
用上の課題を整理し、ブレンド型研修として設計することの必要性を明らかにした。こ
れにより、オンデマンド学習は単独で研修を代替するものではなく、集合型研修と機能
分担することで学習効果を担保する仕組みとして位置づけるべきであるという基本方針
が得られた。一方、制度として実装するためには、運用可能な具体モデルの確立が不可
欠であり、本年度事業では実証的・制度的検討を進める必要がある。
（ⅰ）学習効果保証モデルの具体化
令和 6年度事業では、オンデマンド学習のみでは実践能力評価が困難であることが
確認された。したがって本事業においては、知識習得、理解、判断、実践能力の各段
階に応じて「オンライン評価」と「対面評価」をどのように組み合わせるかを具体化
する必要がある。特に、修了認定に直結する評価をどの段階で実施するか、また評価
責任主体をどこに置くかを明確にし、全国的に統一可能な到達度判定基準を設計する
ことが求められる。
（ⅱ）科目別学習形態区分の標準化
令和 6年度事業の整理では、知識伝達型科目、事例検討型科目、体験・技能習得型
科目の三類型でオンデマンド適合性が異なることが明らかとなった。この分類を制度
的基準として確定させ、どの科目をオンデマンド化し、どの科目を対面必須とするか
の標準モデルを策定する必要がある。これにより、各地域の裁量に依存しない全国共
通の研修品質を担保することが可能となる。
（ⅲ）生成AI 等の活用範囲の検証
令和 6年度事業では、疑似体験・対話訓練等についてはオンデマンド学習で一定の
代替可能性が示唆された一方、多人数協働学習の完全代替は困難であると整理された。
AI シミュレーションを活用した演習がどの学習効果まで代替可能かを実証的に検証し、
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代替可能領域と対面必須領域の境界を明確化する必要がある。これにより、技術導入
の適切な範囲を制度的に定義できる。
（ⅳ）運用主体と責任分担の設計
オンデマンド型研修では、教材提供主体、研修実施主体、評価主体が分離する可能
性があるため、責任の所在を明確にする必要がある。教材管理、学習管理、評価実施、
修了認定の各機能について、国・研修実施機関・講師の役割分担を制度として整理し、
運用上の混乱を防ぐ枠組みを構築することが求められる。
（ⅴ）LMS運用仕様およびデータ管理の標準化
令和 6年度事業では、進捗管理・評価・問合せ対応の観点から、LMSの機能要件整
理の必要性が明らかとなった。最低限必要な機能、学習ログの取得方法、データ保存
形式、修了判定記録の管理方法等について標準仕様を策定し、地域差のない運用基盤
を確立する必要がある。また、研修履歴の長期的活用を視野に入れたデータ連携の可
能性も検討課題となる。
（ⅵ）導入・普及プロセスの設計
オンデマンド型研修は一律導入ではなく段階的移行が必要である。試行導入、評価、
改善、本格実施という導入プロセスモデルを構築し、実施主体が無理なく移行できる
手順を提示する必要がある。特に、地域格差や人的資源差を考慮した支援方法を具体
化することが求められる。
以上の課題は、令和 6年度（2024 年）に整理した課題について、運用可能な制度へ
転換するための検討項目であり、本事業は「概念整理の段階」から「実装設計の段階」
へ移行する位置づけとなる。すなわち、オンデマンド型研修の可否を議論する段階から、
どの条件であれば持続可能に運用できるかを具体化する段階へ進むことが、本事業の
中心課題と考えられる。

（2）ブレンド型研修形態の標準的なフロー
本事業において提示するブレンド型研修の標準フローは、オンライン学習と集合（対面）
研修を段階的かつ体系的に接続することで、学習効果の最大化と運用の安定化を同時に実
現することを目的として設計した。本フローは、①導入（オンライン・ガイダンス）、②基
礎習得（オンデマンド学習）、③修了判定（確認テスト・修了証発行）、④応用・実践（集
合（対面）研修）の四段階から構成される（図 4-3-2-1）。
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図4-3-2-1 ブレンド型研修の標準フロー案図 4-3-2-1　ブレンド型研修の標準フロー案

1）【導入】オンライン・ガイダンス
第 1段階であるオンライン・ガイダンスは、研修の目的、全体スケジュール、システ
ムの利用方法等を事前に説明する導入プロセスである。
本段階は、ライブ配信または録画配信を用いたオンライン形式で実施され、学習者に
対して研修全体の見通しを与えるとともに、学習動機づけとスムーズな参加準備を促す
役割を担う。
学習者側の課題としては、参加意識の低さや、事前説明に対する理解不足が挙げられる。
また、ICT 環境が不十分な場合や、システム操作に不慣れな学習者においては、接続ト
ラブルや操作ミス等が生じやすく、学習開始前から心理的・技術的な障壁が形成される
可能性がある。運用側においては、配信環境の整備や、視聴状況の把握、操作に関する
サポート体制の構築が課題となる。加えて、欠席者や視聴未完了者に対するフォロー（録
画視聴の案内等）を適切に行うための手間が発生する。
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2）【基礎習得】オンデマンド学習（インプット）
第 2段階では、研修に必要な基礎知識をオンデマンド学習で学習する。
動画教材や eラーニング教材を用い、学習者は時間や場所に制約されることなく、個
別に学習を進めることが可能である。本段階の目的は、知識のベースラインを統一し、
集合（対面）研修における議論や実践活動の前提条件を整える点にある。学習者にとっ
ては、学習の先延ばしや、短期間での詰め込み学習（いわゆる「駆け込み受講」）が発生
しやすい。また、視聴完了のみを目的とした表層的学習に陥ることで、内容理解が浅い
まま放置される「やりっぱなし」の状態が生じるリスクがある。運用側では、受講進捗
のリアルタイム把握や、未受講者へのリマインド対応が求められる。また、教材内容の
陳腐化を防ぐための定期的なコンテンツ更新や、システム不具合への対応といった継続
的な運用負荷が発生する。
3）【修了判定】確認テスト・修了証発行
第 3段階では、オンデマンド学習の理解度を客観的に測定するための確認テストを実
施する。
本テストに合格した者のみを集合（対面）研修の参加対象とすることで、一定水準以
上の知識修得を担保し、研修全体の質を確保する仕組みとなっている。合格者には修了
証が発行され、これが次段階への参加要件となる。学習者側では、テストに対する心理
的プレッシャーや、不合格時の再受験対応への負担が課題となる。また、正答の暗記（カ
ンニング）や、理解を伴わない当てずっぽう回答といった不適切な受験行動が生じる可
能性も否定できない。運用側においては、テスト問題の質的管理（難易度・妥当性の確保）
や、修了証提出の受付・照合作業のシステム化が求められる。さらに、不合格者や例外
的事案への対応を含め、一定の運用負担が発生する。
4）【応用・実践】集合研修（対面／ライブ・アウトプット）
最終段階である集合（対面）研修では、事前学習で得た知識を基盤として、演習、討議、
ロールプレイング等のアウトプット中心の活動を行う。
講師や他の受講者との相互作用を通じて、知識の応用・統合・深化を図る場であり、
ブレンド型研修における学習成果の集約点として位置づけられる。学習者側では、事前
学習の定着度合いの差により、議論への参加態度や理解度にばらつきが生じる可能性が
ある。また、積極的な発言や参加に対する心理的ハードルも課題となる。運用側におい
ては、受講者間のレベル差を踏まえたファシリテーションやグループ編成が重要となる。
限られた時間内で演習効果を最大化するための設計力、会場・設備手配を含む運営調整
も大きな課題である。
以上のように、本研究で示したブレンド型研修の標準フローは、単なるオンライン学
習と集合（対面）研修の併用ではなく、各段階を明確な役割と評価機能によって接続す
る構造を有している。学習者の主体的学習を促進しつつ、運用上の課題を可視化・管理
可能とする実装モデルであり、今後の研修設計における汎用的な枠組みとして有効であ
ると考えられる。提示したブレンド型研修の標準フローは、成人学習理論およびインス
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トラクショナルデザインの観点から、いくつかの重要な理論に基づき設計している。
第一に、学習の段階性（sequencing）を明確に構造化しており、導入段階におけるオ
ンライン・ガイダンスは、学習者の目的意識と期待を調整するオリエンテーション機能
を果たしており、これは成人学習理論における「学習の必要性の認識」に対応している。
単なる事務連絡ではなく、学習の意味づけを行う点に、本段階の理論的意義がある。
第二に、オンデマンド学習を基礎知識等の習得段階として位置づけ、集合（対面）研
修の前提条件とした点は、反転学習（flipped learning）およびブレンデッド・ラーニン
グに関する理論に基づいている。知識のインプットを個別学習に委ねることで、学習者
は自己調整学習（self-regulated learning）を行い、集合（対面）研修では高次の認知
活動（応用・分析・統合）に学習時間を集中させることが可能となる。
第三に、確認テストと修了証発行を中間評価として組み込んだ点は、形成的評価と総
括的評価の連動性という点で重要である。単なる知識確認ではなく、次段階への参加要
件として機能させることで、評価が学習行動に影響する構造となっている。これは「評
価が学習の動機づけとなる」という考え方を実践的に反映したした構造となっている。
第四に、最終段階である集合（対面）研修をアウトプット中心に設計している点は、
社会構成主義的学習観に基づくものである。社会構成主義的学習観とはヴィゴツキーに
よれば「知識は他者や文化との相互作用、実践を通じて獲得され、実践の中で意味づけ・
再構成されるプロセスである」とされ、本案では討議やロールプレイングを通じて、知
識が個人内に留まらず、相互作用の中で再構成される学習過程や効果を重視している。
以上より、本フロー案は、複数の学習に関する理論や考え方に基づいて、実装可能な
モデルとして設計しており、理論的な根拠に基づいた案として捉えることができる。

（3）ブレンド形態による特徴の比較
1）ブレンド型形態 2案
本事業では、ブレンド型研修の形態として、①オンデマンド学習・集合（対面）研修セッ
ト型と、②オンデマンド学習フリー型の二つのモデルを想定し、それぞれの特徴および
運用上の利点・課題を比較検討した（図 4-3-3-1）。



84

①①オオンンデデママンンドド学学習習・・集集合合研研修修セセッットト型型
所所定定集集合合研研修修前前のの必必須須事事前前学学習習ととししてて設設定定

・所定の集合研修申込時に修了証の提出を義務付け

指指
定定
集集
合合
研研
修修
申申
しし
込込
みみ
まま
でで

②②オオンンデデママンンドド学学習習フフリリーー型型
オオンンデデママンンドド学学習習有有効効期期間間内内ににいいつつででもも受受講講可可能能
・オンデマンド学習有効期限を長期に設定
・有効期限内に実施される集合研修に、オンデマン
ド学習修了証を提出し参加

参参
加加
すす
るる
研研
修修
をを
任任
意意
にに
選選
択択

1回目

2回目

3回目

年年
度度
内内
かか
複複
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かか

・年度毎募集、
受講決定時

修修了了証証提提出出

修修了了証証提提出出

修修了了証証提提出出

メメリリッットト

・・集集合合研研修修のの質質がが高高くく維維持持さされれるる

全受講者が集合研修直前（期限内）に同一内容を学習している
ため、前提知識が揃い、演習・討議が成立しやすい。

・・学学習習時時期期がが揃揃いい、、理理解解度度のの差差がが小小ささいい

事前学習としての位置づけが明確で、研修全体の統一性がある

デデメメリリッットト

・・未未修修了了者者へへののフフォォロローー負負担担

学習期間が短短期期間間ととななるるたためめ、、期期限限内内にに修修了了ででききなないい受受講講者者がが
出出るる可可能能性性ががあありり、、対対応応がが負負担担ににななるる

・・学学習習機機会会のの柔柔軟軟性性がが低低いい

学習スケジュールが固定されており、アクセシビリティが低下
する

メメリリッットト

・・管管理理者者（（事事務務局局））負負担担がが最最小小

未修了者への催促が不要で、LMS照合もほぼ不要。修了証提出の有無の
みで受付管理が可能。

・・受受講講者者のの柔柔軟軟性性がが最最大大

有効期限内にいつでも学習でき、集合研修も任意の回に参加可能。多様な
勤務・生活状況に対応しやすい。

デデメメリリッッ
トト

・・集集合合研研修修のの質質がが下下ががるるリリススクク

学学習習時時期期がが受受講講者者ごごととにに異異ななりり、、知知識識のの新新鮮鮮ささやや定定着着度度ににばばららつつききがが生生じじ
ややすすいい。。

・・学学習習状状況況のの統統一一管管理理がが困困難難

受受講講者者のの進進捗捗がが揃揃わわなないいたためめ、、講講師師側側でで補補足足説説明明等等のの負負担担がが生生じじるる場場合合がが
ああるる。。

図図44--33--33--11 ブブレレンンドド型型研研修修形形態態22案案のの比比較較図 4-3-3-1　ブレンド型研修形態 2案の比較

（ⅰ）オンデマンド学習・集合（対面）研修セット型
ⅰ）制度設計およびフローの特徴
本形態は、オンデマンド学習を所定の集合（対面）研修に参加するための必須学習
として位置づけている。受講者は、指定された集合（対面）研修への申込時までにオ
ンデマンド学習を修了し、確認テストに合格した上で修了証を提出することが求めら
れる。これにより、集合（対面）研修参加者全員が、同一内容を同一期間内に学習し
ている状態が担保される。
研修フローは、導入（オンライン・ガイダンス）、基礎習得（オンデマンド学習）、
修了判定（確認テスト・修了証発行）、応用・実践（集合（対面）研修）の四段階を
一体的に構成し、指定された集合（対面）研修に至るまでが一つのパッケージとして
運用される。
ⅱ）メリット
本形態は、集合（対面）研修の質が維持される点がメリットであり、全受講者が集
合（対面）研修前に同一内容を学習しているため、前提知識が揃いやすく、演習や討
議の円滑な進行が保証される。また、学習時期が揃うことで、受講者間の理解度差が
少なく、講師側の補足説明や再説明の負担が軽減される。さらに、オンデマンド学習
が明確に「事前学習」として位置づけられるため、研修全体の統一性が高く、学習設
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計の見通しが立てやすくなる点も利点となる。
ⅲ）デメリット
一方で、指定された期間内にオンデマンド学習を修了できない受講者が一定数生じ
る可能性があり、そのフォロー対応が運用側の負担となることが予測される。また、
学習スケジュールが固定されるため、受講者にとって学習機会の柔軟性が低下し、学
習者の都合によって参加のハードルが高くなる可能性があり、アクセシビリティが低
下する懸念がある。

（ⅱ）オンデマンド学習フリー型
ⅰ）制度設計およびフローの特徴
本形態は、オンデマンド学習の有効期限を長期に設定し、受講者が任意のタイミン
グで学習および集合（対面）研修に参加できる仕組みである。オンデマンド学習の修
了証は、有効期間内であれば複数回の集合（対面）研修に参加する際の申込に使用可
能であり、年度内あるいは複数年度内に複数回実施される集合（対面）研修への柔軟
な参加を可能とする。このモデルでは、年度ごとに受講者を募集し、受講決定後にオ
ンデマンド学習を開始させる一方で、集合（対面）研修への参加時期は受講者の裁量
に委ねられる。
ⅱ）メリット
本形態は、オンデマンド学習の運用管理と集合（対面）研修の運用管理を分け、オ
ンデマンド学習の運用管理は自治体とは異なる管理団体に委ねることを前提とした場
合、自治体等の管理者（事務局）側の運用負担が最小限に抑えられる点が利点である。
自治体側では未修了者への督促が不要となり、LMSによる細かな進捗管理や報告作
業は、オンデマンド学習の運用管理団体が管理するため、簡略化される。集合（対面）
研修の運用管理を担当する自治体側等の管理者は修了証の有無のみを確認すること
で、参加管理が可能となる。また、受講者にとっては、学習および集合（対面）研修
参加の自由度が高く、学習者の都合に応じた柔軟な受講が可能となり、複数回開催さ
れる集合（対面）研修を任意に選択して参加できる点は、大きな利点である。
ⅲ）デメリット
一方で、本形態では、オンデマンド学習の時期が受講者ごとに異なるため、知識の
新鮮さや定着度にばらつきが生じやすく、集合（対面）研修時の理解度に差があるこ
とから集合（対面）研修の質が低下するリスクが考えられる。
また、学習状況を一元的に把握・管理することが困難となり、受講者の進捗が把握
しにくいため、講師側が補足説明や再説明を行う必要が生じ、集合（対面）研修運営
の負担が増大する負担がある。
以上の比較から、オンデマンド学習・集合（対面）研修セット型は、研修品質の確
保と学習の統一性を重視する場合に適したモデルである一方、オンデマンド学習フ
リー型は、受講者の柔軟性と運用効率を重視する場合に有効なモデルであると整理で
きる。したがって、研修の目的、対象者規模、開催頻度、運用体制等を踏まえ、両モ
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デルを使い分け、あるいは併用することが、今後のブレンド型研修設計において重要
な検討課題であると考えられる。

2）特徴の比較
ブレンド型研修の実装形態として想定される二つのモデル、「集合（対面）研修とオン
デマンド学習を一体化し修了証提出を義務付けるセット型」と、「オンデマンド学習を随
時受講可能とし、有効期限内の修了証提出をもって集合（対面）研修参加を可能とする
随時学習型」について、運用上の特徴を多角的に検討し、比較した（表 4-3-3-2）。

表 4-3-3-2　ブレンド型研修 2案の特徴比較
②②随随時時学学習習（（有有効効期期限限設設定定））＋＋修修了了証証提提出出++集集合合任任意意①①集集合合ととののセセッットト++修修了了証証提提出出義義務務項項 目目

オンデマンド学習は2年間いつでも受講可能。集合研修
は複数回開催し、申込時に修了証提出を義務付ける。

オンデマンド学習に期限を設定し、集合研修直前の事前学
習として実施。集合研修申込時または参加前に修了証提出
を義務付ける。

基基本本構構造造

低下リスクあり
・学習時期が受講者ごとに異なるため、知識の新鮮さや
定着度にばらつきが生じやすい。
・修了時期が分散し、学習状況が個人差に依存する。
・事前学習の位置づけは弱く、集合研修との心理的・時
間的な距離が生じやすい。
・集合研修まで時間が空く場合、内容を忘れている可能
性がある。

・全受講者が集合研修直前に同一内容を学習しているため、
前提知識が揃い、演習・討議が成立しやすい。
・事前学習としての位置づけが明確で、研修全体としての一
体感が生まれやすい。
・集合研修直前に学習するため、記憶が新しく定着しやす
い。

集集合合研研修修のの質質

非常に高い。期間中いつでも学習・参加でき、勤務形態
や生活状況に柔軟に対応可能。

低～中。学習期間が固定されており、繁忙期やシフト勤務
者にとっては負担となる場合がある。

受受講講者者のの柔柔軟軟性性

発生しやすい。申込直前に学習をまとめて行うケースが
多くなりやすい。

一定程度発生。期限直前の集中学習により、理解の質が低
下する可能性がある。

駆駆けけ込込みみ学学習習のの発発生生

受講者の理解度に差があり、補足説明や再確認が必要に
なる場合がある。

受講者の前提理解が揃っているため、説明のばらつき対応
が少なく、進行しやすい。

講講師師側側のの負負担担

受講希望者募集とオンラインガイダンスの時期が困難。
修了証の提出義務により、オンデマンド学習状況や学習
状況の管理はほぼ不要。

中程度
期限設定や募集管理、未修了者フォローが必要。

事事務務局局のの運運用用負負担担

不要。修了証を提出した者のみが申込できるため、未修
了者対応はほぼ発生しない。

期限内に修了できない受講者が一定数発生する可能性があ
り、フォローが負担。

未未修修了了者者対対応応

・全国規模・多数自治体を対象とした運用に適する。オ
ンデマンド中央管理、集合研修は自治体管理の場合

・一定規模まで対応可能だが、期限設定・募集管理が必要。大大規規模模運運用用へへのの適適性性

低。修了証発行が主用途であり、進捗管理機能への依存
は最小限。

中。修了証発行機能は必須だが、進捗の管理が必要。LLMMSS依依存存度度

・集合研修の学習効果のばらつき・期限未達者の発生と把握管理、フォロー
・オンデマンド学習期間が短期間
・期限直前学習による質低下

主主ななリリススクク

学習機会の最大化、運用省力化、全国展開を重視する研
修。オンデマンド管理は中央管理、集合研修は自治体管
理

集合研修の質・演習の深さを重視する研修、標準化を重視
する研修。

適適すするる研研修修目目的的

表表44--33--33--22 ブブレレンンドド型型研研修修22案案のの特特徴徴比比較較

（ⅰ）基本構造
セット型は、オンデマンド学習に明確な期限を設定し、集合（対面）研修直前の事
前学習として位置づける構造となっており、集合（対面）研修への申込時または参加
前までに修了証の提出を義務付けることで、学習と集合（対面）研修を一体的に管理
する設計となっている。
これに対し随時学習型では、オンデマンド学習を長期間にわたり受講可能とし、複
数回開催される集合（対面）研修のいずれにも、修了証を提出することで参加できる
構造であり、学習と集合（対面）研修の時間的結合は弱く、参加時点で修了証の有無
のみを確認する仕組みとなっている。
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（ⅱ）集合（対面）研修の質
セット型では、全受講者が集合（対面）研修直前に同一内容を学習しているため、
前提知識が揃いやすく、演習や討議が成立しやすい。事前学習としての位置づけが明
確であり、研修全体としての一体感が生まれやすい点が特徴である。また、学習から
集合（対面）研修までの時間が短いため、記憶が新しく、知識の定着が期待できる。
一方、随時学習型では、学習時期が受講者ごとに異なるため、知識の新鮮さや定着
度にばらつきが生じやすい。修了時期が個人差に依存することから、集合（対面）研
修時点での理解度にも差が生じ、研修の質が低下するリスクを内包している。事前学
習としての心理的・時間的な近接性が弱く、集合（対面）研修までに学習内容を忘却
している可能性も否定できない。
（ⅲ）受講者の柔軟性
セット型では、学習期間が固定されるため、受講者の柔軟性は低から中程度にとど
まる。特に繁忙期やシフト勤務者にとっては、期限内の受講が負担となる場合がある。
これに対し随時学習型は、期間内であればいつでも学習および集合（対面）研修参
加が可能であり、受講者の柔軟性は非常に高く、勤務形態や生活状況に応じて学習計
画を立てることができ、受講機会の最大化につながる。
（ⅳ）駆け込み学習の発生
セット型では、期限設定により、一定程度の駆け込み学習が発生する可能性がある。
特に期限直前に集中的に学習を行うことで、理解の質が低下する懸念がある。
随時学習型では、集合（対面）研修申込直前にまとめて学習を行うケースが増えや
すく、駆け込み学習が発生しやすい構造である。学習時期が受講者任せとなるため、
計画的な学習が促されにくい点が課題である。
（ⅴ）講師側の負担
セット型では、受講者の前提理解が揃っているため、説明内容のばらつきが少なく、
研修進行が比較的容易であり、講師側の負担は軽減される。
随時学習型では、受講者の理解度に差が生じやすく、補足説明や再確認が必要とな
る場面が増え、講師側の負担は相対的に大きくなる可能性がある。
（ⅵ）事務局の運用負担
セット型では、学習期限の設定、受講者募集管理、未修了者へのフォロー等、事務
局の運用負担は中程度である。
随時学習型では、オンデマンド学習の運用管理は別の団体が担当する場合、修了証
の提出有無のみを確認すればよく、オンデマンド学習状況の詳細な管理は不要である
ため、事務局の運用負担は相対的に小さい。
（ⅶ）未修了者の対応
セット型では、期限内に修了できない受講者が一定数発生する可能性があり、個別
フォローが必要となる。
随時学習型では、オンデマンド学習の運用管理は別の団体が担当する場合、修了証
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を提出した者のみが集合（対面）研修に申し込めるため、未修了者対応は原則として
不要である。
（ⅷ）大規模運用への適性
セット型は、一定規模までの運用には対応可能であるが、期限管理や募集管理が必
要となるため、規模拡大に伴い運用負担が増大する。
随時学習型は、全国規模や多数自治体を対象とした運用に適している。オンデマン
ド学習は中央管理、集合（対面）研修は自治体管理といった分業運用が可能であり、
大規模展開に向いている。
（ⅸ）LMS依存度
セット型では、修了証発行機能に加え、進捗管理機能への依存度が中程度となる。
随時学習型では、集合（対面）研修の運用管理のみである場合は修了証発行が主目
的となり、進捗管理機能への依存度は低いが、オンデマンド学習の運用管理を担当す
る団体ではフルスペックの機能が必要となる。
（ⅹ）主なリスク
セット型の主なリスクは、期限未達者の発生、短期間学習による質低下である。
随時学習型の主なリスクは、集合（対面）研修時の学習効果のばらつきである。

（ⅺ）適する研修目的
セット型は、集合（対面）研修の質や演習の深さ、標準化を重視する研修に適している。
随時学習型は、学習機会の最大化、運用の省力化、全国展開を重視する研修に適し
ており、オンデマンド学習は中央管理、集合（対面）研修は自治体管理といった運用
と親和性が高い。
以上の比較から、両案は研修の目的と運用条件に応じて選択すべき代替モデルであ
ると整理できる。つまり研修の質を最優先する場合にはセット型が適しており、柔軟
性と大規模展開を重視する場合には随時学習型が有効であると考えられる。
3）今後の方向性
（ⅰ）基本的な考え方
ブレンド型研修の制度設計においては、研修の質の確保と全国的な普及・持続可能
な運用の両立が政策上の主要課題となる。本事業で比較した二つの研修形態（集合（対
面）研修とオンデマンド学習のセット型、オンデマンド学習随時型）は、それぞれ異
なる目的に対して有効性を有しており、単一モデルを一律に適用することは必ずしも
合理的ではない。したがって、研修の性質や対象、実施主体の運用体制を踏まえ、目
的別に推奨モデルを明示的に使い分けることが重要である。
（ⅱ）集合（対面）研修の質を最優先する研修に対する推奨モデル
集合（対面）研修において、演習や討議、ロールプレイング等の対話的・実践的学
習の質を重視する研修については、オンデマンド学習・集合（対面）研修セット型の
モデルが推奨される。
本モデルでは、オンデマンド学習を集合（対面）研修の必須学習として明確に位置
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づけ、全受講者が集合（対面）研修直前に同一内容を学習している状態を担保するこ
とが可能であり、前提知識のばらつきが抑制され、集合（対面）研修における学習の
深度と一体感が確保される。特に、以下のような研修目的において本モデルは有効で
あると考えられる。
・演習・討議の成立を前提とする専門性の高い研修
・研修内容の標準化や修了水準の均質化が求められる研修
・講師による高度なファシリテーションを必要とする研修
一方で、学習期限管理や未修了者へのフォローといった運用負担が生じるため、実
施規模が限定的であり、事務局体制が一定程度確保されている研修に適したモデルで
あると位置づけられる。
（ⅲ）受講機会の最大化と全国展開を重視する研修に対する推奨モデル
一方、受講機会の最大化、運用の省力化、全国規模での安定的展開を重視する研修
については、オンデマンド学習随時型のモデルが推奨される。
本モデルでは、オンデマンド学習の有効期限を長期に設定し、受講者が任意のタイ
ミングで学習および集合（対面）研修に参加できる仕組みであり、修了証の提出を集
合（対面）研修参加の条件とすることで、最低限の学習履歴を担保しつつ、詳細な進
捗管理を不要とする点に特徴がある。本モデルは、以下のような目的と高い親和性を
有している。
・勤務形態や生活状況が多様な受講者層への対応
・複数回集合（対面）研修を実施する研修制度
・全国の多数自治体を対象とした大規模研修事業
特に、オンデマンド学習は国・中央機関が一元的に管理し、集合（対面）研修は自
治体等が主体的に実施する分担運用が可能であり、行政コストの抑制と普及促進の両
立が期待できる。ただし、集合（対面）研修における理解度のばらつきが生じやすい
ため、講師向けの補足教材の準備など、質確保のための補完策を併用することが望ま
しい。

（4）�オンデマンド学習システムに必要な LMS（Learning Management System）の標準
仕様

1）学習者の課題を解消する LMS仕様
オンデマンド学習を含むブレンド型研修において学習者が直面しやすい「課題・不安」
を整理し、それらに対して LMSが提供すべき「対応仕様・機能」を検討した。図は学習
者の認知・行動上の問題（不安、つまずき、行動遅延）に対応する、LMSによる解決策（具
体機能）を整理した（図 4-3-4-1）。



90

図4-3-4-1 学習上の課題に対応するLMS仕様
（＊イラストは筆者が原案を作成しGemini3 Flashを使用し加工・編集した, 2025.12.19）

18

図 4-3-4-1　学習上の課題に対応する LMS仕様
（＊イラストは筆者が原案を作成しGemini3 Flash を使用し加工・編集した , 2025.12.19）

（ⅰ）学習を後回しにしてしまう／ゴールが見えない課題に対する LMS仕様
ⅰ）学習者の課題・不安
学習者は、オンデマンド学習において「いつまでに何をどの程度進めればよいか」
が把握できない場合、学習を先送りしやすい。学習者は「ゴールが見えない」「期限
意識が薄い」「どれくらいで終わるか不明」といった課題を抱えやすく、これは学習
計画の不在、見通しの欠如、進捗の不可視性に起因する行動遅延であり、未受講・未
修了の主要要因となり得る。
ⅱ）LMSによる解決策
この課題に対して、LMSでは「ペース配分と目標管理」を実現する仕様を備える
必要があり、具体的には
・�進捗バーの常時表示によって学習の到達度を一目で把握できるようにし、学習の
見通しを与える。
・�未学習リマインド機能によって未着手・停滞者に対して通知を行い、先送り行動
を抑制する。
・�総時間・完了条件を明示することで必要学習時間、必須視聴範囲、修了条件（テ
スト条件等）を可視化し、学習負担の不確実性を低減する。
等の機能によって課題が解消されるが、重要な点は、単に情報を提示するだけでは
なく、学習者が「次に何をすればよいか」を理解できるよう、行動に直結する形で提
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示することである。
（ⅱ）集合（対面）研修との関係が不明／忙しくて時間がない課題に対する LMS仕様
ⅰ）学習者の課題・不安
学習者は、オンデマンド学習と集合（対面）研修との接続が理解できない場合、「な
ぜ学ぶ必要があるのか分からない」「時間がない」「連続視聴が困難」といった状態に
陥る。これは学習の意義（目的→活動→成果の連鎖）が十分に納得されていないことや、
学習がまとまった時間を前提として設計されていることにより生じる課題である。
ⅱ）LMSによる解決策
この課題には、「学習の意義と柔軟性」を高める仕様が必要であり、「意義付けとマ
イクロ化」に関する機能として整理される。具体的な機能は
・�オリエン動画・紐づけを明示することでオンデマンド学習の学習内容が集合（対面）
研修の演習・討議でどう活用されるかを事前に示し、学習の意味を理解可能にする。
・�マイクロラーニング化することで、短時間で完結する単元（小課題）に分割し、
忙しい学習者でも断続的に学べるようにする。
・�レジューム機能を設定することで、途中停止後に続きから再開できるようにし、
連続視聴が困難な学習者の負担を下げる。
等の機能によって課題が解消されるが、「時間の制約」と「意味づけの不足」とい
う二つの阻害要因を同時に扱っている点が重要であり、学習を分割可能にしつつ、集
合（対面）研修への接続を明示することで、学習継続と参加意欲の双方を補強する仕
様としている。

（ⅲ）理解できているか不安等の課題に対する LMS仕様
ⅰ）学習者の課題・不安
オンデマンド学習では「視聴＝理解」ではないため、学習者は「見ただけで大丈夫か」
という不安を抱えやすく、理解の自己評価ができない場合、学習効果の実感が得られ
ず、学習の継続や自信形成が阻害される。
ⅱ）LMSによる解決策
この課題に対しては、「理解度確認と定着」を支える仕様が必要であり、「即時フィー
ドバック」として、以下の機能が重要である。
・確認テスト機能によって、学習直後に理解度を測定し、知識の整理と想起を促す。
・�正答・解説フィードバックを表示することで、正誤のみで終わらせず、なぜ誤り
なのか、何が根拠かを示し、理解の修正と定着を促進する。
等の機能によって課題を解決するが、ここでの設計思想は、学習者の不安を「測定
とフィードバック」により解消する点であり、学習者は到達状況を把握でき、次の学
習行動（復習、再視聴、追加学習）へ接続しやすくなる。

（ⅳ）修了を証明できない／ IT 操作が不安等の課題に対する LMS仕様
ⅰ）学習者の課題・不安
研修制度では修了の証明が求められるが、学習者側には「証明書が必要なのに取得・
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保存が難しい」「操作が苦手で不安」といった課題が生じやすく学習内容の理解とは
別に、手続き上の操作負荷が原因で未完了扱いになるリスクを生み、受講アクセシビ
リティの低下につながるリスクがある。
ⅱ）LMSによる解決策
これらの課題に対し「成果証明と操作性」を確保する仕様を備える必要があり、「簡
単発行・直感操作」に関する機能として具体的には
・�修了証の自動発行機能を設け、テスト合格等の条件達成と同時に修了証を自動生
成し、手続きを簡略化する。
・�ワンクリックでダウンロードできる機能を設定し、取得・保存の操作を最小化し、
IT 不安層でも確実に証明書を入手できるようにする。
・�キャプチャ機能の設定によってダウンロードが困難な場合でも画面提示・保存な
ど代替手段を用意し、取りこぼしを防止する。
等の機能によって課題を解決することが可能であるが、これらの機能は運用上も重
要であり、証明書取得の容易性は受講者の利便性だけでなく、事務局の問合せ対応や
例外処理の削減にも直結している。
以上、LMSの仕様を設計する際の重要な考え方として学習上の障壁を「学習者の
心理・行動の問題」として捉え、それに対して LMSを単なる配信基盤ではなく、学
習行動を設計・支援する仕組み（行動設計のインフラ）として位置づけることが必要
である。すなわち、①見通し（可視化）、②意味づけと柔軟性（継続可能性）、③理解
確認（定着）、④成果証明（手続きの確実性）を、仕様として一貫して実装することで、
オンデマンド学習の離脱・停滞・不安・手続き不全を体系的に低減する設計が必要と
考えられる。

2）運用主体の課題を解消する LMS仕様
ブレンド型研修（オンデマンド学習＋集合（対面）研修）を実装・運用する際に、運
用者（事務局・研修実施主体）が直面する「課題と負担」を整理し、それらを軽減する
ために LMSが備えるべき「自動化・効率化機能」を検討し、整理した。図は、運用上の
課題に対応した LMSの具体的仕様・機能を整理した（図 4-3-4-2）。
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図4-3-4-2 運用上の課題に対応するLMS仕様
（＊イラストは筆者が原案を作成しGemini3 Flashを使用し加工・編集した, 2025.12.19）

19

図 4-3-4-2　運用上の課題に対応する LMS仕様
（＊イラストは筆者が原案を作成しGemini3 Flash を使用し加工・編集した , 2025.12.19）

（ⅰ）進捗確認・照合作業が重い／未修了者対応が負担
ⅰ）運用者の課題
オンデマンド学習を含む研修運用では、受講者の進捗を確認し、修了状況を照合す
る作業が膨大になりやすい。特に、未修了者の抽出、個別の督促、例外対応（受講環
境不備、期限延長依頼等）が発生すると、事務局業務が増加し負担が急増する
ⅱ）LMSによる解決策
この課題に対する解決策は、進捗管理と対応の効率化であり、具体的には「自動化
と一括処理」である。
進捗可視化と未修了者対応を自動化するため、以下の機能を提供する必要がある。
・修了判定の自動化：視聴条件・テスト合格等に基づき、修了・未修了を自動判定する。
・�CSV出力：修了者リスト、未修了者リスト、進捗状況をCSVで出力し、自治体・
実施主体の管理帳票に連結可能とする。
・�未修了者の自動抽出とリマインド配信：未着手・停滞者を条件抽出し、定型文に
よる督促を自動配信する。
これらの機能により、個別確認と督促の反復作業が削減され、事務局は例外対応や
改善業務に資源を振り向けられる運用構造となる。

（ⅲ）集合（対面）研修参加要件の確認が煩雑／当日のトラブル対応が発生
ⅰ）運用者の課題
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集合（対面）研修では、参加要件（オンデマンド学習修了証提出等）の確認が煩雑
になりやすく、当日に未修了者が混入する、当日参加希望への対応が迫られるといっ
たトラブルが発生する。この問題は、研修の公正性を損なうだけでなく、受付業務の
混乱や講師・運営の負担増に直結する。
ⅱ）LMSによる解決策
この課題に対する解決策としては、集合（対面）研修との連携とトラブル回避であり、

「システム連携と事前完結」を可能とする機能が必要である。すなわち、当日処理を
減らし、事前の段階で参加可否を確定させる設計となる。LMSまたは申込システム
との連携により、参加要件確認を自動化・簡素化することが求められる。
具体的には
・�修了証提出前提の運用設計：集合（対面）研修申込時点で修了証の提出（または
修了状態）を前提条件とする。
・�修了者のみ申込可能設定：修了フラグに基づき、申込フォーム側で申込可否を制
御する。
・�スポット照合：QRコード等を活用し、当日の受付時に修了状況を迅速に照合で
きる仕組みを用意する。
これらの機能により、未修了者の混入防止、当日混乱の抑制、受付業務の平準化が
可能となり、運用としては「事前に確定した名簿で運営する」状態を作ることが必要
である。

（ⅳ）研修の質保証が難しい／講師が理解度を把握できない
ⅰ）運用者の課題
オンデマンド学習では「視聴＝理解」とは限らず、流し見が発生し得る可能性が高
い。また、集合（対面）研修において講師が受講者の事前理解度を把握できない場合、
研修の進行が理解度の低い層に引きずられる、あるいは理解度差が放置される等、質
保証が難しくなることが予測される。
ⅱ）LMSによる解決策
解決策としては、質保証と理解度把握に関する機能が必要であり、「データ可視化
と分析」の機能が重要となる。LMSは、学習ログとテスト結果を基に、理解度を推定・
可視化する機能を提供する必要がある。
具体的な機能としては、
・視聴ログ取得：視聴時間、視聴完了率、再生操作等のログを取得する。
・�テスト必須設定：一定の理解確認（確認テスト）を必須化し、視聴のみでの修了
を避ける。
・テスト正答率集計：設問別・受講者別の正答率を集計し、到達度を把握する。
・�間違い箇所の可視化：誤答が集中する設問や領域を可視化し、教材改善や集合（対
面）研修での重点説明に反映する。
これらの機能により、講師は集合（対面）研修前に受講者の弱点傾向を把握し、研
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修設計を調整でき、さらに、運用者はコンテンツ改善の根拠データを継続的に得るこ
とが可能となる。

（ⅴ）全国・多自治体運用が困難／問合せ対応が増える
ⅰ）運用者の課題
研修を全国展開し、多数自治体が関与する運用形態では、管理負担が増大し、操作
方法や要件に関する質問が多発する。結果として、中央・事務局への問合せが集中し、
運用の持続可能性が損なわれる。
ⅱ）LMSによる解決策
課題解決の方向性は、大規模運用とサポートであり、「権限委譲と自己解決促進」
の機能が必要となる。すなわち、中央集権的に処理するのではなく、自治体・現場で
完結できる運用設計を支える機能が必要であり、LMSが提供すべき機能は、運用の
分散とサポート機能となる。
具体的な機能としては
・�ロール管理：自治体担当者、講師、事務局等の役割に応じた権限設定を行い、現
場で必要な作業を自己完結させる。
・標準教材の一括配信：中央で標準教材を配布し、自治体側での運用を平準化する。
・FAQ内蔵：頻出質問をシステム内に格納し、問合せを自己解決に誘導する。
・�チャットボット連携：FAQ検索を補助し、操作・要件の問合せを一次的に吸収する。
これらの機能により、問合せ対応の集中を緩和し、全国規模での運用を持続可能と
する体制が構築される。
以上、運用者の課題解決に必要な LMS仕様は、単なる「受講管理ツール」ではなく、
研修運用の業務プロセスを再設計し、個別対応を最小化しつつ質保証を担保するため
の基盤となることが必要であり、具体的には、①進捗・督促の自動化、②参加要件確
認の事前完結、③学習ログとテストに基づく質保証、④権限委譲と自己解決支援によ
る大規模運用の成立、という点が相互補完的に機能する構造が望ましい。

3）標準的な LMS仕様
将来的なオンデマンド学習システムの開発および運用に向け、受講者の利便性向上、学
習の質保証、および事務局の運用負荷軽減を可能とする効果的なオンデマンド学習に必要
な学習管理システム（LMS）の仕様案について、研修のフェーズ（受講前から運用・報告、
セキュリティに至るまで）別の標準仕様案を検討した（表 4-3-4-3、表 4-3-4-4）。
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表 4-3-4-3　オンデマンド学習に必要な LMS仕様案表4-3-4-3 オンデマンド学習に必要なLMS仕様案

研研修修運運用用上上のの目目的的・・詳詳細細説説明明仕仕様様内内容容（（要要件件））仕仕様様項項目目区区分分研研修修フフェェーーズズ

誰が学習し、修了したかを一意に特定するための
前提条件。修了証・学習ログ・集合研修申込との
正確な紐づけを可能にする。

受講者ごとにIDを発行し、ログイン認証を行
う。パスワード再発行、初回ログイン案内を
含む。

受講者登録・認証
受講者管
理

①① 受受講講前前・・申申込込前前

個人情報・学習結果を適切に管理し、事務局の誤
操作や情報漏えいを防止するため。

受講者・講師・事務局（管理者）ごとに閲
覧・編集・出力権限を設定できること。

ロール（権限）管理権限管理

オンデマンド学習の中核機能。制度改正や内容更
新に柔軟に対応するため。

動画（ストリーミング）および資料（PDF
等）をモジュール単位で配信でき、差替え・
更新が可能であること。

動画・教材配信

教材配信

②② オオンンデデママンンドド学学習習

多忙な受講者でも分割学習を可能とし、学習離脱
を防止する。

視聴途中で中断しても、次回ログイン時に続
きから再生できること。

レジューム（途中再
開）機能

集合研修に必要な前提知識の抜け漏れを防止し、
最低限の学習水準を担保する。

指定した教材を修了しなければ次の教材に進
めない制御を設定できること。

学習順序・前提条件
設定

学習制御

修了判定の根拠および『見ただけ』を防ぐ質保証
のエビデンスとして必要。

視聴時間、視聴率、再生日時、再視聴回数等
を受講者単位で記録すること。

視聴ログ取得学習ログ

計画的受講を促進するため
受講者が修了日を設定すると推奨スケジュー
ルを自動生成し変更可能

個人学習計画設定

学習支援
自己管理と継続学習を促進するため

進捗率・未学習項目・遅延状況をダッシュ
ボード表示

進捗可視化（自己）

共同調整による学習意欲向上小グループ単位で進捗を匿名表示進捗可視化（他者）

先送り防止と集合研修接続の確保単元ごとに締切設定と遅延時自動通知モジュール締切設定

学習設計
学習意義の理解と動機づけ科目構成・順序・集合研修との関係を表示

コースロードマップ
表示

理解度の項目別把握テスト問題を学習目標と紐付け管理学習目標連動評価
学習評価

個別最適学習の実現結果に応じ復習教材を自動提示弱点フィードバック

形成的評価の実施レポート提出とコメント返却課題提出・添削課題

教材拡張と互換性確保SCORM/xAPI対応外部教材規格対応連携

表 4-3-4-4　オンデマンド学習に必要な LMS仕様案

研研修修フフェェーーズズ 区区分分 仕仕様様項項目目 仕仕様様内内容容（（要要件件）） 研研修修運運用用上上のの目目的的・・詳詳細細説説明明

③③ 理理解解度度確確認認
学習評価

確認テスト（小
テスト）

択一・複数選択式のテストを作成でき、合格
基準や再受験条件を設定できること。

オンデマンド学習における理解度を可視化し、集合
研修の前提を揃えるため。

テスト結果記
録・管理

得点、合否、受験回数、受験日時を自動記録
し一覧化できること。

修了判定の客観性を担保し、講師・事務局が理解度
傾向を把握するため。

学習分析
学習分析ダッ
シュボード

視聴時間・再視聴・正答率等の分析表示 指導改善への活用

④④ 修修了了判判定定・・証証明明 修了管理

修了判定ロジッ
ク（自動）

視聴完了およびテスト合格等の条件を満たし
た場合に自動で修了判定すること。

事務局による手作業判定を不要とし、大規模運用で
も安定した運用を可能にする。

修了証自動発行
修了判定後にPDF形式の修了証を自動発行し、
受講者がダウンロードできること。

集合研修参加要件として活用し、事務局の照合作業
を削減する中核機能。

修了日・修了番
号管理

修了日および一意の修了番号を保持し、検
索・確認できること。

修了証の真正性確認や有効期間（2年間等）管理の
根拠とするため。

⑤⑤ 集集合合研研修修前前

通知
自動リマインド
通知

未修了者、期限接近者、申込前未修了者に自
動で通知を送信できること。

未修了を未然に防ぎ、人的フォローを最小限に抑え
る。

支援

個別支援メッ
セージ

対象者別にメッセージ送信し履歴保存 継続的指導支援

支援履歴管理 支援内容を一覧管理 組織的支援体制の確保

コミュニ
ケーション

フォーラム・質
疑

掲示板・Q&A機能 交流促進と疑問解消

⑥⑥ 運運用用・・報報告告

出力

受講・修了状況
一覧表示

受講者・未修了者・修了者の一覧を画面で即
時確認できること。

問い合わせ対応や研修運営判断を迅速に行うため。

CSVエクスポー
ト

受講者名簿、修了者一覧、テスト結果等を
CSV形式で出力できること。

自治体での名簿管理、集合研修受付、報告書作成に
不可欠。

管理 進捗アラート 未受講・低活動者を自動抽出通知 受講脱落防止

分析 KPI管理 受講率・完了率等の統計表示 研修効果評価

⑦⑦ セセキキュュリリテティィ・・監監査査

セキュリ
ティ

アクセス制御
権限に応じた閲覧制限、URL直打ち防止、ロ
グアウト制御を行うこと。

公的研修として個人情報を適切に保護するため。

監査
操作ログ（監査
ログ）

管理者による操作履歴（修了修正、出力等）
を記録すること。

監査対応およびトラブル発生時の検証を可能にする。

権限 多層権限設定 国・自治体・講師等の閲覧権限分離 情報管理の適正化

表4-3-4-4 オンデマンド学習に必要なLMS仕様案
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（ⅰ）受講前・申込前フェーズ
本人の担保と情報管理の基盤構築を目的とする段階であり、後続の学習履歴や修了
証の真正性を保証する条件となる。
受講者登録・認証機能では、受講者ごとに一意の IDを発行し、ログイン認証によっ
て学習主体を特定できる仕組みを整備する必要がある。これにより、誰が学習し修了
したのかが明確に証明可能となり、パスワード再発行や初回ログイン案内を提供し、
現場職員でも支障なく利用できる環境を整えることが求められる。また、修了証発行
や学習ログとの紐付けを確実に行うため、登録情報の一貫性が維持される設計とする
ことが重要である。
ロール（権限）管理機能では、受講者、講師、事務局管理者等の立場ごとに閲覧・編集・
出力権限を区別して設定できる必要がある。これにより個人情報および学習結果を適
切に管理し、誤操作や情報漏えいを防止でき、特に自治体・研修実施機関・講師の三
層構造を想定し、閲覧範囲を段階的に制御できる設計が望ましい。
（ⅱ）オンデマンド学習フェーズ
実際の学習成立と継続を支える中核機能であり、教材配信、学習制御、進捗管理、
評価準備の役割を担う。
動画・教材配信機能では、動画および資料をモジュール単位で配信でき、改定や内
容更新に応じて簡易に更新を可能とする必要がある。中心となる機能であり、受講者
が時間や場所に制約されず学習できる環境を保証する役割を持つ。さらに複数回の改
訂を前提とし、旧版教材との混在が起きない管理が必要となる。
レジューム機能は、視聴途中で離脱した場合でも次回ログイン時に続きから再開で
きる仕組みであり、分割学習を可能にすることで学習離脱を防止する機能である。特
に業務の合間に受講する現場職員にとって必須の機能である。
学習順序および前提条件設定機能では、指定教材を修了しなければ次の教材に進め
ない制御を可能とする。これにより集合（対面）研修に必要な基礎知識の欠落を防ぎ、
受講者間の理解水準を一定に保つことができる。
視聴ログ取得機能は、視聴時間、視聴率、再生日時、再視聴回数等を記録するもの
であり、修了判定の根拠となるエビデンスを形成する。単に閲覧しただけの受講を防ぎ、
学習の実質性を担保する役割を持つ。
個人学習計画設定機能では、受講者が修了目標を設定すると推奨スケジュールが自
動生成され、計画的受講を促進することで自己管理を支援し、かつ未修了者の発生を
抑制する効果が期待される。
進捗可視化機能では、学習者に対して進捗率や未学習項目を表示するとともに、小
グループ単位で匿名化された進捗比較ができるようになり、自己管理と共同調整の双
方を促し、学習継続性を高める。
モジュール締切設定機能は、単元ごとに期限を設け自動通知を行うことで学習の遅
延を防止し、集合（対面）研修への接続を確保する役割を担っている。コースロードマッ
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プ表示は科目構造と集合（対面）研修との関係を示し、学習意義の理解と動機づけに
寄与する。
学習目標連動評価では、テスト問題と学習目標を紐づけて理解度を把握し、結果に
応じて復習教材を提示することで個別最適学習を可能とする。弱点フィードバック機
能は理解の偏りを是正する役割がある。
課題提出・添削機能は、レポート提出とコメント返却を通じて思考過程の評価を行
う仕組みであり、知識確認にとどまらない学習成果の把握を可能とする。
外部教材規格対応機能は SCORMや xAPI に対応し、教材拡張と将来的なシステム
連携を保証するものである。これにより長期的な運用持続性を確保できる。
（ⅲ）理解度確認フェーズ
学習到達度を客観的に可視化し、集合（対面）研修の前提条件を整える段階である。
確認テスト機能では択一式・複数選択式問題を作成し、合格基準や再受験条件を設
定する。これにより理解度のばらつきを把握し、集合（対面）研修の学習水準を揃え
ることが可能となる。
テスト結果記録機能は得点・合否・受験回数を自動保存し、理解度傾向の把握と修
了判定の根拠を提供する。
学習分析ダッシュボードでは視聴時間や正答率を可視化し、講師や事務局が指導改
善に活用できる環境を整える。単なる記録ではなく、教育改善のための分析データと
して機能することが重要である。
（ⅳ）修了判定・証明フェーズ
修了の客観性と証明の真正性を確保する段階となる。
修了判定ロジックでは、視聴完了・テスト合格・課題提出の複合条件を満たした場
合に自動判定を行う。これにより事務局の作業を省力化し、大規模運用でも安定した
判定を可能にする。
修了証自動発行機能は、判定後にPDF形式の修了証を発行しダウンロード可能とす
る。修了日・修了番号管理は真正性確認の基礎データとなり、有効期限管理と照合す
る際の根拠となる。
（ⅴ）集合（対面）研修前フェーズ
集合（対面）研修に円滑に連動するための受講者支援を目的とする。
自動リマインド通知は未修了者や期限接近者へ通知を行い、人的フォローを最小限
に抑える。
個別支援メッセージ機能は対象者ごとの支援履歴を蓄積し、継続的な指導を可能と
する。
フォーラム・Q&A機能は受講者間の交流と疑問解消を促進し、理解促進と不安軽減
の役割を担う。
（ⅵ）運用・報告フェーズ
運用管理と研修評価を実施する段階である。
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受講・修了状況の一覧表示は問合せ対応や運営判断を迅速化し、CSV出力機能は自
治体報告や名簿管理に不可欠である。
進捗アラート機能は未受講者を自動検出し離脱防止に有用であり、KPI 管理では受講
率・完了率を統計表示し、研修効果評価の基礎データを提供する。
（ⅶ）セキュリティ・監査フェーズ
公的研修としての信頼性を担保する段階となる。
アクセス制御では権限に応じた閲覧制限、URL直打ち防止、強制ログアウト等を実
施し個人情報を保護する。
操作ログ（監査ログ）は管理者の修正・出力操作を記録し、トラブル発生時の検証
を可能とする。多層権限の設定により国・自治体・講師の閲覧範囲を分離し、適正な
情報管理を実現する。
以上、これらの LMS機能によってオンデマンド学習の質的向上と運用業務の高度な
自動化が期待でき、各機能の連携によって、統合的な管理・運用による効率的な研修
運営が促進される。

（5）標準的なブレンド型研修の全体フロー
本研修は、事前学習としてのオンデマンド学習と、集合（対面）研修による応用・実践
学習を組み合わせたブレンド型研修として構成されている。学習者の主体的・継続的な学
びを支援すると同時に、運営側の管理負担を最小化し、かつ研修の公正性・信頼性を確保
することを目的として、LMS（Learning Management System）を中核に据えた運用モ
デルを採用している。申込から修了に至るまでの一連の流れを、「事前学習段階」と「集合
（対面）研修段階」に区分し、それぞれについて学習者・運用者・システムの役割を検討し、
整理した（図 4-3-5-1）。
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修修了了証証提提出出

・・進進捗捗遅遅滞滞者者へへのの督督促促のの手手間間
・・教教材材視視聴聴デデーータタのの分分析析負負荷荷

・・学学習習期期間間のの設設定定、、締締めめ切切りり設設定定
・・進進捗捗モモニニタタリリンンググ
・・未未受受講講者者へへののリリママイインンドド送送付付
・・ココンンテテンンツツ不不具具合合のの修修正正対対応応

・・研研修修案案内内メメーールルのの送送付付、、受受付付
・・受受講講者者把把握握、、管管理理
・・開開催催UURRLL等等のの送送付付
・・ヘヘルルププデデススクク窓窓口口のの設設置置
・・オオンンラライインン研研修修のの運運用用
・・参参加加者者、、受受講講状状況況、、修修了了者者のの把把握握
・・IIDD//PPWWのの発発行行おおよよびび管管理理

・・参参加加者者のの把把握握
・・IICCTT操操作作ササポポーートト

・・参参加加意意識識のの低低ささ
・・機機器器操操作作のの不不慣慣れれ

・・学学習習動動機機のの維維持持
・・学学習習機機会会のの確確保保
・・流流しし見見にによよるる内内容容のの未未定定着着
・・操操作作方方法法にに関関すするるササポポーートト

・・レレデディィネネスス格格差差

・・集集合合研研修修のの申申込込受受付付
・・会会場場設設営営
・・受受付付おおよよびび本本人人確確認認
・・講講師師依依頼頼・・調調整整
・・研研修修中中のの運運用用管管理理

・・修修了了証証発発行行デデーータタ管管理理
・・合合格格者者へへのの案案内内送送付付負負担担
・・不不合合格格者者のの再再受受験験案案内内負負担担

・・合合格格者者のの確確認認
・・不不合合格格者者へへのの再再受受験験案案内内
・・合合格格者者へへのの案案内内送送付付

・・身身分分証証のの提提出出
・・IIDD//パパススワワーードド認認証証
・・規規約約同同意意ロロググのの記記録録

・・ブブララウウザザ別別タタブブ監監視視
・・一一定定時時間間無無操操作作ででののタタ

イイムムアアウウトト
・・ラランンダダムムなな本本人人確確認認表表
示示

22【【基基礎礎習習得得】】オオンンデデママンンドド学学習習

・・理理解解度度のの客客観観的的測測定定
・・集集合合研研修修のの受受講講要要件件

・・不不合合格格者者のの対対応応
・・正正解解情情報報のの不不正正入入手手
・・修修了了証証紛紛失失、、出出力力困困難難

・・演演習習、、討討議議、、ロローールルププレレイインンググ、、実実習習
・・事事前前学学習習でで得得たた知知識識をを実実践践形形式式でで深深化化ささせせ
るる

・・未未修修了了者者のの当当日日紛紛れれ込込みみ防防止止
・・理理解解度度のの差差をを考考慮慮ししたた運運営営調調整整

知知識識ののイインンププッットト。。各各自自ののペペーーススでで標標準準
化化さされれたた基基礎礎知知識識をを修修得得すするる

・・研研修修のの目目的的、、全全体体ススケケジジュューールル、、受受講講
ルルーールルのの確確認認
・・動動機機付付けけととIICCTT環環境境のの準準備備

・・ココピピーー＆＆ペペーースストトのの禁禁
止止
・・多多重重ロロググイインンのの検検知知遮遮

断断
・・IIPPアアドドレレススにによよるる同同一一

人人物物チチェェッックク

・・IIDD//PPWW発発行行・・管管理理
・・受受講講者者管管理理
・・動動画画配配信信機機能能
・・操操作作ヘヘルルププ機機能能
・・視視聴聴完完了了フフララググ管管理理

・・シシーーククババーー操操作作制制限限（（早早送送りり
禁禁止止））
・・ババッッククググララウウンンドド再再生生検検知知

・・自自動動リリママイインンドド機機能能
・・学学習習者者管管理理画画面面のの設設定定

・・ラランンダダムム出出題題（（問問題題・・選選択択
肢肢））
・・解解答答時時間間制制限限のの設設定定
・・修修了了証証（（PPDDFF））のの自自動動生生

成成・・発発行行
・・案案内内メメーールル自自動動発発送送

LLMMSS実実装装仕仕様様 不不正正受受講講対対策策運運用用者者フフロローー学学習習者者フフロローー

３３【【修修了了判判定定】】確確認認テテスストト・・修修了了証証発発行行

22

図4-3-5-1 ブレンド型研修のフロー全体図図 4-3-5-1　ブレンド型研修のフロー全体図

1）事前学習段階
（ⅰ）【導入】オンライン・ガイダンス
ⅰ）学習者
研修申込後、学習者はオンライン・ガイダンスを受講する。ここでは、研修の目的、
全体スケジュール、修了要件、受講上のルール等を確認するとともに、オンデマンド
学習に必要な ICT環境の準備を行う。
この段階では、参加意識の低さや機器操作への不慣れが課題として想定される。
ⅱ）運用者
運用者は、研修案内メールの送付および受付業務を行い、受講者情報を把握・管理
する。また、開催案内や各種連絡の配信、ヘルプデスク窓口の設置、オンライン研修
全体の運用設計を担う。さらに、参加者の受講状況や修了者の把握、ID・パスワード
の発行および管理を行い、ICT操作に不慣れな受講者へのサポート体制を整備する。

（ⅱ）【基礎習得】オンデマンド学習
ⅰ）学習者
学習者は、各自のペースでオンデマンド学習教材を視聴し、基礎的・標準化された
知識の習得を行う。
この段階では、学習動機の維持、学習機会の確保、流し見による内容の未定着、操
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作方法に関する問合せ等が課題として生じ得る。
ⅱ）運用者
運用者は、学習期間および締切日の設定、進捗状況のモニタリング、未受講者への
リマインド送付を行う。
また、コンテンツ不具合への対応、進捗遅滞者への督促の手間、教材視聴データの
分析負荷といった運用上の課題に対応する必要がある。
ⅲ）LMS実装仕様
LMS上では、ID・パスワードの発行・管理、受講者管理、動画配信機能、操作ヘ
ルプ機能、視聴完了フラグ管理、シークバー操作制限（早送り防止）、バックグラウ
ンド再生検知、自動リマインド機能、学習者管理画面の設定等を実装する。

（ⅲ）【修了判定】確認テスト・修了証発行
ⅰ）学習者
オンデマンド学習終了後、学習者は理解度を客観的に測定するための確認テストを
受験する。合格者は修了証を取得し、集合（対面）研修への参加要件を満たす。一方、
不合格者への対応や、正解情報の不正入手、修了証の紛失等が課題として想定される。
ⅱ）運用者
運用者は、合格者の確認、不合格者への再受験案内および個別連絡、修了証発行デー
タの管理を行う。
この段階では、案内送付や再受験対応に係る運用負担が生じる。
ⅲ）LMS実装仕様
LMSは、ランダム出題（問題・選択肢）、解答時間制限、修了証（PDF）の自動生成・
発行、案内メールの自動送信機能を実装する。

2）集合（対面）研修段階
（ⅰ）【申込】修了証提出
オンデマンド学習修了者は、修了証を提出した上で集合（対面）研修に申し込む。
これにより、基礎知識を修得した者のみが集合（対面）研修に参加する仕組みを担保
する。
（ⅱ）【応用・実践】集合（対面）研修・実習
ⅰ）学習者
集合（対面）研修では、演習、討議、ロールプレイング、実習等を通じて、事前学
習で得た知識を実践的に深化させる。レディネスの格差が課題として想定される。
ⅱ）運用者
運用者は、集合（対面）研修の申込受付、会場設営、受付および本人確認、講師依頼・
調整、研修当日の運営管理を担う。未修了者の当日紛れ込み防止や、理解度の差を考
慮した運営調整が重要な運用課題となる。

3）不正受講対策の全体設計
本研修では、研修の信頼性確保のため、不正受講対策を体系的に実装している。具体
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的には、本人確認書類の提出、ID・パスワード認証、規約同意ログの記録、ブラウザ別
タブ監視、一定時間操作停止時のタイムアウト、ランダムな本人確認表示、コピー&ペー
ストの禁止、多重ログインの検知遮断、IP アドレスによる同一人物チェック等を実施する。
これらの対策により、学習の真正性と修了認定の公正性を担保している。
以上のように、本ブレンド型研修は、学習者の学習体験、運用者の実務、LMSの機能実装、
不正受講対策を一体的に設計することで成立している。本モデルは、質の高い学習成果
を確保しつつ、大規模研修の効率的・安定的運用を可能とする実装モデルであると位置
づけられる。

（6）効果的な学習教材の標準要件
1）推奨される教材の構成要件
本表では、オンデマンド学習を単なる「事前視聴」や「動画配信」にとどめず、集合（対面）
研修と一体となって学習成果を生み出すための標準的教材設計要件を整理した（表 4-3-
6-1）。

表 4-3-6-1　オンデマンド学習教材に必要な基本要件

要要件件項項目目 条条件件・・要要件件 意意図図

Ⅰ．基本設計・設計思想

学習者中心設計 学習者を「多忙な実務者」と想定する
長時間連続視聴や専門用語前提の構成は離脱を招くた
め、短時間・具体・実務直結型を前提とする

メリルの第一原理 学習は「現実の課題解決」を中心に設計する
理論先行ではなく、事例→判断→解説→振り返りの循
環設計を必須とする

Ⅱ．ストーリー設計

学ぶ意義の提示 冒頭で「なぜ学ぶか」を明示 意義が不明確な教材は離脱率が高い

事例起点構成 冒頭は必ず具体的事例から開始 抽象説明から入ると関心が薄れ学習意欲が低下する

事例の質 判断に迷う・葛藤のある事例 正解が一目で分かる事例は学習効果が低い

構成の基本型 事例提示→問い→解説→適用→まとめ メリルの第一原理を満たす基本構成

理論の扱い 事例の後に最小限で提示
理論は「なぜそう考えるか」を補足する位置づけとす
る

集合研修との接続 集合研修との関係を明示
オンデマンドが「単なる動画視聴」にならないように
する

達成感 小さな理解の積み重ね 長時間一括より、短時間達成を重ねる設計

内容妥当性 現場実態との整合確認 理想論・非現実的対応になっていないか

倫理配慮 尊厳・偏見への配慮 人物像の固定化・ラベリングを避ける

Ⅲ．映像・表現

映像優先 テキストより映像を基本とする
対人支援・ケア場面は映像でしか伝わらない情報が多
い

映像の長さ 1本5～10分以内（最大15分） 視聴完了率・集中力の維持を考慮

映像事例 良い例／不適切な例の対比等 行動・声かけ・距離感の違いを可視化する

字幕・テロップ 補助的に使用
聴覚環境や理解補助として活用するが、情報過多は避
ける

Ⅳ．インタラクティブ性

判断設問 途中に判断を求める問いを挿入 「見るだけ」の受動学習を防ぐ

設問の性質 正誤より考え方を重視 単純な○×ではなく、理由を考えさせる設計

学習の区切り 「一度止めて考える」指示 思考時間を意図的に作ることで理解が深まる

振り返り 最後に自己内省を促す 現場での行動変容につなげるため

Ⅴ．LMS連動性

視聴ログ 視聴完了・再生時間取得 修了判定と質保証の基盤

インタラクション 設問・テスト結果の記録 学習への関与度を可視化

修了判定 視聴＋設問／テスト 見ただけ修了を防止

修了証 自動発行と連動 集合研修参加要件として活用

表4-3-6-1 オンデマンド学習教材に必要な基本要件

（ⅰ）基本設計
ⅰ）学習者中心設計
本要件では、学習者を「多忙な実務者」と想定することを前提とする。
認知症介護実践者等研修の受講者は、現場業務と研修を並行して担っており、長時
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間の連続視聴や抽象的理論中心の構成は学習離脱を招きやすい。
そのため、教材は短時間・具体・実務直結型を基本とし、学習負担の予測可能性を
高める設計とすることが重要である。
ⅱ）メリルの第一原理に基づく設計
教材は、知識伝達そのものではなく、「現実の課題解決」を中心に設計する。
すなわち、事例 → 判断 → 解説 → 振り返りという循環構造を基本とし、理解先行

型ではなく、実践的思考の獲得を目的とする。
（ⅱ）ストーリー設計
ⅰ）学ぶ意義の明示
各教材の冒頭において、「なぜこの内容を学ぶのか」「現場のどの場面に関係するの
か」を明示することを必須要件とする。意義が不明確な教材は、オンデマンド学習に
おいて最も離脱率が高くなるためである。
ⅱ）事例起点構成
教材は必ず具体的な事例から開始する。
抽象的な説明や制度解説から入る構成は、学習者の関心を低下させ、理解の文脈を
失わせるため推奨されない。
ⅲ）事例の質
事例は、判断に迷いが生じる、葛藤を含む実務的事例とする。また、正解が一目で
分かる事例は学習効果が低く、思考を促さない。
ⅳ）構成の基本型
構成は事例提示 → 問い（判断）→ 解説 → 適用 → まとめを基本型とし、これはメ

リルの第一原理を実装した教材構成であり、認知症ケアのように文脈依存性が高い分
野と親和性が高い。
ⅴ）理論の扱い
理論は事例の後に最小限で提示する。理論は「なぜその判断・対応が妥当なのか」
を補強する位置づけとし、理論先行型構成は避ける。
ⅵ）集合（対面）研修との接続
オンデマンド学習教材は、集合（対面）研修での演習・討議と明確に接続される必
要がある。「この事例は集合（対面）研修で扱う」「この判断を集合（対面）研修で深
める」といった関係性を明示することで、オンデマンド学習が「単なる動画視聴」に
なることを防ぐ。

（ⅲ）映像・表現
ⅰ）映像優先設計
認知症ケアは、表情、声のトーン、距離感、場の空気感など、映像でしか伝えられ
ない情報が多い。そのため、テキスト中心ではなく、映像を基本とした設計を推奨する。
ⅱ）映像の長さ
1本あたり 5～ 10 分以内（最大 15分）を原則とする。視聴完了率と集中力維持
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の観点から、長時間動画は避ける。
ⅲ）映像事例
単一の正解例を示すのではなく、良い例と不適切例を対比的に示すことで、判断基
準の理解を促進する。
ⅳ）字幕・テロップ
字幕やテロップは補助的に用いる。理解補助には有効であるが、情報過多になると
認知負荷が高まるため、使用量には留意する。

（ⅳ）インタラクティブ性
ⅰ）判断設問の挿入
教材の途中に、「あなたならどうするか」を問う設問を挿入し、受動的視聴を防ぎ、
思考を伴う学習へ転換する。
ⅱ）設問の性質
設問は正誤判断にとどまらず、「なぜそう考えたか」を意識させる構成とする。理
由づけを重視することで、単なる暗記学習を回避する。
ⅲ）学習の区切りと振り返り
各教材の最後に「一度止めて考える」「自己の実践を振り返る」時間を意図的に設
ける。これは、集合（対面）研修での行動変容につなげるための重要な設計要素である。

（ⅴ）LMS連動性
ⅰ）視聴ログ取得
視聴完了率・再生時間を取得し、修了判定の根拠とする。これは「見ただけ修了」
を防ぐための基盤である。
ⅱ）インタラクション記録
設問への回答、テスト結果を記録し、学習関与度を可視化する。
ⅲ）修了判定・修了証連動
視聴・設問・テストを修了判定ロジックと連動させ、修了証自動発行に接続する。
これにより、集合（対面）研修参加要件としてのオンデマンド学習が制度的に成立する。
以上、これらの要件は、オンデマンド学習を活用したブレンド型研修において、学
習の質が保証された研修システムとして制度化するための標準的指針であり、今後は、
これらを「推奨教材要件」として明示し、LMS仕様・研修運営・講師研修と一体で
実装していくことが、アクセシビリティの向上と学習の質の確保を実現する最良の方
法と考えられる。

2）課題と対策
（ⅰ）教材作成に係る負担の増大と持続可能性の確保
オンデマンド学習教材を、本推奨案に基づき「事例中心・映像中心・インタラクティ
ブ設計」で構築する場合、従来の講義資料やスライド型教材と比較して、企画・構成・
撮影・編集に要する負担が大きくなるという課題が生じる。特に、認知症介護実践者
等研修のように複数科目・多数単元を有する研修体系では、すべてを新規に制作する
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ことは現実的ではなく、作成負担が過大となることで制度自体の持続可能性が損なわ
れる懸念がある。
この課題に対しては、教材を「一から作る」ことを前提とするのではなく、標準的
な教材構成テンプレートを整備し、設計負担を構造的に軽減することが有効である。
具体的には、事例提示・判断設問・解説・振り返りといった基本構造をあらかじめ
定型化し、作成者は内容の肉付けに集中できる環境を整える必要がある。
また、既存の研修教材を全面的に刷新するのではなく、優先度の高い科目や単元か
ら段階的にオンデマンド化を進める「漸進的実装」を採用することが現実的である。
加えて、全国共通で使用可能な基礎的教材については、中央機関が作成・管理し、
自治体や研修実施機関が共同利用する仕組みを構築することで、重複作成を回避し、
全体としての負担軽減を図ることが可能となる。
（ⅱ）講師・教材作成者間における設計スキルの差
オンデマンド学習教材の質は、単に専門知識の量ではなく、「どのような順序で、ど
のような問いを通じて学習者に考えさせるか」という設計力に大きく依存する。しかし、
現場の講師や教材作成者の多くは、対面講義の経験は豊富である一方、オンデマンド
学習特有の設計手法には必ずしも習熟していないという現状がある。
その結果、同一研修内であっても、教材ごとに構成や質にばらつきが生じ、学習効
果の不均一化や、受講者の混乱を招くおそれがある。これは、制度としてオンデマン
ド学習を導入する上で看過できない課題である。
この課題への対策としては、まず教材設計に関するガイドラインを明文化し、共通
の設計原則を明示することが不可欠である。本推奨案で整理した基本要件（事例起点、
判断設問、理論の位置づけ等）を「作成時の必須観点」として明確化することで、設
計の最低水準を担保することが可能となる。
さらに、良質なモデル教材を複数提示し、「どのような教材が望ましいのか」を具体
的に共有することが重要である。抽象的な指針だけでなく、完成形のイメージを共有
することで、作成者の理解が深まる。
加えて、教材作成者や講師を対象とした研修やレビュー体制を構築し、個人任せに
しない支援的環境を整えることが、長期的な質保証につながる。
（ⅲ）教材設計要件と LMS機能との不整合
オンデマンド学習の学習効果は、教材そのものの質だけでなく、それを支える LMS
の機能設計と密接に関連している。しかし、教材設計の要件と LMSの仕様が十分に整
合していない場合、意図した学習設計がシステム上で実現できず、結果として学習効
果が低下するという問題が生じる。
例えば、判断設問や振り返りを組み込んだ教材を設計しても、LMS側で設問記録や
学習ログが取得できなければ、理解度の把握や修了判定に反映できない。また、レジュー
ム機能や学習順序制御が不十分であれば、多忙な実務者に配慮した設計が形骸化する。
この課題に対しては、教材設計を前提とした LMS要件定義を行い、教材とシステムを
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一体的に設計することが必要である。
LMS選定や改修においては、「どのような教材を実装したいのか」を起点に機能要
件を整理し、単なる動画配信機能の有無ではなく、学習制御・ログ取得・評価連動ま
でを含めて検討する必要がある。
また、すべての機能を一度に実装するのではなく、学習効果に直結する機能を「必須」、
補完的機能を「推奨」として優先度を整理することで、現実的かつ段階的な実装が可
能となる。
（ⅳ）オンデマンド学習と集合（対面）研修との接続不全
ブレンド型研修において最も重要な課題の一つが、オンデマンド学習と集合（対面）
研修が分断され、学習が「別々の活動」として認識されてしまうことである。この状
態では、オンデマンド学習が単なる事前視聴にとどまり、集合（対面）研修において
十分に活用されず、結果として全体の学習効果が低下する。
この問題は、教材設計だけでなく、集合（対面）研修の運営・講師側の認識とも深
く関係している。オンデマンド学習で何を学んできたのかが集合（対面）研修の前提
とされなければ、受講者は事前学習の意義を見失い、学習動機が低下する。対策とし
ては、まず集合（対面）研修の演習・討議設計とオンデマンド学習教材を明示的に紐
づけることが不可欠である。オンデマンド学習教材内で「この事例は集合（対面）研
修で扱う」「この判断を現場演習で深める」と示すと同時に、集合（対面）研修側でも
事前学習内容を前提とした進行を行う必要がある。
さらに、講師に対して事前にオンデマンド学習教材の内容と学習状況（ログや理解
度傾向）を共有することで、集合（対面）研修をより効果的に設計することが可能と
なる。
集合（対面）研修の冒頭でオンデマンド学習内容を想起させる導入を行うことも、
学習の連続性を高める上で有効である。
以上の課題は、いずれもオンデマンド学習を「付加的手段」としてではなく、研修
制度の中核的構成要素として位置づけるかどうかに関わるものである。本推奨案を実
装するにあたっては、教材、LMS、集合（対面）研修、講師体制を分断せず、相互に
連動した設計と運用を行うことが、学習効果を担保する上で不可欠である。

4．オンデマンド学習教材案の検討　
（1）目的
本事業では、先に述べたように認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研
修科目に関するオンデマンド学習システムを導入したブレンド型研修を推進する上で、標
準的に推奨される学習教材の構成要件について提案したが、提案した教材構成に基づいた
教材構成例について、シナリオ構成案および画面表示スライド案を作成し、今後のオンデ
マンド学習教材作成に資する参考資料を提案した。
また、特に、本事業では、従来「対面学習でなければ習得が困難」とされてきた学習効
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果を対象に、生成AI 等の高度なオンデマンド技術を活用することにより、個別学習環境下
における代替・補完の可能性について検討することを目的としている。
認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研修においては、知識理解のみな
らず、判断力、対人調整力、ファシリテーション力、指導力、即時対応力といった実践的
能力の獲得が求められる。これらは、身体性、非言語的相互作用、多人数同時協働、場の
共有といった要素を含むため、これまで主として集合（対面）研修や実習によって担保さ
れてきている。
一方で、介護人材不足等を要因とした受講機会の減少、業務負担、研修運営コストの増
大といった課題を背景に、オンデマンド学習の高度化によってこれらの学習効果の一部を
代替または補完し、受講アクセシビリティを促進する研修システムが必要とされている。
よって、本事業では単にオンデマンド化の可否を論じるのではなく、①対面学習依存型と
される学習効果の構造を明確化すること、② それらをオンデマンド技術で再現するための
教材設計要件を整理すること、③ 実装可能性と限界を明らかにすることを目的とし、「対面
でしか習得できないとされてきた学習効果」を明確化し、それらをオンデマンド環境下で
再設計するための具体的な教材シナリオ案を作成し提案を実施した。
（2）方法
1）教材シナリオ構成案作成対象科目の選定条件
第一に、「体験学習」「体得」「即時的相互作用」を伴う学習効果が中核となる科目であ
ることを条件とし、「ロールプレイ等による技能の習得」「他者の反応や感情の変化を踏
まえ、柔軟に対応方法を調整する能力」「非言語的要素（表情・声色・沈黙・場の空気）
の理解」「指導場面における即時フィードバックと関係性構築」に関する学習効果が想定
されることを条件として選定した。
第二に、当該科目に想定される学習効果が研修全体において中核的能力の形成に位置
づけられているかを条件とした。具体的には、「職場内教育（OJT）の理論と方法」は、
認知症介護実践リーダーとしての役割遂行能力に直結する科目として主要な科目である
ことから対象科目の候補として選定した。
第三に、生成AI、インタラクティブ教材、分岐型シナリオ、対話型シミュレーション
などの技術と理論的に接続可能であることを条件とした。すなわち、完全な代替が不可
能であっても、「部分的再現」「準備訓練」「振り返り支援」として再設計できる可能性が
ある科目を対象とした。特に「職場内教育（OJT）の理論と方法」は、身体技能や体験、
体得を必要とし、指導技術において重要となる判断・対話・関係性調整を中心とする科
目であるため、優先的に選定した。
以上の条件を踏まえ対象科目の選定は、「身体動作を通じた習得が必要か」「即時的な
対人応答を伴うか」「多人数同時協働を要するか」「多角的視点による討議が必要か」の
観点から分類し、オンデマンド学習による達成可能性を「可能」「工夫すれば一部可能」「困
難」に区分した後、「困難」または「一部可能」と評価された科目群を抽出した。
抽出された科目について、生成AIや分岐型教材によって再設計可能な要素を分析し、「指
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導場面の応答選択と結果分岐」「フィードバック自動生成機能」「判断過程の可視化と振
り返り」の機能を組み込んだ教材構成のシナリオ案を検討・作成した。
2）対象科目
「職場内教育（OJT）の理論と方法」は指導技法、コーチング、フィードバック場面など、
対話を中心としたロールプレイ体験を中核とする内容であり、生成AI を活用した対話型
シミュレーターによって一定程度の疑似体験が可能であり、指導者役と被指導者役との
一対一の相互作用は、AI による分岐型シナリオや応答生成機能と親和性が高く、判断過
程の可視化や即時フィードバックの設計も比較的実装可能であるため、教材構成に関す
るシナリオ案の作成対象科目として選定した。
また、「カンファレンス（会議）の技法と実践」は、複数参加者による同時的・相互的
な協働、発言の重なり、場の空気や非言語的要素を含む動的な集団過程が本質であり、
現時点のAI機能では多人数同時協働のリアルタイム再現が困難であるため、模擬カンファ
レンスの体験を十分に代替することは難しいと判断したが、本事業の主旨に従いAI 機能
による学習効果の可能性を検討する上で、参考資料として位置づけ、シナリオ案作成の
対象科目とした（巻末資料 3参照）。
よって、本報告では、「職場内教育（OJT）の理論と方法」科目におけるオンデマンド
教材の構成及び内容を中心に説明する。（なお、「カンファレンス（会議）の技法と実践」
科目に関するオンデマンド教材の構成および内容については、巻末資料として掲載した。）
3）シナリオ様式の設定
作業部会の検討によりシナリオ構成案の様式は、学習項目別にコンテンツに必要な表
現技術の構成表と、コンテンツの画面表示イメージを作成することに決定した。
4）作成手順
事務局にてカリキュラムシラバス、標準テキストを参考に教材構成のシナリオ案を作
成し、作業委員会にて検討した後、検討委員会にて承認を得、また修正指摘事項がある
場合は作業部会に差し戻し、修正に関する検討を行い、委員会にて承認を得る手順を実
施した。

（3）オンデマンド学習教材のシナリオ構成案
1）�認知症介護実践リーダー研修科目「職場内教育（OJT）の理論と方法　420分」（2025.2
月時点改定案）

（ⅰ）科目概要
ⅰ）目的
認知症におけるチームケアを向上するリーダーとして、指導に関する理論と指導計
画の立案方法、指導技法の種類と特徴を学び、認知症ケアの効果的な指導方法を修得
する。
ⅱ）到達目標
①チームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解する。
②認知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解する。
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③職場内教育（OJT）の計画方法を体験的に理解する。
④職場内教育（OJT）における有効な指導技法の種類と実際の方法を理解する。
ⅲ）概要
介護職員等の技術向上は、スーパービジョンや個別指導等の職場内の指導による教
育が有効であり、認知症介護実践リーダーには職場内教育（OJT）を実践しチームケ
アの質の向上を達成する役割が期待されている。認知症介護実践者への指導や教育を
担っている認知症介護実践リーダーの指導能力はチームケアの質に大きく影響してい
るため、実認知症介護実践リーダーは人材育成に関する知識や理論、方法を理解し指
導力を高めることが必要である。本科目では指導の理論や指導計画の立案方法、指導
技法の理解を通じ職場内教育（OJT）の理論と方法を学ぶ。
ⅳ）内容
①人材育成の意義と方法
A．人材育成の意義と目的
B．指導における基本的態度
C．育成方法の種類と特徴

②職場内教育の意義と方法
A．職場内教育（OJT）の意義と目的
B． Off-JT、自己啓発（SDS）の限界と職場内教育（OJT）の有効性

③職場内教育（OJT）における指導技法
A．ティーチング・コーチングの理論と技法の理解
B．面接技法の理論と技法の理解
C．スーパービジョンの基本的理解
D．ティーチング・コーチング・面接技法を活用した指導の実際

④職場内教育（OJT）の実践方法
A．指導課題の設定方法
B．指導目標の設定方法
C．指導計画の立案方法

2）�「③職場内教育（OJT）における指導技法」を中心としたオンデマンド学習教材のシ
ナリオ構成案（表 4-4-3-1、巻末資料 1参照）
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ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
焦
点
を
当
て
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
手
順
に
つ
い
て
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
に
焦
点
を
当
て
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
7つ

の
⽅
法
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

７
 
面
接
の
際
の
ス
タ
ン
ス

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
手
順
に
つ
い
て
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
面
接
の
際
の
ス
タ
ン
ス
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
「
面
接
技
法
の
種
類
と
⽅
法
」
に
つ
い
て
、
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
総
合
評
価
を
表
示

N/
A

00
4

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
と
は

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
説
明

2
00
5

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

◆
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
手
順
を
説
明

1

事
例

ビ
デ
オ

◆
３
つ
の
手
順
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

１
 
前
提
を
確
認
共
有
す
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
手
順
に
つ
い
て
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
前
提
を
確
認
共
有
す
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
３
つ
の
手
順
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

２
 
正
し
い
⽅
法
を
具
体
的
に
教
え
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
手
順
に
つ
い
て
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
正
し
い
⽅
法
を
具
体
的
に
教
え
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
３
つ
の
手
順
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

３
 
さ
せ
て
み
て
修
正
・
強
化
す
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
手
順
に
つ
い
て
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
手
順
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シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
さ
せ
て
み
て
修
正
・
強
化
す
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
手
順
」
に
つ
い
て
、
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
総
合
評
価
を
表
示

N/
A

00
6

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

◆
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

1

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

１
 
信
頼
関
係
の
形
成

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
信
頼
関
係
の
形
成
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

２
 
間
違
っ
た
⽅
法
・
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
間
違
っ
た
⽅
法
・
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

３
 
理
由
を
伝
え
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
理
由
を
伝
え
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

４
 
質
問
を
受
け
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
質
問
を
受
け
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

５
 
技
術
を
分
割
し
て
言
語
化
す
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
技
術
を
分
割
し
て
言
語
化
す
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
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シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
さ
せ
て
み
て
修
正
・
強
化
す
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
手
順
」
に
つ
い
て
、
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
総
合
評
価
を
表
示

N/
A

00
6

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

◆
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明

1

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

１
 
信
頼
関
係
の
形
成

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
信
頼
関
係
の
形
成
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

２
 
間
違
っ
た
⽅
法
・
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
間
違
っ
た
⽅
法
・
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
教
え
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

３
 
理
由
を
伝
え
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
理
由
を
伝
え
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

４
 
質
問
を
受
け
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
質
問
を
受
け
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

５
 
技
術
を
分
割
し
て
言
語
化
す
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
技
術
を
分
割
し
て
言
語
化
す
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
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事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

６
 
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
伝
え
る

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
伝
え
る
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

７
 
で
き
な
い
こ
と
を
相
手
の
せ
い
に
し
な
い

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
で
き
な
い
こ
と
を
相
手
の
せ
い
に
し
な
い
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

８
 
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
教
え
ら
れ
る
こ
と

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
⽅
法
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
の
8つ

の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
総
合
評
価
を
表
示

N/
A

00
7

コ
ー
チ
ン
グ
と
は

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

・
コ
ー
チ
ン
グ
の
説
明

コ
ー
チ
ン
グ
と
は

・
質
問
・
傾
聴
・
承
認

・
関
連
技
法
と
の
類
似
点
・
共
通
点

2

00
8

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

・
GR
O
W
モ
デ
ル
に
よ
る
コ
ー
チ
ン
グ
の
説
明

1

事
例

ビ
デ
オ

◆
4つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

・
各
ビ
デ
オ
は
、
標
準
テ
キ
ス
ト
事
例
を
ベ
ー
ス
に
ビ
デ
オ
化
す
る

１
 
目
標
の
明
確
化

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
目
標
の
明
確
化
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
4つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

・
各
ビ
デ
オ
は
、
標
準
テ
キ
ス
ト
事
例
を
ベ
ー
ス
に
ビ
デ
オ
化
す
る

２
 
現
状
確
認
・
把
握

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

GR
O
W
モ
デ
ル
に
よ
る
コ
ー
チ
ン
グ

ID
章

項
教
育
⽅
法
 

メ
デ
ィ
ア
・
表
現
手
法

内
容

時
間
(分
)



114

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
現
状
確
認
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
4つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

・
各
ビ
デ
オ
は
、
標
準
テ
キ
ス
ト
事
例
を
ベ
ー
ス
に
ビ
デ
オ
化
す
る

３
 
選
択
肢
・
対
策
案
の
検
討

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
選
択
肢
・
対
策
案
の
検
討
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
4つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

・
各
ビ
デ
オ
は
、
標
準
テ
キ
ス
ト
事
例
を
ベ
ー
ス
に
ビ
デ
オ
化
す
る

４
 
意
思
決
定

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
意
思
決
定
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
「
GR
O
W
モ
デ
ル
に
よ
る
コ
ー
チ
ン
グ
」
に
つ
い
て
、
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
総
合
評
価
を
表
示

N/
A

00
9

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

・
コ
ー
チ
ン
グ
に
お
い
て
よ
く
活
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
説
明

1

事
例

ビ
デ
オ

◆
3つ

の
手
法
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

１
 
傾
聴

・
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
 
・
う
な
づ
き
 
・
相
槌
 
・
オ
ウ
ム
返
し

・
接
続
詞
 
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
 
・
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

・
存
在
承
認
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
傾
聴
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
3つ

の
手
法
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

２
 
質
問

・
拡
大
質
問
 
・
未
来
質
問
 
・
肯
定
質
問
 
・
チ
ャ
ン
ク
ダ
ウ
ン
・
ア
ッ
プ

・
存
在
承
認
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
質
問
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

コ
ー
チ
ン
グ
に
お
い
て
よ
く
活
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
法

ID
章

項
教
育
⽅
法
 

メ
デ
ィ
ア
・
表
現
手
法

内
容

時
間
(分
)



115

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
現
状
確
認
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
4つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

・
各
ビ
デ
オ
は
、
標
準
テ
キ
ス
ト
事
例
を
ベ
ー
ス
に
ビ
デ
オ
化
す
る

３
 
選
択
肢
・
対
策
案
の
検
討

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
選
択
肢
・
対
策
案
の
検
討
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
4つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

・
各
ビ
デ
オ
は
、
標
準
テ
キ
ス
ト
事
例
を
ベ
ー
ス
に
ビ
デ
オ
化
す
る

４
 
意
思
決
定

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

3

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
意
思
決
定
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
「
GR
O
W
モ
デ
ル
に
よ
る
コ
ー
チ
ン
グ
」
に
つ
い
て
、
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
の
総
合
評
価
を
表
示

N/
A

00
9

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

・
コ
ー
チ
ン
グ
に
お
い
て
よ
く
活
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
の
説
明

1

事
例

ビ
デ
オ

◆
3つ

の
手
法
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

１
 
傾
聴

・
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
 
・
う
な
づ
き
 
・
相
槌
 
・
オ
ウ
ム
返
し

・
接
続
詞
 
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
リ
ス
ニ
ン
グ
 
・
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

・
存
在
承
認
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
傾
聴
」
を
メ
イ
ン
に
評
価

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

事
例

ビ
デ
オ

◆
3つ

の
手
法
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

２
 
質
問

・
拡
大
質
問
 
・
未
来
質
問
 
・
肯
定
質
問
 
・
チ
ャ
ン
ク
ダ
ウ
ン
・
ア
ッ
プ

・
存
在
承
認
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
質
問
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

コ
ー
チ
ン
グ
に
お
い
て
よ
く
活
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
法

ID
章

項
教
育
⽅
法
 

メ
デ
ィ
ア
・
表
現
手
法

内
容

時
間
(分
)

事
例

ビ
デ
オ

◆
3つ

の
手
法
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

３
 
承
認

・
事
実
承
認
 
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
Yo
uメ

ッ
セ
ー
ジ
・
Iメ
ッ
セ
ー
ジ
・
W
eメ
ッ
セ
ー
ジ
）

・
承
認
の
た
め
の
留
意
点

・
存
在
承
認
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ジ
ー
に
分
か
れ
て
各
ポ
イ
ン
ト
を
演
技

・
進
⾏
に
合
わ
せ
て
、
各
ビ
デ
オ
内
で
内
容
を
説
明

5

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
AI
ア
バ
タ
ー
と
の
会
話
に
よ
る
面
接
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

・
AI
に
よ
る
評
価
・
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施

・
「
承
認
」
を
メ
イ
ン
に
評
価
す
る

・
繰
り
返
し
実
施
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
活
用
可
能

N/
A

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
「
コ
ー
チ
ン
グ
に
お
い
て
よ
く
活
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
」
に
つ
い
て
、
AI
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
の
総
合
評
価
を
表
示

N/
A

01
0

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声
・
ビ
デ
オ

・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
定
義
と
特
徴

・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る
人
材
育
成
の
意
義

・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
機
能

・
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
形
態

30

01
1
認
知
症
ケ
ア
の
指
導
に
お
け

る
活
用
と
留
意
点

職
場
内
教
育
(O
JT
)に
お
い
て
指
導
技
法
を
活
用
す
る
際
の
留

意
点

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声
・
ビ
デ
オ

・
内
発
的
動
機
づ
け
を
高
め
よ
う
と
す
る
と
き
に
求
め
ら
れ
る
ス
タ
ン
ス

・
観
察
学
習
を
有
効
に
活
用
す
る

・
指
導
す
る
自
分
を
自
己
覚
知
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
多
様
性
を
認
め
る

１
 
自
分
だ
か
ら
そ
う
感
じ
る

 
 
２
 
リ
ー
ダ
ー
が
自
分
の
特
徴
を
認
め
る

・
即
時
的
な
効
果
を
求
め
す
ぎ
な
い

10

01
2

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
コ
ー
チ
ン
グ
、
面
接
技
法
の
統
合

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声
・
ビ
デ
オ

1.
5

01
3

認
知
機
能
障
害
の
把
握

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声
・
ビ
デ
オ

1.
5

01
4

問
題
の
全
体
像
を
と
ら
え
る

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声
・
ビ
デ
オ

1.
5

01
5

報
告
を
受
け
る
過
程
で
の
指
導
(事
実
と
解
釈
を
区
別
す
る
)

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声
・
ビ
デ
オ

1.
5

01
6

倫
理
的
配
慮

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声
・
ビ
デ
オ

1.
5

01
7
ま
と
め

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声
・
ビ
デ
オ

内
容
の
ま
と
め
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

1.
5

想
定
学
習
時
間
(分
)
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2

ID
章

項
教
育
⽅
法
 

メ
デ
ィ
ア
・
表
現
手
法

内
容

時
間
(分
)
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（ⅰ）構成案の概要
「職場内教育（OJT）の理論と方法　③職場内教育（OJT）における指導技法」420
分相当の科目について、生成AI を活用したオンデマンド学習教材として再構成する
ためのシナリオ案を示したものである。本構成案は、単なる講義動画の分割ではなく、
指導技法の理解と体験的学習を両立させることを目的として設計されている。
全体は、導入、概要・目的の提示、理論説明、具体的技法の解説、事例展開、応用
的判断場面、倫理的配慮、まとめという流れで構成されており、各パートにおいて教
育方法、メディア形式、具体的内容、想定時間に分けて整理している。
（ⅱ）構成の特徴
ⅰ）段階的構造
本構成案は、以下のような段階的構造を有している。
導入（ビデオによる情景提示）→概要・目的の明示→指導技法の理論的理解→面接
技法・コーチング技法等の具体的説明→事例場面の提示→判断・応答場面の検討→倫
理的配慮・振り返り→まとめとして段階的に学習可能な構成としている。この構造は、
「理論→具体→判断→振り返り」という学習循環を意識して設計されている。
ⅱ）メディアの多層的活用
各学習項には、「ビデオ」「スライドショー＋音声」「画像」「ナレーション」など複
数のメディア手法を採用し、特に、導入部分では映像・音楽を用いてスーパービジョ
ンの場面を表現するなど、感覚的理解を促す構成となっている。
理論説明部分ではスライドと音声解説を中心に構成され、具体的事例部分では映像
や場面再現を組み込む設計となっている。この点は、単なる講義型オンデマンド学習
ではなく、体験に近づける設計思想を反映している。
ⅲ）指導場面の具体化
構成案には、「報告を受ける過程での指導（事実と解釈を区別する）」「問題の全体
像をとらえる」「倫理的配慮」など、実際のOJT場面を想定した具体的な学習項目が
含まれている。これらは、指導者としての応答の質や判断の枠組みを学ぶ場面であり、
生成AI を活用する場合には、被指導者役との対話シミュレーション、応答選択によ
る分岐型展開、判断理由の言語化、フィードバック生成のように実際の指導場面に基
づいた連続的な学習が可能な設計となっている。

（ⅲ）学習内容と教材構成
ⅰ）導入（問題意識の形成：準備段階の観察体験）
導入段階では、OJT場面の再現映像を提示し、指導者と被指導者の相互作用を観察
させる。ここではAIはまだ対話相手として登場しないが、後のAI対話シミュレーショ
ン学習を効果を向上するための準備段階として設定している。説明を与えない観察型
提示とすることで、受講者は「どの対応が適切か」を自分の感覚で判断しようとする
状態に導かれ、後のAI 対話シミュレーションによる学習時に、適切な判断を行うた
めの前提学習の位置づけとなる。
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ⅱ）概要・目的（AI 学習への意味づけ）
ここでは図解スライドとナレーションにより、OJTの役割と学習到達目標を提示す
る。特に、本教材では「知識理解」ではなく「対応判断能力の形成」を目的とするこ
とを明示する。すなわち、学習の中心は講義ではなく、後のAI 対話シミュレーショ
ン学習による試行錯誤を重点とし、AI 機能を用いた学習の意義を明確化する役割を持
つ。
ⅲ）指導技法の理解（AI 対話の判断基準形成）
①面接技法とは
指導が評価や指示ではなく支持的対話であることを理解させる。この段階では図
解とナレーションにより概念を整理するが、知識習得のみが目的ではなく、後にAI
が返答する多様な反応を解釈するための「判断の枠組み」を与えることにある。
②面接技法の種類と方法
ここでは、導入時の映像を再提示し、映像内におけるどの発言がどの技法に該当
するかを解説する。ここで受講者は、後に体験するAI との対話において自ら選択
する発言がどのような意味を持つのかを理解する。すなわち、AI 対話における行動
選択の基準形成段階である。

ⅳ）指導場面の分析（AI 応答の予測訓練）
指導場面の事例を提示し、問いかけによって受講者に判断を促す。ここではまだAI
は回答を返さないが、「この対応をしたらどうなるか」を予測させる。この予測行為は、
次のAI 対話において、結果と比較しながら理解を修正するための重要な過程となる。
ⅴ）指導の組み立て（AI 対話前の思考モデル形成）
評価→目標→働きかけという思考過程をフローチャートで提示する。この段階で、
受講者は単なる発言選択ではなく、意図を持った対応を構築できるようになる。
AI 対話においては、この思考モデルに基づき発言を組み立てることが求められるた
め、本章はAI 活用学習の前提能力形成段階となる。
ⅵ）疑似実践（AI 対話による体験学習：本教材の中核）
本章が本シナリオの中心である。受講者は被指導者役のAI と対話を行い、自らの
発言に応じてAI の反応が変化する。AI は固定された分岐ではなく、発言の意図や語
調に応じて応答を変えるため、同じ状況でも異なる展開が生じる。これにより、単な
る正誤判定ではなく「相手の理解の変化」を体験的に学習できる。
受講者は試行錯誤を繰り返しながら、
・指示中心の関わりでは反発が生じる
・評価的態度では思考が停止する
・承認と問いかけが理解を促す
といった相互作用の変化を体験的に理解することになる。
この段階では、AI が学習者の行動に対して反応する「疑似他者」として機能し、対
面ロールプレイに相当する学習効果を担保する。
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ⅶ）振り返り（AI フィードバックによる統合）
対話履歴をもとに、AI が対応傾向を分析しフィードバックを提示する。
受講者は自身の発言の特徴（指示傾向・評価傾向・支援傾向など）を客観的に把握
でき、指導行動の改善点を理解する。
このフィードバックは単なる正解提示ではなく、行動傾向の可視化として機能し、
内省を促進する役割を持つ。

（ⅳ）オンデマンド化における設計意図
本構成案は、OJT指導技法の「体験的理解」をどこまでオンデマンド学習で再現で
きるかの試験的な試みであり、「一対一の対話構造はAIシミュレーターと親和性が高い」
「応答の選択とその結果を振り返る構造が組み込める」「指導場面の言語的・論理的側
面は再現可能性が高い」「判断過程の可視化が可能である」といった学習内容の特徴に
応じたオンデマンド学習システムとの親和性を踏まえており、一方で、非言語的要素、
場の緊張感、多人数同時関与などの学習内容や効果は再現が難しいため、「完全代替」
ではなく、「準備訓練・疑似体験」の位置づけとして設計されている。
（ⅴ）本構成案の意義
本教材構成案は、従来対面中心であったOJT指導技法の学習について、どの要素が
オンデマンド学習で再現可能か、どの要素が体験学習として残るか、生成AI 技術をど
こに組み込めるかを具体的に検討した試案である。
特に、一対一の指導場面はAI シミュレーションとの親和性が高く、判断力や応答構
成力の反復訓練が可能である点が、本構成案の中核的な意義である。
3）�「④職場内教育（OJT）の実践方法」（指導計画法）を中心としたオンデマンド学習教
材のシナリオ構成案（表 4-4-3-2、巻末資料 2参照）
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 ④
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ど
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・
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（ⅰ）構成案の概要
表は、「職場内教育（OJT）の理論と方法　④職場内教育（OJT）の実践方法」のうち、
特に指導計画法に焦点を当て、生成AI を活用したオンデマンド学習教材として設計し
たシナリオ構成案である。従来、指導計画の立案は集合（対面）研修や演習形式で実
施されることが一般的であり、事例をもとにグループで検討し、計画を作成し、講師
からフィードバックを受けるという形態が主流であった。本構成案は、そのプロセス
をオンライン環境下で再現し、さらにAI による個別フィードバックを組み込むことで、
体験的学習を疑似的に実現することを目的としている。想定学習時間は約 224 分であ
り、現科目 420分のうち、指導計画法に関する理論理解および演習的要素を中心に抽出・
再構成したものである。
（ⅱ）構成の全体構造
構成案は、導入（OJT場面のビデオ提示）→概要・目的の提示→人材育成の課題設
定→目標設定→指導計画立案プロセス（複数ステップ）→学習方法・学習内容の設計
→AI による評価フィードバック→評価方法の理解→確認テスト→認知症ケアへの活用
→まとめの段階的構造となっており、この構造は、「課題の認識 → 目標設定 → 計画立
案 → 実施 → 評価」という教育計画の基本サイクルに沿って設計している。
（ⅲ）構成案の特徴
ⅰ）事例ベース構造
本構成では、各学習段階ごとにビデオ事例を提示し、それをもとに受講者が判断・
入力を行う構造となっており、例えば、学習目標の設定、育成期間の設定、到達目標
の明確化、指導方法の選択、指導内容の整理といった各工程において、事例ビデオを
提示した後、受講者がフォーム入力を行い、その内容に対してAI が評価・フィードバッ
クを返す設計となっている。これは、従来集合（対面）研修で行われていた「計画立
案演習」を、個別環境で反復可能にする設計としている。
ⅱ）AI フィードバックの組み込み
本構成案の最大の特徴は、各計画立案ステップにおいて、受講者の入力内容をAI
が評価し、改善点や視点不足をフィードバックした後、計画全体の整合性を総合評価
するというプロセスを組み込んでいる点である。これにより、従来は講師が担ってい
た指導的フィードバックを一定程度代替することを想定している。特に計画立案の構
造的な理解、目標と方法の整合性の確認、到達目標の具体化能力、計画全体の俯瞰的
評価に関する学習効果をオンデマンド環境下で担保する設計としている。
ⅲ）段階的理解と振り返り
各工程では、事例提示→クイズ形式の問いかけ→フィードバック→詳細説明という
手順を組み込んでおり、単なる視聴型教材ではなく、「考えて答え、振り返る」構造
として設計している。最後に確認テストを設け、学習内容の定着を確認する構成とし
ている。
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ⅳ）認知症ケアへの活用
本教材は、単なる一般的なOJT理論ではなく、認知症ケアにおける職場内教育と
して再構成するために認知症ケアにおけるOJTの意義や、認知症ケア指導に必要な
教育技術を整理し、理論が実践へ活用できるよう設計されている。

（ⅵ）学習内容と教材構成
ⅰ）導入（問題の提示と状況理解）
本章では、現場での指導がうまく機能していない場面を提示し、学習者に状況を読
み取らせることから開始する。ここでは計画の書き方を教えるのではなく、まず「な
ぜ計画が必要なのか」を理解させることが目的である。映像またはケース文章を提示
した後、AI が登場し、被指導者の発言背景や状況を補足的に語ることで、表面的な情
報だけでは把握できない要因を理解させる構成となっている。
表現手法としては、場面提示→観察→AI による追加情報提示という順序を取り、
学習者に解釈を修正させる。これにより、指導計画が単なる手順書ではなく状況理解
に基づく判断であることを認識させる。
ⅱ）指導計画の目的と役割（意味づけ）
ここでは、指導計画の役割を図解スライドとナレーションで説明する。
ただし説明の直後にAI が質問を投げかけ、学習者自身に場面へ当てはめて考えさ
せる構造を取るため、一方向の講義にはならない。
学習内容は、指導計画が評価ではなく支援の見通しを作るものであることの理解で
ある。
表現手法は、説明提示の後にAI が対話的に問い返す形式とすることで、知識の受
動的理解を防ぎ、適用的理解へ移行させる設計となっている。
ⅲ）情報収集と課題整理（分析過程の学習）
本章では、利用者・職員・環境に関する情報をどのように整理するかを扱う。
事例資料を提示した後、AI が被指導者役として追加質問に回答することで、学習者
は必要な情報を選択的に収集する体験を行う。
学習内容は、課題抽出に必要な視点の理解である。
表現手法は、固定資料の読解ではなくAI との問答による情報収集とし、現場に近
い探索的思考を再現している。
ⅳ）目標設定（判断力形成）
抽出した課題を基に目標を設定する段階である。
学習者が目標案を入力すると、AI が過大目標・抽象目標・評価困難目標などの問題
点を指摘し、再設定を促す。
学習内容は、実行可能で評価可能な目標の立て方の理解である。
表現手法は、AI による即時フィードバックと再入力の反復を用い、正解提示ではな
く修正過程そのものを学習させる構造となっている。
ⅴ）支援方法の選択（計画構成）
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目標に対応した支援方法を構築する。
ここでは複数の選択肢を提示するのではなく、学習者の入力内容に応じてAI が反
応を変える形式とする。適切な方法では被指導者の理解が進み、不適切な方法では抵
抗や混乱が生じる応答が返る。
学習内容は、目標と方法の整合性の理解である。
表現手法は、分岐型ではなく対話型シミュレーションとすることで、対応の影響を
体験的に理解させる。
ⅵ）計画の統合（構造化）
作成した要素をまとめ、指導計画書として構成する段階である。
入力された内容をAI が構造化し、抜けている視点や矛盾点を指摘する。
学習内容は、計画全体の整合性の理解である。
表現手法は、AI による文章構造化と改善提案を用い、完成形の提示ではなく修正思
考を促す。
ⅶ）振り返り（内省と転移）
最後に、作成した計画の特徴をAI が分析し、指導傾向を示す。
学習者は自身の計画の特徴を把握し、現場での適用を想起する。
学習内容は、計画立案能力の自己理解である。
表現手法は、AI によるメタフィードバックと内省問いかけにより、知識の定着では
なく実践転移を促す。
以上、教材設計の特徴としては、説明→理解→作成ではなく、状況理解 → 分析 → 
判断 → 作成 → 修正 → 内省という経験過程をAI 対話によって成立させている。そ
の結果、受講者は計画書の書き方を覚えるのではなく、「なぜその計画になるのか」
という思考過程を獲得する構造となっている。すなわち、本教材は情報提示型教材で
はなく、AI を相互作用主体として用いることで、事例検討演習に相当する学習機能を
オンデマンド環境で実現することを目的とした教材構成である。

（ⅴ）オンデマンド化における意義
本シナリオ案の意義は、第一に、従来は集合（対面）研修で実施されてきた「指導
計画立案演習」を、オンデマンド環境で再現可能とする設計であること、第二に、AI
を用いることで、個別入力に対する即時フィードバックを実現し、学習の反復性と個
別最適化を担保しようとしていること、第三に、理論説明と体験的な判断訓練を統合
した構造を持つことで、単なる講義型 eラーニングとの差別化を図っていることを特
徴としている点である。
（ⅵ）限界と位置づけ
一方で、本教材はあくまで「疑似体験」「計画立案の準備訓練」としての位置づけで
あり、実際のOJT現場では、被指導者の反応の変化や、感情の揺れ、組織文化との摩
擦、実践上の予期せぬ課題等の複雑な状況を考慮した指導が必要であるため、最終的
な技能の体得は集合（対面）研修や職場実習において担保される必要がある。したがっ
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て、本シナリオ案は、指導計画法の理解と構造化能力を高めるための高度な学習用の
教材として位置づけることが必要である。
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Ⅴ．認知症介護実践者等研修の改定内容に関する周知方法や
　　問合せ対応を含む導入支援体制の整備

改定内容は、単なる文言修正にとどまらず、理念・科目構成・運用方法等に及ぶ内容を含
んでおり、自治体担当者、実施団体、認知症介護指導者等、多様な関係者が改定の趣旨と実
務上の変更点を正確に理解し、各地域での運用に反映できる体制を円滑に構築できるよう推
進することが必要である。
よって、本事業においては、認知症介護実践者等研修のカリキュラム改定に伴い、改定後
の研修内容を的確に周知し、全国における研修実施の円滑化を図ることを目的としている。
そのため、改定点を体系的に整理した周知用解説動画を作成するとともに、当該動画の配信
方法および問合せ対応体制の整備について検討を実施した。

1．改定に係る周知用配信動画の作成と周知
（1）目的
研修実施主体である都道府県・政令指定都市等担当者、実施団体担当者、認知症介護指
導者等の関係者を対象に、改定された認知症介護実践者等研修の内容を迅速に周知し、全
国における認知症介護実践者等研修事業の円滑な運用を促進することを目的とし、本事業
の経緯や目的と概要、認知症介護実践者研修、認知症介護実践リーダー研修の改定内容を
解説した周知用配信用動画を配信するシステムを整備した。
（2）周知方法の方向性
1）周知方法の比較検討
本事業では改定内容に関する効果的な周知方法として、作業委員会、検討委員会にお
いて以下の三つの方式を中心に比較検討を行い、最も効率的な方法を決定した（表 5-1-
2-1）。
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表 5-1-2-1　周知方法別の特徴

周周知知方方法法 特特徴徴 メメリリッットト デデメメリリッットト

集集合合型型説説明明会会 対面実施

・即時の質疑応答が可能
・参加者の反応や理解度を直接確認で
きる
・信頼関係を築きやすい

・会場費や交通費などのコスト
・参加者の移動・日程調整が必
要
・地域間の公平性が課題

オオンンラライインン型型説説明明
会会

Zoom等でのラ
イブ配信

・全国から参加可能
・チャットや音声での質疑応答が可能
・資料や画面共有が容易

・時間拘束がある
・通信環境やITスキルに左右さ
れる
・対話の一体感がやや薄れる場
合がある

オオンンデデママンンドド型型
動画＋FAQ/AI
での質疑対応

・繰り返し視聴が可能で理解が深まる
・時間・場所を問わずアクセス可能

・リアルタイムの質疑が難しい
・システム構築コストが必要

表5-1-2-1 周知方法別の特徴

集合型説明会は、対面により直接説明を行う方式であり、参加者からの即時の質疑応
答が可能であり、理解度や反応を直接把握できる点に強みがある。また、関係者間の信
頼関係構築にも資する方法である。しかしながら、全国規模での開催には会場費や交通
費等のコストが発生し、参加者の移動負担や日程調整の困難さが課題となる。また、地
域間で参加機会に差が生じる可能性があり、公平性の観点からも制約が大きいと判断さ
れた。
WEB会議サービスアプリケーション等を活用したライブ配信方式等のオンライン型
説明会（ライブ配信）は、全国から参加可能であり、移動負担が軽減される点やチャッ
トや音声による質疑応答も可能であり、資料共有も容易であるという利点がある一方で、
特定の日時への参加が必要であり、時間的拘束が発生すること、通信環境や IT スキルに
依存すること、また双方向性が限定的となりやすいことが課題として挙げられた。
オンデマンド型（動画＋ FAQ／ AI 対応）は、解説動画を配信し、FAQや AI による
質疑対応機能を組み合わせる方式である。時間や場所に制約されず、繰り返し視聴が可
能であるため、改定内容の理解深化に有効である。また、全国一律に同一内容を提供で
きる点で公平性が高い点が特徴である。
委員会での検討においては、周知対象が全国の自治体担当者、実施団体、認知症介護
指導者等に及ぶこと、改定点が多岐にわたること、継続的な参照が想定されること等を
踏まえ、オンデマンド方式が最も合理的かつ持続可能な方法である判断され、本事業に
おいては、オンデマンド型の周知方法を採用し、配信システムの整備を実施した。
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2）オンデマンド型周知の周知効果と優位性
認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研修の改定内容を全国に周知す
る手法として、オンデマンド型周知方式を採用した場合の効果の優位性を、複数の評価
観点から整理した（図 5-1-2-2）。

評評価価観観点点 オオンンデデママンンドド型型周周知知のの優優位位性性

到到達達範範囲囲（（広広範範性性）） インターネット環境があれば、地域・時間を問わず誰でもアクセス可能

即即時時性性（（迅迅速速性性）） 公開後すぐに視聴でき、説明会の準備や日程調整が不要

受受講講者者負負担担のの少少ななささ 時間に縛られず、自分の都合で学習できる

繰繰りり返返しし視視聴聴のの可可否否 理解が難しい部分を何度でも視聴でき、理解が深まる

ササポポーートト体体制制 FAQやAIチャットにより24時間対応が可能。職員の対応負担も軽減

運運営営側側のの効効率率性性 一度の動画・FAQ整備で多数に同時提供可能。拡張性が高い

図5-1-2-2 オンデマンド型周知による周知効果の有意性

特に全国の自治体や多様な関係機関に対して周知する場合、人的リソースに依存せず

にスケーラブルに展開できる

【課題】・AIやFAQの精度に依存する部分がある
・システム構築コストが必要

図 5-1-2-2　オンデマンド型周知による周知効果の有意性

（ⅰ）到達範囲（広範性）
オンデマンド型周知の最大の特徴は、インターネット環境があれば地域や時間に制
約されることなく、誰でもアクセス可能である点にある。従来の集合型説明会では、
会場の地理的制約や移動時間、参加人数の上限などが到達範囲を制限していた。一方、
オンデマンド型であれば、全国の自治体担当者、実施団体、認知症介護指導者等に対
して同一内容を同時に提供することができる。特に全国規模で制度改定を周知する場
合においては、人的リソースに依存せず、均質な情報を広範に届けることが可能であり、
制度運用の統一性を担保する上で大きな意義を有する。
（ⅱ）即時性（迅速性）
オンデマンド型では、動画公開後ただちに視聴が可能となるため、説明会の開催準
備や日程調整を必要としない。従来方式では、会場確保、講師派遣、参加者募集など
に一定の準備期間を要し、その間に情報の伝達が遅延する可能性があった。オンデマ
ンド方式では、公開後、速やかに情報を公開できるため、制度改定と運用開始の間の
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時間的ギャップを最小限に抑えることができる。これにより、現場での混乱や誤解の
発生を抑制する効果が期待される。
（ⅲ）受講者負担の軽減
オンデマンド型は、視聴者が自らの都合に合わせて学習できるため、時間的拘束を
最少化することが可能である。特に自治体担当者や現場の指導者は業務多忙であり、
特定日時に参加を義務付ける形式は負担となるが、オンデマンド方式では、業務の合
間や必要なタイミングで視聴できるため、実務への影響を最小限に抑えつつ情報を取
得できることでき、参加率の向上および理解の定着に影響することが予測される。
（ⅳ）繰り返し視聴による理解の深化
説明会形式では一度限りの聴講となるが、オンデマンド動画は繰り返し視聴が可能
である。制度改定の内容は複雑であり、一度の説明で完全に理解することは難しいこ
とが推測されるが、オンデマンド方式では、理解が難しい部分を何度でも確認できる
ため、理解の精度と定着度を高めることが可能である、また、実際の運用段階で疑問
が生じた際に再度参照できるという点で、継続的な参照資料として機能する。
（ⅴ）サポート体制の強化
オンデマンド型周知では、解説動画に加えて FAQや AI チャットボットを組み合わ
せることで、24時間対応の問合せ支援体制を構築することが可能である。従来の電話
やメールによる個別対応では、職員の人的負担が大きく、対応可能時間にも限界があっ
た。FAQや AI 対応システムを整備することで、よくある質問への即時回答が可能と
なり、事務局の負担軽減にもつながる。特に全国規模での周知においては、問合せ対
応の標準化・効率化という観点で重要な機能である。
（ⅵ）運営側の効率性と拡張性
オンデマンド型は、一度動画や FAQを整備すれば、多数の対象者に同時提供が可能
であり、追加開催や地域別開催を必要とせず、拡張性が高いことが特徴である。改定
内容に追加説明が必要な場合も、動画の差替えや FAQの更新により対応できるため、
継続的な運用改善の効率化に有効である。人的リソースを大量投入することなく、全
国展開が可能である点は、全国的な周知方法として効果的であると考えられる。
特に全国の自治体や多様な関係機関を対象とする制度改定の周知においては、人手
による説明会を多数実施する方式よりも、オンデマンド型ははるかにスケーラブルで
あり、持続可能な周知手法である。
（ⅶ）課題と留意点
システム構築および維持管理には一定のコストが必要であり、動画制作費、プラッ
トフォーム整備費、AI 機能導入費等を含め、初期投資と継続的な運用費用を確保する
必要が課題と考えられる。
以上の点を総合すると、オンデマンド型周知は、広範性、迅速性、柔軟性、効率性
の各観点において優位性を有し、特に全国規模の制度改定周知に適した方法であると
考えられるが、効果を最大化するためには、正確性の確保とシステムの品質管理を前
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提とした運用体制の整備が不可欠である。
（3）周知用配信動画の構成
配信用動画の構成については、解説内容の主旨に応じて「1．研修改定の背景と概要」「2．
認知症介護実践者研修の変更点」「3．認知症介護実践リーダー研修の変更点」の 3部構成
とし、視聴者の負担軽減を目的として一部あたり 20分～ 30分程度で視聴できるよう構成
した（巻末資料 4参照）。
1）位置づけ
本動画は、令和 6年度事業で検討された研修改定内容について、広く関係者に周知す
るための解説動画として位置づけられ、内容は大きく三部構成とし、合計約 90分程度の
分量で構成している。
構成上の意図は、①改定の経緯・背景を理解することにより、単なる運用変更ではな
く理念的・政策的文脈を共有すること、②認知症介護実践者研修および認知症介護実践
リーダー研修それぞれについて、目的・対象・時間構成・カリキュラム体系を俯瞰的に
整理すること、③各科目単位での変更点を明示し、実務上の対応事項を具体化すること
としている。
2）第 1部：研修改定の背景と概要（約 12分）
第 1部では、「研修改定の背景と概要」とし、研修改定に至った経緯、社会的背景、制
度的文脈、検討過程の整理を行い、改定の全体像を解説した。
具体的には、改定の必要性、改定検討のプロセス、改定の基本方針、カリキュラム全
体の再構成の考え方などについて解説している。
これらにより、「なぜ改定されたのか」という問いに答える位置づけとしており、改定
に関する理解の土台形成を目的とする導入部とした。
3）第 2部：認知症介護実践者研修の変更点（約 44分）
第 2部では、認知症介護実践者研修の改定内容について解説し、2段階で構成している。
（ⅰ）改定ポイントの整理（約 18分）
研修全体の目的、対象者像、研修時間の構成、カリキュラム全体の変更点を概括し
ており、科目再編の意図、実習・演習の位置づけの明確化、共生社会の視点の強化など、
全体構造の変更点を整理している。
（ⅱ）カリキュラム別解説（12科目）（約 26分）
下記 12科目ごとの変更点について解説している。
・認知症介護実践者研修の理解
・認知症ケアの理念
・生活支援の方法
・権利擁護の視点に基づく支援
・家族介護者の理解と支援方法
・行動・心理症状（BPSD）の理解と支援
・学習成果の実践展開と共有
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・共生社会を推進する地域資源の理解と展開
・アセスメントとケアの実践の基本
・課題設定
・職場実習
・職場実習評価
各科目については、目的、到達目標、概要、学習内容、時間配分の考え方、実施上
の留意点を明確に示している。
4）第 3部：認知症介護実践リーダー研修の変更点（約 38分）
第 3部では、認知症介護実践リーダー研修の改定内容について 2段階構成で全体像の
整理と科目別の変更点を解説している。
（ⅰ）改定ポイントの整理（約 14分）
リーダー研修の役割の再整理、チームマネジメント機能の強化、指導技法・OJTの
位置づけの明確化など、改定後の研修の特徴を示し、研修全体の再構成の意図を説明
している。
（ⅱ）カリキュラム別解説（11科目）（約 24分）
下記 11科目ごとの変更点について解説している。
・認知症介護実践リーダー研修の理解
・施策の動向と地域展開
・認知症の専門的理解
・ストレスマネジメントの理論と方法
・カンファレンス（会議）の技法と実践
・認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法
・職場内教育（OJT）の理論と方法
・認知症ケア指導の実践方法
・職場実習の課題設定
・職場実習
・結果報告・職場実習評価
各科目については、目的、到達目標、概要、学習内容、時間配分の考え方、実施上
の留意点を明確に示している。
5）構成上の特徴
（ⅰ）全体→個別の二層構造
まず全体像を提示し、その後科目別に分解する構造とすることで、受講者が「改定
の意図」を理解したうえで「具体的変更点」を把握できるよう設計した。
（ⅱ）方向性の理解と実務対応の両立
理念や背景のみならず、実際の運用に直結する科目単位での変更点を明示すること
で、実施団体や自治体担当者、認知症介護指導者の全てのニーズに対応できる内容と
している。
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（ⅲ）オンデマンド視聴を前提とした設計
各部を独立視聴可能とし、必要な部分のみ参照できる構造としている。目次構造を
明確にすることで、FAQや関連資料と連動可能な設計としている。
以上、本解説動画は、改定の背景理解から具体的科目変更点までを体系的に整理し
た三部構成であり、全国における研修運用の均質化と円滑化を目的とするものである。
制度改定を「理念」「構造」「科目単位」の三段階で説明する構造は、単なる情報伝
達にとどまらず、改定趣旨の共有と実務対応の両立を図る設計となっている。これは、
今後の継続的な制度改定や内容更新にも対応可能な、周知方法のモデルとして位置づ
けられるものである。

（4）実装と運用
認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研修に関する改定後の研修内容に
ついて、事業経緯、研修全体の変更点の概要、カリキュラム別の学習内容に関する変更点
について説明スライド、説明文を事務局にて作成し、作業委員会、検討委員会にて検討を
実施した。スライド、説明文にナレーションを入れ説明動画を作成し、認知症介護研究・
研修センターのインターネットサイト「DCnet」上に特設ページを設け、改定内容に関す
る解説ページとして動画を掲載し配信システムを整備した（図 5-1-4-1）。

●●第第１１部部．．研研修修改改定定のの背背景景とと概概要要 1122分分

●●第第２２部部．．認認知知症症介介護護実実践践者者研研修修 4444分分
１１））研研修修のの改改定定ポポイインントト1188分分
２２））カカリリキキュュララムム別別解解説説（（1122科科目目））2266分分

(1)認知症介護実践者研修の理解
(2)認知症ケアの理念
(3)生活支援の方法
(4)権利擁護の視点に基づく支援
(5)家族介護者の理解と支援方法
(6)行動・心理症状（BPSD）の理解と支援
(7)学習成果 の実践展開と 共有
(8)共生社会を推進する地域資源の理解と展開
(9)アセスメントとケアの実践の基本
(10)課題設定
(11)職場実習
(12)職場実習 評価

●●第第３３部部．．認認知知症症介介護護実実践践リリーーダダーー研研修修 3388分分
１１））研研修修のの改改定定ポポイインントト1144分分
２２））カカリリキキュュララムム別別解解説説（（1111科科目目））2244分分

(1) 認知症介護実践リーダー研修の理解
(2)施策の動向と地域展開
(3) 認知症の専門的理解
(4) ストレスマネジメントの理論と方法
(5) カンファレンス(会議）の技法と実践
(6) 認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法
(7) 職場内教育（OJT）の理論と方法
(8) 認知症ケア指導の実践方法
(9) 職場実習の課題設定
(10) 職場実習
(11) 結果報告/職場実習評価

【【目目次次】】

【【解解説説動動画画のの位位置置づづけけ】】

令令和和88年年度度認認知知症症介介護護実実践践者者研研修修・・実実践践リリーーダダーー研研修修のの改改定定内内容容にに関関すするる解解説説

本動画は、令和６年度に検討されました認知症介護実践研修の改定内容について、多くの関係者の方々に知っていただくために作製した、周知用の配信動画
です。動画の構成は、３部から構成されています。
１部は、「研修改定の背景と概要」となっています。ここでは研修を改定するまでの経緯や背景、改定の進め方などを理解する内容となっています。
２部は、「認知症介護実践者研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキュラム全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点につい
て解説しています。
３部は、「認知症介護実践リーダー研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキュラム全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点
について解説しています。

図5-1-４-1 改定内容の解説動画配信画面イメージ案図 5-1- ４-1　改定内容の解説動画配信画面イメージ案
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配信動画の視聴用サイトは、関係者以外の視聴を制限するため、視聴用の共有パスワー
ドを設定した。また、サイト画面には視聴用パスワード入手可能な登録項目を設け、氏名、
メールアドレス、所属機関に関する情報を入力し視聴用パスワードが入手できるしくみを
作成した。　
認知症介護実践者等研修事業を担当している自治体担当者、実施団体や認知症介護指導
者への研修改定内容に関する周知については、サイトURL、視聴用パスワード等を含む視
聴に関する案内文を送付し、改定後の円滑な運用をサポートする体制を整備した。

2．改定内容に関する問合せ対応システムの整備
（1）目的
本事業では、認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研修の改定に伴い、
改定内容を全国の自治体担当者、実施団体、認知症介護指導者等に対して的確かつ効率的
に周知することを目的とした解説動画を制作し、その配信システムを整備した。しかしな
がら、改定内容はカリキュラム構成、時間配分、到達目標、評価方法等に及び、その理解
には一定の制度的背景や文脈理解を要するため、動画配信のみでは改定点に関する疑問や
個別事情に応じた問合せに十分対応できない可能性があることから、解説動画に対する問
合せ対応のあり方について三つの方式を比較検討し、最適な方法を整理した上で、効果的
な問合せ対応システムの整備を実施した。
（2）問合せ対応システムの方向性
問合せ対応方式として、従来型のルールベースAIチャットボット、生成AI型チャットボッ
ト、シナリオ型 FAQの三方式を対象とし、特徴を比較検討した（表 5-2-2-1）。
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表 5-2-2-1　問合せへの対応に関する 3方式の特徴

対対応応シシスステテムムのの種種類類 メメリリッットト デデメメリリッットト 問問合合せせ内内容容のの適適正正 課課題題

①①従従来来のの
AAIIチチャャッットトボボッットト
（（ルルーールルベベーースス））

・決まったパターンに強く、
回答が安定している
・誤答が少ない（想定外の質
問に答えない）
・構築・管理が容易で安全性
が高い

・柔軟な応答ができない
・FAQ以外の自由質問に対応で
きない
・表現の揺れに弱い（言い回し
が異なると反応しない）

・定型FAQ対応システム
・社内の問い合わせ対応
・ルールベースの顧客サポート
窓口

・表現の揺れ
への対応
・有人対応の
方略

②②生生成成AAII型型
チチャャッットトボボッットト

（（CChhaattGGPPTTななどど））

・自由記述の質問に柔軟に対
応できる
・自然な会話が可能
・表現の揺れに強く、多様な
問いに対応できる
・構築時のルール設定が少な
くて済む

・誤答やハルシネーションのリ
スクがある
・回答の一貫性や正確性の確保
が課題
・セキュリティや個人情報保護
に配慮が必要
・初期導入・維持にコストがか
かることがある

・複雑、専門的な問い合わせ対
応
・学習支援
・多様な質問への対応
・医療・介護などの説明支援

・誤答予防、
正確性の確保
・セキュリ
ティ対策
・費用

③③シシナナリリオオ型型FFAAQQ

・業務プロセスや決まった案
内に強い
・導線設計次第でユーザーを
確実に目的地に誘導できる
・誤答のリスクが非常に少な
い

・想定外の質問に対応できない
・シナリオ設計に手間がかかる
・ユーザーの意図と合わないと
離脱率が高くなる

・申請手続き案内システム
・製品購入
・予約ナビゲーション
・定型化された業務フロー支援

・設計の手間
・離脱率

表5-2-2-1 問合せへの対応に関する3方式の特徴

従来型AI チャットボットは、AI 機能によって、自由記述等の質問内容と管理者が設定し
ている想定質問の類似性を判断し、管理者側が設定した回答データや想定問答のデータに
基づいて定型化した応答を行う方式であり、回答の安定性と安全性に優れるという特徴を
有する。制度改定に関する公式情報を提供するという性質上、誤答リスクが低いことは大
きな利点である。また、構築・管理が比較的容易であり、回答内容を事前に精査できるため、
公的情報提供に適している。他方で、想定外の質問や多様な問いには対応できず、回答内
容も柔軟性に乏しいという課題がある。
生成AI 型チャットボットは、自由な質問に対してAI 機能が意図を柔軟に判断し、管理
者が設定した FAQデータをAI 機能が解釈して、柔軟な回答を応答できるという点で優れ
ている。表現の揺れに強く、複雑な問合せや専門的内容にも対応可能であることから、利
便性の観点では有効性が高いと考えられる。しかしながら、誤答やハルシネーションのリ
スクが内在しており、とりわけ本システムのような公式見解に関わる事項や専門的な用語、
表現については、回答の正確性を担保することが重要であり、また、個人情報保護やセキュ
リティ対策の観点からも、運用設計には慎重な対応が求められる。
シナリオ型 FAQは、管理者が想定した想定問答に沿って利用者を段階的に誘導する方式
であり、誤答リスクが極めて低いことが特徴である。申請手続きや定型的な案内業務には
有効であり、利用者を確実に目的地に導くことが可能である。一方で、想定外の質問には
対応できず、シナリオ設計に相応の労力を要すること、利用者の意図と想定された問答が
一致しない場合には離脱が生じやすいことが課題である。
以上の比較から、正確性・安全性を重視する場合にはルールベース型およびシナリオ型
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が優位であり、柔軟性や多様な質問対応力を重視する場合には生成AI 型が優位であると考
えられる。
これらの特徴比較を踏まえ、作業委員会および検討委員会における議論では、公的研修
制度の改定内容を周知するという性質上、最優先すべきは正確性の担保であるとの認識が
共有され、生成AI を利用する方式は、誤答リスクが高く、公式周知システムとしては適切
ではないとの結論に至った。一方で、生成AI の技術自体を全面的に排除するのではなく、
想定 FAQの作成支援や内部資料の整理など補助的機能として活用し、最終的な公開内容は
人が校正・確認する体制を前提とすることは有効であると整理された。
また、問合せ対応は動画配信と連動させることが重要であり、動画と構造化された FAQ
を基盤とし、必要に応じてシナリオ型 FAQを組み合わせる構成が妥当であるとの方向性が
承認された。自由記述による無制限の質問受付は原則として行わず、対象を自治体担当者、
実施団体、認知症介護指導者等に限定することで運用の安定性を確保することが適切であ
るとされた。さらに、オンライン説明会の全面的実施については、参加制約や地域間公平
性の観点から基本方式とはせず、必要に応じて補完的に短時間の質疑応答会や地域単位の
勉強会を開催することが望ましいとの整理がなされた。
以上の検討結果を踏まえ、周知方法の基本方針は、オンデマンド方式による解説動画配
信を中核とし、これに整理された FAQおよび限定的な対話型機能を組み合わせたシステム
を構築する方向性が決定された。この方式により、時間や場所の制約を受けずに繰り返し
視聴可能な周知体制を確立しつつ、制度改定に関する正確な情報提供を担保することが可
能となる。また、AI 技術は直接的な自動応答の主体とするのではなく、内容生成支援およ
び限定的なシナリオ型対話機能として活用することで、正確性と利便性の両立を図る構成
とすることとした。
本事業においては、生成AI を含む技術の活用可能性を認めつつも、公的制度の周知とい
う性質を鑑み、正確性を最優先とする慎重かつ段階的な導入を基本方針とした。
（3）想定 FAQの作成
想定 FAQは、認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研修の改定内容につ
いて、全国の実施主体間で解釈や運用のばらつきが生じないようにすることを目的として
整備したものである。改定後のカリキュラムは、理念の再整理、科目構成の見直し、演習・
実習の位置づけの再構築、共生社会の推進やチームマネジメント機能の強化など、制度的・
教育的両面にわたる変更を含んでいる。そのため、単に改定点を列挙するのみでは、現場
での具体的な運用イメージや判断基準が十分に共有されないおそれがある。この課題に対
応するため、改定の趣旨・背景・具体的運用の考え方を体系的に整理した想定 FAQを作成
した（巻末資料 4参照）。
まず事務局において改定の主要論点を抽出し、制度改正の趣旨、時間配分の変更理由、
科目の統合・新設の意図、実習との接続構造などを踏まえて原案を作成した。その後、検
討委員会および作業委員会において、質問設定の妥当性、回答内容の適切性、誤解を生じ
ない表現であるか、全国の多様な実施主体にとって実務上有用であるかという観点から検
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討を行い、最終確定版として作成した。
構成上の特徴として、認知症介護実践者研修および認知症介護実践リーダー研修のそれ
ぞれについて、「研修全体に関する総論的質問」と「カリキュラム別の各論的質問」の二層
構造として整理した。総論部分では、研修目的の再定義、対象者像の明確化、全体時間数
や科目構成の変更点、改定の基本理念など、全体に関わる共通事項を扱っている。ここでは、
単なる形式的変更の説明ではなく、認知症基本法の理念や共生社会の推進という制度背景
とどのように接続しているのかについても重点を置いている。
一方、カリキュラム別の各論部分では、各科目ごとに、改定前後の違い、到達目標の変化、
時間配分の意図、演習や実習との関連性、実践現場での活用を想定した留意点などを具体
的に示している。特に、今回の改定において重点化された領域については、なぜその内容
が強化されたのか、どのような実践能力の向上を意図しているのかを明確にする設計とし
た。また、FAQは単なる質疑応答集ではなく、「改定の意図を共有するための標準的な解
説資料」として位置づけている。想定質問は、実際に寄せられる可能性が高い実務的疑問、
例えば時間配分の考え方、演習実施の方法、旧学習内容との関係整理などを想定して設計
している。回答は簡潔であるが、必要に応じて制度趣旨や教育的背景に言及し、表層的理
解にとどまらないよう工夫した。
さらに、本 FAQは、オンデマンド型周知用解説動画や問合せ対応システムと連動させ
ることを想定しており、動画視聴後の疑問を補完する基礎資料として機能する設計である。
すなわち、改定内容の「一次的説明」は動画で行い、「具体的な運用判断の確認」は FAQ
で行うという役割分担を意図している。
総じて、想定 FAQは、改定内容の正確な理解を促進するとともに、全国における改定後
の研修運用を円滑に促進するための基盤資料であり、改定趣旨と実務運用を接続する媒介
資料としての位置づけも想定している。改定後の研修が改定主旨と整合した形で安定的に
運用されるための重要な構成要素として設計されている。
（4）実装と運用
認知症介護実践者等研修事業を担当している自治体担当者、実施団体や認知症介護指導
者への周知については、認知症介護研究・研修センターサイト「DCnet」に掲載される周
知用配信動画と同じサイトページにて質問内容に関する目次および対応する回答リストを
掲載し（図 5-2-4-1）、掲載URLおよび視聴に関する案内文を送付し、改定後の円滑な運
用をサポートする体制を整備した。
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図5-2-4-1 FAQおよび問合せ対応画面イメージ図 5-2-4-1　FAQおよび問合せ対応画面イメージ
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Ⅵ．今後の課題と方向性

1．認知症介護実践者等研修へのオンデマンド学習導入に向けた実施体制
（1）修了判定の基準改定およびアダプティブラーニングの必要性
本事業においては、理論理解をオンデマンド学習で標準化し、集合（対面）研修を判断
力形成に特化する研修構造として検討したが、現行の研修制度は依然として「時間履修」
を前提とした構造を有しており、一定時間の受講をもって修了とする枠組みとなっている。
この仕組みは、学習の到達度を直接保証するものではなく、受講時間の確保が学習成果と
必ずしも一致しないという構造的課題を有している。
オンデマンド学習を導入したブレンド型研修の効果を最大化した運用を実現するために
は、時間基準から理解度を基準とする履修判定への転換が絶対条件となる。すなわち、一
定時間の視聴をもって学習到達度を判定するのではなく、理解度を確認するテストや、事
例判断を判定可能な課題、振り返り記述等により習得内容の到達水準を評価し、一定の学
習到達によって修了と認定する仕組みへの移行が必要である。また、受講者の経験年数や
理解水準には大きな差が存在するため、同一教材を一律に提示するのみでは個別の学習ニー
ズに対応した学習効果に限界がある。今後は、研修受講前の受講者の理解度に応じて補足
教材を提示するアダプティブラーニング（適応型学習）の導入が必要である。基礎理解が
不足している受講者には補強教材を、理解が進んでいる受講者には応用課題を提示するこ
とで、学習効率と到達度の両立を図る設計が求められる。
（2）オンデマンド学習を導入した研修体制（運用方法）の確立
ブレンド型研修は、オンデマンド学習と集合（対面）研修の役割分担が明確であること
を前提に成立するが、運用段階においてその機能分担が曖昧化すれば、単なるオンライン
化にとどまり、教育効果の低下を招くおそれがある。よって本事業において標準的フロー
として整理した「導入―基礎習得―修了判定―応用実践」の四段階構造は継続的、安定的
に維持されることが必要であり、とりわけ修了判定段階の厳格化が重要となる。現行の時
間履修中心の判定から、理解度確認を前提とした修了認定へ移行することにより、集合（対
面）研修の質を担保することが可能となる。
また、ブレンド形態として「期間管理型（セット型）」と「随時受講型」を提案しているが、
学習効果及び修了率向上の観点からは、締切・課題提出・集合討議を組み込んだ期間管理
型が効果的である。反対に、学習者の受講自由度のみを重視した随時受講型は離脱率増加
の懸念があり、特に専門職育成においては計画的学習の枠組みを保持する必要がある。
実装が必要な LMSの機能については、単なる教材配信機能ではなく、進捗可視化、理解
度判定、自動リマインド、履修要件管理等を備えた統合的学習管理機能が必要である。今
後は、学習ログを活用した理解状況の分析及び支援介入の設計が重要であり、アダプティ
ブラーニングを実装するためには、LMSが受講者の回答傾向や滞在時間等を解析し、個別
の学習状況に適合した学習経路を、学習者個々に調整できる機能を備えることが望ましい。
教材設計においても、今後は、単なる理解から学習者が自ら判断する能力の醸成への転
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換を支援する設計が必要であり、今後、オンデマンド学習の教材内容に求められる標準的
な構成要件として単なる動画視聴から、事例提示・判断選択・即時フィードバック・振り
返りを含む循環型の構成へ転換する必要がある。
（3）生成AI 等を活用したオンデマンド学習教材案の発展方向
本事業では、知識系科目のオンデマンド化可能性と、演習系科目の限界を整理した。今
後は、オンデマンド化の可否を単純に二分するのではなく、「どの到達目標までをオンデマ
ンド学習で担保可能か」を明示する必要がある。AI 機能によるシミュレーション教材は、
判断練習の反復機会を提供する点で有効であるが、現時点では非言語的相互作用や多人数
協働の再現には限界がある。したがって、AI 利用による教材は事前練習及び補助教材とし
て段階的に導入し、最終的な判断力形成は集合（対面）研修で確認する構造を維持する必
要がある。
今後は、AI 技術の成熟度を踏まえつつ、アダプティブラーニングとの連動により、受講
者ごとの弱点補強機能を強化することが方向性となる。

2．改定内容の周知及び問合せ対応を含む導入支援体制に関する課題と方向性
（1）改定内容に関する周知方法の持続的運用
改定内容の周知はオンデマンド動画配信を中心とする方式を採用したが、周知は一過性
の対応ではなく、継続的な理解浸透の支援策として継続的に運用する必要がある。改定趣
旨や制度背景に関する理解は、認知症介護指導者の経験差により差異が生じるため、動画
と FAQを組み合わせた階層的情報提供が求められる。
今後は、動画視聴履歴や FAQ閲覧状況、問合せ内容を分析し、理解が不足している領域
を把握し、周知システム自体を学習の支援システムとして発展させることが望ましい。
（2）問合せ対応体制の高度化
問合せ内容は改定に関する問合せに限らず、研修運用全般に及ぶ問合せも含まれる可能
性が高い。FAQ中心の一次対応体制は有効であるが、時間経過とともに質問内容は変化す
るため、動的更新が不可欠である。
将来的には、生成AI を原案作成支援に限定的に活用しつつ、公開段階では監修済みシナ
リオ型応答に制御する体制を維持し誤答リスクを最小化しつつ、対応負担を軽減するバラ
ンス重視のシステムが必要である。
また、全ての疑問を本システムのみで解決するのではなく、地域の認知症介護指導者ネッ
トワークによる協議を補完的に位置づけることで、制度理解を深化させる方向性が望まし
い。
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3．�生成 AI を活用したオンデマンド学習の認知症介護研修への適合性と導入に関
する課題

（1）認知症介護実践者研修における位置づけと課題
1）認知症介護実践者研修に求められる学習効果の特性
認知症介護実践者研修において重視される学習効果は、専門的知識の深化よりもむし
ろ、認知症のある本人を生活者として理解し、尊厳や個別性を意識したケアの姿勢を形
成する点にある。特に、本人の言動や非言語的反応をどのように受け止めるか、支援者
としてどのような関わり方が望ましいかといった「考え方」や「視点」の獲得が中心的
な到達目標となる。
2）�生成AI を活用したシミュレーション学習の適合性―姿勢形成・気づき促進としての
活用
生成AI を活用した会話型シミュレーションや体験型教材は、本人や家族との対話場面
を疑似的に体験しながら、自身の言葉選びや対応を振り返る機会を提供できる点で、認
知症介護実践者研修との一定の適合性を有する。これらは、正解行動を教え込む教材で
はなく、「どのような点に配慮すべきか」「自分は何を見落としていたか」に気づかせる
教材として機能する点に意義がある。
3）オンデマンド学習教材としての組み込み可能性と限界
認知症介護実践者研修においては、生成AI を活用したシミュレーション学習をオン
デマンド学習教材として組み込むことは技術的に可能であり、集合（対面）研修前の事
前学習や振り返り学習として活用することが考えられる。一方で、実際の対人関係にお
ける即時的対応や、非言語的サインへの微細な反応を完全に再現することは困難であり、
学習効果はあくまで「実践に向かう準備段階」にとどまる。
4）評価・修了判定に関する留意点
認知症介護実践者研修においては、生成AI 教材を用いた学習成果を点数化や優劣評価
に用いることは適切ではない。「本人中心の視点に気づいているか」「疾患中心の理解に
とどまっていないか」といった観点から、記述式や自己振り返りを通じて理解の方向性
を確認する評価が望ましい。
以上を踏まえると、生成AI を活用したシミュレーション学習は、認知症介護実践者研
修において、必須の中核教材としてではなく、姿勢形成と気づきを促す補助的オンデマ
ンド学習教材として位置づけることが妥当である。集合（対面）研修における討議や事
例検討と接続することで、初めて学習効果が発揮される点を前提とした設計が求められ
る。

（2）認知症介護実践リーダー研修における位置づけと課題
1）認知症介護実践リーダー研修に求められる学習効果の特性
認知症介護実践リーダー研修では、個々のケア実践にとどまらず、チーム内での助言、
後輩指導、多職種連携、家族や地域との調整といった、より高度で複合的な能力が求め
られる。そのため、単なる姿勢形成に加えて、「判断理由を言語化する力」「他者に伝え
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る力」「関係性を調整する力」が重要な学習効果となる。
2）�生成AI を活用したシミュレーション学習の適合性―高度コミュニケーションと判断
練習
生成AI を活用したロールプレイ型・会話型シミュレーションは、認知症介護実践リー
ダー研修において特に有効性が高い。部下への指導場面、家族への説明、困難事例に対
する助言など、感情的負荷や判断の難しさを伴う場面を安全に反復練習できる点は、従
来のオンデマンド学習教材では代替できなかった領域である。
3）オンデマンド化の可能性と運用上の課題
認知症介護実践リーダー研修においては、生成AI を活用したシミュレーション学習を
完全な個別オンデマンド学習教材として運用することも一定程度可能であるが、シナリ
オ設計や評価設計の難易度は高い。
特に、判断の妥当性や指導内容の質をどのように評価するかについては、明確なルー
ブリックを設定しなければ、学習効果の担保が困難となる。
4）評価・倫理・安全性に関する留意点
認知症介護実践リーダー研修では、生成AI による応答内容が「唯一の正解」と誤解さ
れることを避ける必要がある。また、指導場面や本人像が固定化・類型化されないよう、
専門家監修の下で多様な価値観や判断の揺らぎを含むシナリオ設計が不可欠である。
5）認知症介護実践リーダー研修における提言
生成AI を活用したシミュレーション学習は、認知症介護実践リーダー研修において、
高度なコミュニケーション力や指導力を鍛えるための発展的オンデマンド学習教材とし
て位置づけることが有効である。ただし、最終的な判断力や指導力の確認は、集合（対面）
研修や対面での討議・演習を通じて行うことを前提とすべきである。
以上から、生成AI を活用したシミュレーション型のオンデマンド学習は、認知症介護
実践者研修では「姿勢形成・気づき促進」を目的とした限定的活用、認知症介護実践リー
ダー研修では「高度判断・指導技術」を対象とした発展的活用というように、研修段階
に応じて役割を明確に分けて導入することが重要である。オンデマンド学習、生成AI シ
ミュレーション、集合（対面）研修を相互補完的に組み合わせた段階的設計こそが、認
知症介護研修全体の質保証と持続可能性を両立させる基本方針であると考えられる。

4．事業全体の課題と方向性に関する整理
本事業は、オンデマンド学習を活用した認知症介護実践者等研修の方向性に関する検討を
通じて、「時間単位の履修を要件とする研修」から「理解と判断を形成する研修」へ転換する
ための基盤整備としても捉えることができる。今後は、時間基準型修了制度から理解度基準
型修了制度への制度的転換を進めることが最重要課題である。
また、アダプティブラーニングを含む、学習者個別の能力に応じた学習支援機能を導入し、
受講者の多様性に対応した個別最適化を図ることで、受講機会拡大と質保証を両立させる必
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要がある。標準的なブレンド学習形態モデルの安定運用を基盤としつつ、評価体系の精緻化、
AI 補助教材の段階的導入、学習ログ活用の高度化を進め、持続可能な専門職育成体系の確立
が必要である。

5．人材育成における研修の位置づけと持続的な育成支援の確立に向けて
研修で習得した知識・技能が介護現場で実際に活用され、認知症の人々に還元されるため
には、研修単体で完結させるのではなく、職場における継続的な支援体制を組織的に整備す
ることが不可欠である。人材育成は本来、研修（Off-JT）、業務内指導（OJT）、自己啓発（SDS）
の三つの教育方法を育成目標に応じて効果的に組み合わせることで成立する。研修は新たな
知識の注入や再整理（リフレクション）を担う一方で、業務内指導は学習内容を日常業務に
浸透させる機能、自己啓発は学習内容を個々人が整理・定着させる機能をそれぞれ有している。
したがって、研修で得た学びを現場で活用させるためには、研修終了後に業務内指導と自己
啓発を支援する仕組みを職場に確立する必要がある。
第一に、職場内指導者（指導担当者）の能力強化が重要となる。研修で学んだ内容を現場
に定着させるには、指導を担う者が受講者と同等以上の知識・技能を有していることが前提
である。指導担当者が十分な理解を欠く場合、誤った運用や旧来の慣行に基づく指導によっ
て研修での学習が活用できない危険がある。したがって、指導担当者に対しては、研修内容
の要点を再確認するための専用モジュールや、ファシリテーションとフィードバック能力を
養うための認知症介護実践リーダー研修のフォローアップを実施し、指導担当者の専門性を
保証する仕組みを導入すべきである。
第二に、研修内容と実践内容を連結する具体的な支援ツールの整備が必要であり、研修修
了者が職場で学びを即時に参照し活用できるよう、現場用のジョブエイド（チェックリスト、
判断フローチャート、短時間リファレンス）や可視化されたケア手順書を整備する必要がある。
これらは紙媒体に限定せず、LMSや職場内ポータル、スマートデバイスで容易に参照できる
形で提供することが効果的である。さらに、研修の主要事例や模範解答、NG事例のアーカイ
ブを作成し、受講後に照合・振り返りを行える教材設計とすることが望ましい。
第三に、研修修了者に対する組織的なフォローアップのシステムが必要である。研修終了
直後から一定期間（例：3か月、6か月、1年）にわたり、計画的なフォローアップを実施す
ることが効果的である。フォローアップは単なるアンケートではなく、OJTによる現場観察
と実践フィードバック、集合またはオンラインでの振り返り会（ケースレビュー）、個別コー
チングやメンタリング、学習記録に基づく目標再設定を組み合わせて行うべきである。これ
らを運用するためのチェックポイント、評価基準、担当者責任範囲をあらかじめ定め、研修
実施機関と事業所間で合意しておくことが重要である。
第四に、職場における自己啓発（SDS）を支援する環境整備が重要である。研修で得た知
識を各自が整理し深化させるプロセスを促すため、自己学習用の小課題（リフレクション課
題）、ケースレポート提出の仕組み、eポートフォリオによる学習履歴の蓄積・可視化を導入
することが効果的である。受講者が自らの学びを記録し、指導者や同僚と共有する文化を職
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場に醸成することで、学習の内在化を促進できる。LMSは単なる配信ツールにとどまらず、
学習履歴・フィードバック履歴・到達度判定を統合するプラットフォームとして機能させる
必要がある。
第五に、職場での実践支援を可能とする時間と制度の確保が必要である。オンデマンド学
習や集合（対面）研修の利便性が高まっても、現場で学習を実践に移すためには勤務時間内
での再学習・指導時間の確保が前提である。事業所レベル及び自治体レベルで、研修後の
OJT時間や振り返り会の実施を勤務時間として正式に位置づける制度合意を形成することが
必要である。これにより受講者の負担軽減と現場での即時活用が両立される。
第六に、指導支援のための組織的ネットワーク構築が必要である。指導者同士、指導者と
研修機関、自治体と事業所の三者が連携するネットワークを整備し、疑義が生じた際に迅速
に相談・解決できる体制を作ることが重要である。具体的には、地域別の指導者フォーラム、
定期的なQ&Aセッション、オンラインの相談窓口及び更新された FAQの整備を組み合わせ
ることで、分散的かつ持続的な支援態勢が構築できる。
第七に、評価とフィードバックの循環を制度化することが重要である。研修→OJT→ SDS
という育成サイクルが機能しているかを検証するため、研修後のアウトカム評価指標（例：
現場での行動変容、ケア品質指標、利用者の状態変化、職場での報告・改善事例の数）を設
定し、定期的にデータを収集・分析する仕組みを整備する。これらの評価結果を基に教材改訂、
認知症介護実践リーダー研修の改善、運用ルールの見直しを行うことで、現場適用性の高い
研修運営が継続的に実現できる。
第八に、人的配置と資源配分の明確化が必要である。現場での指導を担う人材の選定基準（経
験年数、指導経験、研修修了要件等）を明確にし、指導負担に応じた業務調整やインセンティ
ブ付与（負担軽減のための配置手当や研修認定制度など）を検討すべきである。加えて、必
要な時間、情報システム、教材制作等に係る財源を確保するため、自治体・事業所レベルで
の計画を策定することが望ましい。
第九に、アダプティブラーニングの導入とその運用設計が重要である。受講者の経験や理
解度は多様であるため、すべてを同一カリキュラムで処理することは学習効率性が低く、コ
ストパフォーマンスが低下する。理解度診断に基づき、基礎が十分な受講者には演習中心の
課題を、基礎が不足している受講者には補強モジュールを提示する等、学習ルートを動的に
調整するアダプティブラーニングの導入が有効である。実現するためには、LMSにおける診
断機能・推薦機能、及びそれを支える学習設計と学習コンテンツの多層化が必要であり、ア
ダプティブラーニングは、研修後のOJTとの接続を考慮し、現場での課題解決に直結する学
習経路となるよう設計すべきである。
最後に、制度的支援とガバナンスの整備も重要な課題である。研修後の支援体制を恒常化
するためには、研修の実施要綱や運用指針にOJT・SDS支援の要件を明記し、実施主体（自
治体、事業所、研修機関）の責務を明確にすることが必要である。具体的には、研修修了要
件としての現場での実践報告、指導担当者の研修受講義務、定期的なフォローアップの実施
報告などを制度化することが考えられる。また、導入初期にはモデル事業を設定して効果検
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証を行い、その結果を踏まえて段階的に全国展開することが現実的である。
以上を総合すると、研修の効果を実際の介護実践に還元するためには、研修（Off-JT）で
の注入、業務内指導（OJT）での浸透、自己啓発（SDS）での整理という三つの手法を有機
的に連携させるための具体的な支援体制を設計・実装することが必要である。研修修了後の
フォローアップ、指導者育成、職場支援ツール、勤務時間内での学習確保、アダプティブラー
ニングの導入、評価ループの整備、及び制度的な役割分担と資源配分の確保を一体的に進め
ることで、学びが現場で持続的に活かされる人材育成を円滑に促進することになる。



巻末資料 1

オンデマンド教材コンテンツ案

「職場内教育（OJT）の理論と方法　③職場内教育（OJT）における指導技法」
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p:1

TIMENa内容/表示/SE画面

◆ビデオ音声・ビデオ再生
実写ビデオで以下の事例を再現

「特別養護⽼⼈ホームに住むア
ルツハイマー型認知症のNさん
は、短期記憶障害があり、3分
前のことも忘れてしまう。
ある日、介護職員のKさんは、
食事介助を終え、Nさんが薬を
飲んだあとに⻭磨きを介助し、
食事のすんでいない利⽤者の近
に座ってもらった。
するとNさんはKさんに「薬を
ちょうだい」と話しかけてき
た。」

職場内教育（OJT）の理論と⽅
法 ③職場内教育（OJT）にお
ける指導技法

・タイトル表示

Title︓ No︓001職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

SubTitle︓導入

概要・目的

職場内教育（OJT）の理論と⽅法
③職場内教育（OJT）における指導技法

p:2

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症ケア実践者の技術向上
には、ケア実践時のスーパー
ビジョンや個別指導等の職場
内での指導による教育が有効
です。

実践リーダーには、職場内教
育を実践し、チームケアの質
の向上を達成する役割が期待
されています。

・何種類かの画像が浮かぶ、移
動する、ズームアップなど

本科目は、⼈材育成技法にお
ける職場内教育(OJT)の技法の
意義や⽅法と有効性を理解し、
認知症ケアの指導技術の習得
を目的としています。

・目的表示

Title︓ No︓001

SubTitle︓導入

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

目 的
実践者の指導に有効な技法の種類と特徴を理解し、
職場で実践できる指導技術の基本を修得する
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p:1

TIMENa内容/表示/SE画面

◆ビデオ音声・ビデオ再生
実写ビデオで以下の事例を再現

「特別養護⽼⼈ホームに住むア
ルツハイマー型認知症のNさん
は、短期記憶障害があり、3分
前のことも忘れてしまう。
ある日、介護職員のKさんは、
食事介助を終え、Nさんが薬を
飲んだあとに⻭磨きを介助し、
食事のすんでいない利⽤者の近
に座ってもらった。
するとNさんはKさんに「薬を
ちょうだい」と話しかけてき
た。」

職場内教育（OJT）の理論と⽅
法 ③職場内教育（OJT）にお
ける指導技法

・タイトル表示

Title︓ No︓001職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

SubTitle︓導入

概要・目的

職場内教育（OJT）の理論と⽅法
③職場内教育（OJT）における指導技法

p:2

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症ケア実践者の技術向上
には、ケア実践時のスーパー
ビジョンや個別指導等の職場
内での指導による教育が有効
です。

実践リーダーには、職場内教
育を実践し、チームケアの質
の向上を達成する役割が期待
されています。

・何種類かの画像が浮かぶ、移
動する、ズームアップなど

本科目は、⼈材育成技法にお
ける職場内教育(OJT)の技法の
意義や⽅法と有効性を理解し、
認知症ケアの指導技術の習得
を目的としています。

・目的表示

Title︓ No︓001

SubTitle︓導入

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

目 的
実践者の指導に有効な技法の種類と特徴を理解し、
職場で実践できる指導技術の基本を修得する

p:3

TIMENa/音内容画面

本科目の到達目標は、

１ 職場内教育(OJT)に必要な
指導技術と⼈材育成の⽅法に
おける有効性を理解できる

・到達目標1表示

2 職場内教育(OJT)における
有効な指導技法の種類と実際
の⽅法を理解できる

・到達目標2表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓概要・目的

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

目 的
実践者の指導に有効な技法の種類と特徴を理解し、
職場で実践できる指導技術の基本を修得する

目 的
実践者の指導に有効な技法の種類と特徴を理解し、
職場で実践できる指導技術の基本を修得する

１ 職場内教育(OJT)に必要な指導技術と⼈材育成の⽅法における有効性を理解できる

１ 職場内教育(OJT)に必要な指導技術と⼈材育成の⽅法における有効性を理解できる

２ 職場内教育(OJT)における有効な指導技法の種類と実際の⽅法を理解できる

p:4

TIMENa/音内容画面

3 認知症ケアの指導への活⽤
と留意点を理解できる

の３つです。

・到達目標3表示

本コンテンツでは、職場内教
育(On the Job Training︔
OJT)における
・面接技法
・ティーチング
・コーチング
の各技法について、ビデオを
使って解説した後で、スー
パービジョンについて、技法
の活⽤と留意点について説明
します。

・画像1、ナレーションに合わ
せて文言1を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓概要・目的

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

２ 職場内教育(OJT)における有効な指導技法の種類と実際の⽅法を理解できる

３ 認知症ケアの指導への活⽤と留意点を理解できる

スーパービジョン

面接技法面接技法 ティーチングティーチング コーチングコーチング

目 的
実践者の指導に有効な技法の種類と特徴を理解し、
職場で実践できる指導技術の基本を修得する

１ 職場内教育(OJT)に必要な指導技術と⼈材育成の⽅法における有効性を理解できる
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p:5

TIMENa/音内容画面

⼈材育成は、 自己学習 (Self 
Development Sysytem︔
SDS) 、職務を通じて学習する
OJTと、職務を離れて学習をす
るOff the job training (Off-
JT)の３つに大別されます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

この画面は、ケアとOJTとの関
係を表したものです。

ここでは、ケアが専門職の
「知識」「技術」「意欲・態
度」をベースにしていること
を示しています。

また、それを現場に合わせて
どのように適応させるか「思
考・省察」することによって
ケアが⾏われ、その結果を受
けて再度「思考・省察」する
ことで「知識」「技術」「意
欲・態度」が変化するという
相互作⽤を表しています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

概要・目的

自己学習 (SDS)
Self Development Sysytem

職務を通じて学習する(OJT)
Self Development Sysytem

職務を離れて学習をする(Off-JT)
Off the Job Training 

p:6

TIMENa/音内容画面

Off-JTやSDS では、実践の場
を離れて「知識」「技術」
「意欲・態度」を学び、それ
を応⽤する思考⼒あるいは省
察⼒を鍛えているといえます。

しかし、実践者がOff-JTで学
習した成果をケアの現場で活
⽤しようとする時に、学習し
た知識・技術・態度をどのよ
うに適応していけばよいかわ
からずつまづいてしまう、そ
して、自分が現在何に困って
いるのか、自分のつまずきは
いったい何に起因するのか、
どのようにすると解決できる
のか等がわからなくなってし
まう場合が多々あります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

OJTは現場で⾏われる指導であ
るため、学習成果を業務に活
かそうとする専門職の「知
識」「技術」「意欲・態度」
や、実際に⾏われているケア
やその結果を、経験豊富な熟
練者が現場で実際に現認しな
がら評価したうえで指導をす
ることができます。

このように、OJTは「Off-JTや
SDS」と「現場での実践のか
けはし」として、本⼈の学習
や研修での学びを統合すると
いう意味でも重要な位置づけ
となります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

概要・目的

・現在何に困っているのか
・自分のつまずきは何に起因するのか
・どのようにすると解決できるのか

経験豊富な
熟練者
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p:5

TIMENa/音内容画面

⼈材育成は、 自己学習 (Self 
Development Sysytem︔
SDS) 、職務を通じて学習する
OJTと、職務を離れて学習をす
るOff the job training (Off-
JT)の３つに大別されます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

この画面は、ケアとOJTとの関
係を表したものです。

ここでは、ケアが専門職の
「知識」「技術」「意欲・態
度」をベースにしていること
を示しています。

また、それを現場に合わせて
どのように適応させるか「思
考・省察」することによって
ケアが⾏われ、その結果を受
けて再度「思考・省察」する
ことで「知識」「技術」「意
欲・態度」が変化するという
相互作⽤を表しています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

概要・目的

自己学習 (SDS)
Self Development Sysytem

職務を通じて学習する(OJT)
Self Development Sysytem

職務を離れて学習をする(Off-JT)
Off the Job Training 

p:6

TIMENa/音内容画面

Off-JTやSDS では、実践の場
を離れて「知識」「技術」
「意欲・態度」を学び、それ
を応⽤する思考⼒あるいは省
察⼒を鍛えているといえます。

しかし、実践者がOff-JTで学
習した成果をケアの現場で活
⽤しようとする時に、学習し
た知識・技術・態度をどのよ
うに適応していけばよいかわ
からずつまづいてしまう、そ
して、自分が現在何に困って
いるのか、自分のつまずきは
いったい何に起因するのか、
どのようにすると解決できる
のか等がわからなくなってし
まう場合が多々あります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

OJTは現場で⾏われる指導であ
るため、学習成果を業務に活
かそうとする専門職の「知
識」「技術」「意欲・態度」
や、実際に⾏われているケア
やその結果を、経験豊富な熟
練者が現場で実際に現認しな
がら評価したうえで指導をす
ることができます。

このように、OJTは「Off-JTや
SDS」と「現場での実践のか
けはし」として、本⼈の学習
や研修での学びを統合すると
いう意味でも重要な位置づけ
となります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

概要・目的

・現在何に困っているのか
・自分のつまずきは何に起因するのか
・どのようにすると解決できるのか

経験豊富な
熟練者

p:7

TIMENa/音内容画面

◆ジングル◆タイトル表示

それでは、ここでスーパービ
ジョンで⽤いられる手法につ
いてビデオで説明します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓概要・目的

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

面接技法面接技法 ティーチングティーチング コーチングコーチング

事例で学ぶ職場内教育(OJT)における指導技法の理解

p:8

TIMENa/音内容画面

まず、最初に面接技法につい
て⾒ていきましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

スーパービジョンは、一⽅的
なプロセスではなく、指導者
であるスーパーバイザーと、
学習者であるスーパーバイ
ジーとの双⽅向のやり取りで
す。

いきなりティーチング・コー
チングに入るのではなく、ま
ずスーパーバイジーの話を
しっかり聴いて「スーパーバ
イザーが聴いてくれた」とい
う感じを与えることが重要で
す。

これによって、スーパーバイ
ジーのスーパービジョンに臨
む意欲を高めることが期待で
きます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法とは

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

面接技法面接技法

スーパーバイザーは、スーパーバイジーの話を
しっかり聴くことが重要
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p:9

TIMENa/音内容画面

スーパービジョンを効果的に
進めるためにはスーパーバイ
ジーが安心感を持って面接に
臨むことが非常に重要です。

さまざまな面接技法を理解し
て活⽤を進めていくことに
よって、自分がどんな⽅法で
コミュニケーションをとって
いるのかを意識し、振り返る
ことで意図的にコミュニケー
ションを進めることができま
す。

本項では、スーパービジョン
における面接技法の基本につ
いてビデオで説明した後、AI
シミュレータでトレーニング
していただきます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法とは

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

スーパービジョンを効果的に進めるためにはスーパーバイ
ジーが安心感を持って面接に臨むことが非常に重要

p:10

TIMENa/音内容画面

スーパービジョンにおける面
接技法の種類と⽅法には、こ
の7つがあります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

ではスーパービジョンにおけ
る面接技法の基本について、
事例をビデオで⾒てみましょ
う。

まず最初に「準言語・非言語
メッセージを意図的に活⽤す
る」について説明します

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
１ 準言語・非言語メッセー

ジを意図的に活⽤する

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

面接技法の種類と⽅法面接技法の種類と⽅法

１ 準言語・非言語メッセージを意図的に活⽤する
２ 開かれた質問・閉ざされた質問
３ 要約
４ 相手の感情に注目する
５ 自己開示
６ ポジティブな側面に焦点を当てる
７ 面接の際のスタンス
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p:9

TIMENa/音内容画面

スーパービジョンを効果的に
進めるためにはスーパーバイ
ジーが安心感を持って面接に
臨むことが非常に重要です。

さまざまな面接技法を理解し
て活⽤を進めていくことに
よって、自分がどんな⽅法で
コミュニケーションをとって
いるのかを意識し、振り返る
ことで意図的にコミュニケー
ションを進めることができま
す。

本項では、スーパービジョン
における面接技法の基本につ
いてビデオで説明した後、AI
シミュレータでトレーニング
していただきます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法とは

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

スーパービジョンを効果的に進めるためにはスーパーバイ
ジーが安心感を持って面接に臨むことが非常に重要

p:10

TIMENa/音内容画面

スーパービジョンにおける面
接技法の種類と⽅法には、こ
の7つがあります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

ではスーパービジョンにおけ
る面接技法の基本について、
事例をビデオで⾒てみましょ
う。

まず最初に「準言語・非言語
メッセージを意図的に活⽤す
る」について説明します

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
１ 準言語・非言語メッセー

ジを意図的に活⽤する

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

面接技法の種類と⽅法面接技法の種類と⽅法

１ 準言語・非言語メッセージを意図的に活⽤する
２ 開かれた質問・閉ざされた質問
３ 要約
４ 相手の感情に注目する
５ 自己開示
６ ポジティブな側面に焦点を当てる
７ 面接の際のスタンス

p:11

TIMENa/音内容画面

面接技法の種類と⽅法につい
てのビデオを⾒ていただきま
したが、あなたはどう感じま
したか。

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

まず最初は「準言語・非言語
メッセージを意図的に活⽤す
る」ことを意識して、アバ
ターと会話してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「準言語・非言語メッセージ
を意図的に活⽤する」が実践で
きているかどうかを評価する
・AIに実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「準言語・非言語メッセージ
を意図的に活⽤する」ことを
意識して対応できましたで
しょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

開かれた質問・閉ざされた質問

要約

相手の感情に注目する

自己開示

ポジティブな側面に焦点を当てる

面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む

p:12

TIMENa/音内容画面

続いて「開かれた質問・閉ざ
された質問」について説明し
ます。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
２ 開かれた質問・閉ざされ

た質問

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

２つ目は「開かれた質問・閉
ざされた質問」をすることを
意識して、アバターと会話し
てみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「開かれた質問・閉ざされた
質問」が実践できているかどう
かを評価する
・AIに実践状況を評価させる

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

２ 開かれた質問・閉ざされた質問
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p:13

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「開かれた質問・閉ざされた
質問」の違いを理解して質問
することを意識して対応でき
ましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「要約」について説明
します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
２ 要約

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

要約

相手の感情に注目する

自己開示

ポジティブな側面に焦点を当てる

面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む

３ 要 約

p:14

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

３つ目は「要約」することを
意識して、アバターと会話し
てみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「要約」が実践できているか
どうかを評価する
・AIに実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「要約」することを意識して
対応できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

評価コメントです50要約

相手の感情に注目する

自己開示

ポジティブな側面に焦点を当てる

面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む
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p:13

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「開かれた質問・閉ざされた
質問」の違いを理解して質問
することを意識して対応でき
ましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「要約」について説明
します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
２ 要約

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

要約

相手の感情に注目する

自己開示

ポジティブな側面に焦点を当てる

面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む

３ 要 約

p:14

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

３つ目は「要約」することを
意識して、アバターと会話し
てみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「要約」が実践できているか
どうかを評価する
・AIに実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「要約」することを意識して
対応できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

評価コメントです50要約

相手の感情に注目する

自己開示

ポジティブな側面に焦点を当てる

面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む

p:15

TIMENa/音内容画面

続いて「相手の感情に注目す
る」について説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
４ 相手の感情に注目する

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

4つ目は「相手の感情に注目す
る」することを意識して、ア
バターと会話してみてくださ
い。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「相手の感情に注目する」こ
とが実践できているかどうかを
評価する
・AIに実践状況を評価させる

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

４ 相手の感情に注目する

p:16

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「相手の感情に注目する」こ
とを意識して対応できました
でしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「自己開示」について
説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
５ 自己開示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

評価コメントです50要約

評価コメントです60相手の感情に注目する

自己開示

ポジティブな側面に焦点を当てる

面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む

５ 自己開示
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p:17

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

5つ目は「自己開示」すること
を意識して、アバターと会話
してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「自己開示」が実践できてい
るかどうかを評価する
・AIに実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「自己開示」することを意識
して対応できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

評価コメントです50要約

評価コメントです60相手の感情に注目する

評価コメントです80自己開示

ポジティブな側面に焦点を当てる

面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む

p:18

TIMENa/音内容画面

続いて「ポジティブな側面に
焦点を当てる」について説明
します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
６ ポジティブな側面に

焦点を当てる

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

6つ目は相手の「ポジティブな
側面に焦点を当てる」ことを
意識して、アバターと会話し
てみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「ポジティブな側面に焦点を
当てる」ことが実践できている
かどうかを評価する
・AIに実践状況を評価させる

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

６ ポジティブな側面に焦点を当てる
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p:17

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

5つ目は「自己開示」すること
を意識して、アバターと会話
してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「自己開示」が実践できてい
るかどうかを評価する
・AIに実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「自己開示」することを意識
して対応できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

評価コメントです50要約

評価コメントです60相手の感情に注目する

評価コメントです80自己開示

ポジティブな側面に焦点を当てる

面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む

p:18

TIMENa/音内容画面

続いて「ポジティブな側面に
焦点を当てる」について説明
します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
６ ポジティブな側面に

焦点を当てる

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

6つ目は相手の「ポジティブな
側面に焦点を当てる」ことを
意識して、アバターと会話し
てみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「ポジティブな側面に焦点を
当てる」ことが実践できている
かどうかを評価する
・AIに実践状況を評価させる

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

６ ポジティブな側面に焦点を当てる

p:19

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

相手の「ポジティブな側面に
焦点を当てる」ことを意識し
て対応できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「面接の際のスタン
ス」について説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

面接技法の基本
7 面接の際のスタンス

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

評価コメントです50要約

評価コメントです60相手の感情に注目する

評価コメントです80自己開示

評価コメントです50ポジティブな側面に焦点を当てる

面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む

７ 面接の際のスタンス

p:20

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

最後は「面接の際のスタン
ス」を意識して、アバターと
会話してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による面
接シミュレーションを実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・「面接の際のスタンス」が実
践できているかどうかを評価す
る
・AIに実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「面接の際のスタンス」を意
識して対応できましたでしょ
うか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

評価コメントです50要約

評価コメントです60相手の感情に注目する

評価コメントです80自己開示

評価コメントです50ポジティブな側面に焦点を当てる

評価コメントです60面接の際のスタンス

総合評価

再度実施 次へ進む
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p:21

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる総合評価で
す。

面接技法の7つの種類と⽅法を
意識して対応できましたで
しょうか。

各項目は何回もチャレンジで
きますので、高評価が得られ
るよう練習してみてください。

各項目のタイトルをクリック
すると再チャレンジしたい項
目へ進みます。次へ進む場合
は「次へ進む」ボタンをク
リックしてください。

・7つの項目シミュレーション
結果・総合評価を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

評価コメントです50要約

評価コメントです60相手の感情に注目する

評価コメントです80自己開示

評価コメントです50ポジティブな側面に焦点を当てる

評価コメントです60面接の際のスタンス

C総合評価

次へ進む

p:22

TIMENa/音内容画面

では、続いてティーチングに
ついて学んでいきましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

ティーチングは「ある専門的
な知識や技術、価値を他者に
教える活動」のことをいいま
す。

他者に専門的な知識・技術を
教えるという活動は、認知症
ケアの現場に限らずさまざま
な場面で⾏われていますが、
それらの「教える」という活
動が必ずしも効果的に⾏われ
ているとは限りません。

リーダーからすると教えたり、
注意を促したりしたつもりで
もスタッフはそれを理解でき
ずに⾏動してしまうことは
多々起こります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓004

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

ティーチングティーチング

教えたり、注意を促したりしたつもりでもスタッフは
それを理解できずに⾏動してしまうことは多い

職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングとは
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p:21

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる総合評価で
す。

面接技法の7つの種類と⽅法を
意識して対応できましたで
しょうか。

各項目は何回もチャレンジで
きますので、高評価が得られ
るよう練習してみてください。

各項目のタイトルをクリック
すると再チャレンジしたい項
目へ進みます。次へ進む場合
は「次へ進む」ボタンをク
リックしてください。

・7つの項目シミュレーション
結果・総合評価を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 面接技法の種類と⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60準言語・非言語メッセージを意図的
に活⽤する

評価コメントです70開かれた質問・閉ざされた質問

評価コメントです50要約

評価コメントです60相手の感情に注目する

評価コメントです80自己開示

評価コメントです50ポジティブな側面に焦点を当てる

評価コメントです60面接の際のスタンス

C総合評価

次へ進む

p:22

TIMENa/音内容画面

では、続いてティーチングに
ついて学んでいきましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

ティーチングは「ある専門的
な知識や技術、価値を他者に
教える活動」のことをいいま
す。

他者に専門的な知識・技術を
教えるという活動は、認知症
ケアの現場に限らずさまざま
な場面で⾏われていますが、
それらの「教える」という活
動が必ずしも効果的に⾏われ
ているとは限りません。

リーダーからすると教えたり、
注意を促したりしたつもりで
もスタッフはそれを理解でき
ずに⾏動してしまうことは
多々起こります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓004

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

ティーチングティーチング

教えたり、注意を促したりしたつもりでもスタッフは
それを理解できずに⾏動してしまうことは多い

職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングとは

p:23

TIMENa/音内容画面

「効果的に」教えることを目
指す場合、そのための特別な
工夫・配慮を知り、活⽤する
必要が出てきます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

本項では応⽤⾏動分析の考え
⽅を参考にした「教える」技
法について、手順とポイント
についてビデオで説明した後、
AIシミュレータでトレーニン
グしていただきます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓004

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングとは

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

「効果的に」教えたい場合、そのための特別な工夫・
配慮を知り、活⽤する必要がある

ティーチングティーチング

ティーチングの手順 ティーチングのポイント

p:24

TIMENa/音内容画面

ティーチングの手順には、こ
の3つがあります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

ではティーチングの手順につ
いての事例をビデオで⾒てみ
ましょう。

まず最初に「前提を確認共有
する」について説明します

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングの３つの手順
１ 前提を確認共有する

Title︓ No︓005

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングの手順

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

ティーチングの手順ティーチングの手順

１ 前提を確認共有する
２ 正しい⽅法を具体的に教える
３ させてみて修正・強化する

１ 前提を確認共有する
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p:25

TIMENa/音内容画面

ティーチングの3つの手順につ
いてのビデオを⾒ていただき
ましたが、あなたはどう感じ
ましたか。

では、AIシミュレータで
ティーチングの3つの手順を体
験してみましょう。

まず最初に「前提を確認共有
する」ことを意識しながら、
アバターと会話してみてくだ
さい。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「前提を確認共有する」
の実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「前提を確認共有する」こと
を意識して対応できましたで
しょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓005

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングの手順

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60前提を確認共有する

正しい⽅法を具体的に教える

させてみて修正・強化する

総合評価

再度実施 次へ進む

p:26

TIMENa/音内容画面

続いて「正しい⽅法を具体的
に教える」について説明しま
す。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングの３つの手順
２ 正しい⽅法を具体的に

教える

では、AIシミュレータで
ティーチングの3つの手順を体
験してみましょう。

2つ目は「正しい⽅法を具体的
に教える」ことを意識して、
アバターと会話してみてくだ
さい。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「正しい⽅法を具体的に
教える」ことの実践状況を評価
させる

Title︓ No︓005

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングの手順

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

２ 正しい⽅法を具体的に教える
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p:25

TIMENa/音内容画面

ティーチングの3つの手順につ
いてのビデオを⾒ていただき
ましたが、あなたはどう感じ
ましたか。

では、AIシミュレータで
ティーチングの3つの手順を体
験してみましょう。

まず最初に「前提を確認共有
する」ことを意識しながら、
アバターと会話してみてくだ
さい。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「前提を確認共有する」
の実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「前提を確認共有する」こと
を意識して対応できましたで
しょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓005

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングの手順

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60前提を確認共有する

正しい⽅法を具体的に教える

させてみて修正・強化する

総合評価

再度実施 次へ進む

p:26

TIMENa/音内容画面

続いて「正しい⽅法を具体的
に教える」について説明しま
す。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングの３つの手順
２ 正しい⽅法を具体的に

教える

では、AIシミュレータで
ティーチングの3つの手順を体
験してみましょう。

2つ目は「正しい⽅法を具体的
に教える」ことを意識して、
アバターと会話してみてくだ
さい。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「正しい⽅法を具体的に
教える」ことの実践状況を評価
させる

Title︓ No︓005

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングの手順

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

２ 正しい⽅法を具体的に教える

p:27

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「正しい⽅法を具体的に教え
る」ことを意識して対応でき
ましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「させてみて修正・強
化する」について説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングの３つの手順
３ させてみて修正・強化す

る

Title︓ No︓005

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングの手順

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

再度実施 次へ進む

３ させてみて修正・強化する

コメント点数ポイント

評価コメントです60前提を確認共有する

評価コメントです50正しい⽅法を具体的に教える

させてみて修正・強化する

総合評価

p:28

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

最後に「させてみて修正・強
化する」ことを意識して、ア
バターと会話してみてくださ
い。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「させてみて修正・強化
する」ことの実践状況を評価さ
せる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「させてみて修正・強化す
る」ことを意識して対応でき
ましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓005

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングの手順

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

再度実施 次へ進む

コメント点数ポイント

評価コメントです60前提を確認共有する

評価コメントです50正しい⽅法を具体的に教える

評価コメントです70させてみて修正・強化する

C総合評価
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p:29

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる総合評価で
す。

ティーチングの３つの手順を
意識して対応できましたで
しょうか。

各項目は何回もチャレンジで
きますので、高評価が得られ
るよう練習してみてください。

各項目のタイトルをクリック
すると再チャレンジしたい項
目へ進みます。次へ進む場合
は「次へ進む」ボタンをク
リックしてください。

・3つの項目シミュレーション
結果・総合評価を表示

Title︓ No︓005

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングの手順

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

次へ進む

コメント点数ポイント

評価コメントです60前提を確認共有する

評価コメントです50正しい⽅法を具体的に教える

評価コメントです70させてみて修正・強化する

C総合評価

p:30

TIMENa/音内容画面

ティーチングのポイントには、
この8つがあります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

ではティーチングのポイント
についての事例をビデオで⾒
てみましょう。

まず最初に「信頼関係の形
成」について説明します

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
１ 信頼関係の形成

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

ティーチングのポイントティーチングのポイント

１ 信頼関係の形成
２ 間違った⽅法・してはいけないことを教える
３ 理由を伝える
４ 質問を受ける
５ 技術を分割して言語化する
６ スモールステップで伝える
７ できないことを相手のせいにしない
８ ティーチングで教えられること

１ 信頼関係の形成
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p:29

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる総合評価で
す。

ティーチングの３つの手順を
意識して対応できましたで
しょうか。

各項目は何回もチャレンジで
きますので、高評価が得られ
るよう練習してみてください。

各項目のタイトルをクリック
すると再チャレンジしたい項
目へ進みます。次へ進む場合
は「次へ進む」ボタンをク
リックしてください。

・3つの項目シミュレーション
結果・総合評価を表示

Title︓ No︓005

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングの手順

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

次へ進む

コメント点数ポイント

評価コメントです60前提を確認共有する

評価コメントです50正しい⽅法を具体的に教える

評価コメントです70させてみて修正・強化する

C総合評価

p:30

TIMENa/音内容画面

ティーチングのポイントには、
この8つがあります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

ではティーチングのポイント
についての事例をビデオで⾒
てみましょう。

まず最初に「信頼関係の形
成」について説明します

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
１ 信頼関係の形成

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

ティーチングのポイントティーチングのポイント

１ 信頼関係の形成
２ 間違った⽅法・してはいけないことを教える
３ 理由を伝える
４ 質問を受ける
５ 技術を分割して言語化する
６ スモールステップで伝える
７ できないことを相手のせいにしない
８ ティーチングで教えられること

１ 信頼関係の形成

p:31

TIMENa/音内容画面

ティーチングの8つのポイント
についてのビデオを⾒ていた
だきましたが、あなたはどう
感じましたか。

では、AIシミュレータで
ティーチングの8つのポイント
を実践してみましょう。

まず最初に「信頼関係の形
成」をすることを意識しなが
ら、アバターと会話してみて
ください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「信頼関係の形成」の実
践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「信頼関係の形成」をするこ
とを意識して対応できました
でしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、信頼関係の形成を意識し
た会話ができるよう練習して
みてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

間違った⽅法・してはいけないことを教える

理由を伝える

質問を受ける

技術を分割して言語化する

スモールステップで伝える

できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価

再度実施 次へ進む

p:32

TIMENa/音内容画面

続いて「間違った⽅法・して
はいけないことを教える」に
ついて説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
２ 間違った⽅法・しては

いけないことを教える

では、AIシミュレータで
ティーチングのポイントを体
験してみましょう。

2つ目は「間違った⽅法・して
はいけないことを教える」こ
とを意識して、アバターと会
話してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「間違った⽅法・しては
いけないことを教える」ことの
実践状況を評価させる

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

２ 間違った⽅法・してはいけないことを教える
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p:33

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「間違った⽅法・してはいけ
ないことを教える」ことを意
識して対応できましたでしょ
うか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「理由を伝える」につ
いて説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
３ 理由を伝える

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

再度実施 次へ進む

３ 理由を伝える

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

理由を伝える

質問を受ける

技術を分割して言語化する

スモールステップで伝える

できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価

p:34

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

3つ目は「理由を伝える」こと
を意識して、アバターと会話
してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「理由を伝える」ことの
実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「理由を伝える」ことを意識
して対応できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

評価コメントです80理由を伝える

質問を受ける

技術を分割して言語化する

スモールステップで伝える

できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価

再度実施 次へ進む
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p:33

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「間違った⽅法・してはいけ
ないことを教える」ことを意
識して対応できましたでしょ
うか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「理由を伝える」につ
いて説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
３ 理由を伝える

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

再度実施 次へ進む

３ 理由を伝える

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

理由を伝える

質問を受ける

技術を分割して言語化する

スモールステップで伝える

できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価

p:34

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

3つ目は「理由を伝える」こと
を意識して、アバターと会話
してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「理由を伝える」ことの
実践状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「理由を伝える」ことを意識
して対応できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

評価コメントです80理由を伝える

質問を受ける

技術を分割して言語化する

スモールステップで伝える

できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価

再度実施 次へ進む

p:35

TIMENa/音内容画面

続いて「質問を受ける」につ
いて説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
４ 質問を受ける

では、AIシミュレータで
ティーチングのポイントを体
験してみましょう。

4つ目は「質問を受ける」こと
を意識して、アバターと会話
してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「質問を受ける」ことの
実践状況を評価させる

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

４ 質問を受ける

p:36

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「質問を受ける」ことを意識
して対応できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「技術を分割して言語
化する」ことについて説明し
ます。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
5 技術を分割して言語化す

る

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

再度実施 次へ進む

５ 技術を分割して言語化する

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

評価コメントです80理由を伝える

評価コメントです70質問を受ける

技術を分割して言語化する

スモールステップで伝える

できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価
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p:37

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

5つ目は「技術を分割して言語
化する」ことを意識して、ア
バターと会話してみてくださ
い。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「技術を分割して言語化
する」ことの実践状況を評価さ
せる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「技術を分割して言語化す
る」ことを意識して対応でき
ましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

評価コメントです80理由を伝える

評価コメントです70質問を受ける

評価コメントです70技術を分割して言語化する

スモールステップで伝える

できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価

再度実施 次へ進む

p:38

TIMENa/音内容画面

続いて「スモールステップで
伝える」について説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
6 スモールステップで伝え

る

では、AIシミュレータで
ティーチングのポイントを体
験してみましょう。

6つ目は「スモールステップで
伝える」ことを意識して、ア
バターと会話してみてくださ
い。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「スモールステップで伝
える」ことの実践状況を評価さ
せる

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

６ スモールステップで伝える



165

p:37

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

5つ目は「技術を分割して言語
化する」ことを意識して、ア
バターと会話してみてくださ
い。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「技術を分割して言語化
する」ことの実践状況を評価さ
せる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「技術を分割して言語化す
る」ことを意識して対応でき
ましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

評価コメントです80理由を伝える

評価コメントです70質問を受ける

評価コメントです70技術を分割して言語化する

スモールステップで伝える

できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価

再度実施 次へ進む

p:38

TIMENa/音内容画面

続いて「スモールステップで
伝える」について説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
6 スモールステップで伝え

る

では、AIシミュレータで
ティーチングのポイントを体
験してみましょう。

6つ目は「スモールステップで
伝える」ことを意識して、ア
バターと会話してみてくださ
い。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「スモールステップで伝
える」ことの実践状況を評価さ
せる

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

６ スモールステップで伝える

p:39

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「スモールステップで伝え
る」ことを意識して対応でき
ましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「できないことを相手
のせいにしない」ことについ
て説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
７ できないことを相手のせ

いにしない

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

再度実施 次へ進む

７ できないことを相手のせいにしない

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

評価コメントです80理由を伝える

評価コメントです70質問を受ける

評価コメントです70技術を分割して言語化する

評価コメントです80スモールステップで伝える

できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価

p:40

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

7つ目は「できないことを相手
のせいにしない」ことを意識
して、アバターと会話してみ
てください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「できないことを相手の
せいにしない」ことの実践状況
を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「できないことを相手のせい
にしない」ことを意識して対
応できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

評価コメントです80理由を伝える

評価コメントです70質問を受ける

評価コメントです70技術を分割して言語化する

評価コメントです70スモールステップで伝える

評価コメントです80できないことを相手のせいにしない

ティーチングで教えられること

総合評価

再度実施 次へ進む
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p:41

TIMENa/音内容画面

続いて「ティーチングで教え
られること」について説明し
ます。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
8 ティーチングで教えられ

ること

では、AIシミュレータで
ティーチングのポイントを体
験してみましょう。

最後は「ティーチングで教え
られること」を意識して、ア
バターと会話してみてくださ
い。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「ティーチングで教えら
れること」の実践状況を評価さ
せる

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

８ ティーチングで教えられること

p:42

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「ティーチングで教えられる
こと」を意識して対応できま
したでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる総合評価で
す。

ティーチングのポイントを意
識して対応できましたでしょ
うか。

各項目は何回もチャレンジで
きますので、高評価が得られ
るよう練習してみてください。

各項目のタイトルをクリック
すると再チャレンジしたい項
目へ進みます。次へ進む場合
は「次へ進む」ボタンをク
リックしてください。

・8つの項目シミュレーション
結果・総合評価を表示

Title︓ No︓006

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 ティーチングのポイント

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

再度実施 次へ進む

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

評価コメントです80理由を伝える

評価コメントです70質問を受ける

評価コメントです70技術を分割して言語化する

評価コメントです80スモールステップで伝える

評価コメントです80できないことを相手のせいにしない

評価コメントです70ティーチングで教えられること

総合評価

次へ進む

コメント点数ポイント

評価コメントです60信頼関係の形成

評価コメントです70間違った⽅法・してはいけないことを教える

評価コメントです80理由を伝える

評価コメントです70質問を受ける

評価コメントです70技術を分割して言語化する

評価コメントです80スモールステップで伝える

評価コメントです80できないことを相手のせいにしない

評価コメントです70ティーチングで教えられること

B総合評価



167

p:43

TIMENa/音内容画面

では、続いてコーチングにつ
いて⾒ていきましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

コーチングは、1970年代後半
からスポーツの世界で開発さ
れ発展してきた⽅法です。

コーチングでは、相手に何か
を教えるということは原則⾏
いません。

相手の考えを質問によって引
き出し、それを認めることが
コーチングによるコミュニ
ケーションの基本です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓007

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

職場内教育(OJT)における指導技法の理解 コーチングとは

質 問

相手の考え・目標

コーチングコーチング

p:44

TIMENa/音内容画面

コーチングは、コーチによる
「質問」「傾聴」「承認」と
いう流れを基本的な構造とし
ています。

コーチングにおいては、主体
は成⻑したい「⼈」であり、
それをさまざまな質問の技法
を⽤いて、その⼈が目的の場
所にたどり着く、目標を明ら
かにし達成することを質問を
主としたコミュニケーション
を通じて支援します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

本項では、「GROWモデルに
よるコーチング」、「コーチ
ングにおいてよく活⽤するコ
ミュニケーション手法」につ
いてビデオで説明して、その
後AIシミュレータでトレーニ
ングしていただきます。

Title︓ No︓007

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 コーチングとは

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

質 問質 問 傾 聴傾 聴 承 認承 認

対象者が目的の場所にたどり着く、目標を明らかにし達成する
ことを、質問の技法、質問を主としたコミュニケーションを通
じて支援する

成⻑したい「⼈」が主体

コーチングコーチング

GROWモデルによる
コーチング

コーチングにおいて
よく活⽤する

コミュニケーション手法
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p:45

TIMENa/音内容画面

GROWモデルによるコーチン
グには、この4つのポイントが
あります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

では、GROWモデルによる
コーチングについての事例を
ビデオで⾒てみましょう。

まず最初に「目標の明確化」
について説明します

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

GROWモデルによるコーチン
グ
１ 目標の明確化

Title︓ No︓008

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 GROWモデルによるコーチング

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

GROWモデルによるコーチングGROWモデルによるコーチング

１ 目標の明確化
２ 現状確認・把握
３ 選択肢・対策案の検討
４ 意思決定

１ 目標の明確化

p:46

TIMENa/音内容画面

GROWモデルによるコーチン
グについてのビデオを⾒てい
ただきましたが、あなたはど
う感じましたか。

では、AIシミュレータで
GROWモデルによるコーチン
グを体験してみましょう。

まず最初に「目標の明確化」
をすることを意識しながら、
アバターと会話してみてくだ
さい。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
コーチングシミュレーションを
実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる

・よりリアルな体験が可能
・AIに「目標の明確化」の実践
状況を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「目標の明確化」を意識して
対応できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓008

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 GROWモデルによるコーチング

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60目標の明確化

現状確認・把握

選択肢・対策案の検討

意思決定

総合評価

再度実施 次へ進む
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p:47

TIMENa/音内容画面

続いて「現状確認・把握」に
ついて説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

GROWモデルによるコーチン
グ
２ 現状確認・把握

では、AIシミュレータでコー
チングのポイントを体験して
みましょう。

2つ目は「現状確認・把握」を
することを意識して、アバ
ターと会話してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
コーチングシミュレーションを
実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「現状確認・把握」する
ことの実践状況を評価させる

Title︓ No︓008

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 GROWモデルによるコーチング

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

2 現状確認・把握

p:48

TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「現状確認・把握」すること
を意識して対応できましたで
しょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「選択肢・対策案の検
討」をすることについて説明
します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

ティーチングのポイント
３ 選択肢・対策案の検討

Title︓ No︓008

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 GROWモデルによるコーチング

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

再度実施 次へ進む

３ 選択肢・対策案の検討

コメント点数ポイント

評価コメントです60目標の明確化

評価コメントです80現状確認・把握

選択肢・対策案の検討

意思決定

総合評価
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p:49

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータで面接
技法の種類と⽅法を体験して
みましょう。

3つ目は「選択肢・対策案の検
討」をすることを意識して、
アバターと会話してみてくだ
さい。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
ティーチングシミュレーション
を実施

◆AIシミュレータでティーチン
グを体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「選択肢・対策案の検
討」をすることの実践状況を評
価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「選択肢・対策案の検討」を
することを意識して対応でき
ましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓008

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 GROWモデルによるコーチング

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60目標の明確化

評価コメントです80現状確認・把握

評価コメントです70選択肢・対策案の検討

意思決定

総合評価

再度実施 次へ進む

p:50

TIMENa/音内容画面

続いて「意思決定」について
説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

GROWモデルによるコーチン
グ
４ 意思決定

では、AIシミュレータでコー
チングのポイントを体験して
みましょう。

最後は「意思決定」をするこ
とを意識して、アバターと会
話してみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
コーチングシミュレーションを
実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「意思決定」することの
実践状況を評価させる

Title︓ No︓008

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 GROWモデルによるコーチング

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

４ 意思決定
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TIMENa/音内容画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「意思決定」することを意識
して対応できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、高評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる総合評価で
す。

GROWモデルによるコーチン
グを意識して対応できました
でしょうか。

各項目は何回もチャレンジで
きますので、高評価が得られ
るよう練習してみてください。

各項目のタイトルをクリック
すると再チャレンジしたい項
目へ進みます。次へ進む場合
は「次へ進む」ボタンをク
リックしてください。

・4つの項目シミュレーション
結果・総合評価を表示

Title︓ No︓008

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 GROWモデルによるコーチング

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

再度実施 次へ進む

コメント点数ポイント

評価コメントです60目標の明確化

評価コメントです80現状確認・把握

評価コメントです70選択肢・対策案の検討

評価コメントです80意思決定

総合評価

コメント点数ポイント

評価コメントです60目標の明確化

評価コメントです80現状確認・把握

評価コメントです70選択肢・対策案の検討

評価コメントです80意思決定

B総合評価

次へ進む

p:52

TIMENa/音内容画面

次は、コーチングにおいてよ
く活⽤するコミュニケーショ
ン手法について説明します。

コーチングにおいてよく活⽤
するコミュニケーション手法
は、この3つがあります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

では、コーチングにおいてよ
く活⽤するコミュニケーショ
ン手法の事例をビデオで⾒て
みましょう。

まず最初に「傾聴」の手法に
ついて説明します

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

コミュニケーション手法

傾聴
・メラビアンの法則
・うなづき
・相槌
・オウム返し
・接続詞
・アクティブリスニング
・ブロッキング

Title︓ No︓009

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 コーチングにおいてよく活⽤するコミュニケーション手法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コーチングにおいてよく活⽤するコミュニケーション手法コーチングにおいてよく活⽤するコミュニケーション手法

１ 傾聴
２ 質問
３ 承認

１ 傾 聴
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コーチングにおいてよく活⽤する
コミュニケーション手法について
のビデオを⾒ていただきましたが、
あなたはどう感じましたか。

では、AIシミュレータでコーチン
グにおいてよく活⽤するコミュニ
ケーション手法を試してみましょ
う。

まず最初に「傾聴」手法を意識し
ながら、アバターと会話してみて
ください。

（なお、AIシミュレータは、あな
たの振る舞いや視線なども評価し
ます。より具体的な評価とするた
めにも、カメラはONにしておいて
ください）

・AIアバターとの会話による
コーチングシミュレーションを
実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「傾聴」手法の実践状況
を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「傾聴」の手法を意識して実
践できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、傾聴の手法が実現できる
ようになるように練習してみ
てください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓009

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 コーチングにおいてよく活⽤するコミュニケーション手法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60メラビアンの法則

傾聴

評価コメントです80うなづき

評価コメントです70相槌

評価コメントです50オウム返し

評価コメントです50接続詞

評価コメントです50アクティブリスニング

評価コメントです60ブロッキング

再度実施 次へ進む

p:54

TIMENa/音内容画面

続いて「質問」の手法につい
て説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

コミュニケーション手法

２ 質問
・拡大質問
・未来質問
・肯定質問
・チャンクダウン・アップ

では、AIシミュレータでコー
チングのポイントを体験して
みましょう。

2つ目は「質問」手法を意識し
ながら、アバターと会話して
みてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
コーチングシミュレーションを
実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「質問」手法の実践状況
を評価させる

Title︓ No︓009

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 コーチングにおいてよく活⽤するコミュニケーション手法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

２ 質 問
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これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「質問」の手法を意識して実
践できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、質問の手法が実現できる
ようになるように練習してみ
てください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

続いて「承認」の手法につい
て説明します。

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

コミュニケーション手法

3 承認
・事実承認
・メッセージ

Youメッセージ
Iメッセージ
Weメッセージ

・承認のための留意点

Title︓ No︓009

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 コーチングにおいてよく活⽤するコミュニケーション手法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点
数ポイント

評価コメントです60拡大質問

質問
評価コメントです80未来質問

評価コメントです70肯定質問

評価コメントです50チャンクダウン・アップ

再度実施 次へ進む

３ 承 認

p:56

TIMENa/音内容画面

では、AIシミュレータでコー
チングのポイントを体験して
みましょう。

最後に「承認」手法を意識し
ながら、アバターと会話して
みてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIアバターとの会話による
コーチングシミュレーションを
実施

◆AIシミュレータでコーチング
を体験させる
・よりリアルな体験が可能
・AIに「承認」手法の実践状況
を評価させる

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

「承認」の手法を意識して実
践できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、承認の手法が実現できる
ようになるように練習してみ
てください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓009

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 コーチングにおいてよく活⽤するコミュニケーション手法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60事実承認

承認
評価コメントです80Youメッセージ

評価コメントです70Iメッセージ

評価コメントです50Weメッセージ

再度実施 次へ進む
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これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる総合評価で
す。

コーチングにおいてよく活⽤
するコミュニケーション手法
を意識して対応できましたで
しょうか。

各項目は何回もチャレンジで
きますので、高評価が得られ
るよう練習してみてください。

各項目のタイトルをクリック
すると再チャレンジしたい項
目へ進みます。次へ進む場合
は「次へ進む」ボタンをク
リックしてください。

・3つの項目シミュレーション
結果・総合評価を表示

Title︓ No︓009

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 コーチングにおいてよく活⽤するコミュニケーション手法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

コメント点数ポイント

評価コメントです60傾 聴

評価コメントです80質 問

評価コメントです70承 認

C総合評価

次へ進む

p:58

TIMENa/音内容画面

ここで、スーパービジョンに
ついて説明します。

スーパービジョンとは、職場
内学習(OJT)の⽅法の一つで、
「指導者であるスーパーバイ
ザーが指導されるスーパーバ
イジーに対し、専門的な知
識・技術・態度の変化・成⻑
を意図して直接的に⾏う働き
かけの過程」のことを言いま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

スーパービジョンには、以下
の５つの特徴があります

１ スーパービジョンはプロ
セスである
２ 状況に応じて⽅法を選択
することが必要
３ 相互作⽤の重要性
４ ターゲットの二重性
５ スーパービションと契約

・ナレーションに合わせて内容
を表示

5つの特徴を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの定義と特徴

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

指導者であるスーパーバイザーが指導されるスーパーバイジーに対し、
専門的な知識・技術・態度の変化・成⻑を意図して直接的に⾏う働き
かけの過程

スーパービジョン

スーパーバイザー スーパーバイジー

スーパービジョンはプロセスである

状況に応じて⽅法を選択することが必要

相互作⽤の重要性

ターゲットの二重性

スーパービションと契約

スーパービジョンの５つの特徴
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TIMENa/音内容画面

先ほど説明したスーパービ
ジョンの定義におけるポイン
トのひとつは、スーパービ
ジョンが「働きかけの過程(プ
ロセス)」であるという点でし
た。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

１ スーパービジョンはプロセ
スである

これを2つの観点で説明すると、

・スーパービジョン特有の方
法があるわけではない
この後ご説明する面接技法、
ティーチング、コーチングな
どを活⽤する。

・スーパービジョンはスー
パーバイザーの一方的な働き
かけのみで成⽴するものでは
ない
スーパービジョンはバイザー
とバイジーの相互作⽤を前提
とする。

といえます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの定義と特徴

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

スーパービジョンはプロセスである

スーパービジョンはプロセスである

スーパービジョン特有の方法があるわけではない
面接技法、ティーチング、コーチングなどを活⽤する

スーパーバイザーの一方的な働きかけのみで成⽴する
ものではない
スーパービジョンはバイザーとバイジーの相互作⽤を
前提とする

p:60

TIMENa/音内容画面

スーパービジョンを実施する
際に、特定の⽅法に固執する
必要はありません。

自分と相手、状況(時間や場所、
そのほかの要因)に合わせて、
使⽤する⽅法を選択して進め
ましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

2 状況に応じて⽅法を選択す
ることが必要

先ほど、「スーパービジョン
はスーパーバイザーの一⽅的
な働きかけのみで成⽴するも
のではない」とご説明しまし
たが、スーパービジョンは、
スーパーバイジーへの一⽅的
な指導ではありません。また、
スーパーバイザーがスーパー
バイジーと相互作⽤せず、
スーパーバイジーに無理に⾏
動変容を強要するものでもあ
りません。
スーパーバイジーの気持ちや
考え、疑問や悩みを引き出し、
どう⾏動するか、スーパーバ
イジーが納得して⾏動できる、
理解して応⽤できるようスー
パーバイズすることが重要で
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

３ 相互作⽤の重要性

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの定義と特徴

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

状況に応じて⽅法を選択することが必要

自分と相手、状況(時間や場所、その他の要因)に
合わせて、使⽤する⽅法を選択して進める
自分と相手、状況(時間や場所、その他の要因)に
合わせて、使⽤する⽅法を選択して進める

相互作⽤の重要性

一⽅的な指導X
相互作⽤○
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スーパービジョンの成果をケ
ア現場の利⽤者に届けるため
には、スーパーバイザーは目
の前にいるスーパーバイジー
だけではなく、そのさきにい
る対象者すなわち利⽤者を⾒
据えてスーパーバイズを⾏う
必要があります。

このようなことを「ターゲッ
トの二重性」と呼びます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

４ ターゲットの二重性

アニメーションあり

スーパービジョンではター
ゲットの二重性により「スー
パーバイジーの意識や⾏動の
変化にのみ着目してしまい、
利⽤者の利益は考えていな
かった」といった問題が生じ
がちです。

スーパーバイザーは、目の前
にいるスーパーバイジーの指
導に注⼒するあまり、その先
にいる利⽤者を忘れた指導に
ならないよう常に意識しなけ
ればなりません。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

アニメーションあり

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの定義と特徴

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

ターゲットの二重性

ターゲットの二重性

p:62

TIMENa/音内容画面

スーパービションにおいては、
スーパーパイザーとスーパー
バイジーが関係性を明確にし
目的を共有した上で「契約」
を⾏い、「スーパーバイズ関
係」を結ぶことでスーパービ
ションが有効に機能しやすく
なります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

５ スーパービションと契約

スーパーバイジーからの相談
は場合によって職務の範囲を
超えた内容になる可能性もあ
ります。

そのようなときにスーパーバ
イザーがスーパーバイジーの
問題を抱え込まないようにす
るためにも、契約は重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの定義と特徴

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

スーパービションと契約

スーパーバイズ契約

スーパーバイザー スーパーバイジー

関係性を明確にし
目的を共有した上で「契約」を⾏う

スーパービションと契約

スーパーバイジーの問題を抱え込まない
ようにするためにも、契約は重要
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TIMENa/音内容画面

また、スーパーバイジーに対
してどのような⽅法でスー
パービジョンを⾏うかについ
て説明し、同意を得ることに
よってスーパーバイジーの主
体的な関与が期待できます。

なお、契約の過程にはどのよ
うな⽅法でスーパービジョン
を⾏うのかという⽅法論につ
いての約束も含まれます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

５ スーパービションと契約

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの定義と特徴

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

スーパービションと契約

スーパービジョンに
ついての説明

スーパーバイザー スーパーバイジー

同意を得る

p:64

TIMENa/音内容画面

スーパービジョンによる⼈材
育成の意義として、このよう
なメリットが考えられます

１ そのとき、その場でス
タッフに合わせて指導できる
２ 知識をいつ、どのように
使えばよいか分かる
３ 問題の整理がしやすい

・ナレーションに合わせて内容
を表示

１ そのとき,その場でスタッ
フに合わせて指導できる

現場でのスーパービジョンで
は、実践の中でスタッフに足
りない知識や技術を類推・確
認し、その場で教えることが
できます。

スタッフも自分が直面してい
る問題の解決に関連するため、
学習意欲も高まることが期待
できます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンによる⼈材育成の意義

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

そのとき、その場でスタッフに合わせて
指導できる

知識をいつ、どのように使えば
よいか分かる

問題の整理がしやすい

そのとき、その場でスタッフに合わせて指導できる

実践の中でスタッフに足りない知識や技術を
類推・確認し、その場で教える
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２ 知識をいつ,どのように使
えばよいか分かる

Off-JTでの学習は、あくまで
も現場から離れた一般論であ
り、実践には応⽤が必要な場
合が多くありますが、スー
パービジョンを受けることに
よって、既存の「どの」知識
を「いつ」「どのように」個
別の問題に当てはめればよい
かが分かります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

３ 問題の整理がしやすい

認知症介護においては、スー
パーバイジー自身が自分の直
面している問題がどのような
問題か整理がつかない場合が
ありますが、自分の⼒だけで
問題を解決できるレベルまで
成⻑するためには、学習とそ
れに基づいた実践を繰り返す
ことが必要です。

そんな時に、同じような問題
に直面した経験を持つスー
パーバイザーがスーパービ
ジョンとして共に問題解決を
考えてくれたら、短時間で有
効な学習ができると考えられ
ます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンによる⼈材育成の意義

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

問題の整理がしやすい

知識をいつ,どのように使えばよいか分かる

「どの」知識を「いつ」「どのように」
個別の問題に当てはめればよいかが分かる

同じような問題に直面した経験を持つ
スーパーバイザーが共に問題解決を考えてくれる

スーパー
ビジョン

p:66
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スーパービジョンは、一般的
に「教育的機能」「管理的機
能」「支持的機能」に分類で
きます。

・ナレーションに合わせてアニ
メーションを表示

教育的機能とは、スーパービ
ジョンの過程の中で知識・技
術を提供したり、実践の振り
返りを促したりすることによ
り、スーパーバイジーの専門
的成⻑を促進する働きを指し
ます。

以下の3つの視点で整理してみ
ましょう。

①知識・技術・価値を伝える
②理論と実践をつなぐ
③学習の動機づけを高める

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

教育的機能

管理的機能

支持的機能

教育的機能
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①知識・技術・価値を伝える

「知識・技術・価値を伝え
る」とは、学習者の側から考
えれば新しい知識・技術を学
ぶことです。

スーパービジョンの面接場面
やリアルタイムの実践の一場
面でも、新しい知識・情報を
提供することにより、スー
パーバイジーの成⻑を促すこ
とができます。

・ナレーションに合わせてアニ
メーションを表示

②理論と実践をつなぐ

Off-JTやSDSで知識として伝
えられるのは系統⽴てて分析
し、標準化された一般論です。
ケア現場では、一般論として
の知識があっても、実践の中
で応⽤することがむずかしい
場合が多々あり、研修で学ん
だことが実践に結びつかない
というケースは無数にありま
す。

そのような場合、単に援助者
を責めるのではなく、Off-JT
の場で学習したことと現場で
の実践を結びつけるべく手助
けするということが専門職の
成⻑においては重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

教育的機能

教育的機能

知識・技術・価値を伝える

理論と実践をつなぐ

新しい知識・情報を提供することにより、
スーパーバイジーの成⻑を促す

新しい知識・情報

Off-JTやSDSで
学んだ知識

現場での実戦

結びつけるべく
手助けする

p:68
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②理論と実践をつなぐ

では、ここで、ある事例につ
いてのビデオを⾒てみましょ
う。

・ビデオ再生
実写ビデオで事例1を再現

この事例に対して実施された
「知識・技術・価値の応⽤を
促す」スーパービジョンの模
様を⾒てみましょう

・ビデオ再生
実写ビデオで事例2を再現

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

概要・目的

教育的機能

教育的機能

理論と実践をつなぐ

理論と実践をつなぐ
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②理論と実践をつなぐ

いかがでしたか。
介護職員のKさんは, 認知症の
Nさんが 「 自分は薬を飲んで
いないのではないか」 と誤認
を誘発するような環境に誘導
していたという気づきを、別
の記憶障害がある⼈ (Sさん) 
のケースにも当てはめて、
「同じようなことが起こるか
もしれない」 と類推していま
したね。

スーパーパイザーはこのよう
うに理論と実践をつなぐ活動
を促進し、スーパーパイジー
の専門的な成⻑を促します。

・ビデオ一時停止

では、次に同様の事例を元に、
実施された「振り返りを促
す」スーパービジョンの模様
を⾒て⾒ましょう

・ビデオ再生
実写ビデオで事例3を再現

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

教育的機能

教育的機能

理論と実践をつなぐ

理論と実践をつなぐ

p:70
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②理論と実践をつなぐ

いかがでしたか。
知識をもとに考える⼒を高め
ていくために、スーパーパイ
ザーから問いを発して振り返
りを促すことがあります。

スーパーバイザーが振り返り
を促し、自分で考える機会を
設けていくことによって、自
ら気づき,考える⼒を高めるこ
とができます。

・ビデオ一時停止

③学習の動機づけを高める

「学習の動機づけを高める」
というのは、援助者の「学習
したい」という気持ちを高め
ることです。

大きく2つの視点があります。

１ 学習する理由やなにに
活⽤できるかを知る

２ 内発的動機づけを高める

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

教育的機能

理論と実践をつなぐ

教育的機能

学習の動機づけを高める

学習する理由や
なにに活⽤できるかを知る 内発的動機づけを高める



181

p:71

TIMENa/音内容画面

③学習の動機づけを高める

１ 学習する理由やなにに活
⽤できるかを知る

⼈は、学ぶときに「なぜこれ
を学ぶ必要があるか」といっ
た「学ぶ理由」を知りたいと
考えることがあります。

学習する理由を知ることが、
学習の動機づけを高めること
につながることも多々ありま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

③学習の動機づけを高める

2 内発的動機づけを高める

学習者の動機づけを高めると
いう観点では,「内発的動機づ
けを高める」視点が重要です。
対価・報酬や良い評価を得る
ため、悪い評価をされないた
めなどといった動機づけは内
発的な動機づけではありませ
ん。

内発的動機づけとは、その⾏
為や活動をすること自体が目
的や楽しみ・生きがいとなっ
ているという動機づけのこと
を指します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

教育的機能

学習の動機づけを高める
2 内発的動機づけを高める

教育的機能

学習の動機づけを高める
1 学習する理由やなにに活⽤できるかを知る

学習する理由を知ることが、
学習の動機づけを高めることにつながる

何に使えるのか なぜ学ぶのか

その⾏為や活動をすること自体が
目的や楽しみ・生きがいとなっている

p:72
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教育機能の範囲

認知症介護に直接関係する技
術は「テクニカルスキル」、
また、知識をもとに複雑な状
況を認知・分析したうえで問
題を発⾒、解決していく技術
は「コンセプチュアルスキ
ル」といわれています。

また、認知症ケアはチームア
プローチであり、一⼈だけで
はできません。必然的にチー
ム内のコミュニケーションも
重要です。このような対⼈関
係能⼒は「ヒューマンスキ
ル」といわれています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

3つの視点は循環している

ここまで、スーパービジョン
の教育機能として「学習の動
機づけを高める」「知識・技
術・価値を伝える」「理論と
実践をつなぐ」について説明
しました。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

認知症介護に直接関係する技術テクニカルスキル

知識をもとに複雑な状況を認知・分
析したうえで問題を発⾒、解決して
いく技術

コンセプチュアルスキル

チーム内のコミュニケーションのよ
うな対⼈関係能⼒ヒューマンスキル

教育的機能

教育的機能
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これらの3つの視点は関連して
循環あるいは相互作⽤してい
ます。

・知識を伝えるとその知識を
もとにして実践につなげよう
という努⼒が生まれる。
・さらなる知識を得たいとい
う動機づけが高まる。
・それによって実践が有効に
機能するようになったときに、
その価値をスーパーバイザー
が伝えることによって、さら
に学習の動機づけが高まる。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

(2)管理機能(調整機能)
管理機能とは、スーパービ
ジョンにおいて業務の遂⾏状
況を把握し,適切な環境で働け
るよう指示する働きのことを
いいます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

教育的機能

管理的機能

p:74
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スーパーバイジーの業務のあ
り⽅とともに労働環境(業務分
担や⼈間関係、業務時間等)を
把握し、適切に業務が進むよ
う管理あるいは調整するよう
な働きかけをします。

具体的には、スーパーバイ
ジーの職務や責任の範囲を明
示したり、計画通りに取り組
みが進んでいるかをヒアリン
グし指示をしたり、休みがと
れていない⼈に対し休みをと
るように促したりなどが想定
できます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

(3)支持機能
支持機能とは,スーパービジョ
ンの業務に関する情緒的なサ
ポートを⾏う働きのことをい
います。

知識・技術・経験のないス
タッフは、ストレスを感じや
すく「燃え尽き」といわれる
状態に陥る場合もあります。
スーパービジョンには、ス
タッフを支持しそのような事
態に陥ることを予防する働き
ももっています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

管理的機能

支持的機能

・スーパーバイジーの職務や責任の範囲を明示する
・計画通りに取り組みが進んでいるかをヒアリングし指示を出す
・休みがとれていない⼈に対し休みをとるように促す など

・労働環境の把握
・適切に業務が
進むよう管理・調整

スタッフを支持し「燃え尽き」のような
事態に陥ることを予防する働き
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ただし、支持機能が⾏き過ぎ
ると、スーパーバイザーが
スーパーバイジーの職務以外
の悩みを抱え込んでしまう場
合もあります。

スーパービジョンでは、カウ
ンセリングとは異なり、対象
者の生活の範囲まで踏み込ん
で情緒的なサポートと改善を
促すことは想定していません
ので、カウンセリングとの区
別を意識しながら進める必要
があります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの機能

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

支持的機能

カウンセリングとの区別を意識しながら
進める必要がある
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スーパービジョンにはいくつ
かの形態があります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

個別スーパービジョンは、
スーパーバイザーとスーバー
バイジーが1対1で⾏うスー
パービジョンのことです。

スーパーバイジーに合わせて、
きめ細やかにまた経時的に
スーパービジョンを⾏うこと
ができる一⽅、個別に関わる
ため、職場全体で実施すると
より多くの時間的なコストを
必要とするほか、他の関係者
の意⾒をリアルタイムに活⽤
することは難しくなります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの形態

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

ピア
スーパービジョン

セルフ
スーパービジョン

スーパーバイジーに合わせて、きめ細やかにまた
経時的にスーパービジョンを⾏うことができる

個別スーパービジョン
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グループスーパービジョンは,
スーパーバイザーと複数の
スーパーバイジーで⾏われる
スーパービジョンを指します。

実際の現場では、職場内での
事例検討会、勉強会、研修会
等として開催されるケースが
該当し、実際に援助にあたっ
ているチームでスーパービ
ジョンを受けることにより、
組織の理念を深く理解する場
になったり、ある認知症の⼈
に関して共通の理解・認識を
得る機会になったりという
チームアプローチの促進の側
面が期待できます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

ライプスーパービジョンは、認知
症の⼈と関わっているその場で⾏
うスーパービジョンを指します。

スーパーバイジーが認知症の⼈を
ケアしている場面を共有し、適切
なタイミングで関わったり、スー
パーバイジーに言葉を投げかけた
りする⽅法で援助のヒントを与え
るなどがありますが、認知症の⼈
が置き去りにならないように、関
わっている最中にスーパービジョ
ンが⾏われることは基本的に避け
られるべきです。

具体的には、スーパーバイジーに
実際に認知症の⼈に関わっている
場面を⾒せ、後ほどその場面につ
いて解説をする形式をとることが
多くなります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの形態

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

認知症の⼈に関わっている最中にスーパービジョ
ンが⾏われることは基本的に避けられるべき

チームアプローチの促進の側面が期待できる

ライブスーパービジョン

グループスーパービジョン

p:78
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ピアスーパービジョンとは、
ピア(仲間)で⾏うスーパービ
ジョンのことを指します。

具体的には、職場の同僚同⼠
での相互のスーパービジョン
やスーパーパイザー自身が法
⼈を超えてお互いの⼒量を高
め合うために相互に⾏うスー
パービジョン等があります。
ピアスーパービジョンは、⽴
場の近い⼈同⼠のスーパービ
ジョンであるため、取り組み
の不安や喜びなど情緒的な側
面について共有しやすいとい
う特徴があります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

セルフスーパービジョンとは、
自分で⾏うスーパービジョン
を指します。

プロセスレ一ドなどの一定の
フォーマットにのっとり、自
分自身の実践を文字にしてみ
ると、そこから気づくこと・
考えること・振り返りなどが
多々あります。

どうしても自分一⼈の⾒⽅・
考え⽅から脱却しにくいとい
うことは否めないため、スー
パービジョンの前段階として
自分で自分を振り返ってみる
というような活⽤法が考えら
れます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓職場内教育(OJT)における指導技法の理解 スーパービジョンとは スーパービジョンの形態

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

取り組みの不安や喜びなど
情緒的な側面について共有しやすい

セルフスーパービジョン

ピアスーパービジョン

スーパービジョンの前段階として
自分で自分を振り返ってみるというような活⽤
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p:79

TIMENa/音内容画面

◆ジングル◆タイトル表示

それでは、ここで認知症ケア
の指導における活⽤と留意点
について学んでいきましょう。

これらの6つの項目で説明しま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓011

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

認知症ケアの指導における活⽤と留意点

職場内教育(OJT)において
指導技法を活⽤する際の留意点

ティーチング、コーチング、
面接技法の統合

認知機能障害の把握

問題の全体像をとらえる 報告を受ける過程での指導
(事実と解釈を区別する)

倫理的配慮

p:80

TIMENa/音内容画面

本教材でとりあげた各手法に
おいて共通してリーダーに求
められるのは、内発的動機づ
けを高めるという視点です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

内発的動機づけを高める⽅法
のひとつとして「結果を体験
させる」ことが有効であると
いわれています。
スーパーパイジー自身のケア
の結果が、どのように利⽤者
に有効に機能しているか (して
いないか) を示してあげます。

また、できたことの価値を伝
える、ということも重要です。
どのようなケアにどのような
価値があるかということを言
語化して伝えておくことで、
自分自身の⾏動の結果が、価
値に⾒合った成果であったか
を自己判断できるようになり
ます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓011

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 職場内教育(OJT)において指導技法を活⽤する際の留意点
内発的動機づけを高めようとするときに求められるスタンス

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

内発的動機づけを高めるという視点

結果を体験させる
できたことの価値を伝える
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p:81

TIMENa/音内容画面

観察学習では、ティーチング
やコーチングで言葉により学
習したことをベースにして、
言葉での説明が難しい部分、
すなわち「ケアをどう作り出
しているか」あるいは 「知識
を実践的に応⽤する仕⽅」な
どを実際に⾒て学ぶことがで
きます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

⾒ることによって理解が深ま
るという意味で観察学習は非
常に重要ですが、同じ場面を
⾒たとしても⼈の観点は個々
により様々なため、同じ情報
を読み取り、同じように学習
できるとは限りません。

観察学習では、ティーチング
やコーチングによるOJTと組み
合わせることによって、個々
の理解のずれを修正する過程
が必要となります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓011

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 職場内教育(OJT)において指導技法を活⽤する際の留意点
観察学習を有効に活⽤する

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

「ケアをどう作り出しているか」あるいは
「知識を実践的に応⽤する仕⽅」などを実際に⾒て学ぶ

ティーチングやコーチングによるOJTと組み合わせることに
よって、個々の理解のずれを修正する過程が必要

実際に⾒て学ぶ

p:82

TIMENa/音内容画面

①自分だからそう感じる

⼈材育成において、スタッフ
の⼒量を把握してティーチン
グやコーチングを展開してい
くことは大切ですが、そのよ
うな指導が適切に機能するた
めには「自己覚知」をするこ
とが重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

リーダーが、自らの価値観を
根拠にしてスタッフを理解し
ていることに気づかず、一⽅
的にそのスタッフを指導する
と、実践の論理性や柔軟性が
損なわれて、偏ったチームが
形成される可能性が高まりま
す。

そのような状況に陥らないた
めには、リーダーが 「自分は
このような価値観・考え⽅を
持っている、自分のスタッフ
に対する印象・理解は、どの
ような事実や自分の知識・経
験・感情・思考を背景として
いるのか」ということを「自
己覚知」しましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓011

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 職場内教育(OJT)において指導技法を活⽤する際の留意点
指導する自分を自己覚知し、スタッフの多様性を認める

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

ティーチングやコーチングが適切に機能するためには
「自己覚知」をすることが重要

「自分はこのような価値観・考え⽅を持っている、自分のスタッフ
に対する印象・理解は、どのような事実や自分の知識・経験・感
情・思考を背景としているのか」ということを「自己覚知」する
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p:83

TIMENa/音内容画面

②リーダーが自分の特徴を認
める

全ての⼈はそれぞれが個性・
特徴を持っており、それは状
況や捉え⽅に応じて⻑所にも
欠点にもなります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

⼈の特徴はパズルのピースの
ようなものであり、⼈によっ
て形が異なりますが、その
ピースを理想に当てはめて無
理やり押し込もうとしたり、
ピースの形を強引に変えよう
としたりすると無理が生じま
す。

そうではなく、自分や他者の
特徴をそのままパズルのピー
スとして受け入れ、収まる場
所や角度の⽅を考えたほうが
スムーズに進むことが考えら
れます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓011

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 職場内教育(OJT)において指導技法を活⽤する際の留意点
指導する自分を自己覚知し、スタッフの多様性を認める

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

自分や他者の特徴をそのままパズルのピースとして受け入れ、
収まる場所や角度の⽅を考えたほうがスムーズに進む

⻑所にも欠点になる

個性・特徴

p:84

TIMENa/音内容画面

まず⼈材育成に臨むリーダー
自身が、自分というパズルの
ピースの形を無理に変えよう
とするのではなく、自分の特
徴(⻑所や欠点)をあるがままに
認めることが重要です

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓011

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

自分の特徴(⻑所や欠点)をあるがままに認めることが重要

認知症ケアの指導における活⽤と留意点 職場内教育(OJT)において指導技法を活⽤する際の留意点
指導する自分を自己覚知し、スタッフの多様性を認める
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p:85

TIMENa/音内容画面

⼈材育成は時間のかかる取り
組みです。

技術の習得という点で言うと
「やり⽅は知っているが、や
ろうと思うとできない」とい
うレベルから、考えなくても
自動的に体が動いてしまうと
いうレベルまで、年単位での
繰り返しを通じて成⻑してい
きます。

自分自身に置き換えて考えれ
ば分かるように、それは一朝
一タで習得できるものではな
く、普段からの繰り返し、訓
練や実践において習得される
ものです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

しかし、いざ指導する側に回
ると苛⽴ちを覚えて感情的な
指導をしたり、焦ってしまっ
たりということが起こりがち
になります。
そのような場合、意識してで
きる限りゆとりを持ったOJTを
⾏うようにしましょう。

Title︓ No︓011

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 職場内教育(OJT)において指導技法を活⽤する際の留意点
即時的な効果を求めすぎない

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

意識してできる限りゆとりを持ったOJTを⾏うようにする

技術は普段からの繰り返し、訓練や実践において習得される

p:86

TIMENa/音内容画面

ティーチングやコーチング、
面接技法はスーパービジョン
を実施する際の⽅法ですが、
⽅法は状況と目的に合わせて
検討されるものであり、絶対
にこれが正しいという⽅法は
ありません。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

それぞれの⽅法にはにメリッ
ト・デメリットがあります。

スーパービジョンにおいても、
これらの⽅法を選択、組み合
わせて実施するということが
必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓012

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 ティーチング、コーチング、面接技法の統合

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

スーパービジョン

面接技法面接技法 ティーチングティーチング コーチングコーチング

⽅法は状況と目的に合わせて検討されるものであり、
絶対にこれが正しいという⽅法はない

面接技法︖

ティーチング︖

コーチング︖

スーパービジョンにおいては、これらの⽅法を選択、
組み合わせて実施することが必要
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p:87

TIMENa/音内容画面

認知症ケアに関するスーパー
ビジョンを⾏う際は、認知機
能障害について適切に理解し
ているのが理想です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

機会を⾒つけて、さまざまな
認知機能障害について事例に
結びつけて理解しておくよう
にしましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓013

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 認知機能障害の把握

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

さまざまな認知機能障害について
事例に結びつけて理解しておく

認知機能障害

p:88

TIMENa/音内容画面

認知症ケアの指導において、
指導者には「問題を外在化」
する視点が求められます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

問題は「⼈」が引き起こして
いるのではなく、その「状
況」におかれているから引き
起こされているという考え⽅
を基本にして、その構造を把
握する視点を持ち、状況を全
体的に捉えたうえでアプロー
チすることによって、「誰
か」を悪者にするのではなく、
より根本的な改善を目指すこ
とができます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓014

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 問題の全体像をとらえる

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

問題は「⼈」が引き起こしているのではなく、その「状況」に
おかれているから引き起こされているという考え⽅を基本とする

問題はどこにある︖

問 題

⼈ 状 況X ○
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p:89

TIMENa/音内容画面

スーパービジョンでは、ケア
現場以外の目の前に認知症の
⼈がいない状況で、スーパー
バイジーへの指導をすること
が多々あります。

そのような場合、スーパーバ
イジーから聞いた認知症の⼈
の姿をイメージして指導して
いくこととなりますが、スー
パーバイザーはスーパーバイ
ジーの話の内容について事実
と解釈を区別しながら理解し
ていく必要があります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

スーパーバイジーの解釈レベ
ルの報告が事実かどうか分か
らない場合もあります。

質問などを通じて事実確認を
⾏いながら進めることを意識
しましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓015

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 報告を受ける過程での指導(事実と解釈を区別する)

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

質問などを通じて事実確認を⾏いながら進めることを意識する

事実︖ 解釈︖

事 実解 釈

スーパーバイザーはスーパーバイジーの話の内容について
事実と解釈を区別しながら理解していく必要がある

p:90

TIMENa/音内容画面

短期記憶障害があるからと
いって認知症の⼈の前で本⼈
が聴いていないかのようにOJT
が⾏われるということは望ま
しくありません。

認知症の⼈本⼈への配慮、ス
タッフへの配慮、また守秘義
務という観点からも、深い
スーパービジョンを⾏うため
にはそれに応じた場所を設定
するようにしましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

そのほか、資料やメモを放置
しない、外に出す資料内の情
報は記号化する、公共の場所
での認知症の⼈や家族、ス
タッフのスーパービジョンに
関する情報をやり取りしない
という配慮は不可欠です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓016

SubTitle︓認知症ケアの指導における活⽤と留意点 倫理的配慮

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法

認知症の⼈本⼈への配慮、スタッフへの配慮、また守秘義務という
観点からも、スーパービジョンに適した場所を設定する

X

X

情報のやり取りに関する配慮は不可欠

X
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p:91

TIMENa/音内容画面

認知症の⼈の認知機能障害は、
個別に発現し、進⾏とともに
変化していきます。

加えて、認知症の⼈も1⼈ひと
りが個性ある存在であり、そ
れぞれの個性に合わせた個別
ケアが求められます。

「教えられたことしかできな
い」というスタンスでは、認
知症の⼈の多様な状況に対応
することは困難です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

・何種類かの画像が浮かぶ、移
動する、ズームアップなど

本章では、ケア実践時のスー
パービジョン、併せて知識・
技術の教育技法としての面接
技法、ティーチングおよび
コーチングを学習しました。

これらの技法は、相手や状況
に応じて意図的に活⽤できる
ように繰り返し訓練して習得
することが必要ですが、成⻑
を支援するその相手を理解し
相手に合わせて技法を選ぶ技
術も求められます。

実践リーダー研修受講者の⽅
が、よりよい職場内教育(OJT)
の実施を目指せるよう、本コ
ンテンツを参考に研鑽いただ
くことを願っています。

・ナレーションに合わせて
内容を表示

・何種類かの画像が浮かぶ、
移動する、ズームアップな
ど

Title︓ No︓017

SubTitle︓まとめ

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ③職場内教育（OJT）における指導技法



巻末資料 2

オンデマンド教材コンテンツ案

「職場内教育（OJT）の理論と方法　④職場内教育（OJT）の実践方法」
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p:1

TIMENa内容/表示/SE画面

◆ビデオ音声・BGM・ビデオ再生
スーバービジョンの風景
実際の場面を2-3繋げる

◆ビデオ音声・BGM

職場内教育（OJT）の理論と⽅
法 ④職場内教育（OJT）の実
践⽅法

・タイトル表示

Title︓ No︓001

SubTitle︓導入

概要・目的

職場内教育（OJT）の理論と⽅法
④職場内教育（OJT）の実践⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

p:2

TIMENa内容/表示/SE画面

チームを活性化しチームケア
を向上するために、認知症ケ
ア実践者の知識や技術を⾼め
るための教育や指導は不可⽋
です。

認知症ケア実践者の指導や教
育を担っている実践リーダー
の指導能⼒は、チームケアの
質と強く関連しており、人材
育成に関する知識や理論、⽅
法を理解し実践⼒を⾼めるこ
とが必要です。

・何種類かの画像が浮かぶ、移
動する、ズームアップなど

本科目は、認知症ケアの質の
向上における人材育成の⽅法
を理解し、特に職場内教育
(OJT)の種類、特徴を踏まえた
実際の運用⽅法を修得するこ
とを目的としています。

・目的表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓概要・目的

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

目 的
認知症ケアの質の向上における人材育成の⽅法を理解し、特に職場
内教育(OJT)の種類、特徴を踏まえた実際の運用⽅法を修得する
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p:1

TIMENa内容/表示/SE画面

◆ビデオ音声・BGM・ビデオ再生
スーバービジョンの風景
実際の場面を2-3繋げる

◆ビデオ音声・BGM

職場内教育（OJT）の理論と⽅
法 ④職場内教育（OJT）の実
践⽅法

・タイトル表示

Title︓ No︓001

SubTitle︓導入

概要・目的

職場内教育（OJT）の理論と⽅法
④職場内教育（OJT）の実践⽅法

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

p:2

TIMENa内容/表示/SE画面

チームを活性化しチームケア
を向上するために、認知症ケ
ア実践者の知識や技術を⾼め
るための教育や指導は不可⽋
です。

認知症ケア実践者の指導や教
育を担っている実践リーダー
の指導能⼒は、チームケアの
質と強く関連しており、人材
育成に関する知識や理論、⽅
法を理解し実践⼒を⾼めるこ
とが必要です。

・何種類かの画像が浮かぶ、移
動する、ズームアップなど

本科目は、認知症ケアの質の
向上における人材育成の⽅法
を理解し、特に職場内教育
(OJT)の種類、特徴を踏まえた
実際の運用⽅法を修得するこ
とを目的としています。

・目的表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓概要・目的

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

目 的
認知症ケアの質の向上における人材育成の⽅法を理解し、特に職場
内教育(OJT)の種類、特徴を踏まえた実際の運用⽅法を修得する

p:3

TIMENa内容/表示/SE画面

本科目の到達目標は、

１ チームマネジメントにお
ける人材育成の意義と⽅法を
理解できる

・到達目標1表示

２ 認知症ケアにおける職場内
教育(OJT)の意義を理解できる

・到達目標2表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

目 的
認知症ケアの質の向上における人材育成の⽅法を理解し、特に職場
内教育(OJT)の種類、特徴を踏まえた実際の運用⽅法を修得する

１ チームマネジメントにおける人材育成の意義と⽅法を理解できる

１ チームマネジメントにおける人材育成の意義と⽅法を理解できる

２ 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義を理解できる

目 的
認知症ケアの質の向上における人材育成の⽅法を理解し、特に職場
内教育(OJT)の種類、特徴を踏まえた実際の運用⽅法を修得する

概要・目的

p:4

TIMENa内容/表示/SE画面

３ 職場内教育(OJT)の実践⽅
法を理解できる

の３つです。

・到達目標3表示

どのような組織であっても、
それを構成している個人の⼒
量を向上させ、それを業務の
質や量の向上につなげていく
ことが、その組織の発展に繋
がります。

特に、人が人に対して支援を
⾏うことが「業」であるケア
分野においては、個々の職員
の⼒量が、組織の提供できる
ケアの質に非常に大きな影響
を及ぼすため、組織的な人材
育成への取り組みは不可⽋で
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

目 的
認知症ケアの質の向上における人材育成の⽅法を理解し、特に職場
内教育(OJT)の種類、特徴を踏まえた実際の運用⽅法を修得する

１ 職場内教育(OJT)に必要な指導技術と人材育成の⽅法における有効性を理解できる

２ 職場内教育(OJT)における有効な指導技法の種類と実際の⽅法を理解できる

３ 職場内教育(OJT)の実践⽅法を理解できる

概要・目的

個々の職員の⼒量が、組織の提供できるケアの質に非常に大きな
影響を及ぼすため、組織的な人材育成への取り組みは不可⽋
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p:5

TIMENa内容/表示/SE画面

しかし、人材育成は元々難し
いものであり、どのような分
野においても100％の効果をも
つ正当な教育⽅法は未だあり
ません。

それぞれの組織とメンバーの
特徴に応じて、業務の課題と
ともに人材育成の課題を把握
し、それを現実的に解決する
手法として職場内教育の⽅法
を企画・運用していくことが
必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

⾼齢者ケアの領域では、離職
者が多く継続的な教育がむず
かしかったり、入職時の介護
に関する知識や技術の個人差
が大きかったり、職員間の仕
事への考え⽅の差があったり
することが、職場内教育をよ
り難しくしています。

特に認知症ケアにおいては、
認知症の原因疾病や進⾏の段
階に応じた症状の特徴などに
関する客観的な理解に加え、
認知症の人の主体性を重視し、
認知症の人の⼼理的理解に基
づく支援を継続していくこと
が求められます

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

概要・目的

認知症の人の主体性を重視し、認知症の人の⼼理的理解に基づく
支援を継続していくことが求められる

業務の課題とともに人材育成の課題を把握し、それを現実的に解決
する手法として職場内教育の⽅法を企画・運用していくことが必要

認知症の原因疾病や
進⾏の段階に応じた
症状の特徴などに
関する客観的な理解

p:6

TIMENa内容/表示/SE画面

そのため、職場内教育におい
ても、認知症や認知症ケアに
関する知識や技術に加えて、
認知症ケアの基本的理念を理
解し、理念を反映したケアを
経験する中で、認知症の人の
理解やコミュニケーションに
基づく個別的なケアの⼒を⾼
めていくような実践的な教育
⽅法が求められます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

本章では、認知症ケアにおけ
る職場内教育の意義や期待さ
れる役割を明らかにし、リー
ダー職や教育担当者が事業所
や施設の中で人材育成を企
画・実施していくために必要
となる事項について説明しま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

概要・目的

認知症の人の理解やコミュニケーションに基づく個別的な
ケアの⼒を⾼めていくような実践的な教育⽅法が必要
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p:5

TIMENa内容/表示/SE画面

しかし、人材育成は元々難し
いものであり、どのような分
野においても100％の効果をも
つ正当な教育⽅法は未だあり
ません。

それぞれの組織とメンバーの
特徴に応じて、業務の課題と
ともに人材育成の課題を把握
し、それを現実的に解決する
手法として職場内教育の⽅法
を企画・運用していくことが
必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

⾼齢者ケアの領域では、離職
者が多く継続的な教育がむず
かしかったり、入職時の介護
に関する知識や技術の個人差
が大きかったり、職員間の仕
事への考え⽅の差があったり
することが、職場内教育をよ
り難しくしています。

特に認知症ケアにおいては、
認知症の原因疾病や進⾏の段
階に応じた症状の特徴などに
関する客観的な理解に加え、
認知症の人の主体性を重視し、
認知症の人の⼼理的理解に基
づく支援を継続していくこと
が求められます

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

概要・目的

認知症の人の主体性を重視し、認知症の人の⼼理的理解に基づく
支援を継続していくことが求められる

業務の課題とともに人材育成の課題を把握し、それを現実的に解決
する手法として職場内教育の⽅法を企画・運用していくことが必要

認知症の原因疾病や
進⾏の段階に応じた
症状の特徴などに
関する客観的な理解

p:6

TIMENa内容/表示/SE画面

そのため、職場内教育におい
ても、認知症や認知症ケアに
関する知識や技術に加えて、
認知症ケアの基本的理念を理
解し、理念を反映したケアを
経験する中で、認知症の人の
理解やコミュニケーションに
基づく個別的なケアの⼒を⾼
めていくような実践的な教育
⽅法が求められます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

本章では、認知症ケアにおけ
る職場内教育の意義や期待さ
れる役割を明らかにし、リー
ダー職や教育担当者が事業所
や施設の中で人材育成を企
画・実施していくために必要
となる事項について説明しま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

概要・目的

認知症の人の理解やコミュニケーションに基づく個別的な
ケアの⼒を⾼めていくような実践的な教育⽅法が必要

p:7

TIMENa内容/表示/SE画面

◆ジングル・タイトル表示

それでは、人材育成の課題の
設定から目標の設定、指導計
画⽴案・実施、評価までの４
つの事例をビデオで⾒ながら、
職場内教育(OJT)の実践⽅法に
ついて確認してみましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 導入

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法

人材育成の課題設定 人材育成の課題に応じた指導計画

目標設定 評価⽅法

p:8

TIMENa内容/表示/SE画面

まず最初は、人材育成の課題
設定についての事例をご覧い
ただきます。

◆ビデオ音声

◆認知症ケアにおける人材育成
の課題・問題点をビデオで再
現・説明

・OJTでよくある課題・問題点
を取り上げる

１ 知識不⾜
２ 態度・⾔葉遣いが悪い
３ 教えたことをやらない

さて、この事例における職場
内教育(OJT)の課題や問題点は
何だと思いますか。

あなたが考える課題や問題点
を、画面の選択肢から選択し
てみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

職場内教育(OJT)における課題や問題点は
次のうちどれだと思いますか︖

認知症に関する知識不⾜認知症に関する知識不⾜

職務態度・⾔葉遣いが悪い職務態度・⾔葉遣いが悪い

教えたことをやらない教えたことをやらない
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p:9

TIMENa内容/表示/SE画面

いかがでしたか。

実は、表示された選択肢は、
すべて、この事例における課
題・問題点だったのです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

新人・初任職員については、
全般的に知識不⾜で、認知症
を理解していない、基本的な
職務態度・⾔葉遣い等ができ
ていない、やる気がない、
リーダーの⾔うことを聞かな
いなどの課題・問題点がよく
上がりがちですが、実は中堅
やリーダー層の職員について
も、さまざまな知識が不⾜、
認知症ケアを理解していない、
基本的な態度・⾔葉遣い等が
よくない、向上⼼・やる気が
ない、 会議等で決まったこと
に従わないなどの新人・初任
職員と同様の課題を抱えてい
る組織も多いのです。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

認知症に関する知識不⾜認知症に関する知識不⾜

職務態度・⾔葉遣いが悪い職務態度・⾔葉遣いが悪い

教えたことをやらない教えたことをやらない

中堅やリーダー層の職員についても、新人・初任職員と同様の
課題を抱えている組織も多い

p:10

TIMENa内容/表示/SE画面

新人・初任職員への育成はも
ちろん、中堅・リーダー層の
職員を含めた職場全体の仕事
の質の向上や人材育成の仕組
みをつくることが多くの組織
における課題となっています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

特に、 中堅・リーダー層の職
員に向けて、「新人・初任職
員に教える」という意味を自
覚できるように、人材育成の
考え⽅や教える⽅法を教育す
ることが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

中堅・リーダー層の職員を含めた職場全体の仕事の質の向上や
人材育成の仕組みをつくることが多くの組織における課題である

中堅・リーダー層の職員に「新人・初任職員に教える」という意味
を自覚できるように人材育成の考え⽅や教える⽅法を教育する

中堅・リーダー層 新人・初任職員
人材育成の考え⽅や
教える⽅法を教育
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p:9

TIMENa内容/表示/SE画面

いかがでしたか。

実は、表示された選択肢は、
すべて、この事例における課
題・問題点だったのです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

新人・初任職員については、
全般的に知識不⾜で、認知症
を理解していない、基本的な
職務態度・⾔葉遣い等ができ
ていない、やる気がない、
リーダーの⾔うことを聞かな
いなどの課題・問題点がよく
上がりがちですが、実は中堅
やリーダー層の職員について
も、さまざまな知識が不⾜、
認知症ケアを理解していない、
基本的な態度・⾔葉遣い等が
よくない、向上⼼・やる気が
ない、 会議等で決まったこと
に従わないなどの新人・初任
職員と同様の課題を抱えてい
る組織も多いのです。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

認知症に関する知識不⾜認知症に関する知識不⾜

職務態度・⾔葉遣いが悪い職務態度・⾔葉遣いが悪い

教えたことをやらない教えたことをやらない

中堅やリーダー層の職員についても、新人・初任職員と同様の
課題を抱えている組織も多い

p:10

TIMENa内容/表示/SE画面

新人・初任職員への育成はも
ちろん、中堅・リーダー層の
職員を含めた職場全体の仕事
の質の向上や人材育成の仕組
みをつくることが多くの組織
における課題となっています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

特に、 中堅・リーダー層の職
員に向けて、「新人・初任職
員に教える」という意味を自
覚できるように、人材育成の
考え⽅や教える⽅法を教育す
ることが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

中堅・リーダー層の職員を含めた職場全体の仕事の質の向上や
人材育成の仕組みをつくることが多くの組織における課題である

中堅・リーダー層の職員に「新人・初任職員に教える」という意味
を自覚できるように人材育成の考え⽅や教える⽅法を教育する

中堅・リーダー層 新人・初任職員
人材育成の考え⽅や
教える⽅法を教育

p:11

TIMENa内容/表示/SE画面

それぞれの組織の課題を明ら
かにして、人材育成の工夫で
解決する取り組みをしていく
ことが必要です。

ケアの質を上げるために、職
員のやる気を⾼め、仕事や学
習の取り組みを促進していく
ための人材育成法を企画・実
⾏していくことがリーダーの
重要な役割なのです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓003

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

職員のやる気を⾼め、仕事や学習の取り組みを促進していくための
人材育成法を企画・実⾏していくことがリーダーの重要な役割

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題設定

p:12

TIMENa内容/表示/SE画面

次に、目標の設定についての
事例をご覧いただきます。

◆ビデオ音声

◆設定課題から育成目標を設定
する際のプロセスをビデオで再
現・説明

・目標設定の際の手順・ポイン
トを取り上げる

組織のビジョンに基づく
職員のキャリアパスに基づく

さて、この事例における目標
設定のポイントは何だと思い
ますか。

あなたが考える目標設定を、
画面の選択肢から選択してみ
ましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓004

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 目標設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 目標設定

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 目標設定

職場内教育(OJT)の目標設定のポイントは
次のうちどれだと思いますか︖

組織のビジョンに基づいて設定する組織のビジョンに基づいて設定する

職員のキャリアパスに基づいて設定する職員のキャリアパスに基づいて設定する
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p:13

TIMENa内容/表示/SE画面

職場全体の職場内教育の目標
や計画においては、策定した
ビジョンの達成のために取り
組む業務改善をサポートする
手段として職場内教育を位置
づけ、職場全体としての職場
内教育の取り組みを計画する
ことが必要です。

業務改善が円滑に進むように、
業務改善の計画スケジュール
⽅法に応じて時期や内容を検
討します。

◆「組織のビジョンに基づいて
設定する」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

この場合の職場内教育の役割
は、「ビジョンの達成のため
に業務改善をサポートする」
ですので、ケアの質の向上に
結びつきやすいといえます。

しかし、ケアの質の向上を含
んだ業務改善では、組織全体
のケアの⽅法や環境整備につ
いて⾒直しを⾏い、最終的に
は個々の利用者・入居者に対
するケアプランを⾒直し、
個々の利用者・入居者に新し
いケアの⽅法を導入していく
必要があります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓004

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 目標設定

組織のビジョンに基づいて設定する組織のビジョンに基づいて設定する

組織のビジョンに基づいて設定する組織のビジョンに基づいて設定する

業務改善のサポート
業務改善の計画・

スケジュール・⽅法

職場全体としての職場内教育の取り組みを計画することが必要

組織全体のケアの⽅法や環境整備について⾒直しを⾏い、
最終的には個々の利用者・入居者に対するケアプランを⾒直し、

新しいケアの⽅法を導入していく必要がある

p:14

TIMENa内容/表示/SE画面

そのため、職場内教育の⽅法
も Off-JT だけでなく、ケアの
実施場面におけるOJTが⽋かせ
ず、 個々の職員のケア場面を
想定したOJTによる学習計画を
策定することが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓004

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 目標設定

組織のビジョンに基づいて設定する組織のビジョンに基づいて設定する

個々の職員のケア場面を想定したOJTによる学習計画を
策定することが必要

+
Off-JT ケアの実施場面でのOJT

次へ次へ 戻る戻る
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p:13

TIMENa内容/表示/SE画面

職場全体の職場内教育の目標
や計画においては、策定した
ビジョンの達成のために取り
組む業務改善をサポートする
手段として職場内教育を位置
づけ、職場全体としての職場
内教育の取り組みを計画する
ことが必要です。

業務改善が円滑に進むように、
業務改善の計画スケジュール
⽅法に応じて時期や内容を検
討します。

◆「組織のビジョンに基づいて
設定する」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

この場合の職場内教育の役割
は、「ビジョンの達成のため
に業務改善をサポートする」
ですので、ケアの質の向上に
結びつきやすいといえます。

しかし、ケアの質の向上を含
んだ業務改善では、組織全体
のケアの⽅法や環境整備につ
いて⾒直しを⾏い、最終的に
は個々の利用者・入居者に対
するケアプランを⾒直し、
個々の利用者・入居者に新し
いケアの⽅法を導入していく
必要があります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓004

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 目標設定

組織のビジョンに基づいて設定する組織のビジョンに基づいて設定する

組織のビジョンに基づいて設定する組織のビジョンに基づいて設定する

業務改善のサポート
業務改善の計画・

スケジュール・⽅法

職場全体としての職場内教育の取り組みを計画することが必要

組織全体のケアの⽅法や環境整備について⾒直しを⾏い、
最終的には個々の利用者・入居者に対するケアプランを⾒直し、

新しいケアの⽅法を導入していく必要がある

p:14

TIMENa内容/表示/SE画面

そのため、職場内教育の⽅法
も Off-JT だけでなく、ケアの
実施場面におけるOJTが⽋かせ
ず、 個々の職員のケア場面を
想定したOJTによる学習計画を
策定することが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓004

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 目標設定

組織のビジョンに基づいて設定する組織のビジョンに基づいて設定する

個々の職員のケア場面を想定したOJTによる学習計画を
策定することが必要

+
Off-JT ケアの実施場面でのOJT

次へ次へ 戻る戻る

p:15

TIMENa内容/表示/SE画面

⻑期的なキャリアの⾒通しで
あるキャリアパスに基づく、
キャリア階層別の職場内教育
も、職場内教育を計画するに
あたって重要な位置づけに
なっています。

⾼齢者介護において、介護職
員のキャリアパスの作成が勧
められているのは、介護職員
の職業人としてのキャリアの
⾒通しを明確にし、自らの価
値を向上させるための学習目
標を明確にして、学習意欲を
⾼め、仕事の動機づけを維
持・向上していくことを狙っ
ているためです。

◆「職員のキャリアパスに基づ
いて設定する」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

キャリアパスに基づく学習は、
階層別の標準的学習目標や学
習計画に沿って、各職員は階
層に応じた学習に取り組み、
それを職場内教育で支援する
ことによって、個人的な価値
を上げ、動機づけを⾼めてい
きます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓004

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 目標設定

職員のキャリアパスに基づいて設定する職員のキャリアパスに基づいて設定する

職員のキャリアパスに基づいて設定する職員のキャリアパスに基づいて設定する

介護職員の職業人としてのキャリアの⾒通しを明確にし、自らの価
値を向上させるための学習目標を明確にして、学習意欲を⾼め、

仕事の動機づけを維持・向上していくことを狙っている

各職員は階層に応じた学習に取り組み、それを職場内教育で支援
することによって、個人的な価値を上げ、動機づけを⾼めていく

OJT Off-JT

p:16

TIMENa内容/表示/SE画面

しかし、認知症ケアについて
は、知識や技法の習得だけで
なく、必ず実際のケアが一定
以上の水準でできるように学
習し、評価する実践的教育が
必要なため、Off-JTの受講や
資格取得だけをキャリアパス
の要件にするのではなく、
個々の利用者・人居者に対す
るケア場面でのOJTを組み込む
ことが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

また、学習の進⾏状況には個
人差が生じがちであるため、
個人ごとに仕事や学習の重点
目標を⽴てて、学習を進める
ための個別学習計画が必要と
なります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

職員のキャリアパスに基づいて設定する職員のキャリアパスに基づいて設定する

No︓004

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 目標設定

Off-JTの受講や資格取得だけをキャリアパスの要件にする
のではなく、個々の利用者・人居者に対するケア場面での

OJTを組み込むことが必要

Off-JT ケアの実施場面でのOJT

+

職員のキャリアパスに基づいて設定する職員のキャリアパスに基づいて設定する

個人ごとに仕事や学習の重点目標を⽴てて、
学習を進めるための個別学習計画が必要

次へ次へ 戻る戻る
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p:17

TIMENa内容/表示/SE画面

次に、人材育成の課題に応じ
た指導計画についての事例を
ご覧いただきます。

◆ビデオ音声

◆職場内教育の計画の構造につ
いてビデオで再現・説明

第１段階︓組織
第２段階︓職員別
第３段階︓短期指導計画

さて、この事例における職場
内教育の計画⽴案の際に重要
なことは何だと思いますか。

あなたが考える計画⽴案の際
に重要なことを、画面の選択
肢から選択してみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓005

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

職場内教育の計画⽴案の際に重要なことは
次のうちどれだと思いますか︖

基本的理念を重視する基本的理念を重視する

組織としての成⻑を重視する組織としての成⻑を重視する

動機付けに配慮する動機付けに配慮する

p:18

TIMENa内容/表示/SE画面

人材育成は、職場の仕事の質
の向上を図るために組織的に
⾏われるため、育成を担当す
る側は「組織のため」に⾏っ
ているという意識が⾼まりが
ちです。

しかし、なによりも⾼齢者介
護・認知症介護における人材
育成は、利用者・入居者の生
活の質を⾼めることを目的に
していることを忘れてはなり
ません。

◆「基本的理念を重視する」を
選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

また、職員1人ひとりのことを
尊重する姿勢が人材育成の背
景には必要です。

同じ経験年数の職員であって
も、その時点で有している知
識・技術・態度には個人差が
生じます。

こうした職員の個人差や状況
の違いを尊重し、それぞれの
状況に応じて計画的な人財育
成を⾏うことで、効果的・効
率的な人財育成が実施できま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

利用者・入居者の生活の質を⾼めることが目的

職員の個人差や状況の違いを尊重し、それぞれの状況に応じて
計画的な人財育成を⾏う

X
No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１
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p:17

TIMENa内容/表示/SE画面

次に、人材育成の課題に応じ
た指導計画についての事例を
ご覧いただきます。

◆ビデオ音声

◆職場内教育の計画の構造につ
いてビデオで再現・説明

第１段階︓組織
第２段階︓職員別
第３段階︓短期指導計画

さて、この事例における職場
内教育の計画⽴案の際に重要
なことは何だと思いますか。

あなたが考える計画⽴案の際
に重要なことを、画面の選択
肢から選択してみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓005

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

職場内教育の計画⽴案の際に重要なことは
次のうちどれだと思いますか︖

基本的理念を重視する基本的理念を重視する

組織としての成⻑を重視する組織としての成⻑を重視する

動機付けに配慮する動機付けに配慮する

p:18

TIMENa内容/表示/SE画面

人材育成は、職場の仕事の質
の向上を図るために組織的に
⾏われるため、育成を担当す
る側は「組織のため」に⾏っ
ているという意識が⾼まりが
ちです。

しかし、なによりも⾼齢者介
護・認知症介護における人材
育成は、利用者・入居者の生
活の質を⾼めることを目的に
していることを忘れてはなり
ません。

◆「基本的理念を重視する」を
選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

また、職員1人ひとりのことを
尊重する姿勢が人材育成の背
景には必要です。

同じ経験年数の職員であって
も、その時点で有している知
識・技術・態度には個人差が
生じます。

こうした職員の個人差や状況
の違いを尊重し、それぞれの
状況に応じて計画的な人財育
成を⾏うことで、効果的・効
率的な人財育成が実施できま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

利用者・入居者の生活の質を⾼めることが目的

職員の個人差や状況の違いを尊重し、それぞれの状況に応じて
計画的な人財育成を⾏う

X
No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

p:19

TIMENa内容/表示/SE画面

とくに認知症ケア領域では、
「尊厳の保持」「パーソン・
センタード・ケア」 等の認知
症の人の個別性を重視する理
念を掲げており、職員に対し
てその理念の達成を望むなら
ば、職員に対しても同じよう
に尊厳を重視し「職員中⼼」
の人材育成を実施していくこ
とが求められます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

パーソン・センタード・ケア尊厳の保持

＋
職員中⼼職員中⼼

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

次へ次へ 戻る戻る

p:20

TIMENa内容/表示/SE画面

(3) 組織としての成⻑の⽅針

職員に職場内教育を⾏い仕事
の質の向上を求めるためには、
その職場自体が組織的に常に
質の向上を図っていくという
姿勢を明確にすることが必要
です。

仕事の質の向上を図るには、
現状よりも向上する目標を⽴
てることが必要であり、組織
の姿勢として質の向上を目指
すことが求められます。

◆「組織としての成⻑を重視す
る」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

そのためには、まず組織とし
て仕事の質を上げることで成
⻑していくという姿勢や⽅針
を、経営者や上級管理職が明
確にすることが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

クオリティアップ︕

組織の姿勢として質の向上を目指すことが求められる

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

組織として仕事の質を上げることで成⻑していくという
姿勢や⽅針を、経営者や上級管理職が明確にする

次へ次へ 戻る戻る
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p:21

TIMENa内容/表示/SE画面

仕事の質を⾼めていくには、
「やる気」を⾼めることが必
要です。

「やる気」がなければ、いく
ら人材育成をしてもその効果
が現れず、仕事の質も向上し
ません。

この「やる気」のような、何
らかの⾏動をする原動⼒とな
る⼼理的要因を「動機づけ」
といいます。

◆「動機付けに配慮する」を選
択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

仕事の質の向上を図り、効果
的な人材育成を⾏うためには、
職員の仕事と学びへの動機づ
けの維持や向上が不可⽋であ
り、人材育成の担当者は動機
づけに関する理解が必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

人材育成の担当者は動機づけに関する理解が必要

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

動機づけ

高い「やる気」

「やる気」のような、何らかの⾏動をする原動⼒となる
⼼理的要因を「動機づけ」という

p:22
Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

TIMENa内容/表示/SE画面

①内発的動機づけとは

仕事や学びの動機づけを⾼め
るために、外部からの報酬や
罰によって強められる「外発
的動機づけ」が用いられるこ
とが多くありますが、外発的
動機づけだけでは、報酬や罰
のためにやりたくないのに
嫌々でも⾏動する、あるいは
⾏動しないことになりやすい
と⾔えます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

一⽅で、趣味や娯楽、ボラン
ティア活動など自分が興味の
あることは、好奇⼼や満⾜感
といった内的な原動⼒によっ
て、やる気が⾼まったりしま
す。

このように外的な報酬や罰で
はなく、その⾏為自体が満⾜
感をもたらすことによる動機
づけを「内発的動機づけ」と
いいます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

外的な報酬や罰ではなく、その⾏為自体が満⾜感を
もたらすことによる動機づけを「内発的動機づけ」という

報酬・罰

仕事や学びの動機を、外部からの報酬や罰によって強める動
機つけを「外発的動機づけ」という

好奇⼼や満⾜感と
いった内的な原動⼒
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p:21

TIMENa内容/表示/SE画面

仕事の質を⾼めていくには、
「やる気」を⾼めることが必
要です。

「やる気」がなければ、いく
ら人材育成をしてもその効果
が現れず、仕事の質も向上し
ません。

この「やる気」のような、何
らかの⾏動をする原動⼒とな
る⼼理的要因を「動機づけ」
といいます。

◆「動機付けに配慮する」を選
択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

仕事の質の向上を図り、効果
的な人材育成を⾏うためには、
職員の仕事と学びへの動機づ
けの維持や向上が不可⽋であ
り、人材育成の担当者は動機
づけに関する理解が必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

人材育成の担当者は動機づけに関する理解が必要

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

動機づけ

高い「やる気」

「やる気」のような、何らかの⾏動をする原動⼒となる
⼼理的要因を「動機づけ」という

p:22
Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

TIMENa内容/表示/SE画面

①内発的動機づけとは

仕事や学びの動機づけを⾼め
るために、外部からの報酬や
罰によって強められる「外発
的動機づけ」が用いられるこ
とが多くありますが、外発的
動機づけだけでは、報酬や罰
のためにやりたくないのに
嫌々でも⾏動する、あるいは
⾏動しないことになりやすい
と⾔えます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

一⽅で、趣味や娯楽、ボラン
ティア活動など自分が興味の
あることは、好奇⼼や満⾜感
といった内的な原動⼒によっ
て、やる気が⾼まったりしま
す。

このように外的な報酬や罰で
はなく、その⾏為自体が満⾜
感をもたらすことによる動機
づけを「内発的動機づけ」と
いいます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

外的な報酬や罰ではなく、その⾏為自体が満⾜感を
もたらすことによる動機づけを「内発的動機づけ」という

報酬・罰

仕事や学びの動機を、外部からの報酬や罰によって強める動
機つけを「外発的動機づけ」という

好奇⼼や満⾜感と
いった内的な原動⼒

p:23

TIMENa内容/表示/SE画面

内発的動機づけは、自分で自
発的に目標や計画を決めてい
ると感じられる「自律性」や
「自⼰決定感」、自分の能⼒
を使えばうまくできると感じ
る「有能感」 によって⾼めら
れることが分かっています。

そのため、仕事や学習の目標
や⽅法を、指導者や組織から
押しつけられたと感じられる
と自⼰決定感が損なわれて内
発的動機づけが低下しやすく
なります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

目標の設定は、自分の「有能
感」が確かめられるレベル設
定がよく、目標が難しすぎる、
また簡単すぎる場合も内発的
動機づけが低下しがちです。

また、他者との良好な「関係
性」は内発的動機づけを引き
上げる効果があるといわれて
いるため、上司や教育担当者
からも積極的なコミュケー
ションを働きかけていくこと
が重要です

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

目標の設定は「有能感」が確かめられるレベル設定で、他者との
良好な「関係性」は内発的動機づけを引き上げる効果がある

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

難しすぎる…

×

自律性・自⼰決定感 有能感

仕事や学習の目標や⽅法を、指導者や組織から
押しつけられたと感じられると、自⼰決定感が損なわれて

内発的動機づけが低下しやすくなる

p:24

TIMENa内容/表示/SE画面

新しい職場環境に移ったり、
いままで経験がない職業や職
種に取り組まざるを得ない場
合などには、不安も大きく内
発的動機づけが⾼まりにくい
かもしれません。

そのような場合には、実際に
仕事の取り組みをしている中
で内発的動機づけを⾼めてい
くことが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

画面は、最初は外発的動機づ
けによって取り組んでいても、
周囲の環境に応じて自分自身
で決めていく経験を経て、内
発的動機づけに変化していく
過程を表しています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

実際に仕事の取り組みをしている中で
内発的動機づけを⾼めていくことが必要

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１
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p:25

TIMENa内容/表示/SE画面

外発的動機づけは4段階に分類
されており、「外的調整」で
は、報酬や罰によって仕⽅な
く⾏動していますが、次の
「取り入れ的調整」では、周
囲との関係の中で不安や恥を
減らすという自分自身の感情
が動機づけに関わり、 「同一
化的調整」では、自分にとっ
ての重要性を感じることが⾏
動の原動⼒になっていきます。

最後の「統合的調整」では、
自分の価値観との一致が⾏動
の原動⼒に変化していき、最
終的に満⾜感や楽しさを原動
⼒にする「内発的調整」 とつ
ながっていくと考えられてい
ます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

職場環境においては、仕事や
学習上の目標がスタッフに
とって重要なものであり、価
値あるものであるという位置
づけをしていくことが, 内発的
動機づけを⾼めるのに貢献す
ると⾔えます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

仕事や学習上の目標がスタッフにとって重要なものであり、
価値あるものであるという位置づけをしていくことが

内発的動機づけを⾼める

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

p:26

TIMENa内容/表示/SE画面

②達成動機とは

目標を設定して、それを達成
しようというやる気を達成動
機といいます。

達成動機は仕事や学習に重要
なことから、⾼める要因につ
いて盛んに研究が⾏われてき
ましたが、達成動機を理解す
るための重要な理論として期
待ー価値理論があります。

価値とは、目標に対して感じ
る価値、あるいは目標を達成
したときの自⼰に感じる価値
のことであり、期待とは目標
達成の⾒込みのことです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

期待ー価値理論は、期待と価
値のバランスによって達成動
機の強さが決定づけられると
いう考え⽅であり、達成動機
の理論として支持されていま
す。

一般的には、目標の価値を⾼
く感じるほど達成しようとい
う動機づけが⾼まることが多
いのですが、価値の⾼い目標
は達成が困難なことが多く、
達成の困難な目標には動機づ
けが⾼まりません。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

期待ー価値理論は、期待と価値のバランスによって
達成動機の強さが決定づけられるという考え⽅

期 待

価 値

目標を設定して、それを達成しようという
やる気を達成動機という

目 標

達 成

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１



207

p:25

TIMENa内容/表示/SE画面

外発的動機づけは4段階に分類
されており、「外的調整」で
は、報酬や罰によって仕⽅な
く⾏動していますが、次の
「取り入れ的調整」では、周
囲との関係の中で不安や恥を
減らすという自分自身の感情
が動機づけに関わり、 「同一
化的調整」では、自分にとっ
ての重要性を感じることが⾏
動の原動⼒になっていきます。

最後の「統合的調整」では、
自分の価値観との一致が⾏動
の原動⼒に変化していき、最
終的に満⾜感や楽しさを原動
⼒にする「内発的調整」 とつ
ながっていくと考えられてい
ます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

職場環境においては、仕事や
学習上の目標がスタッフに
とって重要なものであり、価
値あるものであるという位置
づけをしていくことが, 内発的
動機づけを⾼めるのに貢献す
ると⾔えます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

仕事や学習上の目標がスタッフにとって重要なものであり、
価値あるものであるという位置づけをしていくことが

内発的動機づけを⾼める

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

p:26

TIMENa内容/表示/SE画面

②達成動機とは

目標を設定して、それを達成
しようというやる気を達成動
機といいます。

達成動機は仕事や学習に重要
なことから、⾼める要因につ
いて盛んに研究が⾏われてき
ましたが、達成動機を理解す
るための重要な理論として期
待ー価値理論があります。

価値とは、目標に対して感じ
る価値、あるいは目標を達成
したときの自⼰に感じる価値
のことであり、期待とは目標
達成の⾒込みのことです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

期待ー価値理論は、期待と価
値のバランスによって達成動
機の強さが決定づけられると
いう考え⽅であり、達成動機
の理論として支持されていま
す。

一般的には、目標の価値を⾼
く感じるほど達成しようとい
う動機づけが⾼まることが多
いのですが、価値の⾼い目標
は達成が困難なことが多く、
達成の困難な目標には動機づ
けが⾼まりません。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

期待ー価値理論は、期待と価値のバランスによって
達成動機の強さが決定づけられるという考え⽅

期 待

価 値

目標を設定して、それを達成しようという
やる気を達成動機という

目 標

達 成

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

p:27

TIMENa内容/表示/SE画面

達成への期待は、目標そのも
のへの達成⾒込み(結果期待)よ
りも、目標に達するために必
要となる⾏動ができるかどう
かという⾒込み(効⼒期待また
は自⼰効⼒感)が重要であるこ
とが分かっています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

価値ある目標を持つことは重
要ですが、それを達成するた
めの⽅法が不明確で、自分に
はできないと感じてしまうと
やる気が失われてしまいます。

目標達成までの道筋を明確に
することが動機づけを維持す
るのに重要であり、そのため
には目標はあまりにも遠大な
ものにせず、少しずつ達成可
能なステップアップ型のもの
にしていくことも有効です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

目標はあまりにも遠大なものにせず、少しずつ達成可能な
ステップアップ型のものにしていくことも有効

目標そのものへの達成⾒込み(結果期待)よりも、
目標に達するために必要となる⾏動ができるかどうかという

⾒込み(効⼒期待または自⼰効⼒感)が重要

目 標

目標に達するために
必要となる⾏動

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

p:28

TIMENa内容/表示/SE画面

③達成動機や内発的動機を⾼
める人材育成の工夫

仕事や人材育成の動機づけを
⾼めるための工夫として、

(a)仕事や学習の目標を明確に
すること、
(b)目標の価値を組織的に⾼め
るために⽅針を明確にして職
員間で共有すること、
(c)目標の達成の期待を⾼める
ために達成の⽅法を明確にす
る、具体的には業務改善の工
程表や人材育成のコ一ス・⽅
法を明示すること、

・ナレーションに合わせて内容
を表示

(d)目標や⽅法の決定の参加に
よって全体の⽅針や個々の目
標や学習内容等について自⼰
決定する過程を設けること
(e)目標や⽅法については、組
織全体や個人個人にとって動
機づけを維持できるように、
適度なレベル設定をすること、
(f)目標設定は遠大なものとせ
ず段階的に設定し、目標達成
を経験しながらステップアッ
プしていくようにすること、
(g)教育担当者が個々の職員に
働きかけていく際には押しつ
けにならないようにコーチン
グ手法を用いること、

などが考えられます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

仕事や人材育成の動機づけを⾼めるための工夫
(a)仕事や学習の目標を明確にすること

(b)目標の価値を組織的に⾼めるために⽅針を明確にして職員間で共有すること

(c)目標の達成の期待を⾼めるために達成の⽅法を明確にする、
具体的には業務改善の工程表や人材育成のコ一ス・⽅法を明示すること

(d)目標や⽅法の決定の参加によって全体の⽅針や個々の目標や学習内容等に
ついて自⼰決定する過程を設けること

(e)目標や⽅法については、組織全体や個人個人にとって動機づけを維持できる
ように、適度なレベル設定をすること、

(f)目標設定は遠大なものとせず段階的に設定し、目標達成を経験しながら
ステップアップしていくようにすること

(g)教育担当者が個々の職員に働きかけていく際には押しつけにならないように
コーチング手法を用いること

仕事や人材育成の動機づけを⾼めるための工夫
(a)仕事や学習の目標を明確にすること

(b)目標の価値を組織的に⾼めるために⽅針を明確にして職員間で共有すること

(c)目標の達成の期待を⾼めるために達成の⽅法を明確にする、
具体的には業務改善の工程表や人材育成のコ一ス・⽅法を明示すること

(d)目標や⽅法の決定の参加によって全体の⽅針や個々の目標や学習内容等に
ついて自⼰決定する過程を設けること

(e)目標や⽅法については、組織全体や個人個人にとって動機づけを維持できる
ように、適度なレベル設定をすること、

(f)目標設定は遠大なものとせず段階的に設定し、目標達成を経験しながら
ステップアップしていくようにすること

(g)教育担当者が個々の職員に働きかけていく際には押しつけにならないように
コーチング手法を用いること

No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１
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p:29

TIMENa内容/表示/SE画面

職場内教育は、これまで学習
してきたようなOJT手法を⾏う
ことを前提に計画的かつ継続
的に進めていく必要がありま
す。
職場内教育における学習計画
(育成計画)を⽴案する過程とし
ては、この3つの段階がありま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

第1段階では、職場全体の職場
内教育に関する目標や計画を
設定します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

第1段階 共通的・標準的計画（1年単位）
・ビジョンに基づく業務改善を支援する職場内教育計画
・キャリアパスに基づく階層別標準学習計画

第2段階 職員別の学習計画（３か月単位）
・担当する利用者・入居者、職員ごとの学習課題に応じた計画

第3段階 育成担当者による指導計画（1か月・1週間単位) 
・職員ごとの学習状況に応じて、学習すべきことを短期的に
働きかけるための教育計画

各期間は、課題や目標に応じて設定します

第1段階 共通的・標準的計画（1年単位）
・ビジョンに基づく業務改善を支援する職場内教育計画
・キャリアパスに基づく階層別標準学習計画

職場全体の職場内教育
に関する目標や計画

p:30

TIMENa内容/表示/SE画面

第2段階では、第1段階で設定
した職場全体の目標や計画に
対する職員1人ひとりの取り組
みに関する学習計画を⽴案し
ます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

第3段階では、職員1人ひとり
の取り組みに対するOJT担当の
職員によって、目標に対する
達成評価と⾒通しをつけるこ
とによって、当面⾏うべき課
題や指導⽅針等を明らかにし
た短期学習計画を作成します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

次へ次へ 戻る戻る

第2段階 職員別の学習計画（３か月単位）
・担当する利用者・入居者、職員ごとの学習課題に応じた計画

第3段階 育成担当者による指導計画（1か月・1週間単位) 
・職員ごとの学習状況に応じて、学習すべきことを短期的に
働きかけるための教育計画

職場全体の職場内教育
に関する目標や計画

学
習
計
画
の
⽴
案

短期学習計画

目標に対する
達成評価と⾒通し
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p:29

TIMENa内容/表示/SE画面

職場内教育は、これまで学習
してきたようなOJT手法を⾏う
ことを前提に計画的かつ継続
的に進めていく必要がありま
す。
職場内教育における学習計画
(育成計画)を⽴案する過程とし
ては、この3つの段階がありま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

第1段階では、職場全体の職場
内教育に関する目標や計画を
設定します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

第1段階 共通的・標準的計画（1年単位）
・ビジョンに基づく業務改善を支援する職場内教育計画
・キャリアパスに基づく階層別標準学習計画

第2段階 職員別の学習計画（３か月単位）
・担当する利用者・入居者、職員ごとの学習課題に応じた計画

第3段階 育成担当者による指導計画（1か月・1週間単位) 
・職員ごとの学習状況に応じて、学習すべきことを短期的に
働きかけるための教育計画

各期間は、課題や目標に応じて設定します

第1段階 共通的・標準的計画（1年単位）
・ビジョンに基づく業務改善を支援する職場内教育計画
・キャリアパスに基づく階層別標準学習計画

職場全体の職場内教育
に関する目標や計画

p:30

TIMENa内容/表示/SE画面

第2段階では、第1段階で設定
した職場全体の目標や計画に
対する職員1人ひとりの取り組
みに関する学習計画を⽴案し
ます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

第3段階では、職員1人ひとり
の取り組みに対するOJT担当の
職員によって、目標に対する
達成評価と⾒通しをつけるこ
とによって、当面⾏うべき課
題や指導⽅針等を明らかにし
た短期学習計画を作成します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓005

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画１

次へ次へ 戻る戻る

第2段階 職員別の学習計画（３か月単位）
・担当する利用者・入居者、職員ごとの学習課題に応じた計画

第3段階 育成担当者による指導計画（1か月・1週間単位) 
・職員ごとの学習状況に応じて、学習すべきことを短期的に
働きかけるための教育計画

職場全体の職場内教育
に関する目標や計画

学
習
計
画
の
⽴
案

短期学習計画

目標に対する
達成評価と⾒通し

p:31

TIMENa内容/表示/SE画面

続いて、職場内教育の計画作
成・実施・評価プロセスにつ
いての事例をご覧いただきま
す。

◆ビデオ音声

◆職場内計画作成・実施・評価
プロセスをビデオで再現・説明

1 到達目標
2 期間
3 学習の⽅法
4 学習内容
5 評価

さて、画面の学習⽅法のうち、
認知症ケアの職場内教育に向
いているのはどれだと思いま
すか。

あなたが考える認知症ケアの
職場内教育に向いている学習
⽅法を、画面の選択肢から選
択してみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓006

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

職場内教育の計画⽴案の際に重要なことは
次のうちどれだと思いますか︖

OJT (On the Job Training)OJT (On the Job Training)

Off-JT (Off the Job Training) Off-JT (Off the Job Training) 

SDS (Self Development System)SDS (Self Development System)

p:32

TIMENa内容/表示/SE画面

OJTは、実際に仕事をしながら、
その内容についての練習を⾏
い、「できるようになる」こ
とを繰り返しながら、仕事の
質を上げていく教育⽅法です。

職場における人材育成では、
習得したことを仕事において
活用し、仕事の質の向上につ
ながることが求められるため、
職場での人材育成はOJTが中⼼
となります。

ただし、OJTによって学習でき
る内容は、そのときに経験し
ている仕事の範囲に限られ、
その範囲を超えた一般的な知
識や技術はOJTでは習得しにく
いことが⽋点です。

◆「OJT (On the Job
Training)」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Off-JTは、業務を離れた教育
の機会のことをいい、受講者
の知識や技術を向上させるた
めに有効な⽅法です。

外部で開催される研修への参
加が該当しますが、それだけ
ではなく、職場内で開催する
勉強会も有⼒なOff-JTといえ
ます。

Off-JTは、現在携わっている
業務の内容にかかわらず、知
識・技術を⾼めるのに有用な
教育⽅法です。

◆「Off-JT (Off the Job 
Training) 」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

OJTは、実際に仕事をしながら、その内容についての練習を⾏い、
「できるようになる」ことを繰り返しながら、

仕事の質を上げていく教育⽅法

OJT (On the Job Training)

OJTによって学習できる内容
は、そのときに経験している
仕事の範囲に限られ、その範
囲を超えた一般的な知識や技
術はOJTでは習得しにくい

Off-JTは、業務を離れた教育の機会のことをいい、
受講者の知識や技術を向上させるために有効な⽅法

Off-JT (Off the Job Training) 

Off-JTは、現在携わっている
業務の内容にかかわらず、知
識・技術を⾼めるのに有用な
教育⽅法

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

次へ次へ 戻る戻る

次へ次へ 戻る戻る
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p:33

TIMENa内容/表示/SE画面

SDSは、自⼰学習を職場で支
援するしくみのことであり、
自⼰学習を⾏うために必要な
教材を用意したり、学習する
機会や費用を支媛したりする
などの環境整備が該当します。

自⼰学習は重要ですが、始め
るにも継続するにもやる気が
必要であり、挫折しやすい傾
向があるため、確実に自⼰学
習を仕事に生かすためには、
成果の確認や達成への評価な
どの支援が必要となります。

◆「SDS (Self Development 
System)」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

SDS (Self Development System)

始めるにも継続するにもやる
気が必要であり、挫折しやす
い傾向があるため、確実に自
⼰学習を仕事に生かすために
は、成果の確認や達成への評
価などの支援が必要

SDSは、自⼰学習を職場で支援するしくみのことであり、
自⼰学習を⾏うために必要な教材を用意したり、

学習する機会や費用を支媛したりするなどの環境整備

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

次へ次へ 戻る戻る

p:34

TIMENa内容/表示/SE画面

職場での人材育成の内容は、
業務遂⾏に必要とされる知
識・技術(技能)・態度の3つの
要素に分解されます。

それぞれの内容に応じて、人
材育成⽅法の利点を生かして
組み合わせながら職場での人
材育成を構成していく必要が
ありますが、職場での人材育
成は、実際に「仕事ができ
る」ようになることが目標で
あり、ケア領域では良質のケ
アを実践できることを目指し
て人材育成を⾏うことが必要
です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Off-JTの成果が、必ずしも仕
事の質の向上に直接結びつく
とは限らず、定期的なOff-JT
を⾏うだけでは、実際に仕事
の質を上げることを目標とし
た職場内教育としては、不⼗
分といえます。

知識・技術・態度を広く必要
とする業務にあたる際には、
SDSやOff-JTで得た知識や技
術を活用しながら、OJTによっ
て実際の仕事での活用を試し、
練習することが必要となって
きます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

技術(技能)知 識 態 度

ケア領域では良質のケアを実践できることを⽇指して
人材育成を⾏うことが必要

SDSやOff-JTで得た知識や技術を活用しながら、
OJTによって実際の仕事での活用を試し、練習することが必要

知識や技術

実際の仕事での
活用

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２
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p:33

TIMENa内容/表示/SE画面

SDSは、自⼰学習を職場で支
援するしくみのことであり、
自⼰学習を⾏うために必要な
教材を用意したり、学習する
機会や費用を支媛したりする
などの環境整備が該当します。

自⼰学習は重要ですが、始め
るにも継続するにもやる気が
必要であり、挫折しやすい傾
向があるため、確実に自⼰学
習を仕事に生かすためには、
成果の確認や達成への評価な
どの支援が必要となります。

◆「SDS (Self Development 
System)」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

SDS (Self Development System)

始めるにも継続するにもやる
気が必要であり、挫折しやす
い傾向があるため、確実に自
⼰学習を仕事に生かすために
は、成果の確認や達成への評
価などの支援が必要

SDSは、自⼰学習を職場で支援するしくみのことであり、
自⼰学習を⾏うために必要な教材を用意したり、

学習する機会や費用を支媛したりするなどの環境整備

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

次へ次へ 戻る戻る

p:34

TIMENa内容/表示/SE画面

職場での人材育成の内容は、
業務遂⾏に必要とされる知
識・技術(技能)・態度の3つの
要素に分解されます。

それぞれの内容に応じて、人
材育成⽅法の利点を生かして
組み合わせながら職場での人
材育成を構成していく必要が
ありますが、職場での人材育
成は、実際に「仕事ができ
る」ようになることが目標で
あり、ケア領域では良質のケ
アを実践できることを目指し
て人材育成を⾏うことが必要
です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Off-JTの成果が、必ずしも仕
事の質の向上に直接結びつく
とは限らず、定期的なOff-JT
を⾏うだけでは、実際に仕事
の質を上げることを目標とし
た職場内教育としては、不⼗
分といえます。

知識・技術・態度を広く必要
とする業務にあたる際には、
SDSやOff-JTで得た知識や技
術を活用しながら、OJTによっ
て実際の仕事での活用を試し、
練習することが必要となって
きます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

技術(技能)知 識 態 度

ケア領域では良質のケアを実践できることを⽇指して
人材育成を⾏うことが必要

SDSやOff-JTで得た知識や技術を活用しながら、
OJTによって実際の仕事での活用を試し、練習することが必要

知識や技術

実際の仕事での
活用

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

p:35

TIMENa内容/表示/SE画面

職場内教育の目標としては、
単に知識・技術・態度が身に
つくことではなく、 個々の利
用者・入居者へのケアの質が
実際に向上することにありま
す。

そのため、学習過程には利用
者・入居者に対するケア場面
におけるOJTの導入が必要であ
り、OJTの実施においては、対
象となる利用者・入居者のケ
アの課題と職員1人ひとりのケ
アの課題の両面に配慮した個
別の学習計画の作成が必須で
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

認知症ケアにおいては個々の
利用者・入居者への理解を深
め、ケアを⾏っていくことが
重要です。

1人に限定してケアを深めるほ
うが、パーソン・センター
ド・ケアの理念にも合致する
と同時に、指導を受ける側も
⾏う側も、課題が明確になり
ケアの質に関する学習を進め
やすくなります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

対象となる利用者・入居者のケアの課題と職員1人ひとりの
ケアの課題の両面に配慮した個別の学習計画の作成が必須

認知症ケアにおいては個々の利用者・入居者への理解を深め、
ケアを⾏っていくことが重要

対象となる利用者・
入居者のケアの課題

職員1人ひとりの
ケアの課題

両面に配慮した
個別の学習計画

個々の利用者・入居者への理解
を深め、ケアを⾏っていく

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

p:36

TIMENa内容/表示/SE画面

(1)目標設定

学習に取り組む学習者が担当
する利用者・入居者のケアに
おいて、ビジョンの達成や
キャリアパスでの課題設定に
沿って、学習・習得すべき内
容・要する期間を明らかにし、
学習目標として決めておく必
要があります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

(2)計画の作成・実施・段階別
評価

設定した学習目標に沿って学
習・指導計画を設定します。

これらの項目を検討・設定し
ます。
1 到達目標
2 期間
3 学習の⽅法
4 学習内容
5 評価

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

学習目標 1 到達目標
2 期間
3 学習の⽅法
4 学習内容
5 評価

●学習・習得すべき内容・要する期間を明らかにする

●ビジョンの達成やキャリアパスでの課題設定に沿う

学 習 目 標学 習 目 標

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２
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p:37

TIMENa内容/表示/SE画面

1 到達目標

学習目標に沿って段階的な到
達目標や学習課題を設定して、
段階毎に取り組むべき目標を
明確にします。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

2 期間

「いつまでに」習得するかの、
目安として定めておきます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

到達目標

到達目標

学習課題

到達目標

学習目標学習目標

期 間期 間

習 得

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

p:38

TIMENa内容/表示/SE画面

3 学習の⽅法

ケアの実践的な学習はOJTが中
⼼となりますが、職場内研修
などのOff-JTやチーム・個人
的な取り組みなども計画に組
み込みます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

4 学習内容

到達目標に含まれるケアの⽅
法や内容やポイントなどにつ
いて、学習すべき内容として
明らかにします。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

OJTOff-JT SDS

学習すべき内容学習すべき内容

到達目標に含まれるケアの⽅法や内容やポイントなど

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２
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p:37

TIMENa内容/表示/SE画面

1 到達目標

学習目標に沿って段階的な到
達目標や学習課題を設定して、
段階毎に取り組むべき目標を
明確にします。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

2 期間

「いつまでに」習得するかの、
目安として定めておきます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

到達目標

到達目標

学習課題

到達目標

学習目標学習目標

期 間期 間

習 得

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

p:38

TIMENa内容/表示/SE画面

3 学習の⽅法

ケアの実践的な学習はOJTが中
⼼となりますが、職場内研修
などのOff-JTやチーム・個人
的な取り組みなども計画に組
み込みます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

4 学習内容

到達目標に含まれるケアの⽅
法や内容やポイントなどにつ
いて、学習すべき内容として
明らかにします。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

OJTOff-JT SDS

学習すべき内容学習すべき内容

到達目標に含まれるケアの⽅法や内容やポイントなど

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

p:39

TIMENa内容/表示/SE画面

5 評価
それぞれの段階について、自
⼰評価と教育担当者の評価(他
者評価)を⾏い、対話・フィー
ドバックすることで評価の内
容について共有します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

(3)総合的評価

全段階が終了した時点で、総
合的に学習目標の達成状況を
評価し、課題となる点を明ら
かにしておくことが重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

それぞれの段階について、自⼰評価と教育担当者の評価
(他者評価)を⾏い、対話・フィードバックすることで

評価の内容について共有する

全段階が終了した時点で、総合的に学習目標の達成状況を評価し、
課題となる点を明らかにしておくことが重要

・学習目標の達成状況を評価する
・課題となる点を明らかにする

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

p:40

TIMENa内容/表示/SE画面

作成した学習計画は、専用の
フォーマットを使用して記録
しておきます。

個人向けの学習計画の例とし
ては、このようなものがあり
ます。

各アイコンをクリックすると
拡大図をご覧いただけます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆該当部分をクリックすると、
別ウインドウで事例(画像・説
明)を表示

では、これから指導計画の作
成について練習してみましょ
う。

これから動画である事例を⾒
ていただき、その内容をベー
スに学習計画を作成していた
だきます。

まず最初に、学習目標につい
て考えてみましょう。

なお今回は、学習対象者は事
例で指定されている条件を使
用してください。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

キャリアパスに基づく学習計画の例
・1人の利用者へのケア

キャリアパスに基づく学習計画の例
・特定の学習目標

ビジョンに基づく学習計画の例

No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習目標学習目標

育成期間育成期間

期間期間

到達目標到達目標

学習⽅法学習⽅法

学習内容学習内容

学習対象者︓
・⼭⽥太郎さん X年目
・その他特記事項
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p:41

TIMENa内容/表示/SE画面

まずこの事例ビデオをご覧く
ださい。

◆事例ビデオ1を再生する

・学習目標を検討するための内
容

いかがでしたか︖

では、事例ビデオからあなた
が考えた「学習目標」を記入
してください。

記入後「評価する」ボタンを
クリックすると、AIが内容を
評価してフィードバックして
くれます。

・受講者が記入できるフォーム
を表示
・予め記入例を表示
記入すると消える

◆フォーム内容は要検討

◆「学習計画例を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで事例(画像・説明)を表示
◆「項目の説明を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで項目表を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習目標育成予定期間学習対象者

例
・目標１
・目標2

例︓
xxxx年xx年xx⽇から
xxxx年xx年xx⽇

⼭⽥太郎さん 2年目
・その他特記事項

学習計画例を⾒る 項目の説明を⾒る 評価する

p:42

TIMENa内容/表示/SE画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

事例ビデオから学習目標を適
切に設定できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、適切な学習目標を設定で
きるようになるように練習し
てみてください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

では次に、育成期間について
考えてみましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

コメント点数項目

評価コメントです60学習目標

再度実施 次へ進む

学習目標育成予定期間学習対象者

・目標１
・目標2

例︓
xxxx年xx年xx⽇から
xxxx年xx年xx⽇

⼭⽥太郎さん 2年目
・その他特記事項

学習目標学習目標

育成期間育成期間

期間期間

到達目標到達目標

学習⽅法学習⽅法

学習内容学習内容

学習対象者︓
・⼭⽥太郎さん X年目
・その他特記事項
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p:41

TIMENa内容/表示/SE画面

まずこの事例ビデオをご覧く
ださい。

◆事例ビデオ1を再生する

・学習目標を検討するための内
容

いかがでしたか︖

では、事例ビデオからあなた
が考えた「学習目標」を記入
してください。

記入後「評価する」ボタンを
クリックすると、AIが内容を
評価してフィードバックして
くれます。

・受講者が記入できるフォーム
を表示
・予め記入例を表示
記入すると消える

◆フォーム内容は要検討

◆「学習計画例を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで事例(画像・説明)を表示
◆「項目の説明を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで項目表を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習目標育成予定期間学習対象者

例
・目標１
・目標2

例︓
xxxx年xx年xx⽇から
xxxx年xx年xx⽇

⼭⽥太郎さん 2年目
・その他特記事項

学習計画例を⾒る 項目の説明を⾒る 評価する

p:42

TIMENa内容/表示/SE画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

事例ビデオから学習目標を適
切に設定できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、適切な学習目標を設定で
きるようになるように練習し
てみてください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

では次に、育成期間について
考えてみましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

コメント点数項目

評価コメントです60学習目標

再度実施 次へ進む

学習目標育成予定期間学習対象者

・目標１
・目標2

例︓
xxxx年xx年xx⽇から
xxxx年xx年xx⽇

⼭⽥太郎さん 2年目
・その他特記事項

学習目標学習目標

育成期間育成期間

期間期間

到達目標到達目標

学習⽅法学習⽅法

学習内容学習内容

学習対象者︓
・⼭⽥太郎さん X年目
・その他特記事項

p:43

TIMENa内容/表示/SE画面

次にこの事例ビデオをご覧く
ださい。

◆事例ビデオ2を再生する

・育成期間を検討するための内
容

いかがでしたか︖

では、事例ビデオからあなた
が考えた「育成期間」を記入
してください。

記入後「評価する」ボタンを
クリックすると、AIが内容を
評価してフィードバックして
くれます。

・受講者が記入できるフォーム
を表示
・予め記入例を表示
記入すると消える

◆フォーム内容は要検討

◆「学習計画例を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで事例(画像・説明)を表示
◆「項目の説明を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで項目表を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習計画例を⾒る 項目の説明を⾒る 評価する

学習目標育成予定期間学習対象者

・目標１
・目標2

例︓
xxxx年xx年xx⽇から
xxxx年xx年xx⽇

⼭⽥太郎さん 2年目
・その他特記事項

p:44

TIMENa内容/表示/SE画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

事例ビデオから育成期間を適
切に設定できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、適切な育成期間を設定で
きるようになるように練習し
てみてください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

では次に、期間について考え
てみましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

再度実施 次へ進む

コメント点数項目

評価コメントです60学習目標

学習目標育成予定期間学習対象者

・目標１
・目標2

xxxx年xx年xx⽇から
xxxx年xx年xx⽇

⼭⽥太郎さん 2年目
・その他特記事項

学習目標学習目標

育成期間育成期間

期間期間

到達目標到達目標

学習⽅法学習⽅法

学習内容学習内容

学習対象者︓
・⼭⽥太郎さん X年目
・その他特記事項
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p:45

TIMENa内容/表示/SE画面

次にこの事例ビデオをご覧く
ださい。

◆事例ビデオ3を再生する

・期間を検討するための内容

いかがでしたか︖

では、事例ビデオからあなた
が考えた「期間」を記入して
ください。

記入後「評価する」ボタンを
クリックすると、AIが内容を
評価してフィードバックして
くれます。

・受講者が記入できるフォーム
を表示
・予め記入例を表示
記入すると消える

◆フォーム内容は要検討

◆「学習計画例を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで事例(画像・説明)を表示
◆「項目の説明を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで項目表を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習計画例を⾒る 項目の説明を⾒る 評価する

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX例︓XXXX〜XXXX

p:46

TIMENa内容/表示/SE画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

事例ビデオから期間を適切に
設定できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、適切な期間を設定できる
ようになるように練習してみ
てください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

では次に、到達目標について
考えてみましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYY〜YYYY

コメント点数項目

評価コメントです60期間

到達目標

学習⽅法

学習内容

再度実施 次へ進む

学習目標学習目標

育成期間育成期間

期間期間

到達目標到達目標

学習⽅法学習⽅法

学習内容学習内容

学習対象者︓
・⼭⽥太郎さん X年目
・その他特記事項
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p:45

TIMENa内容/表示/SE画面

次にこの事例ビデオをご覧く
ださい。

◆事例ビデオ3を再生する

・期間を検討するための内容

いかがでしたか︖

では、事例ビデオからあなた
が考えた「期間」を記入して
ください。

記入後「評価する」ボタンを
クリックすると、AIが内容を
評価してフィードバックして
くれます。

・受講者が記入できるフォーム
を表示
・予め記入例を表示
記入すると消える

◆フォーム内容は要検討

◆「学習計画例を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで事例(画像・説明)を表示
◆「項目の説明を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで項目表を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習計画例を⾒る 項目の説明を⾒る 評価する

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX例︓XXXX〜XXXX

p:46

TIMENa内容/表示/SE画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

事例ビデオから期間を適切に
設定できましたでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、適切な期間を設定できる
ようになるように練習してみ
てください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

では次に、到達目標について
考えてみましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYY〜YYYY

コメント点数項目

評価コメントです60期間

到達目標

学習⽅法

学習内容

再度実施 次へ進む

学習目標学習目標

育成期間育成期間

期間期間

到達目標到達目標

学習⽅法学習⽅法

学習内容学習内容

学習対象者︓
・⼭⽥太郎さん X年目
・その他特記事項

p:47

TIMENa内容/表示/SE画面

次にこの事例ビデオをご覧く
ださい。

◆事例ビデオ4を再生する

・到達目標を検討するための内
容

いかがでしたか︖

では、事例ビデオからあなた
が考えた「到達目標」を記入
してください。

記入後「評価する」ボタンを
クリックすると、AIが内容を
評価してフィードバックして
くれます。

・受講者が記入できるフォーム
を表示
・予め記入例を表示
記入すると消える

◆フォーム内容は要検討

◆「学習計画例を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで事例(画像・説明)を表示
◆「項目の説明を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで項目表を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習計画例を⾒る 項目の説明を⾒る 評価する

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYY〜YYYY

p:48

TIMENa内容/表示/SE画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

事例ビデオから到達目標を適
切に設定できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、適切な到達目標を設定で
きるようになるように練習し
てみてください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

では次に、学習⽅法について
考えてみましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYYYYYYYYYYYYY〜YYYY

コメント点数項目

評価コメントです60期間

評価コメントです80到達目標

学習⽅法

学習内容

再度実施 次へ進む

学習目標学習目標

育成期間育成期間

期間期間

到達目標到達目標

学習⽅法学習⽅法

学習内容学習内容

学習対象者︓
・⼭⽥太郎さん X年目
・その他特記事項
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p:49

TIMENa内容/表示/SE画面

次にこの事例ビデオをご覧く
ださい。

◆事例ビデオ5を再生する

・学習⽅法を検討するための内
容

いかがでしたか︖

では、事例ビデオからあなた
が考えた「学習⽅法」を記入
してください。

記入後「評価する」ボタンを
クリックすると、AIが内容を
評価してフィードバックして
くれます。

・受講者が記入できるフォーム
を表示
・予め記入例を表示
記入すると消える

◆フォーム内容は要検討

◆「学習計画例を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで事例(画像・説明)を表示
◆「項目の説明を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで項目表を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習計画例を⾒る 項目の説明を⾒る 評価する

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYYYYYYYYYYYYY〜YYYY

p:50

TIMENa内容/表示/SE画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

事例ビデオから学習⽅法を適
切に設定できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、適切な学習⽅法を設定で
きるようになるように練習し
てみてください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

最後に、学習内容について考
えてみましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY〜YYYY

コメント点数項目

評価コメントです60期間

評価コメントです80到達目標

評価コメントです60学習⽅法

学習内容

再度実施 次へ進む

学習目標学習目標

育成期間育成期間

期間期間

到達目標到達目標

学習⽅法学習⽅法

学習内容学習内容

学習対象者︓
・⼭⽥太郎さん X年目
・その他特記事項
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p:49

TIMENa内容/表示/SE画面

次にこの事例ビデオをご覧く
ださい。

◆事例ビデオ5を再生する

・学習⽅法を検討するための内
容

いかがでしたか︖

では、事例ビデオからあなた
が考えた「学習⽅法」を記入
してください。

記入後「評価する」ボタンを
クリックすると、AIが内容を
評価してフィードバックして
くれます。

・受講者が記入できるフォーム
を表示
・予め記入例を表示
記入すると消える

◆フォーム内容は要検討

◆「学習計画例を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで事例(画像・説明)を表示
◆「項目の説明を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで項目表を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習計画例を⾒る 項目の説明を⾒る 評価する

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYYYYYYYYYYYYY〜YYYY

p:50

TIMENa内容/表示/SE画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

事例ビデオから学習⽅法を適
切に設定できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、適切な学習⽅法を設定で
きるようになるように練習し
てみてください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

最後に、学習内容について考
えてみましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY〜YYYY

コメント点数項目

評価コメントです60期間

評価コメントです80到達目標

評価コメントです60学習⽅法

学習内容

再度実施 次へ進む

学習目標学習目標

育成期間育成期間

期間期間

到達目標到達目標

学習⽅法学習⽅法

学習内容学習内容

学習対象者︓
・⼭⽥太郎さん X年目
・その他特記事項

p:51

TIMENa内容/表示/SE画面

次にこの事例ビデオをご覧く
ださい。

◆事例ビデオ6を再生する

・学習内容を検討するための内
容

いかがでしたか︖

では、事例ビデオからあなた
が考えた「学習内容」を記入
してください。

記入後「評価する」ボタンを
クリックすると、AIが内容を
評価してフィードバックして
くれます。

・受講者が記入できるフォーム
を表示
・予め記入例を表示
記入すると消える

◆フォーム内容は要検討

◆「学習計画例を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで事例(画像・説明)を表示
◆「項目の説明を⾒る」ボタン
をクリックすると、別ウインド
ウで項目表を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習計画例を⾒る 項目の説明を⾒る 評価する

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY〜YYYY

p:52

TIMENa内容/表示/SE画面

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

事例ビデオから学習内容を適
切に設定できましたでしょう
か。

何回もチャレンジできますの
で、適切な学習⽅法を設定で
きるようになるように練習し
てみてください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

これがあなたが考えた学習計
画のAIによる評価です。

事例ビデオから必要な情報を
読み取って、適切な計画を⽴
てることができましたでしょ
うか。

この評価はAIによる１つのア
ドバイスです。
結果はプリントできますので、
指導者の⽅や同僚の⽅に共有
して意⾒交換をしてみてくだ
さい。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

◆シミュレーション結果・評価
を表示

・全体評価を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY〜YYYY

コメント点数項目

評価コメントです60期間

評価コメントです80到達目標

評価コメントです60学習⽅法

評価コメントです80学習内容

再度実施 次へ進む

終了するプリントする

コメント点数総合評価

評価コメントです60C

再度実施

学習目標育成予定期間学習対象者

・目標１
・目標2

xxxx年xx年xx⽇から
xxxx年xx年xx⽇

⼭⽥太郎さん 2年目
・その他特記事項

学習内容学習方法到達目標期間

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX〜XXXX

YYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYYY〜YYYY
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p:53

TIMENa内容/表示/SE画面

・各項目説明画面
別ウインドウで表示される

◆「閉じる」ボタンをクリック
すると別ウインドウが閉じる

・学習計画例画面
別ウインドウで表示される

◆「閉じる」ボタンをクリック
すると別ウインドウが閉じる

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

説明項目

「学習目標」の説明と作成のポイント、作成例学習目標

「学習対象者」の説明と作成のポイント、作成例学習対象者

「育成予定期間」の説明と作成のポイント、作成例育成予定期間

「期間」の説明と作成のポイント、作成例期間

「到達目標」の説明と作成のポイント、作成例到達目標

「学習⽅法」の説明と作成のポイント、作成例学習⽅法

「学習内容」の説明と作成のポイント、作成例学習内容

閉じる

キャリアパスに基づく学習計画の例
・1人の利用者へのケア

キャリアパスに基づく学習計画の例
・特定の学習目標

ビジョンに基づく学習計画の例

閉じる

p:54

TIMENa内容/表示/SE画面

続いて、職場内教育の計画作
成・実施・評価プロセスにつ
いての事例をご覧いただきま
す。

◆ビデオ音声

◆職場内教育における評価プロ
セスをビデオで再現・説明

・学習者の評価
・指導⽅法の評価
・第三者評価

さて、認知症ケアの職場内教
育における評価の時に留意す
ることはどれだと思いますか。

あなたが考える認知症ケアの
職場内教育における評価のポ
イントを、画面の選択肢から
選択してみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓007

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

職場内教育の計画⽴案の際に重要なことは
次のうちどれだと思いますか︖

学習者や指導⽅法について評価する学習者や指導⽅法について評価する

理念やビジョンに基づいて評価する理念やビジョンに基づいて評価する
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p:53

TIMENa内容/表示/SE画面

・各項目説明画面
別ウインドウで表示される

◆「閉じる」ボタンをクリック
すると別ウインドウが閉じる

・学習計画例画面
別ウインドウで表示される

◆「閉じる」ボタンをクリック
すると別ウインドウが閉じる

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓006

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 人材育成の課題に応じた指導計画２

説明項目

「学習目標」の説明と作成のポイント、作成例学習目標

「学習対象者」の説明と作成のポイント、作成例学習対象者

「育成予定期間」の説明と作成のポイント、作成例育成予定期間

「期間」の説明と作成のポイント、作成例期間

「到達目標」の説明と作成のポイント、作成例到達目標

「学習⽅法」の説明と作成のポイント、作成例学習⽅法

「学習内容」の説明と作成のポイント、作成例学習内容

閉じる

キャリアパスに基づく学習計画の例
・1人の利用者へのケア

キャリアパスに基づく学習計画の例
・特定の学習目標

ビジョンに基づく学習計画の例

閉じる

p:54

TIMENa内容/表示/SE画面

続いて、職場内教育の計画作
成・実施・評価プロセスにつ
いての事例をご覧いただきま
す。

◆ビデオ音声

◆職場内教育における評価プロ
セスをビデオで再現・説明

・学習者の評価
・指導⽅法の評価
・第三者評価

さて、認知症ケアの職場内教
育における評価の時に留意す
ることはどれだと思いますか。

あなたが考える認知症ケアの
職場内教育における評価のポ
イントを、画面の選択肢から
選択してみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓007

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

職場内教育の計画⽴案の際に重要なことは
次のうちどれだと思いますか︖

学習者や指導⽅法について評価する学習者や指導⽅法について評価する

理念やビジョンに基づいて評価する理念やビジョンに基づいて評価する

p:55

TIMENa内容/表示/SE画面

(1)評価の⽅法

学習の評価には、学習者が用
意された学習プロセスを経て、
どの程度必要な事柄を習得し
たかを評価する「学習者の評
価」と、その学習プロセスが
学習者をどの程度伸ばすこと
ができたのかという「指導⽅
法の評価」という2つの側面が
あります。

職場内教育は、人材の能⼒を
向上させ、仕事の質を上げる
という現実的な目標達成のた
めに⾏っていますので、職場
内教育における評価としては
「指導⽅法の評価」を意識し
ましょう。

◆「学習者や指導⽅法について
評価する」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

また、学習目標の評価は、学
習者の学習成果によって評価
をすることが必要です。

そのためには、学習者の仕事
ぶりをよく観察し、そして学
習者本人にも話を聞き、理解
の度合いや考え⽅を確認する
必要があります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓007

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

職場内教育における評価としては「指導⽅法の評価」を意識する

学習者の仕事ぶりをよく観察し、そして学習者本人にも話を聞き、
理解の度合いや考え⽅を確認する必要がある

学習者の評価 指導⽅法の評価

観察 話を聞く

p:56

TIMENa内容/表示/SE画面

評価の際には、各到達目標1つ
ずつ細かく達成度を評価する
⽅法もとられますが、認知症
ケアの質の向上については、
アセスメント・コミュニケー
ション・ケア・⾏動・⼼理症
状(BPSD)への対応など、それ
ぞれの⾏為毎に評価するだけ
でなく、ケアの対象となった
認知症の人がよい感情を保ち、
自⽴的に生活を送るという総
合評価が重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

総合評価の基準は、学習計画
の背景にあるビジョンや理念
に基づく達成度によって評価
します。

そのため、各学習段階や内容
ごとの学習の記録と評価を合
わせて、学習計画の背景にあ
るビジョンや理念に基づく達
成度の評価を総合的に⾏い、
よかった点・課題となる点を
明らかにする⽅法も有用と⾔
えます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓007

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

総合評価の基準は、学習計画の背景にあるビジョンや理念に
基づく達成度によって評価する

ケアの対象となった認知症の人がよい感情を保ち、
自⽴的に生活を送るという総合評価が重要

理念・ビジョン

次へ次へ 戻る戻る
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p:57

TIMENa内容/表示/SE画面

(2)評価を設計するうえでの留
意点

評価する際に、理念やビジョ
ンを重視するのであれば、そ
の基準に沿った評価をする必
要があります。

また、自⼰評価と他者評価は
食い違うことも多く、OJT担当
者の他者評価に加えて、ほか
の先輩や上司からの第三者評
価や学習者との面談の機会を
入れたほうが、公平性が⾼ま
り、改善点を指摘された学習
者本人も納得しやすくなりま
す。

◆「理念やビジョンに基づいて
評価する」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

学習者の評価は学習過程の適
切さの評価でもあります。

OJT担当者の指導⽅法や学習者
評価への評価、職員向けの職
場内教育に対するアンケート
調査など、職場内学習のプロ
セスに関する質の向上策を講
じておくことも重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓007

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

OJT担当者の他者評価に加えて、ほかの先輩や上司からの第三者
評価や学習者との面談の機会を入れたほうが、公平性が⾼まり、

改善点を指摘された学習者本人も納得しやすくなる

OJT担当者の指導⽅法や学習者評価への評価、職員向けの職場内
教育に対するアンケート調査など、職場内学習のプロセスに

関する質の向上策を講じておくことも重要
次へ次へ 戻る戻る

p:58

TIMENa内容/表示/SE画面

ビデオ音声・状況説明ビデオを表示・
再生

・内容に応じて、条件や説
明を表示

・あるタイミングでビデオ
を一時停止

◆事例・テスト問題は未定
・4項目から2〜3問ずつ
出題

ここでクイズです。

さて、この状況あなたはど
う対応しますか。

画面の選択肢をクリック、
またはタップして選択して
みてください

・クイズ第１問表示

・

Aさんが「帰りたい」理由を考える

あなたは、どう対応しますか︖

うまく嘘をついてその場をしのぐ

状 況
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。

Title︓

SubTitle︓

一緒について歩き、⾒守る

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓008

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 確認テスト
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p:57

TIMENa内容/表示/SE画面

(2)評価を設計するうえでの留
意点

評価する際に、理念やビジョ
ンを重視するのであれば、そ
の基準に沿った評価をする必
要があります。

また、自⼰評価と他者評価は
食い違うことも多く、OJT担当
者の他者評価に加えて、ほか
の先輩や上司からの第三者評
価や学習者との面談の機会を
入れたほうが、公平性が⾼ま
り、改善点を指摘された学習
者本人も納得しやすくなりま
す。

◆「理念やビジョンに基づいて
評価する」を選択した場合

・ナレーションに合わせて内容
を表示

学習者の評価は学習過程の適
切さの評価でもあります。

OJT担当者の指導⽅法や学習者
評価への評価、職員向けの職
場内教育に対するアンケート
調査など、職場内学習のプロ
セスに関する質の向上策を講
じておくことも重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆「次へ」をクリックで、説明
セクションへ、「戻る」をク
リックで、選択肢選択画面へ

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓007

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 評価⽅法

OJT担当者の他者評価に加えて、ほかの先輩や上司からの第三者
評価や学習者との面談の機会を入れたほうが、公平性が⾼まり、

改善点を指摘された学習者本人も納得しやすくなる

OJT担当者の指導⽅法や学習者評価への評価、職員向けの職場内
教育に対するアンケート調査など、職場内学習のプロセスに

関する質の向上策を講じておくことも重要
次へ次へ 戻る戻る

p:58

TIMENa内容/表示/SE画面

ビデオ音声・状況説明ビデオを表示・
再生

・内容に応じて、条件や説
明を表示

・あるタイミングでビデオ
を一時停止

◆事例・テスト問題は未定
・4項目から2〜3問ずつ
出題

ここでクイズです。

さて、この状況あなたはど
う対応しますか。

画面の選択肢をクリック、
またはタップして選択して
みてください

・クイズ第１問表示

・

Aさんが「帰りたい」理由を考える

あなたは、どう対応しますか︖

うまく嘘をついてその場をしのぐ

状 況
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。

Title︓

SubTitle︓

一緒について歩き、⾒守る

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓008

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 確認テスト

p:59

TIMENa内容/表示/SE画面

正解です。

説明のナレーション
「この場合は、これが適切
な対応・・・・・」

「次へ進む」をクリックし
てください。

正解の場合

正解の結果表示

「次ヘ進む」をクリックで
次の状況説明、または講
義・説明へ

不正解です。

解説のナレーション
「この選択肢は・・・・」

もう一度回答してみましょ
う。
「もう一度回答する」をク
リックしてください。

不正解の場合

不正解の結果表示

「もう一度回答する」をク
リックで質問画面へ戻るAさんが「帰りたい」理由を考える

あなたは、どう対応しますか︖

うまく嘘をついてその場をしのぐ

状 況
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。

Title︓

SubTitle︓

一緒について歩き、⾒守る

Aさんが「帰りたい」理由を考える

あなたは、どう対応しますか︖

うまく嘘をついてその場をしのぐ

状 況
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。
状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。状況の説明です。

一緒について歩き、⾒守る○ 正解です

次へ進む次へ進む

X 不正解です
もう一度回答するもう一度回答する

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法 No︓008

事例で学ぶ職場内教育(OJT)の実践⽅法 確認テスト

p:60

TIMENa/音内容画面

◆ジングル◆タイトル表示

それでは、ここで認知症ケア
における職場内教育(OJT)の意
義について学んでいきましょ
う。

この項では、「認知症ケアに
おける職場内教育(OJT)の有効
性」と「認知症ケアの指導に
必要な職場内教育(OJT)の⽅
法・技術」について説明しま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓009

SubTitle︓

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける
職場内教育(OJT)の有効性

認知症ケアの指導に必要な
職場内教育(OJT)の⽅法・技術

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 導入
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p:61

TIMENa内容/表示/SE画面

(1)認知症ケアにおいて職場内
教育(OJT)が重要な理由

ケアの領域は人が人に対して、
専門的な支援を⾏うことを業
としており、ケアの担い手で
ある職員がその支援にかかわ
る知識・技能・能度を習得す
ることが不可⽋です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

一⽅で、現在の介護保険制度
では「尊厳の保持」を理念と
しており、認知症の人に対し
ても、この理念に基づく「そ
の人らしい」生活像を目指し
て支援を⾏うことが求められ
ています。

そのために、実際のケアの中
で、認知症ケアに必要とされ
る思考や⾏動、コミュニケー
ション等を習得することが認
知症ケアにおけるOJTの課題で
す。

学習・教育の⽅法もOff-JT、
SDSを効果的に活用しながら、
OJTを核に組織的に進めていく
ことが基本です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

Off-JT、SDSを効果的に活用しながら、
OJTを核に組織的に進めていくことが基本

認知症ケアの担い手である職員が、その支援にかかわる
知識・技能・態度を習得することが不可⽋

No︓009

p:62

TIMENa内容/表示/SE画面

(2)認知症ケアに関する職場内
教育(OJT)の特性

認知症ケアの領域では、利用
者・入居者によって必要とさ
れるケアの内容や⽅法は異
なっており、多様で個別性の
⾼いケア場面での職場内教育
が必要となります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

全員に共通化されている、最
低限必要とされるケア手法、
必要な物品等の準備、観察や
記録・報告の⽅法などの作業
についてOJTを⾏うのはもちろ
んですが、利用者・入居者ご
との個別性の⾼いケアについ
ても、ケアの質を上げていく
ことを目標として職場内教育
を実施していく必要がありま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

ケアの場面を振り返りながら、誤りを指摘したり、本人に
どうしたらよいのか考えさせたりする働きかけが

指導上重要な位置づけとなる

認知症ケアの領域では、利用者・入居者によって必要とされる
ケアの内容や⽅法は異なっており、

多様で個別性の⾼いケア場面での職場内教育が必要

No︓009
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p:61

TIMENa内容/表示/SE画面

(1)認知症ケアにおいて職場内
教育(OJT)が重要な理由

ケアの領域は人が人に対して、
専門的な支援を⾏うことを業
としており、ケアの担い手で
ある職員がその支援にかかわ
る知識・技能・能度を習得す
ることが不可⽋です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

一⽅で、現在の介護保険制度
では「尊厳の保持」を理念と
しており、認知症の人に対し
ても、この理念に基づく「そ
の人らしい」生活像を目指し
て支援を⾏うことが求められ
ています。

そのために、実際のケアの中
で、認知症ケアに必要とされ
る思考や⾏動、コミュニケー
ション等を習得することが認
知症ケアにおけるOJTの課題で
す。

学習・教育の⽅法もOff-JT、
SDSを効果的に活用しながら、
OJTを核に組織的に進めていく
ことが基本です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

Off-JT、SDSを効果的に活用しながら、
OJTを核に組織的に進めていくことが基本

認知症ケアの担い手である職員が、その支援にかかわる
知識・技能・態度を習得することが不可⽋

No︓009

p:62

TIMENa内容/表示/SE画面

(2)認知症ケアに関する職場内
教育(OJT)の特性

認知症ケアの領域では、利用
者・入居者によって必要とさ
れるケアの内容や⽅法は異
なっており、多様で個別性の
⾼いケア場面での職場内教育
が必要となります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

全員に共通化されている、最
低限必要とされるケア手法、
必要な物品等の準備、観察や
記録・報告の⽅法などの作業
についてOJTを⾏うのはもちろ
んですが、利用者・入居者ご
との個別性の⾼いケアについ
ても、ケアの質を上げていく
ことを目標として職場内教育
を実施していく必要がありま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

ケアの場面を振り返りながら、誤りを指摘したり、本人に
どうしたらよいのか考えさせたりする働きかけが

指導上重要な位置づけとなる

認知症ケアの領域では、利用者・入居者によって必要とされる
ケアの内容や⽅法は異なっており、

多様で個別性の⾼いケア場面での職場内教育が必要

No︓009

p:63

TIMENa内容/表示/SE画面

(3)事後指導の重要性

OJTの一般的なメリットとして、
作業をして誤りがあればその
場で修正しながら進めること
ができる、ということがあり
ますが、個別の利用者・入居
者へのケア場面におけるOJTで
は、利用者・入居者の前であ
からさまに誤りを訂正するこ
とは、利用者・入居者の不信
感を生み出してしまう可能性
があり、むずかしい場合も多
くあります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

OJT担当者は、ケアの場面では、
ポイントをつかんで観察して
おき、後ほど学習者である職
員とともにケアの場面を振り
返りながら、誤りを指摘した
り、本人にどうしたらよいの
か考えさせたりする働きかけ
が指導上重要な位置づけとな
ります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

ケアの場面を振り返りながら、誤りを指摘したり、
本人にどうしたらよいのか考えさせたりする

働きかけが指導上重要な位置づけとなる

利用者・入居者の前であからさまに誤りを訂正することは、
利用者・入居者の不信感を生み出してしまう可能性があり、

むずかしい場合も多くある

・先ほどはこうだった
・これは間違っている
・どうすればいいと思う︖

No︓009

p:64

TIMENa内容/表示/SE画面

(4) OJTの意義を組織内で共有
する

職場内教育が目指すところは、
指導を受ける学習者が質の⾼
い仕事ができるようになるこ
とです。

指導を受けた人が自信をもっ
て仕事に取り組み、仕事への
価値を⾼めていくことができ
る、その結果、仕事や学習へ
の動機づけを⾼め、さらに仕
事の質の向上に取り組んでい
くというよい循環を目指すも
のです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

しかし、一⽅で指導者側が業
務を⾏ってしまったほうが効
率的である、忙しくてOJTがで
きないなどの理由で⼗分に指
導しないで放置するというこ
とも起きがちです。

OJTを円滑に進めるためには、
リーダー層・中堅層の職員が
職場内教育の中でのOJTの必要
性を理解することから始める
ことが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

OJTを円滑に進めるためには、リーダー層・中堅層の職員が
職場内教育の中でのOJTの必要性を理解することから

始めることが必要

OJTの必要性

No︓009
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TIMENa内容/表示/SE画面

OJTは指導する人の都合で⾏わ
れるものではなく、指導を受
ける側のために⾏われるもの
です。

その意義を理解するために、
チーム全体の将来像を考えて
みる、また指導を受ける側の
⽴場になってみるという視点
が必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

そのため、認知症ケアの職場
内教育においても、まず認知
症に関する知識とそれに基づ
いたアセスメントや基本的ケ
ア技術の習得が必要とされて
います。

職員の知識や技術の程度に応
じて、Off-JTやSDSを中⼼と
して、基本的な知識やケアの
技術を一定のレベルまで引き
上げることが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

職員の知識や技術の程度に応じて、Off-JTやSDSを中⼼として、
基本的な知識やケアの技術を一定のレベルまで引き上げることが

必要

OJTは指導する人の都合で⾏われるものではなく、
指導を受ける側のために⾏われる

X
Off-JT

SDS

No︓009

p:66

TIMENa内容/表示/SE画面

とくに、現代的な認知症ケア
においては、認知症の原因疾
病や進⾏の段階に応じた症状
の特徴などに関する客観的な
知識に基づく理解に加え、認
知症の人の主体性を重視し、
認知症の人の生活史や⼼理的
状況の理解を図る努⼒を継続
していくことで、本人主体の
生活像を支援することの両面
が求められています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

認知症に関する客観的な知識に基づく理解と、
本人主体の生活像を支援することの両面が求められている

+

No︓009
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TIMENa内容/表示/SE画面

OJTは指導する人の都合で⾏わ
れるものではなく、指導を受
ける側のために⾏われるもの
です。

その意義を理解するために、
チーム全体の将来像を考えて
みる、また指導を受ける側の
⽴場になってみるという視点
が必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

そのため、認知症ケアの職場
内教育においても、まず認知
症に関する知識とそれに基づ
いたアセスメントや基本的ケ
ア技術の習得が必要とされて
います。

職員の知識や技術の程度に応
じて、Off-JTやSDSを中⼼と
して、基本的な知識やケアの
技術を一定のレベルまで引き
上げることが必要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

職員の知識や技術の程度に応じて、Off-JTやSDSを中⼼として、
基本的な知識やケアの技術を一定のレベルまで引き上げることが

必要

OJTは指導する人の都合で⾏われるものではなく、
指導を受ける側のために⾏われる

X
Off-JT

SDS

No︓009

p:66

TIMENa内容/表示/SE画面

とくに、現代的な認知症ケア
においては、認知症の原因疾
病や進⾏の段階に応じた症状
の特徴などに関する客観的な
知識に基づく理解に加え、認
知症の人の主体性を重視し、
認知症の人の生活史や⼼理的
状況の理解を図る努⼒を継続
していくことで、本人主体の
生活像を支援することの両面
が求められています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の有効性

認知症に関する客観的な知識に基づく理解と、
本人主体の生活像を支援することの両面が求められている

+

No︓009

p:67

TIMENa内容/表示/SE画面

(1)認知症ケアの理念教育の重
要性

現在の認知症ケアの基本理念
は、基本的にパーソン・セン
タード・ケアに集約できます。
パーソン・センタード・ケア
では、認知症の人の主観性を
尊重することがスタートライ
ンです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

一般的には、認知症は、奇妙
な⾔動があり、認知症という
病気によって動かされている
という印象がもたれがちです
が、認知症の人のさまざまな
⾔動は本人にとっては「もっ
ともなこと」であり、そのと
きの本人がもっている環境の
理解や感情を反映していると
考えることが出発点となりま
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓010

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

パーソン・センタード・ケア

p:68

TIMENa内容/表示/SE画面

まず周囲にいる人が認知症の
人の⾔動への理解を深め、尊
重する姿勢を示すことが重要
です。

このような認知症ケアの基本
理念を共有することが認知症
ケアの職場内教育の目標であ
り、大きな課題でもあります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

理念の共有は、まずは⾔葉か
ら始まりますが、さまざまな
ケアの経験の中で実感しなが
ら共有して納得していく過程
が必要です。

理念は、現実の業務において
は、つい忘れがちではありま
す。

職場内で認知症ケアの基本理
念を共有することを定期的に
繰り返し、職場内教育の⽅針
にも反映させていくことが重
要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

認知症ケアの基本理念を共有することが、認知症ケアの
職場内教育の目標であり、大きな課題でもある

理解と尊重

認知症ケアの基本理念を共有することを定期的に繰り返し、
職場内教育の⽅針にも反映させていくことが重要

認知症ケアの
基本理念を共有する

No︓010
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TIMENa内容/表示/SE画面

(2)理念を反映したビジョンの
設定と職場内教育(OJT)の連携

理念自体は実は抽象的で、そ
れらが具体的にどのような状
態なのかを定義しにくく、職
場でその理念が達成されてい
るかどうかの評価も⾏いにく
い、という声が多く聞かれま
す。

理念はたいへん重要なもので
すが、達成の評価がむずかし
い目標や考え⽅は、具体的な
仕事の質の向上を目指すため
の目標とはなりにくいもので
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

そこで、理念の共有を図るた
めに、理念を具体化し具体的
かつ達成の評価が可能な目標
とした「ビジョン (vision) 」
を作成します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

理念自体は実は抽象的で、それらが具体的に
どのような状態なのかを定義しにくい

理念を具体化し具体的かつ達成の評価が可能な目標とした
「ビジョン (vision) 」を作成する

理念︖

理 念 ビジョン

No︓010

p:70

TIMENa内容/表示/SE画面

一般的には、経営者が示す⻑
期的な経営ビジョンに基づき、
1年程度を単位とした短期的ビ
ジョンを現場の全員参加で作
成、職員内で共有し達成を目
指していきます。

現状の職場における利用者・
入居者の生活上の課題を分析
し、その達成が可能な半年後
や1年後を目標達成期間として
設定しますが、自分たちで決
めた目標だからこそ、達成し
ようという意欲が⾼まります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

(3)認知症ケアの理念に基づく
⾏動の習得

ビジョンに沿って組織的に具
体的なケアの質の向上に取り
組むだけでなく、⽇々のケア
の中でパーソン・センター
ド・ケア等の理念に沿った⾏
動をとることを共有していく
ことが、認知症ケアの質の向
上のための職場内教育として
重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

⻑期的な
経営ビジョン

・経営者が示す

1年程度の
短期的ビジョン
・現場の全員

参加で作成

短期的ビジョンを
職員内で共有し
達成を目指す

現状の職場における利用者・入居者の生活上の課題を分析し、
その達成が可能な半年後や1年後を目標達成期間として設定する

パーソン・センタード・ケア等の理念に沿った⾏動をとることを
共有していくことが、認知症ケアの質の向上のための職場内教育

として重要

パーソン・センタード・ケア等の
理念に沿った⾏動をとる

No︓010
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TIMENa内容/表示/SE画面

(2)理念を反映したビジョンの
設定と職場内教育(OJT)の連携

理念自体は実は抽象的で、そ
れらが具体的にどのような状
態なのかを定義しにくく、職
場でその理念が達成されてい
るかどうかの評価も⾏いにく
い、という声が多く聞かれま
す。

理念はたいへん重要なもので
すが、達成の評価がむずかし
い目標や考え⽅は、具体的な
仕事の質の向上を目指すため
の目標とはなりにくいもので
す。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

そこで、理念の共有を図るた
めに、理念を具体化し具体的
かつ達成の評価が可能な目標
とした「ビジョン (vision) 」
を作成します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

理念自体は実は抽象的で、それらが具体的に
どのような状態なのかを定義しにくい

理念を具体化し具体的かつ達成の評価が可能な目標とした
「ビジョン (vision) 」を作成する

理念︖

理 念 ビジョン

No︓010

p:70

TIMENa内容/表示/SE画面

一般的には、経営者が示す⻑
期的な経営ビジョンに基づき、
1年程度を単位とした短期的ビ
ジョンを現場の全員参加で作
成、職員内で共有し達成を目
指していきます。

現状の職場における利用者・
入居者の生活上の課題を分析
し、その達成が可能な半年後
や1年後を目標達成期間として
設定しますが、自分たちで決
めた目標だからこそ、達成し
ようという意欲が⾼まります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

(3)認知症ケアの理念に基づく
⾏動の習得

ビジョンに沿って組織的に具
体的なケアの質の向上に取り
組むだけでなく、⽇々のケア
の中でパーソン・センター
ド・ケア等の理念に沿った⾏
動をとることを共有していく
ことが、認知症ケアの質の向
上のための職場内教育として
重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

⻑期的な
経営ビジョン

・経営者が示す

1年程度の
短期的ビジョン
・現場の全員

参加で作成

短期的ビジョンを
職員内で共有し
達成を目指す

現状の職場における利用者・入居者の生活上の課題を分析し、
その達成が可能な半年後や1年後を目標達成期間として設定する

パーソン・センタード・ケア等の理念に沿った⾏動をとることを
共有していくことが、認知症ケアの質の向上のための職場内教育

として重要

パーソン・センタード・ケア等の
理念に沿った⾏動をとる
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とくに、認知症の人と相対し
たときに、認知症の人の尊厳
を傷つけて、ケアを困難にす
るような⾏動をしないことが
認知症ケアの職場内教育の基
本としてまず必要であり、ケ
アの質を維持する意味でも、
ケアの倫理を浸透させる意味
でも、虐待的な⾏動を発生さ
せないためにも、どの職場で
も職場内教育の課題として取
り組みましょう。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

ここで、パーソン・センター
ド・ケアの提唱者キットウッ
ドによる、17種類の「悪性の
社会⼼理をもたらす対応」を
ビデオで⾒てみましょう。
このような⾏動がなぜ悪いの
か考えながら確認してみてく
ださい。

◆ビデオ再生

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

認知症の人と相対したときに、認知症の人の尊厳を傷つけて、
ケアを困難にするような⾏動をしないことが認知症ケアの

職場内教育の基本
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(4)グループワークやカンファ
レンスの活用

個別的なOJTは、職場内教育の
中で⽋かせませんが、ケア場
面での教育においては、その
場での⾏動の修正がやりにく
いことが多いため、事後にお
ける教育機会を設けることが
重要です。
職員個人の自発性を⾼めるた
めには、コーチングなどで個
別に課題となる点や解決の⽅
法について気づきを促すこと
が有効ですが、職場内で基本
理念にかなった⾏動やビジョ
ンの達成のための⾏動の共有
を⾏うにはチームでの討議が
⽋かせません。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

テーマに沿ったグループワー
クを⾏うことや、個別の利用
者・入居者の課題やケア⽅法
を検討するカンファレンスが、
業務遂⾏のためだけでなく、
職場内教育上も大切な機会と
なります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

職場内で基本理念にかなった⾏動やビジョンの達成のための
⾏動の共有を⾏うにはチームでの討議が⽋かせない

テーマに沿ったグループワークや、個別の利用者・入居者の課題
やケア⽅法を検討するカンファレンスが、業務遂⾏のためだけで

なく、職場内教育上も大切な機会となる

No︓010



230

p:73

TIMENa内容/表示/SE画面

グループワークでは、ビジョ
ンに沿ったケアの課題の発⾒、
理念に違反した⾏動への対応
などをテーマとして実施しま
すが、グループでの討議では、
全員が参加して意⾒を述べ、
合意を形成することが必要で
す。

グループ討議に慣れてくると
円滑に討議が進みますが、慣
れるまでは進⾏に工夫が必要
となります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

カンファレンスでは、全員が
参加して⾏う大規模なものだ
けでなく、関係する数人での
ミニカンファレンスを頻繁に
⾏うことが重要です。

ケアをチームで⾏うためには
情報共有が非常に重要です。
相互の情報を共有し、ケアの
⽅法を討議することで利用
者・入居者の理解が深まり、
教育的効果も生まれてきます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

グループでの討議では、全員が参加して意⾒を述べ、
合意を形成することが必要

相互の情報を共有し、ケアの⽅法を討議することで
利用者・入居者の理解が深まり、教育的効果も生まれてくる

テーマ例
・ビジョンに沿ったケアの課題の発⾒
・理念に違反した⾏動への対応

グループワーク

カンファレンス

全員が参加して⾏う大規模なものだけでなく
関係する数人でのミニカンファレンスを
頻繁に⾏うことが重要
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(5)中堅職員への職場内教育
(OJT)

新人・初任職員に効果的に職
場内教育をしていくためには、
中堅以上の職員が自らもケア
の質を向上させていき、その
ために知識や技術を学んでい
く姿をみせることが必要です
が、中堅職員に対しては、新
人・初任職員のようなていね
いに段階を踏んで⾏うOJTは、
内容的にも動機づけの観点か
らも適しているとはいえませ
ん。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

自主的に仕事の質の向上につ
ながる⾏動をしていくことが
望まれるキャリア段階でもあ
ることから、中堅職員の職場
内教育は、より職員主体のも
のととらえ、自主的な「学
習」を支援する観点が重要で
す。

業務の内容によっては、「上
司が教える」という⽅法もあ
りますが、それに限らず、職
場全体でさまざまな自主的に
学び合う場をつくることを支
援することが重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

職場全体でさまざまな自主的に学び合う場をつくることを
支援することが重要

ていねいに段階を
踏んで⾏うOJT

内容的にも動機づけの観点からも
適しているとはいえない
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グループワークでは、ビジョ
ンに沿ったケアの課題の発⾒、
理念に違反した⾏動への対応
などをテーマとして実施しま
すが、グループでの討議では、
全員が参加して意⾒を述べ、
合意を形成することが必要で
す。

グループ討議に慣れてくると
円滑に討議が進みますが、慣
れるまでは進⾏に工夫が必要
となります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

カンファレンスでは、全員が
参加して⾏う大規模なものだ
けでなく、関係する数人での
ミニカンファレンスを頻繁に
⾏うことが重要です。

ケアをチームで⾏うためには
情報共有が非常に重要です。
相互の情報を共有し、ケアの
⽅法を討議することで利用
者・入居者の理解が深まり、
教育的効果も生まれてきます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

グループでの討議では、全員が参加して意⾒を述べ、
合意を形成することが必要

相互の情報を共有し、ケアの⽅法を討議することで
利用者・入居者の理解が深まり、教育的効果も生まれてくる

テーマ例
・ビジョンに沿ったケアの課題の発⾒
・理念に違反した⾏動への対応

グループワーク

カンファレンス

全員が参加して⾏う大規模なものだけでなく
関係する数人でのミニカンファレンスを
頻繁に⾏うことが重要
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(5)中堅職員への職場内教育
(OJT)

新人・初任職員に効果的に職
場内教育をしていくためには、
中堅以上の職員が自らもケア
の質を向上させていき、その
ために知識や技術を学んでい
く姿をみせることが必要です
が、中堅職員に対しては、新
人・初任職員のようなていね
いに段階を踏んで⾏うOJTは、
内容的にも動機づけの観点か
らも適しているとはいえませ
ん。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

自主的に仕事の質の向上につ
ながる⾏動をしていくことが
望まれるキャリア段階でもあ
ることから、中堅職員の職場
内教育は、より職員主体のも
のととらえ、自主的な「学
習」を支援する観点が重要で
す。

業務の内容によっては、「上
司が教える」という⽅法もあ
りますが、それに限らず、職
場全体でさまざまな自主的に
学び合う場をつくることを支
援することが重要です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

職場全体でさまざまな自主的に学び合う場をつくることを
支援することが重要

ていねいに段階を
踏んで⾏うOJT

内容的にも動機づけの観点からも
適しているとはいえない
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1 OJTの基本的⽅法

TWIの説明

OJTの手法としては、いくつか
の技法や手順が開発されてお
り、第2次世界大戦後にいくつ
かのルートで⽇本に導入され
てきましたが、ここでは、旧
労働省によって輸入・普及が
図られたTWI (Training 
Within Industry for 
Supervisors) に沿って考え⽅、
手法等についてご説明します。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

TWIでは、業務の監督者向け
に、JI (Job Instruction ;仕事
の教え⽅)、JM (Job 
Methods : 業務改善の⽅法)、
JR (Job Relations ; 人との関
係)、JS (Job Safety ; 仕事上
の安全) の4つの課程による研
修によって、 OJTの⽅法を習
得するようになっています。

このうち、JIがOJTの⽅法その
ものの研修ですが、教育⽅法
だけではなく、その背景とな
る業務改善や職員との関係を
含んでいます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

TWI (Training Within Industry for Supervisors)TWI (Training Within Industry for Supervisors)

JI (Job Instruction）
仕事の教え⽅

JM (Job Methods）
業務改善の⽅法

JS (Job Safety）
仕事上の安全

教える
技能

改善する
技能

人を扱う
技能

安全作業の
技能

JR (Job Relations）
人との関係
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では、JIの４つの段階について、
ビデオで⾒てみましょう。

◆事例ビデオで再現

① 習う準備をさせる
② 作業を説明する
③ 実際にやっているところを

みて修正する
④ 教えたあとも確認する

PDCAサイクルの説明

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

No︓010
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２ 個別的なケアに関する職
場内教育(OJT)の手法

TWIに基づくOJTの⽅法は、実
際に仕事が実⾏できる「技
能」の習得を主とする教育⽅
法です。

しかし、認知症ケアの職場内
教育では、認知症の人への態
度や認知症ケアの理念の理解
と、1人ひとりの利用者へのケ
アに実際にそれが反映される
ことが重要ですが、内面的な
状態である態度の養成や評価
は実はむずかしいことです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

徒弟制度では、技法の習得と
ともに⻑い時間をかけて、師
匠と多くの時間を共にしなが
ら理念や態度を養成すること
で、一人前の技術者となると
ともに次代に技術とともに態
度や理念を伝える教育者を養
成してきました。

その徒弟制で⾏われていた態
度・理念等の教育過程を抽出
して、コーチングを取り入れ
た現代的な教育手法「認知的
徒弟制」が提案されています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

内面的な状態である「態度」の養成や評価は難しい

徒弟制で⾏われていた態度・理念等の教育過程を抽出して、
コーチングを取り入れた現代的な教育手法「認知的徒弟制」

徒弟制

・技法の習得とともに⻑い時間をかけて
師匠と多くの時間を共にしながら
理念や態度を養成する

・一人前の技術者となるとともに、
次代に技術とともに態度や理念を伝える
教育者を養成する

「態度」の
養成や評価
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認知症の人とのコミュニケー
ション⽅法は技法でもあるた
め、 表面的な技法を習得する
ことで一定の成果を上げるこ
とは可能です。

しかし、コミュニケーション
については、同じ人でも状況
に応じて、異なる人にはまっ
たく違う⽅法でアプローチし
ていくことが必要であり、う
まくいかない場合には修正す
る柔軟性が必要となります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

もちろん、そのコミュニケー
ション⽅法は認知症ケアの基
本理念に沿った⾏動でなけれ
ばなりません。

そこで、コミュニケーション
の質の向上についての職場内
教育の目標としては、認知症
ケアの理念を反映して、その
人の状態・生活歴・特性等を
⼗分に知り、その時々の⼼理
的状況をよく観察しながら、
⾏動、表情、声のかけ⽅など
の自らのふるまいの影響を考
慮に入れて、工夫をしていく
ことが求められます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

コミュニケーションは、同じ人でも状況に応じて、
異なる人にはまったく違う⽅法でアプローチすることが必要

状態・生活歴・特性等を⼗分に知り、その時々の⼼理的状況を
よく観察しながら、⾏動、表情、声のかけ⽅などの自らの

ふるまいの影響を考慮に入れて、工夫をしていく

同じ人でも
状況に応じて

異なる人には
まったく違う⽅法で

状態・生活歴・特性等を
⼗分に知り、その時々の
⼼理的状況をよく観察する
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２ 個別的なケアに関する職
場内教育(OJT)の手法

TWIに基づくOJTの⽅法は、実
際に仕事が実⾏できる「技
能」の習得を主とする教育⽅
法です。

しかし、認知症ケアの職場内
教育では、認知症の人への態
度や認知症ケアの理念の理解
と、1人ひとりの利用者へのケ
アに実際にそれが反映される
ことが重要ですが、内面的な
状態である態度の養成や評価
は実はむずかしいことです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

徒弟制度では、技法の習得と
ともに⻑い時間をかけて、師
匠と多くの時間を共にしなが
ら理念や態度を養成すること
で、一人前の技術者となると
ともに次代に技術とともに態
度や理念を伝える教育者を養
成してきました。

その徒弟制で⾏われていた態
度・理念等の教育過程を抽出
して、コーチングを取り入れ
た現代的な教育手法「認知的
徒弟制」が提案されています。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

内面的な状態である「態度」の養成や評価は難しい

徒弟制で⾏われていた態度・理念等の教育過程を抽出して、
コーチングを取り入れた現代的な教育手法「認知的徒弟制」

徒弟制

・技法の習得とともに⻑い時間をかけて
師匠と多くの時間を共にしながら
理念や態度を養成する

・一人前の技術者となるとともに、
次代に技術とともに態度や理念を伝える
教育者を養成する

「態度」の
養成や評価
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認知症の人とのコミュニケー
ション⽅法は技法でもあるた
め、 表面的な技法を習得する
ことで一定の成果を上げるこ
とは可能です。

しかし、コミュニケーション
については、同じ人でも状況
に応じて、異なる人にはまっ
たく違う⽅法でアプローチし
ていくことが必要であり、う
まくいかない場合には修正す
る柔軟性が必要となります。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

もちろん、そのコミュニケー
ション⽅法は認知症ケアの基
本理念に沿った⾏動でなけれ
ばなりません。

そこで、コミュニケーション
の質の向上についての職場内
教育の目標としては、認知症
ケアの理念を反映して、その
人の状態・生活歴・特性等を
⼗分に知り、その時々の⼼理
的状況をよく観察しながら、
⾏動、表情、声のかけ⽅など
の自らのふるまいの影響を考
慮に入れて、工夫をしていく
ことが求められます。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

コミュニケーションは、同じ人でも状況に応じて、
異なる人にはまったく違う⽅法でアプローチすることが必要

状態・生活歴・特性等を⼗分に知り、その時々の⼼理的状況を
よく観察しながら、⾏動、表情、声のかけ⽅などの自らの

ふるまいの影響を考慮に入れて、工夫をしていく

同じ人でも
状況に応じて

異なる人には
まったく違う⽅法で

状態・生活歴・特性等を
⼗分に知り、その時々の
⼼理的状況をよく観察する

No︓010

p:79

TIMENa内容/表示/SE画面

それでは、コミュニケーショ
ンを題材にしたOJTの過程で、
「認知的徒弟制」を応用した
コーチングの手法についてビ
デオで⾒てみましょう。

◆事例ビデオで再現

・利用者Aさんとのコミュケー
ション

① モデリング
② コーチング
③ スキャフォルディング
④ フェイディング

Title︓

SubTitle︓

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

認知症ケアにおける職場内教育(OJT)の意義 認知症ケアの指導に必要な職場内教育(OJT)の⽅法・技術

No︓010

p:80

TIMENa/音内容画面

チームを活性化し、チームケ
アを向上する上で、実践者の
知識や技術を⾼めるための教
育や指導は不可⽋です。

実践者への指導や教育を担っ
ている実践リーダーの指導能
⼒は、チームケアの質と強く
関連しており、人材育成に関
する知識や理論、⽅法を理解
し実践⼒を⾼めることが必要
です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓011

SubTitle︓

チームを活性化し、チームケア
を向上する上で、実践者の知識
や技術を⾼めるための教育や指
導は不可⽋である

実践者への指導や教育を担って
いる実践リーダーの指導能⼒は、
チームケアの質と強く関連して
おり、人材育成に関する知識や
理論、⽅法を理解し実践⼒を⾼
めることが必要である

職場内教育（OJT）の理論と⽅法 ④職場内教育（OJT）の実践⽅法

まとめ
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「カンファレンス（会議）の技法と実践」
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カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（

会
議

）
の

技
法

と
実

践
 

シ
ナ

リ
オ

構
成

案
講

義
・

演
習

 
標

準
時

間
︓

18
0分

+
@

ID
章

項
節

メ
デ

ィ
ア

・
表

現
手

法
内

容
時

間
(分

)
00

1
導

入
ビ

デ
オ

◆
ビ

デ
オ

・
画

像
・

音
楽

で
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
会

議
）

の
雰

囲
気

を
表

現
す

る
5

00
2

概
要

・
目

的
ス

ラ
イ

ド
シ

ョ
ー

・
音

声
・

概
要

・
目

的
の

説
明

5
00

3
チ

ー
ム

に
お

け
る

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
（

会
議

）
の

目
的

と
意

義
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
会

議
）

の
目

的
や

意
義

説
明

ス
ラ

イ
ド

シ
ョ

ー
・

音
声

◆
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
会

議
）

の
目

的
や

意
義

を
説

明
・

目
標

・
情

報
・

支
援

過
程

を
共

有
す

る
・

チ
ー

ム
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バ

ー
の

役
割

機
能

を
理

解
す

る
・

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

通
じ

て
知

識
、

技
術

、
態

度
を
共
有
す
る

・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

（
会

議
）

を
通

じ
て

チ
ー
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が

成
⻑

す
る
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継

続
的

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る
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ケ

ア
チ

ー
ム
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成

⻑
と

ケ
ア

の
質
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向

上
を

目
指

す

15

00
4

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
(会

議
) 

の
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と

特
徴

説
明

ス
ラ

イ
ド

シ
ョ
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・

音
声

◆
以

下
の

項
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を
説

明
・

情
報
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有

型
カ

ン
フ
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カ
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の
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音
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◆
チ
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ケ
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る
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ア
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ス
の

目
的
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を
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6
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ン
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報
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よ
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あ
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げ

る
10

問
い

か
け

ク
イ
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ど

こ
が

問
題

・
課

題
だ

と
思

う
か

 
2〜

3択
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で

1

詳
細

説
明

ス
ラ
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ョ

ー
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音
声

◆
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00
7
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点
事
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オ
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ン

時
の
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題
点
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ビ
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オ

で
再

現
・

説
明

・
会

議
時

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

時
に

よ
く

あ
る

課
題

・
問

題
点

を
取

り
上

げ
る

10

問
い

か
け

ク
イ

ズ
ど

こ
が

問
題

・
課

題
だ

と
思

う
か

 
2〜

3択
程

度
で

1

説
明

ス
ラ

イ
ド

シ
ョ

ー
・

音
声

◆
以

下
の

項
目

を
説

明
・

5W
1H

を
踏

ま
え

て
話

す
・

意
⾒

と
感

想
・

否
定

と
批

判
・

事
実

と
解

釈
を

区
別

す
る

・
チ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

が
理

解
で

き
る

⾔
葉

・
尺

度
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課
題

を
解

決
す

る
意

識
を

も
つ
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互

い
の

専
門

性
を

尊
重

す
る

20
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00
8

効
果
的
な
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
会
議
）

の
展
開

事
前
準
備

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

◆
以
下
の
項
目
を
説
明

・
開
催
の
事
前
告
知

・
開
催
目
的
の
明
確
化

・
議
事
次
第
の
作
成
と
議
事
録

・
検
討
内
容
の
事
前
通
知
と
具
体
化

10

00
9

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
会
議
）
の
役
割
分
担

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

◆
以
下
の
項
目
を
説
明

・
司
会
（
進
⾏
役
）

・
書
記

・
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

・
参
加
メ
ン
バ
ー
の
⽴
場

10

01
0

効
果
的
な
議
論
を
促
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

説
明

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
・
音
声

◆
以
下
の
項
目
を
説
明

・
対
等
な
関
係

・
発
⾔
者
の
意
⾒
に
⽿
を
傾
け
る

・
互
い
の
優
位
性
を
押
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け
な
い

・
憶
測
や
根
拠
の
な
い
推
測
は
避
け
る

・
感
情
や
⾔
葉
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

・
少
数
意
⾒
も
⼤
切
に
す
る
（
常
に
多
数
が
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
）

・
コ
ス
ト
意
識
を
も
つ

・
実
⾏
可
能
性
を
確
認
す
る

20

01
1

演
習

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
演
習

事
例

ビ
デ
オ

◆
事
例
を
ビ
デ
オ
で
再
現
・
説
明

・
認
知
症
の
人
の
困
り
ご
と
（
支
援
者
に
対
し
て
望
ん
で
い
る
こ
と
)

・
支
援
者
が
ケ
ア
の
困
難
さ
を
感
じ
て
い
る
⾏
動
・
⼼
理
症
状
（
BP
SD
)

・
支
援
者
が
認
知
症
の
人
に
望
ん
で
い
る
こ
と

10

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

◆
AI
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
で
、
会
話
に
よ
る
ケ
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カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
シ
ミ
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レ
ー
シ
ョ
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実
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以
下
よ
り
役
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選
択
、
役
割
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応
じ
で
進
⾏
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評
価
基
準
が
変
化
す
る

・
進
⾏
役
・
書
記
役
・
経
験
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目
の
職
員
役
（
課
題
提
出
者
）
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参
加
者
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ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
役

・
終
了
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よ
る
評
価
・
フ
ィ
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バ
ッ
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施
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繰
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返
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し
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ト
レ
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ニ
ン
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し
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可
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ラ
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5
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節
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デ
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ア
・
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法

内
容

時
間
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)
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p:1

TIMENa内容/表示/SE画面

◆ビデオ音声・BGM・ビデオ再生
うまくいかないカンファレン

ス例の動画を再生する

◆ビデオ音声・BGM

カンファレンス（会議）の技
法と実践

・タイトル表示

Title︓ No︓001

SubTitle︓導入

概要・目的

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス（会議）の技法と実践

p:2

TIMENa内容/表示/SE画面

チームを活性化しチームケア
を向上するために、認知症ケ
ア実践者の知識や技術を⾼め
るための教育や指導は不可⽋
です。

認知症ケア実践者の指導や教
育を担っている実践リーダー
の指導能⼒は、チームケアの
質と強く関連しており、人材
育成に関する知識や理論、⽅
法を理解し実践⼒を⾼めるこ
とが必要です。

・何種類かの画像が浮かぶ、移
動する、ズームアップなど

本科目は、チームにおける意
思決定、情報共有、メンバー
間の円滑なコミュニケーショ
ンの活性化を促進しチーム⼒
の向上を図るため、効果的な
カンファレンス（会議）の展
開⽅法を習得することを目的
としています。

・目的表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓概要・目的

カンファレンス（会議）の技法と実践

目 的
チームにおける意思決定、情報共有、メンバー間の円滑なコミュニ
ケーションの活性化を促進しチーム⼒の向上を図るため、効果的な
カンファレンス（会議）の展開⽅法を習得する
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p:1

TIMENa内容/表示/SE画面

◆ビデオ音声・BGM・ビデオ再生
うまくいかないカンファレン

ス例の動画を再生する

◆ビデオ音声・BGM

カンファレンス（会議）の技
法と実践

・タイトル表示

Title︓ No︓001

SubTitle︓導入

概要・目的

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス（会議）の技法と実践

p:2

TIMENa内容/表示/SE画面

チームを活性化しチームケア
を向上するために、認知症ケ
ア実践者の知識や技術を⾼め
るための教育や指導は不可⽋
です。

認知症ケア実践者の指導や教
育を担っている実践リーダー
の指導能⼒は、チームケアの
質と強く関連しており、人材
育成に関する知識や理論、⽅
法を理解し実践⼒を⾼めるこ
とが必要です。

・何種類かの画像が浮かぶ、移
動する、ズームアップなど

本科目は、チームにおける意
思決定、情報共有、メンバー
間の円滑なコミュニケーショ
ンの活性化を促進しチーム⼒
の向上を図るため、効果的な
カンファレンス（会議）の展
開⽅法を習得することを目的
としています。

・目的表示

Title︓ No︓002

SubTitle︓概要・目的

カンファレンス（会議）の技法と実践

目 的
チームにおける意思決定、情報共有、メンバー間の円滑なコミュニ
ケーションの活性化を促進しチーム⼒の向上を図るため、効果的な
カンファレンス（会議）の展開⽅法を習得する

p:3

TIMENa内容/表示/SE画面

本科目の到達目標は、

１ チームケアの質の向上を
目的としたカンファレンス
（会議）の目的や意義、必要
性を理解することと、

・到達目標1表示

２．チームの意思決定や、情報の
共有、コミュニケーションの活性
化を促進する⽅法を理解し、目的
に応じた効果的なカンファレンス
（会議）を展開することができる
ようになること

です。

・到達目標2表示

Title︓ No︓ 002

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

１ チームケアの質の向上を目的としたカンファレンス（会議）の目的や意義、
必要性を理解する

２．チームの意思決定や、情報の共有、コミュニケーションの活性化を促進する⽅法を理解し、
目的に応じた効果的なカンファレンス（会議）を展開することができる

概要・目的

目 的
チームにおける意思決定、情報共有、メンバー間の円滑なコミュニ
ケーションの活性化を促進しチーム⼒の向上を図るため、効果的な
カンファレンス（会議）の展開⽅法を習得する

目 的
チームにおける意思決定、情報共有、メンバー間の円滑なコミュニ
ケーションの活性化を促進しチーム⼒の向上を図るため、効果的な
カンファレンス（会議）の展開⽅法を習得する

１ チームケアの質の向上を目的としたカンファレンス（会議）の目的や意義、
必要性を理解する

p:4

TIMENa内容/表示/SE画面

チームケアを実現するために
は、利⽤者のニーズに基づき
導かれたケアの目的や目標に
沿って決定したケアの⽅法に
ついて、チームメンバー間で
共有することが必須です。

また、チームメンバー間のコ
ミュニケーションを円滑にし、
チームを活性化するためには
円滑なカンファレンスの運⽤
が必要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

本科目では、チーム⼒を向上
するための効果的なカンファ
レンスの展開⽅法を学習しま
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 002

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

概要・目的

チームメンバー間で共有することが必須

チームメンバー間のコミュニケーションを円滑に
し、チームを活性化するためには円滑なカンファ
レンス（会議）の運⽤が必要

チームメンバー間のコミュニケーションを円滑に
し、チームを活性化するためには円滑なカンファ
レンス（会議）の運⽤が必要
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p:5

TIMENa内容/表示/SE画面

◆ジングル・タイトル表示

それでは、カンファレンス
（会議）の目的や意義、カン
ファレンス(会議) の種類と特
徴、チームケアにおけるケア
カンファレンスの目的と意義
について説明していきましょ
う。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓005-003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 導入

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義

カンファレンス（会議）の目的や意義カンファレンス（会議）の目的や意義

カンファレンス(会議) の種類と特徴カンファレンス(会議) の種類と特徴

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

p:6

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症ケアは、チームアプ
ローチを前提とした支援です。
認知症の人のニーズや課題は
多様であり、多面的な視点か
らの支援が必要になるためで
す。

もし、家族だけ、介護職員だ
け、あるいは事業所の職員だ
けで対応すると、限られた情
報や偏った視点によるケアに
なってしまう可能性がありま
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

⼀⽅で、異なる職種やさまざ
まな資源がチームとして活動
するためには、ケアの目標や
⽅向性、視点、情報、役割な
どを共有し、確認する機会が
必要です。

そのための⽅法がケアカン
ファレンスです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）の目的や意義

限られた情報や偏った視点によるケアになってしまう可能性がある

ケアの目標や⽅向性、視点、情報、役割などを共有し、
確認する機会が必要→ケアカンファレンス
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p:5

TIMENa内容/表示/SE画面

◆ジングル・タイトル表示

それでは、カンファレンス
（会議）の目的や意義、カン
ファレンス(会議) の種類と特
徴、チームケアにおけるケア
カンファレンスの目的と意義
について説明していきましょ
う。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓005-003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 導入

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義

カンファレンス（会議）の目的や意義カンファレンス（会議）の目的や意義

カンファレンス(会議) の種類と特徴カンファレンス(会議) の種類と特徴

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

p:6

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症ケアは、チームアプ
ローチを前提とした支援です。
認知症の人のニーズや課題は
多様であり、多面的な視点か
らの支援が必要になるためで
す。

もし、家族だけ、介護職員だ
け、あるいは事業所の職員だ
けで対応すると、限られた情
報や偏った視点によるケアに
なってしまう可能性がありま
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

⼀⽅で、異なる職種やさまざ
まな資源がチームとして活動
するためには、ケアの目標や
⽅向性、視点、情報、役割な
どを共有し、確認する機会が
必要です。

そのための⽅法がケアカン
ファレンスです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）の目的や意義

限られた情報や偏った視点によるケアになってしまう可能性がある

ケアの目標や⽅向性、視点、情報、役割などを共有し、
確認する機会が必要→ケアカンファレンス

p:7

TIMENa内容/表示/SE画面

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆

TIMENa内容/表示/SE画面

リーダーには、ケアカンファ
レンスを進⾏する役割があり
ます。リーダーはその役割を
理解し、ケアカンファレンス
の機能を活かして、ケアの質
の向上を目指すことが求めら
れます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンス（会議）
の目的や意義にはこの6つの項
目があります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）の目的や意義

目標・情報・支援過程を共有する目標・情報・支援過程を共有する

チームメンバーの役割機能を理解するチームメンバーの役割機能を理解する

コミュニケーションを通じて知識、技術、態度を共有するコミュニケーションを通じて知識、技術、態度を共有する

カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑するカンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

継続的なネットワークを構築する継続的なネットワークを構築する

ケアチームの成⻑とケアの質の向上を目指すケアチームの成⻑とケアの質の向上を目指す

リーダーには、ケアカンファレンスの機能を活かして、
ケアの質の向上を目指すことが求められる

p:8

TIMENa内容/表示/SE画面

チーム活動は、目標の共有に
よって⽅向性が決まるといっ
ても過言ではありません。
チームが⼀体となって活動す
るためには、メンバー全員が
チームの目標を共有している
必要があります。

もしメンバーがそれぞれ異な
る目標をもって活動している
と、チームはばらばらの⽅向
に進んでしまいます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

このような状況を防ぐために
は、ケアカンファレンスを通
して、
・チームの目標
・目標達成に向けた支援過程
・活動を通して得られた情報

を共有することが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
目標・情報・支援過程を共有する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
目標・情報・支援過程を共有する

チームの目標チームの目標

目標達成に向けた支援過程目標達成に向けた支援過程

活動を通して得られた情報活動を通して得られた情報
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p:9

TIMENa内容/表示/SE画面

チームのメンバーは、必ずし
も専門職だけで構成されてい
るとは限りません。

認知症ケアでは、
・他機関との協働
・利⽤者の家族
・地域住⺠などのインフォー
マルな資源

との連携が必要になる場合も
あります。

また、支援の過程でメンバー
が入れ替わることもあります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

そのため、チームメンバーは
他の職種や事業所、機関の発
言や提案を通して、互いの強
みや役割を理解していくこと
が重要です。

ケアカンファレンスは、チー
ムメンバーが互いの強みを知
り、ケア目標に向けてそれぞ
れの役割を確認する場でもあ
ります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームメンバーの役割機能を理解する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームメンバーの役割機能を理解する

チームのメンバーは、必ずしも専門職だけで
構成されているとは限らない

他機関との協働他機関との協働

利⽤者の家族利⽤者の家族

地域住⺠などの
インフォーマルな資源報

地域住⺠などの
インフォーマルな資源報

他の職種や事業所、機関の発言や提案を通して、
互いの強みや役割を理解していくことが重要

p:10

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症の人のニーズは多様で
あるため、チームも多様なメ
ンバーで構成されることが望
まれます。

ケアカンファレンスでは、課
題解決に向けた意⾒交換を通
して、メンバー同⼠の知識や
技術、態度が共有されます。
その手段となるのがコミュニ
ケーションです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンスでは、話
し言葉だけでなく、
・表情やしぐさなどの非言語
的な情報
・文字や記録
・図表や資料
などを⽤いて情報を伝え合い
ます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
コミュニケーションを通じて知識・技術・態度を共有する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
コミュニケーションを通じて知識・技術・態度を共有する

表情やしぐさなどの
非言語的な情報

文字や記録図表や資料
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p:9

TIMENa内容/表示/SE画面

チームのメンバーは、必ずし
も専門職だけで構成されてい
るとは限りません。

認知症ケアでは、
・他機関との協働
・利⽤者の家族
・地域住⺠などのインフォー
マルな資源

との連携が必要になる場合も
あります。

また、支援の過程でメンバー
が入れ替わることもあります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

そのため、チームメンバーは
他の職種や事業所、機関の発
言や提案を通して、互いの強
みや役割を理解していくこと
が重要です。

ケアカンファレンスは、チー
ムメンバーが互いの強みを知
り、ケア目標に向けてそれぞ
れの役割を確認する場でもあ
ります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームメンバーの役割機能を理解する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームメンバーの役割機能を理解する

チームのメンバーは、必ずしも専門職だけで
構成されているとは限らない

他機関との協働他機関との協働

利⽤者の家族利⽤者の家族

地域住⺠などの
インフォーマルな資源報

地域住⺠などの
インフォーマルな資源報

他の職種や事業所、機関の発言や提案を通して、
互いの強みや役割を理解していくことが重要

p:10

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症の人のニーズは多様で
あるため、チームも多様なメ
ンバーで構成されることが望
まれます。

ケアカンファレンスでは、課
題解決に向けた意⾒交換を通
して、メンバー同⼠の知識や
技術、態度が共有されます。
その手段となるのがコミュニ
ケーションです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンスでは、話
し言葉だけでなく、
・表情やしぐさなどの非言語
的な情報
・文字や記録
・図表や資料
などを⽤いて情報を伝え合い
ます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
コミュニケーションを通じて知識・技術・態度を共有する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
コミュニケーションを通じて知識・技術・態度を共有する

表情やしぐさなどの
非言語的な情報

文字や記録図表や資料

p:11

TIMENa内容/表示/SE画面

複数のメンバーに自分の意図
を伝え、議論の結果を合意に
つなげるためには、プレゼン
テーション⼒も重要になりま
す。

プレゼンテーションとは、自
分のもつ情報や考えを相手に
分かりやすく伝える⼒のこと
です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

また、ケアカンファレンスが
前向きで建設的な意⾒交換の
場となるよう、リーダーには
ファシリテーション⼒が求め
られます。

ファシリテーションとは、参
加メンバー全員から意⾒が引
き出されるように働きかけ、
メンバー間の相互関係を促進
することです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
コミュニケーションを通じて知識・技術・態度を共有する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
コミュニケーションを通じて知識・技術・態度を共有する

プレゼンテーションは、自分のもつ情報や考えを
相手に分かりやすく伝える⼒のこと

ファシリテーションは、参加メンバー全員から意⾒が引き出される
ように働きかけ、メンバー間の相互関係を促進すること

p:12

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスは、誰か
が決定した内容を⼀⽅的に共
有する場ではありません。

コミュニケーションを通して
意思決定の過程を共有し、結
果について合意を形成する場
です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

チームは、いくつかの段階を
経ながら成⻑していきます。

タックマンモデルでは、チー
ムの発達はこの4段階で説明さ
れています。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
コミュニケーションを通じて知識・技術・態度を共有する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

ケアカンファレンスは、コミュニケーションを通して
意思決定の過程を共有し、結果について合意を形成する場
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p:13

TIMENa内容/表示/SE画面

①形成期
チームがつくられる段階であ
り、メンバー同⼠が互いを知
る時期です。この段階では意
⾒交換が少ないため、リー
ダーが課題を明確にする必要
があります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

②混乱期
メンバーが意⾒を出し合い、
ときには対⽴も生まれる段階
です。相互理解や共感を深め
ることで、チームとして課題
解決に取り組む基盤がつくら
れます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

チームがつくられる段階であり、メンバー同⼠が互いを知る時期

メンバーが意⾒を出し合い、ときには対⽴も生まれる段階

p:14

TIMENa内容/表示/SE画面

③統⼀期
メンバー間の理解が深まり、
チームとしてのルールや協⼒
関係が形成される段階です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

④機能期
チームとしての活動が安定し、
成果が生まれる段階です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

メンバー間の理解が深まり、チームとしてのルールや
協⼒関係が形成される段階

チームとしての活動が安定し、成果が生まれる段階
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p:13

TIMENa内容/表示/SE画面

①形成期
チームがつくられる段階であ
り、メンバー同⼠が互いを知
る時期です。この段階では意
⾒交換が少ないため、リー
ダーが課題を明確にする必要
があります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

②混乱期
メンバーが意⾒を出し合い、
ときには対⽴も生まれる段階
です。相互理解や共感を深め
ることで、チームとして課題
解決に取り組む基盤がつくら
れます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

チームがつくられる段階であり、メンバー同⼠が互いを知る時期

メンバーが意⾒を出し合い、ときには対⽴も生まれる段階

p:14

TIMENa内容/表示/SE画面

③統⼀期
メンバー間の理解が深まり、
チームとしてのルールや協⼒
関係が形成される段階です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

④機能期
チームとしての活動が安定し、
成果が生まれる段階です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

メンバー間の理解が深まり、チームとしてのルールや
協⼒関係が形成される段階

チームとしての活動が安定し、成果が生まれる段階

p:15

TIMENa内容/表示/SE画面

この発達過程の中で特に重要
なのは、混乱期をどのように
乗り越えるかです。

メンバーの価値観や経験、職
種などの違いを理解し、互い
の⽴場や感情に共感すること
が、チームの成⻑につながり
ます。

ケアカンファレンスは、この
ようなチームの成⻑を促す重
要な機会といえます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ある課題を解決するために⼀
時的に編成されるチームとし
て、プロジェクトチームやタ
スクフォースチームがありま
す。これらは課題が終了する
と解散するチームです。

⼀⽅、ケアチームは、固定メ
ンバーが⻑期的・継続的に支
援に取り組むチームです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス（会議）を通じてチームが成⻑する

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
継続的なネットワークを構築する

メンバーの価値観や経験、職種などの違いを理解し、
互いの⽴場や感情に共感することが、チームの成⻑につながる

ケアチームは、固定メンバーが⻑期的・継続的に
支援に取り組むチーム

p:16

TIMENa内容/表示/SE画面

そのためには、メンバー間の
円滑なコミュニケーションと、
リーダーとメンバーが対等な
関係で議論できる環境が重要
です。

こうした環境の中で相互理解
が深まり、メンバーが主体的
にチーム活動に参加すること
で、チーム全体に相乗効果が
生まれます。

その結果、チームが成⻑し、
ケアの質の向上につながりま
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

以上のことから、ケアカン
ファレンスの目的は次のよう
に整理することができます。

「ケア目標と情報を共有し、
多面的なアセスメントに基づ
いて効果的な支援⽅法を検討
すること。その過程を⺠主的
なコミュニケーションによっ
て進め、チーム内の信頼関係
を築きながら、ケアチームの
成⻑とケアの質の向上を目指
すことである」

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 003

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス（会議）の目的や意義

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
ケアチームの成⻑とケアの質の向上を目指す

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
まとめ

メンバー間の円滑なコミュニケーションと、
リーダーとメンバーが対等な関係で議論できる環境が重要

ケアカンファレンスの目的
ケア目標と情報を共有し、多面的なアセスメントに基づいて効果的
な支援⽅法を検討すること。その過程を⺠主的なコミュニケーショ
ンによって進め、チーム内の信頼関係を築きながら、ケアチームの
成⻑とケアの質の向上を目指すこと
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p:17

TIME内容/表示/SE画面

カンファレンスは、利⽤者の
状況に応じてさまざまな目的
で⾏われます。

例えば、
・利⽤者の状況を共有するた
めのもの、
・課題を整理するためのもの
・支援⽅針を決定するための
もの
・実践を評価するためのもの
などがあります。

重要なのは、会議の目的を明
確にし、その目的に応じて進
め⽅を考えることです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

これらの役割から整理すると、
カンファレンスは主に次のよ
うな種類に分けることができ
ます。
・情報共有型カンファレンス
・課題検討型カンファレンス
・⽅針決定型カンファレンス
・評価・振り返り型カンファ
レンス

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 004

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス(会議) の種類と特徴

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴

情報共有型カンファレンス情報共有型カンファレンス

課題検討型カンファレンス課題検討型カンファレンス

⽅針決定型カンファレンス⽅針決定型カンファレンス

評価・振り返り型カンファレンス評価・振り返り型カンファレンス

p:18

TIME内容/表示/SE画面

情報共有型カンファレンス

利⽤者の状態や経過について、
関係する職員が情報を持ち寄
り、共通理解をつくることを
目的とします。

利⽤者の⾏動や健康状態、生
活環境の変化などを共有する
ことで、チームとして同じ状
況認識を持つことができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

課題検討型カンファレンス

利⽤者の⾏動や状態の背景を
分析し、課題を整理すること
を目的としたカンファレンス
です。

・⾏動の原因は何か
・どのような要因が影響して
いるか
・環境要因はあるか

などを検討します。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 004

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス(会議) の種類と特徴

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴
情報共有型カンファレンス

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴
課題検討型カンファレンス

【目的】
利⽤者の状態や経過について、
関係する職員が情報を持ち寄り、
共通理解をつくる

【内容】
利⽤者の⾏動や健康状態、生活環
境の変化などを共有することで、
チームとして同じ状況認識を持つ
ことができる

【目的】
利⽤者の⾏動や状態の背景を分析し、
課題を整理する

【内容】
・⾏動の原因は何か
・どのような要因が影響しているか
・環境要因はあるか
などを検討する
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p:17

TIME内容/表示/SE画面

カンファレンスは、利⽤者の
状況に応じてさまざまな目的
で⾏われます。

例えば、
・利⽤者の状況を共有するた
めのもの、
・課題を整理するためのもの
・支援⽅針を決定するための
もの
・実践を評価するためのもの
などがあります。

重要なのは、会議の目的を明
確にし、その目的に応じて進
め⽅を考えることです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

これらの役割から整理すると、
カンファレンスは主に次のよ
うな種類に分けることができ
ます。
・情報共有型カンファレンス
・課題検討型カンファレンス
・⽅針決定型カンファレンス
・評価・振り返り型カンファ
レンス

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 004

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス(会議) の種類と特徴

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴

情報共有型カンファレンス情報共有型カンファレンス

課題検討型カンファレンス課題検討型カンファレンス

⽅針決定型カンファレンス⽅針決定型カンファレンス

評価・振り返り型カンファレンス評価・振り返り型カンファレンス

p:18

TIME内容/表示/SE画面

情報共有型カンファレンス

利⽤者の状態や経過について、
関係する職員が情報を持ち寄
り、共通理解をつくることを
目的とします。

利⽤者の⾏動や健康状態、生
活環境の変化などを共有する
ことで、チームとして同じ状
況認識を持つことができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

課題検討型カンファレンス

利⽤者の⾏動や状態の背景を
分析し、課題を整理すること
を目的としたカンファレンス
です。

・⾏動の原因は何か
・どのような要因が影響して
いるか
・環境要因はあるか

などを検討します。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 004

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス(会議) の種類と特徴

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴
情報共有型カンファレンス

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴
課題検討型カンファレンス

【目的】
利⽤者の状態や経過について、
関係する職員が情報を持ち寄り、
共通理解をつくる

【内容】
利⽤者の⾏動や健康状態、生活環
境の変化などを共有することで、
チームとして同じ状況認識を持つ
ことができる

【目的】
利⽤者の⾏動や状態の背景を分析し、
課題を整理する

【内容】
・⾏動の原因は何か
・どのような要因が影響しているか
・環境要因はあるか
などを検討する

p:19

TIME内容/表示/SE画面

⽅針決定型カンファレンス

利⽤者への具体的な支援⽅法
を決定することを目的とした
カンファレンスです。

ここでは

・目標の設定
・支援内容の決定
・担当者の確認

などが⾏われます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

評価・振り返り型カンファレ
ンス

実施した支援の結果を確認し、
必要に応じて支援内容を⾒直
すことを目的としたカンファ
レンスです。

・支援は効果があったか
・利⽤者の状態はどう変化し
たか
・改善すべき点は何か
を検討します。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 004

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義 カンファレンス(会議) の種類と特徴

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴
⽅針決定型カンファレンス

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
カンファレンス(会議) の種類と特徴
評価・振り返り型カンファレンス

【目的】
利⽤者への具体的な支援⽅法を決
定する

【内容】
・目標の設定
・支援内容の決定
・担当者の確認
などが⾏われる

【目的】
実施した支援の結果を確認し、
必要に応じて支援内容を⾒直す

【内容】
・支援は効果があったか
・利⽤者の状態はどう変化したか
・改善すべき点は何か
を検討する

p:20

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスとは、支
援対象者の支援に関わる本人
を含め、関係する人や関係機
関（医療・保健・福祉サービ
ス機関・従事者、インフォー
マルなサービス機関や地域の
人々など）が集まり、支援対
象者の意向や生活状況、心身
の状態、これまで提供された
サービスを評価・検討したう
えで、必要となる具体的な支
援や支援全体の⽅向性を決定
する機会を指します。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

認知症ケアの現場では、事業
所ごとにさまざまな名称で会
議が⾏われています。

そのため、ケアカンファレン
スの意味を踏まえ、どの会議
がケアカンファレンスに該当
するのかを改めて整理してお
くことが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスとは何か

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスとは何か

どの会議がケアカンファレンスに該当するのかを
改めて整理しておくことが重要
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TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスは、支援
対象者のケアについて関係す
る人や機関が集まり、検討し、
支援の⽅向性を決定すること
を目的として開催されます。

話し合いの結果は、私たち支
援者の実践を通して、直接ま
たは間接的に支援対象者へ還
元されます。

そのため、ケアカンファレン
スの参加者は、話し合いの内
容や結論が支援対象者の生活
に大きく影響することを十分
に認識する必要があります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

特に認知症ケアでは、支援対
象である認知症の人の多くが、
自身の意向や思いを言葉など
で十分に表現することが難し
い場合があります。

そのため、ケアカンファレン
スの参加者は、権利擁護（ア
ドボカシー︓advocacy）の視
点を強くもつことが求められ
ます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの目的と意義

ケアカンファレンスの参加者は、話し合いの内容や結論が支援
対象者の生活に大きく影響することを十分に認識する必要がある

ケアカンファレンスの参加者は、権利擁護
（アドボカシー︓advocacy）の視点を強くもつことが求められる

p:22

TIMENa内容/表示/SE画面

また、ケアカンファレンスは、
支援対象者のケアの内容を決
定するだけでなく、支援者同
⼠の共通認識や共通理解を形
成することも目的としていま
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

支援者は、職種やサービスの
種類を問わず、日常のケアで
は⼀人で利⽤者と関わる場面
が多くあります。

そのため、個々の支援者が
持っている情報は断片的にな
りがちです。

ケアカンファレンスを通して、
支援者⼀人ひとりが持つ断片
的な情報を整理・共有するこ
とで、支援対象者の状況や状
態についての共通認識を形成
することができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの目的と意義

ケアカンファレンスは、支援対象者のケアの内容を決定するだけで
なく、支援者同⼠の共通認識や共通理解を形成することも目的

個々の支援者が持つ断片的な情報を整理・共有することで、
支援対象者の状況や状態についての共通認識を形成できる
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p:21

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスは、支援
対象者のケアについて関係す
る人や機関が集まり、検討し、
支援の⽅向性を決定すること
を目的として開催されます。

話し合いの結果は、私たち支
援者の実践を通して、直接ま
たは間接的に支援対象者へ還
元されます。

そのため、ケアカンファレン
スの参加者は、話し合いの内
容や結論が支援対象者の生活
に大きく影響することを十分
に認識する必要があります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

特に認知症ケアでは、支援対
象である認知症の人の多くが、
自身の意向や思いを言葉など
で十分に表現することが難し
い場合があります。

そのため、ケアカンファレン
スの参加者は、権利擁護（ア
ドボカシー︓advocacy）の視
点を強くもつことが求められ
ます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの目的と意義

ケアカンファレンスの参加者は、話し合いの内容や結論が支援
対象者の生活に大きく影響することを十分に認識する必要がある

ケアカンファレンスの参加者は、権利擁護
（アドボカシー︓advocacy）の視点を強くもつことが求められる

p:22

TIMENa内容/表示/SE画面

また、ケアカンファレンスは、
支援対象者のケアの内容を決
定するだけでなく、支援者同
⼠の共通認識や共通理解を形
成することも目的としていま
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

支援者は、職種やサービスの
種類を問わず、日常のケアで
は⼀人で利⽤者と関わる場面
が多くあります。

そのため、個々の支援者が
持っている情報は断片的にな
りがちです。

ケアカンファレンスを通して、
支援者⼀人ひとりが持つ断片
的な情報を整理・共有するこ
とで、支援対象者の状況や状
態についての共通認識を形成
することができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの目的と意義

ケアカンファレンスは、支援対象者のケアの内容を決定するだけで
なく、支援者同⼠の共通認識や共通理解を形成することも目的

個々の支援者が持つ断片的な情報を整理・共有することで、
支援対象者の状況や状態についての共通認識を形成できる

p:23

TIMENa内容/表示/SE画面

さらに、ケアカンファレンス
は、支援対象者だけでなく、
支援者や事業所のサービス提
供状況などについて理解を深
める機会でもあります。

支援対象者へのケアについて
は、支援者の職種や⽴場の違
いによって⾒解が異なること
も少なくありません。

ケアカンファレンスは、⾒解
の違いを押しつけ合う場では
なく、それぞれの違いを認め
たうえで、支援対象者にとっ
て最も適切なケアを検討・決
定していく過程でもあります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

今日の認知症ケアの実践では、
事業所内だけでなく、事業所
の枠を超えてケアカンファレ
ンスが⾏われています。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの多様性

ケアカンファレンスは、⾒解の違いを押しつけ合う場ではなく、
それぞれの違いを認めたうえで、支援対象者にとって

最も適切なケアを検討・決定していく過程

p:24

TIMENa内容/表示/SE画面

例えば、
・居宅介護支援事業所や地域
包括支援センターが中心と
なって開催する会議
・通所・訪問系事業所で⾏わ
れる会議
・入所系事業所で⾏われる会
議

など、開催主体や目的によっ
てさまざまな形態があります。

そのため、ケアカンファレン
スの目的や参加メンバーを理
解し、開催の趣旨に応じた情
報収集や事前準備を⾏うこと
が重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

また、ケアカンファレンスで
は、支援経過を振り返りなが
ら支援対象者の理解を深めた
り、支援の効果を評価したり
することもあります。

週単位や月単位の振り返りで
は気づかなかった変化も、支
援過程全体を振り返ることで
新たに発⾒される場合があり
ます。

このように⽐較的⻑い期間の
支援を検討する場合には、代
表者がケースレポートとして
整理し、事業所全体で議論す
る事例発表・事例検討⽅式も
有効です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの多様性

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの多様性

ケアカンファレンスの目的や参加メンバーを理解し、
開催の趣旨に応じた情報収集や事前準備を⾏うことが重要

⽐較的⻑い期間の支援を検討する場合には、
代表者がケースレポートとして整理し、

事業所全体で議論する事例発表・事例検討⽅式も有効

ケースレポート
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TIMENa内容/表示/SE画面

また、会議の開催⽅法も多様
化しています。

従来のように同じ場所に集
まって⾏う会議だけでなく、
・インターネットを利⽤した
オンライン会議
・eメール
・ビジネスチャットツール
などを⽤いた情報共有や意⾒
交換も⾏われています。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

会議は組織内のコミュニケー
ション手段の⼀つであり、組
織の規模や特性に応じて適切
な⽅法が選択されます。

ただし、インターネットを活
⽤した会議では、情報漏えい
などのリスクもあるため、セ
キュリティ面への十分な配慮
が必要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの多様性

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの多様性

インターネットを活⽤した会議では、情報漏えいなどのリスクも
あるため、セキュリティ面への十分な配慮が必要

p:26

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスは、支援
対象者への具体的な支援内容
や支援全体の⽅向性を決める
だけでなく、支援対象者の心
身機能や生活環境、支援者の
支援内容や支援過程などを評
価する機会でもあります。

チームでよりよい支援を実現
するためには、支援を実施す
るだけでなく、支援を評価し、
必要な修正を加えながら新た
な支援を実践していくことが
重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

このような過程は⼀般的に
PDCAサイクル と呼ばれます。
PDCAサイクルとは、
Plan（計画）
Do（実⾏）
Check（評価）
Action（改善）

という⼀連の流れを指します

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
よりよいチームケアを促すケアカンファレンス

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
よりよいチームケアを促すケアカンファレンス

チームでよりよい支援を実現するためには、
支援を実施するだけでなく、支援を評価し

必要な修正を加えながら新たな支援を実践していくことが重要
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p:25

TIMENa内容/表示/SE画面

また、会議の開催⽅法も多様
化しています。

従来のように同じ場所に集
まって⾏う会議だけでなく、
・インターネットを利⽤した
オンライン会議
・eメール
・ビジネスチャットツール
などを⽤いた情報共有や意⾒
交換も⾏われています。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

会議は組織内のコミュニケー
ション手段の⼀つであり、組
織の規模や特性に応じて適切
な⽅法が選択されます。

ただし、インターネットを活
⽤した会議では、情報漏えい
などのリスクもあるため、セ
キュリティ面への十分な配慮
が必要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの多様性

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
ケアカンファレンスとは何か
ケアカンファレンスの多様性

インターネットを活⽤した会議では、情報漏えいなどのリスクも
あるため、セキュリティ面への十分な配慮が必要

p:26

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスは、支援
対象者への具体的な支援内容
や支援全体の⽅向性を決める
だけでなく、支援対象者の心
身機能や生活環境、支援者の
支援内容や支援過程などを評
価する機会でもあります。

チームでよりよい支援を実現
するためには、支援を実施す
るだけでなく、支援を評価し、
必要な修正を加えながら新た
な支援を実践していくことが
重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

このような過程は⼀般的に
PDCAサイクル と呼ばれます。
PDCAサイクルとは、
Plan（計画）
Do（実⾏）
Check（評価）
Action（改善）

という⼀連の流れを指します

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
よりよいチームケアを促すケアカンファレンス

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
よりよいチームケアを促すケアカンファレンス

チームでよりよい支援を実現するためには、
支援を実施するだけでなく、支援を評価し

必要な修正を加えながら新たな支援を実践していくことが重要

p:27

TIMENa内容/表示/SE画面

チームケアにおいてPDCAサイ
クルを構築し実践する際には、
ケアカンファレンスがその中
心的な役割を担います。

ケアカンファレンスが機能し
ているチームでは、PDCAサイ
クルが継続的に回り、よりよ
いケアの実現に向けた改善が
⾏われます。

また、ケアマネジメントの支
援過程も、基本的にはPDCAサ
イクルと同様の流れで構成さ
れています。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

今日の医療・保健・福祉サー
ビスでは、限られた人員・時
間・予算の中で、効率的かつ
効果的にケアを提供すること
が求められています。

ケアカンファレンスが機能す
ることで、チーム内外の資源
を適切に活⽤し、より質の⾼
いケアの実現を目指すことが
できます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
よりよいチームケアを促すケアカンファレンス

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
よりよいチームケアを促すケアカンファレンス

ケアカンファレンスが機能することで、チーム内外の資源を
適切に活⽤し、より質の⾼いケアの実現を目指すことができる

p:28

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスは、支援
対象者のケアに関わる人々が
集まり、支援内容を検討する
場であると同時に、メンバー
の意⾒や考え⽅を共有する貴
重な機会でもあります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

チームリーダーや教育担当者
が、支援内容を検討するだけ
でなく、メンバーの発言や考
え⽅に耳を傾けることで、
・知識や技術に不⾜がないか
・チーム全体として不⾜して
いる視点はないか
といった点を把握することが
できます。

その結果、メンバー個人や
チーム全体の教育ニーズを明
確にすることができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
教育機会としてのケアカンファレンス

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
教育機会としてのケアカンファレンス

意⾒や考えを共有

メンバーの発言や考え⽅に耳を傾けることで、
メンバー個人やチーム全体の教育ニーズを明確にできる
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TIMENa内容/表示/SE画面

よりよいチームケアを実現す
るためには、職員教育を通し
てメンバー⼀人ひとりの知識
や技術を向上させることが⽋
かせません。

また、習得した知識や技術を
実践に活かし、⾏動の変化に
つなげていくことも重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンスは、メン
バーの意⾒や態度の変化など
を通して、教育の成果や個人
の成⻑、チーム全体の状態を
実感できる機会でもあります。

すべてのケアカンファレンス
を教育機会として活⽤するこ
とは難しい場合もありますが、
視点を変えることで教育の機
会として活⽤することは可能
です。

日々の実践の中のわずかな時
間を活かし、職員教育につな
げていく視点を大切にするこ
とが求められます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
教育機会としてのケアカンファレンス

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
教育機会としてのケアカンファレンス

職員教育を通してメンバー個々の知識や技術を向上させること、
また、習得した知識や技術を実践に活かし、
⾏動の変化につなげていくことも重要

日々の実践の中のわずかな時間を活かし、
職員教育につなげていく視点を大切にすることが求められる

p:30

TIMENa内容/表示/SE画面

まず最初に、報告・連絡・相
談についての事例をご覧いた
だきます。

◆ビデオ音声

◆報告・連絡・相談時の課題・
問題点をビデオで再現・説明

・報告・連絡・相談時によくあ
る課題・問題点を取り上げる

１ 言いたいことが
伝わらない

２ 言語化、文字情報化
できていない

３ 状況や課題が具体的
かつ明確ではない

さて、この事例における報
告・連絡・相談についての課
題や問題点は何だと思います
か。

あなたが考える課題や問題点
を、画面の選択肢から選択し
てみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

報告・連絡・相談についての課題や問題点は
次のうちどれだと思いますか︖

言いたいことが伝わらない言いたいことが伝わらない

言語化、文字情報化できていない言語化、文字情報化できていない

状況や課題が具体的かつ明確ではない状況や課題が具体的かつ明確ではない



253

p:29
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よりよいチームケアを実現す
るためには、職員教育を通し
てメンバー⼀人ひとりの知識
や技術を向上させることが⽋
かせません。

また、習得した知識や技術を
実践に活かし、⾏動の変化に
つなげていくことも重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンスは、メン
バーの意⾒や態度の変化など
を通して、教育の成果や個人
の成⻑、チーム全体の状態を
実感できる機会でもあります。

すべてのケアカンファレンス
を教育機会として活⽤するこ
とは難しい場合もありますが、
視点を変えることで教育の機
会として活⽤することは可能
です。

日々の実践の中のわずかな時
間を活かし、職員教育につな
げていく視点を大切にするこ
とが求められます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 005

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

チームにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
教育機会としてのケアカンファレンス

チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義
チームケアにおけるケアカンファレンス
教育機会としてのケアカンファレンス

職員教育を通してメンバー個々の知識や技術を向上させること、
また、習得した知識や技術を実践に活かし、
⾏動の変化につなげていくことも重要

日々の実践の中のわずかな時間を活かし、
職員教育につなげていく視点を大切にすることが求められる

p:30

TIMENa内容/表示/SE画面

まず最初に、報告・連絡・相
談についての事例をご覧いた
だきます。

◆ビデオ音声

◆報告・連絡・相談時の課題・
問題点をビデオで再現・説明

・報告・連絡・相談時によくあ
る課題・問題点を取り上げる

１ 言いたいことが
伝わらない

２ 言語化、文字情報化
できていない

３ 状況や課題が具体的
かつ明確ではない

さて、この事例における報
告・連絡・相談についての課
題や問題点は何だと思います
か。

あなたが考える課題や問題点
を、画面の選択肢から選択し
てみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

報告・連絡・相談についての課題や問題点は
次のうちどれだと思いますか︖

言いたいことが伝わらない言いたいことが伝わらない

言語化、文字情報化できていない言語化、文字情報化できていない

状況や課題が具体的かつ明確ではない状況や課題が具体的かつ明確ではない

p:31

TIMENa内容/表示/SE画面

いかがでしたか。

実は、表示された選択肢は、
すべて、この事例における課
題・問題点だったのです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

では、これから報告・連絡・
相談について説明します。

それぞれの違いについて考え
てみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

言いたいことが伝わらない言いたいことが伝わらない

言語化、文字情報化できていない言語化、文字情報化できていない

状況や課題が具体的かつ明確ではない状況や課題が具体的かつ明確ではない

p:32

TIMENa内容/表示/SE画面

報告・連絡・相談は、チーム
（組織）内のコミュニケー
ションの基本です。

⼀般に「報・連・相（ホウ・
レン・ソウ）」と呼ばれ、職
場ではよく使われる言葉です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

チームの中で円滑なコミュニ
ケーションを⾏うためには、
自分の発言が「報告」「連
絡」「相談」のどれに当たる
のかを意識することが重要で
す。

また、相手がどのような情報
を求めているのかを理解し、
情報を整理したうえで伝える
ことが求められます。

ここでは、それぞれの違いと
役割について理解していきま
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る
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TIMENa内容/表示/SE画面

まず最初は報告です。

チームで仕事を進めるという
ことは、複数の人が関わり、
それぞれが役割や責任を担い
ながら、互いに協⼒して課題
を解決し、目標や目的を達成
していくことです。

そのためには、業務の進捗状
況や必要な情報を共有するこ
とが⽋かせません。

報告は、そのための重要なコ
ミュニケーション手段です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

報告とは、単に情報を伝える
ことではありません。

報告する人は、伝えるべき内
容を整理して言語化し、報告
を受ける人が理解しやすい形
で伝える必要があります。

つまり、相手が状況を正しく
把握できるように伝えること
が、報告の重要なポイントで
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

整理して
言語化

相手が状況を正しく把握できるように伝えることが、
報告の重要なポイント

状況が
正しく把握できる

p:34

TIMENa内容/表示/SE画面

次は連絡です。

連絡とは、主に事実や情報を
チーム内で共有することを目
的としたコミュニケーション
です。業務上の引き継ぎ事項
や、指示・命令なども連絡に
含まれます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

連絡は、チームの⾏動を支え
る基盤となるものです。

そのため、チームメンバー全
員が同じ内容を正しく理解で
きるようにすることが重要で
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

チームメンバー全員が同じ内容を
正しく理解できるようにすることが重要
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TIMENa内容/表示/SE画面

まず最初は報告です。

チームで仕事を進めるという
ことは、複数の人が関わり、
それぞれが役割や責任を担い
ながら、互いに協⼒して課題
を解決し、目標や目的を達成
していくことです。

そのためには、業務の進捗状
況や必要な情報を共有するこ
とが⽋かせません。

報告は、そのための重要なコ
ミュニケーション手段です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

報告とは、単に情報を伝える
ことではありません。

報告する人は、伝えるべき内
容を整理して言語化し、報告
を受ける人が理解しやすい形
で伝える必要があります。

つまり、相手が状況を正しく
把握できるように伝えること
が、報告の重要なポイントで
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

整理して
言語化

相手が状況を正しく把握できるように伝えることが、
報告の重要なポイント

状況が
正しく把握できる

p:34

TIMENa内容/表示/SE画面

次は連絡です。

連絡とは、主に事実や情報を
チーム内で共有することを目
的としたコミュニケーション
です。業務上の引き継ぎ事項
や、指示・命令なども連絡に
含まれます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

連絡は、チームの⾏動を支え
る基盤となるものです。

そのため、チームメンバー全
員が同じ内容を正しく理解で
きるようにすることが重要で
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

チームメンバー全員が同じ内容を
正しく理解できるようにすることが重要

p:35

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症ケアの現場では、申し
送りノートやパソコンソフト
の申し送り機能などを活⽤し、
情報を言語化して共有する工
夫が⾏われています。

こうした⽅法により、チーム
内で同じ情報を共有しやすく
なります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

口頭での連絡も必要ですが、
口頭だけでは情報が記録に残
りにくく、伝達の過程で主観
や誤解が入り込みやすくなり
ます。

その結果、情報の正確性が失
われることもあります。

そのため、重要な情報は文字
として記録し、誰もがいつで
も同じ情報を確認できるよう
にしておくことが大切です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

言語化して共有

重要な情報は文字として記録し、
誰もがいつでも同じ情報を確認できるようにしておくことが大切

p:36

TIMENa内容/表示/SE画面

最後は相談です。

相談とは、判断に迷ったとき
や、分からないことがあると
きに、他者の意⾒や助言を求
めるコミュニケーションです。

自分の考えが適切かどうかを
確認したいときや、課題を解
決する⽅法を探りたいときに
も相談が⾏われます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

しかし、相談する側が⼀⽅的
に状況を伝えるだけでは、相
手から十分な助言を得ること
は難しくなります。

そのため、相談する際には、
状況や課題を具体的かつ明確
に伝えることが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

他者の意⾒や
助言を求める

相談する際には、状況や課題を具体的かつ明確に伝えることが重要

状況や課題を
具体的かつ
明確に伝える
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相談は、互いに意⾒を出し合
うことで、これまでの⽅法を
⾒直したり、判断に必要な情
報を補ったり、新しい対応策
を⾒つけたりすることにつな
がります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

チームリーダーは、日頃から
チーム内のコミュニケーショ
ンを促し、話しやすい雰囲気
や相談しやすい環境を整える
ことが求められます。

そうした環境が整うことで、
チーム全体の課題解決⼒も⾼
まっていきます。

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

互いに意⾒を
出し合う

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

これまでの⽅法を⾒直したり、判断に必要な情報を補ったり、
新しい対応策を⾒つけたりすることにつながる

チームリーダーには、日頃からチーム内の
コミュニケーションを促し、話しやすい雰囲気や
相談しやすい環境を整えることが求められる

p:38

TIMENa内容/表示/SE画面

次にケアカンファレンスで建
設的な議論を⾏うためのコ
ミュニケーションの留意点に
ついて説明します。

◆ビデオ音声

◆建設的な議論を⾏うためのコ
ミュニケーションの留意点の課
題・問題点をビデオで再現・説
明

・建設的な議論を⾏うためのコ
ミュニケーションの留意点によ
くある課題・問題点を取り上げ
る

１ 具体的に話せない
２ 意⾒を聞いてもらえない
３ 会話中の⽤語が理解

できない

さて、この事例におけるケア
カンファレンスで建設的な議
論を⾏うためのコミュニケー
ションの留意点についての課
題や問題点は何だと思います
か。

あなたが考える課題や問題点
を、画面の選択肢から選択し
てみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点につ
いての課題や問題点は次のうちどれだと思いますか︖

具体的に話せない具体的に話せない

意⾒を聞いてもらえない意⾒を聞いてもらえない

会話中の⽤語が理解できない会話中の⽤語が理解できない
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TIMENa内容/表示/SE画面

相談は、互いに意⾒を出し合
うことで、これまでの⽅法を
⾒直したり、判断に必要な情
報を補ったり、新しい対応策
を⾒つけたりすることにつな
がります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

チームリーダーは、日頃から
チーム内のコミュニケーショ
ンを促し、話しやすい雰囲気
や相談しやすい環境を整える
ことが求められます。

そうした環境が整うことで、
チーム全体の課題解決⼒も⾼
まっていきます。

Title︓ No︓ 006

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション 報告・連絡・相談の違い

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

互いに意⾒を
出し合う

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
報告・連絡・相談の違いを知る

これまでの⽅法を⾒直したり、判断に必要な情報を補ったり、
新しい対応策を⾒つけたりすることにつながる

チームリーダーには、日頃からチーム内の
コミュニケーションを促し、話しやすい雰囲気や
相談しやすい環境を整えることが求められる

p:38

TIMENa内容/表示/SE画面

次にケアカンファレンスで建
設的な議論を⾏うためのコ
ミュニケーションの留意点に
ついて説明します。

◆ビデオ音声

◆建設的な議論を⾏うためのコ
ミュニケーションの留意点の課
題・問題点をビデオで再現・説
明

・建設的な議論を⾏うためのコ
ミュニケーションの留意点によ
くある課題・問題点を取り上げ
る

１ 具体的に話せない
２ 意⾒を聞いてもらえない
３ 会話中の⽤語が理解

できない

さて、この事例におけるケア
カンファレンスで建設的な議
論を⾏うためのコミュニケー
ションの留意点についての課
題や問題点は何だと思います
か。

あなたが考える課題や問題点
を、画面の選択肢から選択し
てみましょう。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点につ
いての課題や問題点は次のうちどれだと思いますか︖

具体的に話せない具体的に話せない

意⾒を聞いてもらえない意⾒を聞いてもらえない

会話中の⽤語が理解できない会話中の⽤語が理解できない

p:39

TIMENa内容/表示/SE画面

いかがでしたか。

実は、表示された選択肢は、
すべて、この事例における課
題・問題点だったのです。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

では、これからケアカンファ
レンスで建設的な議論を⾏う
ためのコミュニケーションの
留意点について説明します。

◆ビデオ終了後クイズ

・ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

具体的に話せない具体的に話せない

意⾒を聞いてもらえない意⾒を聞いてもらえない

会話中の⽤語が理解できない会話中の⽤語が理解できない

p:40

TIMENa内容/表示/SE画面

建設的なコミュニケーション
を図るにはこれらのポイント
が重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

5W1Hを踏まえて話す

ケアカンファレンスや報告・
連絡・相談など、チーム内で
コミュニケーションを⾏う際
には、内容を正確かつ分かり
やすく伝えることが重要です。
その基本となるのが 5W1H で
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

5W1Hを踏まえて話す5W1Hを踏まえて話す

意⾒と感想意⾒と感想

否定と批判否定と批判

事実と解釈を区別する事実と解釈を区別する

チームメンバーが理解できる言葉・尺度チームメンバーが理解できる言葉・尺度

課題を解決する意識をもつ課題を解決する意識をもつ

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

５W1Hで伝える

互いの専門性を尊重する互いの専門性を尊重する
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TIMENa内容/表示/SE画面

5W1Hとはこの6つの視点を指
します。

いつ（When）
どこで（Where）
だれが（Who）
なにを（What）
どのように（How）
なぜ（Why）

これらを意識することで、相
手が状況を具体的に理解しや
すくなります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

また、内容によっては次のよ
うな情報が加わる場合もあり
ます。

どれくらい（How many）
いくら（How much）
だれに対して（Whom）

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

いつ（When）いつ（When）

どこで（Where)どこで（Where)

だれが（Who）だれが（Who）

なにを（What）なにを（What）

どのように（How）どのように（How）

なぜ（Why）なぜ（Why）

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

いつ（When）いつ（When）

どこで（Where)どこで（Where)

だれが（Who）だれが（Who）

なにを（What）なにを（What）

どのように（How）どのように（How）

なぜ（Why）なぜ（Why）

＋
どれくらい（How many）どれくらい（How many）

いくら（How much）いくら（How much）

だれに対して（Whom）だれに対して（Whom）

p:42

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症ケアの現場では、「帰
宅願望あり」「落ち着かな
い」といった報告が⾏われる
ことがあります。

しかし、このような表現だけ
では、具体的に何が起きてい
るのかを十分に理解すること
ができません。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

例えば、
「17時ごろ、リビングで『家
に帰りたい』と発言し、玄関
との間を2往復した」
と伝えれば、状況をより具体
的に理解することができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

「17時ごろ、リビングで『家に
帰りたい』と発言し、玄関との
間を2往復した」

状況をより具体的に理解できる
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p:41

TIMENa内容/表示/SE画面

5W1Hとはこの6つの視点を指
します。

いつ（When）
どこで（Where）
だれが（Who）
なにを（What）
どのように（How）
なぜ（Why）

これらを意識することで、相
手が状況を具体的に理解しや
すくなります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

また、内容によっては次のよ
うな情報が加わる場合もあり
ます。

どれくらい（How many）
いくら（How much）
だれに対して（Whom）

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

いつ（When）いつ（When）

どこで（Where)どこで（Where)

だれが（Who）だれが（Who）

なにを（What）なにを（What）

どのように（How）どのように（How）

なぜ（Why）なぜ（Why）

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

いつ（When）いつ（When）

どこで（Where)どこで（Where)

だれが（Who）だれが（Who）

なにを（What）なにを（What）

どのように（How）どのように（How）

なぜ（Why）なぜ（Why）

＋
どれくらい（How many）どれくらい（How many）

いくら（How much）いくら（How much）

だれに対して（Whom）だれに対して（Whom）

p:42

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症ケアの現場では、「帰
宅願望あり」「落ち着かな
い」といった報告が⾏われる
ことがあります。

しかし、このような表現だけ
では、具体的に何が起きてい
るのかを十分に理解すること
ができません。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

例えば、
「17時ごろ、リビングで『家
に帰りたい』と発言し、玄関
との間を2往復した」
と伝えれば、状況をより具体
的に理解することができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

「17時ごろ、リビングで『家に
帰りたい』と発言し、玄関との
間を2往復した」

状況をより具体的に理解できる

p:43

TIMENa内容/表示/SE画面

このように、5W1Hを踏まえ
て伝えることで、受け手は状
況を正確に把握することがで
きます。

また、聞く側も5W1Hを意識
し、不⾜している情報があれ
ば確認することが重要です。

こうしたやり取りを通して、
情報が整理され、建設的な話
し合いが可能になります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

意⾒と感想

ケアカンファレンスでは、メ
ンバーの意⾒を求めた際に、
個人的な思いを述べる場面に
なってしまうことがあります。

建設的な議論を⾏うためには、
意⾒と感想の違いを理解して
発言することが大切です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

状況を正確に把握

不⾜情報があれば確認

建設的な議論を⾏うためには、意⾒と感想の違いを
理解して発言することが大切

p:44

TIMENa内容/表示/SE画面

意⾒とは、課題解決に向けて、
自身の専門的視点に基づいた
考えや提案を示すことです。

⼀⽅、感想とは、ある事柄に
対する個人的な思いや感情、
好みなどを表したものです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンスは、支援
対象者への具体的な支援内容
や支援の⽅向性を決定する重
要な機会です。

そのため、個人的な感想では
なく、事実や専門的視点に基
づいた意⾒を述べることが求
められます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

意 ⾒ 感 想

個人的な感想ではなく、事実や専門的視点に基づいた
意⾒を述べることが求められる
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TIMENa内容/表示/SE画面

特に認知症ケアでは、認知症
の人が自身の思いや希望を十
分に表現できない場合もあり
ます。

そのため、支援者の主観や思
い込みではなく、本人の体験
している事実や状況に基づい
た議論を⾏うことが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

否定と批判

日常の会話の中で、「意⾒を
否定された」「あの人は否定
的だ」といった言葉を耳にす
ることがあります。

辞書によると、否定とは「そ
うではないと打ち消し、価値
を認めないこと」を意味しま
す。

つまり、相手の意⾒そのもの
を受け入れない姿勢を指しま
す。

このような態度では、建設的
な議論を進めることは難しく
なります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

支援者の主観や思い込みではなく、本人の体験している事実や
状況に基づいた議論を⾏うことが重要

否定
相手の意⾒そのものを受け入れない姿勢

建設的な議論を進めることは難しい

p:46

TIMENa内容/表示/SE画面

⼀⽅で、批判とは「評価・検
討を⾏うこと」を意味します。

相手の意⾒をより良いものに
するために検討し、改善点を
示すことは、前向きな議論に
つながります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

認知症ケアでは、支援者が良
いと思って⾏っているケアが、
必ずしも本人にとって望まし
いとは限りません。

そのため、現在のケアが適切
かどうかを批判的な視点で検
討することも重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

批判
評価・検討を⾏うこと

前向きな議論につながる

現在のケアが適切かどうかを批判的な視点で検討することも重要
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TIMENa内容/表示/SE画面

特に認知症ケアでは、認知症
の人が自身の思いや希望を十
分に表現できない場合もあり
ます。

そのため、支援者の主観や思
い込みではなく、本人の体験
している事実や状況に基づい
た議論を⾏うことが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

否定と批判

日常の会話の中で、「意⾒を
否定された」「あの人は否定
的だ」といった言葉を耳にす
ることがあります。

辞書によると、否定とは「そ
うではないと打ち消し、価値
を認めないこと」を意味しま
す。

つまり、相手の意⾒そのもの
を受け入れない姿勢を指しま
す。

このような態度では、建設的
な議論を進めることは難しく
なります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

支援者の主観や思い込みではなく、本人の体験している事実や
状況に基づいた議論を⾏うことが重要

否定
相手の意⾒そのものを受け入れない姿勢

建設的な議論を進めることは難しい

p:46

TIMENa内容/表示/SE画面

⼀⽅で、批判とは「評価・検
討を⾏うこと」を意味します。

相手の意⾒をより良いものに
するために検討し、改善点を
示すことは、前向きな議論に
つながります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

認知症ケアでは、支援者が良
いと思って⾏っているケアが、
必ずしも本人にとって望まし
いとは限りません。

そのため、現在のケアが適切
かどうかを批判的な視点で検
討することも重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

批判
評価・検討を⾏うこと

前向きな議論につながる

現在のケアが適切かどうかを批判的な視点で検討することも重要

p:47

TIMENa内容/表示/SE画面

事実と解釈を区別する

認知症ケアの現場では、実際
に起きた事実と、支援者の判
断や解釈が混同されることが
あります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

例えば、「帰宅願望がある」
「落ち着かない」という表現
は、支援者の解釈を含んだ言
葉です。

これに対して、
「17時ごろ、リビングで『家
に帰りたい』と発言し、玄関
との間を2往復した」
という表現は、実際に起きた
事実を具体的に示しています。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

実際に起きた事実と、支援者の判
断や解釈が混同されることがある

「帰宅願望がある」「落ち着かな
い」は支援者の解釈を含んだ言葉

「17時ごろ、リビングで『家に帰
りたい』と発言し、玄関との間を2
往復した」という表現は、実際に起
きた事実を具体的に示している

p:48

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスや日常の
申し送りでは、できるだけ事
実をそのまま伝えることが重
要です。

事実が具体的に共有されるこ
とで、原因を検討しやすくな
り、適切なケアにつながりま
す。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

チームメンバーが理解できる
言葉・尺度

認知症ケアは、医療・保健・
福祉などの専門職がチームと
して連携して⾏います。

それぞれの専門職は、専門的
知識や技術をもとに支援を
⾏っています。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

ケアカンファレンスや日常の申し送りでは、
できるだけ事実をそのまま伝えることが重要

医 療 福 祉 保 健
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TIMENa内容/表示/SE画面

しかし、職種によって認知症
の人の状態の理解や、必要な
ケアについて⾒解が異なるこ
とがあります。

そのような場合、専門的視点
を⼀⽅的に主張し合うと、感
情的な対⽴につながることも
あります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

専門的視点の違いは、それぞ
れの専門性に基づくものです。

互いの専門性を尊重し、理解
し合うことで、多角的な視点
からより良いケアを検討する
ことができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

互いの専門性を尊重し、理解し合うことで、
多角的な視点からより良いケアを検討することができる

p:50

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスを効果的
に実施するためには、事前準
備が重要です。

事前準備が十分でない場合、
会議の目的が共有されず、議
論が停滞することがあります。

ここでは、ケアカンファレン
スを円滑に進めるための主な
事前準備について説明します。

効果的なケアカンファレンス
を展開するにはこれらのポイ
ントが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

開催の事前告知

ケアカンファレンスを開催す
る際には、事前に開催予定を
周知する必要があります。

具体的には、次のような内容
を明確にして告知します。

・いつ開催するのか
・どこで開催するのか
・だれが主催（招集）するの
か
・だれが参加するのか

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
開催の事前告知

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
開催の事前告知

開催の事前告知開催の事前告知

開催目的の明確化開催目的の明確化

議事次第の作成と議事録議事次第の作成と議事録

検討内容の事前通知と具体化検討内容の事前通知と具体化

いつ開催︖ どこで開催︖

誰が主催︖ 誰が参加︖
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p:49

TIMENa内容/表示/SE画面

しかし、職種によって認知症
の人の状態の理解や、必要な
ケアについて⾒解が異なるこ
とがあります。

そのような場合、専門的視点
を⼀⽅的に主張し合うと、感
情的な対⽴につながることも
あります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

専門的視点の違いは、それぞ
れの専門性に基づくものです。

互いの専門性を尊重し、理解
し合うことで、多角的な視点
からより良いケアを検討する
ことができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 007

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

カンファレンス(会議)を円滑に⾏うためのコミュニケーション
建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

互いの専門性を尊重し、理解し合うことで、
多角的な視点からより良いケアを検討することができる

p:50

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスを効果的
に実施するためには、事前準
備が重要です。

事前準備が十分でない場合、
会議の目的が共有されず、議
論が停滞することがあります。

ここでは、ケアカンファレン
スを円滑に進めるための主な
事前準備について説明します。

効果的なケアカンファレンス
を展開するにはこれらのポイ
ントが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

開催の事前告知

ケアカンファレンスを開催す
る際には、事前に開催予定を
周知する必要があります。

具体的には、次のような内容
を明確にして告知します。

・いつ開催するのか
・どこで開催するのか
・だれが主催（招集）するの
か
・だれが参加するのか

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
開催の事前告知

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
開催の事前告知

開催の事前告知開催の事前告知

開催目的の明確化開催目的の明確化

議事次第の作成と議事録議事次第の作成と議事録

検討内容の事前通知と具体化検討内容の事前通知と具体化

いつ開催︖ どこで開催︖

誰が主催︖ 誰が参加︖

p:51

TIMENa内容/表示/SE画面

緊急の場合を除き、週単位ま
たは月単位で事前に告知する
ことが望ましいとされていま
す。

事業所内で定期的に開催する
場合でも、予定表に記載する
などして事前に周知すること
が大切です。

また、在宅介護の場合には、
担当の介護支援専門員が関係
機関と日程を調整しながら、
会議開催のお知らせなどを通
知することが⼀般的です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

開催目的の明確化

ケアカンファレンスでは、開
催目的を明確にし、参加メン
バーで共有することが重要で
す。

目的が共有されていない場合、
参加者は会議に参加する意義
を⾒いだしにくくなり、意⾒
が出にくくなるなど、会議が
停滞する原因になります。

チームリーダーは、ケアカン
ファレンスの目的を明確にし、
メンバーに伝える必要があり
ます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
開催の事前告知

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
開催目的の明確化

◆週単位または月単位で事前に
告知することが望ましい

◆定期的に開催する場合でも、
予定表に記載するなどして
事前に周知する

◆在宅介護の場合には、担当の
介護支援専門員が関係機関と
日程を調整しながら、会議
開催のお知らせなどを通知する

目的を明確に
して共有

目的が共有されていない場合、参加者は会議に参加する
意義を⾒いだしにくくなり、意⾒が出にくくなるなど、

会議が停滞する原因になる

p:52

TIMENa内容/表示/SE画面

例えば、次のような目的があ
ります。
・支援対象者のニーズを共有
する
・ニーズに基づいたケアの⽅
向性を検討する
・ケアの実践に向けた役割分
担を決定する

このように目的を明確にする
ことで、メンバーが意⾒を出
しやすくなり、建設的な議論
が進みやすくなります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

議事次第の作成と議事録

ケアカンファレンスでは、議
論の過程で話題が議題からそ
れてしまうことがあります。

そのため、事前に議事次第を
⽤意しておくことが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
開催目的の明確化

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
議事次第の作成と議事録

支援対象者のニーズを共有する支援対象者のニーズを共有する

ニーズに基づいたケアの⽅向性を検討するニーズに基づいたケアの⽅向性を検討する

ケアの実践に向けた役割分担を決定するケアの実践に向けた役割分担を決定する

目的を明確にすることで、メンバーが意⾒を出しやすくなり、
建設的な議論が進みやすくなる

事前に議事次第
を準備
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p:53

TIMENa内容/表示/SE画面

議事次第には、少なくとも次
の内容を記載します。

・開催日時
・開催場所
・参加者
・議題・検討事項（進⾏順）

議事次第があることで、現在
どの議題について議論してい
るのかを確認でき、議論の目
的を共有しながら進めること
ができます。

議事次第は、できるだけ事前
に配布しておくことが望まし
いでしょう。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

また、ケアカンファレンスで
決定した内容や、議論の過程
で出された主な意⾒について
は、議事録として記録するこ
とが必要です。

ケアカンファレンスは議論が
中心となるため、記録を残さ
なければ、その内容は⼀時的
なものとなり、参加していな
いメンバーには共有されませ
ん。

議事録を作成することで、参
加していないメンバーも内容
を確認でき、チーム内で情報
を共有することができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
議事次第の作成と議事録

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
議事次第の作成と議事録

開催日時開催日時

開催場所開催場所

参加者参加者

議題・検討事項（進⾏順）議題・検討事項（進⾏順）

議事次第は、できるだけ事前に配布しておくことが望ましい

ケアカンファレンスで
決定した内容や、議論
の過程で出された主な
意⾒については、議事
録として記録する

p:54

TIMENa内容/表示/SE画面

検討内容の事前通知と具体化

ケアカンファレンスの冒頭で
議題を決めたり、配布資料を
その場で読み込んだりすると、
それだけで多くの時間を費や
してしまいます。

限られた時間を有効に活⽤す
るためには、検討内容や資料
を事前に通知・配布すること
が望ましいといえます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

メンバーが事前に検討事項を
知ることで、必要な情報を収
集したり、資料を確認したり
するなど、会議に向けた準備
を⾏うことができます。

その結果、会議の冒頭から具
体的な議論を進めることが可
能になります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
検討内容の事前通知と具体化

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
検討内容の事前通知と具体化

検討内容や資料を事前に通知・配布することが望ましい

検討内容や資料を
事前に通知・配布
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p:53

TIMENa内容/表示/SE画面

議事次第には、少なくとも次
の内容を記載します。

・開催日時
・開催場所
・参加者
・議題・検討事項（進⾏順）

議事次第があることで、現在
どの議題について議論してい
るのかを確認でき、議論の目
的を共有しながら進めること
ができます。

議事次第は、できるだけ事前
に配布しておくことが望まし
いでしょう。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

また、ケアカンファレンスで
決定した内容や、議論の過程
で出された主な意⾒について
は、議事録として記録するこ
とが必要です。

ケアカンファレンスは議論が
中心となるため、記録を残さ
なければ、その内容は⼀時的
なものとなり、参加していな
いメンバーには共有されませ
ん。

議事録を作成することで、参
加していないメンバーも内容
を確認でき、チーム内で情報
を共有することができます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
議事次第の作成と議事録

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
議事次第の作成と議事録

開催日時開催日時

開催場所開催場所

参加者参加者

議題・検討事項（進⾏順）議題・検討事項（進⾏順）

議事次第は、できるだけ事前に配布しておくことが望ましい

ケアカンファレンスで
決定した内容や、議論
の過程で出された主な
意⾒については、議事
録として記録する

p:54

TIMENa内容/表示/SE画面

検討内容の事前通知と具体化

ケアカンファレンスの冒頭で
議題を決めたり、配布資料を
その場で読み込んだりすると、
それだけで多くの時間を費や
してしまいます。

限られた時間を有効に活⽤す
るためには、検討内容や資料
を事前に通知・配布すること
が望ましいといえます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

メンバーが事前に検討事項を
知ることで、必要な情報を収
集したり、資料を確認したり
するなど、会議に向けた準備
を⾏うことができます。

その結果、会議の冒頭から具
体的な議論を進めることが可
能になります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
検討内容の事前通知と具体化

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
検討内容の事前通知と具体化

検討内容や資料を事前に通知・配布することが望ましい

検討内容や資料を
事前に通知・配布

p:55

TIMENa内容/表示/SE画面

また、事前に通知する検討内
容は、できるだけ具体的に示
すことが重要です。

例えば、
「Aさんについて話し合いま
す」
という通知だけでは、どのよ
うな内容を検討するのかが分
かりません。

そのため、参加者は具体的な
準備を⾏うことができません。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

⼀⽅で、
「Aさんの排泄誘導時間の変
更（○時間間隔への変更につ
いて）」
「Bさんの摂食嚥下評価につ
いて（食形態変更後のモニタ
リング）」
のように内容を具体的に示す
ことで、参加者は検討事項を
理解し、必要な情報を事前に
準備することができます。

このような準備が整っている
ことで、会議中の説明にかか
る時間を減らし、議論を深め
ることが可能になります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
検討内容の事前通知と具体化

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
検討内容の事前通知と具体化

内容を具体的
に示す

会議中の説明にかかる時間を減らし、
議論を深めることが可能となる

p:56

TIMENa内容/表示/SE画面

限られた時間で効果的なケア
カンファレンスを⾏うために
は、議題の焦点を明確にし、
議論を深める視点をもつこと
が重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 008

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 事前準備

効果的なカンファレンス（会議）の展開
事前準備
検討内容の事前通知と具体化

限られた時間で効果的なケアカンファレンスを⾏うためには、
議題の焦点を明確にし、議論を深める視点をもつことが重要
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p:57

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスを円滑に
進めるためには、参加メン
バーそれぞれが役割を理解し、
適切に分担することが重要で
す。

ここでは、主な役割について
説明します。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンスを効率的
に運営するためには、司会
（進⾏役） の役割が必要です。

司会（進⾏役）は、ケアカン
ファレンス全体の進⾏を管理
する役割を担います。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担

司会（進⾏役）司会（進⾏役）

書 記書 記

スーパーバイザースーパーバイザー

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
司会（進⾏役）

参加メンバーの⽴場参加メンバーの⽴場

p:58

TIMENa内容/表示/SE画面

具体的には、次のような点に
注意しながら会議を進めます。

・議論が議題から逸れていな
いか
・検討内容と議論の内容にず
れがないか
・予定された時間内で進⾏し
ているか
・発言していないメンバーが
いないか

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

司会の役割は、メンバー同⼠
の議論を支えることです。

そのため、自分の意⾒だけを
述べたり、自分の意図した結
論へ議論を誘導したりするこ
とは控える必要があります。

また、議論が停滞した場合や
発言が少ない場合には、メン
バーに質問を投げかけるなど
して、議論を促すことも重要
な役割の⼀つです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
司会（進⾏役）

議論が議題から逸れていないか議論が議題から逸れていないか

検討内容と議論の内容にずれがないか検討内容と議論の内容にずれがないか

予定された時間内で進⾏しているか予定された時間内で進⾏しているか

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
司会（進⾏役）

発言していないメンバーがいないか発言していないメンバーがいないか

司会の役割は、メンバー同⼠の議論を支えることである

◆自分の意⾒だけを述べたり、
自分の意図した結論へ議論を
誘導したりすることは控える

◆議論が停滞した場合や発言が
少ない場合には、メンバーに
質問を投げかけるなどして、
議論を促す
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p:57

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスを円滑に
進めるためには、参加メン
バーそれぞれが役割を理解し、
適切に分担することが重要で
す。

ここでは、主な役割について
説明します。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンスを効率的
に運営するためには、司会
（進⾏役） の役割が必要です。

司会（進⾏役）は、ケアカン
ファレンス全体の進⾏を管理
する役割を担います。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担

司会（進⾏役）司会（進⾏役）

書 記書 記

スーパーバイザースーパーバイザー

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
司会（進⾏役）

参加メンバーの⽴場参加メンバーの⽴場

p:58

TIMENa内容/表示/SE画面

具体的には、次のような点に
注意しながら会議を進めます。

・議論が議題から逸れていな
いか
・検討内容と議論の内容にず
れがないか
・予定された時間内で進⾏し
ているか
・発言していないメンバーが
いないか

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

司会の役割は、メンバー同⼠
の議論を支えることです。

そのため、自分の意⾒だけを
述べたり、自分の意図した結
論へ議論を誘導したりするこ
とは控える必要があります。

また、議論が停滞した場合や
発言が少ない場合には、メン
バーに質問を投げかけるなど
して、議論を促すことも重要
な役割の⼀つです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
司会（進⾏役）

議論が議題から逸れていないか議論が議題から逸れていないか

検討内容と議論の内容にずれがないか検討内容と議論の内容にずれがないか

予定された時間内で進⾏しているか予定された時間内で進⾏しているか

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
司会（進⾏役）

発言していないメンバーがいないか発言していないメンバーがいないか

司会の役割は、メンバー同⼠の議論を支えることである

◆自分の意⾒だけを述べたり、
自分の意図した結論へ議論を
誘導したりすることは控える

◆議論が停滞した場合や発言が
少ない場合には、メンバーに
質問を投げかけるなどして、
議論を促す

p:59

TIMENa内容/表示/SE画面

書記は、議論の内容や結論に
至るまでの過程を記録する役
割を担います。

記録を⾏う際には、内容の正
確性はもちろんのこと、後か
ら読み返したときに理解しや
すい表現でまとめることが重
要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンスでは、参
加メンバーだけでは判断が難
しい場合や、専門的な助言が
必要となる場合があります。

そのようなときには、スー
パーバイザーや指導的⽴場の
職員が参加することが望まし
いとされています。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
書記

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
スーパーバイザー

記録を⾏う際には、内容の正確性はもちろんのこと、
後から読み返したときに理解しやすい表現でまとめることが重要

＋
・スーパーバイザー
・指導的⽴場の職員

p:60

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスは、参加
メンバーが議論を重ねながら
結論を導く過程です。

しかし、その過程や結論が必
ずしも支援対象者にとって適
切であるとは限りません。

スーパーバイザーが参加する
ことで、第三者の視点から妥
当性を確認し、より適切な結
論へ導くことが期待できます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

スーパーバイザーの役割は、
自ら問題を解決することでは
ありません。

あくまで、参加メンバーが議
論を通して結論を導く過程を
支援することです。

例えば、次のような支援を⾏
います。
・メンバーの意⾒を引き出す
・議論の⽅向を整理する
・発言しやすい環境を整える
・不⾜している視点や知識を
補う

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
スーパーバイザー

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
スーパーバイザー

＋
・スーパーバイザー
・指導的⽴場の職員

スーパーバイザーが参加することで、第三者の視点から
妥当性を確認し、より適切な結論へ導くことが期待できる

◆スーパーバイザーの役割は、
自ら問題を解決することではなく
参加メンバーが議論を通して結論
を導く過程を支援することである

メンバーの意⾒を引き出すメンバーの意⾒を引き出す

議論の⽅向を整理する議論の⽅向を整理する

発言しやすい環境を整える発言しやすい環境を整える

不⾜している視点や知識を補う不⾜している視点や知識を補う
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p:61

TIMENa内容/表示/SE画面

また、スーパーバイザーは教
育的視点をもって参加するこ
とも重要です。

必要に応じて助言を⾏うこと
で、ケアカンファレンスを学
習や成⻑の機会として活⽤す
ることもできます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

さらに、法人内や事業所内に
スーパーバイザーや指導的⽴
場の職員がいない場合や、複
数の機関が参加するカンファ
レンスでは、必要に応じて関
係機関の職員から意⾒や助言
を得ることも有効です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
スーパーバイザー

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
スーパーバイザー

教育的視点をもって
参加することも重要

必要に応じて関係機関の職員から意⾒や助言を得ることも有効

p:62

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスに参加す
る際には、自分がどのような
⽴場で参加しているのかを理
解しておくことが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

例えば、事業所内で実施する
ケアカンファレンスでは、⼀
人の介護職員として参加し、
自身の責任において発言する
ことになります。

⼀⽅で、在宅のサービス担当
者会議に参加する場合は、自
分の所属事業所の代表として
扱われることがあります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
参加メンバーの⽴場

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
参加メンバーの⽴場

◆事業所内で実施するケアカンファレン
では、⼀人の介護職員として参加し、
自身の責任において発言することになる

◆在宅のサービス担当者会議に参加する
場合は、自分の所属事業所の代表として
扱われることがある
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p:61

TIMENa内容/表示/SE画面

また、スーパーバイザーは教
育的視点をもって参加するこ
とも重要です。

必要に応じて助言を⾏うこと
で、ケアカンファレンスを学
習や成⻑の機会として活⽤す
ることもできます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

さらに、法人内や事業所内に
スーパーバイザーや指導的⽴
場の職員がいない場合や、複
数の機関が参加するカンファ
レンスでは、必要に応じて関
係機関の職員から意⾒や助言
を得ることも有効です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
スーパーバイザー

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
スーパーバイザー

教育的視点をもって
参加することも重要

必要に応じて関係機関の職員から意⾒や助言を得ることも有効

p:62

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスに参加す
る際には、自分がどのような
⽴場で参加しているのかを理
解しておくことが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

例えば、事業所内で実施する
ケアカンファレンスでは、⼀
人の介護職員として参加し、
自身の責任において発言する
ことになります。

⼀⽅で、在宅のサービス担当
者会議に参加する場合は、自
分の所属事業所の代表として
扱われることがあります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
参加メンバーの⽴場

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
参加メンバーの⽴場

◆事業所内で実施するケアカンファレン
では、⼀人の介護職員として参加し、
自身の責任において発言することになる

◆在宅のサービス担当者会議に参加する
場合は、自分の所属事業所の代表として
扱われることがある

p:63

TIMENa内容/表示/SE画面

この場合、発言は個人の意⾒
ではなく、事業所としての⾒
解として受け取られることが
あります。

そのため、何気ない発言が事
業所間の連携に影響を与えた
り、意図しない誤解を生んだ
りする可能性もあります。

自分の⽴場や職責の範囲を理
解するとともに、他の参加者
の⽴場についても理解したう
えで発言することが大切です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

また、事業所内のケアカン
ファレンスであっても、参加
者は支援対象者の支援に関わ
る専門職の⼀人として参加し
ています。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
参加メンバーの⽴場

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
参加メンバーの⽴場

◆在宅のサービス担当者会議に参加する
場合は、自分の所属事業所の代表として
扱われることがある
この場合、発言は個人の意⾒ではなく、
事業所としての⾒解として受け取られる
ことがある
そのため、何気ない発言が事業所間の
連携に影響を与えたり、意図しない
誤解を生んだりする可能性もある

自分の⽴場や職責の範囲を理解するとともに、
他の参加者の⽴場についても理解したうえで発言することが大切

◆事業所内のケアカンファレンスであって
も、参加者は支援対象者の支援に関わる
専門職の⼀人として参加している

p:64

TIMENa内容/表示/SE画面

認知症ケアを含む対人援助
サービスでは、支援者の個人
的な感情や思いが入り込みや
すい側面があります。

特に近年の認知症ケアでは、
⼩規模単位でのケアが主流と
なっており、支援者と支援対
象者との距離が近くなる傾向
があります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

その結果、支援者が⼀人で問
題を抱え込んでしまったり、
心理的な影響（転移・逆転
移）が生じやすくなることも
あります。

そのため、日頃から支援者と
しての⽴場を意識し、適切な
距離感を保ちながらケアカン
ファレンスに参加することが
望まれます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 009

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 カンファレンス（会議）の役割分担

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
参加メンバーの⽴場

効果的なカンファレンス（会議）の展開
カンファレンス（会議）の役割分担
参加メンバーの⽴場

支援者と支援対象者
との距離が近くなる

傾向がある

その結果、支援者が⼀人で問題を抱え込ん
でしまったり、心理的な影響（転移・逆転
移）が生じやすくなることもある

日頃から支援者としての⽴場を意識し、
適切な距離感を保ちながらケアカンファレ
ンスに参加することが望ましい
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p:65

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスを有意義
な議論の場とするためには、
参加メンバーが互いを尊重し
ながら意⾒を出し合い、建設
的な議論を進めることが重要
です。

ここでは、効果的な議論を促
すための主なポイントについ
て説明します。

効果的な議論を促すためには
これらのポイントが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

対等な関係

ケアカンファレンスを活発な
議論の場とするためには、職
種や経験年数、組織内の上下
関係にとらわれず、利⽤者の
前では⼀人の専門職として対
等な⽴場で議論できる環境を
整えることが必要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
対等な関係

対等な関係対等な関係

発言者の意⾒に耳を傾ける発言者の意⾒に耳を傾ける

互いの優位性を押しつけない互いの優位性を押しつけない

憶測や根拠のない推測は避ける憶測や根拠のない推測は避ける

感情や言葉をコントロールする感情や言葉をコントロールする

少数意⾒も大切にする少数意⾒も大切にする

コスト意識をもつコスト意識をもつ

実⾏可能性を確認する実⾏可能性を確認する

職 種 経験年数 上下関係

p:66

TIMENa内容/表示/SE画面

経験年数や勤続年数の⻑いメ
ンバー、あるいは上司だけが
発言するようなケアカンファ
レンスでは、他のメンバーが
意⾒を述べにくくなり、建設
的な議論が生まれにくくなり
ます。

ケアカンファレンスは、参加
メンバーが互いの意⾒を出し
合い、議論を重ねながら合意
を形成していく過程です。そ
のため、誰もが意⾒を出しや
すい環境をつくることが大切
です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

発言者の意⾒に耳を傾ける

メンバーが発言している最中
に、他のメンバーが⼩声で会
話をしたり、発言を遮ったり
する場面を経験したことはな
いでしょうか。

このような状況では、発言し
たメンバーは「発言しても聞
いてもらえない」と感じ、次
第に発言を控えるようになっ
てしまう可能性があります。

自分の意⾒を述べることも大
切ですが、他のメンバーの意
⾒をしっかりと聴くことも同
じくらい重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
対等な関係

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
発言者の意⾒に耳を傾ける

誰もが意⾒を出しやすい環境をつくることが大切

自分の意⾒を述べることも大切だが、
他のメンバーの意⾒をしっかりと聴くことも重要

発言しても
聞いてくれない
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p:65

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスを有意義
な議論の場とするためには、
参加メンバーが互いを尊重し
ながら意⾒を出し合い、建設
的な議論を進めることが重要
です。

ここでは、効果的な議論を促
すための主なポイントについ
て説明します。

効果的な議論を促すためには
これらのポイントが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

対等な関係

ケアカンファレンスを活発な
議論の場とするためには、職
種や経験年数、組織内の上下
関係にとらわれず、利⽤者の
前では⼀人の専門職として対
等な⽴場で議論できる環境を
整えることが必要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
対等な関係

対等な関係対等な関係

発言者の意⾒に耳を傾ける発言者の意⾒に耳を傾ける

互いの優位性を押しつけない互いの優位性を押しつけない

憶測や根拠のない推測は避ける憶測や根拠のない推測は避ける

感情や言葉をコントロールする感情や言葉をコントロールする

少数意⾒も大切にする少数意⾒も大切にする

コスト意識をもつコスト意識をもつ

実⾏可能性を確認する実⾏可能性を確認する

職 種 経験年数 上下関係

p:66

TIMENa内容/表示/SE画面

経験年数や勤続年数の⻑いメ
ンバー、あるいは上司だけが
発言するようなケアカンファ
レンスでは、他のメンバーが
意⾒を述べにくくなり、建設
的な議論が生まれにくくなり
ます。

ケアカンファレンスは、参加
メンバーが互いの意⾒を出し
合い、議論を重ねながら合意
を形成していく過程です。そ
のため、誰もが意⾒を出しや
すい環境をつくることが大切
です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

発言者の意⾒に耳を傾ける

メンバーが発言している最中
に、他のメンバーが⼩声で会
話をしたり、発言を遮ったり
する場面を経験したことはな
いでしょうか。

このような状況では、発言し
たメンバーは「発言しても聞
いてもらえない」と感じ、次
第に発言を控えるようになっ
てしまう可能性があります。

自分の意⾒を述べることも大
切ですが、他のメンバーの意
⾒をしっかりと聴くことも同
じくらい重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
対等な関係

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
発言者の意⾒に耳を傾ける

誰もが意⾒を出しやすい環境をつくることが大切

自分の意⾒を述べることも大切だが、
他のメンバーの意⾒をしっかりと聴くことも重要

発言しても
聞いてくれない

p:67

TIMENa内容/表示/SE画面

ケアカンファレンスに限らず、
相手の話を聴くことはコミュ
ニケーションの基本です。

ケアカンファレンスは、チー
ム内のコミュニケーションの
場であると同時に、メンバー
同⼠の関係性を築く機会でも
あります。

そのため、他のメンバーの発
言には真摯に耳を傾け、出さ
れた意⾒を尊重する姿勢が求
められます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

互いの優位性を押しつけない

議論の場では、自身の専門性
の優位性を強調したり、他の
専門職に意⾒を押しつけたり
することは避ける必要があり
ます。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
発言者の意⾒に耳を傾ける

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
互いの優位性を押しつけない

他のメンバーの発言には真摯に耳を傾け、
出された意⾒を尊重する姿勢が求められる

議論の場では、自身の専門性の優位性を強調したり、
他の専門職に意⾒を押しつけたりすることは避ける必要がある

p:68

TIMENa内容/表示/SE画面

また、上司・部下の関係や経
験年数、勤続年数などを背景
に意⾒を押し通すことも適切
ではありません。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

ケアカンファレンスは、支援
対象者の支援に関わる人が集
まり、支援内容や⽅向性につ
いて議論し、合意形成を図る
場です。

専門性の優劣を競う場ではあ
りません。

互いの意⾒に真摯に耳を傾け、
協⼒しながら議論を進めてい
く姿勢が大切です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
互いの優位性を押しつけない

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
互いの優位性を押しつけない

互いの意⾒に真摯に耳を傾け、協⼒しながら
議論を進めていく姿勢が大切
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p:69

TIMENa内容/表示/SE画面

憶測や根拠のない推測は避け
る

認知症ケアの現場では、経験
や勘に基づいた憶測や推測に
よってケアが検討される場面
が⾒られることがあります。

しかし、それらの多くは、専
門的知⾒など客観的な根拠に
基づいたものではない場合が
あります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

過去に別の利⽤者に有効だっ
たケアが、すべての利⽤者に
当てはまるとは限りません。

過去の経験をそのまま別の利
⽤者に適⽤することは、個別
ケアの観点から適切とはいえ
ない場合があります。

そのため、支援対象者ごとの
ケアニーズを把握し、それぞ
れの状況に応じた支援を検討
することが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
憶測や根拠のない推測は避ける

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
憶測や根拠のない推測は避ける

経験 勘

専門的知⾒など客観的な根拠に基づいたものではない場合がある

支援対象者ごとのケアニーズを把握し、
それぞれの状況に応じた支援を検討することが重要

p:70

TIMENa内容/表示/SE画面

また、ケアカンファレンスで
は、「○○のようなことが
あったのではないか」「○○
のような気がする」といった
憶測が重なり、根拠のない推
測に基づいて支援⽅法が決
まってしまうことがあります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

認知症ケアでは、支援対象者
が自分の意思や考えを十分に
表現できない場合も多くあり
ます。

そのため、支援者の思い込み
や推測によってケアが決定さ
れてしまう危険性があります。

したがって、支援対象者に関
する事実や、周囲で実際に起
きている出来事に基づいて議
論を⾏い、専門的知識を活⽤
しながら具体的な支援⽅法を
検討することが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
憶測や根拠のない推測は避ける

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
憶測や根拠のない推測は避ける

○○のようなこ
とがあったので
はないか○○のような気

がする

憶測が重なり、根拠のない推測に基づいて
支援⽅法が決まってしまうことがある

支援対象者に関する事実や、周囲で実際に起きている
出来事に基づいて議論を⾏い、専門的知識を活⽤しながら

具体的な支援⽅法を検討することが重要
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p:69

TIMENa内容/表示/SE画面

憶測や根拠のない推測は避け
る

認知症ケアの現場では、経験
や勘に基づいた憶測や推測に
よってケアが検討される場面
が⾒られることがあります。

しかし、それらの多くは、専
門的知⾒など客観的な根拠に
基づいたものではない場合が
あります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

過去に別の利⽤者に有効だっ
たケアが、すべての利⽤者に
当てはまるとは限りません。

過去の経験をそのまま別の利
⽤者に適⽤することは、個別
ケアの観点から適切とはいえ
ない場合があります。

そのため、支援対象者ごとの
ケアニーズを把握し、それぞ
れの状況に応じた支援を検討
することが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
憶測や根拠のない推測は避ける

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
憶測や根拠のない推測は避ける

経験 勘

専門的知⾒など客観的な根拠に基づいたものではない場合がある

支援対象者ごとのケアニーズを把握し、
それぞれの状況に応じた支援を検討することが重要

p:70

TIMENa内容/表示/SE画面

また、ケアカンファレンスで
は、「○○のようなことが
あったのではないか」「○○
のような気がする」といった
憶測が重なり、根拠のない推
測に基づいて支援⽅法が決
まってしまうことがあります。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

認知症ケアでは、支援対象者
が自分の意思や考えを十分に
表現できない場合も多くあり
ます。

そのため、支援者の思い込み
や推測によってケアが決定さ
れてしまう危険性があります。

したがって、支援対象者に関
する事実や、周囲で実際に起
きている出来事に基づいて議
論を⾏い、専門的知識を活⽤
しながら具体的な支援⽅法を
検討することが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
憶測や根拠のない推測は避ける

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
憶測や根拠のない推測は避ける

○○のようなこ
とがあったので
はないか○○のような気

がする

憶測が重なり、根拠のない推測に基づいて
支援⽅法が決まってしまうことがある

支援対象者に関する事実や、周囲で実際に起きている
出来事に基づいて議論を⾏い、専門的知識を活⽤しながら

具体的な支援⽅法を検討することが重要

p:71

TIMENa内容/表示/SE画面

感情や言葉をコントロールす
る

人は誰しも感情をもち、言葉
や態度を通してその感情を表
現します。

相手から言われたことに対し
て、うれしいと感じたり、不
快に感じたり、腹⽴たしく
思ったりすることもあるで
しょう。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

しかし、ケアカンファレンス
は支援対象者にとってより良
い支援⽅法を検討する場であ
り、感情的な議論は望ましく
ありません。

そのため、自分の感情を大切
にしつつも、冷静に事実を確
認しながら議論を進めること
が重要です

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
感情や言葉をコントロールする

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
感情や言葉をコントロールする

自分の感情を大切にしつつも、
冷静に事実を確認しながら議論を進めることが重要

p:72

TIMENa内容/表示/SE画面

少数意⾒も大切にする

会議や話し合いでは、全員の
意⾒が⼀致する場合もあれば、
意⾒が分かれる場合もありま
す。

意⾒が分かれた場合には、多
数意⾒が採⽤されることが⼀
般的です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

しかし、多数意⾒が常に正し
いとは限りません。

少数意⾒の中に、これまで気
づかなかった視点や新しい考
え⽅が含まれている可能性も
あります。

そのため、少数意⾒について
も十分に検討し、支援対象者
にとってより適切な支援につ
ながる内容であれば、改めて
議論を⾏うことが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
少数意⾒も大切にする

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
少数意⾒も大切にする

少数意⾒についても十分に検討し、支援対象者にとってより適切な
支援につながる内容であれば、改めて議論を⾏うことが重要
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p:73

TIMENa内容/表示/SE画面

コスト意識をもつ

ケアカンファレンスや会議に
は、さまざまな費⽤が発生し
ています。

例えば、
・参加者の人件費
・電気や空調などの光熱費
・⽤紙代などの事務費⽤
などです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

そのため、ケアカンファレン
スは、投入された費⽤や時間
に⾒合う成果を生み出すこと
が求められます。

結論が出ないまま終わる会議
や、決定した内容が実践され
ない会議は、時間や費⽤の無
駄になってしまいます。

成果のあるケアカンファレン
スは支援対象者にとって有益
ですが、成果のない会議を続
けることは必ずしも支援対象
者の利益につながるとはいえ
ません。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
コスト意識をもつ

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
コスト意識をもつ

参加者の人件費参加者の人件費

電気や空調などの光熱費電気や空調などの光熱費

⽤紙代などの事務費⽤⽤紙代などの事務費⽤

成果のない会議を続けることは
必ずしも支援対象者の利益につながるとはいえない

p:74

TIMENa内容/表示/SE画面

実⾏可能性を確認する

ケアカンファレンスで決定し
た支援は、実際に支援者が⾏
動することで初めて実現しま
す。

そのため、決定した支援⽅法
が現実的に実⾏可能かどうか
を確認することが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

具体的には、次の点を明確に
しておく必要があります。

・いつ実施するのか
・どこで実施するのか
・だれが実施するのか
・何を⾏うのか

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
実⾏可能性を確認する

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
実⾏可能性を確認する

いつ実施するのかいつ実施するのか

どこで実施するのかどこで実施するのか

だれが実施するのかだれが実施するのか

何を⾏うのか何を⾏うのか
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p:73

TIMENa内容/表示/SE画面

コスト意識をもつ

ケアカンファレンスや会議に
は、さまざまな費⽤が発生し
ています。

例えば、
・参加者の人件費
・電気や空調などの光熱費
・⽤紙代などの事務費⽤
などです。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

そのため、ケアカンファレン
スは、投入された費⽤や時間
に⾒合う成果を生み出すこと
が求められます。

結論が出ないまま終わる会議
や、決定した内容が実践され
ない会議は、時間や費⽤の無
駄になってしまいます。

成果のあるケアカンファレン
スは支援対象者にとって有益
ですが、成果のない会議を続
けることは必ずしも支援対象
者の利益につながるとはいえ
ません。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
コスト意識をもつ

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
コスト意識をもつ

参加者の人件費参加者の人件費

電気や空調などの光熱費電気や空調などの光熱費

⽤紙代などの事務費⽤⽤紙代などの事務費⽤

成果のない会議を続けることは
必ずしも支援対象者の利益につながるとはいえない

p:74

TIMENa内容/表示/SE画面

実⾏可能性を確認する

ケアカンファレンスで決定し
た支援は、実際に支援者が⾏
動することで初めて実現しま
す。

そのため、決定した支援⽅法
が現実的に実⾏可能かどうか
を確認することが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

具体的には、次の点を明確に
しておく必要があります。

・いつ実施するのか
・どこで実施するのか
・だれが実施するのか
・何を⾏うのか

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
実⾏可能性を確認する

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
実⾏可能性を確認する

いつ実施するのかいつ実施するのか

どこで実施するのかどこで実施するのか

だれが実施するのかだれが実施するのか

何を⾏うのか何を⾏うのか

p:75

TIMENa内容/表示/SE画面

これらを明確にすることで、
支援内容を具体的な⾏動へと
つなげることができます。

ケアカンファレンスでは、決
定した内容が机上の空論にな
らないよう、実⾏可能性を十
分に検討することが重要です。

◆ナレーションに合わせて内容
を表示

Title︓ No︓ 010

SubTitle︓

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開 効果的な議論を促すためのポイント

効果的なカンファレンス（会議）の展開
効果的な議論を促すためのポイント
実⾏可能性を確認する

ケアカンファレンスでは、決定した内容が机上の空論に
ならないよう、実⾏可能性を十分に検討することが重要

p:76

TIMENa/音内容画面

では、ここでAIシミュレータ
によるオンライン演習を実施
してみましょう。

まず最初に、役割を選択して
ください。選択した役割でAI
シミュレータが始まります

・ナレーションに合わせて内容
を表示

◆ビデオ音声
・別途ビデオシナリオ参照

カンファレンス（会議）の技法
と実践

Title︓ No︓ 011

SubTitle︓演習 AIシミュレータによるオンライン演習

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開
AIシミュレータ

効果的なカンファレンス（会議）の展開
AIシミュレータ

・進⾏役
・書記役
・経験1年目の職員役（課題提出者）
・参加者役
・スーパーバイザー役
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p:77

TIMENa/音内容画面

では、ここでAIシミュレータ
によるオンライン演習を実施
してみましょう。

まず最初に、今回の演習に使
⽤する以下の事例をビデオで
⾒てみましょう。
・認知症の人の困りごと（支
援者に対して望んでいること)
・支援者がケアの困難さを感
じている⾏動・心理症状
（BPSD)
・支援者が認知症の人に望ん
でいること

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

カンファレンス（会議）の技法
と実践

・

いかがでしか、今回の事例が
理解できましたでしょうか。

では、AIシミュレータでケア
の⽅法や対応についての検討
を体験してみましょう。

次に役割を選択してください。
選択した役割でAIシミュレー
タが始まります。

「資料を読む」ボタンをク
リックすると、役割別に実践
すべき項目とその評価基準、
その他必要な情報が確認でき
ます。

視覚

Title︓ No︓ 011

SubTitle︓演習 AIシミュレータによるオンライン演習

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開
AIシミュレータ

効果的なカンファレンス（会議）の展開
AIシミュレータ

・進⾏役
・書記役
・経験1年目の職員役（課題提出者）
・参加者役
・スーパーバイザー役

資料を読む

p:78

TIMENa/音内容画面

あなたが選択したのは「」役
ですね。
「スタート」ボタンをクリッ
クするとシミュレーションが
始まります。
自分の役割に求められている
ことを意識して、AIと会話し
てみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIとの会話によるケアカン
ファレンスシミュレーションを
実施

◆AIシミュレータでケアカン
ファレンスにおける各役割を体
験させる
・別途定めた役割別の評価基準
を元にAIに実践状況を評価させ
る

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

選択した役割に求められてい
ることを意識して対応できま
したでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、⾼評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓ 011

SubTitle︓演習 AIシミュレータによるオンライン演習

カンファレンス（会議）の技法と実践

コメント点数ポイント

評価コメントです60進⾏役

書記役

経験1年目の職員役（課題提出者）

参加者役

スーパーバイザー役

総合評価

再度実施 次へ進む

スタート
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p:77

TIMENa/音内容画面

では、ここでAIシミュレータ
によるオンライン演習を実施
してみましょう。

まず最初に、今回の演習に使
⽤する以下の事例をビデオで
⾒てみましょう。
・認知症の人の困りごと（支
援者に対して望んでいること)
・支援者がケアの困難さを感
じている⾏動・心理症状
（BPSD)
・支援者が認知症の人に望ん
でいること

◆ビデオ音声

・別途ビデオシナリオ参照

カンファレンス（会議）の技法
と実践

・

いかがでしか、今回の事例が
理解できましたでしょうか。

では、AIシミュレータでケア
の⽅法や対応についての検討
を体験してみましょう。

次に役割を選択してください。
選択した役割でAIシミュレー
タが始まります。

「資料を読む」ボタンをク
リックすると、役割別に実践
すべき項目とその評価基準、
その他必要な情報が確認でき
ます。

視覚

Title︓ No︓ 011

SubTitle︓演習 AIシミュレータによるオンライン演習

カンファレンス（会議）の技法と実践

効果的なカンファレンス（会議）の展開
AIシミュレータ

効果的なカンファレンス（会議）の展開
AIシミュレータ

・進⾏役
・書記役
・経験1年目の職員役（課題提出者）
・参加者役
・スーパーバイザー役

資料を読む

p:78

TIMENa/音内容画面

あなたが選択したのは「」役
ですね。
「スタート」ボタンをクリッ
クするとシミュレーションが
始まります。
自分の役割に求められている
ことを意識して、AIと会話し
てみてください。

（なお、AIシミュレータは、
あなたの振る舞いや視線など
も評価します。より具体的な
評価とするためにも、カメラ
はONにしておいてください）

・AIとの会話によるケアカン
ファレンスシミュレーションを
実施

◆AIシミュレータでケアカン
ファレンスにおける各役割を体
験させる
・別途定めた役割別の評価基準
を元にAIに実践状況を評価させ
る

これが先ほどのシミュレー
ションのAIによる評価です。

選択した役割に求められてい
ることを意識して対応できま
したでしょうか。

何回もチャレンジできますの
で、⾼評価が得られるよう練
習してみてください。

再チャレンジしたい場合は
「再度実施」ボタンを、次へ
進む場合は「次へ進む」ボタ
ンをクリックしてください。

・シミュレーション結果・評価
を表示

Title︓ No︓ 011

SubTitle︓演習 AIシミュレータによるオンライン演習

カンファレンス（会議）の技法と実践

コメント点数ポイント

評価コメントです60進⾏役

書記役

経験1年目の職員役（課題提出者）

参加者役

スーパーバイザー役

総合評価

再度実施 次へ進む

スタート

p:79

TIMENa/音内容画面

カンファレンスは、単なる情
報交換の場ではありません。
チームとして
情報を共有する
支援の⽅向性を統⼀する
具体的な支援⽅法を決定す

る
ための場です。

多職種がそれぞれの視点から
意⾒を出し合うことで、
利⽤者をより多面的に理解し、
チームとしてよりよい意思決
定を⾏うことができます。

カンファレンスは、このチー
ムケアの質を⾼める重要な機
会です。

・ナレーションに合わせて内容
を表示

本章では、チームにおけるカ
ンファレンス（会議）の目的
と意義、カンファレンス(会議)
を円滑に⾏うためのコミュニ
ケーション、効果的なカン
ファレンス（会議）の展開に
ついて学習しました。

今回の学習内容は、AIシミュ
レータによるオンライン演習
で理解度を試してみてくださ
い。

認知症介護実践リーダー研修
受講者の⽅が、よりよいケア
カンファレンス実施を目指せ
るよう、本コンテンツを参考
に研鑽いただくことを願って
います。

Title︓ No︓ 012

SubTitle︓

・情報を共有する
・支援の⽅向性を統⼀する
・具体的な支援⽅法を決定する

カンファレンス（会議）の技法と実践

まとめ



巻末資料 4

改定内容に関する周知用動画スライドと解説内容



これから、認知症介護実践研修の改定に関する解説をいたします。最後までご視聴いただくよ
うよろしくお願いいたします。

この動画は、令和6年度に検討されました認知症介護実践研修の改定内容について、多くの
関係者の方々に知っていただくために作製した、周知用の配信動画です。

動画の構成は、３部から構成されています。

１部は、「研修改定の背景と概要」となっています。ここでは 研修を改定するまでの経緯や背景
、改定の進め方などを理解する内容となっています。

２部は、「認知症介護実践者研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキュラム
全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説しています。

３部は、「認知症介護実践リーダー研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキ
ュラム全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説しています。

第１部は、「研修改定の背景と概要」について説明します。ここでは 研修を改定するまでの経緯
や背景、改定の進め方など、改定事業の概要に関する内容について説明します。

1

1

１１．．研研修修改改定定のの背背景景とと概概要要

これから、認知症介護実践研修の改定に関する解説をいたします。最後までご視聴いただくよ
うよろしくお願いいたします。

この動画は、令和 6年度に検討されました認知症介護実践研修の改定内容について、多くの関
係者の方々に知っていただくために作製した、周知用の配信動画です。
動画の構成は、３部から構成されています。

１部は、「研修改定の背景と概要」となっています。ここでは　研修を改定するまでの経緯や背景、
改定の進め方などを理解する内容となっています。
２部は、「認知症介護実践者研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキュラム

全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説しています。
３部は、「認知症介護実践リーダー研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキュ

ラム全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説しています。

第１部は、「研修改定の背景と概要」について説明します。ここでは　研修を改定するまでの経
緯や背景、改定の進め方など、改定事業の概要に関する内容について説明します。

280



これから、認知症介護実践研修の改定に関する解説をいたします。最後までご視聴いただくよ
うよろしくお願いいたします。

この動画は、令和6年度に検討されました認知症介護実践研修の改定内容について、多くの
関係者の方々に知っていただくために作製した、周知用の配信動画です。

動画の構成は、３部から構成されています。

１部は、「研修改定の背景と概要」となっています。ここでは 研修を改定するまでの経緯や背景
、改定の進め方などを理解する内容となっています。

２部は、「認知症介護実践者研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキュラム
全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説しています。

３部は、「認知症介護実践リーダー研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキ
ュラム全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説しています。

第１部は、「研修改定の背景と概要」について説明します。ここでは 研修を改定するまでの経緯
や背景、改定の進め方など、改定事業の概要に関する内容について説明します。

1
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１１．．研研修修改改定定のの背背景景とと概概要要

認知症介護実践者研修これまでの経緯

R3-
（（2021ーー））

H27-R3
(2015-2021)

H17-H27
(2005-2015)

H13-17
(2001-2005)

名名称称

期期間間

特特徴徴

R3認知症介護基礎
研修無資格者義務
付け（2021）

H27認知症介護基礎研修
創設（2015）
R1認知症施策推進大綱
（2019）

H18地域密着型サービス
（2006）
H20認知症の医療と生活
の質を高める緊急プロジ
ェクト（2008）
H24オレンジプラン(2012)
H27新オレンジプラン
（2015）

H15 2015年の高
齢者介護(2003）
H16 痴呆から認
知症へ（2004）

背背景景

基基本本理理念念普普及及 生生活活者者復復権権 本本人人・・家家族族ととBPSD

2

最初に、「認知症 介護実践者研修」のこれまでの改定経緯と背景について説明します。この
研修は、認知症介護における知識や実践力の向上を目的として、2001年、平成13年から段階的に
見直しと改定が行われてきました。
最初は、平成13年から平成17年まで、基礎課程という名称で3日間の研修が行われていました

。この研修では、認知症の基礎知識やBPSD、つまり認知症による行動・心理症状の原因を理解し
、環境づくりの重要性を学ぶことが中心でした。また、本人主体の介護という基本理念が重視さ
れました。社会的な背景としては、2003年に高齢者介護研究会から「2015年の高齢者介護」が
報告され、2004年に「痴呆」という表記が「認知症」へ変更されるなど、認知症介護の基盤を形
成する時期となりました。
次に平成17年から平成27年までは、実践者研修という名称に改められ、講義演習36時間、実習

4週間＋1日の内容へと拡充されました。この段階では、「2015年の高齢者介護」報告等をふまえ
、理念教育を継続しながら「生活の視点」をより重視するようになりました。認知症の人を生活
者として捉えなおし、家族支援や生活支援の重要性を理解することが求められました。社会的な
背景として、2006年に「地域密着型サービス」の創設、2008年には厚生労働省において「認知
症の医療と生活の質を高める緊急プロジェクト」が設置され、今後の認知症対策について検討が
行われました。
平成27年には、講義演習が35.5時間、実習4週間＋半日へと変更されました。この段階では、

「人権尊重」や「本人主体」の視点を強化し、BPSDの予防や緩和、アセスメントとケア計画の重
要性がさらに強調されました。背景として、2015年に制定された「新オレンジプラン」が研修内
容の方向性に大きな影響を与えました。
令和3年には、講義演習28時間、実習4週間＋半日と、研修時間の統合と整理が進められました

。この段階では、本人視点の拡充に加え、受講者のアクセシビリティを向上させることが目標と
されました。背景には、2019年の「認知症施策推進大綱」が大きく影響しています。
以上のように、認知症介護実践者研修は、政策や社会のニーズに応じて変化し、認知症のかた

とその家族に寄り添った よりよい支援の実現を目指して発展してきました。これからも、この
研修が現場の介護に役立つ内容であり続けることが期待されています。

2

最初に、「認知症　介護実践者研修」のこれまでの改定経緯と背景について説明します。この研
修は、認知症介護における知識や実践力の向上を目的として、2001 年、平成 13年から段階的に
見直しと改定が行われてきました。
最初は、平成13年から平成17年まで、基礎課程という名称で3日間の研修が行われていました。

この研修では、認知症の基礎知識やBPSD、つまり認知症による行動・心理症状の原因を理解し、
環境づくりの重要性を学ぶことが中心でした。また、本人主体の介護という基本理念が重視されま
した。社会的な背景としては、2003 年に高齢者介護研究会から「2015 年の高齢者介護」が報告
され、2004 年に「痴呆」という表記が「認知症」へ変更されるなど、認知症介護の基盤を形成す
る時期となりました。
次に平成 17 年から平成 27 年までは、実践者研修という名称に改められ、講義演習 36 時間、

実習 4週間＋ 1日の内容へと拡充されました。この段階では、「2015 年の高齢者介護」報告等を
ふまえ、理念教育を継続しながら「生活の視点」をより重視するようになりました。認知症の人を
生活者として捉えなおし、家族支援や生活支援の重要性を理解することが求められました。社会的
な背景として、2006 年に「地域密着型サービス」の創設、2008 年には厚生労働省において「認
知症の医療と生活の質を高める緊急プロジェクト」が設置され、今後の認知症対策について検討が
行われました。
平成 27年には、講義演習が 35.5 時間、実習 4週間＋半日へと変更されました。この段階では、

「人権尊重」や「本人主体」の視点を強化し、BPSDの予防や緩和、アセスメントとケア計画の重
要性がさらに強調されました。背景として、2015 年に制定された「新オレンジプラン」が研修内
容の方向性に大きな影響を与えました。
　令和 3年には、講義演習 28時間、実習 4週間＋半日と、研修時間の統合と整理が進められ

ました。この段階では、本人視点の拡充に加え、受講者のアクセシビリティを向上させることが目
標とされました。背景には、2019 年の「認知症施策推進大綱」が大きく影響しています。
　以上のように、認知症介護実践者研修は、政策や社会のニーズに応じて変化し、認知症のか

たとその家族に寄り添った　よりよい支援の実現を目指して発展してきました。これからも、この
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事事業業のの背背景景

令令和和６６年年度度介介護護報報酬酬改改定定にに関関すするる審審議議報報告告 今今後後のの課課題題

１１．．地地域域包包括括ケケアアシシスステテムムのの深深化化・・推推進進
【【認認知知症症介介護護にに係係るる研研修修等等のの受受講講ししややすすいい環環境境整整備備】】

〇 認知症介護に関する研修（認知症介護指導者養
成研修や認知症介護実践リーダー研修等）について、
現行の研修方法では実地の講義等が多いことから、
研修の質を担保しつつ、研修時間数も含めた研修の
スリム化やオンライン化について積極的に検討して
いくべきである。

「厚生労働省老健局老人保険課：令和６年度介護報酬改定に関する審議報告
令和５年12月19日 P59より引用」

次に、今回の認知症介護研修等の改定に至る背景についてご説明いたします
。
令和6年度の介護報酬改定に関する社会保障審議会では、特に「地域包括ケア

システムの深化と推進」をテーマとした審議の中で、認知症介護に係る研修等
の受講しやすい環境整備が課題として指摘され、認知症介護に関する研修の受
講しやすい環境整備の必要性について言及されました。
現在、認知症介護指導者養成研修や認知症介護実践リーダー研修など、多く

の研修が実地での講義や演習を中心に行われています。しかし、この形式は受
講者にとって時間的・場所的な負担が大きく、参加しづらいという課題が指摘
されています。
そこで、今回は、次に示します 2つの方向性を検討していくことが重要とな

りました。
1点目は、研修時間のスリム化によって、研修の質を保ちながら、受講者の負

担を軽減することです。
2点目は、オンライン化等の推進によって地域格差を解消し、どこに住んでい

ても受講しやすい研修環境を提供することが求められました。
これらの改善により、認知症介護の現場におけるスキルの向上と、介護従事

者の負担軽減の両立を図ることが期待されています。
また、この取り組みは認知症介護の質を高めるだけでなく、より多くの介護

従事者が研修に参加できる環境づくりを進めることを目的としています。
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令和6年度老人保健健康増進等事業（公募テーマ89）

認認知知症症介介護護実実践践者者等等研研修修のの研研修修内内容容にに関関すするる調調査査研研究究事事業業
認知症介護研究・研修仙台センター

【【背背景景】】
共生社会の実現を推進するための認認知知症症基基本本法法（以下、認知症基本法）の目的である認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持っ

て暮らすことができる共生社会を推進する人材の養成、介護人材不足を原因とする研研修修受受講講率率低低迷迷のの解解消消、BPSDの予防軽減を促
進する認認知知症症チチーームムケケアアのの推推進進などを踏まえた効果的な研修方法の検討と実装が急務である。

【【目目的的】】
①認知症基本法の基本理念、認知症チームケア推進研修、認知症施策の動向を反映した認知症介護実践研修等のカリキュラム改定
②受講アクセシビリティを向上する効果的な研修方法の提案

カリキュラム改定案の検
討と承認
【構成】
・学識経験者
・研修実施自治体、実施団体
・認知症介護指導者
・認知症介護研究・研修セン
ター

カリキュラム改定案の検
討と作製
【構成】
・認知症介護指導者
・認知症介護研究・研修セン
ター

認知症基本法の考え方、認知症チームケア推進研修の導入、研修
実施上の課題等を踏まえた、「認知症介護実践者研修・実践リー
ダー研修・指導者養成研修」の目的、対象者、カリキュラム内容
に関する検討および改定を行う

・全国自治体における認知症介護実践研修等事業の実施状況調査
を実施し、オンライン等の活用による研修効果や課題を明らかに
する
・多用な事業所に従事する全ての介護職員等が受講しやすい研修
方法の検討を目的とし、オンライン受講、分散型実施、研修内容
のスリム化等を活用した研修の実施形態案を作製する

認知症基本法の浸透、
チームケア推進等の
普及および認知症介
護従事者全体の知識
及びスキルの向上

多様な受講者ニーズ
に応じた研修受講の
促進および増加

検検討討委委員員会会（（33回回））

作作業業委委員員会会（（44回回））

効効果果的的なな研研修修カカリリキキ
ュュララムムのの実実施施

研研修修受受講講のの促促進進

１１．．認認知知症症介介護護実実践践研研修修等等ののカカリリキキュュララムム改改定定

２２．．アアククセセシシビビリリテティィ向向上上ののたためめのの研研修修方方法法のの検検討討

事業体制 事業内容 事業成果

4

そこで今回の事業の概要について説明いたします。
この事業では、共生社会の実現を推進するための認知症基本法の目的である認知症のか
たひとが尊厳を持ち、希望を持ちながら暮らせる共生社会の実現を目指し、研修受講率
の低迷や人材不足といった課題に対応する必要があります。また、BPSDの予防や軽減
を促進するため、認知症チームケアの推進が重要なテーマとなっています。
この事業の目的は大きく2つあります。
1つ目は、認知症基本法の考え方や認知症チームケア推進研修を反映した、効果的な研
修カリキュラムへ改定することです。
2つ目は、受講者のアクセシビリティを向上するための研修方法を検討することです。
そこで、本事業では、検討委員会と作業委員会の2つの委員会を設置しました。
検討委員会では、学識経験者や認知症介護指導者、認知症介護研究・研修センターの研
究者が参加し、カリキュラム改定案の検討や承認を行いました。
作業委員会では、カリキュラム改定案の作成を担当し、具体的な実務を進めました。
主な事業内容は、
1つに、「認知症介護実践研修等のカリキュラム改定」です。
認知症基本法の考え方に基づき、研修プログラムの目的、対象者、内容を見直し、より
効果的なカリキュラムを検討しました。
２つめは、「受講アクセシビリティ向上のための研修方法の検討」です。
オンライン研修の活用やスリム化を進めることで、受講しやすい仕組みを提案しました
。
本事業の成果としては、
認知症介護の理念やチームケア推進等の普及が進み、介護従事者全体の知識やスキルが
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検討方針

【【目目的的】】第第一一条条
ここのの法法律律はは、、我我がが国国ににおおけけるる急急速速なな高高齢齢化化のの進進展展にに伴伴いい認認

知知症症ででああるる者者（（以以下下「「認認知知症症のの人人」」とといいうう。。））がが増増加加ししてていい
るる現現状状等等にに鑑鑑みみ、、認認知知症症のの人人がが尊尊厳厳をを保保持持ししつつつつ希希望望をを持持っっ
てて暮暮ららすすここととががででききるるよようう、、認認知知症症にに関関すするる施施策策（（以以下下「「認認
知知症症施施策策」」とといいうう。。））にに関関しし、、基基本本理理念念をを定定めめ、、国国、、地地方方公公
共共団団体体等等のの責責務務をを明明ららかかににしし、、及及びび認認知知症症施施策策のの推推進進にに関関すす
るる計計画画のの策策定定ににつついいてて定定めめるるととととももにに、、認認知知症症施施策策のの基基本本とと
ななるる事事項項をを定定めめるるこことと等等にによよりり、、認認知知症症施施策策をを総総合合的的かかつつ計計
画画的的にに推推進進しし、、ももっってて認認知知症症のの人人をを含含めめたた国国民民一一人人一一人人ががそそ
のの個個性性とと能能力力をを十十分分にに発発揮揮しし、、相相互互にに人人格格とと個個性性をを尊尊重重ししつつ
つつ支支ええ合合いいななががらら共共生生すするる活活力力ああるる社社会会（（以以下下「「共共生生社社会会」」
とといいうう。。））のの実実現現をを推推進進すするるここととをを目目的的ととすするる

【【１１．．共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするるたためめのの認認知知症症基基本本法法のの目目的的やや考考ええ方方のの反反映映】】

5令令和和五五年年法法律律第第六六十十五五号号：：共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするるたためめのの認認知知症症基基本本法法、、第第一一章章総総則則、、第第11条条目目的的、、令令和和66年年11月月11日日施施行行よよりり引引用用

この事業では 改定の検討を進める上で、改定方針を設定しました。
１つめは、共生社会の実現を推進するための認知症基本法の目的や考え方の反
映を改定方針の基準のひとつとしました。
具体的には、認知症基本法の目的を踏まえた、専門家像を想定し、研修の目的
に反映しました。
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【【３３．．研研修修ププロロググララムム評評価価】】

１．目的とカリキュラムの整合性
２．カリキュラム連動制
３．カリキュラムの順序性
４．カリキュラム独自性

５．カリキュラム名の適切性
６．カリキュラム目的の適切性と妥当性
７．時間配分の適切性
８．公正性・バランス

【【４４．．認認知知症症介介護護指指導導者者のの指指導導課課題題】】

１．研修目的・対象者・期間、時間の適切性
２．カリキュラム名の適切性
３．カリキュラム時間適切性

４．カリキュラム内容の適切性
５．カリキュラム必要性
６．オンライン化可能カリキュラムおよび内容

ⅡⅡ．．アアククセセシシビビリリテティィ向向上上ののたためめのの研研修修形形態態のの検検討討

【【１１．．オオンンラライインン利利用用にによよるる実実施施形形態態】】・全オンライン化、オンライン+集合のブレンド化、オンデマンド化

【【２２．．分分散散型型実実施施】】・週１日ペース、月１日ペース、半日連続

【【３３．．研研修修時時間間ののススリリムム化化】】・時間短縮の可能性

6

● BPSDのとらえかた
● 重要なアセスメント項目
● 評価尺度の理解と活用方法
● ケア計画の基本的考え方

● チームケアにおけるPDCAサイクルの重要性
● チームケアにおけるチームアプローチの重要性

【【２２．．認認知知症症チチーームムケケアア推推進進研研修修のの内内容容】】

介護保険最新情報Vol.１２７９令和６年６月２１日厚生労働省老健局、事務連絡「認知症チームケア推進研修の実施について（依頼）」、実施要綱参照

改定方針の2つ目は、認知症チームケアの推進に関する学習内容の反映です。
BPSDの理解、アセスメント、評価尺度の活用、ケア計画の基本に加え、チーム
ケアのPDCAサイクルやアプローチの重要性等を、実践リーダーが学習できるよ
うに、改定内容に反映することとしました。
3つ目は、現在のカリキュラムについて目的とカリキュラムの整合性や連動性

、順序性、独自性、カリキュラム名の適切性、目的の妥当性、カリキュラム全
体のバランスについて、検討を行い、研修プログラムの課題を改善することを
方針としました。
4つ目は、認知症介護指導者の方々が、現在抱えている指導上の課題を解消す

ることを改定方針としました。現在の研修について、目的や対象者、期間、時
間配分、カリキュラム内容の適切性等について、指導者が指導上感じている課
題を改善することを目的としています。
改定方針のもう1つの大きな柱として、受講しやすい研修方法を提案するため

、オンライン研修、オンデマンド型研修、集合研修とのブレンド型研修等の可
能性について検討しました。
それ以外にも研修の実施間隔や研修時間のスリム化による負担軽減も、検討

の方針としました。
これらの方針によって、受講者の受講しやすさと、効果的な学習がバランス

よく実施できるように、検討を行いました。

6
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7

２．認知症介護実践者研修の変更点

第２部では、「認知症介護実践者研修の変更点」について解説しています。
特に、認知症介護実践者研修の目的、対象者、研修時間、カリキュラム全体の
変更点について説明し、カリキュラム解説では、シラバスに記載されている科
目ごとの変更点についてカリキュラム別に解説します。

7
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7

主な変更点と特徴新現行

認知症基本法の考え方に関する文言
を反映

・認知症の人の理解を強調
・家族も含む基本法の理念に準拠
し、尊厳の保持と希望を持った暮
らしを強調
・共生社会の実現につながる地域
に修正
・実践者全てが地域ケアに関与す
ることは困難であるため削除

認知症の人についての正しい理解のもと、本
人・家族の尊厳を保持し、希望をもって暮ら
すことができるよう認知症の理念、知識・技
術を修得するとともに、共生社会の実現に向
けた地域の認知症ケアの質向上ができるよう
になることをねらいとする。

認知症についての理解のもと、本人主体のを
行い、生活の質の向上を図るとともに、行
動・心理症状（BPSD）を予防できるよう認
知症の理念、知識・技術を修得するとともに、
地域の認知症ケアの質向上に関与することが
できるようになることをねらいとする

目的

変更なし

研修対象者は、原則として認知症基礎研修を
修了した者あるいはそれと同等以上の能力を
有する者であり、身体に関する基本的知識・
技術を修得している者であり、概ね実務経験
２年程度の者とする。

研修対象者は、原則として認知症基礎研修を
修了した者あるいはそれと同等以上の能力を
有する者であり、身体に関する基本的知識・
技術を修得している者であり、概ね実務経験
２年程度の者とする。

対象者

・講義演習内容の整理により1
時間減
・職場課題設定時間の延⾧に
より1時間増

講義・演習23時間（1,380分）実習：課題設定
300分、職場実習4週間、実習のまとめ180分

講義・演習24時間（1,440分）実習：課題設
定240分、職場実習4週間、実習のまとめ180
分

時間

実践者研修の目的・対象者・時間 新旧対照

8

最初に、実践者研修の目的、対象者、時間に関する変更点についてご説明い
たします。
従来の研修目的は、認知症に関する正しい理解を深めることや、BPSDの予防

、地域の認知症ケアの質向上を目指す内容でした。
新しい目的ではこれをさらに発展させ、認知症の人が希望を持って暮らせる

ことを支える視点や、共生社会の実現に向けた視点が追加されています。また
、家族支援の重要性も強調され、研修の理念に一層の深みが与えられています
。
さらに、共生社会の実現につながる地域ケアの強化に焦点を当て、直接的に

関与できる実践者だけでなく、全ての実践者が地域における認知症ケアの質の
向上ができるよう表現を変更しました。

対象者の条件に関しては変更はありません。従来通り、認知症基礎研修を修
了した者、またはそれと同等以上の能力を有する方が対象です。これには、身
体に関する基本的な知識や技術を修得していることが求められています。

講義・演習時間は、従来の24時間（1,440分）から23時間（1,380分）に短
縮されました。一方で、実習においては課題設定の時間が延⾧され、職場実習
の課題設定が1時間増加しています。これにより、研修内容が整理されるととも
に、現場における実践力の向上が期待される構成となっています。

8
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対象者の条件に関しては変更はありません。従来通り、認知症基礎研修を修了した者、または
それと同等以上の能力を有する方が対象です。これには、身体に関する基本的な知識や技術を修得
していることが求められています。

講義・演習時間は、従来の 24 時間（1,440 分）から 23 時間（1,380 分）に短縮されました。
一方で、実習においては課題設定の時間が延長され、職場実習の課題設定が 1時間増加しています。
これにより、研修内容が整理されるとともに、現場における実践力の向上が期待される構成となっ
ています。
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実践者研修カリキュラムの新旧対照

１ 認知症ケアの基本
60・認知症介護実践者研修の概要

・自己課題の設定(1)認知症介護実践者研修の理解

150
・認知症の人の理解・認知症の理解
・認知症ケアの理念（認知症ケアの変遷、パー
ソンセンタードケア 、共生社会の実現を推進す
るための認知症基本法の概要）

(2)認知症ケアの理念

210

・生活支援の方向性
（生活の考え方、尊厳ある自立生活を実現する
ための支援） ・認知症によって起きやすい生活
の障害と有する能力 ・日常生活（食事・入浴・
排泄・生活管理等）への支援（日常生活（食
事・入浴・排泄・生活管理等）場面におけるコ
ミュニケーションの方法、意思決定支援の方法、
環境支援の方法）
・社会生活（活動・交流・就労等）への支援
（ 社会生活（活動・交流・就労等）における意
思決定支援の方法）

(3)生活支援の方法

120

・権利擁護の基本的 知識
（認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方
、認知症ケアの倫理の必要性と考え方）
・権利侵害行為とし ての高齢者虐待と 身体拘束
・権利擁護のための 具体的な取組み

(4)権利擁護の視点に基づく支援

90
・家族者の理解
・家族者の心理（様々な家族者の声）
・家族者の支援 方法

(5)家族者の理解と支援方法

180

・生活の質の理解
・ 行動・心理症状 （BPSD）の基本的 理解
・行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法の
理解 ・主な症状を緩和するケアの検討（事例演
習）

(6)行動・心理症状（BPSD）の理解
と支援

２ 認知症の人への具体的支援のためのアセスメントとケアの実践

90
・自施設・事業所における実践の準備
・自施設・事業所における実践
・自施設・事業所における実践の報告

(1) 学習成果 の実践展開と 共有

150
・共生社会の実現を推進する地域資源と実践者
の役割
・共生社会の実現を推進する地域資源の活用

(2)共生社会を推進する地域資源の
理解と展開

330

・認知症の人のアセ スメントの基礎的 知識
・観察の方法とポイ ント
・アセスメントの実 際（事例演習）
・実践計画作成の基礎的知識
・実践計画作成の展 開（事例演習）
・実践計画の評価

(3)アセスメ ントとケアの 実践の基
本

３ 実習
300変更なし(1)課題設定

４ 週間変更なし(2)職 場 実 習
180変更なし(3)職場実習 評価

現現行行カカリリキキュュララムム 改改定定案案

１ 認知症ケアの基本

180
・認知症ケアの理念と我が国の認知症施
策 ・認知症に関する基 本的知識 ・認知症ケ
アの倫理・認知症の人の意思決定支援・自己
課題の設定

(1) 認知症ケアの理念・倫理と意思
決定支援

300

・生活支援のための ケア
・認知症の生活障害
・認知症の人の生活 環境づくり ・中核症状
の理解に 基づくコミュニケ ーション
・生活場面ごとの生 活障害の理解とケ ア

(2) 生活支援のためのケアの演習１

60・アクティビティの 基礎的知識と展開
・心理療法やアクテ ィビティの評価方 法(3) QOLを高める活動と評価の観点

90
・家族者の理解
・家族者の心理
・家族者の支援方法

(4) 家族者の理解と支援方法

90
・権利擁護の基本的 知識
・権利侵害行為とし ての高齢者虐待と 身体
拘束
・権利擁護のための 具体的な取組み

(5) 権利擁護の視点に基づく支援

120

・認知症の人にとっ ての地域資源と実践者
の役割
・インフォーマルな 地域資源活用
・フォーマルな地域資源活用
・地域資源としての保険施設・事業所等

(6) 地域資源の理解とケアへの活用

２ 認知症の人への具体的支援のためのアセスメントとケアの実践

60

・認知症の人本人の 声 を 聴 く （ 自 施
設・事業所におけ る実践）
・事例収集（自施 設・事業所におけ る実
践）
・中間課題の発表と 共有

(1) 学習成果の実践展開と共有

240

・ 行動・心理症状 （BPSD）の基本的 理解
・行動・心理症状 （BPSD）の発症要 因 と
ケ ア の 検 討 （事例演習）
・行動・心理症状 （BPSD）の評価 ・生活
の質の評価

(2) 生活支援のためのケアの演習２
（行 動・心理症 状）

300

・認知症の人のアセ スメントの基礎的 知識
・観察の方法とポイ ント
・アセスメントの実 際（事例演習）
・実践計画作成の基礎的知識
・実践計画作成の展 開（事例演習）
・実践計画の評価と カンファレンス

(3) アセスメントとケアの実践の基
本

３ 実習
240(1)職場実習 の課題設定
４ 週

間
(2) 職 場 実 習 （アセスメントとケ
アの実践）

180(3) 職場実習評価

ここからは、認知症介護実践者研修全体の主な変更点について説明します。
スライドは、現在のカリキュラムと改定後のカリキュラムを比較したものです。
赤字の部分が、変更点となります。また、時間については、増加しているものは赤字、減少して
いるものは青字になっています。
大きな変更部分については、カリキュラム名の左側に星印をつけています。
変更点は、科目の新設、科目内容の統廃合、科目名の変更、内容の一部追加、時間の変更、科目
の実施順番の変更となります。

新設科目として、認知症介護実践者研修の理解が新たに新設されました。
科目名の変更としては、認知症ケアの理念・倫理と意思 決定支援は、認知症ケアの理念に変更さ
れました。
生活支援のためのケアの演習１は、生活支援の方法に変更されました。
生活支援のためのケアの演習２（行動・心理症状）は、行動・心理症状（BPSD）の理解と支援に
変更されました。
地域資源の理解とケアへの活用は、共生社会を推進する地域資源の理解と展開に変更しました。

内容の追加や変更については、
QOLを高める活動と評価の観点の内容は、生活支援の方法と行動・心理症状（BPSD）の理解と支
援の科目に、生活の考え方や、生活の質の理解として統合されました。
また、心理療法やアクティビティの評価方法は、実践リーダー研修の科目である「認知症の専門
的理解」へ移動し、QOLを高める活動と評価の観点は単独科目としては廃止となりました。

認知症介護実践者研修の理解では、現行カリキュラムには、研修の理解や自己課題の設定を行う
科目がなかったため、実践リーダー研修と同様に、新たに科目を新設しました。

認知症ケアの理念では、認知症の人の理解、認知症の理解、認知症ケアの理念の柱に整理し、認
知症ケアの倫理や意思決定支援に関する学習内容は、権利擁護の視点に基づく支援に移動しまし
た。

9

ここからは、認知症介護実践者研修全体の主な変更点について説明します。
スライドは、現在のカリキュラムと改定後のカリキュラムを比較したものです。
赤字の部分が、変更点となります。また、時間については、増加しているものは赤字、減少し

ているものは青字になっています。
大きな変更部分については、カリキュラム名の左側に星印をつけています。
変更点は、科目の新設、科目内容の統廃合、科目名の変更、内容の一部追加、時間の変更、科

目の実施順番の変更となります。

新設科目として、認知症介護実践者研修の理解が新たに新設されました。
科目名の変更としては、認知症ケアの理念・倫理と意思 決定支援は、認知症ケアの理念に変更

されました。
生活支援のためのケアの演習１は、生活支援の方法に変更されました。
生活支援のためのケアの演習２（行動・心理症状）は、行動・心理症状（BPSD）の理解と支援

に変更されました。
地域資源の理解とケアへの活用は、共生社会を推進する地域資源の理解と展開に変更しました。

内容の追加や変更については、
QOLを高める活動と評価の観点の内容は、生活支援の方法と行動・心理症状（BPSD）の理解

と支援の科目に、生活の考え方や、生活の質の理解として統合されました。
また、心理療法やアクティビティの評価方法は、実践リーダー研修の科目である「認知症の専

門的理解」へ移動し、QOLを高める活動と評価の観点は単独科目としては廃止となりました。

認知症介護実践者研修の理解では、現行カリキュラムには、研修の理解や自己課題の設定を行
う科目がなかったため、実践リーダー研修と同様に、新たに科目を新設しました。

認知症ケアの理念では、認知症の人の理解、認知症の理解、認知症ケアの理念の柱に整理し、認
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実践者研修カリキュラムの新旧対照

１ 認知症ケアの基本
60・認知症介護実践者研修の概要

・自己課題の設定(1)認知症介護実践者研修の理解

150
・認知症の人の理解・認知症の理解
・認知症ケアの理念（認知症ケアの変遷、パー
ソンセンタードケア 、共生社会の実現を推進す
るための認知症基本法の概要）

(2)認知症ケアの理念

210

・生活支援の方向性
（生活の考え方、尊厳ある自立生活を実現する
ための支援） ・認知症によって起きやすい生活
の障害と有する能力 ・日常生活（食事・入浴・
排泄・生活管理等）への支援（日常生活（食
事・入浴・排泄・生活管理等）場面におけるコ
ミュニケーションの方法、意思決定支援の方法、
環境支援の方法）
・社会生活（活動・交流・就労等）への支援
（ 社会生活（活動・交流・就労等）における意
思決定支援の方法）

(3)生活支援の方法

120

・権利擁護の基本的 知識
（認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方
、認知症ケアの倫理の必要性と考え方）
・権利侵害行為とし ての高齢者虐待と 身体拘束
・権利擁護のための 具体的な取組み

(4)権利擁護の視点に基づく支援

90
・家族者の理解
・家族者の心理（様々な家族者の声）
・家族者の支援 方法

(5)家族者の理解と支援方法

180

・生活の質の理解
・ 行動・心理症状 （BPSD）の基本的 理解
・行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法の
理解 ・主な症状を緩和するケアの検討（事例演
習）

(6)行動・心理症状（BPSD）の理解
と支援

２ 認知症の人への具体的支援のためのアセスメントとケアの実践

90
・自施設・事業所における実践の準備
・自施設・事業所における実践
・自施設・事業所における実践の報告

(1) 学習成果 の実践展開と 共有

150
・共生社会の実現を推進する地域資源と実践者
の役割
・共生社会の実現を推進する地域資源の活用

(2)共生社会を推進する地域資源の
理解と展開

330

・認知症の人のアセ スメントの基礎的 知識
・観察の方法とポイ ント
・アセスメントの実 際（事例演習）
・実践計画作成の基礎的知識
・実践計画作成の展 開（事例演習）
・実践計画の評価

(3)アセスメ ントとケアの 実践の基
本

３ 実習
300変更なし(1)課題設定

４ 週間変更なし(2)職 場 実 習
180変更なし(3)職場実習 評価

現現行行カカリリキキュュララムム 改改定定案案

１ 認知症ケアの基本

180
・認知症ケアの理念と我が国の認知症施
策 ・認知症に関する基 本的知識 ・認知症ケ
アの倫理・認知症の人の意思決定支援・自己
課題の設定

(1) 認知症ケアの理念・倫理と意思
決定支援

300

・生活支援のための ケア
・認知症の生活障害
・認知症の人の生活 環境づくり ・中核症状
の理解に 基づくコミュニケ ーション
・生活場面ごとの生 活障害の理解とケ ア

(2) 生活支援のためのケアの演習１

60・アクティビティの 基礎的知識と展開
・心理療法やアクテ ィビティの評価方 法(3) QOLを高める活動と評価の観点

90
・家族者の理解
・家族者の心理
・家族者の支援方法

(4) 家族者の理解と支援方法

90
・権利擁護の基本的 知識
・権利侵害行為とし ての高齢者虐待と 身体
拘束
・権利擁護のための 具体的な取組み

(5) 権利擁護の視点に基づく支援

120

・認知症の人にとっ ての地域資源と実践者
の役割
・インフォーマルな 地域資源活用
・フォーマルな地域資源活用
・地域資源としての保険施設・事業所等

(6) 地域資源の理解とケアへの活用

２ 認知症の人への具体的支援のためのアセスメントとケアの実践

60

・認知症の人本人の 声 を 聴 く （ 自 施
設・事業所におけ る実践）
・事例収集（自施 設・事業所におけ る実
践）
・中間課題の発表と 共有

(1) 学習成果の実践展開と共有

240

・ 行動・心理症状 （BPSD）の基本的 理解
・行動・心理症状 （BPSD）の発症要 因 と
ケ ア の 検 討 （事例演習）
・行動・心理症状 （BPSD）の評価 ・生活
の質の評価

(2) 生活支援のためのケアの演習２
（行 動・心理症 状）

300

・認知症の人のアセ スメントの基礎的 知識
・観察の方法とポイ ント
・アセスメントの実 際（事例演習）
・実践計画作成の基礎的知識
・実践計画作成の展 開（事例演習）
・実践計画の評価と カンファレンス

(3) アセスメントとケアの実践の基
本

３ 実習
240(1)職場実習 の課題設定
４ 週

間
(2) 職 場 実 習 （アセスメントとケ
アの実践）

180(3) 職場実習評価

ここからは、認知症介護実践者研修全体の主な変更点について説明します。
スライドは、現在のカリキュラムと改定後のカリキュラムを比較したものです。
赤字の部分が、変更点となります。また、時間については、増加しているものは赤字、減少して
いるものは青字になっています。
大きな変更部分については、カリキュラム名の左側に星印をつけています。
変更点は、科目の新設、科目内容の統廃合、科目名の変更、内容の一部追加、時間の変更、科目
の実施順番の変更となります。

新設科目として、認知症介護実践者研修の理解が新たに新設されました。
科目名の変更としては、認知症ケアの理念・倫理と意思 決定支援は、認知症ケアの理念に変更さ
れました。
生活支援のためのケアの演習１は、生活支援の方法に変更されました。
生活支援のためのケアの演習２（行動・心理症状）は、行動・心理症状（BPSD）の理解と支援に
変更されました。
地域資源の理解とケアへの活用は、共生社会を推進する地域資源の理解と展開に変更しました。

内容の追加や変更については、
QOLを高める活動と評価の観点の内容は、生活支援の方法と行動・心理症状（BPSD）の理解と支
援の科目に、生活の考え方や、生活の質の理解として統合されました。
また、心理療法やアクティビティの評価方法は、実践リーダー研修の科目である「認知症の専門
的理解」へ移動し、QOLを高める活動と評価の観点は単独科目としては廃止となりました。

認知症介護実践者研修の理解では、現行カリキュラムには、研修の理解や自己課題の設定を行う
科目がなかったため、実践リーダー研修と同様に、新たに科目を新設しました。

認知症ケアの理念では、認知症の人の理解、認知症の理解、認知症ケアの理念の柱に整理し、認
知症ケアの倫理や意思決定支援に関する学習内容は、権利擁護の視点に基づく支援に移動しまし
た。

9

生活支援の方法では、生活支援の方法として生活の考え方や尊厳ある自立生活を実現するための支援、また
、生活支援の範囲を社会生活まで拡大し、生活場面における具体的なコミュニケーションの方法や環境整備
の方法の学習を追加しました。
さらに、生活場面ごとの意思決定支援の具体的方法について学習する内容も追加しました。

家族者の理解と支援方法では、新たに、様々な家族者の声を理解する内容を追加しました。

行動・心理症状（BPSD）の理解と支援では、生活の質の理解に関する学習項目を追加しました。

共生社会を推進する地域資源の理解と展開では、認知症基本法の目的を反映し、共生社会の実現を推進する
ことを踏まえた学習内容に変更しました。

それ以外の科目については、大きな変更はありません。

科目時間の変更については、内容の整理により、認知症ケアの理念、生活支援の方法、行動・心理症状（
BPSD）の理解と支援については若干の減少となりますが、その他の科目については増加しています。
なお、職場実習と職場実習評価については時間の変更はありません。

また、科目の配列の変更については、行動・心理症状（BPSD）の理解と支援が認知症ケアの基本の柱へ移
動し、共生社会を推進する地域資源の理解と展開が認知症の人への具体的支援のためのアセスメントとケア
の実践の柱へ移動しています。
これは、ＢＰＳＤへのケアに関する学習は基本的な内容となってきていることと、共生社会の推進に向けた
地域ケアの学習は全体の科目の中でも、統合的な学習の位置づけとなっているためです。

9

知症ケアの倫理や意思決定支援に関する学習内容は、権利擁護の視点に基づく支援に移動しました。

生活支援の方法では、生活支援の方法として生活の考え方や尊厳ある自立生活を実現するため
の支援、また、生活支援の範囲を社会生活まで拡大し、生活場面における具体的なコミュニケーショ
ンの方法や環境整備の方法の学習を追加しました。
さらに、生活場面ごとの意思決定支援の具体的方法について学習する内容も追加しました。

家族者の理解と支援方法では、新たに、様々な家族者の声を理解する内容を追加しました。

行動・心理症状（BPSD）の理解と支援では、生活の質の理解に関する学習項目を追加しました。

共生社会を推進する地域資源の理解と展開では、認知症基本法の目的を反映し、共生社会の実
現を推進することを踏まえた学習内容に変更しました。

それ以外の科目については、大きな変更はありません。

科目時間の変更については、内容の整理により、認知症ケアの理念、生活支援の方法、行動・心
理症状（BPSD）の理解と支援については若干の減少となりますが、その他の科目については増加
しています。
なお、職場実習と職場実習評価については時間の変更はありません。

また、科目の配列の変更については、行動・心理症状（BPSD）の理解と支援が認知症ケアの基
本の柱へ移動し、共生社会を推進する地域資源の理解と展開が認知症の人への具体的支援のための
アセスメントとケアの実践の柱へ移動しています。
これは、ＢＰＳＤへのケアに関する学習は基本的な内容となってきていることと、共生社会の

推進に向けた地域ケアの学習は全体の科目の中でも、統合的な学習の位置づけとなっているためで
す。

289



Ⅵ．「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」意思決定支援による社会生活支援を強化

Ⅲ．「QOLを高める活動と評価の観点」科目を移動統合し、単独科目は廃止

Ⅱ．「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」に基本法の考え方を反映

Ⅰ．「認知症介護実践者研修の理解」を新設

実践者研修カリキュラム改定のポイント

・「認知症の人」の理解を踏まえた、認知症の理解を強化
・認知症基本法の考え方の理解を強調

・非薬物的介入など療法、活動の理解は実践リーダーへ
・QOLを高める活動と評価は、生活の質、生活とは、生活の評価視点として「生活支援の方法」へ

・実践リーダーと揃え、自己目標の設定を挿入

・ 「生活支援のためのケアの演習Ⅰ 」を内容を端的に示した「生活支援の方法」へ改名
・日常生活+社会生活まで含めた生活の考え方と支援方法の理解を強調(就労、社会活動、参画支援の必要性
を追加）
・生活支援における、生活場面別の意思決定支援の具体的方法を強化
・生活支援における、生活場面別のコミュニケーション、環境支援に関する具体的方法の理解を強化
・３．認知症の人の生活環境づくり、４．中核症状の理解に基づくコミュニケーションの柱を整理し、各生
活場面での具体的な支援方法の理解として整理したため、300分から210分へ90分短縮

Ⅳ．「権利擁護の視点に基づく支援」に意思決定支援・認知症ケアの倫理を挿入

・ 「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」から、意思決定支援、認知症ケアの倫理に関する考え方
を移動して挿入

ⅤⅤ．． 「「家家族族者者のの理理解解とと支支援援方方法法」」にに家家族族のの声声をを追追加加

・認知症の当事者と同様、家族当事者の声を追加し、実状や心理の理解を促進

それでは、カリキュラムごとの主な変更点について詳しく説明します。

1点目は、新たに 「認知症介護実践者研修の理解」 という科目が設けられました。
実践リーダー研修と同様に、研修全体の目的や方向性を理解し、受講者が 自己目標を設定する機
会を提供します。これにより、研修の意義が明確になり、受講者が 主体的に学びを進める基盤 を
形成する科目となります。

2点目に、「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」のうち、意思決定支援と認知症ケアの倫理
は権利擁護の視点に基づく支援に移動して、内容を整理し、30分、時間を短縮しました。
また、認知症基本法の考え方を反映し、認知症の人の尊厳と個別性を重視する視点を強化し、科
目名も目的を踏まえて「認知症ケアの理念」に変更しました。

3点目に、「QOLを高める活動と評価の観点」 は、単独の科目としては廃止され、活動に関する
学習内容やＱＯＬの理解は、生活活動としてとらえ、 「生活支援の方法」 や「行動・心理症状（
BPSD）の理解と支援」などに統合されました。
また、療法やアクティビティに関する内容は、実践リーダー研修の科目「認知症の専門的理解」
へ移動し、非薬物療法の理解を専門的な知識として理解するようにしました。

4点目は、「権利擁護の視点に基づく支援」 に、意思決定支援や認知症ケアの倫理の必要性や考
え方を移動し、認知症の人の権利擁護として一体的に学習できるようにし、30分の時間延⾧をし
ました。

5点目は、「家族者の理解と支援方法」 に、新たに 「様々な家族の声」 を知る内容を追加し、認
知症の本人同様、個々の家族の視点を理解する内容にしました。

6点目は、「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」はわかりやすく「生活支援の方法」に科目名が変更

10

それでは、カリキュラムごとの主な変更点について詳しく説明します。

1点目は、新たに 「認知症介護実践者研修の理解」 という科目が設けられました。実践リーダー
研修と同様に、研修全体の目的や方向性を理解し、受講者が 自己目標を設定する機会を提供します。
これにより、研修の意義が明確になり、受講者が 主体的に学びを進める基盤 を形成する科目とな
ります。

2点目に、「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」のうち、意思決定支援と認知症ケアの倫
理は権利擁護の視点に基づく支援に移動して、内容を整理し、30分、時間を短縮しました。
また、認知症基本法の考え方を反映し、認知症の人の尊厳と個別性を重視する視点を強化し、科

目名も目的を踏まえて「認知症ケアの理念」に変更しました。

3点目に、「QOLを高める活動と評価の観点」 は、単独の科目としては廃止され、活動に関する
学習内容やＱＯＬの理解は、生活活動としてとらえ、 「生活支援の方法」 や「行動・心理症状（BPSD）
の理解と支援」などに統合されました。
また、療法やアクティビティに関する内容は、実践リーダー研修の科目「認知症の専門的理解」

へ移動し、非薬物療法の理解を専門的な知識として理解するようにしました。

4点目は、「権利擁護の視点に基づく支援」 に、意思決定支援や認知症ケアの倫理の必要性や考
え方を移動し、認知症の人の権利擁護として一体的に学習できるようにし、30分の時間延長をし
ました。

5点目は、「家族者の理解と支援方法」 に、新たに 「様々な家族の声」 を知る内容を追加し、認知
症の本人同様、個々の家族の視点を理解する内容にしました。

6点目は、「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」はわかりやすく「生活支援の方法」に科目名が変
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Ⅵ．「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」意思決定支援による社会生活支援を強化

Ⅲ．「QOLを高める活動と評価の観点」科目を移動統合し、単独科目は廃止

Ⅱ．「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」に基本法の考え方を反映

Ⅰ．「認知症介護実践者研修の理解」を新設

実践者研修カリキュラム改定のポイント

・「認知症の人」の理解を踏まえた、認知症の理解を強化
・認知症基本法の考え方の理解を強調

・非薬物的介入など療法、活動の理解は実践リーダーへ
・QOLを高める活動と評価は、生活の質、生活とは、生活の評価視点として「生活支援の方法」へ

・実践リーダーと揃え、自己目標の設定を挿入

・ 「生活支援のためのケアの演習Ⅰ 」を内容を端的に示した「生活支援の方法」へ改名
・日常生活+社会生活まで含めた生活の考え方と支援方法の理解を強調(就労、社会活動、参画支援の必要性
を追加）
・生活支援における、生活場面別の意思決定支援の具体的方法を強化
・生活支援における、生活場面別のコミュニケーション、環境支援に関する具体的方法の理解を強化
・３．認知症の人の生活環境づくり、４．中核症状の理解に基づくコミュニケーションの柱を整理し、各生
活場面での具体的な支援方法の理解として整理したため、300分から210分へ90分短縮

Ⅳ．「権利擁護の視点に基づく支援」に意思決定支援・認知症ケアの倫理を挿入

・ 「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」から、意思決定支援、認知症ケアの倫理に関する考え方
を移動して挿入

ⅤⅤ．． 「「家家族族者者のの理理解解とと支支援援方方法法」」にに家家族族のの声声をを追追加加

・認知症の当事者と同様、家族当事者の声を追加し、実状や心理の理解を促進

それでは、カリキュラムごとの主な変更点について詳しく説明します。

1点目は、新たに 「認知症介護実践者研修の理解」 という科目が設けられました。
実践リーダー研修と同様に、研修全体の目的や方向性を理解し、受講者が 自己目標を設定する機
会を提供します。これにより、研修の意義が明確になり、受講者が 主体的に学びを進める基盤 を
形成する科目となります。

2点目に、「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」のうち、意思決定支援と認知症ケアの倫理
は権利擁護の視点に基づく支援に移動して、内容を整理し、30分、時間を短縮しました。
また、認知症基本法の考え方を反映し、認知症の人の尊厳と個別性を重視する視点を強化し、科
目名も目的を踏まえて「認知症ケアの理念」に変更しました。

3点目に、「QOLを高める活動と評価の観点」 は、単独の科目としては廃止され、活動に関する
学習内容やＱＯＬの理解は、生活活動としてとらえ、 「生活支援の方法」 や「行動・心理症状（
BPSD）の理解と支援」などに統合されました。
また、療法やアクティビティに関する内容は、実践リーダー研修の科目「認知症の専門的理解」
へ移動し、非薬物療法の理解を専門的な知識として理解するようにしました。

4点目は、「権利擁護の視点に基づく支援」 に、意思決定支援や認知症ケアの倫理の必要性や考
え方を移動し、認知症の人の権利擁護として一体的に学習できるようにし、30分の時間延⾧をし
ました。

5点目は、「家族者の理解と支援方法」 に、新たに 「様々な家族の声」 を知る内容を追加し、認
知症の本人同様、個々の家族の視点を理解する内容にしました。

6点目は、「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」はわかりやすく「生活支援の方法」に科目名が変更

10

されました。
特に生活支援の範囲を社会生活まで広げ就労や社会活動、参画支援までを視野に入れた支援方法の理解に再
編しました。
また、意思決定支援の必要性の理解だけでなく、各生活場面ごとの意思決定支援の具体的な方法を学ぶ内容
を追加しました。
さらに、生活場面ごとのコミュニケーション方法や環境支援の具体的な方法の学習を強化し、生活支援の実
践力を向上する構成としました。
コミュニケーションの方法や環境支援の方法に関する学習項目を整理したことによって、研修時間を 300分
から210分に短縮しました。

10

更されました。特に生活支援の範囲を社会生活まで広げ就労や社会活動、参画支援までを視野に入
れた支援方法の理解に再編しました。
また、意思決定支援の必要性の理解だけでなく、各生活場面ごとの意思決定支援の具体的な方

法を学ぶ内容を追加しました。
さらに、生活場面ごとのコミュニケーション方法や環境支援の具体的な方法の学習を強化し、生

活支援の実践力を向上する構成としました。コミュニケーションの方法や環境支援の方法に関する
学習項目を整理したことによって、研修時間を 300 分から 210分に短縮しました。
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ⅨⅨ．． 「「学学習習成成果果のの実実践践展展開開とと共共有有」」をを3300分分延延長長

・中間実習であるインターバル期間後の報告時間を延長し、報告による共有機会の確保を促進

・ 認知症基本法を反映し、「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」に改名
・共生社会の実現を推進するための社会資源の理解や活用に変更
・日常生活支援から社会参加・参画支援に関する実践活動まで資源と活用に含む

・中間実習後、共生社会の推進に向けた地域支援の実際や展開方法の理解を総合科目として位置づけ、実習前に移動
・基本法の理念を踏まえた内容を強化するため、120分から150分へ30分延長

ⅩⅩ．． 「「アアセセススメメンントトととケケアアのの実実践践のの基基本本」」をを3300分分延延長長
・実習と連動する科目であり、アセスメント立案スキルの向上を目的に演習時間を十分に確保

Ⅷ．「 地域資源の理解とケアへの活用」基本法の考え方を反映

Ⅶ．「生活支援のためのケアの演習Ⅱ」生活の質を目的とした支援を強調

・ 「生活支援のためのケアの演習Ⅱ」を「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援」に改名
・実践的なBPSDケアの理解にとどまらず、生活の質を向上するための基本的ケアとしての位置づけを強調
・行動心理症状へのケアに特化した内容であり、総合科目ではなくなったため基本知識科目群に移動
・生活の質の評価に関する内容を整理し、240分から180分へ60分短縮

ⅪⅪ．． 「「職職場場実実習習課課題題のの設設定定」」をを6600分分延延長長

・実習に向けた実習課題や実習計画の策定時間を十分に確保するため

ⅫⅫ．． 「「職職場場実実習習評評価価」」 変変更更ななしし

・180分を標準とし現状維持だが、不足の場合は実状に応じて延長を任意で可能とする

7点目は、「生活支援のためのケアの演習Ⅱ」を、学習内容を反映したわかりやすい科目名に変更
し「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援」 という名称に変更しました。
BPSDへのケアに関する学習内容は変わりませんが、ＢＰＳＤの緩和だけでなく、生活の質向上を
目的としたケアであることを強調した内容を追加しました。
また、以前は、統合科目として研修後半に実施されていましたが、現在、ＢＰＳＤへのケアは、
認知症ケアの基本となってきているため、科目順番を前半の基本科目に移動しました。
さらに、生活の質の評価尺度の使用方法よりも評価視点の習得を重視した学習内容に整理し、研
修時間を240分から180分へと短縮しました。

8点目は、「 地域資源の理解とケアへの活用」を、認知症基本法の考え方を踏まえ、「共生社会
を推進する地域資源の理解と展開」へ改名しました。
学習内容についても、共生社会の実現を推進するため、共生社会を推進するための社会資源の理
解や社会活動・参画支援の展開の理解までを学習内容として再編しました。
科目の位置づけについても、講義演習科目の学習内容を総合的に理解する統合科目として後半に
配置しました。
研修時間は、内容の再編により120分から150分へ延⾧しました。

9点目は、「学習成果の実践展開と共有」について、取り組みの計画立案やインターバル期間中の
取り組みを報告し、受講者同士が共有する時間を延⾧しました。
10点目は、「アセスメントとケアの実践の基本」は実習に連動する科目であり、実習を円滑に進
めるための演習時間を増加し、研修時間を 30分延⾧しました。

11点目は、「職場実習の課題設定」は、職場実習に向けて、実習計画を作成する時間を十分に確
保するため、60分延⾧ しました。

最後に、「職場実習評価」については、大きな変更はありませんが、地域によって研修時間が不
足している場合は、延⾧することも可能としました。

11

7 点目は、「生活支援のためのケアの演習Ⅱ」を、学習内容を反映したわかりやすい科目名に変
更し「行動・心理症状（BPSD）の理解と支援」 という名称に変更しました。BPSDへのケアに関
する学習内容は変わりませんが、ＢＰＳＤの緩和だけでなく、生活の質向上を目的としたケアであ
ることを強調した内容を追加しました。
また、以前は、統合科目として研修後半に実施されていましたが、現在、ＢＰＳＤへのケアは、

認知症ケアの基本となってきているため、科目順番を前半の基本科目に移動しました。
さらに、生活の質の評価尺度の使用方法よりも評価視点の習得を重視した学習内容に整理し、研

修時間を 240分から 180分へと短縮しました。

8点目は、「 地域資源の理解とケアへの活用」を、認知症基本法の考え方を踏まえ、「共生社会
を推進する地域資源の理解と展開」へ改名しました。
学習内容についても、共生社会の実現を推進するため、共生社会を推進するための社会資源の

理解や社会活動・参画支援の展開の理解までを学習内容として再編しました。
科目の位置づけについても、講義演習科目の学習内容を総合的に理解する統合科目として後半

に配置しました。
研修時間は、内容の再編により 120分から 150分へ延長しました。

9点目は、「学習成果の実践展開と共有」について、取り組みの計画立案やインターバル期間中
の取り組みを報告し、受講者同士が共有する時間を延長しました。
10点目は、「アセスメントとケアの実践の基本」は実習に連動する科目であり、実習を円滑に

進めるための演習時間を増加し、研修時間を 30 分延長しました。

11点目は、「職場実習の課題設定」は、職場実習に向けて、実習計画を作成する時間を十分に
確保するため、60分延長 しました。
最後に、「職場実習評価」については、大きな変更はありませんが、地域によって研修時間が不

足している場合は、延長することも可能としました。
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（120））2日目
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アセスメントとケアの実践の基本（210）＊330分共生社会を推進するための地域資
源の理解と展開（150）

学習成果の実践
展開と共有(60)3日目

課題設定（240）課題設定（60）アセスメントとケアの実践の
基本（120）4日目

改定後

実践者研修日程案

（食事・入浴・排泄・生活管理・社会生活）

（コミュニケーション、環境支援、意思決定支援の展開）

【現在の日程】講義・演習24時間（1,440分）実習：課題設定240分、職場実習4週間、実習のまとめ180分

【改定日程案】講義・演習23時間（1,380分）実習：課題設定300分、職場実習4週間、実習のまとめ180分

カリキュラムの変更に伴って、実践者研修の流れもいくつかの変更があります
。
主な変更点は、現行カリキュラムの流れでは「生活支援のためのケアの演習2（
行動・心理症状）は、認知症ケアの基本に関するカリキュラムを総括するため
の総合科目として職場実習の前に位置づけられています。
改定後は、「共生社会を推進するための地域資源の理解と展開」が総合科目と
して位置づけられたことにより、行動・心理症状の理解と支援（「生活支援の
ためのケアの演習2（行動・心理症状））は、インターバル前の認知症ケアの基
本に関するカリキュラム群として最後に配置されました。
それ以外の大きな変更はありませんが、インターバル前にも学習成果の実践展
開と共有の時間が配置されており、インターバル期間中の取り組みについて準
備する時間を設けました。
日程については、各地域の実状に応じて調整して実施していると思いますので
、こちらの日程は標準的な研修の流れとして参考にしてください。
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R６ 実践者研修の方向性

11.. 認認知知症症基基本本法法のの考考ええ方方ををベベーースス

・認知症の人を含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性を尊重しつつ支え合
いながら共生する活力ある社会の実現

・認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるよう

①認知症の人の理解が前提
②本人の意思の尊重→意思決定支援の必要性だけではなく、具体的実践方法の理解
③家族当事者を理解する重要性→一般論だけでなく個別性や多様性の理解
④生活支援における範囲の拡大→日常生活から地域・社会生活（活動・就労）まで
⑤参加支援から参画支援の方法まで
⑥社会生活を可能とする制度・サービス・インフォーマル資源・しくみの理解と発想支援

22.. 実実践践ににつつななががるる学学習習をを((継継続続））

新たな知識や情報の獲得だけではなく、深く理解し、実践場面に生かす
技術や考え方を理解することが目標
知っている→わかる（理論・考え方・技術）→できる→実践できる

３３..指指導導ししややすすささ・・受受講講ししややすすささのの向向上上
・受講アクセシビリティと学習効果のバランス調整
・指導者の指導課題の解消

これらの変更点を踏まえ、認知症介護実践者研修の方向性についてお話しします。
今回の研修では、認知症基本法の考え方を基盤 とし、受講者の皆さんが 実践的なスキルを身につ
けやすい内容に再編しました。
より効果的な研修を実現するため、大きく 3つの方向性 を掲げています。
1つ目は、「認知症基本法の考え方をベースにする」ことです。
今回の研修では、「認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができるよう、認知症の人を
含めた国民一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら
共生する活力ある社会の実現」を目的としています。
そのために、改定された実践者研修では、次の6つの視点を特徴としています。
1つ目は、認知症の人の理解を深めること。
認知症の人の視点に立ち、単なる知識ではなく 具体的な実践方法 を学びます。
2つ目は、本人の意思決定を支援すること。
「意思決定支援が大切だ」と知っているだけではなく、実際の場面でどのように支援できるのか
、具体的な方法 を学んでいきます。
3つ目は、家族当事者の理解を深めること。
をしている家族の負担を軽減するだけでなく、それぞれの家庭の 多様性や個別性 に寄り添った支
援が求められています。
4つ目は、生活支援の範囲を広げること。
日常生活のサポートだけでなく、地域活動や就労支援など、社会生活の場面まで視野を広げてい
きます。
5つ目は、支援の在り方を「参加支援」から「参画支援」へと進化させること。
支援を受ける側ではなく、認知症の人自身が社会に積極的に関われるようにする ことを目指しま
す。
そして6つ目は、社会生活を可能にする制度やサービスの理解を深めることです。
地域の支え合いや、インフォーマルなネットワークを活用する力を身につけることで、柔軟な支
援が可能になります。
2つ目の方向性は、「実践につながる学習の継続」です。
この研修では、ただ新しい知識を学ぶだけではなく、
「知っている」 から 「わかる」へ、 「わかる」から 「できる」へ、 「できる」から 「実
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援が求められています。
4つ目は、生活支援の範囲を広げること。
日常生活のサポートだけでなく、地域活動や就労支援など、社会生活の場面まで視野を広げてい
きます。
5つ目は、支援の在り方を「参加支援」から「参画支援」へと進化させること。
支援を受ける側ではなく、認知症の人自身が社会に積極的に関われるようにする ことを目指しま
す。
そして6つ目は、社会生活を可能にする制度やサービスの理解を深めることです。
地域の支え合いや、インフォーマルなネットワークを活用する力を身につけることで、柔軟な支
援が可能になります。
2つ目の方向性は、「実践につながる学習の継続」です。
この研修では、ただ新しい知識を学ぶだけではなく、
「知っている」 から 「わかる」へ、 「わかる」から 「できる」へ、 「できる」から 「実
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践できる」へ 、
という流れを大切にします。
例えば、
認知症ケアに関する知識を学んだ後、「なぜそのケアが必要なのか?」を理解し、実際の現場で「どのよう
に実践するのか?」を考えながら学んでいきます。
このように、研修の中で学んだことを、実践につなげるためのプロセスを意識すること が重要です。
そして3つ目の方向性は、「指導しやすさ・受講しやすさの向上」です。
今回の研修では、受講しやすい環境を整えるために、
講義と演習のバランスを調整 し、学習効果が最大限発揮できるように検討しました。
また、指導者の指導上の課題を解消し、受講者が 無理なく学べることを目的としました。
これにより、皆さんがスムーズに学習を進め、実際の現場で活かせるスキルを習得できる 研修に改訂してい
ます。
最後に 今回の研修では、認知症基本法の考え方を基盤に、
•認知症の人の尊厳を守るための支援
•実践的なスキルの習得
•より受講しやすい研修環境の整備
この3つのポイントを重視しています。
これらを通じて、現場で即応できるスキルを身につけ、共生社会の実現に向けた認知症ケアを実践できる人
材の育成を目標としています。
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カカリリキキュュララムム別別変変更更点点

ここからは、カリキュラム別の目的や到達目標、学習時間、学習内容について
変更点と、指導上のヒントについて説明します。

14

ここからは、カリキュラム別の目的や到達目標、学習時間、学習内容について変更点と、指導
上のヒントについて説明します。
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認知症ケアを実践する者の役割と研修科目との関係性を踏ま

え、研修の概要を把握する。認知症介護の実践者として自己の

課題を確認し、研修における学習目標を明確にする。

認知症介護実践者研修の理解 60分認知症介護実践者研修の理解 60分

【到達目標】
１．認知症介護を実践する者の役割と研修科目との関連性を

踏まえて研修の概要を把握する。

２．認知症介護を実践する者として課題を認識し、研修に

おける学習目標を明確化できる。

【目的】

これまで認知症介護実践者研修には、受講者が研修の目的や内容を学習する機
会がありませんでしたが、認知症介護実践リーダー研修と同様に、本科目を新
設することにしました。
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１１．．認認知知症症介介護護実実践践者者のの役役割割
１）認知症介護実践者に必要な知識や技術

（備考）＊実践リーダー研修カリキュラムに準じ、実践者に必要な知識や技
術を理解する。

２２．．認認知知症症介介護護実実践践者者研研修修のの概概要要
１）研修の目的
２）研修の到達目標
３）カリキュラム全体の構成
４）カリキュラム別のねらいと概要

３３．．課課題題のの明明確確化化
１）課題の明確化
２）研修における学習目標の明確化

内容と備考

1の認知症介護実践者の役割では
受講者に、認知症介護実践者研修を修了したのちに期待される役割、そのため
に必要な知識・技術を理解してもらうことがねらいです。
研修全体の目的とも関連しますので、この研修の方向性を理解してもらうよう
にしてください。
2の認知症介護実践者研修の概要では、
研修の目的、到達目標、カリキュラム全体の構成、カリキュラム別のねらいと
概要を理解してもらい、一つ一つの授業の位置づけを明確にしたうえで授業を
受講できるようにすることをねらっています。
受講者に、到達目標をすべて達成すると研修の目的が達成される、到達目標を
達成できるように各科目が位置付けられているといった研修の構造を理解して
もらうことが必要です。
3の課題の明確化 では、
研修終了後に期待される役割や研修の概要を踏まえたうえで、研修における課
題を設定してもらうことを意図しています。
現状と研修の目的とのギャップを埋めるために、取り組んだり、習得したりす
る必要があることを課題と定義すると受講者が考えやすいでしょう。また、日
常の認知症ケア実践を振り返りながら考えられるとよいでしょう。
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認知症ケアの理念 150分認知症ケアの理念 150分

認知症の人が望む生活を実現するため、認知症ケアの歴史的変

遷や認知症ケアの理念、認知症の原因疾患、中核症状、行動・心

理症状（BPSD）の発症要因、認知症ケアの倫理や原則、認知症

の人の意思決定支援のあり方について理解を深める。

【旧目的】

【新目的】
認知症の人の理解を踏まえた、認知症の中核症状、行動・心理症
状（BPSD）、原因疾患等の正しい理解に基づいて認知症ケア理
念の重要性を理解する。

旧 認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援（180 分）では、認知症ケアの倫
理や、意思決定支援に関する学習内容が含まれていましたが、学習内容を整理
し、権利擁護の視点に基づく支援 に移動したため、目的からは除外しました
。
目的の改定や学習内容の整理に伴い、学習内容や目的を反映した「認知症ケア
の理念」に科目名を変更しました。

17

旧　認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援（180 分）では、認知症ケアの倫理や、意思決定
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目的の改定や学習内容の整理に伴い、学習内容や目的を反映した「認知症ケアの理念」に科目
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【【新新到到達達目目標標】】

１. 認知症だけにとらわれない人格や個別性、想いを理解し、有する能力
に応じた本人が望む生活を実現するケアの姿勢を身につける。

２. 認知症の原因疾患とその症状の特徴、中核症状、心理的特徴及び行
動・心理症状（BPSD）の発症要因について説明できる。

３. 認知症ケアの理念を理解し、認知症ケアの方向性とその意義を説明で
きる。

【【旧旧到到達達目目標標】】

１. 尊厳の保持、共生と予防、本人・家族視点の重視といった認知症ケアの理念
を理解し、その意義を説明できる。

２. 認知症の原因疾患とその症状の特徴、中核症状、心理的特徴及び行動・心理
症状（BPSD）の発症要因について説明できる。

３. 行動・心理症状（BPSD）にとらわれず、望む生活を実現するケアを行う姿
勢を身につける。

４. 認知症ケアの倫理原則について、活用の具体例を挙げることができる。

５. 意思決定支援のプロセスについて具体例を挙げることができる。

到達目標も同様に認知症ケアの倫理や、意思決定支援に関する学習目標を削除
しました。
新たに、認知症基本法の理念を踏まえ、認知症の人の個別性や、認知症だけで
はなく人間理解を強化するために、「認知症だけにとらわれない人格や個別性
、想いを理解し、有する能力に応じた本人が望む生活を実現するケアの姿勢を
身につける」ことを到達目標に追加しました。
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１１．．認認知知症症ケケアアのの理理念念とと我我がが国国のの認認知知症症施施策策
１）認知症ケアの歴史的変遷
２）認知症ケアの理念とその役割
３）パーソン・センタード・ケアの基本的な理解
４）認知症施策推進大綱の理解と実践者研修の位置づけ・意義

（備考）「共生」と「予防」の考え方について説明する。
（備考）加算との関連についても解説する。

２２．．認認知知症症にに関関すするる基基本本的的知知識識
１）認知症の人の声（非言語メッセージも含む）

（備考）・認知症の人の声をそのまま受け止めることの重要性を伝える。
２）認知症の定義・原因疾患と診断基準
３）認知症に間違えられやすい状態、MCI、若年性認知症
４）中核症状と有する能力の理解
５）行動・心理症状（BPSD）の理解

３３．．認認知知症症ケケアアのの倫倫理理
 １）認知症ケアの倫理の必要性
 ２）倫理的ジレンマの克服と倫理４原則

４４．．認認知知症症のの人人のの意意思思決決定定支支援援
 １）意思決定支援の必要性
 ２）意思決定支援の基本的考え方
 ３）意思決定支援のプロセスの理解
  （備考）「認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン」を配布し利用する。

５５．．自自己己課課題題のの設設定定
 ・これまでの自分自身のケアを振り返り、実践者研修での自己課題を設定する。

（旧）内容と備考

目的、到達目標の変更に伴い、学習内容についても、認知症ケアの倫理、認知
症の人の意思決定支援に関する学習項目は除外しました。
また、認知症介護実践者研修の理解の科目を新設したことにより、自己課題の
設定に関する学習項目は、認知症介護実践者研修の理解に移動し、削除しまし
た。
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301



20

１１．．認認知知症症のの人人のの理理解解
１）様々な認知症の人の声（非言語メッセージも含む）と暮らしの様子
２）周囲の人や社会への要望
（備考）
＊本人の声（態度や表情などの非言語的様子も含む）や暮らしの様子をそのまま受け止め、
疾患だけではなく、人間性や人格、ライフスタイルなどの全人的理解を深める。

＊年齢、認知症の重症度の違いによる様々な人の考えや想い、要望、暮らしの実状を知り、
個別性の理解を深める。

２２．．認認知知症症のの理理解解
１）認知症の定義
２）中核症状と行動・心理症状
３）原因疾患別の特徴
４）認知症に間違えられやすい状態、MCI、若年性認知症
５）中核症状と有する能力の理解

３３．．認認知知症症ケケアアのの理理念念
１）認知症ケアの変遷
２）共生社会の実現を推進するための認知症基本法の概要
３）認知症ケアの理念とその役割
４）パーソン・センタード・ケアの基本的な理解
（備考）共生社会の実現を推進するための基本法の目的や概要など、国の考え方を理解する

新 内容と備考

1の認知症の人の理解では、
受講者に、まず、認知症の前に、人の理解をしていこうとする姿勢を明確に示
すことを意図しています。本人の声をそのまま受け止め、人間性の理解を深め
られるようにします。
一部の人の声を、全ての認知症の人の意見としてとらえてしまうような、認知
症の人のイメージを固定するのではなく、年齢や認知症の重症度の違いによる
様々な人の考えや想い、要望、暮らしの実状を知り、個別性の理解を深めるこ
とをねらいます。
2の認知症の理解では、
認知症の定義や中核症状、行動心理症状、原因疾患の特徴など認知症について
の基本的な知識を理解することを意図しています。認知症によってできなくな
ることのみを知ると、それによる偏見が生じやすいことを念頭に、受講者には
、「中核症状はありながらも有する能力もある」といったように、できること
・できないことをそれぞれとらえることの重要性を理解してもらう必要があり
ます。
3の認知症ケアの理念では、
認知症ケアの変遷を知ったうえで、認知症基本法の概要やパーソンセンタード
ケアの理念の理解を意図しています。認知症施策を含めた歴史的な変遷の説明
は最低限にとどめ、認知症基本法の概要を理解できるようにします。また、認
知症ケアの理念が、ケアや人材育成、チームアプローチの指針になる土台とな
る考え方であり、理念を指針として認知症ケアを実施することの必要性を理解
できるようにします。
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単独科目は廃止し、内容を他科目へ移動
（旧 QOL を高める活動と評価の観点 120分）

単独科目は廃止し、内容を他科目へ移動
（旧 QOL を高める活動と評価の観点 120分）

認知症の人の心理的安定や QOL（生活・人生の質）向上を

目指す活動に関する基本的知識、展開例、評価の観点と方法に

ついて理解を深める。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人の心理的安定や QOL を向上するための活動の特
徴を理解する。

２．生活の中で行う、認知症の人一人ひとりに合った活動の重要
性を理解する。

３．活動の展開・評価の方法と PDCA サイクルを理解する。

QOL を高める活動と評価の観点 については、学習内容を整理し、「生活支援
の方法」、実践リーダー科目「認知症の専門的理解」へ学習内容を移動したた
め、単独科目としては廃止しました。
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QOL を高める活動と評価の観点　については、学習内容を整理し、「生活支援の方法」、実践リー
ダー科目「認知症の専門的理解」へ学習内容を移動したため、単独科目としては廃止しました。
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１１．．アアククテティィビビテティィのの基基礎礎的的知知識識とと展展開開
１）QOL を高める活動の意義
２）QOL を高める活動の種類と特徴
３）活動の導入に際しての基本的な考え方
４）活動の展開例（回想法、音楽療法、園芸療法、認知行動療法、リアリティオリエンテ

ーション等）
（備考）・認知症の人の意欲や個性に合わせた活動にすること、生活に溶け込んだ活

動とすることの重要性を説明する。
・実践事例を用いて説明する（ただし効果については「認知 症疾患診療ガイ

ドライン2017、編集；「認知症疾患診療ガイドライン」作成委員会」を
参考にする）。

２２．．心心理理療療法法ややアアククテティィビビテティィのの評評価価方方法法
１）評価の基本的考え方（アセスメントとアウトカム評価、定量評価と定性評価）
 （備考）実際に評価尺度を記入してみるワークを実施する。

 ２）評価尺度を利用する意義と限界
 ３）評価尺度の種類と選定
  （備考）数値の変化のみではなく、認知症の人の多面的な観察に基づく評価の重要性を
      理解する。
 ４）評価尺度を利用する際の留意点と実践場面でのPDCA サイクルの活用例

旧 内容と備考

実践リーダー研修「認知症の専門的理解」へ移動

「生活支援の方法」へ生活活動として移動

１のアクティビティの基礎的知識と展開の中のQOL を高める活動の意義や
QOL を高める活動の種類と特徴は、「行動・心理症状（BPSD）の理解と支
援」に移動し、活動に関する学習内容は生活活動として「生活支援の方法」
に移動しました。

また、療法やアクティビティの導入や評価方法に関する学習内容は、専門的な
内容として実践リーダー研修科目の「認知症の専門的理解」へ移動しました
。
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生活支援の方法 210分
（旧 生活支援のためのケアの演習１ 300分）

生活支援の方法 210分
（旧 生活支援のためのケアの演習１ 300分）

日常生活・社会生活における中核症状の影響を理解した上で、

認知症の人の意思を尊重し、有する能力に応じた生活の支援を

可能とする生活環境づくりやコミュニケーションの実践方法を

理解する。

【目的】

【到達目標】
１．日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）・社会生活に
おける生活と中核症状による影響を評価できる。

２．認知症の人の意思を尊重した日常生活・社会生活の支援方
法を理解する。

３．認知症の人の意思を尊重したコミュニケーションや生活環
境の支援方法を理解し実践できる。

旧 「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」は科目名がわかりにくいという声をふま
え、学習内容を端的に示した「生活支援の方法」へ改名しました。
科目の目的では、
生活支援における意思決定支援の必要性と、社会生活まで含めた生活支援の方
法の理解を追加しました。
到達目標についても、目的の変更をふまえ意思決定支援や社会生活の支援方法
の理解を追加しました。
また、実践方法の理解を深めることを目標に、生活場面別の意思決定支援の具
体的な方法やコミュニケーション、環境支援に関する具体的な方法の理解を強
調しました。
研修時間についても、認知症の人の生活環境づくりと中核症状の理解に基づく
コミュニケーションの柱を整理し、各生活場面での具体的な支援方法の学習項
目に統合したため、300 分から210 分へ短縮しました。
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ンの柱を整理し、各生活場面での具体的な支援方法の学習項目に統合したため、300 分から 210 
分へ短縮しました。 	
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旧 内容と備考
１１．． 生生活活支支援援ののたためめののケケアア

１）生活支援のためのケアの理解

２２．．認認知知症症のの生生活活障障害害
１）中核症状と日常生活における困難の捉え方
２）生活上の困難と有する能力の評価方法
（備考）脳の障害によってできなくなっていること、分からなくなっていることを理解し、認知症の人が望む生活に近

づけるためにできることは何かを検討する。

３３．．認認知知症症のの人人のの生生活活環環境境づづくくりり
１）生活環境の理解
２）生活環境の評価視点
３）生活環境改善の具体的方法
（備考）生活や環境について改めて捉えなおす。

リスクの評価と対応も含む。

４４．．中中核核症症状状のの理理解解にに基基づづくくココミミュュニニケケーーシショョンン
１）コミュニケーションの基本知識
２）認知症の人のコミュニケーションの困難さと有 する能力の評価
３）認知症の人の有する能力に応じたコミュニケーションの工夫や留意点
４）これまでの自分自身のケアの振り返りと共有
（備考）演習を取り入れて体験的に学習する。

５５．．生生活活場場面面ごごととのの生生活活障障害害のの理理解解ととケケアア
１）生活場面（食事・入浴・排泄等）ごとに考えられる生活障害の理解とケア
２）これまでの自分自身のケアの振り返りと共有

旧科目の学習項目では、３の認知症の人の生活環境づくりと、４の中核症状の
理解に基づくコミュニケーションが独立した項目として設定されていたため
、学習内容が多く研修時間が不足するという声がありました。

そこで、この２つの学習は、５の生活場面ごとの生活障害の理解とケアへ統合
し、生活場面別の支援方法として具体的な実践方法を学習する内容に再編しま
した。
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２）生活環境の評価視点
３）生活環境改善の具体的方法
（備考）生活や環境について改めて捉えなおす。

リスクの評価と対応も含む。

４４．．中中核核症症状状のの理理解解にに基基づづくくココミミュュニニケケーーシショョンン
１）コミュニケーションの基本知識
２）認知症の人のコミュニケーションの困難さと有 する能力の評価
３）認知症の人の有する能力に応じたコミュニケーションの工夫や留意点
４）これまでの自分自身のケアの振り返りと共有
（備考）演習を取り入れて体験的に学習する。

５５．．生生活活場場面面ごごととのの生生活活障障害害のの理理解解ととケケアア
１）生活場面（食事・入浴・排泄等）ごとに考えられる生活障害の理解とケア
２）これまでの自分自身のケアの振り返りと共有

旧科目の学習項目では、３の認知症の人の生活環境づくりと、４の中核症状の
理解に基づくコミュニケーションが独立した項目として設定されていたため
、学習内容が多く研修時間が不足するという声がありました。

そこで、この２つの学習は、５の生活場面ごとの生活障害の理解とケアへ統合
し、生活場面別の支援方法として具体的な実践方法を学習する内容に再編しま
した。

24

25

１１．．生生活活支支援援のの方方向向性性
１）生活の考え方
２）尊厳ある自立生活を実現するための支援
（備考）＊基本的な生活行為から社会生活まで含む生活全般の考え方を踏まえた上で、生活支援方法を理解する。

２２．．認認知知症症にによよっってて起起ききややすすいい生生活活のの障障害害とと有有すするる能能力力
１）中核症状と日常生活・社会生活における困難や有する能力の捉え方
２）生活上の困難と有する能力の評価方法
（備考）＊認知機能の低下等による生活上のつまづきだけでなく、遂行可能な活動を理解するとともに、認知症の人が

望む生活に近づけるためにできることは何かを検討する。

３３．．日日常常生生活活（（食食事事・・入入浴浴・・排排泄泄・・生生活活管管理理等等））へへのの支支援援
１）日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場面における意思決定支援の方法
２）日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場面におけるコミュニケーションの方法
３）日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）場面における環境の理解と支援方法
（備考）＊認知機能の低下等による障害と、有する能力による遂行可能な活動に対する評価や支援方法を学習する。

＊「認知症の人の日常・社会生活支援における意思決定支援ガイドライン」を参考にし、意思決定支援のプロセスや
意思形成、意思表明、意思実現の具体的な支援方法について理解する。

４４．．社社会会生生活活（（活活動動・・交交流流・・就就労労等等））へへのの支支援援
１）社会生活（活動・交流・就労等）における意思決定支援の方法
２）社会生活（活動・交流・就労等）における活動支援の必要性と考え方
（備考）＊「認知症の人の日常・社会生活支援における意思決定支援ガイドライン」を参考にし、意思決定支援のプロセスや

意思形成、意思表明、意思実現の方法について基本的な考え方や必要性を理解する

新 内容と備考

１の生活支援の方向性では、
基本的な生活行為から社会生活まで含む生活全般の考え方を踏まえた上で、尊
厳ある自立生活を実現するための生活支援の考え方を学ぶ学習内容としていま
す。
２の認知症によって起きやすい生活の障害と有する能力では、
中核症状の影響によって日常生活・社会生活に困難さが生じることを理解し、
そのうえで有する能力を把握して生活の困難さやできることは何かを検討する
ことを意図しています。また望む生活に近づけるという観点も含めることとし
ています。
３の日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）への支援では
日常生活と社会生活に分類し、それぞれの場面における意思決定支援、環境支
援、コミュニケーションの具体的な方法を学習する構成としました。
４の社会生活（活動・交流・就労等）への支援では、
「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」科目にも一部の内容を含むため
、この科目では、演習等で理解を深めるのではなく、受講者が必要性と考え方
を理解することにとどめることとしています。

25

１の生活支援の方向性では、 
基本的な生活行為から社会生活まで含む生活全般の考え方を踏まえた上で、尊厳ある自立生活

を実現するための生活支援の考え方を学ぶ学習内容としています。 
２の認知症によって起きやすい生活の障害と有する能力では、 
中核症状の影響によって日常生活・社会生活に困難さが生じることを理解し、そのうえで有す

る能力を把握して生活の困難さやできることは何かを検討することを意図しています。また望む生
活に近づけるという観点も含めることとしています。 
３の日常生活（食事・入浴・排泄・生活管理等）への支援では 
日常生活と社会生活に分類し、それぞれの場面における意思決定支援、環境支援、コミュニケー

ションの具体的な方法を学習する構成としました。 
４の社会生活（活動・交流・就労等）への支援では、 
「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」科目にも一部の内容を含むため、この科目では、
演習等で理解を深めるのではなく、受講者が必要性と考え方を理解することにとどめることとして
います。 	
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権利擁護の視点に基づく支援 120分
（旧 権利擁護の視点に基づく支援 90分）

権利擁護の視点に基づく支援 120分
（旧 権利擁護の視点に基づく支援 90分）

権利擁護の観点から、認知症の人の意思決定支援の重要性や、

認知症の人の意思に基づく適切な支援方法を理解し、自分自身

の現状のケアを見直すとともに、身体拘束や高齢者虐待の防止

の意識を深める。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人の権利擁護を目的とした制度や考え方を理解する。

２．認知症の人にとって適切なケア、不適切なケアを理解する。

３．身体拘束や高齢者虐待を防止しその役割を担い実践できる。

権利擁護の視点に基づく支援の目的は、科目名、到達目標の変更ありません。
目的については、新たに、意思決定支援の重要性の理解を追加し、認知症の人
の権利擁護の学習を強化し、研修時間を30分延⾧しました。

26

権利擁護の視点に基づく支援の目的は、科目名、到達目標の変更ありません。
目的については、新たに、意思決定支援の重要性の理解を追加し、認知症の人の権利擁護の学

習を強化し、研修時間を 30分延長しました。
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権利擁護の視点に基づく支援 120分
（旧 権利擁護の視点に基づく支援 90分）

権利擁護の視点に基づく支援 120分
（旧 権利擁護の視点に基づく支援 90分）

権利擁護の観点から、認知症の人の意思決定支援の重要性や、

認知症の人の意思に基づく適切な支援方法を理解し、自分自身

の現状のケアを見直すとともに、身体拘束や高齢者虐待の防止

の意識を深める。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人の権利擁護を目的とした制度や考え方を理解する。

２．認知症の人にとって適切なケア、不適切なケアを理解する。

３．身体拘束や高齢者虐待を防止しその役割を担い実践できる。

権利擁護の視点に基づく支援の目的は、科目名、到達目標の変更ありません。
目的については、新たに、意思決定支援の重要性の理解を追加し、認知症の人
の権利擁護の学習を強化し、研修時間を30分延⾧しました。

26

27

１１．．権権利利擁擁護護のの基基本本的的知知識識
１）認知症の人の人権・権利とその擁護のための職員の役割
２）認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方
３）認知症ケアの倫理の必要性と考え方
４）介護保険法及び関連法規と権利擁護
５）認知症の人の権利擁護に資する制度（成年後見制度等）

２２．．権権利利侵侵害害行行為為ととししててのの高高齢齢者者虐虐待待とと身身体体拘拘束束
１）高齢者虐待防止法の概要
２）高齢者虐待・身体拘束の実態
３）高齢者虐待の背景
（備考）
＊養介護施設従事者等による高齢者虐待、養護者における高齢者虐待の両方を取り扱う。
養介護施設従事者等による高齢者虐待については、具体例等により詳細に学習する。

＊表面化していない虐待やその周辺の「グレーゾーン」行為についても取り上げる。

３３．．権権利利擁擁護護ののたためめのの具具体体的的なな取取りり組組みみ
１）介護サービスにおける権利侵害の捉え方と防止の考え方
２）権利侵害行為の防止のための具体的な方策
３）虐待等の事例が発生した場合の対応方法
（備考）＊権利擁護のための具体的な取り組みでは、具体的な方策や対応方法を学び、

受講者自身のケアの振り返りを行う。

新 内容と備考

1の 権利擁護の基本的知識では、
「認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方」「認知症ケアの倫理の必要性
と考え方」を追加しました。意思決定支援、倫理とも基本的な、「必要性と考
え方」に絞って理解を促すことを意図しています。
具体的な実践方法については、別科目「生活支援の方法」に含まれています。
また、介護保険法及び社会福祉法、老人福祉法、高齢者虐待防止法等は、最新
の情報を伝えてください。

2の権利侵害行為としての高齢者虐待と身体拘束では、旧カリキュラムと同様の
内容となります。
「グレーゾーン」の行為については、具体的事例を例示し、受講者が日々の「
グレーゾーン」にあるケアを振り返り、不適切なケアが放置されたり助⾧され
たりすることで虐待に結びついていくことを理解したうえで、次の３.権利擁護
のための具体的な取り組みへつなげていきます。

３の 権利擁護のための具体的な取り組みは、
内容等大幅な変更はありません。
受講者が日々のケアを振り返り、権利侵害行為の防止と虐待等の事例が発生し
た場合の具体的な対応について考えられるような工夫が大切です。

27

1 の 権利擁護の基本的知識では、 
「認知症の人の意思決定支援の必要性と考え方」「認知症ケアの倫理の必要性と考え方」を追加
しました。意思決定支援、倫理とも基本的な、「必要性と考え方」に絞って理解を促すことを意図
しています。 
具体的な実践方法については、別科目「生活支援の方法」に含まれています。
また、介護保険法及び社会福祉法、老人福祉法、高齢者虐待防止法等は、最新の情報を伝えて

ください。 

2の権利侵害行為としての高齢者虐待と身体拘束では、旧カリキュラムと同様の内容となります。 
「グレーゾーン」の行為については、具体的事例を例示し、受講者が日々の「グレーゾーン」に
あるケアを振り返り、不適切なケアが放置されたり助長されたりすることで虐待に結びついていく
ことを理解したうえで、次の３. 権利擁護のための具体的な取り組みへつなげていきます。 

３の 権利擁護のための具体的な取り組みは、
内容等大幅な変更はありません。 
受講者が日々のケアを振り返り、権利侵害行為の防止と虐待等の事例が発生した場合の具体的

な対応について考えられるような工夫が大切です。 	
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家族介護者の理解と支援方法 90分
（旧 家族介護者の理解と支援方法（90 分）

家族介護者の理解と支援方法 90分
（旧 家族介護者の理解と支援方法（90 分）

介護する家族の支援を実践する上で、その家族の置かれて

いる状況や心理、介護負担の要因を理解し、必要な支援方法

が展開できる。

【目的】

【到達目標】
１．介護する家族の置かれている状況や心理を理解する。

２．家族の介護負担の要因を理解し、必要な支援方法が展開

できる。

３．介護保険施設・事業所等の介護職員等としての家族支援の

役割を理解する。

家族介護者の理解と支援方法については、目的、到達目標、研修時間に大きな
変更はありません。

28

家族介護者の理解と支援方法については、目的、到達目標、研修時間に大きな変更はありません。
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家族介護者の理解と支援方法 90分
（旧 家族介護者の理解と支援方法（90 分）

家族介護者の理解と支援方法 90分
（旧 家族介護者の理解と支援方法（90 分）

介護する家族の支援を実践する上で、その家族の置かれて

いる状況や心理、介護負担の要因を理解し、必要な支援方法

が展開できる。

【目的】

【到達目標】
１．介護する家族の置かれている状況や心理を理解する。

２．家族の介護負担の要因を理解し、必要な支援方法が展開

できる。

３．介護保険施設・事業所等の介護職員等としての家族支援の

役割を理解する。

家族介護者の理解と支援方法については、目的、到達目標、研修時間に大きな
変更はありません。

28

29

１１．．家家族族介介護護者者のの理理解解
１）高齢者世帯や在宅介護の実態
２）在宅で介護する家族を取り巻く課題
（備考）＊介護保険事業計画や国民生活基礎調査の結果などをもとに解説する。

＊歴史的背景とケア論としての在宅介護についても取り上げる。

２２．．家家族族介介護護者者のの心心理理
１）様々な家族介護者の声
２）家族介護者の介護負担の実態と評価
３）認知症の人を介護する家族の心理

（備考）＊認知症の人を支援する家族介護者の想いや要望について、複数の実際の声を知る。
＊介護者と被介護者の続柄や性別による介護者の心理についても取り上げる。
＊介護の肯定的側面についても取り上げる。

３３．．家家族族介介護護者者のの支支援援方方法法
１）認知症施策における介護者支援
２）介護保険施設・事業所等の役割
３）家族の介護負担の軽減に向けた専門職の役割
４）家族介護者支援のための具体的方法

（備考）＊個別演習により自分自身の役割を自覚する。

新 内容と備考

１の家族介護者の理解では、
旧カリキュラムにあった「認知症施策における在宅介護者支援」は、３の家族
介護者の支援方法、に移動し、在宅をとって、「認知症施策における介護者支
援」としました。

２の家族介護者の心理では、
「様々な家族介護者の声」を追加しました。複数の実際の声を取り上げて、家
族介護者について理解を深められるようにすることを意図しています。家族の
声を取り上げる方法は、ゲストスピーカーとして登壇を求める方法に限らず、
動画や資料等の活用も想定しています。いずれの方法でも複数の人の声を取り
上げ、様々な声があることの理解を深めるようにします。
家族介護者の続柄については、今の状況を反映していただくことが大切ですの
で、引き続き最新の国民生活基礎調査の結果を反映するようにして下さい。介
護の負担感に加え、介護の肯定的側面について加えておりますが、具体的には
演習にてこの点を取り上げていきます。

３の家族介護者の支援方法 では
「認知症施策における介護者支援」について、ここで説明するようにしました
。最新の認知症施策を踏まえ、地域の実情等も考慮しながら理解していただけ
るとよいでしょう。
演習は実施から報告、講師のまとめまでを考慮し十分時間が確保できるように
留意してください。居宅系サービスと入所系サービスでは家族支援の方法も異
なりますのでグループ構成や演習テーマなどで工夫が必要です。地域のインフ
ォーマルな社会資源も家族支援では重要な役割があります。全体のまとめなど
で触れ詳しくは、「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」の科目を担当
する講師と内容を打ち合わせしておくことを推奨します。

29

１の家族介護者の理解では、
旧カリキュラムにあった「認知症施策における在宅介護者支援」は、３の家族介護者の支援方法、

に移動し、在宅をとって、「認知症施策における介護者支援」としました。 

２の家族介護者の心理では、 
「様々な家族介護者の声」を追加しました。複数の実際の声を取り上げて、家族介護者について
理解を深められるようにすることを意図しています。家族の声を取り上げる方法は、ゲストスピー
カーとして登壇を求める方法に限らず、動画や資料等の活用も想定しています。いずれの方法でも
複数の人の声を取り上げ、様々な声があることの理解を深めるようにします。 
家族介護者の続柄については、今の状況を反映していただくことが大切ですので、引き続き最

新の国民生活基礎調査の結果を反映するようにして下さい。介護の負担感に加え、介護の肯定的側
面について加えておりますが、具体的には演習にてこの点を取り上げていきます。 

３の家族介護者の支援方法 では
「認知症施策における介護者支援」について、ここで説明するようにしました。最新の認知症施
策を踏まえ、地域の実情等も考慮しながら理解していただけるとよいでしょう。 
演習は実施から報告、講師のまとめまでを考慮し十分時間が確保できるように留意してくださ

い。居宅系サービスと入所系サービスでは家族支援の方法も異なりますのでグループ構成や演習
テーマなどで工夫が必要です。地域のインフォーマルな社会資源も家族支援では重要な役割があり
ます。全体のまとめなどで触れ詳しくは、「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」の科目を
担当する講師と内容を打ち合わせしておくことを推奨します。 	
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行動・心理症状（BPSD）の理解と支援 180分
（旧 生活支援のためのケアの演習２(行動・心理症状）240分）

行動・心理症状（BPSD）の理解と支援 180分
（旧 生活支援のためのケアの演習２(行動・心理症状）240分）

認知症の行動・心理症状（BPSD）が生じている認知症の人

に対して、行動の背景を理解した上で生活の質が高められるよ

うチームで支援できる。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人の行動の背景を洞察しケアを展開できる。

２．認知症の行動・心理症状（BPSD）に対してチームで

対応できる。

３．認知症の行動・心理症状（BPSD）にとらわれすぎず、

生活の質を高めるケアを検討できる。

旧科目名 「生活支援のためのケアの演習２(行動・心理症状）」がわかりづら
いという声をふまえて、「行動・心理症状の理解と支援」に変更しました。
目的、到達目標について大きな変更はありません。
引き続き、実践的なBPSDへのケアの理解にとどまらず、生活の質を向上するこ
とが重要であることを重視した科目となります。
科目の位置づけとして、行動心理症状（BPSD）のケアに特化した内容であるた
め、以前の統合科目としての位置づけから、基本科目としてとらえなおし、イ
ンターバルの前に実施することとしました。
学習内容について、生活の質の評価に関する内容を整理し、スリム化によって
、研修時間を240 分から180 分に短縮しました。
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旧科目名　「生活支援のためのケアの演習２(行動・心理症状）」がわかりづらいという声をふま
えて、「行動・心理症状の理解と支援」に変更しました。 
目的、到達目標について大きな変更はありません。
引き続き、実践的なBPSDへのケアの理解にとどまらず、生活の質を向上することが重要であ

ることを重視した科目となります。 
科目の位置づけとして、行動心理症状（BPSD）のケアに特化した内容であるため、以前の統合

科目としての位置づけから、基本科目としてとらえなおし、インターバルの前に実施することとし
ました。 
学習内容について、生活の質の評価に関する内容を整理し、スリム化によって、研修時間を

240 分から 180 分に短縮しました。 	
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行動・心理症状（BPSD）の理解と支援 180分
（旧 生活支援のためのケアの演習２(行動・心理症状）240分）

行動・心理症状（BPSD）の理解と支援 180分
（旧 生活支援のためのケアの演習２(行動・心理症状）240分）

認知症の行動・心理症状（BPSD）が生じている認知症の人

に対して、行動の背景を理解した上で生活の質が高められるよ

うチームで支援できる。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人の行動の背景を洞察しケアを展開できる。

２．認知症の行動・心理症状（BPSD）に対してチームで

対応できる。

３．認知症の行動・心理症状（BPSD）にとらわれすぎず、

生活の質を高めるケアを検討できる。

旧科目名 「生活支援のためのケアの演習２(行動・心理症状）」がわかりづら
いという声をふまえて、「行動・心理症状の理解と支援」に変更しました。
目的、到達目標について大きな変更はありません。
引き続き、実践的なBPSDへのケアの理解にとどまらず、生活の質を向上するこ
とが重要であることを重視した科目となります。
科目の位置づけとして、行動心理症状（BPSD）のケアに特化した内容であるた
め、以前の統合科目としての位置づけから、基本科目としてとらえなおし、イ
ンターバルの前に実施することとしました。
学習内容について、生活の質の評価に関する内容を整理し、スリム化によって
、研修時間を240 分から180 分に短縮しました。
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旧 内容と備考

１１．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの基基本本的的理理解解
１）行動・心理症状（BPSD）の捉え方
２）行動・心理症状（BPSD）のアセスメント視点
３）行動・心理症状（BPSD）のアセスメントに基づくケア
（備考）認知症の行動・心理症状（BPSD）については国際老年精神医学会が提唱した定義

を基にする。

２２．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの発発症症要要因因ととケケアアのの検検討討（（事事例例演演習習））
１） 基本的な介護技術
２） 主な症状の発症要因とケアの検討
（備考）複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケアを検討する。

３３．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの評評価価
１） 行動・心理症状（BPSD）の評評価価尺尺度度
２） 行動・心理症状（BPSD）の評価尺度を利用する際の留意点
（備考）３－２）は、行動・心理症状（BPSD）の軽減のみを目的としないことや、定量評

価と定性評価両方の重要性などを含める。

４４．．生生活活のの質質のの評評価価
１） 生活の質を評価することの意義
２） 生活の質の評評価価尺尺度度
３） 生活の質の評価尺度を利用する際の留意

旧 学習内容では、３の行動心理症状（BPSD）の評価、４の生活の質の評価に
おいて、評価尺度に関する理解が中心となっており、尺度の理解や学習に時間
を要するため、ケアの実践で必要な評価視点の理解に変更し、学習内容を整理
しました。

31

旧　学習内容では、３の行動心理症状（BPSD）の評価、４の生活の質の評価において、評価尺
度に関する理解が中心となっており、尺度の理解や学習に時間を要するため、ケアの実践で必要な
評価視点の理解に変更し、学習内容を整理しました。
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１１．．生生活活のの質質のの理理解解
１）生活の質の考え方
２）生活の質を評価する視点
３）生活の質と行動・心理症状（BPSD）の関係
４）生活の質を高めるケアの考え方

（備考）＊行動・心理症状（BPSD）の緩和が目的ではなく、生活の質を高めることが最終的な目的で
あることに留意する。

２２．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの基基本本的的理理解解
１）行動・心理症状（BPSD）の捉え方
２）行動・心理症状（BPSD）を評価する視点
３）行動・心理症状（BPSD）による生活への影響（日常生活・社会生活への影響）

（備考）＊認知症の行動・心理症状（BPSD）については国際老年精神医学会が提唱した定義を基にする。

３３．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））をを緩緩和和すするるケケアア方方法法のの理理解解
１）行動・心理症状(BPSD)を緩和するためのアセスメント視点
２）行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法（身体ケア、コミュニケーション、環境支援

、活動支援、チームケア）
（備考）＊アセスメントシートの紹介だけではなく、アセスメントの視点を理解する。障害だけではなく、

有する能力についてアセスメントおよび支援する視点を理解する

４４．．主主なな症症状状をを緩緩和和すするるケケアアのの検検討討（（事事例例演演習習））
・複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケア方法を検討する

新 内容と備考

１の生活の質の理解 では、
生活の質の考え方や、生活の質を評価する視点などについて説明し、行動・心
理症状の緩和が目的ではなく、生活の質を高めることが最終的な目的であるこ
との理解を深めることを意図しています。例えば、認知症の人のニーズを満た
すことで、以前より繰り返しの訴えが増えたといった場合、BPSD が増悪した
というよりも、以前より意欲が高まったととらえることができるかもしれませ
ん。同様にBPSD が軽減したように見えて、意欲が低減しているだけというこ
ともあるかもしれません。受講者が、生活の質と行動心理症状（BPSD）との関
係をとらえることの重要性を理解できるようにします。 生活の質を評価する評
価尺度の使い方の理解ではなく、評価尺度の評価項目を参考に、生活の質を評
価する際の視点を学習する内容にしています。
２の行動・心理症状（BPSD）の基本的理解 では、
行動・心理症状（BPSD）の捉え方及び評価する視点を知り、生活への影響（日
常生活・社会生活への影響）について理解を得ることを意図しています。
評価尺度を参考に、尺度の使い方よりも、行動心理症状の評価を行う上で必要
な視点を理解してもらうようにしています。
３の行動・心理症状（BPSD）を緩和するケア方法の理解 では
アセスメント視点と、アセスメントに基づくケアについて、理解を深めること
を意図しています。アセスメントシートの紹介だけではなく、アセスメントの
視点を理解するようにします。また、障害だけではなく、有する能力について
アセスメントおよび支援する視点も理解できるよう留意します。
４の主な症状を緩和するケアの検討（事例演習） では
複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケア方法を検討し、ここ
までの学習成果を実際の事例にどのように落とし込めばよいかを受講者が理解
できるようになることを意図しています。
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１の生活の質の理解 では、
生活の質の考え方や、生活の質を評価する視点などについて説明し、行動・心理症状の緩和が

目的ではなく、生活の質を高めることが最終的な目的であることの理解を深めることを意図してい
ます。例えば、認知症の人のニーズを満たすことで、以前より繰り返しの訴えが増えたといった場
合、BPSD が増悪したというよりも、以前より意欲が高まったととらえることができるかもしれ
ません。同様にBPSD が軽減したように見えて、意欲が低減しているだけということもあるかも
しれません。受講者が、生活の質と行動心理症状（BPSD）との関係をとらえることの重要性を理
解できるようにします。 生活の質を評価する評価尺度の使い方の理解ではなく、評価尺度の評価
項目を参考に、生活の質を評価する際の視点を学習する内容にしています。
２の行動・心理症状（BPSD）の基本的理解 では、
行動・心理症状（BPSD）の捉え方及び評価する視点を知り、生活への影響（日常生活・社会生

活への影響）について理解を得ることを意図しています。 
評価尺度を参考に、尺度の使い方よりも、行動心理症状の評価を行う上で必要な視点を理解し

てもらうようにしています。
３の行動・心理症状（BPSD）を緩和するケア方法の理解 では
アセスメント視点と、アセスメントに基づくケアについて、理解を深めることを意図しています。

アセスメントシートの紹介だけではなく、アセスメントの視点を理解するようにします。また、障
害だけではなく、有する能力についてアセスメントおよび支援する視点も理解できるよう留意しま
す。 
４の主な症状を緩和するケアの検討（事例演習） では
複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケア方法を検討し、ここまでの学習成果

を実際の事例にどのように落とし込めばよいかを受講者が理解できるようになることを意図してい
ます。 	
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１１．．生生活活のの質質のの理理解解
１）生活の質の考え方
２）生活の質を評価する視点
３）生活の質と行動・心理症状（BPSD）の関係
４）生活の質を高めるケアの考え方

（備考）＊行動・心理症状（BPSD）の緩和が目的ではなく、生活の質を高めることが最終的な目的で
あることに留意する。

２２．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの基基本本的的理理解解
１）行動・心理症状（BPSD）の捉え方
２）行動・心理症状（BPSD）を評価する視点
３）行動・心理症状（BPSD）による生活への影響（日常生活・社会生活への影響）

（備考）＊認知症の行動・心理症状（BPSD）については国際老年精神医学会が提唱した定義を基にする。

３３．．行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））をを緩緩和和すするるケケアア方方法法のの理理解解
１）行動・心理症状(BPSD)を緩和するためのアセスメント視点
２）行動・心理症状(BPSD)を緩和するケア方法（身体ケア、コミュニケーション、環境支援

、活動支援、チームケア）
（備考）＊アセスメントシートの紹介だけではなく、アセスメントの視点を理解する。障害だけではなく、

有する能力についてアセスメントおよび支援する視点を理解する

４４．．主主なな症症状状をを緩緩和和すするるケケアアのの検検討討（（事事例例演演習習））
・複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケア方法を検討する

新 内容と備考

１の生活の質の理解 では、
生活の質の考え方や、生活の質を評価する視点などについて説明し、行動・心
理症状の緩和が目的ではなく、生活の質を高めることが最終的な目的であるこ
との理解を深めることを意図しています。例えば、認知症の人のニーズを満た
すことで、以前より繰り返しの訴えが増えたといった場合、BPSD が増悪した
というよりも、以前より意欲が高まったととらえることができるかもしれませ
ん。同様にBPSD が軽減したように見えて、意欲が低減しているだけというこ
ともあるかもしれません。受講者が、生活の質と行動心理症状（BPSD）との関
係をとらえることの重要性を理解できるようにします。 生活の質を評価する評
価尺度の使い方の理解ではなく、評価尺度の評価項目を参考に、生活の質を評
価する際の視点を学習する内容にしています。
２の行動・心理症状（BPSD）の基本的理解 では、
行動・心理症状（BPSD）の捉え方及び評価する視点を知り、生活への影響（日
常生活・社会生活への影響）について理解を得ることを意図しています。
評価尺度を参考に、尺度の使い方よりも、行動心理症状の評価を行う上で必要
な視点を理解してもらうようにしています。
３の行動・心理症状（BPSD）を緩和するケア方法の理解 では
アセスメント視点と、アセスメントに基づくケアについて、理解を深めること
を意図しています。アセスメントシートの紹介だけではなく、アセスメントの
視点を理解するようにします。また、障害だけではなく、有する能力について
アセスメントおよび支援する視点も理解できるよう留意します。
４の主な症状を緩和するケアの検討（事例演習） では
複数の行動・心理症状（BPSD）について、発症要因とケア方法を検討し、ここ
までの学習成果を実際の事例にどのように落とし込めばよいかを受講者が理解
できるようになることを意図しています。
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学習成果の実践展開と共有 90分
（旧 学習成果の実践展開と共有 60分）

学習成果の実践展開と共有 90分
（旧 学習成果の実践展開と共有 60分）

認知症介護実践者研修におけるこれまでの学習成果を踏まえ、自施設・

事業所において認知症ケアを実践することにより、研修で得た知識を実践

において展開する際に生じる気づきや疑問・課題を明らかにする。それら

の自分自身の認知症ケア実践の課題や取り組みの方向性を検討し、他の受

講者と共有することにより、知識の活用に関する幅広い視点を得る。

【目的】

【到達目標】
１．本科目までの学習成果を実践に活用することができる。

２．自分と認知症の人のこれまでのかかわりのあり方を

振り返ることができる。

３．自分自身の認知症ケア実践の課題や取り組みの方向性

を明らかにすることができる。

学習成果の実践展開と共有の目的、到達目標について大きな変更はありません
。
研修時間については、インターバル前の準備時間を確保するため、30分延⾧し
、インターバル前とインターバル後に実施できるようにしました。
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学習成果の実践展開と共有の目的、到達目標について大きな変更はありません。
研修時間については、インターバル前の準備時間を確保するため、30分延長し、インターバル

前とインターバル後に実施できるようにしました。
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職職場場ににおおいいててのの取取りり組組みみ

１１．．認認知知症症のの人人本本人人のの声声をを聴聴くく（（自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践））
１）自施設・事業所のサービスを利用する認知症の人とのコミュニケーション
２）コミュニケーションの結果と結果からの学びの記録

（備考）・課題提示はオリエンテーション等の時間を利用して行う。
・認知症介護実践者研修におけるこれまでの学習成果を意識しながらコミュニケーショ
ンをとる。

２２．．事事例例収収集集（（自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践））
１） 前期研修を踏まえた認知症ケア実践
２） 実践結果と結果からの学びの記録

（備考）・実際の場面を具体的に記録する。
・原則として事例収集で協力を得る認知症の人は、職場実習で取り組む対象とする

３３．．中中間間課課題題のの発発表表とと共共有有
１）中間課題の成果の共有
２）上記１）による気づきをさらに共有

旧 内容と備考

学習内容について変更はありませんが、学習の流れに対応するよう学習項目を
整理し、シラバス上の表記を変更しました。

34

学習内容について変更はありませんが、学習の流れに対応するよう学習項目を整理し、シラバ
ス上の表記を変更しました。
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34

職職場場ににおおいいててのの取取りり組組みみ

１１．．認認知知症症のの人人本本人人のの声声をを聴聴くく（（自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践））
１）自施設・事業所のサービスを利用する認知症の人とのコミュニケーション
２）コミュニケーションの結果と結果からの学びの記録

（備考）・課題提示はオリエンテーション等の時間を利用して行う。
・認知症介護実践者研修におけるこれまでの学習成果を意識しながらコミュニケーショ
ンをとる。

２２．．事事例例収収集集（（自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践））
１） 前期研修を踏まえた認知症ケア実践
２） 実践結果と結果からの学びの記録

（備考）・実際の場面を具体的に記録する。
・原則として事例収集で協力を得る認知症の人は、職場実習で取り組む対象とする

３３．．中中間間課課題題のの発発表表とと共共有有
１）中間課題の成果の共有
２）上記１）による気づきをさらに共有

旧 内容と備考

学習内容について変更はありませんが、学習の流れに対応するよう学習項目を
整理し、シラバス上の表記を変更しました。

34

35

１１．．自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践のの準準備備
・前期研修での学びを踏まえた実践計画
（備考）＊前期研修の最後に３０分程度実施する。

２２．．自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践
１）自施設・事業所のサービスを利用する認知症の人とのコミュニケーション
２）コミュニケーションの結果と結果からの学びの記録
３）職場実習における対象事例の選定と情報収集

（備考）＊前期研修終了後から後期研修の開始までに実践すること。
＊課題提示はオリエンテーション等の時間を利用して行う。
＊認知症介護実践者研修におけるこれまでの学習成果を意識しながらコミュニケー
ションをとる。

＊実際の場面を具体的に記録する。
＊原則として事例収集で協力を得る認知症の人は、職場実習で取り組む対象とする。

３３．．自自施施設設・・事事業業所所ににおおけけるる実実践践のの報報告告
１）成果の共有
２）上記１）による気づきをさらに共有

（備考）＊後期研修の最初に6０分程度実施する。

新 内容と備考

旧学習項目では、事前計画に関する学習項目が不足しており、実践内容と実践
後の項目だけが記載されていたため、前期での計画準備、インターバル中の実
践、実践後の報告と共有に分けて実施手順に合わせた表記に変更しました。

学習成果の実践展開と共有（90分）の学習内容については、別冊「学習成果の
実践展開と共有 ガイドライン」を参照してください。

35

旧学習項目では、事前計画に関する学習項目が不足しており、実践内容と実践後の項目だけが
記載されていたため、前期での計画準備、インターバル中の実践、実践後の報告と共有に分けて実
施手順に合わせた表記に変更しました。

学習成果の実践展開と共有（90分）の学習内容については、別冊「学習成果の実践展開と共有 
ガイドライン」を参照してください。 
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共生社会を推進する地域資源の理解と展開 150分
（旧 地域資源の理解とケアへの活用 120分）

共生社会を推進する地域資源の理解と展開 150分
（旧 地域資源の理解とケアへの活用 120分）

関係職種、団体との連携による地域づくりやネットワークづく

り等を通じて、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮ら

すことができる共生社会の実現を推進するための地域資源の活用

の重要性が理解できる。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人にとっての地域資源の意味と介護職員等の役割を

理解する。

２．地域の資源を活用しながら認知症の人が尊厳を保持しつつ

希望を持って暮らすことができる共生社会に向けた地域での

取り組みを理解する。

３．居宅・施設サービスに限定されないインフォーマル・フォー

マルな地域資源を知り、ケアに活用する方法を理解する。

旧 地域資源の理解とケアへの活用は、認知症基本法の目的をふまえ「共生社
会の推進」を科目名に加え、「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」に
変更しました。
目的と到達目標についても、認知症基本法の目的や理念を踏まえて、認知症の
人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができる共生社会の実現に向け
た目的に変更しました。
また、地域資源の理解についても、居宅、施設サービスに限定されない、地域
全体のインフォーマル、フォーマルを含む、全ての社会資源の理解を学習する
こととしました。
研修時間については、基本法の理念を踏まえた学習の重点化を考慮し、十分な
学習時間を確保するため 30分延⾧し、150 分としました。

36

旧　地域資源の理解とケアへの活用は、認知症基本法の目的をふまえ「共生社会の推進」を科
目名に加え、「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」に変更しました。
目的と到達目標についても、認知症基本法の目的や理念を踏まえて、認知症の人が尊厳を保持

しつつ希望を持って暮らすことができる共生社会の実現に向けた目的に変更しました。
また、地域資源の理解についても、居宅、施設サービスに限定されない、地域全体のインフォー

マル、フォーマルを含む、全ての社会資源の理解を学習することとしました。
研修時間については、基本法の理念を踏まえた学習の重点化を考慮し、十分な学習時間を確保

するため　30分延長し、150 分としました。 
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共生社会を推進する地域資源の理解と展開 150分
（旧 地域資源の理解とケアへの活用 120分）

共生社会を推進する地域資源の理解と展開 150分
（旧 地域資源の理解とケアへの活用 120分）

関係職種、団体との連携による地域づくりやネットワークづく

り等を通じて、認知症の人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮ら

すことができる共生社会の実現を推進するための地域資源の活用

の重要性が理解できる。

【目的】

【到達目標】
１．認知症の人にとっての地域資源の意味と介護職員等の役割を

理解する。

２．地域の資源を活用しながら認知症の人が尊厳を保持しつつ

希望を持って暮らすことができる共生社会に向けた地域での

取り組みを理解する。

３．居宅・施設サービスに限定されないインフォーマル・フォー

マルな地域資源を知り、ケアに活用する方法を理解する。

旧 地域資源の理解とケアへの活用は、認知症基本法の目的をふまえ「共生社
会の推進」を科目名に加え、「共生社会を推進する地域資源の理解と展開」に
変更しました。
目的と到達目標についても、認知症基本法の目的や理念を踏まえて、認知症の
人が尊厳を保持しつつ希望を持って暮らすことができる共生社会の実現に向け
た目的に変更しました。
また、地域資源の理解についても、居宅、施設サービスに限定されない、地域
全体のインフォーマル、フォーマルを含む、全ての社会資源の理解を学習する
こととしました。
研修時間については、基本法の理念を踏まえた学習の重点化を考慮し、十分な
学習時間を確保するため 30分延⾧し、150 分としました。

36

37

旧 内容と備考

１１．．認認知知症症のの人人ににととっっててのの地地域域資資源源とと実実践践者者のの役役割割
１）「地域」の考え方
２）地域包括ケアシステム・地域共生社会と認知症ケア
３）認知症の人の生活と地域資源
４）介護職員等の地域での役割
（備考）・地域の定義を明確にする。

・実践事例を基に理解する。

２２．．イインンフフォォーーママルルなな地地域域資資源源活活用用
１）地域住民の認知症の理解
２）介護保険施設・事業所等での家族会の役割とその効果
３）インフォーマルな地域資源の活用の具体的方法

３３．．フフォォーーママルルなな地地域域資資源源活活用用
１）認知症施策の理解と連携
２）介護保険以外のフォーマルサービスの活用の具体的方法
（備考）一人暮らし高齢者への支援、セルフネグレクト状態の高齢者への支援等を多職種連

携の視点で検討する。

４４．．地地域域資資源源ととししててのの介介護護保保険険施施設設・・事事業業所所等等
１）介護保険施設・事業所等における地域連携事例、地域資源開発事例

２のインフォーマルな地域資源活用と３のフォーマルな地域資源活用 に関す
る学習項目を統合し、地域資源の活用として一体的に学習できるようにしまし
た。
また、４の地域資源としての介護保険施設・事業所等 における介護保険施設
・事業所等における地域連携事例、地域資源開発事例については、地域資源の
活用に関する学習内容に統合しました。

37

２のインフォーマルな地域資源活用と３のフォーマルな地域資源活用　に関する学習項目を統
合し、地域資源の活用として一体的に学習できるようにしました。
また、４の地域資源としての介護保険施設・事業所等　における介護保険施設・事業所等にお

ける地域連携事例、地域資源開発事例については、地域資源の活用に関する学習内容に統合しまし
た。
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38

１１．．共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするる地地域域資資源源とと実実践践者者のの役役割割
１）「共生社会」と「地域」の考え方
２）共生社会と認知症ケア
３）認知症の人の生活と地域資源

（備考）＊共生社会と地域の関係性を明確にする。
＊日常生活のサポートだけでなく、地域活動、社会活動への参加や参画、就労等
まで含む社会生活をサポートする必要性を理解する。

２２．．共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするる地地域域資資源源のの活活用用
１）介護保険・認知症施策等に基づくフォーマルな地域資源の理解と活用
２）インフォーマルな地域資源の理解と活用

（備考）＊認知症の人や認知症を正しく理解する活動の実践事例を理解する。
＊認知症の人の個性や能力に応じた地域・社会への参画や活動の場を提供
あるいは支援しているサービスや資源を理解する。

＊居宅・施設サービスに限らない介護保険施設・事業所等における地域資源間の
連携や展開方法を理解する

新 内容と備考

１の共生社会の実現を推進する地域資源と実践者の役割 では、
共生社会のあり方について、十分理解が得られるように学習項目を再編しまし
た。
従来より地域ケア、地域支援、地域包括ケアなど地域という枠組みでケアの方
向性が進められてきましたが、さらに共生社会との関係性について理解できる
ようにします。
また、認知症ケアを行う上で、共生社会はどのような意味をもつのか、関係性
について理解できるようにします。
そして、認知症の人が社会生活まで含めた生活を穏やかに送るうえで、地域資
源はどのような意味を持ち、なぜ必要なのか、認知症の人の生活と地域資源と
の関係性を整理して、理解できるようにします。
受講者が、日常生活のサポートだけでなく、地域活動、社会活動への参加や参
画、就労等まで含む社会生活をサポートする必要性を理解できるようにします
。
２の共生社会の実現を推進する地域資源の活用 では
受講者が、フォーマル、インフォーマル、両方の側面から、認知症の人や認知
症を正しく理解する活動の実践事例を理解できるようにします。
また、認知症の人の個性や能力に応じた地域・社会への参画や活動の場を提供
あるいは支援しているサービスや資源を理解できるようにします。
なお、旧 学習項目の 2の２の介護保険施設・事業所等での家族会の役割とそ
の効果 については、「家族介護者の理解と支援方法」科目に含まれているた
め、学習項目の表記を除外しました。
しかし、家族会の役割とその効果については、共生社会を推進していく地域資
源の１つとして、この科目の学習内容には含まれます。

38

１の共生社会の実現を推進する地域資源と実践者の役割 では、
共生社会のあり方について、十分理解が得られるように学習項目を再編しました。
従来より地域ケア、地域支援、地域包括ケアなど地域という枠組みでケアの方向性が進められ

てきましたが、さらに共生社会との関係性について理解できるようにします。
また、認知症ケアを行う上で、共生社会はどのような意味をもつのか、関係性について理解で

きるようにします。
そして、認知症の人が社会生活まで含めた生活を穏やかに送るうえで、地域資源はどのような

意味を持ち、なぜ必要なのか、認知症の人の生活と地域資源との関係性を整理して、理解できるよ
うにします。
受講者が、日常生活のサポートだけでなく、地域活動、社会活動への参加や参画、就労等まで

含む社会生活をサポートする必要性を理解できるようにします。 
２の共生社会の実現を推進する地域資源の活用 では
受講者が、フォーマル、インフォーマル、両方の側面から、認知症の人や認知症を正しく理解

する活動の実践事例を理解できるようにします。
また、認知症の人の個性や能力に応じた地域・社会への参画や活動の場を提供あるいは支援し

ているサービスや資源を理解できるようにします。
なお、旧　学習項目の　2の２の介護保険施設・事業所等での家族会の役割とその効果　につい

ては、「家族介護者の理解と支援方法」科目に含まれているため、学習項目の表記を除外しました。
しかし、家族会の役割とその効果については、共生社会を推進していく地域資源の１つとして、

この科目の学習内容には含まれます。 
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38

１１．．共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするる地地域域資資源源とと実実践践者者のの役役割割
１）「共生社会」と「地域」の考え方
２）共生社会と認知症ケア
３）認知症の人の生活と地域資源

（備考）＊共生社会と地域の関係性を明確にする。
＊日常生活のサポートだけでなく、地域活動、社会活動への参加や参画、就労等
まで含む社会生活をサポートする必要性を理解する。

２２．．共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするる地地域域資資源源のの活活用用
１）介護保険・認知症施策等に基づくフォーマルな地域資源の理解と活用
２）インフォーマルな地域資源の理解と活用

（備考）＊認知症の人や認知症を正しく理解する活動の実践事例を理解する。
＊認知症の人の個性や能力に応じた地域・社会への参画や活動の場を提供
あるいは支援しているサービスや資源を理解する。

＊居宅・施設サービスに限らない介護保険施設・事業所等における地域資源間の
連携や展開方法を理解する

新 内容と備考

１の共生社会の実現を推進する地域資源と実践者の役割 では、
共生社会のあり方について、十分理解が得られるように学習項目を再編しまし
た。
従来より地域ケア、地域支援、地域包括ケアなど地域という枠組みでケアの方
向性が進められてきましたが、さらに共生社会との関係性について理解できる
ようにします。
また、認知症ケアを行う上で、共生社会はどのような意味をもつのか、関係性
について理解できるようにします。
そして、認知症の人が社会生活まで含めた生活を穏やかに送るうえで、地域資
源はどのような意味を持ち、なぜ必要なのか、認知症の人の生活と地域資源と
の関係性を整理して、理解できるようにします。
受講者が、日常生活のサポートだけでなく、地域活動、社会活動への参加や参
画、就労等まで含む社会生活をサポートする必要性を理解できるようにします
。
２の共生社会の実現を推進する地域資源の活用 では
受講者が、フォーマル、インフォーマル、両方の側面から、認知症の人や認知
症を正しく理解する活動の実践事例を理解できるようにします。
また、認知症の人の個性や能力に応じた地域・社会への参画や活動の場を提供
あるいは支援しているサービスや資源を理解できるようにします。
なお、旧 学習項目の 2の２の介護保険施設・事業所等での家族会の役割とそ
の効果 については、「家族介護者の理解と支援方法」科目に含まれているた
め、学習項目の表記を除外しました。
しかし、家族会の役割とその効果については、共生社会を推進していく地域資
源の１つとして、この科目の学習内容には含まれます。

38

アセスメントとケアの実践の基本 330分
(旧 アセスメントとケアの実践の基本 300分）

アセスメントとケアの実践の基本 330分
(旧 アセスメントとケアの実践の基本 300分）

認知症の人の身体要因、心理要因、認知症の中核症状のアセスメント

を行い、具体的なニーズを導くことができるようアセスメントの基本的

視点を理解する。アセスメントを踏まえた目標の設定と、目標を実現す

るためのケアの実践計画の作成・立案・評価ができる。

【目的】

【到達目標】
１．支援過程における認知症の人のアセスメントの基本的視点を理解し、認知症

の人が望む生活とそれを阻む身体要因、心理要因、神経心理学的要因等を

明らかにすることができる。

２．認知症の人の望む生活像について事実を基に洞察し、その達成に向けた目標

を設定できる。

３．アセスメントに基づき、認知症の人の望む生活の実現に向けたケアの実践計画

を作成・立案・評価できる。

４．アセスメント及びケアの実践計画についてのケアカンファレンスを行うこと

ができる。

アセスメントとケアの実践の基本については、科目名、目的、到達目標につい
て変更はありません。
ただし、研修時間については、職場実習に直接つながる科目であり、アセスメ
ントや観察、計画作成を演習によって体得することが必要であり、十分な学習
時間が確保できるよう、30 分延⾧しました。

39

アセスメントとケアの実践の基本については、科目名、目的、到達目標について変更はありま
せん。
ただし、研修時間については、職場実習に直接つながる科目であり、アセスメントや観察、計

画作成を演習によって体得することが必要であり、十分な学習時間が確保できるよう、30 分延長
しました。 	
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40

１１．．認認知知症症のの人人ののアアセセススメメンントトのの基基礎礎的的知知識識
１）認知症の人の望む生活像設定の考え方
２）認知症の人のアセスメントにおけるニーズ抽出の考え方
（備考）＊アセスメントツールの解説ではなく、集めた情報を基にニーズや望む生活像を明確にする

プロセスについて学習する。

２２．．観観察察のの方方法法ととポポイインントト
１）認知症の人の背景を知るための観察の視点
２）観察と聴き取り技法及びその記録方法

３３．．アアセセススメメンントトのの実実際際（（事事例例演演習習））
・認知症の人の１事例をアセスメントし、ニーズ抽出を行う。
（備考）＊施設、在宅いずれの事例でもよい。

４４．．実実践践計計画画作作成成のの基基礎礎的的知知識識
１） ケアの実践計画における目標設定の方法
２） 具体的なケアの実践計画作成の基本視点と方法

５５．．実実践践計計画画作作成成のの展展開開（（事事例例演演習習））
・ケアカンファレンスによって、ケア計画を立案するプロセスを体験的に学ぶ。

６６．．実実践践計計画画のの評評価価
１）ケアの実践計画の評価視点
２）ケアの実践計画の評価方法

内容と備考

１の認知症の人のアセスメントの基礎的知識では、
具体的なアセスメントツールを解説するのではなく、認知症の人の望む生活像
の設定の考え方や認知症の人のアセスメントにおけるニーズ抽出の考え方につ
いて重きを置いて講義・演習を行うことを想定しています。課題事例を指導者
が準備し、この科目全体を通してその事例についてグループワークで取り組む
という方法もあります。
２の観察の方法とポイント では、
内容の変更はありません。
３のアセスメントの実際（事例演習） では
ニーズを抽出するまでの事例演習を想定しています。
４の実践計画作成の基礎的知識 では
認知症の人のアセスメントの基礎的知識、観察の方法とポイント 、アセスメ

ントの実際に関する学習内容を踏まえてケアの実践計画における目標設定の方
法、ケアの実践計画作成の基本視点と方法について学びます。
５の実践計画作成の展開（事例演習） では
アセスメントの実際、実践計画作成の基礎的知識での学習を踏まえて、計画

を立案するプロセスを学習することを想定しています。
６の実践計画の評価 では
５の実践計画作成の展開（事例演習）で実施済みであり、内容が重複している
ため、「カンファレンス」の要素は削除しました。

40

１の認知症の人のアセスメントの基礎的知識では、 
具体的なアセスメントツールを解説するのではなく、認知症の人の望む生活像の設定の考え方

や認知症の人のアセスメントにおけるニーズ抽出の考え方について重きを置いて講義・演習を行う
ことを想定しています。課題事例を指導者が準備し、この科目全体を通してその事例についてグルー
プワークで取り組むという方法もあります。 
２の観察の方法とポイント では、
内容の変更はありません。 
３のアセスメントの実際（事例演習） では
ニーズを抽出するまでの事例演習を想定しています。 
４の実践計画作成の基礎的知識 では
　認知症の人のアセスメントの基礎的知識、観察の方法とポイント 、アセスメントの実際に関

する学習内容を踏まえてケアの実践計画における目標設定の方法、ケアの実践計画作成の基本視点
と方法について学びます。 
５の実践計画作成の展開（事例演習） では
　アセスメントの実際、実践計画作成の基礎的知識での学習を踏まえて、計画を立案するプロ

セスを学習することを想定しています。 
６の実践計画の評価 では
５の実践計画作成の展開（事例演習）で実施済みであり、内容が重複しているため、「カンファ

レンス」の要素は削除しました。 
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40

１１．．認認知知症症のの人人ののアアセセススメメンントトのの基基礎礎的的知知識識
１）認知症の人の望む生活像設定の考え方
２）認知症の人のアセスメントにおけるニーズ抽出の考え方
（備考）＊アセスメントツールの解説ではなく、集めた情報を基にニーズや望む生活像を明確にする

プロセスについて学習する。

２２．．観観察察のの方方法法ととポポイインントト
１）認知症の人の背景を知るための観察の視点
２）観察と聴き取り技法及びその記録方法

３３．．アアセセススメメンントトのの実実際際（（事事例例演演習習））
・認知症の人の１事例をアセスメントし、ニーズ抽出を行う。
（備考）＊施設、在宅いずれの事例でもよい。

４４．．実実践践計計画画作作成成のの基基礎礎的的知知識識
１） ケアの実践計画における目標設定の方法
２） 具体的なケアの実践計画作成の基本視点と方法

５５．．実実践践計計画画作作成成のの展展開開（（事事例例演演習習））
・ケアカンファレンスによって、ケア計画を立案するプロセスを体験的に学ぶ。

６６．．実実践践計計画画のの評評価価
１）ケアの実践計画の評価視点
２）ケアの実践計画の評価方法

内容と備考

１の認知症の人のアセスメントの基礎的知識では、
具体的なアセスメントツールを解説するのではなく、認知症の人の望む生活像
の設定の考え方や認知症の人のアセスメントにおけるニーズ抽出の考え方につ
いて重きを置いて講義・演習を行うことを想定しています。課題事例を指導者
が準備し、この科目全体を通してその事例についてグループワークで取り組む
という方法もあります。
２の観察の方法とポイント では、
内容の変更はありません。
３のアセスメントの実際（事例演習） では
ニーズを抽出するまでの事例演習を想定しています。
４の実践計画作成の基礎的知識 では
認知症の人のアセスメントの基礎的知識、観察の方法とポイント 、アセスメ

ントの実際に関する学習内容を踏まえてケアの実践計画における目標設定の方
法、ケアの実践計画作成の基本視点と方法について学びます。
５の実践計画作成の展開（事例演習） では
アセスメントの実際、実践計画作成の基礎的知識での学習を踏まえて、計画

を立案するプロセスを学習することを想定しています。
６の実践計画の評価 では
５の実践計画作成の展開（事例演習）で実施済みであり、内容が重複している
ため、「カンファレンス」の要素は削除しました。

40

職場実習の課題設定 300分
（旧 職場実習の課題設定 240分）

職場実習の課題設定 300分
（旧 職場実習の課題設定 240分）

認知症の人が望む生活の実現に向けて、適切にアセスメント

を行い、課題と目標を明確にした上で、ケアの実践に関する計

画を作成することができる。

【目的】

【到達目標】
１．研修で学んだ内容を生かして、現状のケアを評価すること

ができる。

２．所属部署等に良い影響を及ぼすケア実践計画が作成できる。

３．認知症の人の望む生活像をアセスメントし、課題と目標を

明確にできる。

職場実習の課題設定については、科目名、目的、到達目標の変更はありません
。
研修時間については、実習に向けた実習課題や実習計画の策定時間を十分に確
保するため、60 分延⾧しました。

41

職場実習の課題設定については、科目名、目的、到達目標の変更はありません。
研修時間については、実習に向けた実習課題や実習計画の策定時間を十分に確保するため、60 

分延長しました。 	
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42

１１．．職職場場実実習習ののねねららいい
１）職場実習の意義
２）職場実習の全体像の理解
（備考）＊受講者は、事前課題として職場実習の対象者を２ 例程度準備する。

２２．．対対象象者者選選定定
１）対象者の選定
２）アセスメントを通じた課題の抽出
（備考）＊持参した課題事例についてアセスメントを個人で行い、グループ発表し助言をもらう。

３３．．課課題題設設定定
１）選定した対象者の課題に関する取組みの方向性の整理
２）職場実習の課題決定
（備考）＊持参した課題事例の望む生活像を個人で検討する。

４４．．４４週週間間のの行行動動計計画画のの作作成成
１）再アセスメントする項目の検討
２）ケア実践計画案の作成
３）職場実習の行動計画の立案
（備考）＊４週間の行動計画を個人で作成しグループで報告する。

職場に帰ってから再アセスメントが必要な点を整理する。
＊研修時間が不足する場合は、地域の実状に応じて任意に延長することが望ましい

内容と備考

１の職場実習のねらいでは
実践者研修で学習した内容を実践の場で展開し、実践的な力量を高めることを
意図したプログラムであることを受講者に十分理解してもらうようにします。
２の対象者選定 では
内容の変更はありません。対象者は、「学習成果の実践展開と共有」で選定し
た対象者の事例を想定しています。
３の課題設定 では
内容の変更はありません。
４の４週間の行動計画の作成では
再アセスメントする項目の検討とケア実践計画案の作成を行った上で、4 週間
の職場実習の行動計画を立案します。
実践者研修全体の学びを踏まえ、評価方法も含めたケア実践計画案となること
を想定しています。
評価については、認知症の本人の言動の変化の記録や、声掛けの回数、訴えの
回数、かかわりの回数、あるいは標準化された尺度による評価なども加えて総
合的な評価の実施を想定しています。

42

１の職場実習のねらいでは 
実践者研修で学習した内容を実践の場で展開し、実践的な力量を高めることを意図したプログ

ラムであることを受講者に十分理解してもらうようにします。 
２の対象者選定 では
内容の変更はありません。対象者は、「学習成果の実践展開と共有」で選定した対象者の事例を

想定しています。 
３の課題設定 では
内容の変更はありません。 
４の４週間の行動計画の作成では 
再アセスメントする項目の検討とケア実践計画案の作成を行った上で、4 週間の職場実習の行動

計画を立案します。 
実践者研修全体の学びを踏まえ、評価方法も含めたケア実践計画案となることを想定していま

す。 
評価については、認知症の本人の言動の変化の記録や、声掛けの回数、訴えの回数、かかわり

の回数、あるいは標準化された尺度による評価なども加えて総合的な評価の実施を想定しています。 
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42

１１．．職職場場実実習習ののねねららいい
１）職場実習の意義
２）職場実習の全体像の理解
（備考）＊受講者は、事前課題として職場実習の対象者を２ 例程度準備する。

２２．．対対象象者者選選定定
１）対象者の選定
２）アセスメントを通じた課題の抽出
（備考）＊持参した課題事例についてアセスメントを個人で行い、グループ発表し助言をもらう。

３３．．課課題題設設定定
１）選定した対象者の課題に関する取組みの方向性の整理
２）職場実習の課題決定
（備考）＊持参した課題事例の望む生活像を個人で検討する。

４４．．４４週週間間のの行行動動計計画画のの作作成成
１）再アセスメントする項目の検討
２）ケア実践計画案の作成
３）職場実習の行動計画の立案
（備考）＊４週間の行動計画を個人で作成しグループで報告する。

職場に帰ってから再アセスメントが必要な点を整理する。
＊研修時間が不足する場合は、地域の実状に応じて任意に延長することが望ましい

内容と備考

１の職場実習のねらいでは
実践者研修で学習した内容を実践の場で展開し、実践的な力量を高めることを
意図したプログラムであることを受講者に十分理解してもらうようにします。
２の対象者選定 では
内容の変更はありません。対象者は、「学習成果の実践展開と共有」で選定し
た対象者の事例を想定しています。
３の課題設定 では
内容の変更はありません。
４の４週間の行動計画の作成では
再アセスメントする項目の検討とケア実践計画案の作成を行った上で、4 週間
の職場実習の行動計画を立案します。
実践者研修全体の学びを踏まえ、評価方法も含めたケア実践計画案となること
を想定しています。
評価については、認知症の本人の言動の変化の記録や、声掛けの回数、訴えの
回数、かかわりの回数、あるいは標準化された尺度による評価なども加えて総
合的な評価の実施を想定しています。

42

職場実習（アセスメントとケアの実践） ４週間
（旧 職場実習（アセスメントとケアの実践）4週間）

職場実習（アセスメントとケアの実践） ４週間
（旧 職場実習（アセスメントとケアの実践）4週間）

研修で学んだ内容を生かして、認知症の人や家族のニーズを明

らかにするためのアセスメントができる。アセスメントの内容を

もとに、認知症の人の生活支援に関する目標設定、ケア実践計画

及びケアの実践を展開できる。

【目的】

【到達目標】
１．研修で学んだ内容を生かし、自施設・事業所を利用する

認知症の人のニーズをアセスメントできる。

２．認知症の人の生活の質の向上を目的にしたケア実践計画を

遂行できる。

３．ケア実践計画をもとに職場の理解を得ながら、認知症の人の

生活支援に関する実践が展開できる。

職場実習（アセスメントとケアの実践については、科目名、目的、到達目標、
研修時間に変更はありません。

43

職場実習（アセスメントとケアの実践については、科目名、目的、到達目標、研修時間に変更
はありません。
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44

１１．．実実習習のの準準備備
・職場内で研修中に作成したケア実践計画の理解を得るため説明を行う。
（備考）＊実習中の記録はすべてとる。

２２．．実実習習のの開開始始
・ケア実践計画に基づき計画的に実施する。

（備考）＊中間報告の頻度や方法は、研修実施主体の状況に応じて実施する。
＊中間報告の実施を推奨する。

１週目：再アセスメント実施、ケア実践計画案の修正
２週目：修正したケア実践計画に基づき実践

(中間報告の実施)
３週目：ケア実践計画に基づき実践
４週目：実践したケアの評価

・実践内容の振り返り
（備考）＊評価は、定量評価・定性評価両方を導入するよう計画する。

＊認知症の人が望む生活の実現に寄与したか考察する。

３３．．報報告告準準備備
・４週間の成果を評価し報告の準備を行う。

内容と備考

１の実習の準備では
内容の変更はありません。新カリキュラムにおいても倫理的配慮を徹底した上
で、実習に向けた準備をしてください。
２の実習の開始 では
4 週目には、実施したケアの評価を行うことを想定しています。備考欄にある
ように、受講者が認知症の人が望む生活の実現に寄与したかを
総合的に判断できるように指導することが望まれます。
総合的とは、観察記録だけではなく例えば、声掛けの回数、訴えの回数、かか
わりの回数、あるいは標準化された尺度による評価なども加えて総合的に評価
することを想定しています
研修の質の担保と進捗管理の観点から、中間報告の実施を推奨することをシラ
バスに明記しました。
３の報告準備では
内容の変更はありません。

44

１の実習の準備では 
内容の変更はありません。新カリキュラムにおいても倫理的配慮を徹底した上で、実習に向け

た準備をしてください。 
２の実習の開始 では
4 週目には、実施したケアの評価を行うことを想定しています。備考欄にあるように、受講者が

認知症の人が望む生活の実現に寄与したかを
総合的に判断できるように指導することが望まれます。 
総合的とは、観察記録だけではなく例えば、声掛けの回数、訴えの回数、かかわりの回数、あ

るいは標準化された尺度による評価なども加えて総合的に評価することを想定しています 
研修の質の担保と進捗管理の観点から、中間報告の実施を推奨することをシラバスに明記しま

した。 
３の報告準備では 
内容の変更はありません。 
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44

１１．．実実習習のの準準備備
・職場内で研修中に作成したケア実践計画の理解を得るため説明を行う。
（備考）＊実習中の記録はすべてとる。

２２．．実実習習のの開開始始
・ケア実践計画に基づき計画的に実施する。

（備考）＊中間報告の頻度や方法は、研修実施主体の状況に応じて実施する。
＊中間報告の実施を推奨する。

１週目：再アセスメント実施、ケア実践計画案の修正
２週目：修正したケア実践計画に基づき実践

(中間報告の実施)
３週目：ケア実践計画に基づき実践
４週目：実践したケアの評価

・実践内容の振り返り
（備考）＊評価は、定量評価・定性評価両方を導入するよう計画する。

＊認知症の人が望む生活の実現に寄与したか考察する。

３３．．報報告告準準備備
・４週間の成果を評価し報告の準備を行う。

内容と備考

１の実習の準備では
内容の変更はありません。新カリキュラムにおいても倫理的配慮を徹底した上
で、実習に向けた準備をしてください。
２の実習の開始 では
4 週目には、実施したケアの評価を行うことを想定しています。備考欄にある
ように、受講者が認知症の人が望む生活の実現に寄与したかを
総合的に判断できるように指導することが望まれます。
総合的とは、観察記録だけではなく例えば、声掛けの回数、訴えの回数、かか
わりの回数、あるいは標準化された尺度による評価なども加えて総合的に評価
することを想定しています
研修の質の担保と進捗管理の観点から、中間報告の実施を推奨することをシラ
バスに明記しました。
３の報告準備では
内容の変更はありません。

44

職場実習評価 180分
（旧 職場実習評価 180分）

職場実習評価 180分
（旧 職場実習評価 180分）

アセスメントやケア実践計画の実施結果を整理した上で、客観

的に評価、分析し職場及び自己の認知症ケアの今後の課題を明確

にすることができる。

【目的】

【到達目標】
１．実施したケア実践計画を整理し、他の受講者に伝えること

ができる。

２．他の受講者のケア実践計画が、認知症の人にとって有益な

ものであったか客観的に評価し助言することができる。

３．結果を分析し職場及び自己の認知症ケアの今後の課題を

明確にすることができる。

職場実習評価については、科目名、目的、到達目標、研修時間の変更はありま
せん。

45

職場実習評価については、科目名、目的、到達目標、研修時間の変更はありません。 	
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46

１１．．職職場場実実習習報報告告
１）目的、方法、結果、考察、今後の課題の報告
２）報告についてグループでの質疑応答
３）受講者間の相互評価並びに認知症介護指導者からの助言
（備考）＊単に要介護度の変化や認知機能の評価にならないよう、生活の質に関する評価

を行う。
＊６名程度のグループ報告を行い認知症介護指導者が司会進行を行う。

２２．．ケケアア実実践践計計画画のの評評価価
・報告内容の相互評価並びに認知症介護指導者からの助言をもとに、ケア実践
計画を見直し・修正し、今後の課題を明確にする。

（備考）＊相互評価、認知症介護指導者からの助言を受けた点について個人ワークで修正し
提出する。

３３．．職職場場へへのの報報告告とと展展開開
・職場実習と今後の取組み課題について整理し職場に報告し、研修成果について、
加算取得を含めた次の展開に結びつける。

（備考）＊研修成果を実践に活かすことによる加算取得や修了後の活動評価等について
説明し、認知症の人の生活の質向上のために展開していくことを意識づける。

＊研修時間が不足する場合は、地域の実状に応じて任意に延長することが望ましい

内容と備考

１の職場実習報告では 内容について変更はありません。
２のケア実践計画の評価では 内容について変更はありません。
３の職場への報告と展開では
実践者研修中に受講者同士で共有するだけでなく、研修終了後に、取り組みの
成果や課題も含め自身の職場でどのように活用するかを整理する時間を想定し
ています。
また、シラバス上は加算について言及してありますが、これは加算を取得する
ことを推奨する意図ではありません。しかし、加算は、実践研修を前提にその
成果を実践で生かすような施策的な措置と理解できますので、研修での成果を
実践に活かす形の一つとして活用できるでしょう。加算に限らず、受講者が研
修での学習成果を実践に活かすことをねらいとしています。

46

１の職場実習報告では　内容について変更はありません。 
２のケア実践計画の評価では　内容について変更はありません。 
３の職場への報告と展開では 
実践者研修中に受講者同士で共有するだけでなく、研修終了後に、取り組みの成果や課題も含

め自身の職場でどのように活用するかを整理する時間を想定しています。 
また、シラバス上は加算について言及してありますが、これは加算を取得することを推奨する

意図ではありません。しかし、加算は、実践研修を前提にその成果を実践で生かすような施策的な
措置と理解できますので、研修での成果を実践に活かす形の一つとして活用できるでしょう。加算
に限らず、受講者が研修での学習成果を実践に活かすことをねらいとしています。 
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46

１１．．職職場場実実習習報報告告
１）目的、方法、結果、考察、今後の課題の報告
２）報告についてグループでの質疑応答
３）受講者間の相互評価並びに認知症介護指導者からの助言
（備考）＊単に要介護度の変化や認知機能の評価にならないよう、生活の質に関する評価

を行う。
＊６名程度のグループ報告を行い認知症介護指導者が司会進行を行う。

２２．．ケケアア実実践践計計画画のの評評価価
・報告内容の相互評価並びに認知症介護指導者からの助言をもとに、ケア実践
計画を見直し・修正し、今後の課題を明確にする。

（備考）＊相互評価、認知症介護指導者からの助言を受けた点について個人ワークで修正し
提出する。

３３．．職職場場へへのの報報告告とと展展開開
・職場実習と今後の取組み課題について整理し職場に報告し、研修成果について、
加算取得を含めた次の展開に結びつける。

（備考）＊研修成果を実践に活かすことによる加算取得や修了後の活動評価等について
説明し、認知症の人の生活の質向上のために展開していくことを意識づける。

＊研修時間が不足する場合は、地域の実状に応じて任意に延長することが望ましい

内容と備考

１の職場実習報告では 内容について変更はありません。
２のケア実践計画の評価では 内容について変更はありません。
３の職場への報告と展開では
実践者研修中に受講者同士で共有するだけでなく、研修終了後に、取り組みの
成果や課題も含め自身の職場でどのように活用するかを整理する時間を想定し
ています。
また、シラバス上は加算について言及してありますが、これは加算を取得する
ことを推奨する意図ではありません。しかし、加算は、実践研修を前提にその
成果を実践で生かすような施策的な措置と理解できますので、研修での成果を
実践に活かす形の一つとして活用できるでしょう。加算に限らず、受講者が研
修での学習成果を実践に活かすことをねらいとしています。

46

47

7

３．認知症介護実践リーダー研修の変更点

これから、認知症介護実践研修の改定に関する解説をいたします。最後までご視聴いただくよう
よろしくお願いいたします。

この動画は、令和６年度に検討されました認知症介護実践研修の改定内容について、多くの関
係者の方々に知っていただくために作製した、周知用の配信動画です。

動画の構成は、３部から構成されています。

１部は、「研修改定の背景と概要」となっています。ここでは 研修を改定するまでの経緯
や背景、改定の進め方などを理解する内容となっています。

２部は、「認知症介護実践者研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキ
ュラム全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説しています。

３部は、「認知症介護実践リーダー研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間
、カリキュラム全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説して
います。

第3部では、「認知症介護実践者研修の変更点」について解説しています。

特に、認知症介護実践リーダー研修の目的、対象者、研修時間、カリキュラム全体の変更点に
ついて説明し、カリキュラム別解説では、シラバスに記載されている科目ごとの変更点について
カリキュラム別に解説します。

47

これから、認知症介護実践研修の改定に関する解説をいたします。最後までご視聴いただくよ
うよろしくお願いいたします。

この動画は、令和６年度に検討されました認知症介護実践研修の改定内容について、多くの関
係者の方々に知っていただくために作製した、周知用の配信動画です。
動画の構成は、３部から構成されています。

１部は、「研修改定の背景と概要」となっています。ここでは　研修を改定するまでの経緯や背景、
改定の進め方などを理解する内容となっています。
２部は、「認知症介護実践者研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキュラム

全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説しています。
３部は、「認知症介護実践リーダー研修の変更点」について、目的や対象者、研修時間、カリキュ

ラム全体の変更点の特徴、また、カリキュラム別の変更点について解説しています。

第 3部では、「認知症介護実践者研修の変更点」について解説しています。
特に、認知症介護実践リーダー研修の目的、対象者、研修時間、カリキュラム全体の変更点に

ついて説明し、カリキュラム別解説では、シラバスに記載されている科目ごとの変更点についてカ
リキュラム別に解説します。
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主な変更点と特徴新現行

基本法の目的や基本理念を反映
・認知症の人の理解を強調
・家族も含む基本法の理念に準拠し、
尊厳の保持と希望を持った暮らしを
強調
・体制の構築から、チームケアの推
進に変更
・共生社会の実現につながる地域に
修正
・実践リーダー全てが施策の中で役
割を担うことは困難であるため削除

本研修は、認知症の人についての正しい理解の
もと、本人・家族が尊厳を保持し、希望をもっ
て暮らすことができるよう認知症ケアにおける
チームケアを推進するための知識・技術を修得
するととともに、共生社会の実現に向けた地域
の認知症ケアの質向上ができるようになること
をねらいとする

認知症介護実践リーダー研修は、事業所全体
で認知症についての理解のもと、本人主体の
介護を行い、生活の質の向上を図るとともに、
行動・心理症状（BPSD）を予防できるチーム
ケアを実施できる体制を構築するための知
識・技術を修得すること及び地域の認知症施
策の中で様々な役割を担うことができるよう
になることをねらいとする

目的

変更なし

研修対象者は、介護保険施設、指定居宅サービ
ス事業者、指定地域密着型サービス事業者、指
定介護予防サービス事業者又は指定地域密着型
介護予防サービス事業者等において介護業務に
概ね５年以上従事した経験を有している者であ
り、かつ、ケアチームのリーダー又はリーダー
になることが予定される者であって、認知症介
護実践者研修を修了し１年以上経過している者
とする

研修対象者は、介護保険施設、指定居宅サー
ビス事業者、指定地域密着型サービス事業者、
指定介護予防サービス事業者又は指定地域密
着型介護予防サービス事業者等において介護
業務に概ね５年以上従事した経験を有してい
る者であり、かつ、ケアチームのリーダー又
はリーダーになることが予定される者であっ
て、認知症介護実践者研修を修了し１年以上
経過している者とする

対象者

・スリム化、統合により講義演習時
間を3時間減
・課題設定時間、職場実習のまとめ
については研修時間を短くし、240
分減＊ただし、地域の実状に応じて
延⾧を選択とする

講義・演習28時間(1,680分) 実習：課題設定
180分 職場実習４週間 実習のまとめ180分

講義・演習31時間(1,860分) 実習：課題設定
240分 職場実習４週間 実習のまとめ420分時間

実践リーダー研修の目的・対象者・時間 新旧対照

4
8

最初に、実践リーダー研修の目的、対象者、時間に関する変更点について説明します。

研修の目的については、

これまでの研修は、認知症についての理解を深め、本人と家族の生活の質を向上させること。ま
た、行動・心理症状、いわゆる B P S D の予防に取り組むチームケアの推進を目的としていまし
た。

今回の改定では、これに加え、「認知症の人の理解を前提とすること」 を明確にしました。

また「本人だけでなく、家族の希望や尊厳を重視する視点」を強調しています。

そして認知症基本法の理念を反映し、「共生社会の実現に向けた、地域全体の認知症ケアの方
向性」 を強化しました。

つまり、研修の目的は、本人中心のケアを重視しつつ、家族や地域全体を支えるケアへと拡大さ
れ、共生社会を意識した、地域社会全体への貢献を目指すよう変更されました。

研修の対象者については、大きな変更はありません。

研修時間については、効率化を目的として改定が行われました。

これまでの研修では、講義と演習が 31時間、1,860分、実習の課題設定が 240分でした。

改定後は、研修のスリム化と、内容の統合による効率化を重視し、講義と演習が 28時間、1,680
分に短縮され、実習の課題設定は 180分となりました。

しかし、職場実習の課題設定と実習評価については、地域の実情に応じて、延長可能とし、柔
軟に対応できるようにしました。

48

最初に、実践リーダー研修の目的、対象者、時間に関する変更点について説明します。
研修の目的については、
これまでの研修は、認知症についての理解を深め、本人と家族の生活の質を向上させること。ま

た、行動・心理症状、いわゆる B P S D の予防に取り組むチームケアの推進 を目的としていました。
今回の改定では、これに加え、「認知症の人の理解を前提とすること」 を明確にしました。
また「本人だけでなく、家族の希望や尊厳を重視する視点」 を強調しています。
そして認知症基本法の理念を反映し、「共生社会の実現に向けた、地域全体の認知症ケアの方向

性」 を強化しました。
つまり、研修の目的は、本人中心のケアを重視しつつ、家族や地域全体を支えるケアへと拡大

され、共生社会を意識した、地域社会全体への貢献を目指すよう変更されました。

研修の対象者については、大きな変更はありません。

研修時間については、効率化を目的として改定が行われました。
これまでの研修では、講義と演習が 31 時間、1,860 分、実習の課題設定が 240 分 でした。
改定後は、研修のスリム化と、内容の統合による効率化を重視し、講義と演習が 28 時間、1,680

分 に短縮され、実習の課題設定は 180 分 となりました。
しかし、職場実習の課題設定と実習評価については、地域の実情に応じて、延長可能とし、柔

軟に対応できるようにしました。
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主な変更点と特徴新現行

基本法の目的や基本理念を反映
・認知症の人の理解を強調
・家族も含む基本法の理念に準拠し、
尊厳の保持と希望を持った暮らしを
強調
・体制の構築から、チームケアの推
進に変更
・共生社会の実現につながる地域に
修正
・実践リーダー全てが施策の中で役
割を担うことは困難であるため削除

本研修は、認知症の人についての正しい理解の
もと、本人・家族が尊厳を保持し、希望をもっ
て暮らすことができるよう認知症ケアにおける
チームケアを推進するための知識・技術を修得
するととともに、共生社会の実現に向けた地域
の認知症ケアの質向上ができるようになること
をねらいとする

認知症介護実践リーダー研修は、事業所全体
で認知症についての理解のもと、本人主体の
介護を行い、生活の質の向上を図るとともに、
行動・心理症状（BPSD）を予防できるチーム
ケアを実施できる体制を構築するための知
識・技術を修得すること及び地域の認知症施
策の中で様々な役割を担うことができるよう
になることをねらいとする

目的

変更なし

研修対象者は、介護保険施設、指定居宅サービ
ス事業者、指定地域密着型サービス事業者、指
定介護予防サービス事業者又は指定地域密着型
介護予防サービス事業者等において介護業務に
概ね５年以上従事した経験を有している者であ
り、かつ、ケアチームのリーダー又はリーダー
になることが予定される者であって、認知症介
護実践者研修を修了し１年以上経過している者
とする

研修対象者は、介護保険施設、指定居宅サー
ビス事業者、指定地域密着型サービス事業者、
指定介護予防サービス事業者又は指定地域密
着型介護予防サービス事業者等において介護
業務に概ね５年以上従事した経験を有してい
る者であり、かつ、ケアチームのリーダー又
はリーダーになることが予定される者であっ
て、認知症介護実践者研修を修了し１年以上
経過している者とする

対象者

・スリム化、統合により講義演習時
間を3時間減
・課題設定時間、職場実習のまとめ
については研修時間を短くし、240
分減＊ただし、地域の実状に応じて
延⾧を選択とする

講義・演習28時間(1,680分) 実習：課題設定
180分 職場実習４週間 実習のまとめ180分

講義・演習31時間(1,860分) 実習：課題設定
240分 職場実習４週間 実習のまとめ420分時間

実践リーダー研修の目的・対象者・時間 新旧対照

4
8

最初に、実践リーダー研修の目的、対象者、時間に関する変更点について説明します。

研修の目的については、

これまでの研修は、認知症についての理解を深め、本人と家族の生活の質を向上させること。ま
た、行動・心理症状、いわゆる B P S D の予防に取り組むチームケアの推進を目的としていまし
た。

今回の改定では、これに加え、「認知症の人の理解を前提とすること」 を明確にしました。

また「本人だけでなく、家族の希望や尊厳を重視する視点」を強調しています。

そして認知症基本法の理念を反映し、「共生社会の実現に向けた、地域全体の認知症ケアの方
向性」 を強化しました。

つまり、研修の目的は、本人中心のケアを重視しつつ、家族や地域全体を支えるケアへと拡大さ
れ、共生社会を意識した、地域社会全体への貢献を目指すよう変更されました。

研修の対象者については、大きな変更はありません。

研修時間については、効率化を目的として改定が行われました。

これまでの研修では、講義と演習が 31時間、1,860分、実習の課題設定が 240分でした。

改定後は、研修のスリム化と、内容の統合による効率化を重視し、講義と演習が 28時間、1,680
分に短縮され、実習の課題設定は 180分となりました。

しかし、職場実習の課題設定と実習評価については、地域の実情に応じて、延長可能とし、柔
軟に対応できるようにしました。
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実践リーダ-研修カリキュラム新旧対照

21

時間数内容科目
１ 認知症介護実践リーダー研修総論

60分
・実践リーダーの役割
・実践リーダー研修の概要
・実践リーダーとしての課題の明確化

(1) 認知症介護実践リーダー研修の
理解

2 認知症の専門的知識

120分

・認知症施策の動向と共生社会の実現を推進する
ための認知症基本法の方向性（認知症施策の変遷、
共生社会の実現を推進するための認知症基本法設
立の経緯、理念と概要）・地域における認知症ケ
ア関連施策の展開

(1)施策の動向と地域展開

90分

１．認知症に関する理解 （・認知症の原因疾患
別の特徴（病態や症状、診断基準など）・原因疾
患別の生活への影響・認知症に起きやすい合併
症・若年性認知症の特徴）
２．医学的視点に基づいた介入（医師による認知
症の説明とその支援・原因疾患に応じた治療薬の
種類と特徴・行動心理症状（BPSD）に用いられ
ることがある薬物の主な作用機序と副作用、使用
方法・非薬物療法の方法と特徴（回想法,RO療法,
音楽療法などの療法や活動支援等）・認知症の人
のエンドオブライフケア

(2) 認知症の専門的理解

3 認知症ケアにおけるチームマネジメント

150分・チームにおけるストレスマネジメントの意義と
必要性・ストレスマネジメントの方法

(1) ストレスマネジメントの理論
と方法

180分
・チームにおけるカンファレンスの目的と意義・
カンファレンスを円滑に行うためのコミュニケー
ション・効果的なケアカンファレンスの展開

(2) カンファレンス(会議）の技
法と実践

240分

・チームマネジメントの基本的理解
・認知症ケアにおけるチームマネジメントの必要
性・認知症である入所者等の尊厳を保持した適切
な介護、行動・心理症状（BPSD）の出現・重症
化を予防するケアの基本的な考え方の理解（「認
知症チームケア推進研修」の内容）・認知症のチ
ームケアにおけるチームマネジメントの実践方法

(3) 認知症ケアにおけるチームマ
ネジメントの理論と方法

4 認知症ケアの指導方法

420分
・人材育成の意義と方法・職場内教育の意義と方
法・職場内教育（OJT）における指導技法・職場
内教育（OJT）の実践方法

(1) 職場内教育（OJT）の理論と方
法

420分
・介護目標設定 に関する指導（事例演習）
・アセスメントに関する指導（事例演習）
・生活の質を向上するケア方法に関する指導（事
例演習）・自己の指導の特徴の振り返り

(2) 認知症ケア指導の実践方法

5 認知症ケア指導実習
180分変更なし(1) 職場実習の課題設定
４ 週間変更なし(2) 職 場 実 習
180分変更なし(3) 結果報告/職場実習 評価

時間数内容科目
１ 認知症介護実践リーダー研修総論

90分
・実践リーダーの役割
・実践リーダー研修の概要
・実践リーダーとしての課題の明確化

(1) 認知症介護実践リーダー研修の理解

２ 認知症の専門知識

120分
・認知症に関する理解
・原因疾患別の捉え方のポイント
・医学的視点に基づいた介入
・認知症を取りまく社会的課題

(1) 認知症の専門的理解

210分
・認知症施策の変遷
・認知症施策の動向と認知症施策推進大綱の内
容
・地域における認知症ケア関連施策の展開

(2)施策の動向と地域展開

３ 認知症ケアにおけるチームケアとマネジメント

180分
・チームの意味や目的、種類
・チームの構築及び活性化するための運用方
法・チームの目標や方針の設定と展開方法

(1) チームケアを構築するリーダーの役
割

120分
・チームにおけるストレスマネジメントの意義
と必要性
・ストレスマネジメントの方法

(2) ストレスマネジメントの理論と方法

120分

・チームケアにおけるケアカンファレンスの目
的と意義・ケアカンファレンスを円滑に行うた
めのコミュニケーション
・効果的なケアカンファレンスの展開

(3) ケアカンファレンスの技法と実践

180分

・認知症ケアにおけるチームアプローチの意義
と必要性（まとめ）
・認知症ケアにおけるチームの種類と特徴
・施設・在宅での認知症ケアにおけるチームア
プローチの方法

(4) 認知症ケアにおけるチームアプロー
チの理論と方法

４ 認知症ケアの指導方法

240分
・人材育成における介護職員等のとらえ方
・指導者のあり方の理解・人材育成の意義と方
法・職場内教育の意義
・職場内教育（OJT）の実践方法

(1) 職場内教育の基本視点

240分
・職場内教育（OJT）における指導技法
・指導における活用と留意点

(2) 職場内教育（OJT）の方法の理解

360分

・食事・入浴・排泄等への介護に関する指導計
画（事例演習）・行動・心理症状（BPSD）への
介護に関する指導（事例演習）・アセスメント
及びケアの実践に関する計画立案の指導方法
（事例演習）・自己の指導の特徴の振り返り

(3) 職場内教育（OJT）の実践

５ 認知症ケア指導実習
240分(1)職場実習の課題設定
4週間(2) 職場実習

420分
(3) 結果報告/職場実習評価

【現在カリキュラム】 【改定案】

ここからは、認知症介護実践リーダー研修のカリキュラム全体について、主な変
更点を説明します。

スライドは、現在のカリキュラムと改定後のカリキュラムを比較したものです。

右側、改定案の赤字の部分が、変更点となります。また、時間については、増加
しているものは赤字、減少しているものは青字になっています。

大きな変更部分については、カリキュラム名の左側に星印をつけています。

主な変更点は、科目内容の統合、科目名の変更、内容の一部変更、時間の変
更、科目の実施順番の変更となります。

科目名の変更として
「ケアカンファレンスの技法と実践」は、「カンファレンス(会議
）の技法と実践」に名称が変更されました。
「チームケアを構築するリーダーの役割」と「認知症ケアにおける
チームアプローチの理論と方法」は、「認知症ケアにおけるチーム
マネジメントの理論と方法」に名称が変更されました。
職場内教育の基本視点と職場内教育（OJT）の方法の理解は、職場
内教育（OJT）の理論と方法に名称が変更されました。
職場内教育（OJT）の実践は、認知症ケア指導の実践方法に名称が
変更されました。
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ここからは、認知症介護実践リーダー研修のカリキュラム全体について、主な変更点を説明し
ます。
スライドは、現在のカリキュラムと改定後のカリキュラムを比較したものです。
右側、改定案の赤字の部分が、変更点となります。また、時間については、増加しているもの

は赤字、減少しているものは青字になっています。
大きな変更部分については、カリキュラム名の左側に星印をつけています。
主な変更点は、科目内容の統合、科目名の変更、内容の一部変更、時間の変更、科目の実施順

番の変更となります。

科目名の変更として
「ケアカンファレンスの技法と実践」は、「カンファレンス (会議）の技法と実践」に名称が変更
されました。
「チームケアを構築するリーダーの役割」と「認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方
法」は、「認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法」に名称が変更されました。
職場内教育の基本視点と職場内教育（OJT）の方法の理解は、職場内教育（OJT）の理論と方

法に名称が変更されました。
職場内教育（OJT）の実践は、認知症ケア指導の実践方法に名称が変更されました。

続いて、学習内容の追加や変更についてです。
「施策の動向と地域展開」は、従来、認知症施策推進大綱が中心でしたが、共生社会の実現を推
進するための認知症基本法を中心とした学習内容に変更しました。
認知症の専門的理解は、学習内容を整理し、認知症に関する理解と医学的視点に基づいた介入の

2つの柱に整理しました。また、ターミナルケアに関する学習内容をエンドオグライフケアの学習
内容に変更しました。
チームケアを構築するリーダーの役割と認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法を、

認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法に統合しました。認知症ケアにおけるチーム
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続いて、学習内容の追加や変更についてです。
「施策の動向と地域展開」は、従来、認知症施策推進大綱が中心でしたが
、共生社会の実現を推進するための認知症基本法を中心とした学習内容に
変更しました。
認知症の専門的理解は、学習内容を整理し、認知症に関する理解と医学的
視点に基づいた介入の2つの柱に整理しました。また、ターミナルケアに関
する学習内容をエンドオグライフケアの学習内容に変更しました。
チームケアを構築するリーダーの役割と認知症ケアにおけるチームアプロ
ーチの理論と方法を、認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方
法に統合しました。認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法
科目の学習内容に、認知症である入所者等の尊厳を保持した適切な介護、行
動・心理症状（BPSD）の出現・重症化を予防するケアの基本的な考え方の理解（
「認知症チームケア推進研修」の内容）を追加しました。
職場内教育の基本視点と職場内教育（OJT）の方法の理解を、職場内教育
（OJT）の理論と方法科目に統合しました。
認知症ケア指導の実践方法の学習内容を整理し、学習項目の表記を変更し
ました。
それ以外の科目については、大きな変更はありません。

続いて、科目時間の変更についてです。
学習内容の整理により、認知症介護実践リーダー研修の理解、施策の動向
と地域展開、認知症の専門的理解、職場実習の課題設定、職場実習評価に
ついては若干の減少となりますが、その他の科目については増加しました
。
なお、職場実習については、時間の変更はありません。

また、科目の配列については、認知症基本法の方向性を踏まえることを重
視し、施策の動向と地域展開、認知症の専門的理解の順番が変更されてい
ます。
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マネジメントの理論と方法科目の学習内容に、認知症である入所者等の尊厳を保持した適切な介護、
行動・心理症状（BPSD）の出現・重症化を予防するケアの基本的な考え方の理解（「認知症チー
ムケア推進研修」の内容）を追加しました。
職場内教育の基本視点と職場内教育（OJT）の方法の理解を、職場内教育（OJT）の理論と方

法科目に統合しました。
認知症ケア指導の実践方法の学習内容を整理し、学習項目の表記を変更しました。
それ以外の科目については、大きな変更はありません。

続いて、科目時間の変更についてです。
学習内容の整理により、認知症介護実践リーダー研修の理解、施策の動向と地域展開、認知症

の専門的理解、職場実習の課題設定、職場実習評価については若干の減少となりますが、その他の
科目については増加しました。
なお、職場実習については、時間の変更はありません。

また、科目の配列については、認知症基本法の方向性を踏まえることを重視し、施策の動向と
地域展開、認知症の専門的理解の順番が変更されています。
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続いて、学習内容の追加や変更についてです。
「施策の動向と地域展開」は、従来、認知症施策推進大綱が中心でしたが
、共生社会の実現を推進するための認知症基本法を中心とした学習内容に
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認知症の専門的理解は、学習内容を整理し、認知症に関する理解と医学的
視点に基づいた介入の2つの柱に整理しました。また、ターミナルケアに関
する学習内容をエンドオグライフケアの学習内容に変更しました。
チームケアを構築するリーダーの役割と認知症ケアにおけるチームアプロ
ーチの理論と方法を、認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方
法に統合しました。認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法
科目の学習内容に、認知症である入所者等の尊厳を保持した適切な介護、行
動・心理症状（BPSD）の出現・重症化を予防するケアの基本的な考え方の理解（
「認知症チームケア推進研修」の内容）を追加しました。
職場内教育の基本視点と職場内教育（OJT）の方法の理解を、職場内教育
（OJT）の理論と方法科目に統合しました。
認知症ケア指導の実践方法の学習内容を整理し、学習項目の表記を変更し
ました。
それ以外の科目については、大きな変更はありません。

続いて、科目時間の変更についてです。
学習内容の整理により、認知症介護実践リーダー研修の理解、施策の動向
と地域展開、認知症の専門的理解、職場実習の課題設定、職場実習評価に
ついては若干の減少となりますが、その他の科目については増加しました
。
なお、職場実習については、時間の変更はありません。

また、科目の配列については、認知症基本法の方向性を踏まえることを重
視し、施策の動向と地域展開、認知症の専門的理解の順番が変更されてい
ます。
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ⅢⅢ．． 「「チチーームムケケアアをを構構築築すするるリリーーダダーーのの役役割割」」とと「「認認知知症症ケケアアににおおけけるるチチーームムアアププロローーチチのの理理論論とと方方法法」」
をを統統合合しし、、224400分分へへ

ⅠⅠ．．「「認認知知症症のの専専門門的的理理解解」」ををススリリムム化化 112200分分かからら9900分分へへ

実践リーダー研修カリキュラム改定のポイント

・内容重複のため、科目を統合
・認知症ケアにおけるチームマネジメント手法の一環として、チームケア推進研修に準拠した学習内容を追加

・実践者研修との内容重複を鑑み、疾患や病態、治療薬等の知識を整理
・実践者研修科目「ＱＯＬを高める活動と評価の観点」科目より、非薬物的介入の意義と展開例を追加

ⅣⅣ．．「「職職場場内内教教育育のの基基本本視視点点」」とと「「職職場場内内教教育育（（OOJJTT））のの方方法法のの理理解解」」をを統統合合しし442200分分へへ

・人材育成科目として、基本視点、指導技法、指導計画法を統合
・１．人材育成の意義と方法２）指導における基本的態度を追加
・（備考）に「指導者の基本的な態度としてエンパワーメント視点や動機付けの重要性を理解する」を追加

ⅤⅤ．． 「「カカンンフファァレレンンスス((会会議議））のの技技法法とと実実践践」」をを112200分分かからら118800分分にに延延長長

ⅡⅡ．． 「「施施策策のの動動向向とと地地域域展展開開」」へへ基基本本法法をを反反映映

・認知症基本法の目的や理念の理解を強調

・変遷や経緯をスリム化し認知症施策推進大綱、基本法の理念と地域展開に焦点化したため、210分から120分へ短縮

・模擬カンファレンスの演習時間確保のため60分延長

ⅦⅦ．． 「「職職場場実実習習のの課課題題設設定定・・職職場場実実習習評評価価」」をを118800分分にに短短縮縮

・標準時間を短縮し、不足する場合は任意で延長可能なしくみとする

ⅥⅥ．． 「「認認知知症症ケケアア指指導導のの実実践践方方法法」」をを336600分分かからら442200分分にに延延長長

・実習の準備科目としての位置づけであり、十分な学習時間を確保するため60分延長

それでは、カリキュラムごとの主な変更点について詳しく説明します。

1点目は、「認知症の専門的理解」をスリム化し、研修時間を120分から90分へ短
縮しました。

この科目は、実践者研修と内容が重複している部分があるため、実践リーダー
に必要な学習内容に整理しました。

新たに、実践者研修の科目であった「Q O Lを高める活動と評価の観点」から、
非薬物的介入の意義や具体的な展開例を追加しました。

2点目は、「施策の動向と地域展開」について、認知症基本法の理念や目的、地
域展開の考え方 を強調しました。

施策の変遷や経緯の説明をスリム化し、認知症基本法に関する理解を中心とし
た内容へと再編したことにより、研修時間を210分から120分へ短縮しました。

3点目は、「チームケアを構築するリーダーの役割」と「認知症ケアにおけるチー
ムアプローチの理論と方法」を統合し、研修時間を240分に再編成 しました。

この統合により、認知症ケアにおけるチームマネジメントの手法を、より体系的に
学べるよう になりました。

また、チームケア推進研修の学習を追加し、実践リーダー研修の受講によって
認知症チームケア推進加算を取得できるようにしました。
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を強調しました。
施策の変遷や経緯の説明をスリム化し、認知症基本法に関する理解を中心とした内容 へと再編

したことにより、研修時間を 210分から 120分へ短縮しました。

3点目は、「チームケアを構築するリーダーの役割」と「認知症ケアにおけるチームアプローチ
の理論と方法」を統合し、研修時間を 240分に再編成 しました。
この統合により、認知症ケアにおけるチームマネジメントの手法を、より体系的に学べるよう 

になりました。
また、チームケア推進研修の学習を追加し、実践リーダー研修の受講によって認知症チームケ

ア推進加算を取得できるようにしました。

4点目は、「職場内教育の基本視点」と「職場内教育（O J T）の方法と理解」を統合し、研修
時間を 420分へと改定 しました。
指導技法と指導計画の立案方法に関する学習内容を統合的に学習できるようしました。
また、スタッフへのサポーティブな支援方法の理解を強調するため、エンパワーメント視点や

動機付けの重要性を備考欄に追加しました。

5点目は、「カンファレンス（会議）の技法と実践」科目について、カンファレンスのマネジメ
ント技法に関する演習時間を確保するため、研修時間を 120分から 180分へ延長しました。
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6 点目は、「認知症ケア指導の実践方法」について、実習に連動する演習時間を十分に確保する
ため、360分から 420分へと延長しました。

7点目は、「職場実習の課題設定」と「職場実習評価」について、研修時間が長いという声を踏
まえて、標準時間を 180分に短縮しました。
しかし、研修時間が足りないという声もあるため、不足する場合は、必要に応じて延長可能な

ことを備考に追加しました。
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PMAM

施策の動向と地域展開（210）
認知症の
専門的理
解（30）

認知症の専門的理解（90）
※計120分リーダー研修の理解（90）1日目

ケアカンファレンスの技法と
実践（120）

ストレスマネジメントの理論と方法
（120）チームケアを構築するリーダーの役割（180）2日目

職場内教育の基本視点（240）認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法
（180）3日目

職場内教育（OJT)の実践（180）※計360分職場内教育（OJT)の方法
の理解（60）職場内教育（OJT)の方法の理解（180）※計240分4日目

職場実習の課題設定（240）職場内教育（OJT)の実践（180）5日目

結果報告・職場実習評価（420）

PMAM

ストレスマネジメントの理論と方法（150）認知症の専門的理解
（90）施策の動向と地域展開（120）リーダー研修の理

解（60）1日目

認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法（240）カンファレンス（会議）の技法と実践（180）2日目

職場内指導（OJT)の理論と方法（240）職場内指導（OJT)の理論と方法（180））※計420分3日目

認知症ケア指導の実践方法(240)認知症ケア指導の実践方法(180)※計420分4日目

＊地域の実状によって任意に延⾧可能職場実習の課題設定（180）5日目

結果報告・職場実習評価（180）

実践リーダー研修日程案

改定後

現行日程（講義・演習31時間(1,860分) 実習：課題設定240分 職場実習４週間 実習のまとめ420分）

改定日程案（講義・演習28時間(1,680分) 実習：課題設定180分 職場実習４週間 実習のまとめ180分）

職場実習（４週間）

職場実習（４週間）

＊地域の実状によって任意に延⾧可能

カリキュラムの変更に伴って、研修の流れについても いくつかの変更があります。

主な変更点は、現行カリキュラムの流れでは「チームケアを構築するリーダーの役割」が、チームマネ
ジメント関連科目の導入科目として最初に配置されていましたが、
改定後は、ストレスマネジメントの理論と方法、カンファレンス（会議）の技法と実践科目の学習
後に、認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法を学習するようにしました。
チームマネジメント関連科目の統合科目として、ストレスマネジメントの理論と方法、カンファ
レンス（会議）の技法と実践での学習を踏まえて、実践的な学習科目として位置づけています。

また、職場内教育の基本視点と職場内教育（OJT)の方法の理解を統合し、職場内指導（OJT)の理論
と方法として、全ての学習が収まるようになり、1日間で学習可能な日程となりました。

そして、職場実習の課題設定と、職場実習評価については、3時間での学習を標準時間としましたが、必要
に応じて午後の時間まで延長可能な日程としました。

なお、日程については、各地域の実状に応じて調整して実施していると思いますので、こちらの日程は標
準的な研修の流れとして参考にしてください。
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52

11.. 認認知知症症ケケアアににおおけけるるチチーームムママネネジジメメンントト力力のの向向上上

チームづくりをどのように実践していくのかを理解し実践できることがリーダーに必要です。

22.. 認認知知症症ケケアアのの指指導導力力向向上上

００．．認認知知症症基基本本法法のの理理解解

RR６６ 実実践践リリーーダダーー研研修修のの方方向向性性

①目標の設定・統一・共有化・管理
②チームメンバーのストレス緩和→動機付け、エンパワーメント
③情報共有・意思決定の支援と促進→会議・コミュニケーション活性化
④チームマネジメントの実践方法の理解

①職場内指導の強化→実践者研修での学びを実践につなげる
②チーム内のスキル格差を解消する→チーム力向上
③認知症ケア技術の向上→実践者の体得を支援する
認知症ケアの指導手順・指導方法・評価方法を体験的に理解する

これらの変更点を踏まえ、認知症介護実践リーダー研修の方向性についてお話しします。

実践リーダー研修は、認知症基本法の理念を基盤とし、チームマネジメント力の向上と認知症ケアの指導力強化を重視
する内容として従来通りの方向性を継続しています。

実践リーダーには認知症基本法の理解が必須条件となります。

認知症基本法の理念を理解していることを踏まえ、

方向性の

1点目は、「認知症ケアにおけるチームマネジメント力を向上するこ」です。
今後も引き続き、チームづくりをどのように実践していくのかを理解し、実践できる力を養うことを目的としています。

そのために、次の4つの視点を重視しています。
1つ目は、目標の設定、統一、共有化、そして管理のスキルを高めること。
2つ目は、チームメンバーのストレス緩和や動機付けを行い、エンパワーメントを促すこと。
つまり、チーム内での良好な関係性を築くことで、メンバーが安心して働ける環境を整えることが重要です。

3つ目は、情報共有や意思決定の支援、そして促進の方法を学ぶこと。
つまり、チーム内の意思決定をスムーズに進めるために、会議の進め方やコミュニケーションの活性化について学んで
いきます。

4つ目は、チームマネジメントの実践方法について理解を深めること。
つまり、具体的な事例をもとに、認知症ケアにおけるチームケアについて、どのようにチームをまとめ、運営していくのか
を学びます。

2つ目の方向性は、「認知症ケアの指導力を向上すること」です。
リーダーとして、自分が認知症ケアを実践するだけでなく、チームメンバーへの指導を行うことも求められます。

そのために、次の4つの視点を重視しています。
1つ目は、職場内指導を強化し、実践者研修の学びを現場の実践につなげること。
2つ目は、チーム内のスキル格差を解消し、チームの総合力を向上させること。
3つ目は、認知症ケア技術の向上を支援すること。
4つ目は、認知症ケアの指導手順や指導方法、評価方法を体験的に理解すること。
このように、リーダー自身のスキルを高めるだけでなく、チーム全体の成長を促す指導力を強化することが、実践リーダ
ー研修に求められている学習内容となります。
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つまり、チーム内での良好な関係性を築くことで、メンバーが安心して働ける環境を整えることが重要です。

3つ目は、情報共有や意思決定の支援、そして促進の方法を学ぶこと。
つまり、チーム内の意思決定をスムーズに進めるために、会議の進め方やコミュニケーションの活性化について学んで
いきます。

4つ目は、チームマネジメントの実践方法について理解を深めること。
つまり、具体的な事例をもとに、認知症ケアにおけるチームケアについて、どのようにチームをまとめ、運営していくのか
を学びます。

2つ目の方向性は、「認知症ケアの指導力を向上すること」です。
リーダーとして、自分が認知症ケアを実践するだけでなく、チームメンバーへの指導を行うことも求められます。

そのために、次の4つの視点を重視しています。
1つ目は、職場内指導を強化し、実践者研修の学びを現場の実践につなげること。
2つ目は、チーム内のスキル格差を解消し、チームの総合力を向上させること。
3つ目は、認知症ケア技術の向上を支援すること。
4つ目は、認知症ケアの指導手順や指導方法、評価方法を体験的に理解すること。
このように、リーダー自身のスキルを高めるだけでなく、チーム全体の成長を促す指導力を強化することが、実践リーダ
ー研修に求められている学習内容となります。

52

カカリリキキュュララムム別別変変更更点点

ここからは、カリキュラム別の目的や到達目標、学習時間、学習内容に
ついて変更点と、指導上のヒントについて説明します。

53

ここからは、カリキュラム別の目的や到達目標、学習時間、学習内容について変更点と、指導
上のヒントについて説明します。
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チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーの役割とこの研修科

目との関係性を踏まえ、研修の概要を把握する。実践リーダーとしての

自己の課題を確認し、研修における学習目標を明確にする。

認知症介護実践リーダー研修の理解 60分
（旧 認知症介護実践リーダー研修の理解 90分）

認知症介護実践リーダー研修の理解 60分
（旧 認知症介護実践リーダー研修の理解 90分）

【到達目標】

１．実践リーダーの役割と研修科目との関連性を踏まえて研修の概要
を把握する。

２．実践リーダーとしての課題を認識し、研修における学習目標を明
確化できる。

【目的】

認知症介護実践リーダー研修の理解については、目的・到達目標の変更はあり
ませんが、研修全体の日程を調整したことにより、研修時間は90 分から60 分
に短縮しました。より効率的に実施できるように留意ください。

54

認知症介護実践リーダー研修の理解については、目的・到達目標の変更はありませんが、研修
全体の日程を調整したことにより、研修時間は 90 分から 60 分に短縮しました。より効率的に実
施できるように留意ください。 	
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チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーの役割とこの研修科

目との関係性を踏まえ、研修の概要を把握する。実践リーダーとしての

自己の課題を確認し、研修における学習目標を明確にする。

認知症介護実践リーダー研修の理解 60分
（旧 認知症介護実践リーダー研修の理解 90分）

認知症介護実践リーダー研修の理解 60分
（旧 認知症介護実践リーダー研修の理解 90分）

【到達目標】

１．実践リーダーの役割と研修科目との関連性を踏まえて研修の概要
を把握する。

２．実践リーダーとしての課題を認識し、研修における学習目標を明
確化できる。

【目的】

認知症介護実践リーダー研修の理解については、目的・到達目標の変更はあり
ませんが、研修全体の日程を調整したことにより、研修時間は90 分から60 分
に短縮しました。より効率的に実施できるように留意ください。

54

55

１１..実実践践リリーーダダーーのの役役割割
１）チームマネジメントにおける実践リーダーの役割
２）職場における指導
（備考）＊認知症ケアを推進するための実践リーダーの役割のポイントを知る。

２２..実実践践リリーーダダーー研研修修のの概概要要
１）研修の目的
２）研修の到達目標
３）カリキュラム全体の構成
４）カリキュラム別のねらいと概要
（備考）＊実践リーダー研修のねらいや科目のねらいと内容を理解する。
＊実習課題設定の内容と流れを理解する。

３３..実実践践リリーーダダーーととししててのの課課題題のの明明確確化化
１）実践リーダーとしての課題の明確化
２）研修における学習目標の明確化

（備考）＊自己の課題、学習目標を文章化する。

内容と備考

１の実践リーダーの役割 では、
チーム構築の表記をチームマネジメントに変更し、チームを構築するだけでなく、その後のマネ
ジメントも含めて役割を考えるような内容に変更しました。
２の実践リーダー研修の概要では、
内容の変更はありません。受講者が研修に望む上でのゴールがイメージできるよう、カリキュラ
ム間のつながりや、この研修で学んでほしいことが明確にわかるようにしてください。
また、職場実習の課題設定と実習の関係性についてわかりやすく説明してください。
特に、各科目と職場実習との関連性について理解を深め、研修全体の流れが理解できるようにし
てください。
３の実践リーダーとしての課題の明確化では
実践リーダーの役割や研修の概要を踏まえたうえで、受講者の課題や学習目標の設定を意図して
います。
「現状」と「研修の目的」とのギャップを「課題」として、また、課題を解消するための学習内
容を目標として考えると、受講者が考えやすいでしょう。
現状についても、日常行っている、自分のチームケア実践を振り返りながら考えられるとよいで
しょう。

55

１の実践リーダーの役割 では、
チーム構築の表記をチームマネジメントに変更し、チームを構築するだけでなく、その後のマ

ネジメントも含めて役割を考えるような内容に変更しました。 
２の実践リーダー研修の概要では、 
内容の変更はありません。受講者が研修に望む上でのゴールがイメージできるよう、カリキュ

ラム間のつながりや、この研修で学んでほしいことが明確にわかるようにしてください。
また、職場実習の課題設定と実習の関係性についてわかりやすく説明してください。
特に、各科目と職場実習との関連性について理解を深め、研修全体の流れが理解できるように

してください。 
３の実践リーダーとしての課題の明確化では 
実践リーダーの役割や研修の概要を踏まえたうえで、受講者の課題や学習目標の設定を意図し

ています。
「現状」と「研修の目的」とのギャップを「課題」として、また、課題を解消するための学習内
容を目標として考えると、受講者が考えやすいでしょう。
現状についても、日常行っている、自分のチームケア実践を振り返りながら考えられるとよい

でしょう。 	
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地域における認知症施策の展開例を通して認知症施策の動向

を理解し、「共生社会の実現を推進するための認知症基本

法」の理念を推進する展開方法を理解する。

施策の動向と地域展開 120分
（旧 施策の動向と地域展開 210分）

施策の動向と地域展開 120分
（旧 施策の動向と地域展開 210分）

【到達目標】

１．認知症施策の変遷を踏まえた認知症ケアに関連する施策の動向を
理解し、説明できる。

２．地域における認知症施策の具体的な展開方法を理解する。

【目的】

施策の動向と地域展開については、認知症基本法の理念を推進することを強調した目的
に変更しました。
特に、旧カリキュラムの目的では、「連携・参画」を目的としていましたが、全ての実
践リーダーが実行することは困難である現状から、「関係機関との連携・参画できる知
識を修得する」から、「『共生社会の実現を推進するための認知症基本法』の理念を推
進する展開方法を理解する」という表現に変更しました。
到達目標についても、「認知症施策の具体的な展開方法を理解する。」は、「地域にお
ける」という表現を追記し、意図を明確にしました。
この科目では、施策や制度の理解だけでなく、施策を踏まえた実際の活動を理解し、施
策や制度の展開方法が理解できるようになることが重要な目標となります。。
研修時間は認知症基本法の理念の理解を中心として、学習内容をスリム化し、210分か
ら120分に短縮しました。

56

施策の動向と地域展開については、認知症基本法の理念を推進することを強調した目的に変更
しました。
特に、旧カリキュラムの目的では、「連携・参画」を目的としていましたが、全ての実践リーダー

が実行することは困難である現状から、「関係機関との連携・参画できる知識を修得する」から、「『共
生社会の実現を推進するための認知症基本法』の理念を推進する展開方法を理解する」という表現
に変更しました。
到達目標についても、「認知症施策の具体的な展開方法を理解する。」は、「地域における」とい

う表現を追記し、意図を明確にしました。
この科目では、施策や制度の理解だけでなく、施策を踏まえた実際の活動を理解し、施策や制

度の展開方法が理解できるようになることが重要な目標となります。。
研修時間は認知症基本法の理念の理解を中心として、学習内容をスリム化し、210 分から 120

分に短縮しました。
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地域における認知症施策の展開例を通して認知症施策の動向

を理解し、「共生社会の実現を推進するための認知症基本

法」の理念を推進する展開方法を理解する。

施策の動向と地域展開 120分
（旧 施策の動向と地域展開 210分）

施策の動向と地域展開 120分
（旧 施策の動向と地域展開 210分）

【到達目標】

１．認知症施策の変遷を踏まえた認知症ケアに関連する施策の動向を
理解し、説明できる。

２．地域における認知症施策の具体的な展開方法を理解する。

【目的】

施策の動向と地域展開については、認知症基本法の理念を推進することを強調した目的
に変更しました。
特に、旧カリキュラムの目的では、「連携・参画」を目的としていましたが、全ての実
践リーダーが実行することは困難である現状から、「関係機関との連携・参画できる知
識を修得する」から、「『共生社会の実現を推進するための認知症基本法』の理念を推
進する展開方法を理解する」という表現に変更しました。
到達目標についても、「認知症施策の具体的な展開方法を理解する。」は、「地域にお
ける」という表現を追記し、意図を明確にしました。
この科目では、施策や制度の理解だけでなく、施策を踏まえた実際の活動を理解し、施
策や制度の展開方法が理解できるようになることが重要な目標となります。。
研修時間は認知症基本法の理念の理解を中心として、学習内容をスリム化し、210分か
ら120分に短縮しました。

56

57

１１..認認知知症症施施策策のの動動向向とと共共生生社社会会のの実実現現をを推推進進すするるたためめのの認認知知
症症基基本本法法のの方方向向性性
１）認知症施策の変遷
２）共生社会の実現を推進するための認知症基本法制定の経緯
３）共生社会の実現を推進するための認知症基本法のビジョン・目的と概要
４）認知症施策上の実践リーダー研修の位置づけ・意義
（備考）＊当該地域における施策の実践例を理解する。

＊認知症加算・認知症専門ケア加算等の解説を含む。

２２..地地域域ににおおけけるる認認知知症症ケケアア関関連連施施策策のの展展開開
１）認知症ケアの実践と施策の関係
２）全国における各地域での認知症施策の展開事例
３）地域における認知症施策の展開方法
（備考）＊共生社会の実現を推進するための認知症基本法の内容について、地域

での実践展開の方法を、演習等を通して理解する。

内容と備考

１の認知症施策の動向と共生社会の実現を推進するための認知症基本法の方向
性では、
施策の動向は「認知症施策の変遷」とし、概要の説明にとどめ、かたかっこ２
の共生社会の実現を推進するための認知症基本法制定の経緯や、かたかっこ３
の共生社会の実現を推進するための認知症基本法のビジョン・目的と概要を理
解したうえで、この研修の位置づけや意義を理解する構成としています。でき
るだけ、基本法の理念に基づいて、認知症に関する国の方向性や認知症介護の
専門家としての基本的な姿勢が理解できるようにしてください。
２の地域における認知症ケア関連施策の展開では、
地域における認知症施策の展開事例だけではなく、全国における各地域での認
知症施策の展開事例も紹介し、認知症施策の方向性を具体的に理解できるよう
再編しました。また、目的の変更に合わせて、「実践リーダーとして地域で何
ができるか」を考える演習から、「大綱、基本法の内容について、地域での実
践展開の方法を、演習等を通して理解する」内容に変更しました。
できるだけ、全国各地で実践されている活動事例を使用し、認知症基本法の理
念を具体的に理解できるようにしてください。
なお、全国での活動事例については、厚生労働省や経済産業省等のホームペー
ジでも紹介されていますので、詳しくは、「新カリキュラム改訂にともなう 各
科目シラバス変更のポイントと運用のヒント」の参考文献等を参考にしてくだ
さい。

57

１の認知症施策の動向と共生社会の実現を推進するための認知症基本法の方向性では、
施策の動向は「認知症施策の変遷」とし、概要の説明にとどめ、かたかっこ２の共生社会の実

現を推進するための認知症基本法制定の経緯や、かたかっこ３の共生社会の実現を推進するための
認知症基本法のビジョン・目的と概要を理解したうえで、この研修の位置づけや意義を理解する構
成としています。できるだけ、基本法の理念に基づいて、認知症に関する国の方向性や認知症介護
の専門家としての基本的な姿勢が理解できるようにしてください。 
２の地域における認知症ケア関連施策の展開では、 
地域における認知症施策の展開事例だけではなく、全国における各地域での認知症施策の展開

事例も紹介し、認知症施策の方向性を具体的に理解できるよう再編しました。また、目的の変更に
合わせて、「実践リーダーとして地域で何ができるか」を考える演習から、「大綱、基本法の内容に
ついて、地域での実践展開の方法を、演習等を通して理解する」内容に変更しました。 
できるだけ、全国各地で実践されている活動事例を使用し、認知症基本法の理念を具体的に理

解できるようにしてください。
なお、全国での活動事例については、厚生労働省や経済産業省等のホームページでも紹介され

ていますので、詳しくは、「新カリキュラム改訂にともなう 各科目シラバス変更のポイントと運用
のヒント」の参考文献等を参考にしてください。	
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認知症ケアにおけるチームケアを推進するリーダーとして、

高度な認知症の知識を有し、認知症ケアに関する最新かつ専

門的な知識を得る。

認知症の専門的理解 90分
（旧 認知症の専門的理解 120分）

認知症の専門的理解 90分
（旧 認知症の専門的理解 120分）

【到達目標】

１．認知症の病態や、診断等に関する専門知識を踏まえた上で、生活
への影響を理解する。

２．認知症に使用される薬に関する開発の動向を理解し、認知症の人
の生活への影響や使用の注意点を理解する

３．認知症の人の生活の質の向上を目的とした非薬物療法の役割、方
法、効果を理解する

【目的】

認知症の専門的理解については、科目名、目的の変更はありません。
到達目標については、医学的な知識などの専門知識の習得だけでなく、認知症
の人の生活への影響や生活の質を向上するための視点を重視した目標に変更し
ました。
また、研修時間については、学習内容を実践リーダー用にスリム化し、120 分
から90 分に短縮しました。
実践者研修の学習内容と重複している部分が多いので、実践リーダーに必要な
専門的な内容に重点をおき、効率的に実施できるように留意ください。

58

認知症の専門的理解については、科目名、目的の変更はありません。　
到達目標については、医学的な知識などの専門知識の習得だけでなく、認知症の人の生活への

影響や生活の質を向上するための視点を重視した目標に変更しました。
また、研修時間については、学習内容を実践リーダー用にスリム化し、120 分から 90 分に短

縮しました。
実践者研修の学習内容と重複している部分が多いので、実践リーダーに必要な専門的な内容に

重点をおき、効率的に実施できるように留意ください。
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認知症ケアにおけるチームケアを推進するリーダーとして、

高度な認知症の知識を有し、認知症ケアに関する最新かつ専

門的な知識を得る。

認知症の専門的理解 90分
（旧 認知症の専門的理解 120分）

認知症の専門的理解 90分
（旧 認知症の専門的理解 120分）

【到達目標】

１．認知症の病態や、診断等に関する専門知識を踏まえた上で、生活
への影響を理解する。

２．認知症に使用される薬に関する開発の動向を理解し、認知症の人
の生活への影響や使用の注意点を理解する

３．認知症の人の生活の質の向上を目的とした非薬物療法の役割、方
法、効果を理解する

【目的】

認知症の専門的理解については、科目名、目的の変更はありません。
到達目標については、医学的な知識などの専門知識の習得だけでなく、認知症
の人の生活への影響や生活の質を向上するための視点を重視した目標に変更し
ました。
また、研修時間については、学習内容を実践リーダー用にスリム化し、120 分
から90 分に短縮しました。
実践者研修の学習内容と重複している部分が多いので、実践リーダーに必要な
専門的な内容に重点をおき、効率的に実施できるように留意ください。
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59

旧 内容と備考

１１．．認認知知症症にに関関すするる理理解解
１）認知症の原因疾患と病態や経過の捉え方、診断基準など
２）疾患別の中核症状と行動・心理症状（BPSD）
３）認知症に起きやすい合併症
４）若年性認知症の特徴

（備考）＊実践者研修で学んだ知識に最新の情報を加えて発展させる。
＊脳の解剖生理学的な視点から生活障害を理解する。

２２．．原原因因疾疾患患別別のの捉捉ええ方方ののポポイインントト
１）認知症の原因疾患別の特徴
２）生活障害としての理解

３３．．医医学学的的視視点点にに基基づづいいたた介介入入
１）認知症治療薬
２）行動・心理症状（BPSD）に用いられることがある薬物の主な作用機序と副作用、使用方法
３）その他の介入法（食事・運動や他疾患との関係等）

（備考）＊かかりつけ医のための BPSD に対応する向精神薬使用ガイドライン（第 2版）（2015年度厚生労働科学特別研
究事業）を参考にする。

４４．．認認知知症症をを取取りりままくく社社会会的的課課題題
１）認知症の人の意思決定支援
２）認知症の告知とその支援
３）認知症の人のターミナルケア
４）若年性認知症の人の社会生活と就労
５）本人の社会活動支援

（備考）＊厚生労働省「認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援ガイドライン」を用いる。

学習内容の変更点については、
学習内容が多く、学習項目が分散していることから、１の認知症に関す
る理解と、２の原因疾患別の捉え方のポイントを統合しました。
また、３の医学的視点に基づいた介入と４の認知症を取りまく社会的課
題のうち、認知症の告知とその支援、認知症の人のターミナルケア
を統合しました。

認知症を取りまく社会的課題の認知症の人の意思決定支援と若年性認
知症の人の社会生活と就労、本人の社会活動支援に関する学習内容
は、実践者研修で学ぶ内容となっているため、削除しました。

これら学習内容を整理し、スリム化したことによって、研修時間を
削減しました。
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学習内容の変更点については、
学習内容が多く、学習項目が分散していることから、１の認知症に関する理解と、２の原因疾

患別の捉え方のポイントを統合しました。
また、３の医学的視点に基づいた介入と４の認知症を取りまく社会的課題のうち、認知症の告

知とその支援、認知症の人のターミナルケアを統合しました。

認知症を取りまく社会的課題の認知症の人の意思決定支援と若年性認知症の人の社会生活と就
労、本人の社会活動支援に関する学習内容は、実践者研修で学ぶ内容となっているため、削除しま
した。

これら学習内容を整理し、スリム化したことによって、研修時間を削減しました。
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60

１１..認認知知症症にに関関すするる理理解解
１）認知症の原因疾患別の特徴（病態や症状、診断基準など）
２）原因疾患別の症状による生活への影響
３）認知症に起きやすい合併症
４）若年性認知症の特徴
（備考）＊実践者研修で学んだ知識に最新の情報を加えて発展させる。

２２..医医学学的的視視点点にに基基づづいいたた介介入入
１）医師による認知症の説明とその支援
２）原因疾患に応じた治療薬の種類と特徴
３）行動・心理症状（BPSD）に用いられることがある薬物の主な作用機序

と副作用、使用方法
４）非薬物療法の方法と特徴（回想法,RO療法,音楽療法などの療法や活動

支援等）
５）認知症の人のエンドオブライフケア
（備考）＊かかりつけ医のためのBPSDに対応する向精神薬使用ガイドライン（第2版）（2015年度厚生労働科

学特別研究事業）を参考にする。
＊認知症の人の意欲や個性に合わせた、生活の質を向上する活動や療法の重要性を説明する。
＊非薬物療法については実践事例を用いて説明する（効果について「認知症疾患診療ガイドラ
イン2017、編集；「認知症疾患診療ガイドライン」作成委員会」を参考にする）。

新 内容と備考

１の認知症に関する理解では、
認知症介護実践者研修で学習する内容を勘案しながらより専門的な内容を学習
します。
２の医学的視点に基づいた介入では、
治療薬については、特徴だけでなく、認知症治療薬やBPSD にもちいられるこ
とがある薬物について、認知症ケアを行う際に必要となる内容（作用機序や副
作用、使用方法等）について触れるようにします。
意思決定支援、就労支援等については実践者研修に含めることとしたため、削
除しました。
また、旧 学習項目である４の認知症を取りまく社会的課題のなかで、かたか
っこ２の認知症の告知とその支援と、かたかっこ３の認知症の人のターミナル
ケアについては、

医学的な専門情報として統合し、本項に位置付けました。
これまで実践者研修で学習していた、「非薬物的介入の方法と特徴（回想法,RO 
療法,音楽療法などの療法や活動支援等）」は「非薬物療法の方法と特徴」とし
、こちらに含めました。
認知症のひとのターミナルケアは、より包括的に認知症の人のエンドオブライ
フケアとしました。
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１の認知症に関する理解では、 
認知症介護実践者研修で学習する内容を勘案しながらより専門的な内容を学習します。 
２の医学的視点に基づいた介入では、 
治療薬については、特徴だけでなく、認知症治療薬やBPSD にもちいられることがある薬物に

ついて、認知症ケアを行う際に必要となる内容（作用機序や副作用、使用方法等）について触れる
ようにします。 
意思決定支援、就労支援等については実践者研修に含めることとしたため、削除しました。
また、旧　学習項目である４の認知症を取りまく社会的課題のなかで、かたかっこ２の認知症

の告知とその支援と、かたかっこ３の認知症の人のターミナルケアについては、
医学的な専門情報として統合し、本項に位置づけました。 
これまで実践者研修で学習していた、「非薬物的介入の方法と特徴（回想法 ,RO 療法 , 音楽療法

などの療法や活動支援等）」は「非薬物療法の方法と特徴」とし、こちらに含めました。 
認知症のひとのターミナルケアは、より包括的に認知症の人のエンドオブライフケアとしまし

た。 	
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60

１１..認認知知症症にに関関すするる理理解解
１）認知症の原因疾患別の特徴（病態や症状、診断基準など）
２）原因疾患別の症状による生活への影響
３）認知症に起きやすい合併症
４）若年性認知症の特徴
（備考）＊実践者研修で学んだ知識に最新の情報を加えて発展させる。

２２..医医学学的的視視点点にに基基づづいいたた介介入入
１）医師による認知症の説明とその支援
２）原因疾患に応じた治療薬の種類と特徴
３）行動・心理症状（BPSD）に用いられることがある薬物の主な作用機序

と副作用、使用方法
４）非薬物療法の方法と特徴（回想法,RO療法,音楽療法などの療法や活動

支援等）
５）認知症の人のエンドオブライフケア
（備考）＊かかりつけ医のためのBPSDに対応する向精神薬使用ガイドライン（第2版）（2015年度厚生労働科

学特別研究事業）を参考にする。
＊認知症の人の意欲や個性に合わせた、生活の質を向上する活動や療法の重要性を説明する。
＊非薬物療法については実践事例を用いて説明する（効果について「認知症疾患診療ガイドラ
イン2017、編集；「認知症疾患診療ガイドライン」作成委員会」を参考にする）。

新 内容と備考

１の認知症に関する理解では、
認知症介護実践者研修で学習する内容を勘案しながらより専門的な内容を学習
します。
２の医学的視点に基づいた介入では、
治療薬については、特徴だけでなく、認知症治療薬やBPSD にもちいられるこ
とがある薬物について、認知症ケアを行う際に必要となる内容（作用機序や副
作用、使用方法等）について触れるようにします。
意思決定支援、就労支援等については実践者研修に含めることとしたため、削
除しました。
また、旧 学習項目である４の認知症を取りまく社会的課題のなかで、かたか
っこ２の認知症の告知とその支援と、かたかっこ３の認知症の人のターミナル
ケアについては、

医学的な専門情報として統合し、本項に位置付けました。
これまで実践者研修で学習していた、「非薬物的介入の方法と特徴（回想法,RO 
療法,音楽療法などの療法や活動支援等）」は「非薬物療法の方法と特徴」とし
、こちらに含めました。
認知症のひとのターミナルケアは、より包括的に認知症の人のエンドオブライ
フケアとしました。
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チームケアを円滑に運用するため、ストレスの仕組みと対処法を

理解した上で、実践リーダーとして介護職員等のストレスの緩和

やメンタルヘルスのマネジメントを実践することができる。

ストレスマネジメントの理論と方法 150分
(旧 ストレスマネジメントの理論と方法 120分）

ストレスマネジメントの理論と方法 150分
(旧 ストレスマネジメントの理論と方法 120分）

【到達目標】

１．チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性を理解する。

２．ストレスのしくみと対処法を理解する。

３．認知症ケアにおけるストレッサーと対処法を理解する。

４．組織のメンタルヘルス対策や実践リーダーが果たすべき役割を理
解し、チームメンバーへの支援方法を理解する。

【目的】

ストレスマネジメントの理論と方法については、科目名、目的、到達目標の変
更はありません。
研修時間については、ストレスマネジメントの具体的な方法を理解できるよう
、十分な演習時間を確保し、120 分から150 分に延⾧しました。

61

ストレスマネジメントの理論と方法については、科目名、目的、到達目標の変更はありません。
研修時間については、ストレスマネジメントの具体的な方法を理解できるよう、十分な演習時

間を確保し、120 分から 150 分に延長しました。 	
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62

１１..チチーームムににおおけけるるスストトレレススママネネジジメメンントトのの意意義義とと必必要要性性
１）チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性
２） ストレスの考え方
３） 認知症ケアのストレスの考え方
４） 認知症ケアにおけるストレスマネジメントの意義と必要性
（備考）＊ストレスマネジメント に関する理論を踏まえて、認知症ケアにおけるストレス

マネジメントの意義と必要性を理解する。
＊ストレスの考え方は、肯定的側面についても取り上げる。

２２..スストトレレススママネネジジメメンントトのの方方法法
１）セルフケアの方法
２）チームメンバーへの支援方法
３）組織によるストレスマネジメントの方法
（備考）＊認知症ケアにおける具体的なストレスマネジメントの方法を学ぶ。

＊実際のストレスマネジメントの方法を、演習を通して体験的に理解する。

内容と備考

１のチームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性では、
一般的なストレスマネジメント論に偏らずに、認知症ケアだから必要となるス
トレスマネジメントについて、意義と必要性を理解してもらうことが重要とな
ります。
そして、ストレスの考え方などストレス理論や基本知識については、講義だけ
でなく、認知症ケアに関するストレス事例を用いた演習によって理解を深める
ことが必要です。
また、ストレスの状態は、適度なストレスも必要が全くないことも問題ですの
でバランスよく理解してもらうようにしてください。
２のストレスマネジメントの方法では、
組織によるストレスマネジメント対策だけではなく、メンバー個々のサポート
も重要であるため、「チームメンバーへの支援方法」を追加しました。
また、旧科目の学習項目であった環境の調整方法は、 かたかっこ２の組織に
よるストレスマネジメントの方法に統合しました。

さらに、この科目では、リーダー自身のストレスマネジメントがおろそかにな
らないよう、「リーダー自身のセルフマネジメントも必要」という観点も加え
るようにしてください。

62

１のチームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性では、 
一般的なストレスマネジメント論に偏らずに、認知症ケアだから必要となるストレスマネジメ

ントについて、意義と必要性を理解してもらうことが重要となります。 
そして、ストレスの考え方などストレス理論や基本知識については、講義だけでなく、認知症

ケアに関するストレス事例を用いた演習によって理解を深めることが必要です。
また、ストレスの状態は、適度なストレスも必要が全くないことも問題ですのでバランスよく

理解してもらうようにしてください。 
２のストレスマネジメントの方法では、 
組織によるストレスマネジメント対策だけではなく、メンバー個々のサポートも重要であるた

め、「チームメンバーへの支援方法」を追加しました。
また、旧科目の学習項目であった環境の調整方法は、　かたかっこ２の組織によるストレスマネ

ジメントの方法に統合しました。 

さらに、この科目では、リーダー自身のストレスマネジメントがおろそかにならないよう、「リー
ダー自身のセルフマネジメントも必要」という観点も加えるようにしてください。 	
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62

１１..チチーームムににおおけけるるスストトレレススママネネジジメメンントトのの意意義義とと必必要要性性
１）チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性
２） ストレスの考え方
３） 認知症ケアのストレスの考え方
４） 認知症ケアにおけるストレスマネジメントの意義と必要性
（備考）＊ストレスマネジメント に関する理論を踏まえて、認知症ケアにおけるストレス

マネジメントの意義と必要性を理解する。
＊ストレスの考え方は、肯定的側面についても取り上げる。

２２..スストトレレススママネネジジメメンントトのの方方法法
１）セルフケアの方法
２）チームメンバーへの支援方法
３）組織によるストレスマネジメントの方法
（備考）＊認知症ケアにおける具体的なストレスマネジメントの方法を学ぶ。

＊実際のストレスマネジメントの方法を、演習を通して体験的に理解する。

内容と備考

１のチームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性では、
一般的なストレスマネジメント論に偏らずに、認知症ケアだから必要となるス
トレスマネジメントについて、意義と必要性を理解してもらうことが重要とな
ります。
そして、ストレスの考え方などストレス理論や基本知識については、講義だけ
でなく、認知症ケアに関するストレス事例を用いた演習によって理解を深める
ことが必要です。
また、ストレスの状態は、適度なストレスも必要が全くないことも問題ですの
でバランスよく理解してもらうようにしてください。
２のストレスマネジメントの方法では、
組織によるストレスマネジメント対策だけではなく、メンバー個々のサポート
も重要であるため、「チームメンバーへの支援方法」を追加しました。
また、旧科目の学習項目であった環境の調整方法は、 かたかっこ２の組織に
よるストレスマネジメントの方法に統合しました。

さらに、この科目では、リーダー自身のストレスマネジメントがおろそかにな
らないよう、「リーダー自身のセルフマネジメントも必要」という観点も加え
るようにしてください。
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チームにおける意思決定、情報共有、メンバー間の円滑なコ

ミュニケーションの活性化を促進しチーム力の向上を図るた

め、効果的なカンファレンス（会議）の展開方法を習得する。

カンファレンス（会議）の技法と実践 180分
（旧 ケアカンファレンスの技法と実践 120分）

カンファレンス（会議）の技法と実践 180分
（旧 ケアカンファレンスの技法と実践 120分）

【到達目標】

１．チームケアの質の向上を目的としたカンファレンス（会議）の目
的や意義、必要性を理解する。

２．チームの意思決定や、情報の共有、コミュニケーションの活性化
を促進する方法を理解し、目的に応じた効果的なカンファレンス（会
議）を展開することができる。

【目的】

旧科目のケアカンファレンスの技法と実践については、目的、到達目標につい
ては、文章表現を整理しましたが、内容の大きな変更はありません。
ただし、チームマネジメントを推進する上では、ケアカンファレンスだけでな
く、様々な会議やミーティングなど多くの会議マネジメントを学習内容に含め
る必要があるため、表現をカンファレンス（会議）に修正しました。
研修時間については、実践的で具体的な会議のマネジメント手法を理解しても
らうよう、模擬カンファレンスによる演習の時間を確保するため、120 分から
180 分に延⾧しました。

63

旧科目のケアカンファレンスの技法と実践については、目的、到達目標については、文章表現
を整理しましたが、内容の大きな変更はありません。
ただし、チームマネジメントを推進する上では、ケアカンファレンスだけでなく、様々な会議

やミーティングなど多くの会議マネジメントを学習内容に含める必要があるため、表現をカンファ
レンス（会議）に修正しました。
研修時間については、実践的で具体的な会議のマネジメント手法を理解してもらうよう、模擬

カンファレンスによる演習の時間を確保するため、120 分から 180 分に延長しました。
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64

１１..チチーームムににおおけけるるカカンンフファァレレンンスス（（会会議議））のの目目的的とと意意義義
１）カンファレンス（会議）の目的や意義
２）カンファレンス(会議)の種類と特徴
３）チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

２２..カカンンフファァレレンンスス((会会議議))をを円円滑滑にに行行ううたためめののココミミュュニニケケーーシショョンン
１）報告・連絡・相談の違い
２）建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

３３..効効果果的的ななカカンンフファァレレンンスス（（会会議議））のの展展開開
１）事前周知（告知、開催目的の明確化、検討内容の通知、資料配布と議事録）
２）カンファレンス（会議）の役割分担（進行、スーパーバイザー、参加メンバー）
３）効果的な議論を促すためのポイント

（備考）＊模擬カンファレンスにて実際に進行役、スーパーバイザー役等を体験しながら体験

的に理解したうえで、効果的なカンファレンスについて振り返りを行う。

内容と備考

１のチームケアにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義では、
カンファレンス（会議）の種類と特徴や、カンファレンスとケアカンファレン
スの目的と意義について理解し、カンファレンスをマネジメントしていくうえ
での基本的な理解を促進します。
２のカンファレンス（会議）を円滑に行うためのコミュニケーションでは、
「建設的なコミュニケーションのポイント」という表現が理解しにくかったた
め、「建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点」という表現に
変更しました。
３の効果的なカンファレンス（会議）の展開では、
演習にて模擬カンファレンス等を行うことにより、受講者に実践的に理解を深
めていただく時間を十分とるように留意ください。カンファレンスが、ケアを
検討することにとどまらず、情報の共有や意見交換、意思決定、目標の共有な
ど、チームを活性化するためのカンファレンスを運用する手法が理解されるよ
うにしてください。
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１のチームケアにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義では、 
カンファレンス（会議）の種類と特徴や、カンファレンスとケアカンファレンスの目的と意義

について理解し、カンファレンスをマネジメントしていくうえでの基本的な理解を促進します。
２のカンファレンス（会議）を円滑に行うためのコミュニケーションでは、
「建設的なコミュニケーションのポイント」という表現が理解しにくかったため、「建設的な議
論になるためのコミュニケーションの留意点」という表現に変更しました。 
３の効果的なカンファレンス（会議）の展開では、 
演習にて模擬カンファレンス等を行うことにより、受講者に実践的に理解を深めていただく時

間を十分とるように留意ください。カンファレンスが、ケアを検討することにとどまらず、情報の
共有や意見交換、意思決定、目標の共有など、チームを活性化するためのカンファレンスを運用す
る手法が理解されるようにしてください。 	
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１１..チチーームムににおおけけるるカカンンフファァレレンンスス（（会会議議））のの目目的的とと意意義義
１）カンファレンス（会議）の目的や意義
２）カンファレンス(会議)の種類と特徴
３）チームケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義

２２..カカンンフファァレレンンスス((会会議議))をを円円滑滑にに行行ううたためめののココミミュュニニケケーーシショョンン
１）報告・連絡・相談の違い
２）建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点

３３..効効果果的的ななカカンンフファァレレンンスス（（会会議議））のの展展開開
１）事前周知（告知、開催目的の明確化、検討内容の通知、資料配布と議事録）
２）カンファレンス（会議）の役割分担（進行、スーパーバイザー、参加メンバー）
３）効果的な議論を促すためのポイント

（備考）＊模擬カンファレンスにて実際に進行役、スーパーバイザー役等を体験しながら体験

的に理解したうえで、効果的なカンファレンスについて振り返りを行う。

内容と備考

１のチームケアにおけるカンファレンス（会議）の目的と意義では、
カンファレンス（会議）の種類と特徴や、カンファレンスとケアカンファレン
スの目的と意義について理解し、カンファレンスをマネジメントしていくうえ
での基本的な理解を促進します。
２のカンファレンス（会議）を円滑に行うためのコミュニケーションでは、
「建設的なコミュニケーションのポイント」という表現が理解しにくかったた
め、「建設的な議論になるためのコミュニケーションの留意点」という表現に
変更しました。
３の効果的なカンファレンス（会議）の展開では、
演習にて模擬カンファレンス等を行うことにより、受講者に実践的に理解を深
めていただく時間を十分とるように留意ください。カンファレンスが、ケアを
検討することにとどまらず、情報の共有や意見交換、意思決定、目標の共有な
ど、チームを活性化するためのカンファレンスを運用する手法が理解されるよ
うにしてください。
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認知症ケアにおけるチームケアを推進するため、円滑にチー

ムを運用する実践リーダーとしての役割を自覚し、認知症ケ

アにおけるチームケアのマネジメント方法を理解する。

認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法 240分
（旧 チームケアを構築するリーダーの役割 180分）

（旧 認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法 180分）

認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法 240分
（旧 チームケアを構築するリーダーの役割 180分）

（旧 認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法 180分）

【到達目標】

１．チームマネジメントに関する基本的な考え方や方法を説明できる。

２．認知症ケアにおけるチームマネジメントの意義と実践方法を理解
する。

３．認知症チームケア推進研修の方法を理解し実践できる。

【目的】

チームケアを構築するリーダーの役割と 認知症ケアにおけるチームアプロー
チの理論と方法の科目を統合し、認知症ケアにおけるチームマネジメントの理
論と方法に科目名を変更しました。
目的や到達目標についても、旧科目であるチームケアを構築するリーダーの役
割と 認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法の目的や到達目標を
統合した内容に再編しました。
また、新たに、 「認知症チームケア推進研修」を修了したとみなすことがで
きるよう「認知症チームケア推進研修の方法を理解し実践できる」ことを、到
達目標に追加しました。
研修時間についても、学習内容の統合や追加によって、十分な学習時間を確保
するため、180 分から240 分に延⾧しました。
この科目は、メンバー視点でのチームアプローチではなく、チームを活性化す
るリーダーとして、チームのマネジメント手法の理解を目的としていますので
、その点に留意してください。
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チームケアを構築するリーダーの役割と　認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法
の科目を統合し、認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法に科目名を変更しました。
目的や到達目標についても、旧科目であるチームケアを構築するリーダーの役割と　認知症ケ

アにおけるチームアプローチの理論と方法の目的や到達目標を統合した内容に再編しました。
また、新たに、　「認知症チームケア推進研修」を修了したとみなすことができるよう「認知症チー

ムケア推進研修の方法を理解し実践できる」ことを、到達目標に追加しました。
研修時間についても、学習内容の統合や追加によって、十分な学習時間を確保するため、180 

分から 240 分に延長しました。 
この科目は、メンバー視点でのチームアプローチではなく、チームを活性化するリーダーとして、

チームのマネジメント手法の理解を目的としていますので、その点に留意してください。 	
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１１..チチーームムママネネジジメメンントトのの基基本本的的理理解解
１）チームづくりに必要な条件
２）チームの種類と役割
３）チームマネジメントの理論と方法
・目標や方針の設定と管理
・コミュニケーション支援の必要性
・動機づけの必要性
・ストレスマネジメントの必要性
・情報共有やカンファレンスの必要性
・教育指導の必要性

２２..認認知知症症ケケアアににおおけけるるチチーームムママネネジジメメンントトのの必必要要性性
１）認知症ケアにおけるチームケアの意義と必要性
２）認知症ケアにおけるチームマネジメントの意義と必要性

３３..認認知知症症ででああるる入入所所者者等等のの尊尊厳厳をを保保持持ししたた適適切切なな介介護護、、行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの出出現現・・重重症症化化をを予予防防
すするるケケアアのの基基本本的的なな考考ええ方方のの理理解解（（「「認認知知症症チチーームムケケアア推推進進研研修修」」のの内内容容））
１）BPSDとそのケアの基本的考え方
２）認知症チームケア推進の具体的方法

（備考）＊認知症ケアにおけるチームマネジメントの展開例として認知症チームケア推進研修に準拠した
内容を学習する（70分）。

４４..認認知知症症ののチチーームムケケアアににおおけけるるチチーームムママネネジジメメンントトのの実実践践方方法法
１）多職種・同職種チームにおける効果的なチームマネジメントの展開方法

（備考）＊チームマネジメントに関する理論や方法について、認知症ケアにおけるチームケア事例を通して
具体的な実践方法を学ぶ。

内容と備考

「「チチーームムケケアアをを構構築築すするるリリーーダダーーのの役役割割」」かからら

１のチームマネジメントの基本的理解は、
旧科目であるチームケアを構築するリーダーの役割の学習内容が反映されてい
ます。
チームづくりに必要な条件やチームの種類と役割を確認したうえで、「目標や
方針の設定と管理」「コミュニケーション支援の必要性」「動機づけの必要性
」「ストレスマネジメントの必要性」「情報共有やカンファレンスの必要性」
「教育指導の必要性」など、チーム作りに必要な方法について学習します。
２の認知症ケアにおけるチームマネジメントの必要性では
特に認知症ケアにおいて、なぜチームケアが必要なのかなど、認知症ケアにお
ける「チームケアの意義と必要性」を理解できるようにします。
３の認知症である入所者等の尊厳を保持した適切な介護、行動・心理症状（BPSD）の
出現・重症化を予防するケアの基本的な考え方の理解（「認知症チームケア推進研修」
の内容）

では 認知症ケアにおけるチームマネジメントの展開例として認知症チームケア
推進研修に準拠した内容を学習します。この項を担当する認知症介護指導者は
、認知症チームケア推進研修の内容を十分に理解し、研修の内容を踏まえた実
践を行っていることが推奨されます。
４の認知症のチームケアにおけるチームマネジメントの実践方法では、
チームマネジメントに関する理論や方法を踏まえ、認知症ケアにおけるチーム
ケアの実践事例から、チームマネジメントの具体的な実践方法を理解できるよ
う構成してください。
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１のチームマネジメントの基本的理解は、 
旧科目であるチームケアを構築するリーダーの役割の学習内容が反映されています。
チームづくりに必要な条件やチームの種類と役割を確認したうえで、「目標や方針の設定と管理」

「コミュニケーション支援の必要性」「動機づけの必要性」「ストレスマネジメントの必要性」「情報
共有やカンファレンスの必要性」「教育指導の必要性」など、チーム作りに必要な方法について学
習します。 
２の認知症ケアにおけるチームマネジメントの必要性では 
特に認知症ケアにおいて、なぜチームケアが必要なのかなど、認知症ケアにおける「チームケ

アの意義と必要性」を理解できるようにします。 
３の認知症である入所者等の尊厳を保持した適切な介護、行動・心理症状（BPSD）の出現・重

症化を予防するケアの基本的な考え方の理解（「認知症チームケア推進研修」の内容） 
では 認知症ケアにおけるチームマネジメントの展開例として認知症チームケア推進研修に準拠

した内容を学習します。この項を担当する認知症介護指導者は、認知症チームケア推進研修の内容
を十分に理解し、研修の内容を踏まえた実践を行っていることが推奨されます。 
４の認知症のチームケアにおけるチームマネジメントの実践方法では、 
チームマネジメントに関する理論や方法を踏まえ、認知症ケアにおけるチームケアの実践事例

から、チームマネジメントの具体的な実践方法を理解できるよう構成してください。 	
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１１..チチーームムママネネジジメメンントトのの基基本本的的理理解解
１）チームづくりに必要な条件
２）チームの種類と役割
３）チームマネジメントの理論と方法
・目標や方針の設定と管理
・コミュニケーション支援の必要性
・動機づけの必要性
・ストレスマネジメントの必要性
・情報共有やカンファレンスの必要性
・教育指導の必要性

２２..認認知知症症ケケアアににおおけけるるチチーームムママネネジジメメンントトのの必必要要性性
１）認知症ケアにおけるチームケアの意義と必要性
２）認知症ケアにおけるチームマネジメントの意義と必要性

３３..認認知知症症ででああるる入入所所者者等等のの尊尊厳厳をを保保持持ししたた適適切切なな介介護護、、行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの出出現現・・重重症症化化をを予予防防
すするるケケアアのの基基本本的的なな考考ええ方方のの理理解解（（「「認認知知症症チチーームムケケアア推推進進研研修修」」のの内内容容））
１）BPSDとそのケアの基本的考え方
２）認知症チームケア推進の具体的方法

（備考）＊認知症ケアにおけるチームマネジメントの展開例として認知症チームケア推進研修に準拠した
内容を学習する（70分）。

４４..認認知知症症ののチチーームムケケアアににおおけけるるチチーームムママネネジジメメンントトのの実実践践方方法法
１）多職種・同職種チームにおける効果的なチームマネジメントの展開方法

（備考）＊チームマネジメントに関する理論や方法について、認知症ケアにおけるチームケア事例を通して
具体的な実践方法を学ぶ。

内容と備考

「「チチーームムケケアアをを構構築築すするるリリーーダダーーのの役役割割」」かからら

１のチームマネジメントの基本的理解は、
旧科目であるチームケアを構築するリーダーの役割の学習内容が反映されてい
ます。
チームづくりに必要な条件やチームの種類と役割を確認したうえで、「目標や
方針の設定と管理」「コミュニケーション支援の必要性」「動機づけの必要性
」「ストレスマネジメントの必要性」「情報共有やカンファレンスの必要性」
「教育指導の必要性」など、チーム作りに必要な方法について学習します。
２の認知症ケアにおけるチームマネジメントの必要性では
特に認知症ケアにおいて、なぜチームケアが必要なのかなど、認知症ケアにお
ける「チームケアの意義と必要性」を理解できるようにします。
３の認知症である入所者等の尊厳を保持した適切な介護、行動・心理症状（BPSD）の
出現・重症化を予防するケアの基本的な考え方の理解（「認知症チームケア推進研修」
の内容）

では 認知症ケアにおけるチームマネジメントの展開例として認知症チームケア
推進研修に準拠した内容を学習します。この項を担当する認知症介護指導者は
、認知症チームケア推進研修の内容を十分に理解し、研修の内容を踏まえた実
践を行っていることが推奨されます。
４の認知症のチームケアにおけるチームマネジメントの実践方法では、
チームマネジメントに関する理論や方法を踏まえ、認知症ケアにおけるチーム
ケアの実践事例から、チームマネジメントの具体的な実践方法を理解できるよ
う構成してください。
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認知症におけるチームケアを向上するリーダーとして、指導

に関する理論と指導計画の立案方法、指導技法の種類と特徴

を学び、認知症ケアの効果的な指導方法を修得する。

職場内教育（OJT）の理論と方法 420分
（旧 職場内教育の基本視点 240分）

（旧 職場内教育（ＯＪＴ）の方法の理解 240分）

職場内教育（OJT）の理論と方法 420分
（旧 職場内教育の基本視点 240分）

（旧 職場内教育（ＯＪＴ）の方法の理解 240分）

【到達目標】

１．チームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解する。

２．認知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解する。

３．職場内教育（OJT）の計画方法を体験的に理解する。

４．職場内教育（OJT）における有効な指導技法の種類と実際の方法
を理解する。

【目的】

旧科目の職場内教育の基本視点と 旧科目の職場内教育（OJT）の方法の理解を
統合し、「職場内教育（OJT）の理論と方法」に科目名を変更しました。
目的や到達目標についても、旧 職場内教育の基本視点と 旧 職場内教育（
OJT）の方法の理解 の目的や到達目標を統合した内容に再編しました。
到達目標では、１のチームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解
すると、２の認知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解できるを追加
しました。
研修時間についても、学習内容の統合や追加によって、十分な学習時間を確保
するため、420分に延⾧しました。
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旧科目の職場内教育の基本視点と　旧科目の職場内教育（OJT）の方法の理解を統合し、「職場
内教育（OJT）の理論と方法」に科目名を変更しました。
目的や到達目標についても、旧　職場内教育の基本視点と　旧　職場内教育（OJT）の方法の

理解　の目的や到達目標を統合した内容に再編しました。
到達目標では、１のチームマネジメントにおける人材育成の意義と方法を理解すると、２の認

知症ケアにおける職場内教育（OJT）の意義を理解できるを追加しました。
研修時間についても、学習内容の統合や追加によって、十分な学習時間を確保するため、420

分に延長しました。 	
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68

１１..人人材材育育成成のの意意義義とと方方法法
１）人材育成の意義と目的
２）指導における基本的態度
３）育成方法の種類と特徴
（備考）＊指導者の基本的な態度としてエンパワーメント視点や動機付けの重要性を理解する

２２..職職場場内内教教育育のの意意義義とと方方法法
１）職場内教育（OJT）の意義と目的
２）Off-JT、自己啓発（SDS）の限界と職場内教育（OJT）の有効性

３３..職職場場内内教教育育（（OOJJTT））ににおおけけるる指指導導技技法法
１）ティーチング・コーチングの理論と技法の理解
（備考）演習を通して実際の技法を体験し、基本的な技術を修得する。
２）面接技法の理論と技法の理解
３）スーパービジョンの基本的理解
４）ティーチング・コーチング・面接技法を活用した指導の実際
（備考）＊指導事例を通して指導技法の実践方法を理解する

指導の際に留意する倫理的配慮の方法を理解する

４４..職職場場内内教教育育（（OOJJTT））のの実実践践方方法法
１）指導課題の設定方法
２）指導目標の設定方法
３）指導計画の立案方法
（備考）＊人材育成の事例について評価方法、指導目標設定、指導方法等の職場内教育（OJT）の計画立案

の方法を演習を通して理解する。
＊認知症ケアの指導に限定しない職場内教育（OJT）の計画立案の過程について体験的に理解する

内容と備考

１の人材育成の意義と方法 では、
基本視点に関する内容のウエイトが大きかったため、全体のバランスを考慮し１の人材
育成の意義と目的、２の指導における基本的態度、３の育成方法の種類と特徴に整理し
ました。
２の職場内教育の意義と方法では、
職場内教育の有効性は、有効性の解釈という表現の理解が難しいため、意義と目的とい
う表現に変更しました。
３の職場内教育（OJT）における指導技法では、
旧カリキュラムの、「職場内指導（OJT）の理論と方法」の内容を、再構成し、追加し
ました。
受講者が、演習を通して指導技法を体験し、基本的な指導技術を修得できるように留意
してください。
スーパービジョンにおける具体的な指導方法はコーチングやティーチング、面接技法と
重複している点もあるため、基本的理解にとどめることとしました。シラバスの備考に
記述されている内容にも留意しながら、授業を計画・展開してください。
４の職場内教育の意義と方法では、
学習項目の文章表現を整理し、１の指導課題の設定方法、２の指導目標の設定方法、３
の指導計画の立案方法、という3 つの項目に整理しました。
なお、この科目は、認知症ケアの指導に限定しない、人材育成や職場における教育指導
の具体的な方法の理解が目的ですので、次の科目 「認知症ケア指導の実践方法」の学
習に活用できるよう授業の内容に留意してください

68

１の人材育成の意義と方法 では、
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スーパービジョンにおける具体的な指導方法はコーチングやティーチング、面接技法と重複し

ている点もあるため、基本的理解にとどめることとしました。シラバスの備考に記述されている内
容にも留意しながら、授業を計画・展開してください。 
４の職場内教育の意義と方法では、 
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計画の立案方法、という 3 つの項目に整理しました。 
なお、この科目は、認知症ケアの指導に限定しない、人材育成や職場における教育指導の具体

的な方法の理解が目的ですので、次の科目　「認知症ケア指導の実践方法」の学習に活用できるよ
う授業の内容に留意してください　　	
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これまでに学習した認知症ケアに関する指導技術について、食事・入浴・排
泄等の日常生活や、行動・心理症状（BPSD）が生じている具体的場面にお
いて、認知症の人の生活の質の向上を目的としたケアの指導方法を体験的に
理解する。

認知症ケア指導の実践方法 420分
(旧 職場内教育（OJT）の実践 360分）

認知症ケア指導の実践方法 420分
(旧 職場内教育（OJT）の実践 360分）

【到達目標】

１．行動・心理症状（BPSD）への支援方法や生活支援の方法に対す
る指導の演習を通じ、介護職員等を指導するための方法を理解する。

２．認知症ケアにおけるアセスメント及びケアへの指導計画を立案す
ることができる。

３．介護職員等に対する自己の指導の特徴を理解する。

【目的】

旧科目の職場内教育（OJT）の実践 については、文章表現を整理し再編してい
ますが、目的、到達目標の大きな変更はありません。
科目名については、職場内教育（OJT）の理論と方法 と、混同しないよう、
認知症ケアの指導を強調し、認知症ケア指導の実践方法 に名称を変更しまし
た。
研修時間については、円滑な実習に向けての準備科目であることと、学習内容
が高度であり、複雑なことから、指導時間や学習時間を十分に確保するため、
360分から420分に延⾧しました。
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旧科目の職場内教育（OJT）の実践　については、文章表現を整理し再編していますが、目的、
到達目標の大きな変更はありません。
科目名については、職場内教育（OJT）の理論と方法　と、混同しないよう、　認知症ケアの指

導を強調し、認知症ケア指導の実践方法　に名称を変更しました。
研修時間については、円滑な実習に向けての準備科目であることと、学習内容が高度であり、複

雑なことから、指導時間や学習時間を十分に確保するため、360分から 420分に延長しました。 
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70

１１..介介護護目目標標設設定定にに関関すするる指指導導（（事事例例演演習習））
１）生活の質を向上する介護目標の考え方
２）介護目標に関する評価の視点
３）介護目標立案に関する指導方法（課題の設定、指導目標、指導方法）
（備考）＊介護職員等の介護事例を取り上げ、介護職員等への指導方法のプロセスを体験的に学ぶ演習

とする。なお、事例の選定は、「食事・入浴・排泄等の日常生活場面における介護事例」、「
行動・心理症状（BPSD）への介護事例」から1つ以上を選択すること

＊倫理的ジレンマ、権利擁護、家族介護者支援、リスクマネジメント等の事例も含むこと

２２..アアセセススメメンントトにに関関すするる指指導導（（事事例例演演習習））
１）生活の質を向上するアセスメントの視点
２）アセスメントに関する評価の視点
３）アセスメント方法に関する指導方法（課題の設定、指導目標、指導方法）

３３..生生活活のの質質をを向向上上すするるケケアア方方法法にに関関すするる指指導導（（事事例例演演習習））
１）生活の質を向上するケアの考え方
２）ケア方法に関する評価の視点
３）ケア方法に関する指導方法（課題の設定、指導目標、指導方法）

４４..自自己己のの指指導導のの特特徴徴のの振振りり返返りり
１）演習全体を通じた学びの振り返り
２）自己の指導の特徴と課題の共有

内容と備考

旧カリキュラムでは、学習項目を「食事・入浴・排泄等」と「行動心理症状」と「アセスメント
」に分け、それぞれの項目の中で、指導計画、指導、評価を学ぶ構成としていましたが、食事入
浴排泄、BPSD、アセスメントとケアの指導をすべて教えなければならないといった誤解があり、
時間が不足するなどの意見が多くありました。
そこで、「介護目標設定に関する指導」を学んだうえで、「アセスメントに関する指導」「生活
の質を向上するケア方法に関する指導」を指導手順に沿って学習できるように再編しました。
また、演習で使用する事例は、食事、入浴、排泄、ＢＰＳＤなどの場面別に分類せず、それらの
状況が見られる１つの事例として使用することも可能です。
この科目の目的は指導手順ごとの具体的な指導方法を学ぶことが重要ですので、場面や事例の使
用数に決まりはありません。目的に応じて受講者が学習しやすい方法を採用してください。

具体的な学習内容としては、
１の介護目標設定に関する指導は、
介護職員等の介護実践事例を取り上げ、介護職員等への指導方法のプロセスを体験的に学ぶ演習
を行うことを意図しています。「食事・入浴・排泄等の日常生活場面における介護事例」や、「
行動・心理症状（BPSD） への介護事例」を踏まえて、事例は1 つ以上を取り上げてください。
「生活の質を向上する介護目標の考え方」「介護目標に関する評価の視点」について学習し、「
介護目標立案に関する指導方法」を学ぶよう構成しています。
２のアセスメントに関する指導（事例演習）では、
「生活の質を向上するアセスメントの視点」と「アセスメントに関する評価の視点」を踏まえた
「アセスメント方法に関する指導方法」を学習する構成としています。
３の生活の質を向上するケア方法に関する指導では、
「生活の質を向上するケアの考え方」「ケア方法に関する評価の視点」を踏まえた「ケア方法に
関する指導方法」を学習する構成としています。
４の自己の指導の特徴の振り返りでは、
演習を通した学びを通して、受講者自身が、自分の指導の特徴（自分がどのように指導している
か） を知り、今後の学習課題を明確にすることをねらいとしています。
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１）生活の質を向上する介護目標の考え方
２）介護目標に関する評価の視点
３）介護目標立案に関する指導方法（課題の設定、指導目標、指導方法）
（備考）＊介護職員等の介護事例を取り上げ、介護職員等への指導方法のプロセスを体験的に学ぶ演習

とする。なお、事例の選定は、「食事・入浴・排泄等の日常生活場面における介護事例」、「
行動・心理症状（BPSD）への介護事例」から1つ以上を選択すること

＊倫理的ジレンマ、権利擁護、家族介護者支援、リスクマネジメント等の事例も含むこと

２２..アアセセススメメンントトにに関関すするる指指導導（（事事例例演演習習））
１）生活の質を向上するアセスメントの視点
２）アセスメントに関する評価の視点
３）アセスメント方法に関する指導方法（課題の設定、指導目標、指導方法）

３３..生生活活のの質質をを向向上上すするるケケアア方方法法にに関関すするる指指導導（（事事例例演演習習））
１）生活の質を向上するケアの考え方
２）ケア方法に関する評価の視点
３）ケア方法に関する指導方法（課題の設定、指導目標、指導方法）

４４..自自己己のの指指導導のの特特徴徴のの振振りり返返りり
１）演習全体を通じた学びの振り返り
２）自己の指導の特徴と課題の共有

内容と備考

旧カリキュラムでは、学習項目を「食事・入浴・排泄等」と「行動心理症状」と「アセスメント
」に分け、それぞれの項目の中で、指導計画、指導、評価を学ぶ構成としていましたが、食事入
浴排泄、BPSD、アセスメントとケアの指導をすべて教えなければならないといった誤解があり、
時間が不足するなどの意見が多くありました。
そこで、「介護目標設定に関する指導」を学んだうえで、「アセスメントに関する指導」「生活
の質を向上するケア方法に関する指導」を指導手順に沿って学習できるように再編しました。
また、演習で使用する事例は、食事、入浴、排泄、ＢＰＳＤなどの場面別に分類せず、それらの
状況が見られる１つの事例として使用することも可能です。
この科目の目的は指導手順ごとの具体的な指導方法を学ぶことが重要ですので、場面や事例の使
用数に決まりはありません。目的に応じて受講者が学習しやすい方法を採用してください。

具体的な学習内容としては、
１の介護目標設定に関する指導は、
介護職員等の介護実践事例を取り上げ、介護職員等への指導方法のプロセスを体験的に学ぶ演習
を行うことを意図しています。「食事・入浴・排泄等の日常生活場面における介護事例」や、「
行動・心理症状（BPSD） への介護事例」を踏まえて、事例は1 つ以上を取り上げてください。
「生活の質を向上する介護目標の考え方」「介護目標に関する評価の視点」について学習し、「
介護目標立案に関する指導方法」を学ぶよう構成しています。
２のアセスメントに関する指導（事例演習）では、
「生活の質を向上するアセスメントの視点」と「アセスメントに関する評価の視点」を踏まえた
「アセスメント方法に関する指導方法」を学習する構成としています。
３の生活の質を向上するケア方法に関する指導では、
「生活の質を向上するケアの考え方」「ケア方法に関する評価の視点」を踏まえた「ケア方法に
関する指導方法」を学習する構成としています。
４の自己の指導の特徴の振り返りでは、
演習を通した学びを通して、受講者自身が、自分の指導の特徴（自分がどのように指導している
か） を知り、今後の学習課題を明確にすることをねらいとしています。
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研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケ

アの能力の評価方法を理解する。

職場実習の課題設定 180分
（旧 職場実習の課題設定 240分）

職場実習の課題設定 180分
（旧 職場実習の課題設定 240分）

【到達目標】

１．介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法を立案できる。

２．講義、演習で学んだ内容を生かし、 認知症ケアの指導に関する実
習計画を立案できる。

【目的】

職場実習の課題設定については、科目名、目的、到達目標の変更はありません
。
研修時間については、自治体や地域によって事情が異なるため、検討委員会の
結果、時間設定は自治体、実施主体の判断で延⾧することも可能とし、標準時
間を180 分とすることとなりました。不足する場合は、各地域での実施方法に
合わせて、時間を調整してください。
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職場実習の課題設定については、科目名、目的、到達目標の変更はありません。
研修時間については、自治体や地域によって事情が異なるため、検討委員会の結果、時間設定

は自治体、実施主体の判断で延長することも可能とし、標準時間を 180 分とすることとなりました。
不足する場合は、各地域での実施方法に合わせて、時間を調整してください。
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72

１１..介介護護職職員員等等のの認認知知症症ケケアアのの能能力力にに関関すするる評評価価方方法法のの理理解解
１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知識、技術に関する現状分析の方法
２）指導対象となる介護職員等の選定
３）介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法立案の過程
４）実習計画作成の過程

２２..介介護護職職員員等等のの認認知知症症ケケアアのの能能力力にに関関すするる評評価価方方法法のの立立案案（（演演習習））
１）基本的知識への評価方法の立案
２）ケア目標への評価方法立案
３）アセスメント方法への評価方法の立案
４）ケア方法への評価方法の立案
５）ケア評価に関する評価方法の立案

（備考）＊実習に向け、介護職員等の認知症ケアの評価方法案を考え実習への準備を行う。

３３..実実習習計計画画のの立立案案（（演演習習））
１）実習目標
２）実習計画
３）実習中の資料作成

（備考）＊実習のタイムスケジュールを作成し、実習の目標と流れを理解する

内容と備考

１の介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法の理解 では、
旧シラバスの備考欄で示していた評価ツールの作成に関しては任意とし、備考
欄から記述を削除しました。

２の介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法の立案では、
指導対象として想定しているスタッフの「基本的知識」「ケアの目標」「アセ
スメントの方法」「ケアの方法」「ケアの評価」に関する具体的な評価方法に
関する計画を、演習を通して立案することを意図しています。

３の実習計画の立案では、
実習の目標を設定したうえで、具体的な計画を立て、実習中に活用する資料の
作成等、円滑な実習となるよう、具体的な実習計画の立案を目的としています
。

この科目の進め方としては、事前課題等で協力してもらうスタッフを事前に想
定してもらうようにし、この科目の前の科目で、実習で想定している対象者に
関する演習を行うなど、他の科目との連動も合わせて授業を構成するとよいで
しょう。
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１の介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法の理解 では、
旧シラバスの備考欄で示していた評価ツールの作成に関しては任意とし、備考欄から記述を削

除しました。 

２の介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法の立案では、 
指導対象として想定しているスタッフの「基本的知識」「ケアの目標」「アセスメントの方法」「ケ

アの方法」「ケアの評価」に関する具体的な評価方法に関する計画を、演習を通して立案すること
を意図しています。 

３の実習計画の立案では、 
実習の目標を設定したうえで、具体的な計画を立て、実習中に活用する資料の作成等、円滑な

実習となるよう、具体的な実習計画の立案を目的としています。 

この科目の進め方としては、事前課題等で協力してもらうスタッフを事前に想定してもらうよ
うにし、この科目の前の科目で、実習で想定している対象者に関する演習を行うなど、他の科目と
の連動も合わせて授業を構成するとよいでしょう。
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72

１１..介介護護職職員員等等のの認認知知症症ケケアアのの能能力力にに関関すするる評評価価方方法法のの理理解解
１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知識、技術に関する現状分析の方法
２）指導対象となる介護職員等の選定
３）介護職員等の認知症ケアの能力の評価方法立案の過程
４）実習計画作成の過程

２２..介介護護職職員員等等のの認認知知症症ケケアアのの能能力力にに関関すするる評評価価方方法法のの立立案案（（演演習習））
１）基本的知識への評価方法の立案
２）ケア目標への評価方法立案
３）アセスメント方法への評価方法の立案
４）ケア方法への評価方法の立案
５）ケア評価に関する評価方法の立案

（備考）＊実習に向け、介護職員等の認知症ケアの評価方法案を考え実習への準備を行う。

３３..実実習習計計画画のの立立案案（（演演習習））
１）実習目標
２）実習計画
３）実習中の資料作成

（備考）＊実習のタイムスケジュールを作成し、実習の目標と流れを理解する

内容と備考

１の介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法の理解 では、
旧シラバスの備考欄で示していた評価ツールの作成に関しては任意とし、備考
欄から記述を削除しました。

２の介護職員等の認知症ケアの能力に関する評価方法の立案では、
指導対象として想定しているスタッフの「基本的知識」「ケアの目標」「アセ
スメントの方法」「ケアの方法」「ケアの評価」に関する具体的な評価方法に
関する計画を、演習を通して立案することを意図しています。

３の実習計画の立案では、
実習の目標を設定したうえで、具体的な計画を立て、実習中に活用する資料の
作成等、円滑な実習となるよう、具体的な実習計画の立案を目的としています
。

この科目の進め方としては、事前課題等で協力してもらうスタッフを事前に想
定してもらうようにし、この科目の前の科目で、実習で想定している対象者に
関する演習を行うなど、他の科目との連動も合わせて授業を構成するとよいで
しょう。
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研修で学んだ内容を生かして、職場の介護職員等の認知症ケ

アの能力の評価、課題の設定・合意、指導目標の設定や指導

計画を作成し、指導計画に基づいた認知症ケアを指導する。

職場実習 4週間
(旧 職場実習 4週間

職場実習 4週間
(旧 職場実習 4週間

【到達目標】

１．介護職員等の認知症ケアの能力を評価し、課題を設定・合意でき
る。

２．介護職員等の認知症ケアにおける指導目標を立案できる。

３．指導目標に応じた指導計画を作成できる。

４．講義、演習で学んだ指導方法を職場で実際に活用できる。

【目的】

職場実習については、科目名、目的、到達目標、研修時間について変更はあり
ません。
なお、研修時間は、4 週間のうち、週5日間の実習を想定しています。
ただし、実習を円滑に進めるため、実習中の進捗確認や、修正に関する指導、
サポートやフォローが必要であることから、中間報告を実施するようシラバス
に明記しました。
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職場実習については、科目名、目的、到達目標、研修時間について変更はありません。
なお、研修時間は、4 週間のうち、週 5日間の実習を想定しています。 
ただし、実習を円滑に進めるため、実習中の進捗確認や、修正に関する指導、サポートやフォロー

が必要であることから、中間報告を実施するようシラバスに明記しました。 
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１１..認認知知症症ケケアア能能力力のの評評価価とと課課題題のの設設定定・・合合意意
１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知識、技術の評価
２）実習に協力する介護職員等の認知症ケア上の課題案の設定・合意

（備考）＊１）の評価に基づき、課題案の設定・合意を行う。

２２..指指導導目目標標のの立立案案方方法法のの理理解解
・認知症ケアの課題に応じた指導目標の立案

３３..指指導導目目標標にに応応じじたた指指導導計計画画のの作作成成
・指導目標に応じた指導視点や方法に関する 指導計画の作成

４４..認認知知症症ケケアア能能力力のの評評価価とと課課題題のの設設定定・・合合意意
１）指導計画に応じた基本的知識に関する指導の実践
２）指導計画に応じたケア目標やアセスメント方法への指導の実践

（備考）＊作成した指導計画を基にした指導は、任意とする。ただし、作成した指
導計画を協力する介護職員等と共有し、その結果をもとに職場内での指
導における自己の課題を検討する取り組みは必ず実施する。

＊中間報告の実施を推奨する。

内容と備考

１の認知症ケア能力の評価と課題の設定・合意では、
実習に協力する介護職員等の認知症ケアの現状を評価します。その上で、対象
スタッフの認知症ケア上の課題案を設定し、対象スタッフと相談しながら課題
案の合意を得ることを想定しています。

２の指導目標の立案方法の理解では、
受講者が、対象スタッフの認知症ケアの課題に応じた指導の目標を立案します
。

３の指導目標に応じた指導計画の作成では、
受講者が立案した指導目標に応じて、指導計画の作成を行います。

４の指導計画に応じた指導の実施では、
作成した指導計画に基づいた、実際の指導実践は任意となっています。
ただし、作成した指導計画について、対象となるスタッフと相談し、その結果
をもとに、受講者が指導に関する自己の課題を検討することは、必ず必要とな
ります。

なお、実習期間が⾧く実習の実施状況の確認が困難であるため、研修の質の担
保と進捗管理の観点から、中間報告の実施についてシラバスに明記しました。

74

１の認知症ケア能力の評価と課題の設定・合意では、
実習に協力する介護職員等の認知症ケアの現状を評価します。その上で、対象スタッフの認知

症ケア上の課題案を設定し、対象スタッフと相談しながら課題案の合意を得ることを想定していま
す。 

２の指導目標の立案方法の理解では、 
受講者が、対象スタッフの認知症ケアの課題に応じた指導の目標を立案します。 

３の指導目標に応じた指導計画の作成では、 
受講者が立案した指導目標に応じて、指導計画の作成を行います。 

４の指導計画に応じた指導の実施では、 
作成した指導計画に基づいた、実際の指導実践は任意となっています。
ただし、作成した指導計画について、対象となるスタッフと相談し、その結果をもとに、受講

者が指導に関する自己の課題を検討することは、必ず必要となります。 

なお、実習期間が長く実習の実施状況の確認が困難であるため、研修の質の担保と進捗管理の
観点から、中間報告の実施についてシラバスに明記しました。
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74

１１..認認知知症症ケケアア能能力力のの評評価価とと課課題題のの設設定定・・合合意意
１）介護職員等の認知症ケアに関する態度、知識、技術の評価
２）実習に協力する介護職員等の認知症ケア上の課題案の設定・合意

（備考）＊１）の評価に基づき、課題案の設定・合意を行う。

２２..指指導導目目標標のの立立案案方方法法のの理理解解
・認知症ケアの課題に応じた指導目標の立案

３３..指指導導目目標標にに応応じじたた指指導導計計画画のの作作成成
・指導目標に応じた指導視点や方法に関する 指導計画の作成

４４..認認知知症症ケケアア能能力力のの評評価価とと課課題題のの設設定定・・合合意意
１）指導計画に応じた基本的知識に関する指導の実践
２）指導計画に応じたケア目標やアセスメント方法への指導の実践

（備考）＊作成した指導計画を基にした指導は、任意とする。ただし、作成した指
導計画を協力する介護職員等と共有し、その結果をもとに職場内での指
導における自己の課題を検討する取り組みは必ず実施する。

＊中間報告の実施を推奨する。

内容と備考

１の認知症ケア能力の評価と課題の設定・合意では、
実習に協力する介護職員等の認知症ケアの現状を評価します。その上で、対象
スタッフの認知症ケア上の課題案を設定し、対象スタッフと相談しながら課題
案の合意を得ることを想定しています。

２の指導目標の立案方法の理解では、
受講者が、対象スタッフの認知症ケアの課題に応じた指導の目標を立案します
。

３の指導目標に応じた指導計画の作成では、
受講者が立案した指導目標に応じて、指導計画の作成を行います。

４の指導計画に応じた指導の実施では、
作成した指導計画に基づいた、実際の指導実践は任意となっています。
ただし、作成した指導計画について、対象となるスタッフと相談し、その結果
をもとに、受講者が指導に関する自己の課題を検討することは、必ず必要とな
ります。

なお、実習期間が⾧く実習の実施状況の確認が困難であるため、研修の質の担
保と進捗管理の観点から、中間報告の実施についてシラバスに明記しました。
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職場実習を通して、認知症ケア指導の方法に関する課題やあ

り方について客観的・論理的に考察・報告し、実践リーダー

として指導の方向性を明確にできる。

結果報告/職場実習評価 180分
（旧 結果報告／職場実習評価 420分）

結果報告/職場実習評価 180分
（旧 結果報告／職場実習評価 420分）

【到達目標】

１．職場実習における学びを通し、認知症ケアの指導方法の課題やあ
り方について客観的・論理的に考察し、報告できる。

２．介護職員等への認知症ケアの指導にかかる自己の課題を評価し、
指導の方向性を明確にすることができる。

【目的】

結果報告・職場実習評価については、科目名、目的、到達目標の変更はありま
せん。
研修時間については、420 分は⾧いという意見と、不足しているという意見の
両方がありましたので、検討委員会の結果、不足する場合は、自治体や実施主
体の判断で延⾧することも可能という前提で、標準時間を180 分とすることと
なりました。
不足する場合は、各地域での実施方法に合わせて、時間を調整してください。
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結果報告・職場実習評価については、科目名、目的、到達目標の変更はありません。　
研修時間については、420 分は長いという意見と、不足しているという意見の両方がありまし

たので、検討委員会の結果、不足する場合は、自治体や実施主体の判断で延長することも可能とい
う前提で、標準時間を 180 分とすることとなりました。
不足する場合は、各地域での実施方法に合わせて、時間を調整してください。 	
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１１..認認知知症症ケケアア指指導導のの実実践践方方法法にに関関すするる自自己己のの課課題題のの整整理理とと考考察察
１）結果報告と評価
２）認知症ケア指導における課題分析
３）認知症ケア指導における課題の明確化

２２..認認知知症症ケケアア指指導導にに関関すするる方方向向性性のの明明確確化化
１）認知症ケアに関する自己の指導の特徴と課題
２）今後の認知症ケア指導における自己の学習目標と内容の明確化

内容と備考

１の認知症ケア指導の実践方法に関する自己の課題の整理と考察 では、
受講者ごとに取り組みの結果を発表し、評価を行います。そのプロセスで、受
講者の認知症ケア指導における課題を分析し明確化します。

２の認知症ケア指導に関する方向性の明確化では、
指導対象のスタッフの課題ではなく、受講者自身が自己の指導の在り方につい
て課題を明らかにし、目標を設定できるようにします。
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１の認知症ケア指導の実践方法に関する自己の課題の整理と考察 では、
受講者ごとに取り組みの結果を発表し、評価を行います。そのプロセスで、受講者の認知症ケ

ア指導における課題を分析し明確化します。
 
２の認知症ケア指導に関する方向性の明確化では、 
指導対象のスタッフの課題ではなく、受講者自身が自己の指導の在り方について課題を明らか

にし、目標を設定できるようにします。 	
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76

１１..認認知知症症ケケアア指指導導のの実実践践方方法法にに関関すするる自自己己のの課課題題のの整整理理とと考考察察
１）結果報告と評価
２）認知症ケア指導における課題分析
３）認知症ケア指導における課題の明確化

２２..認認知知症症ケケアア指指導導にに関関すするる方方向向性性のの明明確確化化
１）認知症ケアに関する自己の指導の特徴と課題
２）今後の認知症ケア指導における自己の学習目標と内容の明確化

内容と備考

１の認知症ケア指導の実践方法に関する自己の課題の整理と考察 では、
受講者ごとに取り組みの結果を発表し、評価を行います。そのプロセスで、受
講者の認知症ケア指導における課題を分析し明確化します。

２の認知症ケア指導に関する方向性の明確化では、
指導対象のスタッフの課題ではなく、受講者自身が自己の指導の在り方につい
て課題を明らかにし、目標を設定できるようにします。
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認認知知症症介介護護実実践践者者研研修修  改改定定にに関関すするるFFAAQQ  

【【研研修修全全体体】】  

質問 回答 

1. 研修の目的はどのように変

わりましたか？ 

研修の目的は、認知症基本法を踏まえ、改定後は、認知症の人と家族の尊厳を保

持し、希望をもって暮らすことができるよう、認知症介護の理念、知識、技術を

習得し、共生社会の実現に向けた地域の認知症ケアの質を向上させることが目的

とされています。 

2. 研修の対象者は変更されま

したか？ 

いいえ、対象者は変更されていません。原則として、認知症介護基礎研修を修了

し、身体介護に関する知識と技術を習得しており、実務経験が概ね2年程度の者

が対象となります。 

3. 研修全体の所要時間はどの

ように変わりましたか？ 

講義・演習の合計時間が24時間（1,440分）から23時間（1,380分）に1

時間短縮されました。一方、実習の「課題設定」の時間が240分から300分に

60分延長されました。 

4. なぜ講義・演習の時間が短

縮されたのですか？ 

指導上の課題解消やカリキュラム内容の重複を整理したため、時間が短縮されま

した。 

5. なぜ実習の課題設定時間が

延長されたのですか？ 
職場実習に向けた実習課題や実習計画の策定時間を十分に確保するためです。 

6. カリキュラム全体で最も大

きな変更点は何ですか？ 

認知症基本法の目的を踏まえ、全体的な見直しが行われました。特に、認知症の

人や、家族当事者への理解を強調し、日常生活だけでなく地域や社会生活まで含

め生活支援の範囲が拡大されています。 

7. 新たに新設された科目はあ

りますか？ 

「認知症介護実践者研修の理解」という科目が新設されました。この科目の目的

は、研修の概要を把握し、受講者が自身の課題と学習目標を明確にすることで

す。 

8. 廃止された科目はあります

か？ 

廃止した科目はありませんが、旧カリキュラムにあった「QOLを高める活動と評

価の観点」の内容は「生活支援の方法」や「認知症の専門的理解」の科目へ移動

し、「QOLを高める活動と評価の観点」の科目は単独科目では無くなりました。 

9. 科目の名称変更はありまし

たか？ 

はい、いくつか変更がありました。例えば、「認知症ケアの理念・倫理と意思決

定支援」が「認知症ケアの理念」に、「地域資源の理解とケアへの活用」が「共

生社会を推進する地域資源の理解と展開」に改名されました。 

10. カリキュラム全体の日程

にどのような変化があります

か？ 

改定後は科目の時間変更や新設に伴い、各科目の配置が見直されました。例え

ば、「学習成果の実践展開と共有」の時間が３０分延長され、インターバル期間

の前と後に分けて実施されるようになっています。 
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【【認認知知症症ケケアアのの理理念念】】  

質質問問  回回答答  

1. 「認知症ケアの理念」科目の

改定目的は何ですか？ 

改定の主たる目的は、認知症基本法の施行を踏まえ、認知症の人が尊厳を保持

し、希望をもって暮らし続けることを支援するため、“人間性の理解、人権”

を尊重した支援の考え方を理解してもらいます。 

2. 科目名称が改定された理由は

何ですか？ 

旧「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」は多岐にわたる内容を含んでい

たため、主題である“理念”の学習に焦点を絞る目的で「認知症ケアの理念」

に変更されました。倫理と意思決定支援は重要なテーマであるものの、受講者

が理念を深く理解する前に扱うと抽象的で難解になる恐れがあり、「権利擁護

の視点に基づく支援」に配置することで、より段階的な学習効果が得られるよ

うに変更しました。 

3. 科目の時間数が180分から

150分になったのはなぜです

か？ 

改定では“効果的な学びのスリム化”が目標とされ、必要最低限の内容で深い

学びが得られるよう各科目が再構成されました。この科目でも、倫理・意思決

定支援を別科目に移動したことで、150分に凝縮しても理解に十分な時間が

確保できると判断しました。 

4. 到達目標の見直しはどのよう

に行われましたか？ 

本人の個別性・人格・有する能力を尊重する支援の必要性や中核症状や

BPSDの基礎理解を踏まえたうえで、認知症ケアの方向性や考え方を自らの

言葉で説明できる力を身につけることが明示されています。理念とは何かを受

講者自身が内面化し、それを他者に伝えられる力が求められるようになってい

ます。 

5. 意思決定支援の学習内容はど

う変更されましたか？ 

意思決定支援に関する具体的な支援プロセス（意思形成・表明・実現の段階）

の理解や考え方、その実践方法については、「権利擁護の視点に基づく支援」

「生活支援の方法」などの科目に移動しました。 

6. BPSD（行動・心理症状）の

理解がこの科目に残された理由は

何ですか？ 

BPSD（行動・心理症状）は現場でよく見られる症状でありながら、誤解や

偏見につながりやすい側面があります。理念の科目では、「BPSD にとらわ

れず本人の意思を尊重し、生活の質を向上する」という意識づけの観点から、

この科目に含まれています。 

7. 今後の研修全体におけるこの

科目の役割はどのように見直され

ていますか？ 

この科目は、研修の初期に配置されることで“理念理解はすべての支援行動の

判断基準である”ことを受講者に意識させ、その後の演習や実習、職場実践と

一貫性を持たせるための起点として位置づけられました。 

8. なぜ「理念•倫理•意思決定

支援」の内容を他の科目に移動し

たのですか？ 

改定前は1 科目で理念•倫理•意思決定支援のすべてを扱っていたため、各

トピックの理解が浅くなりがちでした。改定後は倫理と意思決定支援を「権利

擁護の視点に基づく支援」に移動し、この科目では“人の理解→認知症の理解

→理念の理解”というステップで段階的に学べるようにしました。 

9. 研修の最初に配置されたのは

なぜですか？ 

この科目は、研修全体の“導入科目”として初日に配置されました。理念の共

有を通じて、受講者が“なぜケアに関わるのか”という根本を見つめ直し、そ

の後の各科目で一貫した視点を持てるようになることが期待されています。 
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【【生生活活支支援援のの方方法法】】  

質質問問  回回答答  

1. 「生活支援の方法」科目の

改定の背景は何ですか？ 

改定の背景には、認知症の人の生活の質（QOL）を高めることが支援の中心であ

り、従来の“食事・入浴・排泄支援”から“日常と社会生活を支える包括的視点”

へ転換する必要があったためです。特に、本人の意思決定を尊重した支援や、生活

全体に寄り添う視点が求められています。 

2. 科目名称や内容に変更はあ

りましたか？ 

 旧科目「生活支援のためのケアの演習Ⅰ」「QOLを高める活動の評価の観点」な

どを統合し、「生活支援の方法」として再編されました。改定後は社会生活まで生

活範囲を拡大し、生活支援におけるコミュニケーション、環境支援、意思決定支援

の具体的な展開方法を学習します。 

3.到達目標はどのように変わ

りましたか？ 

改定後の到達目標では、食事・入浴・排泄などの支援に加え、生活管理や社会生活

まで支援の対象を拡大し、本人の尊厳や意思を尊重した支援の実践的理解が求めら

れています。また、意思決定支援を具体的にどのように支援行動に反映させるかが

重要な学習内容となっています。 

4. 意思決定支援はこの科目で

どう扱われますか？ 

生活支援の各場面における本人の意思に対して、支援者がどのように支援できるか

を場面ごとに具体的に検討します。本人の意思を尊重する支援の重要性を、生活支

援の中で捉え直します。 

5. 「QOLを高める活動の評

価の観点」の内容はどう引き

継がれましたか？ 

生活の考え方や、QOLの理解について、生活支援を実践する際の基本知識として

学習するよう強化しています。 

6. 改定によって生活支援の範

囲はどのようになりました

か？ 

 従来の食事・排泄・入浴等に加え、就労・余暇活動・地域との関わりなど“社会

生活”全般への支援も学習範囲に含まれ、本人の暮らし全体を支える視点が強調さ

れています。 

７. 改定により実践的な方法を

学ぶことはできますか？ 

生活支援について“どのように実践するか”を重視し、実習や職場において再現で

きる学びを目指しています。 

８. 改定で重視されたキーワー

ドは何ですか？ 

「本人」「意思決定支援」「QOL」「社会生活」「個別性」「生活の継続性」と

いった視点が強調されています。 

９ 本科目と他科目との関係性

は？ 

「認知症ケアの理念」「アセスメント」「権利擁護」などと密接に関連し、理念に

基づく生活支援を理解するための橋渡し的科目です。 
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【【権権利利擁擁護護のの視視点点にに基基づづくく支支援援】】  

質質問問  回回答答  

1. 「権利擁護の視点に基づく支援」科

目の所要時間と名称は、改定によってど

のように変わりましたか？

この科目の名称は「権利擁護の視点に基づく支援」で変更はありませんが、

所要時間は旧カリキュラムの90分から120分に延長されました。これ

は、認知症の人の意思決定支援や倫理に関する内容がこの科目に集約され、

より深く学ぶ必要性が高まったためです。 

2. この科目の改定後の目的は何です

か？

改定後のこの科目の目的は、認知症の人の尊厳や意思を尊重し、様々な権利

擁護の視点に基づいた支援の重要性を理解することです。具体的には、意思

決定支援の必要性や倫理的な配慮を含め、認知症の人の権利を擁護するため

の知識と視点、制度や具体的な取り組み方法の学習を目指しています。 

3. この科目の具体的な到達目標は何で

すか？

この科目の到達目標は以下の通りです。 

1. 認知症の人の尊厳を保持し、希望する生活を継続するための権利擁護の視

点の重要性を説明できる。

2. 認知症の人の意思決定支援について、必要性や具体的プロセスを説明でき

る。

3. 認知症ケアにおける倫理的課題と倫理原則について、具体的な場面で活用

できる。

4. 旧カリキュラムの「認知症ケアの理

念・倫理と意思決定支援」との関連性は

何ですか？

旧カリキュラムの「認知症ケアの理念・倫理と意思決定支援」で扱っていた

倫理や意思決定支援に関する具体的な内容（倫理原則の活用の具体例、意思

決定支援のプロセスの具体例など）が、改定後はこの「権利擁護の視点に基

づく支援」科目により集約され、強化されています。これにより、理念的な

理解だけでなく、より実践的な権利擁護の方法を学ぶことができます。 

5. この科目で特に強調されている「意

思決定支援」とは、具体的にどのような

内容ですか？

この科目で強調される意思決定支援は、認知症の人の意思を尊重し、その意

思決定を支えるための具体的なプロセスを指します。「認知症の人の日常生

活・社会生活における意思決定支援ガイドライン」の活用も明記されてお

り、ガイドラインに沿った支援方法を学ぶことが期待されます。これは、単

に本人の意思を確認するだけでなく、意思を形成する過程を支援することの

重要性を強調しています。 

6. 「認知症ケアにおける倫理的課題」

とは、どのような内容を指しますか？

「認知症ケアにおける倫理的課題」とは、認知症ケアの現場で直面する倫理

的なジレンマや葛藤を指します。例えば、本人の希望と安全の確保のバラン

ス、家族の意向と本人の意思の相違、情報共有の範囲など、多岐にわたる課

題が含まれます。この科目では、これらの倫理的課題を認識し、倫理原則を

用いた解決方法の考え方を学びます。 

７. なぜこの科目の所要時間が延長され

たのですか？

この科目の所要時間が延長されたのは、認知症の人の意思決定支援や権利擁

護の重要性がより一層高まったことが背景にあります。倫理と意思決定支援

に関する内容をより深く、実践的に学ぶ時間を確保することで、現場での権

利擁護の取り組みを強化することを目指しています。 

８. この科目が「認知症介護実践者研

修」の全体の中で果たす役割は何です

か？

「権利擁護の視点に基づく支援」科目は、認知症の人が住み慣れた地域で安

心して暮らせる「共生社会」を実現するための基盤となる科目です。「認知

症ケアの理念」で学んだ尊厳や希望といった抽象的な理念を、具体的な支援

として実現するために、倫理的・法的な視点から受講者の実践力を高める重

要な役割を担っています。 
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【【家家族族介介護護者者のの理理解解とと支支援援方方法法】】  

質問 回答 

1. この科目の時間は変更されました

か？
いいえ、この科目の所要時間は90分で、変更はありません。 

2. この科目の目的は何ですか？
介護する家族の置かれている状況や心理、介護負担の要因を理解し、必要な支

援方法を展開できるようになることです。 

3. 改定による主な変更点は何ですか？
認知症の人と同様に、介護する家族当事者の声を内容に追加し、その実情や心

理の理解を促進することが強調されました。 

4. この科目の到達目標を教えてくださ

い。

家族の状況や心理、介護負担の要因を理解すること、家族支援の役割や実践方

法を理解することです。 

5. 「様々な家族介護者の声」が重要視

されているのはなぜですか？

家族介護者の想いや要望を具体的に知ることで、介護者の心理や状況を深く理

解し、多様な家族の在り方や、個別性を考慮した支援を行うための視点を養う

ためです。 

６. この科目の学習を通じて、受講者

に期待される役割は何ですか？

受講者は、多様な家族の複雑な状況や心理を理解し、専門職として介護負担を

軽減するための具体的な支援を実践する役割、つまり家族の伴走者となること

が期待されています。 

【【行行動動・・心心理理症症状状（（BBPPSSDD））のの理理解解とと支支援援】】  

質問 回答 

1. この科目の名称と所要時間は、改定に

よってどのように変わりましたか？

旧カリキュラムでは「生活支援のためのケアの演習２（行動・心理症状）」

という名称で240分でしたが、改定後は「行動・心理症状（BPSD）の理

解と支援」という名称に変わり、所要時間も180分に短縮されました。 

2. なぜこの科目の所要時間が60分短縮

されたのですか？

旧カリキュラムにあった「生活の質の評価」に関する内容が整理されたため

です 。具体的には、尺度の理解や使用方法ではなく、評価視点や評価の考え

方の学習を中心に整理しました。 

3. この科目の主な目的は何ですか？

認知症の行動・心理症状（BPSD）が生じている認知症の人に対し、行動の

背景を理解した上で生活の質が高められるようチームで支援できるようにな

ることです。 

4. この科目の到達目標を教えてくださ

い。

認知症の人の行動の背景を洞察しケアを展開できること、BPSDに対しチー

ムで対応できること、そしてBPSDにとらわれすぎず生活の質を高めるケア

を検討できることです。 

5. この科目の内容で特に強調されている

ことは何ですか？

実践的なケア方法だけでなく、生活の質を向上させるための基本的なケアと

しての位置づけが強調されています 。BPSDの緩和だけを目的とするので

はなく、生活の質を高めることが最終的な目的であることに留意することが

示されています。 

６. この科目の内容にあった「生活の質の

評価」はどこに移動しましたか？

旧カリキュラムの「生活の質の評価」に関する内容は「生活支援の方法」へ

移動・統合されました。 

７. この科目の学習は、研修の他の科目と

どのように関連しますか？

「認知症ケアの理念」を基盤として、この科目で具体的なBPSDのケア方法

を学びます。これにより、理念に基づいたケアを実践できるようになりま

す。 
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【【学学習習成成果果のの実実践践展展開開とと共共有有】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間は変更されました

か？

はい、旧カリキュラムでは60分でしたが、改定後には30分延長され、90

分になりました。 

2. なぜ所要時間が延長されたのですか？
中間実習であるインターバル期間前後の報告時間を設け、実習の計画作成時

間の確保や学習成果を報告・共有する機会を確保するためです。 

3. この科目の主な目的は何ですか？
前半の研修で学んだ内容を自施設・事業所で体験的に理解し、その成果を報

告・共有できるようになることです。 

４. この科目で学ぶ「実践展開」とは何を

指しますか？

研修で得た知識や技術を、自分の働く施設や事業所で実際に確認したり、活

用したりすることを指します。 

５. この科目は職場実習とどのように関連

していますか？

この科目は、インターバル期間に実施される中間実習（職場実習）の準備

と、実習後の報告を行い、その後の職場での実習に向けた準備学習の科目と

して位置づけられています。 

【【共共生生社社会会をを推推進進すするる地地域域資資源源のの理理解解とと展展開開】】  

質問 回答 

1. この科目の名称と所要時間は、改定

によってどのように変わりましたか？

科目名は「地域資源の理解とケアへの活用」から「共生社会を推進する地域資

源の理解と展開」に変更されました 。所要時間は、旧カリキュラムの120分

から150分に延長されました。  

2. なぜ名称が変更され、所要時間が延

長されたのですか？

認知症基本法の目的を踏まえ、共生社会の実現を推進するための社会資源の理

解や展開方法の学習を強化するためです。  

3. この科目の主な目的は何ですか？
認知症の人が尊厳を保持し、希望をもって暮らせる共生社会を実現するための

地域資源の理解や展開の重要性を理解することです。  

4. この科目の到達目標を教えてくださ

い。

認知症の人にとっての地域資源の意味と介護職員等の役割を理解すること、地

域資源を活用して共生社会に向けた取り組みを理解すること、居宅・施設サー

ビスに限定されないインフォーマル・フォーマルな地域資源を知り、ケアに展

開する方法を理解することです。  

5. 旧カリキュラムとの主な変更点を教

えてください。

旧カリキュラムの内容に加え、認知症基本法を踏まえた内容が強化されまし

た 。また、日常生活のサポートだけでなく、地域活動、社会活動への参加や

就労といった社会生活をサポートする必要性が強調されました。  

6. この科目の学習は、研修の他の科目

とどのように関連していますか？

この科目は、共生社会の実現の推進に向けた地域支援の実際や展開方法の理解

を深める総合科目として位置づけられています。  
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【【アアセセススメメンントトととケケアアのの実実践践のの基基本本】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間は変更されまし

たか？
はい、旧カリキュラムの300分から330分に30分延長されました。 

2. 所要時間が延長された主な理由は何

ですか？

実習と連動する科目であり、ケア計画立案のスキル向上を目的に演習時間を十

分に確保するためです。 

3. この科目の主な目的は何ですか？
認知症の人の生活の質を高めるためのアセスメントとケア計画を立案できるよ

うになることです。 

4. この科目の到達目標を教えてくださ

い。

認知症の人のアセスメントの基礎的知識を理解すること、観察の方法とポイン

トを理解すること、アセスメントを実践できること、実践計画作成の基礎的知

識を理解すること、実践計画を作成できること、実践計画を評価できることで

す。 

5. この科目の内容にはどのような演習

が含まれますか？

アセスメントの実際と実践計画作成の展開に関する事例演習が含まれていま

す。 

6. 旧カリキュラムとの主な違いは何で

すか？
大きな変更はありません。 

7. この科目で学ぶアセスメントの「観

察の方法とポイント」とは具体的に何で

すか？

認知症の人の状況を正しく把握するための観察方法や、アセスメントを行う上

での重要な視点や着眼点を指します。 

8. 「実践計画の評価」はどのように行

われますか？

立案したケア計画が適切であったか、認知症の人の状況に良い影響を与えたか

などを多角的に評価する方法を学びます。 

9. この科目は職場実習とどのように関

連していますか？

この科目は職場実習と直接的に連動しており、実習で実践するアセスメントと

ケア計画の立案の基礎となる知識と技術を習得します。 

【【職職場場実実習習のの課課題題設設定定】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間は変更されまし

たか？

はい、旧カリキュラムでは240分でしたが、改定後には300分に60分延

長されました。 

2. なぜ所要時間が延長されたのです

か？
職場実習に向けた実習計画の策定時間を十分に確保するためです。 

3. この科目の主な目的は何ですか？
職場実習で取り組む課題を明確にし、その課題解決に向けた具体的な計画を立

てられるようにすることです。 

4. この科目の改定後の内容を具体的に

教えてください。

大きく変更はありませんが、実習課題の設定と、それに伴う実践計画の策定を

行います。 

5. この科目の「課題設定」とは、具体

的に何をすることですか？

研修で学んだ内容を、自身の職場でどのように実践するかを考え、具体的な実

習課題として設定することを指します。 

6. この科目で作成する「実習計画」

は、どのような内容ですか？

設定した実習課題を解決するための具体的なアセスメントやケアの実践方法、

そしてその評価方法を含む計画です。 

7. 旧カリキュラムとの主な変更点を教

えてください。

職場実習に向けた実習課題や実習計画の策定時間を十分に確保するため学習時

間が60分延長されました。 
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【【職職場場実実習習（（アアセセススメメンントトととケケアアのの実実践践））】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間はどのくらいで

すか？
所要期間は4週間で、改定前後で変更はありません。 

2. この科目の主な目的は何ですか？

研修で学んだ内容を活かし、認知症の人や家族のニーズを明らかにするための

アセスメントや、アセスメントに基づいて生活支援の目標設定、ケア実践計画

の作成と実践を展開できるようになることが目的です。 

3. この科目の到達目標にはどのような

内容が含まれていますか？

研修内容を活かして認知症の人のニーズをアセスメントできること、生活の質

向上を目的としたケア実践計画を遂行できること、職場の理解を得ながら生活

支援の実践を展開できることが目標です 。 

４. 実習中の記録や報告について、何か

推奨されることはありますか？

実習中の記録が推奨されています 。また、中間報告の実施も推奨されています

が、頻度や方法は研修実施主体の状況に応じて決定されます。 

５. 実習における「ケアの評価」はどの

ように行われますか？

実践したケアの評価は、定量評価と定性評価の両方を導入するよう計画しま

す 。認知症の人が望む生活の実現に寄与したかを考察することが重要です。 

６. この科目は「職場実習の課題設定」

科目とどのように関連していますか？

「職場実習の課題設定」科目で作成した実習課題と実践計画に基づいて、この

「職場実習」が実施されます。 

７. 実習終了後にはどのような準備が必

要ですか？

4週間の実習成果を評価し、その報告準備を行います 。これは次の「職場実習

評価」科目に繋がります。 

８. この科目が「実践者研修」全体の中

で果たす役割は何ですか？

この科目は、研修で得た知識や技術を実際の現場で実践し、その効果を検証す

る中心的な役割を担っています 。これにより、受講者が認知症ケアの実践力を

高め、最終的には認知症の人の生活の質の向上に貢献できるようになります。 

【【職職場場実実習習評評価価】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間は変更されまし

たか？

いいえ、この科目の所要時間は180分で、改定前後で変更はありません 。た

だし、標準の180分では報告や議論の時間が足りない場合、研修実施主体の

判断で時間を延長できるよう設定しています。 

2. この科目の主な目的は何ですか？
職場実習で得られた学習成果を評価し、実践者としての課題認識や学習目標の

達成度を確認することです。 

3. この科目の具体的な到達目標は何で

すか？

職場実習を通して得られた実践の成果と課題を明確にし、今後の継続的な学習

や実践に繋げられるようにすることです。 

4. この科目の内容にはどのようなこと

が含まれますか？

職場実習で実施したアセスメント、ケアの実践、その評価について報告を行

い、認知症介護指導者や他の受講者と共有することが主な内容です。 

5. この科目は、研修のどのタイミング

で実施されますか？
職場実習（4週間）の終了後に実施されます。 

6. 「評価」は具体的にどのように行わ

れますか？

実習中に実施したケアの実践や成果について報告を行い、必要に応じて認知症

介護指導者からのフィードバックを受けます。 

７. この科目は、職場実習とどのように

関連していますか？

この科目は、職場実習で実際に行ったアセスメントとケアの実践の成果をまと

め、評価するための科目です。 

８. この科目が「実践者研修」全体の中

で果たす役割は何ですか？

研修で得た知識と実習で得た経験を結びつけ、受講者が実践者としてのスキル

と自己評価能力を高めるための重要な役割を担っています。これにより、継続

的な質の高いケアの実践へと繋がります。 
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認認知知症症介介護護実実践践リリーーダダーー研研修修  改改定定にに関関すするるFFAAQQ((案案))  
【【研研修修全全体体】】  

質問 回答 

1. 研修の目的はどのように変わりまし

たか？

研修の目的は、認知症基本法の目的を反映し、改定後は、認知症の人と家族が尊

厳を保持し、希望をもって暮らすことができるよう、認知症ケアにおけるチーム

ケアを推進するための知識・技術を修得すること、および共生社会の実現に向け

た地域の認知症ケアの質向上を図ることが目的とされています。 

2. 研修の対象者は変更されましたか？ いいえ、対象者は変更されていません。 

3. 研修全体の所要時間はどのように変

わりましたか？

講義・演習の合計時間が31時間（1,860分）から28時間（1,680分）に3

時間短縮されました 。また、実習の「課題設定」と「実習のまとめ」の時間が

それぞれ短縮され、合計で300分短縮されました。 

4. なぜ時間が短縮されたのですか？ スリム化と科目の統合により、講義・演習時間が3時間減りました。 

5. なぜ実習の課題設定時間が短縮され

たのですか？

標準時間を短く設定し、地域の実情に応じて任意で延長できる仕組みとするため

です。 

6. 新たに統合された科目はあります

か？

「チームケアを構築するリーダーの役割」と「認知症ケアにおけるチームアプロ

ーチの理論と方法」が統合され、「認知症ケアにおけるチームマネジメントの理

論と方法」となりました。また、「職場内教育の基本視点」と「職場内教育

（OJT）の方法の理解」も統合され、「職場内教育（OJT）の理論と方法」と

なりました。 

7. 科目の名称変更はありましたか？

旧「ケアカンファレンスの技法と実践」は「カンファレンス（会議）の技法と実

践」に、旧「職場内教育（OJT）の実践」は「認知症ケア指導の実践方法」に

変わりました。 

【【認認知知症症介介護護実実践践リリーーダダーー研研修修のの理理解解】】  

質問 回答 

1. この科目の名称と所要時間は、改定

によってどのように変わりましたか？

科目名は「認知症介護実践リーダー研修の理解」で変更はありませんが、所要

時間は旧カリキュラムの90分から60分に短縮されました。 

2. この科目の主な目的は何ですか？

チームにおける認知症ケアを推進する実践リーダーの役割と研修科目との関係

性を踏まえ、研修の概要を把握することです。また、実践リーダーとして自己

の課題を確認し、学習目標を明確にすることも目的です。 

3. この科目の到達目標を教えてくださ

い。

実践リーダーの役割と研修科目との関連性を踏まえて研修の概要を把握するこ

とと、実践リーダーとしての課題を認識し、研修における学習目標を明確化す

ることです。 

4. この科目で学ぶ「実践リーダーの役

割」とは、具体的にどのような内容で

すか？

チームマネジメントにおける実践リーダーの役割と、職場における指導につい

て学びます。認知症ケアを推進するための実践リーダーの役割のポイントを理

解することが備考として挙げられています。 

5. この科目で学ぶ「実践リーダー研修

の概要」には何が含まれますか？

研修の目的、到達目標、カリキュラム全体の構成、カリキュラム別のねらいと

概要について学びます。また、実習の内容と流れについても理解することが求

められます。 

６. この科目が研修全体の中で果たす役

割は何ですか？

研修の最初に位置づけられ、受講者が研修の概要と目的を理解し、主体的に学

習を進めるための基盤を築く役割を担っています。 

７. この科目の学習は、その後の研修に

どのように役立ちますか？

研修の最初に自身の課題と目標を明確にすることで、各科目で得られる学びを

自身の課題解決に直結させることができ、より実践的な知識や技術の習得につ

ながります。 
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【【施施策策のの動動向向とと地地域域展展開開】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間は変更されまし

たか？
旧カリキュラムの210分から120分に短縮されました。 

2. この科目の主な目的は何ですか？

地域における認知症施策の展開例を通して施策の動向を理解し、「共生社会の

実現を推進するための認知症基本法」を推進する展開方法を理解することで

す。 

3. この科目の到達目標を教えてくださ

い。

認知症施策の変遷を踏まえた関連施策の動向を理解し説明できること、そして

地域における具体的な施策の展開方法を理解することです。 

4. この科目で学ぶ「施策の動向」に

は、どのような内容が含まれますか？

認知症施策の変遷、「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」制定の

経緯、基本法のビジョン・目的と概要、そして認知症施策上の実践リーダー研

修の位置づけ・意義が含まれます。 

5. 「共生社会の実現を推進するための

認知症基本法」をどのように学びます

か？

「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」の目的に基づいた地域での

実践展開の方法を演習などを通して理解します。 

6. 「地域における認知症ケア関連施策

の展開」では具体的に何を学びます

か？

認知症ケアの実践と施策の関係性、全国における各地域での認知症施策の展開

事例、そして地域における施策の展開方法を学びます。 

7. 旧カリキュラムから変更された主な

内容はありますか？

所要時間が短縮されたことに加えて、「共生社会の実現を推進するための認知

症基本法」を具体的に推進する方法の理解に重点が置かれています。 

8. この科目の学習は、実践リーダーと

してどのように役立ちますか？

認知症ケアに関する施策の動向と地域における具体的な展開方法を理解するこ

とで、地域での認知症ケアの質の向上に貢献するためのリーダーシップを発揮

できるようになります。 
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【【認認知知症症のの専専門門的的理理解解】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間は変更されましたか？ 旧カリキュラムの120分から90分に短縮されました。 

2. この科目の主な目的は何ですか？
認知症ケアにおけるチームケアを推進するリーダーとして、高度また

最新の認知症や認知症ケアに関する知識を得ることです。 

3. この科目の到達目標を教えてください。

認知症の病態や診断に関する専門知識を踏まえた上で生活への影響を

理解すること、薬物療法に関する動向や使用上の注意点を理解するこ

と、非薬物療法の特徴や方法、効果を理解することです。 

4. 旧カリキュラムから変更された主な内容はあ

りますか？

旧カリキュラムの内容にあった「認知症を取りまく社会的課題」（意

思決定支援や就労など）が、この科目から実践者研修の学習内容に移

動しました。また、実践者研修の学習内容に含まれていた非薬物療法

に関する内容が、より専門的な内容として追加されました。 

5. 非薬物療法については、具体的に何を学びま

すか？

回想法、リアリティ・オリエンテーション療法、音楽療法などの具体

的な非薬物療法の方法や効果などの特徴を理解します。 

6. 「医学的視点に基づいた介入」では、どのよ

うなことを学びますか？

医師による認知症の説明と告知の支援、原因疾患に応じた認知症治療

薬の種類と特徴、BPSDに用いられることがある薬物の作用機序や副

作用、非薬物療法の方法、エンドオブライフケアについて学びます。 

7. なぜこの科目で非薬物療法を学ぶのですか？
治療薬など薬物による対応と対比して、薬物に限定しない生活の質を

向上させる活動や療法の重要性を学ぶためです。 

8. 旧カリキュラムにあった「ターミナルケア」

はどこに移動しましたか？

旧カリキュラムの「認知症を取りまく社会的課題」に含まれていた

「ターミナルケア」は、改定後のこの科目では「エンドオブライフケ

ア」として引き続き扱われます。 

9. この科目の学習は、実践リーダーとしてどの

ように役立ちますか？

認知症に関する専門的で最新の知識を身につけることで、チームメン

バーへの指導や、より複雑な事例への対応、多職種連携を円滑に進め

るための基盤となります。 

10. この科目で参考にするガイドラインはあり

ますか？

「かかりつけ医のための BPSD に対応する向精神薬使用ガイドライ

ン」や「認知症疾患診療ガイドライン」が参考資料として挙げられて

います。 

【【スストトレレススママネネジジメメンントトのの理理論論とと方方法法】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間は変更されましたか？ 旧カリキュラムの120分から150分に延長されました。 

2. なぜ所要時間が延長されたのですか？

チームケアを円滑に運用するため、実践リーダーとして介護職員等の

ストレスの緩和やメンタルヘルスのマネジメントを習得できるよう、

演習や実技練習など体験的な学習時間を確保するためです。 

3. この科目の主な目的は何ですか？

チームケアを円滑に運用するため、ストレスの仕組みと対処法の一般

的、基本的な理解だけでなく、実践リーダーとしてチームメンバーの

ストレスの緩和やメンタルヘルスのマネジメントの方法を理解し、実

践できるようになることです。 

4. この科目の到達目標を教えてください。

チームにおけるストレスマネジメントの意義と必要性を理解するこ

と、ストレスの仕組みと対処法を理解すること、組織のメンタルヘル

ス対策や実践リーダーの役割、チームメンバーへの支援方法を理解す

ることです。 

５. 演習は含まれますか？
実際のストレスマネジメントの方法を演習を通して体験的に理解しま

す。 
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６. 実践リーダーが果たすべき役割は、どのよう

に学びますか？

組織のメンタルヘルス対策や、チームメンバーへの支援方法を学ぶこ

とで、実践リーダーとして果たすべき役割を理解します。 

７. この科目は他の科目とどのように関連します

か？

「認知症ケアにおけるチームマネジメントの理論と方法」の中で、チ

ームマネジメントに必要な要素の一つとしてストレスマネジメントが

挙げられており、両科目は連携しています。 

８. この科目が改定された背景には何があります

か？

認知症ケアの現場における介護職員のストレスがチームケアを円滑に

運営していく上で課題となっており、実践リーダーがそのマネジメン

トを行うことの重要性が増していることが背景にあります。 

【【カカンンフファァレレンンスス（（会会議議））のの技技法法とと実実践践】】  

質問 回答 

1. この科目の名称と所要時間は、改定によって

どのように変わりましたか？

旧カリキュラムでは「ケアカンファレンスの技法と実践」という名

称で120分でしたが、改定後は「カンファレンス（会議）の技法

と実践」に名称が変わり、所要時間も180分に延長されました。

ケアカンファレンスに限らず、職場内でのミーティングや話し合い

全般を対象とするため、カンファレンス（会議）に改称していま

す。 

2. なぜ所要時間が延長されたのですか？

効果的なカンファレンス（会議）の展開方法に関するマネジメント

を、演習を通じて体験的に学習し、チームの意思決定、情報共有、

コミュニケーション活性化の具体的なマネジメント方法を理解する

ためです。 

3. この科目の主な目的は何ですか？
チームケアを円滑に運用するために、効果的なカンファレンス（会

議）の展開方法を習得することです。 

4. この科目の到達目標を教えてください。

チームケアの質向上を目的としたカンファレンスの目的や意義、必

要性を理解することと、目的に応じた効果的なカンファレンスを展

開できることです。 

5. どのような演習が含まれていますか？

模擬カンファレンスを実施し、進行役やスーパーバイザー役を体験

することで、効果的なカンファレンスの具体的なマネジメント方法

を習得します。 

6. 「カンファレンス（会議）の目的と意義」で

は何を学びますか？

カンファレンス（会議）の目的や意義、種類と特徴、そしてチーム

ケアにおけるケアカンファレンスの目的と意義を学びます。 

7. 「効果的なカンファレンス（会議）の展開」

では、どのようなことを学びますか？

事前周知（開催目的の明確化など）、カンファレンスの役割分担

（進行役、スーパーバイザーなど）、そして効果的な議論を促すた

めのポイントを学びます。 

８. この科目の学習は、実践リーダーとしてど

のように役立ちますか？

効果的なカンファレンスを主導することで、チームメンバー間の意

思決定を円滑にし、情報共有とコミュニケーションを活性化させる

スキルが身につきます。 

９. なぜカンファレンス（会議）の技法が重要

視されるのですか？

チームケアの質を向上させるために、メンバーが円滑に意見を交換

し、合意形成を図るための重要な方法であるためです。 
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【【認認知知症症ケケアアににおおけけるるチチーームムママネネジジメメンントトのの理理論論とと方方法法】】  

質問 回答 

1. この科目の名称と所要時間は、改定によっ

てどのように変わりましたか？

旧カリキュラムの「チームケアを構築するリーダーの役割」（180

分）と「認知症ケアにおけるチームアプローチの理論と方法」

（180分）が統合され、「認知症ケアにおけるチームマネジメント

の理論と方法」（240分）となりました。 

2. この科目の主な目的は何ですか？

認知症ケアにおけるチームケアを推進するため、チームを円滑に運用

する実践リーダーとしての役割を自覚し、認知症ケアにおけるチーム

ケアのマネジメント方法を理解することです。 

3. この科目の到達目標を教えてください。

チームマネジメントの基本的な考え方や方法を説明できること、認知

症ケアにおけるチームマネジメントの意義と実践方法を理解するこ

と、そして認知症チームケア推進研修の方法を理解できることです。 

4. この科目で学ぶ「チームマネジメント」に

はどのような要素が含まれますか？

目標や方針の設定と管理、コミュニケーション支援、動機づけ、スト

レスマネジメント、情報共有、カンファレンス、教育指導の必要性な

どが含まれます。 

5. 認知症におけるチームケア推進研修とは何

を指しますか？

認知症ケアにおけるチームマネジメントの展開例として、認知症チー

ムケア推進加算の算定要件となっている認知症チームケア推進研修

(70分）に準拠した内容を学習することを指します。 

6. この科目で「実践」はどのように学びます

か？

チームマネジメントに関する理論や方法を踏まえ、認知症ケアにおけ

るチームケア事例を通して具体的な実践方法を学びます。 

7. なぜ複数の科目が統合されたのですか？

「チームケアを構築するリーダーの役割」（180分）と「認知症ケ

アにおけるチームアプローチの理論と方法」（180分）の学習内容

が一部重複しているため整理し、また学習内容の連続性を確保し、認

知症ケアにおけるチームマネジメントをより体系的に理解できるよ

う、関連する複数の科目を統合し、学びを深めるためです。 

８. チームケアにおけるチームマネジメントの

必要性とは？

認知症の人のニーズに対応するために、チームが連携・協働するチー

ムケアの重要性が増しており、そのチームを円滑に運営するためのマ

ネジメントが不可欠であるためです。 

【【職職場場内内教教育育（（OOJJTT））のの理理論論とと方方法法】】  

質問 回答 

1. この科目の名称と所要時間は、改定によっ

てどのように変わりましたか？

旧カリキュラムの「職場内教育の基本視点」（240分）と「職場内

教育（OJT）の方法の理解」（240分）が統合され、「職場内教

育（OJT）の理論と方法」（420分）となりました。 

2. この科目の主な目的は何ですか？

認知症ケアにおけるチームケアを向上するリーダーとして、指導に

関する理論と指導計画の立案方法、指導技法の種類と特徴を学び、

効果的な指導方法を修得することです。 

3. この科目の到達目標を教えてください。

人材育成の意義と方法を理解すること、職場内教育（OJT）の計画

方法を体験的に理解すること、有効な指導技法の種類と実際の方法

を理解することです。 

4. この科目で学ぶ「指導技法」にはどのよう

なものがありますか？

ティーチング、コーチング、面接技法、スーパービジョンの基本的

理解が含まれます。 
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5. この科目の「演習」はどのように行われま

すか？

演習を通して実際の指導技法を体験し、基本的な技術を修得しま

す。また、人材育成の事例について、評価方法や指導目標設定、指

導方法等の計画立案の方法を演習を通して理解します。 

６. なぜ複数の科目が統合されたのですか？
指導に関する理論から計画立案、そして指導技法までを包括的に学

ぶために、関連する科目を統合したためです。 

７. この科目の学習は、実践リーダーとしてど

のように役立ちますか？

職場内での介護職員等に対する効果的な指導方法を習得すること

で、チーム全体の認知症ケアの質の向上に貢献できるようになりま

す。 

８. この科目で学ぶ「職場内教育（OJT）」の

有効性とは？

Off-JTや自己学習の限界を補い、職場で実践的に指導できる有効

な育成方法として学びます。 

９. 指導計画の立案は具体的に何をしますか？
指導課題、指導目標、指導計画の立案方法を学び、人材育成の事例

を通して計画立案の過程を体験的に理解します。 

【【認認知知症症ケケアア指指導導のの実実践践方方法法】】  

質問 回答 

1. この科目の名称と所要時間は、改定によっ

てどのように変わりましたか？

旧カリキュラムの「職場内教育（OJT）の実践」（360分）から

「認知症ケア指導の実践方法」に名称が変更され、所要時間は420

分に延長されました。 

2. なぜ所要時間が延長されたのですか？
職場実習における指導計画の立案や指導の実践を円滑に行うための

準備科目として十分な時間を確保しています。 

3. この科目の主な目的は何ですか？
認知症の人の生活の質（QOL）向上を目的としたケアの指導方法

を、具体的場面を通して理解することです。 

4. この科目の到達目標を教えてください。

BPSDや生活支援の方法に対する指導演習を通じて、介護職員等を

指導する方法を理解すること、アセスメントやケアへの指導計画を

立案できること、そして自己の指導の特徴を理解することです。 

5. どのような事例演習が含まれていますか？
介護職員の介護事例を取り上げ、介護目標設定、アセスメント、ケ

ア方法に関する指導のプロセスを学ぶ演習となります。 

6. 「介護目標設定に関する指導」の演習では

何を学びますか？

介護目標の考え方、評価の視点、そして介護目標立案に関する指導

方法を学びます。 

7. 「アセスメントに関する指導」と「ケア方

法に関する指導」の演習では何を学びますか？

生活の質を向上させるための視点や評価方法に関する具体的な指導

方法を学びます。 

8. この科目で学ぶ「自己の指導の特徴の振り

返り」とは何を指しますか？

演習全体を通じての学びを振り返り、自己の指導の特徴や課題を明

らかにすることです。 

9. この科目の学習は、実践リーダーとしてど

のように役立ちますか？

介護職員等に対する具体的な指導方法を体験的に学ぶことで、現場

での教育・指導力を高め、チーム全体のスキルアップに貢献できる

ようになります。 

10. なぜこの科目が改定されたのですか？

学習内容の重複を整理し統合したことと、「認知症ケア」に焦点を

当て、より実践的な指導方法を学ぶための内容に刷新されたためで

す。 
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【【職職場場実実習習のの課課題題設設定定】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間は変更されました

か？

旧カリキュラムの240分から180分に短縮されましたが、標準時間を

短く設定し、地域の実情に応じて任意で延長できる仕組みとしました。 

2. この科目の主な目的は何ですか？

研修で学んだ内容を活かして、職場の介護職員等の認知症ケアに関する

評価方法を理解することです。また、認知症ケアの指導に関する実習計

画を立案できるようになることも目的です。 

3. この科目の到達目標を教えてください。

介護職員等の認知症ケアに関する評価方法を立案できることと、講義・

演習で学んだ内容を活かし、認知症ケアの指導に関する実習計画を立案

できることです。 

4. この科目で学ぶ「評価方法」にはどのよ

うな内容が含まれますか？

介護職員等の態度、知識、技術に関する現状分析の方法や、指導対象者

の選定、そして介護職員等の能力の評価方法立案の過程について学びま

す。 

5. この科目で「実習計画の立案」はどのよ

うに行われますか？

実習目標、実習計画、そして実習中の資料作成について学びます。実習

のタイムスケジュールを作成し、目標と流れを理解します。 

6. 「評価方法の立案」の演習では何を学び

ますか？

基本的知識、ケア目標、アセスメント方法、ケア方法、ケア評価への評

価方法の計画を考え、実習への準備を行います。 

７. この科目の学習は、実践リーダーとして

どのように役立ちますか？

職場での介護職員等の介護の現状を客観的に評価し、効果的な実習計画

を立てるスキルを身につけることで、実践的な指導の基盤を築くことが

できます。 

８. この科目が研修全体の中で果たす役割は

何ですか？

研修で学んだ理論と、職場での具体的な指導実践を結びつけるための準

備段階として、非常に重要な役割を担っています。 

９. なぜ所要時間が短縮されたのですか？

標準時間を短く設定し、地域の実情に応じて任意で延長できる仕組みと

することで、他の科目の見直しと時間の再配分に伴い、内容がより効率

的に整理されました。 

【【職職場場実実習習】】  

質問 回答 

1. この科目の所要期間は変更されましたか？ 所要期間は4週間で、改定前後で変更はありません。 

2. この科目の主な目的は何ですか？
研修で学んだ内容を活かし、アセスメント、生活支援の目標設定、ケア

実践計画の作成と実践に関する指導を展開できるようになることです。 

3. この科目の到達目標を教えてください。

介護職員等の認知症ケアを評価し課題を設定できること、指導目標と指

導計画を作成できること、そして学んだ指導方法を職場で実際に活用で

きることです。 

4. 職場実習は具体的にどのような流れで進め

られますか？

研修中に作成した指導計画を職場内で説明し理解を得た後、その計画に

基づいて4週間にわたり実践します。 

５. この科目で作成する「指導計画」はどの

ような内容ですか？

介護職員等の認知症ケアの現状に応じた指導目標の立案、そして指導目

標に応じた指導方法に関する指導計画を作成します。 

６. 指導計画に基づいた「指導の実践」は必

須ですか？

作成した指導計画を協力する介護職員等と共有し、その結果をもとに職

場内での指導における自己の課題を検討する取り組みは必ず実施しま

す。計画に基づいた指導の実践は任意とされています。 
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７. なぜ指導の実践が任意なのですか？ 受講者や事業所の実情に応じて柔軟な運用を可能にするためです。 

８. この科目は「職場実習の課題設定」科目

とどのように関連していますか？

「職場実習の課題設定」科目で作成した実習計画に基づいて、この「職

場実習」が実施されます。 

９. この科目が「実践リーダー研修」全体の

中で果たす役割は何ですか？

この科目は、研修で得た知識と技術を実際の現場で実践し、その効果を

検証する中心的な役割を担っています。 

【【結結果果報報告告  職職場場実実習習評評価価】】  

質問 回答 

1. この科目の所要時間は変更されましたか？ 旧カリキュラムの420分から180分に短縮されました。 

2. なぜ所要時間が短縮されたのですか？
実施地域の実状に伴い、標準時間を短縮しつつ、任意に延長できるよう

柔軟な運用を可能とするためです。 

3. この科目の主な目的は何ですか？

職場実習を通して、認知症ケア指導の方法に関する課題やあり方につい

て客観的・論理的に考察・報告し、実践リーダーとして指導の方向性を

明確にすることです。 

4. この科目の到達目標を教えてください。

職場実習における学びを通し、指導方法の課題やあり方について客観

的・論理的に考察し報告できること、そして指導にかかる自己の課題を

評価し、指導の方向性を明確にできることです。 

５. この科目は、職場実習とどのように関連

していますか？

この科目は、職場実習で実際に行った指導の成果をまとめ、評価するた

めの科目です。実習の集大成として位置づけられます。 

６. この科目が「実践リーダー研修」全体の

中で果たす役割は何ですか？

この科目は、研修で得た知識と実習で得た経験を結びつけ、受講者が実

践リーダーとしてのスキルと自己評価能力を高めるための重要な役割を

担っています。これにより、継続的な質の高いケアの実践へと繋がりま

す。 
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